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瀬名遺跡は静清平野北部に立地し、度重なる長尾川の氾濫によって形成された扇状地の末端に営まれ

た水田遺構を中心とした遺跡である。この遺跡は、静清バイパス埋蔵文化財発掘調査業務として建設省

中部地方建設局の委託により、昭和61年度から平成2年度まで現地調査が行われた。

この調査により、弥生時代中期から近現代に至るまで連続した各時代の水田遺構が発見され、静清平

野における稲作の時代相をおさえることができた。水田以外にも、多くの木製農具、弥生時代の方形周

溝墓群、『倭名類衆抄』に見られる郷名の記された木簡、律令祭祀に関連すると見られる木製品など豊富

な遺構◎遺物が発見されている。

この遺跡は地中6～7mの深さまで埋まっており、地中の水分が多い土地であったために木質遺物が

多く残存し、2万点をこえる木質遺物の出土があった。特に弥生時代後期から古墳時代前期の水田より

出土した木質遺物は、当時の生産◎生活様式をうかがい知ることのできる良好な資料である。平成2年

度より続けられている資料整理によって、水田からは耕佃こ使用された木製農具が出土するほか、畦畔

にも多くの建築材が転用されていることが明らかとなり、当時の建築物や建築技術の解明に大きく貢献

することが期待されている。

最後になったが、調査ならびに本書の作成にあたっては、建設省静岡国道工事事務所をはじめとした

関係機関各位に多大なる援助◎協力を受けた。厚くお礼を申し上げる。また、この場をお借りして、現

地調査◎資料整理に参加した調査員◎作業員の労をねぎらいたい。

平成8年3月

財団法人静岡塵埋蔵文化財調査研究所

所　長　斎　藤



例　言

1。本書は静岡市瀬名地先に所在する瀬名遺跡の発掘調査報告書第五分冊（遺物編融）である。本書で

は、木製品◎文字資料◎自然遺物の遺物編Iの補遺を扱った。

2。調査は「静清バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘業務」として、建設省中部地方建設局の委託を

受け、静岡愚教育委員会文化課指導のもとに、財団法人静岡鼻埋蔵文化財調査研究所が実施した。

3。調査の体制は次のとおりである。

昭和61年度（発掘調査）

所長　斎藤忠、常務理事　八代龍一、調査研究部長　岡田恭順、調査研究一課長　植松章八

調査研究員　森下春美、足立順司、曽根辰雄

昭和62年度（発掘調査）

所長　斎藤忠、常務理事　大石保夫、調査研究部長　山下晃、調査研究二課長　平野吾郎

主任調査研究員　佐野五十三、調査研究員　宮村典雄、小葉秀樹

昭和63年度（発掘調査）

所長　斎藤忠、常務理事　亀山千鶴男、調査研究部長　山下晃、調査研究二課長　東野克巳

主任調査研究員　佐野五十三、調査研究員　曽根辰雄、杉浦高敏、宮村典雄、杉澤正敏、木下智章

平成元年度（発掘調査）

所長　斎藤思、常務理事　亀山千鶴男、調査研究部長　山下晃、調査研究二課長　粟野克巳

主任調査研究員　伊藤豪、調査研究員　守谷孝治、竹山善事、宮村典雄、杉澤正敏、中山正典、

内藤朝雄、縄巻強、木下智章、村瀬隆彦、小林孝誌、嘱託技術員　前嶋秀張

平成2年度（発掘調査／資料整理）

所長　斎藤忠、常務理事　亀山千鶴男、調査研究部長　山下草、調査研究二課長　栗野克巳

調査研究員　宮村典雄、杉澤正敏、中山正典、伊林修一、笹原芳郎、塚本裕巳、小林孝誌

平成3年度（資料整理）

所長　斎藤忠、常務理事　鈴木勲、調査研究部長　山下晃、調査研究二課長　栗野克巳

主任調査研究員　宮村典雄、調査研究員　中山正典、一杉高徳、伊林修一、小林孝誌、

嘱託技術員　中鉢賢治

平成4年度（資料整理）

所長　斎藤忠、常務理事　鈴木勲、調査研究部長　山下晃、調査研究二課長　栗野克巳

調査研究員　中山正典、小林孝誌、嘱託技術員　中鉢賢治

平成5年度（資料整理）

所長　斎藤思、常務理事　鈴木勲、調査研究部長　植総革八、調査研究二課長　栗野克巳

調査研究員　中山正典、青木修

平成6年度（資料整理）

所長　斎藤忠、常務理事　鈴木勲、調査部長　小崎章男、調査研究部次長兼一課長　栗野克巳

調査研究員　望月由佳子

平成7年度（資料整理）

所長　斎藤忠、副所長　池谷和三、常務理事　三村田昌昭、調査研究部長　小崎章男、

調査研究部次長兼一課長　栗野克巳、調査研究員　望月由佳子



4．本書は静岡輿埋蔵文化財調査研究所の議員が分担して執筆した。

望月由佳千　第I章、第II章第1節3～9、第2節、第3節、第Ⅳ章1～3～第Ⅴ章、第Ⅵ章、遺

物観察表

岩崎しのぶ　第II章第1節1～2、中山正典　遺物観察表

5．平成4年度の資料整理は中山正典、小林孝誌、中鉢賢治が中心となって実施した。平成5年度の資

料整理は中山正典、青木修が中心となって実施した。

平成6・7年度の資料整理は望月由佳子が中心となって実施した。

6．平成4～7年度の資料整理は、下野整理事務所（清水市下野緑町1番35号静清バイパス高架下）で

実施した。

7．遺物写真は池田カメラ（池田洋仁氏）、楠草堂（楠本真紀子氏）に依頼したほか、当研究所職員が撮

影した。

8．木製品の樹種鑑定は山内文氏（元図立科学博物館）、鈴木三男氏（東北大学大学院理学研究科）に依

頼した。

9．動物依存体の鑑定は金子浩昌氏（早稲田大学）に依頼した。

10．河川出土人骨についての人類学的分析は、山口敏氏（元国立科学博物館）に依頼し、玉稿をいただ

き第Ⅳ章4に収録した。

11．木製品の資料検討は宮本長二郎氏（文化庁）、山田昌久氏（東京都立大学）の指導を受けた。なお宮

本長二郎氏は「瀬名遺跡出土建築材の復原」の玉稿をいただき第Ⅶ章持論に収録した。

凡　例

本書の記述、図示については以下の基準に従っている。

1．遺物の実測図は本書に、遺物写真は図版編に掲載した。

2．遺物の実測図は、礎盤・柱根・鼠返し・扉を1／6、梯子・垂木・円柱・柱状材・板材を1／9、

装身具・工具を1／3、武具は1／6、用途不明木製品は1／4の縮尺を基本とした。遺物の性格

上、これらに入らないものは縮尺を変え、図中に記入した。

3．木製品の実測図は正面図及び。横断面図を示すことを基本とし、必要により追加・省略した。木製

品の木目は断面図の中に模式的に示した。

4．木製品の欠損部は、推定できるものを破線で表現した。

5．木製品において、炭化している部分は、スクリーントーン臣這団で示し、樹皮を用いている部分は

スクリーントーン臣萱冠で示し、墨書されている部分は黒で塗りつぶしている。また、木釘または

楔がが残存している部分はスクリーントーン匡≡≡∃で示した。

6．遺物の個々の法量、出土地点、形態的特徴などは観察表にまとめ、巻末に付した。

7．遺構の略号は次の通り。

略号 遺構 略号 遺構 略号 遺構

S D 溝状遺構 S H 掘立柱建物 S P 4、穴

S R 自然流路 ・河川 S T 水田 S X その他の遺構



各報告書で健用されている遺構番号は、整理作業の段階で区と層位を盛　込んだ番号に変更したた

め、調査年度ごとに刊行された「調査概報」とは異なる番号が館されている。この対応関係につい

ては本書の第Ⅵ章2節の遺構番号変更表を参照のこと。

8。実測図版昏写真図版に伸された番号は観察表のそれぞれの遺物の通し番号と一致する。

9。遺物の年代観については　瀬名遺跡Ⅲ　遺物編の　の各区各層の年代観に基づいている。これは整

理段階で流入遺物も含めて各層の出土遣物を検討したため、年代幅がやや広く設定されている。各

区各層出土遺物の年代観は以下の表の通り。

層位 ・遺構 層　 臣 層 ！ 尋＿攣　 ＿…＿＿＿墜～摘層 SR 12 机 恒 頭 2 層　 恒 層 28層 i29 の35層

年代観 中　 近　 世　　　　　 中世 ・平安 奈良、平安 弥生後後

、古墳前

弥生中期後葉

層位 ・遺構 3 0 4層 ！ 5 層 6層　 L．孝＿＿＿8 8層 藍望璽鎚二墜堅」…堂墜」」憂牽コ「事函＝匝戸事函

年代観 中　 近　 世 平安 奈良 古　 癖　 中　 期　 弥生後後　 弥生後期 弥生中期　 弥生中期

～平安 、古墳前　　 前葉　　 後葉　　 前葉

層位邁墜』旦堅辻」墜」L j 牽 ＝「頭軒γ1 痛 9層　 恒 層 ！‾‾…‾‾‾‾m 層　い 3層
年代観　　　　 中　　 近　　 世　　　　　 平　安 古墳中期 古墳中期　古墳前期　弥生後期 弥生中期後葉

、平安 前葉　　 、弥生後期初頭

層位 運 動 」 墜 」 」 墜 」 す ザ 痺 恒 1 碩 は層　 恒 em 層恒 層 17層 18層 19 ・20層
年代観　　　　 中　　 近　　 世　　　　　 平　 安 奈良？　 古墳中期 弥生後後

、古墳前

弥生後期

前葉

弥生中期

層位 ・遺構 2 ・4 層 の　層 植 民祁 ‾‾郡　 層 i　 層　 恒 a層 臣 抽層 恒 層　 恒 層 i m 層

年代観 平安 平　 安　 6 C 後　　 古墳後期　 古墳中期　 弥生後後　 弥生 中期　　 弥　 生　　 中　 期

、中世 き　～8 C　 二条良　　　　　 ～古墳前　　 後菓

層位 ・遺構 5 や6層 ！‾‾‾‾‾‾‾‾…‾＝‾‾‾層巨 ～招層 恒 ‾‾遍 ‾‾‾‾i…亘4b層 i15 弓 6層 招a層　 恒 m 層 18層 i20～24層
年代碗 平　 安　　　 中　 世　　　　 奈良 ・平安　　 古墳中期 弥生後後　 弥生後期

、古墳前　　 前葉

弥　 生　 中　 期

層位瀾 －ヱ～19㌍ 融 標 豊 ㌍ 3301 35層　 37層　 38層　 購層 姐 e42層

年代観　　 中近健　 奈良　 あ　平安　 0　中健　 古墳中期 弥生後期後葉　　　　 弥　生　中　期

～古墳前期

層位ゆ遺構棒～1 層臣 層　 恒 ～2 層恒 層　綾 ～2 層 30層 31、32層 33～35層恒 層　睦 ～姐層
年欄 腔 割　 平　 安　 奈良 ～ 平安 l古墳中期 古墳前期 警還 i弥生禁 弥生中期
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第亙渥　瀬名遺跡の概要

第盈節　調査経過

1　現地調査

静清バイパスは清水市興津から静岡市丸子二軒屋までの延長24。2kmの遠路である。昭和

4b年より止革に有子LZ〇年刀瀧通ししおら　しの間し菜邑誼肇のi助力レノもこ言音水市教育委
．．1　▲＿▲　、　、、　＿＿＿▼＿一一一ト一、＿　⊥l▼と▲　一丁一　l r、「一　′．一一　I、トムtt′、lコ　l　　＿＿，－　I．、lヽ　　　　　、　／1、　RRl＿，丁ご五二二Ill′⊥′・／1、1．ナ1－⊥一　／7、　J l＿

員会、静岡市教育委員会、当研究所によって路線内の埋蔵文化財についての調査が実施さ

れた。

瀬名遺跡は昭和60年度と昭和62年度に予備調査が行われ、昭和61年度から平成2年度ま　予備調査

で4年8ヵ月の現地調査で延べ調査面積182，834m2を調査し終了した。この調査の結果、地

表面から深さ約6mの間に、弥生時代中期から近世に至る遺構面を多数検出した。

各調査区の調査は同時進行したわけではなく、用地買収とバイパス工事の工程によって　調査の進行

調査可能となった地区から開始された。また、平成元年度には6地区の調査が同時に行わ

れる大規模な調査となり、調査参加者も1日に300名を超えた。最後に開始した8～10区に

っいては工程上1年半で調査を終了しなければならないため、1ヵ月の間に複数の遺構面

を調査するという厳しい状況であった。このため、遺構商の測量に空中写真による測量が

導入された。

第 瑠蒙　 瀬名遺跡各区調査年度

年度 丁区 2 ／ 3 区 5 匿 応区 7 着 ＄匿 9 区 頂の匿

昭和60年度 予備調査 （静岡市教育委員会）

昭和61年度 現地調査

昭和62年度 現地調査 予備調査

昭和63年度 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

平成元年度 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

平成 2 年度 資料整理 資料整理 資料整理 現地調査 現地調査 現地調査

平成 3 ～ 7 年度 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理

2　資料整：監

平成2年度後半の現地調査終了後より、本格的な整理作業に着手した。各調査区の数百

枚に及ぶ図面や写真を整理し、工程上、現地で校正できなかった写真測量図の確認、校正

を行った。平成2年度◎平成3年度は各区の遺構面を中心に整理した『遺構編I』、平成4

年度は遺跡全体にわたる遺構の変遷と土層の対応関係をまとめた『遺構編II』を編集した。

また、これと平行して、2万点にも及ぶ木質遣物の洗浄、分類、シーラーパック、仮収納

を行った。瀬名遺跡の出土遣物の整理作業は、平成3年度後半から本格的に展開され、土

器、石器木製農具を中心に器種が限定できたものを優先的に整理し、平成5年度に『遺物

編I』を刊行した。この編集にあたっては、遺構、流路出土の一括遺物を一群として扱い、

水田遺構出土の遺物は木製農具、水田施設としての杭、堰、樋状木製品を優先させている。

券種の認定も農具に関しては細かな細分類まで行った。建築材、その他の木製品について

は平成4年度より整理作業に着手しており、当初は『遺物編‡』に掲載すべく分類、実測

が行われていたが、数量が膨大で器種も多岐にわたるため、整理に時間がかかり『遺物編
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Ⅲ』（本書）で扱うこととなった。

建築材においては平成4年度には加工の顕著な木製品の第一次抽出を行い、平成5年度

はその中から器種の明確なもの、加工の顕著をものを抽出して実測し、図版を作成した。

平成6年度は全体の形状が把握できる大型木製品を優先的に実測して図版を組み、平成7

年度前半でさらに第一次抽出遺物の中から、加工の顕著なものを抽出して実測を行った。

第一次抽選の後、3回にわたる第二次抽出と図版組みをおこなったため、器種の鞘経でな

いものについては「柱状財」、「板材」とし、実測図版において細かを分類までは行われて

いない。建築材と並行して服飾具、紡織具、工具、武器、交通交易関連遺物、自然遺物な

どの整理作業を行った。

上述のように短期間で膨大な木質遺物の整理を行うため、遺物整理作業を効率的に進め

る必要があった。木質遺物における資料整理の流れは下図の通りである。

第領国．木製品整理の流儀

－2－



写真1　下野整理事務所

写真2　シーラーパック作業

写真3　実測作業

写真4　大型遣物の写真撮影

木質遺物は乾燥による変形を防ぐため水　シーラー

漬けで保管しなければならないので、ポリ　パック作業

エチレンまたはナイロンシートで水漬けの

まま密閉してしまうシーラーパック作業を

実施した。整理作業の準備段階として遺物

を水洗し、注意事項を鉛筆で記入したマイ

ラーシートのラベルを封入してパックした。

次に用途がある程度限定できるものを約　遺物の選別

1100点を選別し、優先的に実測図を作成し

た。残りの2万点弱の木質遺物は遺構編の

資料遺物として調査区別、層位別、遺構別

に仮収納した。このため抽出分とその他の　仮　収　納

木製品という二重構造が出来上がり、その

他の木製品が抽出分に比べ、検討を十分に

加えられないという現状にあった。その後、

その他の木製品については加工の顕著なも

のを第一次抽出遺物とし、この中から建築　第1次抽出

材の可能性のあるものが抽出され、整理さ

れた。抽出遺物はその場で略測図を作成し、

器種別の実測用木製品登録台帳を作成した。実測木製品

これは整理段階での遺物の混同を避け、整　　登録台帳

理の状況を知る上で必要となるものである。

実測図はB3の方眼紙に書くことを基本　実　測　図

とした。B3に収まらない大型の遺物につ

いては適宜用紙を選択した。建築材におい

ては大型ものがほとんどであり、カード作

成や図版組みの作業も考慮して基本的に2　2分の1

分の1の縮尺で実測図を作成した。木製品　　　　縮尺

は普通の方眼紙では遺物の水分によって伸

縮するため、マイラーシートのセクション　セクション

フイルムを使用した。正面、側面、横位断　　フイルム

面の三面を図示することを基本として図化

したが、前述の1100点を優先し、その他の

木製品は正面と断面、あるいは特徴のある

部分のみの図示に留めた。平成6年度以降

の実測作業では、より多くの遺物の実測図

を報告書に掲載するため、多くの部分で省

略を行い、模式的な図や部分図を多くして

いる。

遺物写真は整理作業開始当初、6×7版

の白黒と35mmのカラーリバーサルの2種類
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を撮影していたが、途中より報告書の写真

6×7版　　図版作成用を中心に考え、6×7版の白黒

のみに切り替えた。また、土器、農具その

4×5型　　他の立体的な遺物、長大な遺物は4×5型

の大型カメラによる撮影を行った。また、

実測図版組みが終了しているものについて

は割り付けの手間を省略するため、同じ実

測図版の遺物を4×5版1枚に撮影した。

上記の撮影は報告書掲載遺物に限られ、そ

の他の木製品の中から抽出した遣物は6×

7版の白黒で、4－5点を1枚に撮影した。

ネガの整理　4×5版のネガの整理については4×5版

のシートに入れ、HCLファイルボックスに

収納している。

遺物カード　　実測図が出来た遺物については、速やか

に実測図のコピーを貼付した遺物カードを

遺物1点につき1枚ずつ作成した。カード

は当研究所の様式のカードを使用している

新カード　が、カード様式がデータベース用に変更さ

れているので、新カード様式で作成し、旧

カードで作成してあるものについては新カ

ードに対応できるよう書き替えている。カ

ードの裏面には撮影済みの写真を貼付し出

土位置の遺構図も示した。カードには特に

法量について計測値を詳細に記入した。以

上のカードは実測をしたものについて作成

し、それ以外の遺物については保存処理作

8点で1枚　業をする時点で、8点につき1枚のカード

写真5　写真整理

写真6　カード登録

を作成している。取り上げ台帳をコピーし　哲

て貼付し、保存処理の工程を記入するよう　写真7　PEG常温含浸作業

にしている。実測を行いカード化しした遺

物に対してカード型データベースのソフト

カード登録　を用い、1点1点登録した。登録項目に関

しては「遺物の分類と整理」（当研究所情報

処理検討委員会1991）に沿って項目を設定

した。

保存処理　木質遺物の保存処理については膨大な点

数であったため、早めに計画的な処理方法

を立案、実施することが要求された。報告

書掲載遺物についてはPEG（ポリエチレン

加熱含浸法　グリコール）加熱合浸法を中心に行い、加
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熱式の処理槽内で100％PEGを含浸する。曲物等薄い小型の木製品に関しては真空凍結乾　真空凍結

燥法を併用しながら処理を実施している。その他の遺物のなかで、スギ材で残存状況が良　　　乾燥法

好なもの（全体の9割を占める）については常温でPEGを40％含浸させる処理方法を採用

した。40％は常温でPEG4000が水に溶ける最大の濃度に近い値である。PEG40％の常温含

浸方法は未開発であったため、実験的に試行錯誤を繰り返しながらの作業となった。第一

段階の含浸としてPEG20％溶液に3ヵ月間、第二階段の含浸で40％溶液に3ヵ月間浸した　陛匡扇

後、風通しの良い室内で9ヵ月間自然乾燥させる。以上のような処理で保管に耐え得る仕　常温禽浸法

上がりとなり、表面も100％の加熱含浸に比べて木質感があり、色も黒みが強くならない。

現在では含浸作業の効率化が検討され、40％溶液に4ヵ月間浸し、9ヵ月間自然乾燥させ

る工程で処理が行われている。

出土した木質遺物は膨大で、その全てを把握することは難題であった。用途の明確な遺

物を抽出した際に、いくつかの建築材は抽出されていたが、その他の木製品の中から、建　遺物の抽出

集材の可能性のある遺物を抽出しただけでもその数が2千点以上に及んだ。建築材と思わ

れる遺物のほとんどは水田の畦畔を補強する杭材◎芯材◎横木として転用され、杭材のほ

とんどは細かく裁断され、先端を尖らせる二次加工を受けていた。このため、原形を推定．哩細削急転用

することが非常に困難であり、形の推定できるものから実測を開始した。大型の製品は実

測に時間がかかり、なるべく多くの点数を掲載するためには各年度ごとに実測の終わった

ものから順次図版を組みトレースを行って実測図版を作成した。このため報告書に掲載す

る図版は調査区、層位、遺構等が混在してしまう結果となった。

以上のような遺物整理の流れで遺物についての報告書を作成した。平成5年度には『遺

物編I』として土器、金属製品、石器の総体、木製品は農具、祭祀具、容器、食事具、土　報告書作成

木材を扱い報告した。平成6年度には『自然科学編』の編集と並行して平成7年度に刊行

する『遺物編融』（本書）の編集も進めた。
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第2節　位置と環境

1　地理的環境

東西交通　静岡市は静岡愚のほぼ中央にあり、古くから東西交通の重要な位置を占めている。現在

でも東海道本線をはじめ東海道新幹線、国道1号線、東名高速退路など重要な交通網が市

城を通り抜けている。

静岡平野　静岡市は南北に長く、面積は全国で二番酎こ広い市であるが、平野の部分は全域の約10

％にあたる約115kが、安倍川（あべかわ）下流域の南部に集中している。静岡平野は北には

南アルプス赤石山地から連なる安倍（あべ）山地、東には庵原（いはら）山地、西には長

田（おさだ）丘陵があり、南に少し離れてドーム状に隆起した有度（うど）丘陵が存在す

る。また、平野の形成が沈降山地の溺れ谷の堆積という性格上、平野の中央に谷津山（や

つやま108m）、八幡山（やはたやま65m）、有東（うとう30m）丘陵が独立丘陵として島状

に存在している。

平野の形成　　静岡平野の形成には安倍川が大きな役割を果たしており、安倍川によって運ばれた厚い

砂礫層が扇状地性の平野を形成し、下流域に広がっている。賎機（しずはた）丘陵先端と

有度丘陵西側の小鹿（おしか）地区を結ぶラインで水系、地形が分かれており、南西城は

安倍川の扇状地の影響が強く、北東域では北部より流れてくる巴川（ともえがわ）などの

複合的な　　中小の河川によって、各所で自然堤防等の地形を発達させている複合的な扇状地地形であ

扇状地地形　る。安倍川扇状地の上端は賎機丘陵先端部の浅間神社付近（海抜約30m）にあり、南、東、

北東方面に向けて地形が緩く傾斜している。砂礫層からなる扇状地は周縁部に向けて次第

に低平になり、泥の層からなる低湿地へと移り変わってゆく。威機丘陵と南沼上（みなみ

麻磯低地　ぬまがみ）丘陵との間にある麻機（あさばた）低地は巴川の形成した谷が平野部にさしか

かる地域だが、低いところでは海抜6mしかない低湿地である。しかも安倍川の扇状地の

影響で、南側が高い地形である。このため、扇状地からの湧水と河川の水が集まって滞り、

麻機沼を形成している。

遺跡の立地　瀬名遺跡はこの静岡平野の東北部、清水市と隣接する地域にあり、瀬名丘陵の先端部付

近から西に広がり、南東に有度丘陵の北端を臨む。庵原山地に源を持ち、南沼上丘陵と瀬

名丘陵の間を流れる長尾川（をがおがわ）の押し出した多量の土砂の堆積によって形成さ

濃　尾＋捕　れた扇状地の末端に広がる自然堤防帯に立地する。長尾川は北側の竜爪山（りゅうそうざ

ん）に源を発し、長さは約20km、巴川の支流で愚の管理下にあるこ級河川である。この川

は河床約1／300の急勾配で平素はほとんど伏流しているが、上流域が山崩れや地滑りの起

立砂の堆積　きやすい地質であり、洪水の度に多量の土砂を流し出しており、現在では高い堤防を持つ

天井川となっている。その流域は活発な沖積化が行なわれて、現地表面が標高約12mに対

し、縄文時代晩期頃の大沢スコリア、カワゴ平パミスが標高約6m付近で検出されている。

しかも南側の瀬名川（せながわ）地区において西から流れて来る0。5／1000という緩勾配の

巴川に合流し排水機能が低下するため、大雨によって洪水が何度も繰り返されてきた。瀬

監用駁合流　名地区西側に川合（かわい）という地名が残ることから、巴川との合流地点がかつては上

流の瀬名遺跡付近であったと推定される。

瀬名遺跡付近は長尾川扇状地の扇端部にあたり、湧水が豊富で付近の生活用水、潅漑用

水として利用されてきた。昭和40年代前半まで周辺はほとんどが水田であったが、40年代
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後半に宅地化が進み、現在では水田がほとんど見られなくなった。また、地籍図には丑地

割りの変形が見られ、かつては長尾川が扇状地上を蛇私乱流していたと推定される。現

地調査では何本もの滑河遠が発腰されていることからもわかる。

瀬名遺跡は現地表から地下約6mの間にヒトデ状に広がる自然堤防があり、それを欄も
もプ　〉ノへも一．独J；・ヰサ　ノ

徴高胤後背湿地部分に弥生時代中期以嵐各時代の水田が間層を挟んで、重複する形で確　永岡の重複

認されている。

登呂博物館『静岡⑳清水の弥生時代』所収の図に加筆

2　歴史的環境

瀬名遺跡周辺で縄文時代にまで、洩る遺跡は南沼上底陵酋麓、幾機丘陵東麓、有虎屋後光　縄文疇偲

麓などの丘陵部で、土器や着器類の出土があったが明確を遺構は確認されていない。

静清地区は弥生時代中期前半より、弥生土器が確認される。安倍川西岸の丸子は　こ　弥生時代

セイゾウ此佐渡ほわたの遺跡や、有度丘陵酋麓の天王山・甘んのうざん）遺跡など　中期前半

の丘陵上に立地する　のや、清水市の下野化もの）遺跡といった低地性のものなど確認

されている数が少なく、低地の開発や集浴の発達についてまだ不明を点が多い。中期後半　中期後車

になると平野部に遺跡が拡大し、微高地上に方形周溝墓群、集落址が発見されている。弥

生時代後期になると平野部の遺跡が増加する。瀬名遺跡南側約500mに位置する瀬都＝遺跡　後　期

からは弥生時代後期の土器が出土しており、集落址の存在が考えられる。また、西側にあ

る川合遺跡からは弥生時代後期～古墳時代の水田跡の集落址が発見されている。

静岡平野最古の古墳は、谷津山山項に立地する前期中葉の前方後円墳である谷津山1号　音域時代

ー7－



南

遺

第3図　瀬名遺跡周辺遺跡分布図 国土地理院「清水」「静岡東部」2万5千分の1に加筆

墳（柚木山神古墳）である。前期後葉から中期前葉の有力古墳は清水平野北部の庵原地区

に移ってゆくが、静岡平野では中期に平野を囲む丘陵上に有力な古墳が散在するようにな

る。後期になると、これらの古墳を中心に周辺に小規模の古墳群が形成されてゆく。瀬名

瀬名古墳群　遺跡東側の瀬名丘陵上には前方後円墳3基、円墳3基、方墳1基からなる瀬名古墳群があ

る。中期の前方後円墳である瀬名1号項、8号填、円墳の2号墳（瀬名マルセッコウ古墳）

を中心に5世紀から7世紀初頭にわたって造営されたと推定される。西側には円墳5基の

南沼上古墳群があり、この他、周辺の支丘の南斜面に群集境が形成されている。古墳時代

の集落牡は瀬名遺跡西側の川合遺跡、川合遺跡八反田（はったんだ）地区で確認されてい

るが、北側の切石（きりいし）遺跡・東下（ひがLLも）遺跡から土器が出土しており、

集落址と推定される。

古　　代　瀬名地区は平安時代の『和名抄』にある「庵原郡西奈（世奈）郷」に比定され、瀬名遺
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跡は安倍郡と庵原郡の境界城に存在している。西側の川合地区にある宮下遺跡は平安時代　調合地区

の集落址で、川合遺跡をへだてた内荒（うちあれ）遺跡からほ掘立柱建物群とともに「造

大神印」の鋼印などが出土し、安倍（あべ）郡の官街関連施設と推定される。川合地区は
膳禾「l細耳目まてこ、」鉦に上スフlてう軍が輩j重17．しヽ声「ココI日清捕′∵溶、il　「享こすさ菅RHヾ垂加Kl〝ヽ泉（ナ、Ih一丁台巨
ト一l．1ト′■′－’■、Jl　、　′　■‘　　）、　Ly　■　′、JL－‘▼　　′LJ′ヽ⊥、．ノ　、．　’、－　　】　′’ll′lLl’－1′ヽI、‾　いノ　ノ　ヽ　　　　二六ヽlト1°HlJ′l1111一ノンIl■」、’ノ　レtノ　　ノ／、＿　‥」Hlユ

性が指摘されている。また、北側約2kmの麻機沼北部で明治12年以前の幕末維新期に「安　郡印の出藍

倍郡」の印が出土したと伝えられるが、個Å蔵であったため、現在は所在不明となってい

る。

中世には約400m南側を通る北街道が中世東海道となって、瀬名川村が宿駅として発展　車　　優

し、室町時代中期まで継虜したことが文献に見られる。「瀬名川」「瀬無用」の地名は中世

の紀行文等に見られる。瀬名丘陵の南端は「梶原山（かじわらやま）」と呼ばれ、鎌倉幕府

初期に梶原景時が京都へ逃れる途中、この山中で在地武士団の吉香（きっかわ）氏に追い

詰められ最期をとげたと伝えられる。

戦国時代初期には今川範将の所領で、範将の死後、室町幕府の御料所となった。後に範　戦国時代

将の孫、堀越一秀がこの地に住んで瀬名氏を称し、瀬名氏累代相続の地となった。今川義

元、民兵の頃には洪水によって田畑が損なわれ、駿河国浅間宮流鏑馬郷役の貰高が減った

ことが天文18年（1549）と永禄元年0558）の朱印状に記録されている。今川氏滅亡後は、

甲斐の武田氏、徳川氏、豊臣氏の家臣中村一氏と領主が交替した。慶長年間（1596～1614）川の名称

に上流域の長尾（ながお）村において、鮎を取るために代官所へ川の名を「長尾川」と届

け出たことから現在の川名となった。これ以前は「龍爪（りゅうそう）川」「微雨（ぴう）

川」F垢離取り　にりとり）川」「水梨（みずなし）川」など地域ごとに様々を名称で呼ば

れており、「長尾川の鮎」が瀬名地区の名産となったために「長尾川」の名称が定着したと

伝える。

江戸時矧こは、東海道が南へ移り、北街道は脇街道となって文字通り「東海道の北の街　混声時代

遺」となった。瀬名地区は初め駿府藩領となり徳川頼宣◎徳川忠長を藩主と仰いだが、寛

文9年（1669）瀬名川村の一部と瀬名村が大久保紀伊守の知行地、瀬名川村の一部が天領

とされた。元禄11年（1698）には長尾村、平山（ひらやま）村、瀬名川村の一部が現在の

清水市小島（おじま）に陣屋を置く於平丹後守に小島藩領として与えられ、それぞれの領

地が交錯する地域となった。天明2年（1782）、文政未年（1830）、天保7年（1836）、天保　水蜜の記録

11年（1840）と度重なる水害に、村々は年貢の減免を訴えるとともに、領主の違いを越え

て組合を結成し長尾川の巴川の川陰普請を行なった。嘉永2年（1849）8月の東堤決壊の　川除普請

際には言呆夜に村人総出で護岸工事を行い、村を越えて人足を出しあっていることが川合

村の名主九着衛門の田記から知ることができる。巴川の改修は正徳元年（1711）、享保15年

（1730）、宝暦10年（1760）、天保14年（1843）に行われたという記録が残る。特に天保14

年の改修は流域の村人で15才以上60才以下の男子すべてを動員し、数万人規模の掘削工事

を行うというものであったが、幕府の財政難により全国の土木工事が停止されたことで中

止となってしまった。長尾川では文化18年に堤防の南東工事が見えるが、明治初年の頃ま　水防の三夫

で、材木で「棚牛」という物を作り、蛇寵を乗せて水流の激しいところに置くことや、川

の付近に竹林を作り土砂の侵入を防ぐといった工夫を村人が生み出している。村人は護岸

工事と洩藻を行う一方、長尾川の流路を付け替える工事を検討していた。享保9年（1724）

には周辺の19ヶ村が長尾川の河道を南沼上丘陵の山麓から瀬名丘陵の山麓側に付け替える

請願を出しているが、実現に至らなかった。その後も同様の請願が度々出されているが、
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実施されることはなかった。この他にも南沼上丘陵にトンネルを掘り、長尾川の水を麻機

沼に流すということも考えられていたようである。

近　現　代　　明治維新の時には徳川家達領に属していたが、明治4年（1871）の廃藩置異により静岡

規第3太区第6小区の所属となり、明治1年　拉878）には群区編成法により清水市ととも

に庵原郡に属した。明治21年の町村制実施で瀬名村◎瀬名川村⑳長尾村◎平山村を合わせ

て、庵原郡西奈（せな）村と称した。この間にも明治17◎19◎23◎30◎37◎43年と水害が

治水王事　発生し、数度にわたって長尾川の枢出し工事、堤防の石張工事、石溜りを設ける中割り工

事が規の補助を受けて実施された。明治36年には巴用水割線防組合が結成され、県営事業

で大正初年まで瀬名川村松木田以東の長尾川璃陸川　はまがわ）、楠以東の巴川の改竪工事

が行われた。明治40年に巴用と長尾川の合流点を下流の清水市長崎地区に変え、瀬名川地

区では両河川が並行する現在のような姿となっている。

昭和23年（1948）4月1田に西京村が静岡市に合併された後も長尾川◎巴川の治水が進

められた。昭和34年（1959）の水害の後、36年から37年にかけて長尾川の大改修が行なわ

七夕豪雨　れて川幅が広げられ、川底も深く掘削された。昭和49年（1974）の「七夕豪雨」は長尾川

の堤防決壊◎巴川の氾濫により静岡◎清水両市に大きな被害をもたらし、巴川の水を南へ

流す太谷川放水路の建設など現在に至るまで治水事業が続けられている。

薗嚢の呼称　　現在では地区名◎小中学校名に「西奈」という文字が使用されているが、「にしな」と呼

ばれている。駿河古文書会が編集した『静岡市の太字◎小字名集成』の「市制施行時より

80年間の町、学名」の項目に「仁科村（こシナムラ）」とあり、酋奈村であった時期に起こ

った誤認と思われる。

3　童な遺構⑳遺物

遺構については『瀬名遺跡‡（遺構編‡）』（1992）に各区の詳細な遺構について報告さ

れているので、ここでは概略を述べる。

縄文以前　　瀬名遺跡では縄文晩期に降下したとされる大沢スコリアのS）が1区～10区の泥炭層よ

り検出されており、この時期には瀬名遺跡周辺が湿地帯であったと考えられる。7区15層

に溝状遺構、8区24層に掘立柱建物の柱穴が検出されているが、遺物は8区で柱穴の中に

桂根が検出された以外は認められなかった。これ以前の層については2／3区、5区、6

区、7区、8区で調査したところ、泥炭と礫層を部分的に挟むが、さらに下層には砂層、

シルト層が連続しており、水面下であった可能性が高い。

湿地の開発　　弥生時代中期前葉～中葉になると、水田に関連すると考えられる水利関係の遺構が見ら

れ、湿地の開発が行なわれたと思われる。遺物は打製石斧が6区23a層に散在しているのが

水圏の検出　認められ、中期前葉の弥生土器片が出土しな。中期後某になると明確な水田遺構が検出さ

れ、微高地に方形周溝墓、低地に水田が営まれている。遺物は方形周溝墓より中期後葉の

弥生土器が出土している。

東区画喧嘩　　中期後菜から古墳時代前期にかけては、大区画の畦畔を作り、この中を小区画の畦畔で

細分する水田が見られる。遺物には杭列畦畔に伴い、木製農具や杭に転用された建築材が

多く見られる。2／3区12層では準構造船の部材が畦畔中より出土した。

濾　地　偲　　しかし、次第に水位が上昇し、黒泥と泥炭質の土層に覆われることから、古墳時代中期

になると瀬名遺跡一帯は完全に湿地化してしまったようだ。本道状の遺構が6区～10区で

見られ、当時の人々が湿地の再開発に着手していたことをうかがわせるが、水田面の検出
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推定時期 i‾‾6‾薩 9区 8区 7区 6区 5区 2／3区 1区

中逐世 6層 水田

9層 水田

1 1層 溝

柱穴

5層 畝状遺構

流路

10層 水 田 ・流路

1 3層 水 田・流路

6層 水田

8層 水田

2層 水田 5層 水田 3層 水田 3層 水田 1 0層 水田 ・流路

1 3層 水田 ・流路

16層 水 田 ・流路

平安時代 14a層 水 田

14b層 水 田

1 6層 水 田

1 9層 水 田

2 0層 水 田・流路

2 2層 水 田・流路

2 5層 杭列 ・流路

堰

10a層 水田

10b層 水 田

1 3層 水 田

14 a層 水田

7層 水田 ・流路 1 1層 水田

5層 水田

8層 水口 6層 水田

17 b層 水 田・流路

17C層 掘立社建物

流路

19層 水田 ・流路
奈良～

古墳時代

2 3層 水 田

26層 水田

33層 水田 8層 水田 ・流路 13層 水田 8層 水田 2 0層 流路

斎串集中地点

古墳時代

（中期）

30b層 木造

水田

3 5層 木造 15 ・16層 木造 9層 木造 14層 木道 8層直下 流路 9層 流路 ・杭列

土器集中地点

10層 流路 ・堰
古墳前期

i

弥生後期

3 1a層 水 田

3 1b層 水 田

3 3層 水 田

3 5層 水 田

36層 水田

3 7層 水 田

38層 水田 17a層 水田

17 b層 水田

10a層 水 田 16層 水田

18層 水田

10層 水田

12層 水 田

13層 流路

掘立柱建物

森林跡 ・堰

1 2層 水田

14層 水田

22層 水田 e流路

弥中、後 4 0層 水 田 19層 水田

弥生中期 3 9層．水田

4 1層上面

方形周溝墓

4 2層 流路 e堰

18層上面

方形周溝墓

2 1層 杭

2 2層上面

小穴群 ・溝

23層 柱痕

1 2層上面

方形周溝墓

13層 杭列

15層 構

14層 水田 16層 水 田

2 0層 水 田

2 1a層 流路

溝 ・堰

2 8層 水 田 ・流路

28層下層 木棺

溝 ・流路

3 5層杭列 ・流路

第2喪　瀬名遺跡重要遺構…覧

（土層の対応を考慮しながら、各調査区におけるおおよその推定時期でまとめている。）

匝 物 名 1 0 区　 l9 区 8 区 7 区 6 区 5 区 2 ／ 3 区 1 区

土 器

弥生 土器

縄 文 土器

弥生土 器

縄文 土器

弥生 土器

縄 文土 器

弥生土 器 弥生 土器 弥生土 器

縄 文土 器

弥生 土 器 弥生 土 器

古 式 土師 器 古 式土 師 器 古式 土師 器 古 式土 師器 古式 土 師器 古 式土 師器 古 式土 師器 古式 土 師器

土 師器 土 師器 土師 器 土 師器 土師 器 土 師器 土 師器 土師 器

須 恵器 須 恵器 灰 粕 ・緑 粕 須 恵器 須恵 器 須 恵器 須恵 器 須恵 器

山茶碗

灰 牙由

陶磁 器

灰 寒由・緑 寒由

山茶 碗

陶磁器 灰寒由 灰寒由・緑 袖

山茶 碗

灰 粕 ・緑 寒由

山茶碗

陶磁 器 陶磁 器 陶磁器 陶磁器

木 製 品 杭 ・矢板 杭 ・矢板 杭 ・矢 板 杭 ・矢板 杭 ・矢 板 杭 杭 （線 刻含 ） 杭 ・矢 薇

建築 部材 建 築 部材 建築 部材 建築 部材

鍬

泥除 け ・竪 杵

建 築部材 建築 部材 建 築部 材 建 築部 材

鋤 ・鍬 梯 子 ・田舟 鋤 ・鍬 梯子 梯 子

鍬

諸手鍬

梯 子

鍬

田下駄

梯 子

田下 駄 鋤 ・鍬 ・諸手鍬 泥 除け ・竪杵 鋤 ・鍬 鋤 ・鍬

曲物 ・挽 物 田下駄 ・かせ い 田下 駄 田下駄 ・箸 田下 駄 田 下駄 ・著

木 簡 漆椀 ・到 物 曲物 下駄 ・挽物 漆椀 田下駄 ・箸 下 駄 ・挽 物 曲物 ・到 物

鳥 形 ・舟形 曲物 ・挽 物 木 棺 到 物 ・曲物 曲物 高杯 ・曲物

楯

陽物

付札 ・鞍 木 簡

斎 串 刀形 ・斎 串 付 札 ・鞍 卒塔 婆 準構 造船 部材 人形 ・斎 串

木棺 斎 串 ・木 棺 躍 ．・舟形 木 棺

金 属製 品 銭貨

銑 鉄

銭貨

鎌

銑鉄 銅鏡

銑鉄

刀子

馬 鍬 の刃 銭貨

馬鍬 の刃

袋 状鉄 斧

自然 遺物 獣 骨 ・昆 虫 人骨 ・昆 虫 人骨 ・昆 虫 人骨 ・昆 虫 人骨 ・昆 虫 馬骨 ・歯 昆 虫 人 骨 ・昆 虫

石製 品 種 子 獣 骨 種 子 獣骨 獣骨 ・種 子 種 子 網 代 種 子

その 他 網代 種 子 砥 石 種 子 ・網代 砥石 砥 石 ・網代 砥 石 石錘

石 斧 石斧

黒輝 石 ・軽 石

石 斧 ・石簸 石 斧 ・凹石

黒 輝石

石斧 ・敲 石 臼玉 石 斧

第3嚢　瀬名遺跡主要遺物一覧
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は困難であった。木製農具や畦畔と考えられる本道状遺構に埋め込まれた建築材等が出土

している。

再　開　発　　古墳時代後期から奈良時代にかけては湿地の状態が終わり、新たな規格による水田の再

開発が行なわれている。水田は各区において地形に応じた形で開発され、畦畔は東西と南

北方向に走り、正方位型を呈示する。遺物は農具や生活什器などが中心であるが、1区20

祭祀遺物藍　層では斎串、人形などの祭祀遺物と「酋奈」「五百原」といった古地名◎人名の記された木

木簡の出藍　簡も出土している。

平安時代中期ごろより、畦畔の方向が北から38度商に傾く条里型の地割りと考えられる

条里型水田　水田が登場し、以後もこの畦畔の方向が踏襲された水田が中近世において検出され、次第

に形骸化している。遺物は農具とともに墨書のある土器や生活什器が出土している。

＜参考◎引用文献＞

『瀬名遺跡昭和61年度発掘調査概報一静清バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘調査－』

㈲静岡県埋蔵文化財調査研究所1987

『瀬名遺跡一昭和62年度静清バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘調査概報－』㈲静岡規

埋蔵文化財調査研究所1988

『瀬名遺跡一昭和63年度静清バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘調査概報－』㈲静岡県

埋蔵文化財調査研究所1989

『瀬名遺跡一平成元年度◎平成2年度静活バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘調査概報』
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玉川保治　『村を見なおそう一西奈村誌より－』水韻社1977
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第量量章　木製品

第盈節　建築部樹

建築部材は主に水田の畦畔及び河川の堰から出土しており、建築遺構からの出土は礎　出藍状況

板◎桂根のみである。

水田から出土した部材は、ほとんどが畦畔の杭材◎芯材◎横板として転用されており、　喧嘩鞠転用

特に杭列畦畔の杭材として転用されたものは細かく裁断され、先端を鋭く削られている。

また、一部の材に炭化が見られ、焼失住居の解体材も利用されていたことがわかる。河川

の堰から出土した建築材は垂木材が多く、ほとんどが堰の杭材として短く切断し、先端を

鋭く尖らせるなどの二次加二丈を受けていた。

また、古墳時代中期の木遺状遺構からも垂木材◎円柱材が多く出土しており、これらは　本道状遺構

二次加工を受けずに埋め込まれているため、長大をものが多く全体の形状のわかるものが　からの出藍

多い。

1　礎根

本遺跡では計9点の礎板が出土した。これらは全て1区17C層調査区南西城で検出された

総柱の掘立柱建物SHl1701を構成する柱穴に伴うものである。この建物を構成する31の柱　掘豊櫨建物

穴のうち7箇所の柱穴で礎板が出土した。このうち桂根を伴うのはSP23より出土したW51

のみである。また、SPllでW49とW50が、SP14でW46とW47が其伴する他は、全て単独で

出土している。さらにSPll、SP14、SP16では1個ないし2個の根固め石を共伴している。

既に桂根を失っている柱穴が多く、残された礎板や根固め石も建物構築時の原位置を保っ

ているかは確かではない。

W49、W50はわずか径30cm前後の柱穴SPllに計4点の礎板、根固め石が折り重なった状　出藍状況

態で出土した。このすぐ西隣の柱穴SP14も2枚の礎板W46、W47の上に根固め石が重な

り、SPllと同じ様欄を呈している。またSP14から1つおいて北側にあるSP16は、柱穴の底

に並んで置かれた根固め石の上に、側面を地上に向けて乗った状態で出土した。柱穴SP23

は調査区南端のNo．2トレンチの掘削の際に失われているため、遺構の形態についは不明で

あるが、L字型の桂根の上に礎板W51が倒れかかったような状態で確認されたため、この地

点に柱穴が存在したと仮定した。その他に根固め石を伴わず、礎板1枚で出土するW48、

W45は柱穴の底で出土したが、W45は柱穴の底からやや浮いた状態である。遺構図より見

ると、礎板を検出する柱穴は南側の桁列2列に集中する。

個々の遺物の形態を見ると、W49は出土した礎板の中で最も小型のものである。両側　か型の礎板

面、両小口を垂直に切った平滑な板材で、木裏面全体に庄痕が見られる。小型で長方形を

呈する礎板は他にもW44、W51が出土しているが、W44はミカン割材のままの断面形を呈

した庄痕の少ないもので、W51は一方の小口が粗く切り落とされているなど加工の統一性

は見られない。W48は裏面の一方の側線が著しく肥厚した柾目材を利用し、両小口は中央

を膨らませた形状に加工している。この肥厚は樋状木製品のの側面の立ち上がりと推定さ

れ、転用の可能性がある。W49に其伴するW50は一辺を欠くものの正方形を呈していると

考えられる。
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これに対し、他の4点

はいずれも全長15cm以上、

厚さ3。5cm以上で、出土し

た礎板の中では比較的大

型である。W47はかなり

丁寧に作られた資料であ

る。W46とW52はホゾ穴

板樹の転用　を穿った厚い板材を転用

したものである。双方と

も一方の小口が丸く加工

されているが、摩滅が著

しい。もう一方の小口は

転用時に垂直に切り落と

されている。W52はホゾ

穴の周囲が著しく劣化し

ているが、左側緑部の分

富日鋼閲瑠

第4図　1区17C層建築遺構

割との前後関係は不明である。W45は出土した礎板の中で最

大のもので、両端部がやや肥厚した厚い板材の一方の小口に

選種板目樹　極めて粗い加工で撥形の突起を作り出した特異な形状を呈す

る。これら4点の礎板は全てスギ板目材を用いており、内轡

する。木裏面を地上に向けた状態で出土している。SHl1701

から出土したいずれの礎板も板材の転用材と考えられ、全長

13～18cm、幅7～12cm、厚さ2－5cmで、ほぼ同時期に比定

される藤枝市御子ヶ谷遺跡、同秋合遺跡、静岡市川合遺跡か

ら出土した礎板に比べ、はるかに小型のものである。また、

9枚の礎板は材厚3cm以下の薄いものと、同3。5cm以上をは

かる厚いものに大別できる。転用時の小口の加工については

比較的丁寧をものが多く、この傾向は厚いものほど顕著に現

れている。

2　桂根

桂根は1区17C層SHl1701、SHl1702から出土した5点と、

その他の建築遺構より出土した3点に大別される。

ノ
バ
「
・
十
ノー

「
－
－
：
富関5瑠3⑳瑠』志』悶

第5図　5匹柑層擁立櫨建物

「ギ
醐胤離表碧
第6図　8区24層掘立柱建物

（1）1区17C層建築遺構出土の桂根

5掴瑠描馴　　総柱建物SHl1701からはSP17とSP23で計2点の桂根が確

出藍状況　認されている。最も北側の桁行にあるSP17からはW40が柱穴の中心からやや西へずれた位

置でまっすぐ立った状態で出土した。接地面は柱穴の底部より深く埋没し、上部は検出面

から約30cmほど突出している。検出面より突出する部分は劣化による欠損を受けている。

SP23で出土したW56は南側に礎板W51が覆いかぶさり、やや北側に倒れたような状態で

出土した。枝の付根の部分を利用したL字状の特異な平面形態を呈するが、接地部に径的
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8。5cmほどの摩滅した加工面があることからこの木片が桂根であると推定した。

SHl1701から西に約3m離れた調査区南西端にSHl1702を検出した。この遺構から、現　5m瑠相関

存する5箇所の柱穴のうち、北側にあるSP35、SP36、SP37で桂根を検出した。W55は根　出土状況

固め石の直上で立った状態のまま出土した。桂根の出土位置は柱穴の中心よりやや北にず

れる。W55は部分的に樹皮が付いたままの丸太材を使用している。芯の中央部で5個の破

片に割れ、保存状態も極めて悪い。また、根固め石に接する面は建物構築時の圧力によっ

てかなり平坦になっている。

W姐は柱穴SP36の中心よりやや南寄りで、接地面が柱穴の底についた状態で出土した。

上学部約3分の2は芯の中央部を残し、辺材部が劣化欠損している。また接地面はW55と

同様に建物構築時の圧力を受けている。

柱穴SP37で出土したW42は1区17C層で出土した桂根の中で最も残存長が長く、最も太

い資料である。上学部約2分の1の劣化はW41に類似するが、この劣化面は検出面から上

方へ突出しており、かつ炭化している。接地面も建物構築時の圧力によって平坦になって

いる。

1区17C層検出の建築遺構出土の桂根は径が約10－15cmの範疇でほぼ統一されるが、丸太　丸太樹を

材を杭状に加工しただけのものが中心で根がらみや決り等を伴ったものは確認されていな　杭状に加蓋

い。また、これらの5点の桂根の樹種はW40がイヌマキ、W56がクヌギ、SHl1702はすべ

てコナラであり、主に広葉樹が用いられている。 広葉樹使用

（2）その他の建築遺構出土の桂根

桂根を伴う建築遺構は1区17C層SHl1701以外にも8区24層北東部に弥生時代前期と考

えられる掘立往建物跡SH82401、5区13層のSR51301東岸に立地する弥生後期と考えられ

る掘立柱建物SH51301がある。

8区24層のSH82401からは確実に残存する南東の柱穴からW1488、南西の柱穴からW S掴8248瑠

1489が出土している。SH82401はこのほかに北西部に桂根跡が残るため、東西約2。4m、南

北約3mの1間×1間の掘立柱建物であると推定した。W1488、W1489ともに、上部は検

出面の高さで折損し、下部は柱穴の底面に接する。出土位置はともに柱穴のほぼ中央部で

ある。W1488、W1489はともに、側面に樹皮を付着する直径約10cmほどの丸太材を用いて　丸太樹優用

いる。これらの材には接地面の加工を施しているが、ともに石器加工と考えられる深く鋭

い加工痕が部分的に残存している。柱根の樹種はW1488はクヌギ、W1489はコナラと広葉

樹材を用いている。

5区13層のSH51301は柱穴8箇所で構成される桁行4。28m、梁間3．30mをはかる2間×　Sm5瑠3◎瑠

2間の南北棟の掘立柱建物である。柱穴は隅丸方形を主体に円形と楕円形が加わる。径は

最小のもので17×20cm、最大30×34cmを測る。このうち、西辺中央の円形の柱穴4より桂

根W414を検出した。W414は、現存長約47cm、径約20cmをはかり、このため直径約30cmほ

どの柱穴に比べ、かなり大型の桂根が立てられていたことになる。地面に対し、やや北側

に傾いた状態で、上部は検出面上にわずかに突出し、下部約2分の1は柱穴の底より、深

く埋没した状態で検出された。上方で二又に枝分かれする丸太材を半割に加工し、底部を　鬼尭樹半割

斜めに切り落として桂根とした特異な形状を呈する。加工の方法も粗雑で、接地面は建物

構築時の庄カを受けている。
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3　梯子

出藍状況　梯子はほぼ完形で元の形態のわかるものが5点、ほかに割られて杭や矢板◎横木などに加

工さたものも多い。ほとんどが堰畦畔に転用されて出土し、建築遺構からの出土はない。

1はほぼ完形である。5区の13a層のSR513鋸（弥生中期複葉～弥生後期初頭）にかかる

1号堰から出土した。流れに直交して出土しており、幅の広い板材であるため、堰の横木

側線の乳癌　として転用されたものと考えられる。右側緑に1箇所乱跡があるが、堰を作る際に穿った

たものか、建築材として組み合わせるために穿ったものかは不明である。下端は右側が斜

めに切られており、転用による切断が推定される。しかし、下の段が最も長く、下端を地

面に埋めて固定した可能性もある。

2もほぼ完形の梯子である。2／3区の14層水田（弥生後期前葉）より出土した。畦畔

SK21404の脇からの出土であるため、畦畔に埋め込まれたものが洪水流で流れ出した可能

帯域魁字形　性が高い。下端はU字形に切り欠いてあり、この部分を地面に差込んで固定したものと考え

られる。

3は梯子を細く割り、杭に加工されたものである。2／3区の14層水田の畦畔SK21402に

打込まれていたものが洪水によって抜け、横倒しとなった形で出土した。

4はほぼ完形と思われるが、上部を切断した可能性もある。5区の10層水田（古墳前期）

帯端W字形　の畦畔SK51104の中から出土した。下端はⅤ字形に切り欠いている。

5は上部を切断し、下部2段のみ残存する。10区の31a層水田（古墳前期）の畦畔SKlO31

a03より出土した。下端はⅤ字に切り欠いている。

j番号 区 l　 遺物番号　 i 下端 ！ 1 i 2 3 4　 ！　 5　 1 6 I 7 上端 年代観

［ 1 5 W 3 7 1 二又カ 35 ．4 34 ．3 34 ．4 30 ．2 2 9．5 平坦 弥中後～弥後初
［ 2 2 ／ 3 W 8 6 3 二又 3 3 ．8 33 ．1 30 ．8 29 ．7 1 9．5 平坦 弥後前
！ 3 2 ／ 3 W 7 2 3 欠損 （27 ．6 ）30．8 （9．9） 欠損 古 前
i 4 5 W 2 5 8 二又 2 8．1 2 9．1 3 4J 3 7．2 20 平坦 古前
i 5 1 0 W 7 8 2 二又 3 3．1 （2 8．2 ） 欠損 弥後前

6 6 W 5 2 0 0 平坦 4 1．4 3 6．9 3 8 3 6．8 18．6 穿孔 弥後後 ～古前

7 9 「W 1 8 0 1 平坦カ （16 ．4）29 ．3 4 1．7 推 定（33 ．3）推定（3 3．4）2 3．4 （29．7 ）平坦 カ 弥後後～古前

8 1 W 2　7 0 0 二又 3 1．8 32 ．4 3 1．2 3 3 3 2．2 2 7．6 3 1 平坦 弥後後～古前

9 6 W 2 4 8 8 杭加工 （6．1） 33 ．1 29 （30㌧2） 欠損 弥後後～古前

10 1 W 1 3 7 2 平坦 カ 3 1 34 （20 ．6） 欠損 弥後後～古前

1 1 5 W K 4 2 4 杭加工 3 2．9 3 2．1 （14 ．5） 欠損 古前

12 1 W 9 5 7 欠損 2 3．1 2 8．5 （13 ．9 ） 欠損 弥後後 ～古前

13 1 0 W K 1 5 5 0 欠損 28 ．9 （3 0．1） 杭加工 弥後後 ～古前

14 2 ／ 3 W 1 3 1 0 杭加工 （1 0．7）3 0．6 （1 7．1） 欠損 弥後後 ～古前

1 5 2 ／ 3 W 9 9 6 杭加工 29 ．6 2 1．9 （6 ．3） 欠損 弥後後 ～古前

1 6 1 0 W K 1 5 5 8 杭加工 14 ．3 2 3．1 （1 7．7） 欠損 弥後前

1 7 2 ／ 3 W 2 4 9 欠損 カ 32 ．7 36 ．9 37 ．8 37 ．8 （3．6） 欠損 古中

18 2 ／ 3 W l O O 平坦 カ 4 3．2 32 ．9 34 ．4 （4 2） 欠損 古中

19 5 W 2　7 8 平坦 カ 3 5 3 3．8 35．2 （13 ．6） 欠損 弥後前

20 6 W 3 1 7 5 欠損 （1 8） 2 6 2 2．8 （39） 欠損 弥後後 ～古前

2 1 1 W 2 8 2 1 切断カ （2 0．6）3 8．2 3 9．3 （2 4．1） 切 断 弥中後

2 2 6 W 2 0 2 4 切断 （26 ．4）2 8．6 2 9．3 杭加工 弥後後 ～古前

2 3 1 0 W K 1 6 9 0 欠損　 ！（6．1） 38 ．8 （3 2） 切 断 弥後後 ～古前

2 4 1 0 W K 2 1 4 4 割剥が し （7．6） 26 （2 5．3） 欠損 弥後後 ～古前

2 5 2 ／ 3 W 1 5 1 6 欠損 （14 ．8）14 ．5 （1 2．7） 杭加工 弥後前

26 7 S K 7 － 1 0 － 3 7 1 切 断 （33 ．6）（20 ．9） 欠損 弥後後～古前

段 の数 は下か ら計測する。　　 単位 ：cm　　 （ ）内は残存長

第鵡衷　梯子計測表
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6ほほぼ完形である。6区18層水田（弥生後期前葉）のSK61803の盛土上面より出土し

た。上端は大きな円乱を穿って建物に固定したと考えられる。下端は丸太の木肌状になっ　帯磯風来状

ており、特に加工がなく、未製品の可能性もある。

7ほ欠損が著しい。9区38層水田（弥生後期後某～古墳前期）の畦畔SK938鋸に横板とし

て埋め込まれていた。下部は木の焙を利用して段を作ったため、1段の間隔が40cm～23cm

の間で極端に変化する。中央部の段は欠損し、不明である。

8は完形である。丸太を利用して作られている。1区22層水田（弥生後期後菓～古墳前

期）の畦畔のSK12202内部より出土した。上端は緩い弧状に切り、下端はコの字形に切り欠　罰の字形

いている。段の間隔は32cm前後に整っている。

9－16は杭として二次加工をされ幅6cm前後に割られ、長さも2～3段を残す程度に切　杭に転用

断されている。9ほ6区16層水田（弥生後期後菓～古墳前期）の畦畔SK61601、10は1区の

22層水田（弥生後期複葉一古墳前期）の畦畔SK12202、mま5区の10層水田（古墳前期）の

畦畔SK51006、12は1区の22層水田の畦畔SK12203、13は10区の35層水田（弥生後期複葉

～古墳前期）の畦畔SKlO35掴、14は2／3区12層水田（弥生後期複葉～古墳前期）の畦畔

SK21204、13は2／3区12層水田の畦畔SK21206、16は10区の36層水田（弥生後期前葉）の

畦畔SKlO3605に杭として打込まれていたものである。

17◎18は丸太材を利用した梯子で、2／3区の10層（古墳中期）の流路SR21001内より出　鬼瓦樹加王

立した。17は3号堰の横木として転用されている。18は1号堰の下流から出土し、下端が

やや薄く削られていることから1号堰に杭として打ち込まれていたと推定される。

19は広葉樹の板材を加工した梯子で、上部が切断されている。5区12層水田（弥生後期

前葉）の畦畔SK51203から出土した。段が3段とも欠けており、畦畔に埋め込む際に段を削

り取ったと思われる。

20は杭に二次加工されている。6区16層水田（弥生後期後菓～古墳前期）の畦畔SK飢601杭に転用

内より出土した。段は不明瞭で、杭にする際に削ったものと思われる。

21は表面摩滅のため、加工が不明匠であるが、段の痕跡が3箇所に見られる。いずれも　段の囁除

厚く盛り上がるのみで、二次加工によって段が削り取られた可能性が高い。1区28層（弥

生後期後菓～古墳前期）の洪水流内より出土した。

22は段をほとんど削り落としてしまっている。現状では表面はほぼ平坦で、段の厚みは

残っていない。段を削った痕跡が2ヵ所あり、28cm前後の高さをもつことがわかる。矢板

状の加工を受け、上端が矢板の下の部分となっている。下端は両面から削って切断された

と考えられる。6区16層水田のSK616鋸とSK61602の交差する部分に杭として打ち込まれて

出土した。

23も段をわずかに残して割り剥がしている。1段の高さは38。8cmで、2段の痕跡が残存　杭に転用

している。杭として細く割られており、10区35層水田のSKlO3502より出土した。

24は23と同様に段の痕跡が2ヵ所残る。段の高さは約26cmである。杭として細く割られ

ており、10区35層水田のSKlO3503より出土した。

25は細い板状に割り剥がされている。段も割り剥がされているが、痕跡が1ヵ所残存す

る。上端は杭としての二次加工を受けている。2／3区14層（弥生後期前葉）のSK21403と

SK21405の交差部分から出土した。

26は段の板材である。段の下部には刃物痕があり、段を削り落とそうとした痕跡と推定

される。上部にも段があったと思われるが、削り落とされたと考えられ、現状ではその痕
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跡が確認できない。7区10層（弥生後期～古

墳前期）のSK．71003に伴うものと推定されて

いる。

梯子の形状　　梯子には8◎17◎18のように丸太に直接切

り込みを入れて作り上げるタイプと、1◎2⑳

6などのように丸太を割って厚みのある板材

にしてから切り込んで作り上げるタイプが見

られる。これはノ使用する木材の径による差と

思われる。

帯域の加蓋　　下端の加工は下を真っすぐ切るものと切り

欠くものとに大別され、切り欠くタイプは瀬

名遺跡出土の梯子について、切り欠きがU字

型からⅤ字型へ変化する傾向が認められる。

このⅤ字型への変化は古墳時代前期の梯子に

見られる。段については時代に関係なく32

～33cm程度が多いようである。

退城の加蓋　　上端の加工は6は中央に穿孔で、1は両端

に突起を作り出すことで建物と組み合わせた

と思われる。これは韮山町山木遺跡出土の梯

子が上端の中央に突起を作って組み合わせる

ものと逆である。

4　鼠返し

出土状況　　鼠返しは大半が弥生時代後期後葉から古墳

時代前期の層から出土している。ほとんどが

転用されて畦畔より出土しており、矢板◎杭

等に二次加工され破片となっているものもあ

る。建築遺構からの出土はない。

1と2は2／3区12層水田（弥生後期後菓

～古墳前期）の畦畔SK21204より出土した。1

旗　億　樹　は焼失建物の材であったと考えられ欠損と炭

化が著しいが、一辺10cmの孔と孔緑の作り出

弥

生

後

期

前

葉

弥
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後

期

後
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第習園　梯子の帯域の加三

櫨の痕跡　し部が残存している。孔の周囲が幅21。5cmにわたって盛り上がっている。正面は方形に、

裏面は円形に焼け残り、組み合わされていた柱が断面円形で、上部は方形に細く削り壁板◎

台輪など、他の部材と組み合わせていたと推定される。2ほ乳の部分から欠損しており、

孔線の作り出し部も炭化が著しく不明瞭である。孔は15cm残存しており、15cmをこえる柱

に組み合わされていたことがうかがえる。どちらも欠損部分を復元すると長径80cm程度の

大きさと推定される。いずれも表面をチョウナで調整する。

小　　型　　3は幅が短径が30cmしかなく、厚みも少ない小型の鼠返しである。長径は欠損している

が、復元すると45cm前後と推定され、柱孔も一辺7cmと小さい。6区の16層水田（弥生後

期後菓～古墳前期）の畦畔SK61609より出土した。
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4は10区の35層水田（弥生後期後菓～古墳前期）の畦畔SKlO3503内より出土した。半分

が欠損しているか、長径90cmを超え、短径も60cmを超えたものと推定される。孔は一辺16

cmが残存する。

5は5区の8層（古墳中期～平安）より出土している。長径が51cmで小型であるが、孔

緑の厚さ7cm、外線部分でも3諸cmもあり、かなり厚いものである。孔は一辺16cmが残存

し、大きさの割に太い柱にに組み合わせられていたことがわかる。形状が他と異なり、タ　別の用途か

タリ等の建築材とは別の用途の物である可能性がある。

6は2／3区12層水田（弥生後期後菓～古墳前期）の畦畔SK21206の洪水による浸食痕跡

部分から出土した。長径が87cmで大型だが、乱が残存辺11cmでやや小さく、欠損辺が12cm

残存するため、長方形または小判形であった可能性が高い。穴の周囲が幅31。2cmにわたっ

て盛り上がる。

7は6と形態が似る。2／3区の14層水田（弥生後期前葉）より出土した。畦畔の部材

が洪水により流出したものと思われる。孔は6。5cmx13cm以上と縦長の長方形となる。乱

の周囲は幅21。3cmにわたって盛り上がる。

8は6や7と形状が似る。分割し、右側を矢板として尖らせる二次加工を受けている。　三次加三

2／3区16層（弥生中期後菓）の水田城から離れる徴高地上から出土した。孔は幅10cmx

4。5cm以上、孔の周囲は約20cmにわたってわずかに盛り上がる。左半分は炭化しており、焼

失建物の部材であったと推定される。幅は杭の加工を受けてはいるが、90cm弱と推定され

る。

9も6や7と形状が似る。2／3区12層水田の畦畔SK212銅より出土した。細く割られて

いるが、上部に幅8。8cmの柱を通す乱の痕跡が残る。乱の周囲は幅26cmにわたり、わずか

に盛り上がる。左が欠損するが右と同じ形状とすると、幅100cm前後の大型の鼠返しとな

る。全体的に炭化しており、焼失建物の部材であったと推定される。 應　鰭　樹

10～12は細く割られており、乱の周囲の盛り上がりによって鼠返しと推定した。10も6

◎7の形態の鼠返しを割ったもので、長径は75cmをこえると推定される。10区36層水田（弥

生後期前葉）の畦畔SKlO3602より出土した。乱の周囲は2cm近く立ち上がり、高く盛り上

がる。11も細く割られており、表面は正面◎裏面ともに炭化している。2／3区12層水田

の畦畔SK21204から出土した。長径が1m前後のものと推定される。12は割られており、原

形が推定できないが、長径90cmをこえる大型のものであろう。2／3区12層水田の畦畔SK

21204より出土した。貫通孔があり、固定するために穿たれた可能性がある。正面◎裏面と

も炭化しており、11と近い位置で出土していることから同じ建物の部材であった可能性が　閣…建物か

ある。

13は3つに割られた破片で、厚さから鼠返しとした。乱痕はなく、短径50cm以上◎長径

85cm以上の大型のものになると推定される。8区の17a層水田（弥生後期後菓～古墳前期）

の小畦畔から出土した。

14は柱を通す孔は残存しないが、右端のカーブから大型の鼠返しと推定される。全面炭

化しており、孔の周囲の盛り上がりは二次加工の際に削り取られたと推定される。2／3

区12層水田の畦畔SK21204から出土した。

15は下面にわずかに孔痕と思われる部分が残る。正面は所々に焼け焦げがあり、裏面は

全面炭化している。2／3区12層水田の畦畔SK21204から出土した。

16は破片で孔跡はなく、長径1m前後の大型の鼠返しと推定される。2つに割られ、7
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区10層水田（弥生後期複葉～古墳前期）の小畦畔に杭として打ち込まれていた。

17は2／3区12層水田の畦畔SK21204から出土した。乱痕はないが右端のカーブにより、

鼠返しと推定した。正面は左2／3が、裏面は右1／2が炭化し、正面と裏面とで炭化の

部位が逆になっている。残存幅で75。4cmあるため、長径80cmを超える鼠返しと推定される。

18は10区35層（弥生後期後菓～古墳前期）の畦畔SKlO3503より出土した。乳痕はない

が、右端のカーブから鼠返しと推定した。正面のみ炭化している。焼失建物の部材と推定

される。

番 号　 長 径 短 径 才‾E‾‾‾…‾‾‾ 孔 縁 厚 顧 ‾形 孔 縁 孔 夜 雨 ‾出 土 区 ・層 位 率 飛 観

1 6 2 ．8

（8 0 ）

5 6 ．3 1 0 ×9 4 ．8 小 判 形 カ 2 2 5 へ一6 ．5 2／3 区 1 2層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

j 2 4 1．4

（8 0 ）

5 7 ．6

（6 5 ）

9 ×1 5

（1 5カ× 15 ）

5 ．2 小 判 形 カ 不 明 約 5 2 ／3 区 1 2層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

i 3 2 6．8

（4 3 ）

3 0．6 7 × 7 2 ．8 小 判 形 カ な し な し 6 区 16 層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

i 4 9 0 ．2 3 1．4

（6 0）

16 × 5

（1 6 ×1 6カ）

4 ．4 小 判 形 カ な し ．な し 1 0 区 3 5 層 弥 生 後 期 、 古 墳 前 期

i 5 5 1．9 22 ．2

（38 ）

16 ×7

（1 6 × 1 6カ）

7 隅 丸 方 形 カ 約 2 1 3 ．5 5 区 8 層 古 墳 中期 、 平 安

6 8 7 ．1 2 0 1 1 × 12 7．4 隅 丸 方 形 3 1 9 ．5 一、1 2 2 ／3 区 1 2層 弥 生 後 期 ～ 古 墳 前 期

7 6 6 ．0

（7 4 ）

2 2 ．5 6 ．5 ×1 3

（6 ．5 ×1 3 以 上 ）

5 J 隅 丸 方 形 2 6 9 一一1 0 2／3区 14 層 弥 生 後 期 前 葉

8 8 6．6
l（9 0 ）

1 5e6　　　　 恒 ×4 ・5

i（3 0 以 上 ）　　 i（1 0 ×1 0カ）
3 ．7

i

隅 丸 方 形 カ 約 2 0 5前 後

i　 i

2 ／3 区 16 層 弥 生 中期 後 菓

9 8 5．2

（9 0）

1 1．1

（2 5 以 上 ）

8 ．8 × 1．5

（8．8 × 8．8 カ）

3 ．6 隅 丸 方 形 カ 2 6 9 2 ／3 区 1 2 層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

10 37 ．2

（8 5）

13 ．4 1．5 ×1 1 ．5

（1．5 以 上 ×1 1 ．5）

5．1 隅 丸 方 形 不 明 2．4 1 0 区 3 6層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

1 1 4 5

（10 0 ）

3 ．6 不 明

一 辺 8 ．8 cm 以 上

3．5 隅 丸 方 形 不 明 4 2 区 1 2層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

1 2 4 2 ．2

（1 0 0 ）

1 4．6 不 明 4 ．4 隅 丸 方 形 不 明 6 2 ／3 区 12 層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

1 3 4 2．8

（1 0 0 以 上 ）

2 5

（5 0 以 上 ）

欠損 の た め 不 明 3 ．4 小 判 形 不 明 不 明 8 区 17 a層 弥 生 後 期 ～ 古 墳 前 期

1 4 5 5．3

（7 5以 上 ）

2 3．7

（4 7 以 上 ）

欠 損 の た め 不 明 小 判 形 不 明 不 明 2 ／3 区 1 2 層 弥 生 後 期 ～ 古 墳 前 期

1 5 5 8 ．7

（7 9以 上 ）

2 8 ．4

（5 7以 上 ）

欠 損 の た め 不 明 2 ．7 小 判 形 不 明 不 明 2 ／3 区 1 2層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

16 6 6 ．1

（12 0 ）

1 4 ．8

（4 0 超 ）

欠 損 の た め 不 明 3．3 小 判 形 不 明 不 明 7 区 1 0層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

l17 7 5 ．4

（7 6 以 上 ）

1 7 ．8

（3 6 以 上 ）

焼 損 の た め不 明 4 、判 形 不 明 不 明 2／3 区 1 2層 弥 生 掛 古 墳 前 期 i

1 8 5 6．1

（6 0 以 上 ）

2 1．4

（4 3 以 上 ）

焼 損 の た め 不 明 小 判 形 不 明 不 明 10 区 3 5 層 弥 生 後 期 ～古 墳 前 期

1 9 5 6．7

（8 5超 ）

2 6．8

（6 0超 ）

切 断 に よ り不 明 4 ．5 小 判 形 不 明 不 明 6 区 1 6 層 弥 生 後 期 ～ 古 墳 前 期

20 6 2 ．8

（9 0 ）

3 1

（7 0）

1 1 × 1

（1 1 × 1 1カ）

3 ．7 小 判 形 （2 5 ） 7．2 2 ／3 区 1 2 層 弥 生 後 期 ～ 古 墳 前 期

2 1 6 9 ．4

（9 5 以 上 ）

9 ．6

（20 以 上 ）

不 明 3．2 不 明 19 ．5 不 明 5 区 1 0層 古 墳 前 期

単 位 ：cm （ ） 内 は 推 定 値

第5喪　鼠返』計測喪
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19は矢板として右端を薄く削り、右下端を切り込むことによって二次加工されている。　矢板に転用

孔跡もないため原形の推定が困難であるが、短径が60cmをこえるものと推定され、大型の

鼠返しであったと考えられる。6区16層水田（弥生後期後菓～古墳前期）の畦畔SK61601よ

り出土した。左は削り取られていると推定され、特に下部が削り込まれており、孔の周囲

の盛り上がりを削り取った可能性が高い。

20は2／3区12層水田の畦畔SK21204より出土した。約1／4弱が残存していると思わ

れ、短径70cm・長径95cm前後と推定される。孔は一辺11cmが残存しており、やや小型であ

る。孔の周囲は隅丸方形に盛り上がり、その部分が焼け残り、他の部分は全面炭化してい　炭　化　材

る。断面が隅丸方形の柱が組み合わされていたと推定される。

21は杭に完全に加工されてしまっているが、中央部が幅19．5cmにわたってわずかに盛り　杭に転用

上がり、鼠返しの孔の周囲の盛り上がりと推定される。復元すると幅90cmを超える長径と

なる。

⊂〕

二二
隅丸方形

第8図　鼠返し概形模式図

＝∵
第9図　孔縁の加工模式図

鼠返しの大きさを残存部から、およその復元値を推定する　大　き　さ

と、長径が80cm・短径が50cmを超える大型のものと、長径が

50cm・短径が30cm程度のの小型の物がみられる。

概形は両端が弧状に加工される小判型のもの（1－4、13　概　　　形

－20）と直線的に切り落とす隅丸方形のもの（6～12）に大

別される（第8図参照）。小判形には弧のカーブに緩急の差が

あるが、時代差を示すものではない。

柱を通す孔については一辺が7cmが最も細く、10cm前後と　中央の孔

16cm前後のものが見られる。いずれも垂直に穿ち、角度のつ

くものは見られないため、柱に垂直に組み合わされたものと

考えられる。また、孔は欠損していて不明だが、ほぼ正方形

のものと、6や7のように長方形になる可能性のものがある。

孔緑の加工は明確に段差を作り出すものと段差が不明瞭な　孔緑の加工

ものとに大別される。段差の明確なもののなかでも1や6の

ように幅が狭く特に段差が明確なものと、6や7のように10

cm前後に幅広く作られるものがある（第9図参照）。これも時

代差を示すものではないようである。

2／3区12層水田の畦畔SK21204から出土した鼠返しはグ

リッドC－21に集中し、ほぼ近い位置からまとまって出土し

写真9　方形の焼け残り部分（正面） 写真10　円形の焼け残り部分（裏面）
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…撼臆應健　ている。一様に炭化してお、水田の畦畔を作る時期の直前に建物火災があり、焼け残っ

た財を畦畔の矢板などに転用したものと推定され、同一建物の材と考えられる。二次加工

により割られているが、いずれも長径が粥cm以上と考えられる太型の鼠返しである。

前虞の写真は柱の部分が焼け残った鼠返しは砂は◎鋤　を組合せて接合関係を推定し

てみたものである。火を受けることによって樹がそれぞれ収縮しているため、接合がわか

に轟1状況で、あった。焼け残った部分を食わせてみたが、義　盛で焼け残った部分にず

れが生じているため、同一の柑ではない可能性がある。しかし、裏面が閏形、正面が方形

、、7㌦・主く　∴J′昌「叛一言、＼・こ）一　丁ブ、・・〕：h′さしクリ∴‥∴：′　一、、だ‘、㌣－′・は　、′、∴㍑∴、f六、、

鼠返しと組み食わせる部分を断面方形に細く削り出し、上には畠輪などの偽の財を組み食

わせたと推定される。

5　扉

扉の形状　板材の側線部の両端または一端に突起を作り出し、可動するように加工Lであるものを

扉と推定した。一端のみに突起を有する場合はもう一方の端部に穿孔し、突起と対になっ

一、　二′∴‥・予ノf′そ亮′否　ノ二、了、、く）

且は下部且／2弱が残存していると思われる。6。5×摘cmの長方形乱が、回転躯の突起の

やや上に　小乱が穿ってある。摘区溺層水田　弥生時代後期複葉伽古墳時代前期　の畦畔

・一′　！：’言′、′、シく′、・人二．ご㌦・‘、′　∴上二　／一

′二　∴　　ソ′・、・二・一ソノ∴　ノノ、′ノ・・　　、二）′　　ニ′・　・、1∴　ノノ、．　こつ　V、′ニ

イ′昌4日‾一二一で’、つ？、．∴の　左ニ・ノて一、ろ　’、∴㌦∴　′′．・′ノ、′　∴．郡．．ノ∵、ろ′　∴拡：

日算、王7　∵ノ　′受′　′1′ハ・／′　　∴′　7′ノ′了二　二．穴・4　　ノ　ー‘、．、∴工ノ、‥、，：ノ∴t、′－・′：∴

の延長張に、踏み板のように義孝由を木遺状遺構の方向に沿わせて水平に置かれた形で出土

した。

3はほぼ完形である。他の　のと比較してやや小型である。上端◎下端と　に突起が残

、上端がやや長めに作　出されている。また、左側線部中奥には手を掛けたと思われる

細い長方形の　ぼみが作られている。9区33層（奈良時代～中倣）の河川SR93302より出土

した。

4は上端の突起が周囲をコの字形に削ることによって作　出されている。これでは回転

、；：十十千㌧フ了‥いノ、′′　一一r弓ノ＼衣／、′．′㌢∴i一　　′　して：一・、工、づ∵二、‥．／′．、フノ、∴；′ニ′言．十

億のものとは異なる部材を組み合わせたのであろうか。羞側線の欠損部には方形の切り欠

きが作られ、扉を開閉する際に利用したものと推測される。摘区2層水田　奈良時代～平

安時代）の畦畔SK温02305より出土した。

番号 区 i遺物審判　 堅 隻 』 」 紅 L 撃 墜 墜 二 千 蘭 画 雨 「 T 「 爾 頭

1 痢 W 30 5司　 6 8射 鼠2 0両 4。7 随 欠損 下 4 上 欠損　 下 3。8 弥後～酋前

2 6　匝 8掴 5 1 15．9 30．3 上 な し　 下 4．4 上 な し　 下 2．8 酋 中

3 9 iw 15 3 0 7 4．1 2 7。4　 仕 6。4　 下 2。4 仕 3．4　 下 2。4 奈 良～中健
‡い つ ！∵3 1† 且0 6。鼠　　 極 招 上 8。 下 。仕　　 下 。幻 奈良 ～平安

5恒　 W 摘 9 9 3．5 （9 7） 1 5。ヱ　 仕 な し　 下 3剥 上 な し 下 2。6 幡 中～平安

6綾 ／3 W 4 5 5 8 5。7　 i2 6。2　仕 切断 一軒8　 仕 切断 1日 は 弥後後 ～古前

7 2／3 W 4 9 1 9 8。4　　 恒 。2　仕 な し　 下 5　 仕 な し 下 4。5 弥夜覆 ～酋前

単位 ：cm （ ）内 は推定値

第6表　扉計測表
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5は2と形態が似ている。下端は突起が作り出されているが、上端は欠損していると思

われる。また約2cmの小孔を右側緑上部に穿つ。上端の突起を作らず、回転軸の代わりに

穿乱し、建物に緊縛したものと考えられる。5区8層水田（古墳時代中期～平安時代）の

小畦畔の交点付近にほぼ水平に埋没して出土した。

6は下部に回転軸が残り、上部は切り取られているものと推定される。扉の上と下に横

長の細い穴を開ける。2／3区12層（弥生後期後菓～古墳前期）の畦畔SK21204より出土し

た。

7は5に似る。やや薄いが、劣化または二次加工で削られた可能性がある。上部は丸く

切る。下部に回転軸と思われる突起があるが、劣化により薄くなっている。2／3区12層

の畦畔SK21204より出土した。

扉の形状は上下に回転軸があるもの（3◎4◎6） 扉の概形

と、下部にだけ回転軸があり、上部には回転軸の近く

に穴を穿ち、横の部材に縛って固定するもの（2◎5◎

7）に大別される（第10図参照）。出土点数が限られて

いるため時代的変化は不明であるが、瀬名遺跡におい

ては弥生後期から奈良◎平安時代まで両者が存在して

いたようである。

幅が完全に残存している扉は、短いものが30cm前後　扉　の　幅

であり、30cmでは1枚で単独に使用するにはかなり幅

狭くなるため、2枚1組であったと思われる。

第相国　扉槻形模式図　　　　　　長いものは54cmあり、1枚で単独に使用することも可

能である。幅の狭いものが回転卓由と逆の側線部を切り欠いているのに対して、1では中央

に孔を穿っているのは、単独使用であるためとも考えられる。韮山町山木遺跡出土の扉板

でも幅の広いものと狭いものが出土しており、扉の形状が片開きの1枚板と、中央開きの

2枚板の2種類あったと考えられる。

6　垂木

瀬名遺跡出土の垂木は主として古墳時代中期を中心として、これ以降のものが大半であ

る。ほとんどが河川にかかる堰や本道状遺構から出土している。

1－4は8区の15層（古墳中期）の木遺状遺構の中に埋め込まれ、まとまって出土した　本道状遺構

ものである。上端の換りの中心部分の周囲を一周するように削るという加工の類似点が見　出藍の垂木

られ、同じ建物に使用され廃棄されて埋め込まれたものと推定される。径も8。5cm～10。5cm

で、長さも4が436cmと短い以外は6m前後である。決りは1と3が上下から緩い角度で大

きく削り、2と4は上は緩い角度で下は垂直に近く削っている。決り部分の周囲を削るの

は緊縛するための加工と考えられる。

5は6区14層（古墳中期）の木遺状遺構61403より出土した。径5。1cm、長さが4mとか

なり細長い。上端の決りは上から緩い角度で、下は垂直に近い角度で切り込んでおり、1

－4にみられるような周囲の削り込みは見られない。

6－10は2／3区10層（古墳中期）の流路SR21001にかかる堰から出土した。6は上端の

加工が5に似る。7は上端を3方向から削って尖らせており、換りや緊縛のための加工が

みられない。二次加工を受けている可能性もある。8も上端を2方向から削って尖らせて　堰から出藍
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いるが、削りの中央に決りの加工が残っており、決りの部分は長さ4。1cm、深さ1。8cm程度

で緊縛の加工もなしに横架材にかけるには通さないのではないかと思われる。このため、

三次加王　この垂木は二次加工を受けており、本来の決りの部分が切り落とされているものと推定さ

れる。おそらく長さ13cm、深さ4cm程度の換りがあったと思われる。9も上端を7方向か

ら削って尖らせている。10は上端が8と同様の二次加工を受けていると推定される。この

流路出土の垂木は堰材に転用されており、堰の横木である6を除くと一様に上端が尖り、

杭としての二次加工を受けている。

11は10区21層（平安）の礫層中より出土した。洪水流によって上流から運ばれたもので

ある。換りは上端から平行、下から垂直に近い角度で切り欠いており、横架材にかけると

いった加工ではなくなっている。

堰樹に転用　12は7区8層（古墳後期～奈良）の流路SR70801にかかる堰より出土した。堰の杭材とし

て転用されていたが、7～10に見られるような二次加工は見られなかった。上部の決りは

上からの切り込みがやや平行に近い角度になっている。

13は2／3区9層（古墳中期）より出土した。流路SR20901に添って散らばる木材の一つ

で、木遺状遺構または流路に設けられた堰の一部が洪水流で流れたものと推定される。上

部の決りは上から緩やかな角度で、下から急角度で切り込んでいる。

14と15は2／3区のSR21001の堰より出土した。14は二次加工せず横木に使用していた

が、15は両端を切り横木としたため、両端の加工が不明である。15は径15cmと円柱とも考

えられるくらい大型で、長さ◎重さも相当あったため、堰材に転用する際に切らざるを得

なかったと思われる。14は上端を円頭状に作り出し、首の部分を緊縛したものと考えられ

る。

16～17は7区のSR70801の堰より出土したものである。杭に転用されているが、二次加工

は見られない。上部の換りは浅いⅤ字状でやや下からの切り込みが急角度である。

18は2／3区のSR21201の堰材に転用されており、横木に利用されていたと思われる。上

部は浅いⅤ字形の決りで下からの切り込みがやや急角度である。

19は9区33層（奈良～中世）の流路SR93303の川岸から出土している。上部の決りは上と

下からほぼ同じ角度で切り込み、台形状に切り取っている。

20と21は7区のSR70801の堰より出土している。ともに堰の杭に転用されたものである。

20は二次加工は見られないが、21の下端は6方向から削って尖らせており、また、長さも

166cmと垂木としては短いため、下端は杭として二次加工された可能性が高い。上部の換り

は浅いⅤ字形である。

22は7区9層（古墳中期）から出土した。木遺状遺構の南側の木材集中部分から出土し

ているため、木遺状遺構の一部が洪水流で流された可能性がある。上端は関頭状に作る。

23は7区8層の溝状遺構Sの7080はり出土した。上流のSR70801の堰材が流れこんだ可能

性がある。上端の決りは上から平行に下から急角度で切り込んでいる。

喧嘩の出立　　24は1区22層水田（弥生後期後菓～古墳前期）の畦畔SK12202に杭として打ち込まれてい

た。長さ134cmで杭として下端は二次加工され切り取られたと思われる。上端の決りは上か

ら平行に切り、下からほぼ垂直に切り込んでいる。

25は6区13層（奈良ヵ）の出土だが、上の11層水田（平安）の畦畔SK61101に埋め込まれ

たものとも考えられる。加工が荒く、上部の換りも垂木とは考えにくい。

26は7区のSR70801の堰から出土したものである。堰の杭であったと思われるが、下端
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第11図　垂木先端の加工の変遷
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′　　　　　　　‾、　　　　　・・．．－．、　　　ノ．　　　ノ、′　′　、．　一′　　　　　′′・　　　　　、　　了、一・

や下からの切り込みが急角度である。

‾　　　h　　　　三　三　　　′　、・′′一′　′　　　　1　工

l↓ll　で田又も右」－　ア　J　／′7ヽ　lHl　＝　二た　‾て　Jl　〉つデ　ーR．ゝ　巨サ躊又々品∴L＿一ユー　7
日J L′　し　飛車汗∴ツ・も）でJJノ、17C　ソ’こ／＼4し　」　ご　りトーチ六年矛’エ　　　リ

・　′一　　　　′∴′ノ　′　∴　．＼′、一　　′二′　　一：・′　′　　′　一

、、、　　　い．　′、′、．・、　，、’、′二、

、　二′・　　ノ．　　‥二子－．　　′ノ　ニ　　　ー、‾＼．

ノ　′ノ′、′　　∴′’∴′ノ、　　′＿′　，．′′　　　ノ　；′・、

．　　　′　′．′　′、．　′，‘1′㌧　′　・／；∴ノ、．′　′　言・′－′∴

待ちたい。

ノ′　′　　言　　　　一．、、　一　′、　′、∴′′′一　二・・

′・．・：ニ′　　　′　　　．′　‘二　　′　　　′　　‾、ノ　　ー　ル　　　‾、‾　　－　　‾＿

′　′　′　　　　′・J　　　　．′　　′　、　′　　　′．′′　′　：

′　′、‘　　　、1　　∴・、∴∴　′：　　．、　　′′．．′　‥　、．一　　　∴　　言’′　∴．、

やや緩くなl上　聞を113－132Jの鋭角に仕上げる加工が多くなっている。

番号 上部の決 り （単位 ：つ 長さ i‾‾義‾‾‾蓄 出土区 ・層位 ・遺構 悔 代観 I十十

上か　 の削　 糎 か　 の削射 角度 （cm ）（c m ）

1 27　　　　 恒　　　　 恒 29 甜 3　 恒 。5 8区15層本道状遺構 古墳中期 有頭状

2 m　　　 i77　　　　 恒 0 郁 3　 恒 も8 8区15層本道状遺構 古墳中期 有頭状

3 23　　　　 恒 ＋ ＋ ＋ 「澗 棒鋼　 恒 。5 8区15層木道状遺構 古墳中期 有頭状

4 m　　　 im　　　　 恒 の朋 7　 恒 。6 8区15層木造状遺構 古墳中期 有頭状

5 7　　　　 擁　　　　 恒 7 408。8 恒 も鼠6区14層木道61403 古墳中期

6 6　　　　 恒　　　 恒 溌 墜 掛 上 里 2／3区10層SR 2100 1 4号堰 古墳中期

7 不明＋ ＋ 匠甥 ∵ … つ 273 ！　 8 2／3区10層SR 2100 1 1号堰 古墳中期

8 2　　　 im　　　　 恒 8 255 i 8 2／3区10層SR 2100 1 1号堰 古墳中期

9 不明＋ ＋ 拉欄 ．＋ i 桝肌頑 ・開 2！3 区10層SR 21001 2号堰 古墳中期

10 拉鞘　　　 恒　　　　 恒 蟻 錮 5　 恒 。5 2！3 区10層SR 21001 1号堰 古墳中期

11 4　　　　 ＿＿率　　　　 い m 浮欄　 恒 や6 10区21層 平安

12 軍　　　 睦3　　　 再 開 榊 捕 り　 5 7区8層SR70801 2号堰 古墳後期～奈良

13 34＋ ＋ ＋ 恒 85 鐙舶載 恒 。8 2／3区9層 古墳中期

14 なし　　　 幡 豆 23 。招　 摘 2／3区10層SR21001 1号堰 古墳中期 有頭状

15 不明　　　 糎瀾 （23甥 り　 蟻 2／3区10層SR21001 2号堰 古墳中期

16 8　　　　 恒 124 膵臓。封恒 。7 7区8層SR70801 2号堰 古墳後期、奈良

17 11　　　 恒 121 桝胤鍼＋ 7 7区8層SR70801 2号堰 古墳後期、奈良

18 5　　　　 恒 123 鋸胤繍＋ 7 2／3区10層SR 21001 2号堰 古墳中期

19 22　　　　 匝5 113 路 m つ ・摘 9区SR9 3303 古墳後期、奈良

20 6　　　　 輌 124 十十十捕 り　 十，二7区8層SR 70801 2号堰 古墳後期、奈良

21 摘　　　　 恒 132 （且甥 月＋ 招 7区8層SR 70801 1号堰 古墳後期、奈良

22 なし　　　 睡 し 併催軸＋ 狛 7区9層 古墳中期 有頭状

23 15　　　　 恒 115 待29。那恒 。2 7区8層SD 70801 古墳後期～奈良

24 17　　　　 恒 110 （134） 日 用 1区22層SK 12202 弥生後期、古墳前期

25 30　　　　 恒 97 閏 。7）恒 。8 6区11層SK 61101 平安

26 43　　　　　　　 93 44 墜 堅 』望 8はは曇8割 7区8層SR70801 1号堰 古墳後期～奈良

第7表　垂木計測表
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7　円柱

垂木に似るが、太く上端の半分を切り取る加工をしたものを円柱とした。

1～4は2／3区10層（古墳時代中期）のSR21001の堰材として転用されていたものであ　堰榔こ転用

る。1は堰の横木となっており、径15cm、下から60cm前後を細く削り、地面に立てるため

の加工をしている。60－70cmを地面に埋まっていたとすると柱の上端で地上2m50cm前後

となる。2は杭材に転用されていたものである。下部1mは良好に残存するが、上部は炭

化や劣化が著しい。径は下部の太い部分でも10cmとやや細い。下部1mが地面に埋まって

いた部分とすると、上端は地上180cmとなる。3も杭材に転用されていたものである。下端

より70～110cmの部分が劣化している。この部分が埋めた部分と地上部分との境目だとする

と、上端が地上140～180cmとなる。4は横木に転用されたもので、全体的に劣化が著しい。

下端も欠損しており、実際はかなり長いものと考えられる。

5－6は10区30b層（古墳中期）の木道状遺構から出土した。5は全体をチョウナで加工　木道状遺構

し、14両を削り出すという丁寧な仕上げ方をしている。6は表面の加工が認められないが、からの出土

下端より約65cm余りの表面が荒れており、地中に埋まっていたと推定される。垂直に立て

られていた場合、上端は地上2m10cm前後の高さとなる。

これが柱として使用されていたか、垂木として使用されていたかは不明であるが、柱で

あるならば、上端の加工が他の横架材等と組み合わせにくく、やや細いと考えられるので

2本以上を組み合わせて使用した可能性も考えられる。

番 号 長 さ 径 上 端 の長 さ 出土 区 ・層位 年代 観 備 考

1 3 15 ．5 13 1 4 ．5 2 ／3区 10 層S R 2 1 1 0 1 2号 堰 古墳 中期

2 2 8 0 8 ．5 16 ．8 2 ／3 区 10 層SR 2 1 1 0 1 2号堰 古 墳 中期 上部 炭化

3 25 7．2 10．2 13 ．2 2／3 区 10層 SR 2 1 1 0 1 1号堰 古 墳 中期

4 （2 30 ） 7 ．5 （11．2） 2／3 区 10層 SR 2 1 1 0 1 4 号堰 古 墳 中期

5 2 84 ．2 1 0．6 2 3．4 10 区 30 b廃木 道状 遺 構 古 墳 中期 全 周 面取 14 面

6 2 7 7 ．4 1 0．8 1 8．2 10 区 30 b層木 道状 遺構 古 墳 中期 下 端 6 7．6 cm 劣化

単位 ：cm　 （ ） 内 は残存 値

第8表　円柱計測表

写真11杭列畦畔

瀬名遺跡出土の建築材は大半が杭列　杭列唾畔

畦畔に打込まれていたため、二次加工

で元の材を細かく割ってある場合がほ

とんどである。このため、端部の加工

（いわゆる仕口）は切り落とされてい

る場合が多く、柱材として使用されて

いたか、横架材として使用されていた

かは不明である。ここでは便宜上「柱

状材」としているが、必ずしも柱とし

て使用されていたとは限らず、部材に

よっては厚い板材を細く割ったものも

存在する可能性もある。
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遺物は太半が弥生時代後期複葉～古墳時代前期の水田の杭列畦畔より出土している。中

で、も10区33◎35層の出土が多い。このため、以下の年代観については弥生後期複葉～古墳

前期のものは省略する。

′圭　∴く′、：、－；く．′：‘′‥‾、、′　！’・、．ノ　て∴　　ノ∴、′’、　．ユー　∴　′、、’∵∴・二∴：′′、

廃部から下の表面を商取　するといった如意を加えている。藍が瀬名遺跡における勉の垂木

材とは異なる。

2は長さ297。3cm、径等～且玩mで、上部に表面を削って作　出したボブがあ、栓をして他

の部財と組み合わせる加工がなされている。下端　欠損しているが間様の如意があったと

推定される。両側を柱樹等に差し込んで留める橋架樹の可能性が強い。両端のボブの加工

の近くにある斜めの線状の窪みは養親の物が自然に巻き付いた痕跡で、、Å為的な加工では

ない。摘区測層　古墳中期　の畦畔の芯材として埋め込まれていた。

尭馴貰或　　3は杭として二次加工されているが、おそらく中に壁板をはめ込む形の柱財の一部で、あ

る。太引を受ける8×7cmの衆があ、直径が測cm前後の太　閤式の桂と考えられる。こ

の貰穴の下にも摘cmx5cmの壁板が入ると考えられる部分がある。2／3区鋼層　弥生中

期）の層より出土した。

4は上端にポゾを作　出した相で、ある。管区Sり閥鮒且古墳後期～奈良の中から出土し

た。

5は8区6層平安～中世の杭の集中SX醐鋸よ　出土した。加工が直線的で、おそら

／∴　了、　ノ、、、、′：　こ＼；ミ′′、∴／・二′　ノー二∴：．　∴′、工′′ン言∴了　∴二　㌧ノノ＼言．、＼ノ、

推定される。

6は元は断廟が四角であったと推定される。上端にはポゾ状の削り出しがあり、正面に

非貫通乱を2ヵ所穿つ。乱間は105cmで、台輪の可能性もある。9区38層の畦畔中に埋め込

まれていた。

嵐肇を』乱　　7は貰穴を　つ柱財と考えられる。貰穴の下には貫通乱、上には　えっ桐』の痕跡と

思われる窪みがある。縦横に部材を組み合わせたことが想像される。8区S股7個鋸櫨墳後

期～奈良）より出土した。1号堰の杭として転用されていたと考えられる。

中央部を　　　8は中央部を表裏から削った材である。この部分に他の部材があたり、材と樹との間に

削る樹　挟まれる部材と思われるが、上下に組み合わせたか左右に組み合わせたかは不明で、ある。

笑；＿∵・一一　二　㌧∵∴∴皇言J　∴言穴　′′．、／、、完ろ∴、∴′ら言上ノ∴　＿こ・ニーつノ〉′言．＿い′ミ言′．ソ門、

下端が太く地面に立てた可能性が強い。1区22層、2／3区且2層、10区33◎35層の畦畔よ

出土している。用7が横倒しになって出漉している以外は、すべて杭として畦畔に打ち込

まれていた。表面の加工は、表皮を剥がしたままの材と、周囲をチョウナで削り、面取り

するものがある。

斜めの穿孔　　9ほ乳に他の財を差込んで斜めの角度を作り出す部材である。乱の角度は上が39。下が

500で差込む材は130～1410の角度で持ち上げられることになる。この財が地表面に垂直に

使用されていたとすれば、地表面に対して40～510の角度である。屋根材を支える柱材の可

能性がある。Hもほぼ同様の形態で、乱の角度が45－500で、垂直に立てた場合は地表面に

対して40～450の角度で材を支えることになる。10区33層の畦畔から近接して出土してお

り、同じ建物の部材であった可能性が高い。17と18は9のような形状の材の先端を切り落

としたものと推定される。乱の角度は共に残存部で400で、垂直に立っていた場合には地表

面に対し、500の角度で部材を支えていたことになる。10区35層の畦畔より出土した。188は
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斜めの穿孔と思われる痕跡が残存する。穿孔の角度は510～670である。孔の内部と思われる

部分と裏面の一部が炭化している。1区22層の畦畔より出土した。189も斜めの穿孔を持つ

材である。48－490の角度で穿っている。両側面は割り剥がされているが、表面の加工から

左側面は元からの面と考えられる。10区35層水田の畦畔に打ち込まれていた。190◎191も

斜めに大型の穿孔があり、190は320、191は280の角度で穿つ。いずれも10区33層水田の畦畔

に打ち込まれており、近接しているため同一建物の部材であった可能性が高い。

10は孔が正面から側面に抜ける柱材である。おそらく角にあたる部分にあった柱と思わ

れる。孔間は約44cmである。左側面には13cmの間隔を開けて非貫通孔を穿つ。10区35層の

畦畔の杭として出土した。114◎118◎119◎121－124◎136◎197◎198も同様の材である。

119は穿孔が1ヵ所、上部には67に類似した溝状の加工と段差が見られる。121は2個ずつ

2ヵ所、計4つの穿孔がある。孔と孔の間隔は中央部が49cm、側線部寄りが47cmである。

4ヵ所同時に使用されたのか、補修等により2回に分けて穿孔されたのかは不明である。

番号 長 さ 幅 厚 さ 挟 りの長 さ l挟 り部幅

I

表面 の加 工 出土 区 ・層位 年代 観 備考

右 左

8 1 3 9．9 7 ．1 6 ．5 18 ．4 1 8 2 ．9 丸太材 1区 2 2層 弥生 後期 ～古 墳前期

2 8 1 56 ．5 8．8 7 ．3 1 4 ．8 1 5 ．6 5 面取 り 1 0 区3 3 層 弥生 後期 ～古 墳前期

10 7 1 2 3 1．4 1 7．3 6 8 ．8 1　 9．2 4 ．2 i丸 太材 12／3区1 2層 「弥生 後期 ～古 墳前期 l

10 8 1 30 ．8 8 ．4 7 ．3 1 0 ．8 1 1 5．1 面 取 り 1 0 区3 5層 弥生後 期 ～古 墳前期

10 9 13 2 ．4 9 6 2 1 ．6 1 8．2 6 ．4 丸 太材 10 区3 3層 弥生後 期 ～古墳 前閉 丸太 1／2割

11 0 1 4 2 ．4 1 0 ．4 6 ．1 1 5 ．8 1 6．5 3．9 丸 太材 1区2 2 層 弥生後期 ～古墳 前期

2 1 7 1 6 8 ．8 7 ．2 6 ．5 1 0 以上 14 ．5 4 ．5 面 取 り 10 区 3 5層 弥生後期 ～古墳 前期 非 芯持材

l2 1 8 l1 1 2 ．1 8 l4 ．3 な し　 ■ 題29 ．2 l4 ．2 面取 り　 l10 区 3 3層　 ‘弥生後期 ～古墳 前期 ‘1／2割

2 1 9 9 5 ．9 9 ．2 8 2 3．2 2 1．6 5 面取 り 2／3区 1 2層 弥 生後期 ～古墳 前期

単位：cm

筏9蓑　中央部を表裏から削った材

春吉 藁‾‾ぎ‾‾‾‾‾‾幅 厚 さ 穿孔角度 出土区 ・層位 年代観

9 14 0 1 2．1 5．9 3 9～ 5 00 1 0区3 3層 弥生後期 ～古墳前期

1 1 1 0 1．2 1 0 5 4 5～ 50 0 1 0区3 3層 弥生後期 ～古墳前期

17 －　 37．4 －1 2．5 7．9 4 0 0 1 0区3 5層 弥 生後期 ～古墳前期

18 2 8．9 1 0．3 4．5 4 0 0 1 0区3 5層 弥 生後期 ～古墳前期

18 8 2 2．4 8．1 4．4 5 1～6 7 0 1区 2 2層 弥 生後期 ～古墳前期

18 9 8 0 14．4 4．7 4 8～4 9 0 1 0区3 5層 弥 生後期 ～古墳前期

19 0 11 3 16．8 5 3 2 0 1 0区3 3層 弥 生後期 ～古墳前期

19 1 9 6．4 1 3．2 4．8 2 8 0 1 0区3 3層 弥 生後期 ～古墳前期

単位：cm

第柑衷　孔に他の樹を差し込み斜めの角度を作り出す部材

番 号 長 さ 幅 厚 さ 孔数 孔 間 加工 面 出土 区 ・層位 年代観 備 考

1 0 1 1 5 ．2 9．6 5．6 2個 4 4 3面 10区 3 5層 弥生後 期 ～古 墳前 期 非貫 通孔 2

1 1 4 1 7 3 ．2 8．2 6．1 2個 5 7．6 2両 5区 10層 古 墳前 期

1 1 8 1 3 9 ．7 6．1 5 2個 4 4．5 2面 5区 10層 古 墳前期

1 1 9 1 4 2 ．5 9．6 5．8 1個 3面 10区 33層 弥生後期 ～古 墳前期 下部段 差 あ り

1 2 1 1 5 3 ．2 8 5 4 個 4 9 ・4 7 1面 5区 10層 古 墳前期

12 2 1 60 ．5 6．5 3．9 2個 4 5 不 明 5区 10層 古 墳前期

12 3 16 8 ．4 6．6 5．8 2個 4 7 2面 5区 10層 古 墳前期

12 4 16 9 ．9 8．4 5．4 2個 6 2．4 2両 5区1 0層 古墳 前期

1 9 7 10 6 ．2 1 0．7 6．1 2個 3 5．5 2面 1 0区3 5層 弥生 後期 ～古墳 前期

19 8 14 7 ．8 7．9 5．6 2個 5 0 2面 5区1 0層 古墳 前期

第m衷　孔が正面から側面に披ける柱鋸
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136は1商のみ残存し、他の面は二次加工によって割り剥がされているが、小孔が側面の方

向に向かって開けられている。119◎136が10区33層、197が且0区35層の出土の5区10層（古

墳前期）の出土である。

12は中央に2。5×20cmの細長い貫通孔が開き、上下に斜めに溝が入る材である。板材をは

め込んだものと推定されるが、欠損のため全体がどのようなものであったかは不明である。

13も孔の部分から切り落とされて杭に加工されていると思われ、ほぼ同じ形状のものであ

る。12と対で使用された可能性もある。12は9区38層の畦畔、13は10区35層の畦畔より出

土した。

14は中央が幅広く、広い部分に一辺4cmの方形孔がある。建築材の可能性が低いと思わ

れるが、ホゾを受ける材の一種の可能性がある。1区22層の畦畔に杭として打ち込まれて

いた。

ホゾの穿孔　15はホゾに乱があり、中に栓が残っているものである。他の部材を直角につなぐものと

すると、ホゾの根元と孔との間はわずかに3cmあまりで、うすい板材に組み合わせたと推

定される。ホゾ全体が7cmあることを考えると、上端がコの字形になったものに組み合わ

せたという可能性もある。ホゾの断面は辺2。2×2。5cmの長方形である。1区22層より出土

した。

16もホゾを持つ材である。ホゾの長さは11。2cmで、断面一辺3cmの方形に作る。1区22

層より出土した。

貰孔を時男　19は一辺8cm前後の方形孔のある四角柱を四分割して杭に加工したものである。復元す

四滴櫨　ると断面が15。4cmxllcmの長方形の柱となる。20も一部しか見つからなかったが、ほぼ同

程度の四角柱と推定される。44も同様の形状で、貰孔の辺は8～9cmである。出土位置も

10区33層のSKlO3304と近く、加工も似ていることから、同じ建物の部材であった可能性が

強い。

断面多角形　　21－27◎29◎31－40◎42◎45～47◎49◎76－80◎84－87◎137◎142は断面多面形になる

ように状に削った材である。大半が四分割されて杭となっている。元の形を推定すると、

ほとんどが断面の径12cm前後の円形に近い多角形で、12角形前後であったと考えられる。

長いもので234。4cm、短いもので92cmの残存長で、130cm～150cmのものが大半を占める。円

柱の5が径11。5cm、長さ284。2cmで、これを中央で2つに切断し、みかん割り状に分割する

と、このような杭材になるため、元の形は円柱の5のような多面柱であったと考えられる。

142は下部に幅6。8cmのポゾ穴を穿っているため、別の形態の物も存在したと考えられる。

また、28◎219のように表面を面取りし、両側から決りを入れる部材を割ったという可能性

も残る。半分以上が10区33層～35層の出土であるが、一部5区10層（古墳前期）のものが

ある。両者とも加工方法や形状に大きな差は見られない。27は出土層位が不明であるが、

おそらく10区の33－35層のものと考えられる。木取りを見ると、芯持材はなく、年輪の傾

斜から見ても芯とその周囲の部分は使用されていない。かなり太い丸太材から複数の柱材

を作ったと考えられる。

四　角　櫨　　30は断面が方形の柱材の一部と推定される。表面にはチョウナの加工痕が残るが、多面

柱のように曲面を作り出していない。下端は段の加工が残り、他の材と組み合わせるため

のホゾ穴状の加工があったと思われる。10区33層の畦畔に打ち込まれていた。

41は厚い材である。下端は削られており、杭としての二次加工と思われる。2。5cmx4cm

の粗い穿孔があり、他の材を組み合わせるためのものと考えられる。上部の側線に緩い弧
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状に切り欠きがあるが、これも組み合せのための加工と思われる。全体的に建築材として

は加工が粗いが、建築部材の出土の多い10区33層の畦畔に打ち込まれていた。

43もかなり厚い材で、6。5cmX7。5cmの方形乱がある。幅18cm前後の柱材を割ったものと

推定される。10区23層（奈良～平安）より出土した。

48は表面が多面柱と四角柱の中間的な加工で、中央部裏に板材をはめ込んだと考えられ

る1。5×18cmの細い削り込みがある。裏面はチョウナによる加工が見られず、割り剥がされ

ているため、もとは断面が方形状であった可能性が高い。10区35層の畦畔に打ち込まれて

1‾‾‾藩‾‾菩 長 IIき 幅 厚 さ 孔の法量 出土 区 ・層位
蔭 病 蚕 亮観

1 9 13 云 1 5．4 1 1 ．6 9 ×7．8 1 0 区 3 3層 SK l O 3 30 4 弥生後期 ～古墳 前期

2 0 1 28 ．8 （1 1．2）（1 0．5） 9 ×（7） 1 0区 3 3層 S K l O 3 3 04 弥生後期 ～古墳 前期

4 4 1 3 5．7 （寧 （5．8） 9 ×（4 1 0 区 3 3層 S K l O 3 3 04 弥生後 期 ～古 墳前期

5 6 1 4 0・4 （8．2 （5．1）8．5×（3。2） 1 0区 3 3層 S K l 1 3 3 0 4 弥生後 期 ～古 墳前期

単位：cm

第帽衷　貰乳のある闘痢櫨

番号 長 さ 義春葎‾‾‾復元葎‾‾‾‾‾‾残存面 復元面 出土区 ・層 年代観 備考

2 1 14 3．9 8．6 ×5 1 6－、1 7 2両 1 2～ 13面 5区1 0層 古墳 前期

2 2 16 1．3 8．2 ×6．9 1 6～1 7 2両 1 2～ 13両 5区1 0層 古墳 前期

2 3 1 8 0．6 6．7 ×7．3 1 2へ′1 3 3両 1 2面 1 0区3 3層 弥生 後期 ～古墳前期

2 4 1 7 7．6 9．2 ×5．2 1 3～1 4 4面 1 2面 1 0区3 3層 弥生 後期 ～古墳前期

2 5 1 6 4 7．3 ×5．9 1 2へ一1 3 5面 1 2面 1 0区3 3層 弥生 後期 ～古墳前期

2 6 1 6 1．6 10 ×7．6 14 4面 1 2～1 3面 1 0区3 3層 弥生 後期 ～古墳前期

2 7 1 5 9 8．6 ×5．8 1 3へ′1 4 3～4面 1 2面 1 0区層不 明 不 明

2 9 1 5 5．9 9 ×6．3 1 3へ・1 4 4両 1 2両 1 0区3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

3 1 1 5 0．6 8．8 ×6．8 1 3へ′1 4 4面 1 2～1 3面 1 0区3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

3 2 1 4 7．8 7．7 ×4．6 1 2一㌦1 3 3面 1 2面 10 区3 5層 弥生後 期 ～古墳前期

3 3 1 4 5．6 8．5 ×6．9 1 2へノ1 3 4両 1 1、1 2面 10 区3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

3 4 1 4 5．2 8．4 ×6 1 3へ′14 4面 1 2～1 3面 10 区3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

3 5 1 4 4．8 7．2 ×5．4 1 3へ一14 2 1 2～1 3面 5 区1 0層 古墳前 期

3 6 1 4 3．2 8．7 ×4．8 1 3～14 3面 1 2～1 3面 10 区3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

3 7 14 3．4 1 3．6 ×5．4 14 7面　 r 1 4 ～1 5面 10区 3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

3 8 14 3．2 8．4 ×7．6 8前後 10面 1 0面 10区 3 3層 弥生後 期 ～古墳前期 完周

3 9 14 1．8 7．5 ×4．9 13 3両 1 2面 10区 3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

4 0 14 1．2 6．8 ×6．3 12～ 13 3面 1 2面 10区 3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

4 2 1 38．5 1 1．6 ×3．9 13へ′14 3面 1 1～1 2両 1 0区 3 5層 弥生後 期 ～古墳前期

4 5 1 3 5．2 9 ×5．8 13へ′14 3面 1 2面 1 0区 3 5層 弥生後 期 ～古墳前期

4 6 13 4．6 7．5×6．5 14 3面 1 2両 1 0区3 5層 弥生後 期 ～古墳前期

4 7 9 7．8 6×4．4 10～ 1 1 3面 1 2面 1 0区3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

4 9 9 2．3 10．4 ×4．4 12へ′13 4面 1 0 ～1 2面 1 0区3 3層 弥生後 期 ～古墳前期

7 6 1 0 5．8 6．8 ×6．1 6へノ7 12面 1 2面 9区3 8層 弥生後 期 ～古墳前期 完周

7 7 1 2 9 5．8 ×5．5 1 0′、11 3両 1 2面 5区 10層 古 墳前 期

7 8 1 3 6．1 10．7 ×6．6 1 5、 16 4両 1 5～ 1 6面 5区 10層 古 墳前 期

7 9 1 4 0．6 7．9 ×4．2 1 2へノ13 3面 1 2～ 14面 5区 10層 古 墳前 期

8 0 1 4 2．8 6．6 ×5．2 1 2 3面 1 2～ 1 3面 5区1 0層 古 墳前 期

84 1 4 1 9．2 ×5．6 1 8～2 0 3面 1 6～ 18面 5区1 0層 古 墳前期

8 5 1 5 4．8 8．2 ×5．2 1 6へ′1 7 3両 1 2面 5区1 0層 古 墳前 期

8 6 1 5 6．2 8．8 ×6．6 1 6へ一1 7 3両 1 4面 5区1 0層 古 墳前 期

8 7 1 6 7．4 8．6 ×4．8 1 5′＼1 6 3面 1 3～ 14両 5区1 0層 古 墳前期

1 37 2 3 4．4 12．6 ×5．4 1 4へ′1 5 9面 1 3～ 14面 1 0区3 3層 弥生後期 ～古墳前期 穿孔

14 2 1 1 2．8 5．6 ×5．8 1 2へ′1 3 3面 1 2～ 1 3面 1 0区3 3層 弥生後期 ～古墳前期

単位：cm

第柑喪　断面多面形となる櫨
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いた。

50◎52は側面または側線部を削り、下端に頭を作り出すものである。これは杭を抜けに

くくする加工とも考えられるが、この部分を緊縛して他の材と組み合わせたとも考えられ

る。頭の部分は二次加工を受けているが、決りの加工があった可能性がある。4。m～6。m

の細い材である。

51は円柱を割ったと考えられる材で、下端は円柱の上端部を杭として二次加工したもの

と思われる。1区22層の畦畔に打ち込まれていた。

53は丸太材の端部にホゾを作り出している。柄の付根の部分は600前後の角度がつけら

れ、他の部材と斜めに組み合わされていたと考えられる。10区35層の畦畔に打ち込まれて

いた。

癖汐のある　54◎55は角材の先端にホゾを作り出している。54はホゾの長さ12。5。m、幅4。mで、55は

痢樹　ホゾの長さ10cm、幅4cmである○出土地点も近く、同じ建築物の材と推定される。5区12

層水田（弥生後期前菜）から出土している。

先端に段差　56～58と61～70◎82◎103は先端に段差が認められ、貰乱または組合せの加工（いわゆる

仕口）が作られていたと考えられる四角柱の割り材である。56は下端に一辺8。5。mの方形の

貰穴の痕跡と思われるものがあり、19のような四角柱の割材と考えられる。57はコの字状

の先端をした材の一部と思われる。65◎103も同様の材の一部と考えられる。58はホゾのあ

る柱の割り材とも考えられる。61は57に類似するが、24cmもホゾ状の突起があり、突起の

付根4cmから下を削っているため、この部分にホゾ穴があった可能性が高い。62も57に似

るが、チョウナ痕が3両あり、断面が横長の長方形の柱を割ったものと考えられる。64は

段差が正面と側面にあり、組合せが複雑であったことを思わせる。67は57と下端の加工が

似るが、さらに上部に港状の決りがある。68は斜めに突起した痕跡と思われる削り込みが

見られる。69◎70は27cmあまりホゾ状に大きく突起させている。この2点は接合する可能

性があり、元は太い角材であったとおもわれる。ほとんどが10区33－35層の出土で、5区

10層と6区16層のものが1点ずつある。

59は断面円形の先端にホゾをつけ、さらに胴部に縦長の穴を穿って板材をはめ込む加工

がある。6区8層（中世近）の畦畔より出土したが、径が6。9cmと細く、建築材ではない可

能性がある。

ホゾのある 60は丸太材の先端にホゾを作り出した材である。下端は二次加工によって粗く切り落と

鬼尭樹　されており、実際はかなり長いものであった可能性がある。中央部に切り込みが2箇所あ

り、他の部材と組み合わせたと推定される。10区21層（平安）より出土した。

71は両端を対称的に細く削る材である。7区8層（古墳後期～奈良）の河川SR70801の1

号堰付近より出土した。

72はホゾ穴◎柱穴痕のある材で、表面を斜めに削り140の傾きを作っている。左側が割り

取られており、復元すると下部にホゾ穴を持ち、上部に大型の長方形穴乱を持つ材となる。

上部も切断されており、対照的であったとすれば、横架材であった可能性が高い。8区17

a層の畦畔に打ち込まれていた。

73は6cmの孔を24－250の角度で穿つ。垂直に立てられていたとすれば、地表面に対して

65～660の角度で他の材を上げることになる。6区16層の畦畔に打ち込まれていた。

74は2cm強のホゾ穴痕を持つ。5区10層（古墳前期）の畦畔に打ち込まれていた。

75は断面が一辺約18cmの隅丸方形となる材を割ったものと考えられる。7区8層（古墳
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後期～奈良）の河川SR70801より出土した。

81◎88～102◎104～106は四角柱の割材と考えられる。89には木酎こそって割った面に、闊　角　櫨

割る際に打ち込んだと推定される木釘または楔の破片が残っている。98は正面の中心に溝

があり、裏面の一部にもチョウナ痕が残ることから、柱ではなく別の部材という可能性も

ある。101は下端にホゾ穴があった可能性がある。ほとんどが10区33層の出土で、一部5区

10層、2区12層の出土のものがある。年代的にはほぼ同時代のものである。

83は3両にチョウナ痕が残存し、一辺が11cmの隅丸方形の材になると推定される。10区

33層の畦畔に打ち込まれていた。

111は表面を斜めに削り、200の角度を作り出している。上部にはホゾ穴痕がある。右側面

が割り剥がされており、対照的だったとすると間に板を挟むように加工された柱の一部で

あった可能性があるが、杭としての二次加工のため、原形は不明である。1区22層の畦畔

に打ち込まれていた。120も250の角度が付けられている部材で、形状がやや似る。表から裏

への貫通乱があり、10区33層の畦畔に打ち込まれていた。

112◎113◎115－117はホゾ穴の痕跡と考えられる換りのある材である。いずれも四角柱　ホ汐の痕跡

の割り材である。112は2方向から、113は斜め方向からホゾが差し込まれたと推定される。

115は裏表で加工が異なるため、やはり2方向からと推定される。また115には上部に幅12

cmの柱穴の加工も見られ、横架材であった可能性がある。117は木釘または楔が残る。全て

10区33層の畦畔に杭として打ち込まれていた。

125は四角柱の割り材と考えられ、上部に段差の加工があり、67に類似したものと思われ

る。126も同様の形状である。10区33層の畦畔から出土している。

127は形状が椎に似る。下部表面を削り調整しているが、類似するものが他になく、建築

材ではない可能性が高い。出土地点◎層位ともに不明である。

128は円柱を加工した可能性がある材である。上部は径約11cmの丸太材で、下端を薄く尖

るように表裏から削る。1区22層の畦畔に杭として打ち込まれていた。

129は幅が下にむかって狭くなり、下端に決りまたは切り欠きの入っている材である。下

端の部分を他の材に掛けたものか、あるいは、長さに比べて薄い材であることから、ホゾ

穴の部分を割った可能性もある。5区10層の畦畔に打ち込まれていた。

130は劣化が著しいが、柱材と考えられる。復元すると、下部は断面が円形、上部は断面　櫨　　　樹

が方形であったと推定され、鼠返しと組合わせられる高床建物の柱であったと考えられる。

表面はチョウナで加工され、下部の断面円形の部分の復元径は14。6cmである。同様の柱は、

韮山町山木遺跡でほぼ完形の柱が出土している。131も上部が断面方形、下部が断面円形の

柱と推定されるが、130に比べて太く大型であり、下部は焼失している。断面の中央部に芯

を持っているため、丸太材をそのまま削りだして作られている。

132◎133◎135は断面が三角形状となる材である。132◎135は正面◎裏面ともに加工して

おり、上部のやや薄くなる部分に小孔を穿つ。間に板をはめ込む円柱の一部分の可能性が

ある。

134は上部が断面方形の柱になると考えられる。下部は二次加工により割り剥がされて

おり、原形が円形であったか方形であったかは不明である。

138－141は一辺9－12cmの大型の方形孔を持つと考えられる材である。138aと138bは接　大型方形乱

合すると幅20cm前後となり、裏面が割り剥がされていることから、同様の厚みを持った四

角柱である可能性が高い。140◎141は側面のみにチョウナ加工が見られ、三面を割り剥が
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している。いずれの材も10区33層畦畔より出土し、やや近い位置にあるため、同じ建物の

部材であった可能性が高い。

方　形　署』143◎144◎146◎147◎148◎149◎152◎155～158は方形孔を持つと推定される角材であ

る。143◎147は約7cm、144◎146◎155の158は約9cm、148は3cm、149◎152は5cm、156◎

157は6cmの孔の痕跡がある。149が7区10層の出土の他は10区33層より出土している。156

には乱の周囲約1。5cmがわずかに窪み、別の部材が組み合わされていた庄痕と推定される。

この部材は一辺9cm前後の角材で、組合せ部分を断面の一辺が6cmのホゾに作り出してい

ると考えられる。

145は断面方形の角材を割ったものと考えられるが、一部を幅7cmにわたって断面円形に

加工していると思われる。10区33層の出土である。

150は加工面に他の部材を垂直に組み合わせるための方形の切り欠きを持つ材である。10

区35層の出土である。

151は約5cmの方形孔を持つ。表裏両面にチョウナ痕が残り、厚さ4。6cmの板材であった

可能性が高い。10区35層の出土である。

153は下端を薄く削り、中央にホゾ乱を開けている。他の材に薄い部分を挟み込み、ホゾ

でとめたものと推定される。

楔の痕跡か　154は角材であったと推定される材であるが、片方の側面に楔または木釘の痕が残存す

る。10区35層の出土である。

159は2。5cmx3cmの小乱のある材である。柾目板状に割り剥がし、表面を一部チョウナ

でやや平坦に加工しているが、建築材としては粗い加工である。表裏ともにチョウナによ

る加工痕があり、当初は板材であった可能性がある。上下に炭化が見られ、焼失建物に関

連する材と推定される。10区33層水田の畦畔に杭として打ち込まれていた。

160は上端に長方形状の孔があったと考えられる。3商にチョウナによる加工が見られる

ため、厚さ5。9cmのやや厚めの板材として加工されていた可能性がある。10区33層水田の畦

畔に杭として打ち込まれていた。

161は正面から側面への穿孔1箇所と、正面から裏面への穿孔2箇所の残る材である。3

両がチョウナで加工されており、右側面が二次加工により割り剥がされていると考えられ、

元は断面長方形の材になると考えられる。10区35層水田の畦畔に杭として打ち込まれてい

た。

小乳を穿肇　162～170は小孔を持つ材である。164は元は板状に加工されており、上部を幅6cm、長さ

11cmのホゾ状に作り出し、ホゾの中央部に2cmx2。5cmの長方形孔を穿つ。166は上部に乱

間6cmの2箇所の小孔を穿つ。168は左側緑に孔間は16cmの乱痕が残存する。両側面は割り

剥がされているため、元は板状に加工されていたと推定される。169は上部が幅広くなり、

4cmx2。6cmの長方形孔を穿つ。孔の周囲はチョウナで丁寧に調整されている。170も下端

にある穿孔の周囲が薄く削られている。162が10区35層水田の畦畔、163◎164◎167◎170が

1区22層水田の畦畔、165◎166が2／3区12層水田の畦畔、168◎169は6区16層水田の畦

畔より出土した。

171～173は中央部に切り欠きがあり、三角形状の孔痕と推定される。171は10区35層水田

の畦畔、172は2／3区12層水田の畦畔に杭として打ち込まれていた。173は10区30b層（古

墳中期）の出土で、下端が杭状に加工されているが、木遺状遺構に直行する形で横倒しと

なって出土した。
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174－177は決りが数箇所に見られる部材である。174は決りの長さが異なるが、他は11cm　複数の鰊朝

一15cmで、換りと決りの間隔が25cm～35cm前後である。細断されているが、建物の垂木を

受ける横木の可能性がある。174は2区9層（古墳中期）の堰状杭列、175は5区10層水田

（古墳前期）の畦畔、176◎177は6区16層水田の畦畔より出土した。

178は右側面に切り欠きがある材である。2区6層（平安）畦畔の中に踏み板として埋め

込まれていた。

179は先端を大きく切り欠き、他の部材と組み合わせるように加工し、さらに中央部正面

を薄く削り、あたりの加工をしていると推定される。下端は粗く切断している。6区16層

の河川の西岸より出土した。

180は劣化が著しいが、垂木状の切り欠きのある材である。正面がやや丸味を持ち、元は

断面円形であったと推定される。2／3区12層水田の畦畔より杭として出土した。

18巨186は下部の表裏を薄く削り、他の部材に挟み込むように加工されている。両側面

が割り剥がされているため、元は板状であったと推定される。181は表裏をほぼ同様に薄く

削り、186は正面をⅤ字状に削り、裏面は薄く削り取る。181は1区22層水田の畦畔、186は

2／3区10層（古墳中期）の河川より出土した。

182～185は非貫通の孔を持つ材である。182は4。5cmx3cmの孔があり、孔の周囲が他の　非貫通乱

部分よりわずかに盛り上がる。183は8cmx3cmの長方形孔を持つ。184はHcmX3cm前後

の長方形乱を2箇所に穿つ。185も184に似た形状であるがやや厚い。182の183は10区33層

水田の畦畔、184は3区6層水田（平安）、185は1区20層（奈良～平安）の河川より出土し

た。

187は全体が炭化し劣化が著しいため、元の形状がわかりにくいが、全面から削り込んで

くびれ部分を作り出している。芯棒材を断面長方形に加工しており、5区13層（弥生中期

後菓～弥生後期初頭）の3号堰より出土している。

192は下端に段差があり、左側面と裏面が割り剥がされていることから、コの字型の突起

を作り出していたと推定される。193は下端にホゾ状の突起を作り出している。正面の裏面

◎右側面が割り剥がされているが、元は四角柱状で中央にホゾを持つ材であったと推定さ

れる。194は長さ4cm前後、75－800のやや傾きを持った穿孔のある材である。いずれも10区

35層水田の畦畔に杭として打ち込まれていた。

195◎196はホゾ状の突起を持つ材である。195は突起の長さが17cm、付根の部分がわずか　添ゾ状突起

に決られている。先端は斜めに切り落とされている。196は突起が11cm残存している。全周

を割り剥がされているが、元は四角柱状の材であったと推定される。いずれも2／3区12

層水田の畦畔に杭として打ち込まれていた。

199◎200は先端に大きな弧状の切り欠きを持つ。チョウナ商が三面あり、元は板状の材

であったと思われる。弧状の切り欠きの先端は切り落とされており、円形の柱等に組み合

わせるための加工の可能性がある。199は2／3区12層、200は2／3区14層（弥生中期後

菓）の畦畔より出土している。

201－203はホゾ状の加工の見られる角材片である。いずれもホゾが二次加工により切断　承ゾ状加三

されている。202は左側面に、木目で割り剥がす際についたと思われる楔の痕跡が残る。

201◎202は10区35層、203は10区33層の畦畔に杭として打ち込まれていた。
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204は下端を方形に切り欠く。裏面を割り剥がしているが、右側面が割られているため元

は板材であった可能性が高い。下端より30cmをチョウナで削って薄く仕上げ、他の材と組

み合わせるために丁寧に加工されていると思われる。10区35層の畦畔に矢板状に打ち込ま

れていた。

寒露の残存　205◎206は木釘が残存する材である。205は左側面に1箇所、正面に8箇所の痕跡が残

る。このうち、木釘が残存するのは左側面1箇所と正面6箇所である。正面の2箇所は木

釘が裏まで貫通している。正面の木釘の間隔は18。5cm～23。5cm前後である。正面下部の木

釘について計測してみると、長さ4。5cm、厚さ3mmで、幅は上部の広い部分で1。4cm、下端

の狭い部分で0。7cmである。206は正面に2箇所、右側面に1箇所の痕跡があり、左側綾部

には割れているが、2箇所の乱の痕跡がある。このうち、右側面にのみ木釘が残存する。

木釘は貫通しているものが少なく、他の材に打ち付けたものとは考えにくい。また、206の

ように側面に孔の痕跡の残るものがあり、木材を割り剥がすことを目的とした楔である可

能性が高い。206は10区36層（弥生後期前菜）、207は5区10層（古墳前期）の畦畔からの出

土である。

207は3面をチョウナで加工し、右側面を木目で割り剥がしている。厚さが約2cmで、板

材を割ったものと推定される。6区16層の畦畔に杭として打ち込まれていた。

208は全周割り剥がされていると思われるが、正面に段差が見られ、溝状の切り込みと推

定される。2／3区12層の畦畔に杭として打ち込まれていた。

209◎210は角材の角の部分をチョウナで削り落としている。209は10区35層、210は10区

33層の畦畔からの出土で、わずかに時期差はあるが形状が似る。

212は正面がなめらかな弧状となる。径16－17cm程度の円柱を割った材と推定される。10

区33層の畦畔に打ち込まれていた。

213はチョウナで平坦に調整された面が2面あり、角材を割ったものと推定される。6区

16層の畦畔より横倒しの状態で出土した。

214は先端に頭を作り出し、下に垂木状の換りを入れている。下端は杭状の二次加工によ

り切断されていると思われる。決りの部分を他の材と垂木の一種と推定される。10区33層

の畦畔より出土した。

215は上端にホゾ状の突起を持ち、裏面を大きく決る。下端は杭として二次加工されてい

る。芯棒材であり、決りの加工から垂木と推定されるが、ホゾ状の加工があることを考え

ると、ホゾ材を垂木に転用し、その後に杭として加工したと考えられる。2／3区9層（古

墳中期）の杭列内より、横倒しの状態で出土した。河川の近くで、洪水流による流れ込み

の可能性もある。

ホ汐の残存　216はホゾが下端部に組み合わせたまま残存する。下端に3。5cmの段を作り、その中央部

に穿孔してホゾを差し込んで材を留めている。組み合わされていた材は残存していないた

め、組合せ方法が不明ではあるが、段差部分が直線的であるため、直交する形で組み合わ

せた可能性が高い。

220◎221は丸太材の一部を削り、表面に角を作り出している。全体として断面が円形に

なるように枝や節は削り落としている。220は10区35層の畦畔に杭として打ち込まれ、221

は10区31a層（古墳前期）の畦畔内より横倒しとなって出土した。

杭樹の癒合　222は6区16層水田の畦畔に近接して打ち込まれていた2つの杭材が接合したものであ

る。チョウナで加工してある正面が緩やかにカーブしており、他の面が割られていること
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から、元は直径21．4cm前後の面取りした円柱片と推定される。上部に材と直交する溝を切り

込んでおり、根がらみ等の材があたっていたものと考えられる。

223は全周をチョウナで加工しており、直径9cm前後の円柱と考えられるが、断面がⅤ字

形となる溝を切る。ここに他の材をはめ込んだ可能性がある。10区33層の畦畔に打ち込ま

れていた。

224～227は断面が円形状になるように加工した材で、芯持材ではないため、ほぼ全周を　断面円形

加工している。太さは上部が下部に比べてやや太く、下端は尖らせている。いずれも芯持

ち材ではなく、縦方向に表面を削って断面円形に仕上げている。225は断面が正円に近く仕

上げられ、他は楕円形である。224と225は長さ、太さとも226と227に比べ、やや小型であ

る。225が2／3区14層の畦畔出土である以外は、全て2／3区12層の畦畔より出土した。

226と227は近い位置から出土しており、同一の材である可能性が高い。

9　板材

板材は各区とも弥生時代後期後葉から古墳時代前期の層の畦畔を中心に出土している。

このため、以下の文中では弥生後期～古墳前期の記述は省略し、他の年代観のみ記す。建

築材の可能性として、屋根板材、壁板材、台輪、ケハナシ、床板材等が考えられるが、瀬

名遺跡出土の板材の形状は種類が多く、用途については明確に分けにくい物がほとんどで

ある。畦畔の横木、芯材等に使用されていたものは二次加工を受けず、原形を留めている

ものが多いが、矢板に加工されたものについては、元の形がどのようなものであったか推

定しにくくなっている。

1～14・16・17・19・26・29・35は長さ190cm前後、上端にやや大きめの穿孔が1ヵ所な

いし2ヵ所あり、左右側線部に並んで小孔が2ヵ所、さらにその下に互いにずれた形で2

ヵ所ある。下の小孔については、ほとんどの物について右側綾部側の小孔がやや上部にあ

る。この部分ににあたりの加工の施されているものも見られる。このあたりが屋根を載せ

る桁に当たる部分とすれば屋根板と考えることができる。下端が45－50cm前後やや薄くな　屋根板材か

り、境目が劣化しているものが多く、屋根板材であったとすると、この部分が壁より外に

あり風化したものと考えられる。しかし、下端が土中に埋まっていた可能性があり、縦方

向に並べられた壁板とも考えられる。この場合あたりの加工は横に材を渡して板と板を緊

縛するためと考えられる。10区35層・33層と6区16層、9区38層の畦畔の横板として出土

している。すべて弥生時代後期後葉から古墳時代前期のものである。38・41・42・44・71・

72・83・96・108・128・129・150・151も欠損または二次加工により変形しているが、ほぼ

写真12　畦畔の横板に転用されている建築材

同様の形状をしていると思われる。127

は小型だが形状が類似し、下端から約

43cmの表面が劣化しており、用途が同

様であると推定される。同様の形状を

していると思われる材の出土地区・層

位は上記以外に2／3区12屑、1区22

層より出土している。

15・18・20・22～25・27・28・36・

37・40・45・46・70・75・171・173・

176・178～185・188・189・191・221・
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番号上部の‾‾≡‾蔀‾覇‾‾‾…‾着両線左側線 あた　‾置‾‾‾‾‾‾‾〒‾蔀　 上端～あたり重義　 幅　 出土区　　 年代観

孔数　 孔問　 孔問　 孔問　 加工　　 加工長　　　 の長さ 層位
1！ 2個恒 。5　 欠損i 現　 有　 恒 i　　　 m 190。8 巨8．6 i 9区38層極生後期～古墳前期
2i　 償い 。5i　 儲　 欠損　 有　 恒 5 i　　 m 。5 2m 。 恒 。日　 射 層極生後期～古墳前期
幻 1磯 ．守‥ l吋　 ∈滞り　 無　 糎　 i 199．6 2 。 巨 区猶層弥生後顧‾＝古墳前期
i 姉　別瑚　 E朋1　 3幻　打球 一部有 恒 ！　　 90 196。4 恒 2 日 区粥層極生後期～古墳前期
［ 5！2勧 ！ 47「 鯛 引　綱対　 無　 巨離 日 ユ93．8 恒。8 日 区猶層極生後期～古墳前期
； 6i　 個i　 狛　 購i　 43　 有　 恒 5 ！　　　 猶 ヱ9 。叫 m　 巨 区猶層極生後期～古墳前期
i 7！ 1個！ 48！ 4幻　∠路5！ 有　 桓8 i　　　 88 19 ．両 27　 巨 区鍋層極生後期～古墳前期
8！ 1個！掴。5！ 43i 49　 有　 恒 i　　　 錮 192．2 恒　 巨 0区35層極生後期～古墳前期
9i l個！ 5攣「璽剥つ郊引　 巧打 「媚＋ 「……‾葡 191。8 は20。3）巨 0区33層弥生後期～古墳前期
1両 ］爛！ 4潮　 43．5！ 47　 有　 恒。畑　　　 飢 191 恒 。8 日 0区35層弥生後期～古墳前期
11！斗郵 …当来… 宰幻　脱 封 ・有…極「「「‾‾寺前 ヱ90．日 錆　 巨 区粥層弥生後期～古墳前期
障 2！ 偶力恒 。5i　 m　 欠損　 有　 恒カ ！　　 関 199 i20。4　 m 区35層弥生後期～古墳前期
腔 3i l個上j 丸」堅打つ叫　 無　 恒 i 182ゆ6 恒 2 日 0区35層極生後期～古墳前期
141 1個！ 43i 47！ 42　 着　 恒 5 ！　　　 猶 182。2 恒．2 巨 0区35層極生後期～古墳前期
16！　 個！　 狙i　 頭　 43　 着　 不明　　　　　 錮 待22。8両6ヰ8 巨 0区35層極生後期～古墳前期
17！ 1個！ 47i　 42！　 47i 無　 体明 i 根8。6）恒 。6 恒 0区35層極生後期～古墳前期
19！ 1個！ 姐！　 83i 83。5i 無　 桓5 i 銅 。 恒 。項　 勘 層極生後期～古墳前期
魂二墜軋」堂上逐畢上」覿…攣＋ 極意1 坦坦血中痢　 6酎融縮醸後期～古墳前期
29i l個！73。5i 欠損！欠損i 欠損 i欠損 ！ （96。8日 22。7 日 0区35層極生後期～古墳前期
咄 〕 野 上 逐 虹 牒針 ．蛸　 二如　 上料 1 「 ‾ 言 海 墾「 瀬胤痢　 6勘胡縮醸後期～古墳前期
築上」畢上製墜「華廟　 欠腰！ 無　 恒「1 準墜 恒鳥羽　 6酎融縮醸 後期～古墳前期
射 1勧 ！ 58日 。5「朋到　 頭堅　 汗細 ！ 鞭鋤　恒胤引　 6酎融鵜痩 後期～古墳前期
也 」畢生 」軋j 拶「守 可　 無　 五料1 持558輔 弼 i2／3区12層極生後期当摘悌剰
墾」」墾」＿堕し＿堕し墜墜L j 軽」徳政「 往昔 直 。項　 区2 層弥生後毀弓肇瀞瑚
叫 ！輝可＋ 軸　 不軌」墜虹牒薫　棒欄 1 墜掛瀕肇痢　 6酎胡縮痩 後期～古墳郵嘲
72巨 億画　 蛸　 錮　 欠損　 無　 擁 i　　　 蕃持3507両 3。4）i 6酎 6層極生後掛弓欄瀞酬
83！ 1個！ 43i　 74！欠損！ 無 i欠損 i （155」日は0．引　 1区22層弥生後期、古墳前期
堕し」嘩虹…革む」郊瑚＋ 5引＋ 無　つ兎療「 （135．7川13．9） 10区33層弥生後期、古墳前期
墜虹」魂」墜軋…運上∴咄…凍「牒惑「 （96。4）恒。5 日 0区35層極生後期～古墳前期
12可 ・爛り　崇廟　 不軌 … 頭 ＿ 車　 上旭日 蟻 の5 恒 廟　 区摘層弥生後期～古墳前期j
1摘　 瑠　 璃　 狙　 欠損　 有　 欠損 ！　　 鵬も5 （ヱ23ゆ2両 8調い 区猶層弥生後期～古墳前期［
12可　 ユ㈲　 56．5」撃 虹 旦 軋 〕撃　 に感 冒 塑旦瀬準痢　 6勘胡納経 後野弓欄瀞酬
墜む二墜L ＿魂」単軌二攣軋■ゆ「極意「 製斗瀕単項　 6勘胡縮疲後期～古墳前期
狛　 璃　 m　 欠損＿＿i＿＿欠損i 空堀　迩損 i 醗瑚日田鳩車／＿墜望層弥生後期～古墳墾墾

単位：cIn

二′！与・く　丁、、こも一翌／′二′・ニー／∴′ふ‥

′斗十∴二　三　二　一　ノ、′ト・㍉　′一′　櫨・∴　hノ　′‥　　　ノ1・′：、、′　　′：一一l‥′、r．∴・一　′．∴ニ

される。小乱は片胤こ穿つ　のと両側に穿つ　のがある。中央部こ桂のあた　があ、端

’∴、．穴′．∴っ：ノ　∴、：′．′こ∴＼′∴　′　工ン∴十ノ、′ノ、．、1∴．ソ∴1！言J　′、ソy　∴了

選はそれぞれ輿なり、決められた位置に穿つことはなく、組み合わせる樹の状況に応じて

穿ったと思われる。表面の加工は会商をチョウナで加工する　のと、側線部のみをチョウ

ナで削って薄く仕上げるのみのものがある。ほとんどが畦畔の丑留めの横木または芯財と

して出漉し、先端を尖らせるなどの二次如意によ　矢板として打ち込まれていた　の　あ

ノ7、′　年′ゴ、パ　′、ノ　ノ　　　‾′　てノノノ、1：・・‾か′J二′．古こ′，つL一／ノ7　ノ二　ノ′のン・丁∴jされる＿

出土地区砂層位は鼠区22層◎2／3区は層◎5区臓層　櫨堵前期　◎6区蟻層の7区摘層昏

昌ノ了′声、　㍉メ　′二′：、t　′′！′　悠日，∴　こい、三＼、′　＼メ∴1、て、、弟・／）

別は厚めの板材で、上部に幅約8cmの孔痕または切　欠　がある。台輪または壁板の可

能性がある。2／3区は層の畦畔よ　出土した。

3　⑳封は　にやや似るが、上部が薄　段差が作られている。上部に乱が　つあ、側線
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番号 全長 幅 表面の 五五 亨L間 あたり覇 頭‾‾蔀覇 出土医‾‾‾‾ 苛‾飛‾‾顧

（cm ） （cm ） 加工 （個 （cm ） 加工 加工 ・層位

15 151 （15）覆面 2 71 無 無 9区38層 弥生後期～古墳前期

18 （212．5） 16．5 側線 2 68 無 無 6区16層 弥生後期～古墳前期

20 （‾201．6 2L O 不明 （1） 不明 無 無 2／3区12層 弥生後期～古墳前期
j　22 （213 （17．6 側線 2 137．5 有 有 6区16層 弥生後期～古墳前期

［ 23 2 11．4 18．7 全面 2 不明 有 有 6区16層 弥生後期～古墳前期

； 24 2 1上5 1上3 全面カ 2 137 有 有 6区16層 弥生後期～古墳前期

25 （186．8 （8．8）全面 1 不明 無 無 2／3区12層 弥生後期～古墳前期

27 （156．0） （9．2 側線 2 56 無 無 2／3区12層 弥生後期～古墳前期

28 （14 0 （1工8）側縁 1 不明 無 無 1区22層 弥生後期～古墳前期

36 210．8 24。2 側線 2 －104・8 無 有 6区16層 弥生後期～古墳前期

37 212ゆ4 18．0 全面 6 49．5 、一70 有力 無 5区10層 古墳前期

40 （167．8 17．0 全面 2 54 無 無 1区2 2層 弥生後期～古墳前期

45 （102J ） 13．8 全面 1 不明 無 無 8区17a層 弥生後期、古墳前期
障 6 （38．7） 20．2 全面 2 62 無 無 8区17a層 弥生後期～古墳前期
i 75 （169．4） 16．0 全面 2カ 5d カ 無 有 9区38層 弥生後期～古墳前期

171 （78．4）（10．6）側線 1 不明 無 無 2／3区12層 弥生後期、古墳前期

173 （80．5） 12．7 側線 1 不明 無 無 10 区33層 弥生後期～古墳前期

176 （123．4 （12．3 側線 1 不明 無 無 10 区33層 弥生後期～古墳前期

178 （135 （13 不明 2 74 無 無 2／3区12層 弥生後期～古墳前期

17 9 （137．6） （16）側線 2 50 無 無 2／3区12層 弥生後期～古墳前期

18 0 （73．3） 19．3 全面 1 不明 無 無 10区33層 弥生後期～古墳前期

18 1 （62．4）（13．4）全面カ 1 不明 無 無 2／3区12層 弥生後期～古墳前期

182 （55．5） （2．6）側縁 1 不明 無 無 1区2 2層 弥生後期～古墳前期

183 （52．8）（12．0）全面カ 1 不明 無 無 2！3区12層 弥生後期～古墳前期

184 （29．7） 20．5 全面 1 不明 無 無 10区33層 弥生後期、古墳前期

185 （33．4 （13．4）全面 1カ 不明 無 無 2／3区12層 弥生後期～古墳前期

188 （89．5） 13．4 側縁 1 不明 無 無 1区22層 弥生後期～古墳前期

189 （9 6．5） （5．2）側縁 1 不明 無 無 1区22層 弥生後期、古墳前期

19 1 （100．8） （9．4）全面 2カ ！97 カ 無 無 5区10層 古墳前期

22 1 （246．9） 2 2．4 全面 4 26 一＼46 無 有 2／3区12層 弥生後期～古墳前酬

239 4 22．5 23．0 不明 2 218 有 有 1区22層 弥生後期～古墳前期

240 （424）（11．6）側線 6 4 L 5 一、118 無 有 2／3区12層 弥生後期～古墳前期

241 4 20 ．2i

i

i

（13．7）不明 6 46 ′＼98 有 有 1区2 2層 弥生後期～古墳前瑚

242 370 （18．5）側線 2 68．4 有力 有 5区10層 古墳前期

244 （312．8 14．4 不明 1カ 不明 有 有 1区22層 弥生後期、古墳前期

245 （317．2） 2 2．6 全面 6 20 、一74 無 無 2／3区12層 弥生後期～古墳前剰

24 7 （2 58。6）（1工2）全面 3 6 0、115 無 無 5区10層 古墳前期　　　　 j

24 8 （20 1．6）（13．8）側線 2 35．5 無 有 1区22層 弥生後期～古墳前酬

249
‡
（．30 3） （9．8）側縁 3カ 34 一㌧37．6 無 無 7区10層 弥生後期～古墳前期

250 （285．6）（12．8）側線 1 不明 無 無 8区17a層 弥生後期～古墳前期

251 （＿＿蔓＿＿≡＿＿≡＿≡＿＿聖 望＿＿＿型墾墜 ＿＿ 1カ 不墾＿ 無 無 8区17b層 弥生後期前葉

第臓蒙　壁磯藍推定きれる磯樹

の乱も間隔を広く穿っている。30は9区38層、31が9区37層の畦畔の出土である。いずれ

も畦畔の芯材として埋め込まれている。

32は30に似るが、上部の薄い部分が37cmと長い。この部分には小乳を1つ穿ち、貫通し

ていない乱と、逆にやや高まる部分がある。下部にも穿孔が1箇所ある。7区8層（奈良◎

平安時代）の河川SR708鋸の1号堰の部材に転用されていた。

33◎34は30に似るが、上部に溝を切り、この部分に小乱を2つ穿ち、別の材と組み合わ

せたと考えられる。側線部に乳を多く穿ち、一方の側線は斜めに切られ、これに添って小

乱が穿たれている。また、反対側の側線には乱を横に並べて穿ち、別の部材をここに緊縛
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番号 全買 両 厚

段／全体

段部分

の長さ

上部の

孔数

側線部の孔数 側線部の孔間 睡 土区

上 層位
年代観

右 ！左 右 左

30 （9 1．7）（14．8）2．0／3．6 8．5 1個（2カ） 1個 2個カ 52カ 9区38層 弥生後期～古墳前期

31 （95．0）（19．0）3．0／4．7 10．5 1個（2カ） 2個 欠損 51 9区37層 弥生後期～古墳前期

32 161．9 19．1 2．0／2．7 13 2個 1個 欠損 7区8層 弥生後期～古墳前期

33 （154）（10．5）3．2／4．7 37 1個（不明）2個 4個 25 26．5／35／31．5 9区38層 奈良～平安

34 185．6 18．9 0．6／2．3 16 1 個（2カ） 4個 2個 27．5／31．5／35．5 1．5 9 区38層 弥生後期～古墳前期

第帽読　屋根板と考えられる硯材に近似する植樹

番 号 全 藁‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾両 厚 さ 孔数 孔 間 出土 区 ・層位 年代観 備考

3 9 1 70 ．0 1 4 ．4 2．4 5個 28 ／7 4 ．5／3 5．5 7 区 10 層 弥生後期 ～古墳前期

6 1 2 3 5 2 2 ．4 3 ．6 4個 7 3／8 2 ．5／1 1．5 2 ／3区 1 2層 弥生後期 ～古墳前期

86 1 5 2．9 1 7 ．0 2 ．9 3個 5 1 1 0 区 35 層 弥生後期 ～古墳前期 斜 め にずれ て穿 つ

1 0 2 1 0 2．8 1 2．4 2 ．8 3個 2 8 ．5／3 1 7 区9層 古 墳 中期

10 5 9 9．6 1 7．4 2 ．1 2個 3 8 ．5／3 7．5 8 区 17 a層 弥 生後期 ～古墳前期

10 9 7 6 ．2 1 2．4 2 ．2 4 個 3 5 ．2 7 区1 0 層 弥生 後期 ～古 墳前期 上端 部 に段 差 あ り

携膵衷　両側絵に対照的に小孔を穿つ植樹

番号 全長 幅 厚 さ 孔数 孔間 端部削 り 出土区 ・層位 年代観

4 3 14 9．3 1 7．9 2．1 5個 3．5／5 1／4 7．5／3 5．5 無 2／3区1 2層 弥生 後期 ～古墳前期

55 （3 0 4．5）1 8．2 2．9 5個 ●57／6 3．5／6 4．5／3 3 有 9区3 8層 弥生 後期 ～古墳前期

5 7 （2 7 0） （1 4．0）3．2 5個 4 6／5 1／5 4．5／5 4．2 無 9区3 5層 古墳 中期

6 7 （2 0 9．6）1 8．8 2．4 4個 2 2／4 8．8／4 有 6区1 6層 弥生後 期 ～古墳前期

6 9 （1 8 5．8）1 3．5 3．0 3個 3 7／4 1．5 有 2／3区1 2層 弥生後 期 ～古墳前期

7 0 1 8 1．6） （9．2） 工5 2個 6 6．5 有力 1区1 2層 弥生後 期 ～古墳前期

9 3 1 3 8．3 （1 1．1）1．7 5個 1 8．5／2 2／4 2／2 7 無 2／3区1 2層 弥生後 期 ～古墳前期

賢柑衷　片方の側線に穿孔のある脹廟

したと考えられる。いずれも9区38層の畦畔から出土し、30と近接して出土しているため、

同じ建物の部材であった可能性が高い。

壁板樹か　　39◎61◎86◎102◎105◎109は板材の両側緑に対照的に小孔を穿つ板材である。86は斜め

にずれた形で並べて穿孔している。109は上端から35。5cmの部分の上部を薄く削り、段差を

つけている。出土区と層位は2／3区12層◎7区10層◎8区17a層◎10区35層の畦畔の中に

埋め込まれている。102のみ7区9層（古墳中期）の木遺状遺構の出土である。

43◎55◎57◎67◎69◎70◎93は平坦に加工された板の片方の側線に穿孔が見られる材で

ある。端部を薄く仕上げているものもあり、壁板材の可能性がある。43は下部に小孔を上

下に並べて穿つ。！国Lの間隔は3。5cmで、ここに別の材を直交するように緊縛したと推定さ

れる。また、中央部には一辺3cmのやや大きめの孔が、上端には一辺2cmの孔がある。55

は小孔とやや大きめの孔を交互に穿つ。上端から16cmの表面をやや薄く削り、また、中央

部のやや大きめの孔痕の部分の周辺を長さ27。5cmにわたって薄く削り、この2箇所が他の

材に差し込まれるようになっていると推定される。57はほぼ同形の小孔を41cm～50cm程度

の間隔で穿つ。67は上端を表裏ともに薄く削る。孔は側線部上部に小孔1、中央部にやや

大きめの孔1、下部に斜めにずれる形で小孔2を穿ち、ここに直交するような形で別の部

材を緊縛したと考えられる。69は上端をやや薄く作り、一辺3cm前後の乱をほぼ当間隔で

穿つ。70は上部をわずかに削っていると推定される。小孔は正方形と長方形の小孔が1つ

ずつある。93は上部両側緑に穿孔していたと考えられる。また、下端の側線にも孔痕があ

る。57が古墳中期の木遺状遺構から出土している以外は、弥生後期～古墳前期の層の畦畔
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内より出土している。

47－51◎54◎58◎59の63は長大な材で、建物の壁の上下に渡される台輪と考えられる板　台　輪　か

材である。中間にいくつか穿乱し、中間柱を差し込むように作られているものもある。47

は接合部が上部しか作り出されておらず、もう一方は二次加工で切断したか、あるいは別

の材に差し込む等の組み合わせ方であったと考えられる。7区12層（弥生中期）の溝状遺

構Sm712鋸よ　出土した。48は芯持ち材の広葉樹を使用しており、断面はやや平坦を半円形

である。中間柱を固定したと考えられる小乱が約1mおきに2箇所穿つ。8区15層の本道

状遺構値頃中期）に埋め込まれていた。49も48に形状がやや似る。中央に中間柱を組み

合わせるための貫通乳を穿ち、さらにその中間に非貫通孔を穿って、壁板を頑丈に留める

ように作られている。各孔の間隔は約50cm前後とほぼ一定である。9区33層（奈良～中世）

より出土した。50は下端が欠損しているが、板材の両側に柱と組み合わせるための乱を穿

つ。下部はさらに倍の長さにまで続いていた可能性もある。5区10層（古墳中期）の畦畔

より出土した。51は中央部に径8cmの柱を通すための円乱を穿ち、正面から側面に抜ける

乱を35cm～亜cmの間隔で4箇所穿っている。この乱は他の部材を緊縛するための乳とも考

えられるが、正面が4cmx5cm、側面が2cmx5cmとやや大型であるため、緊縛するとい

うよりは、別の部材と組み合わせるための乱と考えたほうが良いと思われる。1区20層（奈

良～平安）の河川SR120鋸の覆土中より出土した。54は一辺7cmの方形乱を2箇所穿つ。孔

間は約2mである。58は上端に2箇所、中央部に1箇所穿孔の痕跡がある。54◎58は6区

且6層の畦畔の芯材として出土した。59は一辺約4cmの方形乱が4箇所残存する。孔間は57

～71cmで、ある。5区10層の畦畔の横板として出土した。63は上部に方形孔が1箇所残存し、

下端にも同様の孔が存在したと推定される。上端は二次加工で切断されていると考えられ

る。2／3区12層の畦畔より出土した。

53は長大を板材で、下端にホゾ状の突起がみられ、壁板あるいは床板の可能性がある。

6区16層の畦畔の芯材として出土した。

56は長大を板材で、下端に乱を穿ち、さらに中間に斜めにずれた形で小孔を穿つ。この

小孔は別の材を緊縛するためと考えられ、壁板の可能性がある。7区10層の畦畔の横板と

して出土した。

60は上端に突起を作り出し、鼻栓で固定するように加工されている。乱は5cm前後の乱

を3箇所粗く穿つ。右側面は33cm前後の間隔で港を6箇所刻む。建築材として使用した後

に編み台として転用されていた可能性がある。2／3区12層の畦畔より出土した。　　　編台に転瀾

62は厚さ7cmの長大を板材である。右側緑に小孔を穿ち、中央部に方形孔を穿っていた

と思われるが削り取られている。台輪であった可能性がある。5区10層の畦畔に埋め込ま

れていた。

64は1に形状がやや似るが、小孔がそれぞれの側線に1箇所ずつしかない。1区22層の

畦畔より出土した。

65は長大な板材で、上部に3箇所、中央部に2箇所、下部に1箇所の小孔を穿つ。中央

部の小孔は間に他の部材を組み合わせて緊縛したと思われる。右側面には約19cmおきに溝

を切り、編台として転用された可能性がある。1区22層の畦畔より出土した。

66は薄く長い板材の側線に小孔を穿つ。中央よりやや上に9。5cmの間隔をあけて小孔があ

り、柱に緊縛したものと考えられ、壁板材の一種と思われる。6区16層の畦畔より出土し

た。
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櫨に緊縛　68は厚さ2。5cmのやや摩めの厳樹である。上端に周囲が欠損しているが、一辺8cm程度の

乱があったと思われる。下端は欠損しており、実際はもう少し長い材であったと考えられ、

台輪の可能性がある。管区摘層の畦畔の横木として出土した。

関は上部に孔を4箇所穿つ、乱の間は、上から。駈mと鼠玩mで、間に柱材などの部材を緊

縛したと考えられる。上端の乱は他の3つの乱に比べてやや太きめで、側線に切り欠きが

凝　組　版　あ、瀬名遺跡出土の板材としては少ない柾昌の板で、どのよ　な性格の部材かは不明で

ある。5区摘層　古墳前期　の畦畔の芯材として出土した。

雨域に穿署』　74の79砂98◎且26◎且38は端部よ椚4cm～膵cmの部分にそれぞれ　つずつ乱を穿つ。乱の

形は74が長方形、79啓98◎且26は正方形で、138は紺形に近事。乳の間隔も74は127。5cm、79

は108。5cm、98は75ゆ5cm、126は95。5cm、138は関cmとかな　異なる。久田の上部につけられ

た財の可能性がある。74の79は6区温6層、98は7区且0層、且26と138は2／3区且2層の出土

で、いずれ　畦畔内よ　出土した。臓は下端が欠損しているが長方形乱が上端よ狙8cmの

部分に長方形孔を穿つ。9区罰層の畦畔よ　出土した。

閥は梧閏乱を3箇所に穿つ。下端は渡海のみ薄く削り、偽の部樹に挟み込んだと思われ

る。畠輪または壁板◎床板等の可能性がある。2／3区摘層の水田よ　出土しているが、

畦畔の財が流れこんだものと推定される。

普　輪　か　　77は厚さ3。5cmとやや摩めの板材である。下端の正面にあたりの加工がある。この部分の

右側面に長さ柑cmの乳癌があ、柱などが組み合わされていたと思われる。右側面は割り

剥がされてお、上部に洞痕と思われる切　欠　が残る。台輪の可能性がある。10区33

層の畦畔より出土した。

7は厚さ。廉mで欠損が著しく原形の推定が困難であるが、両端の対角線上につ「つずつ

乱を穿つ。着側線の上下端を的欝cmにわたって薄　削る。欠損部分に洞があった可能性

がある。2／3区は層の畦畔よ　出土した。

鮒はmこ似るが、やや、型である。上韓は2箇所の私痕があ、側線に小乱を4箇所穿

ち、右側線に長さ。駈mの切　欠　がある。下端は欠損してお、板の幅は下端に向かって

やや広　なる。6区蟻層水田の畦畔の芯材として出土した。

とこ　・′：：′　；　～昌　j三　二、二′′：つこ　′　言、Uニ　ニ′　再／′、7P・／て．7ら　晶緑骨‾一′二、

壁板または　乱を穿っていな1。壁板樹もし　は床板財と推定される。両端に削　の加工が施されてい

床板樹　るものもある。弥生中期の　のは板財が厚、加工　粗　作られているが、弥生時代後期

～古墳時代前期になると端部や東商の調整が細かくなり、全体をチョウナで加正しである

ものも兇られる。鋸は両端を帝　都、柱に挟み込むよ　な加工となっている。2区6層

（平安）の畦畔より出土した。ほ鵬同様に両端を薄　作る。7区は層　弥生中期　の河川

鋸緒抽肌より出立した。臓は上端の表面をやや薄　削っている。9区罰層の畦畔の芯材と

して出漉した。且23は厚さ3e6cmでやや厚く、上端から9。5cmの正面を長さ6cmにわたって削

り窪めてお、梯子の段を削　落とした可能性　ある。6区蟻層の畦畔の芯材として出土

した。219は上端を薄く削り、下端は方形に切り欠いている。6区蟻層の畦畔の芯材として

出土した。220は上部の正面を削って窪める。7区8層（古墳後期～奈良）の河川SR70801

壁　板　樹　の中より出土した。233はほとんどの部分が切断されて失われているが、全面をチョウナで

加正している。且区22層の畦畔内より出土した。243は完形に近い壁板材と考えられる。全

面チョウナによって加工され、両端および中央部は柱に挟み込むため薄く仕上げられてい

る。5区10層の畦畔の横木として出土している。且区22層の畦畔に埋め込まれていた。こ
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番号 全長 薩　 摩さ 端部の 中央部　 ①－②間　　 乱数 出土区 年代観

加工証 の加工甘　　　　　　　　　　 ・層位

81 138．2 17．2 恒 極 端剰　 無 i　　 i 無 i 2区6層 平安

120恒 1。5 15逐日 3駐 捷 班 紅 」 軋 J … … … 」 牒 汗 う 画 2層 弥生中期

122！（136やO）抱 月 2．4 仕 端軋 」 紅 斗 … … 一 斗 車 「 碩 38層 弥生後期、古墳前期

123 （80．8） 18．7 ！4　 圧 端剰　 乳 」 」 ＿ ＿ ＿ J 照 つ　 6区16層 弥生後期、古墳前期

219巨65 （接 6）！2　 圧 端刺　 無 i　　 i 無 i 6勘 6層i弥生後期、古墳前期

220 （242．8）20。2 軽 9 圧 端刺　 無 i　　 i 無 i 7区8層 奈良、平安

233 （37．4） 摘　 恒　 なし ！ 村野 J H＋ ＋ ＋ i 轟 i l区22層 弥生後期、古墳前期

243 364．8 15　 恒　 左右到　 着　 恒 。月5 ．引 無 i 区摘層 古墳前期

90 142．8 は。頼 3　　 不明　 不明 i　　　　 無 i 区鍋層 弥生後期、古墳前期

114 136」 蟻＋ 匪 4　巨轡 自 二攣 軋 十 …＋ ＋ …目釘 「 元高 媚 弥生後期、古墳前期

115 163．0 ㍑ 2 恒 ‖ 再 攣 廿 j 墜 「 「＋ ＋ ‾丁 頂 i 5勘 3層 弥生中期複葉、弥生後期初頭

116 （167） m ‖ 攣 十畢 射 」 甥 つ ＋ ＋ …1 頂 叶 う 射 場 弥生後期前葉

118 （118） 8．6　 L 9　 不明　　 不明　　　　　　　　 無　 2／3区20層 弥生中期

119 150．4 15．8　 3」　 不明　　 不明　　　　　　　　 無　　 9区38層 弥生後期、古墳前期

255 （23m ）i摘。自 2　　 不明　 不明 i　　　　 無 綾／3区12層 弥生後期～古墳前期

16 3 桝廿日 控。男 恒　 不明　 不明 i　　　　 無 い 区鏑層 弥生後期～古墳前期

168 （84．3） 。隼　 。畑 下端剰　 不明　　　　　 「招 針 担 鋤 準弥生後期、古墳前期

246 314 は　 さ　極 端刺　 無　　　　　 ＿…＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿　　 区鍋層 弥生後期、古墳前期

、l：′一生ミ　十㌦予工　一　丁’∴∴十J一・千∴・二、・・°　㌢・十王．‾

れらに類似したものでは、端部に目立った加工のない平坦を板材があり、9針鼠鼠3～Ⅲ6◎　学墟な版樹

′＿、∴＿‥：ノ、：豆一二　才，′　差′、・てこ　　．　‘十一　予！、√′－）、′言、　▲、二　子．二三ノ∴・ま′∵ノPJ

′ノ∴：J’ノシ、二一′一二つ一、こノ，十、′．　ご～ノ∴、′：　ここ　∴′了ニー）く：中？、＿、言上．二㌦ノ・′／、いくJ十、－′・、　∴′二よ

6区且6層の畦畔よ　出漉している。且蟻は5区臓層　弥生中期複葉～弥生後期初頭　の河川

S段別誹にかかる　号堰の部材として梯子鼠とと　に出立した。1蟻は5区は層　弥生後期

前葉）より出土し、厚さ逢。4cmとかなり厚い板樹である。Ⅲ8は2／3区凱層　弥生中期）

の洪水による侵食痕跡と水田の境よ　出土している。篭はチョウナで全面加工されてい

ると思われ、2／3区は層の畦畔よ　出土した。また、間様の板材に小乱を穿つものも見

られ、163の168⑳246がこれにあたる。且68には下端に薄く削る加工が見られ、246はほぼ243

と同じ形状であ、異なるのは中央部に小乱を穿つということである。且63は温0区35層海路8

は2／3区12層、246は9区38層の畦畔より出土した。

把は小乱痕と思われる切　込みが両側面に魔られる。壁板材であったと思われる。且区　壁板樹か

22層の畦畔の芯財として出立した。

84は方形の乱または切　欠きを2箇所に持つ。乱または切り欠きの長さは6。2cmと5。5cm

で、右側は割り耽られているため、幅は不明である。正面、右側面は割られており、元は

柱などの角材であった可能性がある。9区器層　古墳中期　の本道状遺構の踏み板として　贋形は飛樹

出土した。

拓⑳11⑳1ほ砂蟻は中電線上に小乱を穿つ板材である。厚さ車幅などから壁板材であっ　壁版樹か

た可能性がある。85は10区35層、且は◎且且2ほ10区33層、鼠62は2／3区摘層の畦畔よ　出土

した。

87は4cmx6cmの方形乱を持つ、やや厚めの板材である。劣化◎変形が著しい。6区16

層の畦畔の芯材として出土した。
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88は2cmx4．5cmの楕円乱を持つ板材である。劣化欠損しているが、元は長方形状の材で

あったと思われる。9区38層の畦畔の横板として出土した。

89は断面の左側が厚く、右側が薄くなるようにチョウナで加工されている。また、中央

部に孔痕と思われる切り込みが見られる。8区招a層の畦畔の芯材として出土した。

91は乱の多い部材である。中心線上の上端に2箇所、下端に且箇所やや大型の乱を穿ち、

左側線には22～24cm前後で小孔を穿つ。右側緑には2つずつ並ぶように小乱を穿つ箇所が

2箇所あり、間に他の部材を直交するように緊縛したと考えられる。9区37層で、畦畔と

水門状過構　畦畔の間の水口に板を渡している水門状遺構の部材として出土した。中心線上にある上部

の太きめの方形乱と、下部の円形乱にはそれぞれ杭が差し込まれており、これらの乱は水

門状遺構を作る際に開けられた可能性がある。94と97は2つずつ並ぶように小乱を穿つ板

材で、やや形状が似る。91は乱を並べて穿っている場所が2箇所で孔間が38cmであるが、

94は3箇所で孔間34C恥　97は4箇所で乱間39－42cmである。94は下部に方形孔が開けられ

ていた可能性がある。94は2／3区12層の畦畔、97は7区12層の溝状遺構Sり71201の中から

出土した。

磯部の穿孔　　92◎132◎133の134◎144◎145は端部に乱を穿つ板材である。この乱は板を」二から緊縛

し、下に垂らすようにする孔、もしくは板を横に留めるための乱と推定される。92は表面

をチョウナで調整しているやや厚めの材の下端部に楕円乳を穿つ。且32は上部に長方形乱

を穿つ。133は矢板状に加工された下端部に横長の細い乱を穿つ。13　◎摘　◎蟻は下端部

に方形状の乱を穿つ。92⑳132◎133は1区22層の畦畔、134は2／3区摘層　弥生後期前菜）

の畦畔、144◎145は2／3区12層の畦畔より出土した。

95は右側綾部に長さ6cmの孔痕が残存する。乱の左下にも約19。5cmあげて乱を2箇所に

穿つ。2／3区12層の畦畔内より出土した。

穿　孔　樹　　99啓159は幅10－11cm、厚さ約3cmの平坦に加工された板材に、縦長の長方形乱を2箇所

に穿つ材である。99は上下端を緩く尖らせる。乱に他の材を直交する形で組み合わせた部

材と考えられ、孔間は99が約36。8cm、159が約70。8cmである。両方とも10区30b層（古墳中

期）の木遺状遺構より出土した。

101は一辺5－6cm前後のやや大型の方形乱を持つ板材である。中央部に長さ6cmの方

形の切り欠きがあり、孔であった可能性もある。また、左上端には円形の乱痕が残る。8

区17a層の畦畔内に埋め込まれていた。

103も一辺が5cm前後の方形孔を持ち、幅31。9cmの幅広い板材である。右側緑にも細長い

楕円孔を穿った痕跡がある。2／3区10層（古墳中期）のSR21001の1号堰に引っ掛かる形

で出土した。167も6cmx4cmの方形孔を持つ板材で、幅26。6cmとやや幅広く、両側面は割

り取られているため、かなり幅広いものであったと考えられる。2／3区12層の畦畔内よ

り出土した。230も一辺5。7cmの大型の方形孔を持ち、厚さも5。7cmと非常に厚い板材であ

る。上下端とも二次加工で切断されており、長大であったと推定される。1区20層（奈良

～平安）の河川SR12001の覆土中より出土した。

104は両面を丁寧にチョウナで調整した板材で、側線部に小乱を穿つ。上端には両側緑に

1つずつ、中央部には右側緑に1つ、下端は両側緑に上下に並ぶ形で小孔を2つずつ穿つ。

下端の孔間は約3cmで、ここに別の部材を直交するように組み合わせて緊縛したものと考

えられる。裏面の上部は炭化しており、焼失建物の壁板材である可能性が高い。2／3区

14層水田より出土した。
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106は上下端を弧状に削り、表面をチョウナで削ることにより中央部に比べやや薄くす　両端が弧耽

る。梯子が取り付けられる鼠返しに似るが、梯子や建物に取り付ける部分の乱が見られな

い。このため、未製品とも考えられるが、正面中央部がやや窪み、庄痕の可能性があるた

め、実際に中央部が挟み込まれる形で使用されていたのではないかと考えられる。10区33

層の畦畔の横板として出土した。且25も上下端はほぼ直線的に切断されているが、形状が似

る。中央部右側に長さ別cm、幅蟻cmにわたって庄痕があ、上に柱などの大型部材が載っ

ていた可能性がある。10区33層の畦畔の横木として出土した。

用は不整形の乱を右側面に2箇所、小乱を左側面に　箇所持つ材である。不整形乱の乱

間はは約5cmで、間に直交する形で別の材を組み食わせたと考えられる。小乱は同様の材

を緊縛するための乱と考えられる。矢板として二次加工を受けているため、原形の推定が　盤根臆勤王

難しいが、壁板材や床板材などの可能性がある。

1相は方形に厚　盛　上がる部分が2箇所ある財で、下部の盛り上がった部分の右側に小

孔を穿っている。上部は欠損しているが、下部と同様の作りであるとすれば、全長は85cm

前後となる。左側は割り取られていると考えられ、裏面は平坦である。これは5cm前後の

高さの脚のついている台または容器であり、建築材ではない可能性が高い。2／3区拍層，開館容器か

古墳中期　の河川S段別脚にかかる　号堰に引っ掛かる形で出土した。

Ⅲ7は両端に切り欠きがあり、別の財に掛ける形となっていたと推定され、横架材であっ　横架樹か

た可能性がある。7区10層の畦畔の芯材として出土した。254は形状が類似するが、Ⅲ7に

くらべかなり大型で、中央部に一辺が約4cmの方形乱がある。着端部は二次加工により杭

状に尖らせているが、左端部と同様の形状であったと推定される。2／3区の蟻層　弥生

中期）水田の畦畔脇より出土した。

12は厚さ。hmのかなり厚い板材で、ある。下端は二次加工で切断されたと考えられ、元

は長大であったと考えられる。厚い材で、目立つ加工もほとんどないため、壁板または床

板などの可能性がある。7区12層（弥生中期）の溝状遺構Sり712鋸内よ　出土した。

124は右側面に長さ5。5cm、幅2。7cm以上の方形乱を持つと考えられる板材である。下端は

矢板に二次加工されているが、左側がやや緩い弧状となっており、鼠返しであった可能性　鼠返』か

が高い。6区路層の畦畔より出土した。

130は下端の正面をチョウナで削って薄く仕上げる板材である。右側が切り取られてい

るが、乱痕と思われる部分が2箇所ある。着側線に摘、乱　箇所、左側緑中央部に径3cm

の比較的大きな閏孔がある。薄く削った部分を柱などの部材に挟み込んだと推定される。

10区36層（弥生後期前葉）の畦畔に打ち込まれていた。131も130にやや形状が似る。下端

を正面、裏面とも薄く削る。薄く削った部分に一辺2cmの方形乱を穿つ。2／3区12層の

畦畔に打ち込まれていた。

135は下部の正面を薄く削り、その中央部に小乱を穿つ。別の部材に組合せ、小乱に木釘

等で留めたと推定される。1区22層の畦畔に打ち込まれていた。

136は下端を矢板状に斜めに切り落とした材である。斜めに切った下端には乱があった

と思われる。137も同様に下部を斜めに切り落とした部分に孔痕が見られる。いずれも10区

35層の畦畔に打ち込まれていた。

139◎252◎253は台輪の可能性がある部材である。139は全体的に劣化しているが、乱痕　普　輪　か

が2箇所にある。乱間は約126cmである。6区18層（弥生後期前葉）の畦畔の横木として出

土した。252は劣化が著しいが、劣化部分に一辺5cm～6cmの方形乱があったと推定され
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る。孔間は約184cmである。2／3区12層の畦畔の横木として出土した。253は左端を半円

状に切り、一辺5cmの方形孔の痕跡が2箇所、一辺3．5cmの方形孔が1箇所ある。5cmの方

形孔の孔間は約158cmである。5区10層（古墳前期）より出土した。

140は3cmx2cm前後の楕円孔を2列に

並ぶように6箇所穿つ。2列の孔間は7．5cm

～9cmで右が狭く、左が広くなる。劣化が

著しいが、出土状況を確認したところ、元

田下駄か　は写真のように隅丸方形の板材で、田下駄

であった可能性が高い。1区22層の畦畔よ

り出土している。

141は3箇所に孔を持つ板材である。孔も

大きさがそれぞれ異なり、下端は削って薄

く尖らせる。大部分は二次加工によって切 写真13　板材140の出土状況

り落とされ、原形は不明である。2／3区

16層（弥生中期後菓）の水田面より出土した。

壁　板　か　142は右側緑に小孔を穿つ板材で、大部分が切断・欠損しているため、原形は不明であ

る。側線の小孔と厚さから、壁板等の破片であると推定される。1区20層（奈良～平安）

の河川SR12001の覆土中より出土した。143も板材の破片であるが、小孔は側線部からやや

内側に穿つ。2／3区12層の畦畔内より出土した。

146は不整形の孔を多く穿つ板材である。孔間は一定ではないが、中央のやや大きめの孔

をのぞくと、ほぼ42－46cmで穿っている。上端は二次加工によって切り落とされているた

め、元はかなり長大を板材であったと推定される。10区36層（弥生後期前葉）の畦畔の横

木として出土した。

147・152・153は大小様々な長方形孔を穿つ板材である。欠損のため、原形は不明である

が、多くの部材と組み合わせられていたと考えられる。147は10区33層、152は7区10層、

153は2／3区12層の畦畔より出土した。

148は下部に5cmx6．5cmの大型孔を持ち、その右下に小孔を2箇所穿つ。小孔の孔間は

約8cmで柱材などを間に挟んで緊縛したと思われる。2／3区12層の畦畔の芯材として出

土した。

149は右側緑中央部に長さ8．5cmの方形の切り欠きを持つ。上部には径3cmの孔を2箇所

穿つ。孔間は15cmで、間に別の材を組合せ緊縛した可能性がある。2／3区16層の小畦畔

上より出土した。

155は右側緑部をチョウナで薄く加工し、側線より4cm内側に小孔を穿つ。壁板材に似る

が、二次加工によって大部分が失われているため、原形は不明である。1区22層畦畔協よ

り出土した。

156は表面中央部をチョウナで削ってわずかに薄くする。薄く削った部分は別の材と組

み合わせるためのあたり、または挟み込むための加工と推定される。下部には2．4cmx2．8

cmの方形孔を穿つ。6区16層の畦畔に打ち込まれていた。

丁寧な加工　157は表面をチョウナで細かく削って厚さを一定にするなど丁寧に加工されている。下

端が上端に比べてやや幅広くなると思われる。上下端には小孔が2箇所ずつ穿ってあると

思われる。左側縁の中央部には孔間を上下に3．5cmあけて小孔を2箇所穿つ。10区36層畦畔
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に埋め込まれていた。

158は左側緑に48。5cmあけて2箇所乱痕がある。また、そのほぼ中間に孔を穿つ。下端は

やや幅狭くなる。10区35層の畦畔に打ち込まれていた。

160は右側緑上部に円乱痕が2箇所残る。柾目材であり、厚さが5。7cmもあるため、柱樹　種　橿　板

などを割り剥がした可能性がある。2／3区14層（弥生後期前葉）の畦畔内により出土し

た。

161は原材木に瘡があり、その部分が幅広くなる板材である。中央よりやや下部に小乱を

穿つ。2／3区12層の畦畔に打ち込まれていた。

164はチョウナで表面を加工した板材である。上端はさらに薄く削られており、別の材と

組み合わせるための加工と思われ、壁板材にやや似る。中央部には径1。8cmの木釘または別　木蘭の残存

の材の折れた部分が残る。2／3区12層の畦畔内に埋め込まれていた。

165は中央に4cmx8cmの長方形乱を穿つ。左側面は平坦にチョウナで加工し、右側緑は

薄く削っている。2／3区12層の畦畔の芯材として出土した。

166は左側面に弧状の切り欠きがあり、柱などにあたっていたと考えられる。上下は緩い

カーブを描くように切り、鼠返しの形状にやや似る。右側緑には小孔が2箇所あり、右側

に別の部材を緊縛したか、あるいは孔間が17cmあるため、間に別の部材を直交させて緊縛

した可能性がある。2／3区12層の畦畔内より出土した。

169は乱を3箇所に穿つ材である。いずれも梧円乱で、乱間は19cm前後、下部の孔ほど大

型になる。二次加正により切断されているため原形は不明である。1区22層の水田ST41の

中より出土しているが、畦畔からの流れ込みと考えられる。

170はチョウナで全面加工された板材で、中央部に長方形乱を穿つ。下部は二次加工によ

り切断され、左下に方形の切り欠きが見られる。2つにさらに分割され、2／3区12層の

畦畔に近接して打ち込まれていた。

172は板の表裏から粗く削って乱をあけている板材である。下端は幅狭く加工され、壁板

材の可能性がある。2／3区12層の畦畔に打ち込まれていた。

174は表面をチョウナで削って仕上げた薄い板材である。欠損が著しいため原形は不明　壁　磯　か

であるが、長い板材であったと考えられ、壁板材であった可能性がある。6区16層の畦畔

に打ち込まれていた。

175は板材の右側緑を弧状に切り欠く板材である。切り欠きの部分は柱などにあたって

いた可能性がある。2／3区12層の畦畔の芯材として出土した。

177は右側緑に乱を2箇所穿つ板材である。側線部はやや薄く仕上げられている。劣化欠

損しているため、元は幅広く長大を板材であった可能性がある。6区16層の畦畔の横木と

して出土した。

186は右側緑に一辺3cm弱の方形乱、左側線に小乱を穿つ材である。チョウナで表面を加

工し、幅2cmに調整している。下端はやや薄く削っており、壁板の可能性がある。6区16

層の畦畔に打ち込まれていた。

187は左下端に方形乱の痕跡と考えられる切り欠きが見られる。下端は正面のみ薄く削

っており、壁板材または床板材の可能性がある。6区16層の畦畔内より出土した。

190は下端に乱痕と思われる方形の切り欠きがある。左下部が割り剥がされており、下部

に向かって幅広くなっていたと考えられる。その幅広い部分に方形乱を穿つ材と推定され

る。2／3区9層（古墳中期）の河川SR20901の東岸より出土した。
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象板に朗三　192－194◎196◎199◎200は側線部を薄く削り、小孔を穿つ矢板材である。192は横に並

ぶように小孔を2つ穿ち、199◎200は31cm前後の幅広い板の両側線に小孔を同じ位置に1

つずつ穿つ。他は片方の側線のみ小孔が見られるが、もう片方の側線が割り取られている

と思われる。192－194は10区35層、199◎200は6区16層の畦畔より出土した。

195◎201は199に形状が似るが中心線上にも小孔を穿つ。195は右側緑が割り取られてお

り、左側緑と同様な加工になっていたと推定される。6区16層の畦畔より出土した。199◎

200の出土位置に近く、同じ部材であった可能性が高い。201は中心線上に小孔を2箇所穿

っていたと推定される。乱間は約20cmである。5区10層（古墳前期）の水田の下層より出

土した。畦畔の矢板が流れこんだものと推定される。155は201に形状が似ており、中心線

上に23cmあけて小乱を穿つ。6区16層の畦畔に矢板として打ち込まれていた。

197◎198◎202◎203は中心線上に小孔を上下に4cmあけて2箇所穿つ矢板である。ここ

に別の材を直交するように緊縛したと考えられる。202◎203には組み合わされていた材の

圧痕の残存　庄痕が残る。197◎198は側線部にも小孔が残る。いずれも6区16層の畦畔に矢板として打

ち込まれていた。いずれも近接して出土している。

チョウ費痕　204－215は表面にチョウナ加工の見られる矢板材である。厚さは2cm～3cmで206は5。8

のある魚礁　cmとかなり厚い。チョウナ加工はほぼ全面がチョウナで加工されているものと、割り剥が

して、厚い部分のみチョウナで調整するものがある。木取りは206と212が柾目で他は板目

である。ほとんどが二次加工によって切断され、原形が不明であるが、212は下端が円形に

切り取られていた可能性がある。212が10区35層、204が6区16層の出土以外は全て9区38

層の出土でいずれも矢板として打ち込まれていた。

216は正面に溝を削り、上端に孔痕が見られる。裏面は割り剥がしており、溝に別の板材

などを組み合わせる柱材等であった可能性が高い。下端は矢板状に加工されている。10区

33層の畦畔に杭として打ち込まれていた。

溝を刻む樹　217は上端を方形に切り、下端をU字状に切り欠く。正面に4本、裏面に3本の溝を刻ん

でいる。劣化によって加工は不明瞭だが、溝は上下に貫通していないものが多い。

218は粗く加工された板材である。厚さが4。9cmとかなり厚く、柱材などを割り剥がした

材である可能性もある。2区6層（平安）の畦畔の横木として出土した。

222は径25－30cm前後の円柱を割った材と思われる。8区17a層の畦畔に矢板状に打ち込

まれていた。

223は正面を緩く弧状に削り窪めている。丁寧に加工されており、下端が裏からわずかに

磯状に加工　削り角度が付けられている。このため、斜めに置き窪みの部分に水などを通した樋状の用

途が推定される。2／3区12層の畦畔内より出土した。

224は全面をチョウナで加工している側線部は割り剥がされており、壁板材などを矢板状

に二次加工したものと推定される。10区33層の畦畔に打ち込まれていた。

225は中央部の周辺をチョウナで削って中央部がやや盛り上がるような形に仕上げる。

二次加工により上下を切断されていると思われ、原形は不明である。10区33層の畦畔より

出土した。

ホゾ状突起　226は薄い板材であるが、下端をホゾ状に突起させる。この部分を別の材に差し込んで直

交させたと考えられる。10区35層の畦畔に打ち込まれていた。

228は厚さ5。8cmで、下端は緩い弧状に切り、表面をチョウナで細かく削り丁寧に加工す

る。下端部と上端に孔を穿ち、上端は二次加工で切断されていると思われる。柱または横
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架材を直交するように組み合わせた部材と推定される。6区18層（弥生後期前葉）の畦畔

内より出土した。

229は右と左で厚さが変わる材である。下端に大型の長方形孔を穿ち、上端に7。5cmあけ

て小乱を2箇所穿つ。この小乱は別の部材に緊縛するためのものと考えられる。2／3区

12層の畦畔に打ち込まれていた。

231は木酎こぞって断面弧状に作られた板である。右側面中央には切り欠きがある。建築

材というよりも、弧状の部分を利用して導水をしたと考えられ、木樋であった可能性があ　木　樋　か

る。1区22層の畦畔に埋め込まれていた。

232は幅7cmの大型の孔を持つ板材である。二次加工によって大部分が欠損しており、元

の形は不明である。10区35層の網代のある部分の木材とともに出土した。

234～238は扉の可能性のある板材である。234と235は左側綾部中央に把手のような乱を　扉の習能憶

穿つ。いずれも回転率由や固定するための乱などは見られない。234は幅23。2cmと狭く、乱の

ある側の上下端が方形に切り取られていることから、扉とは考えにくいが、貯蔵穴などの

蓋の可能性もある。2／3区16層（弥生中期後菓）の水田面より出土した。235も幅26。7cm

と幅狭い。2／3区10層（古墳中期）の河川SR21001の東岸より出土した。236は欠損が著

しく、中央の孔も劣化によって開いたものと考えられる。右下端ほ乳痕と思われ、右側緑

の中央部も周囲が劣化欠損しているが、乱のあった可能性がある。1区22層の畦畔の下よ

り出土した。237は右下端を方形に切り欠く。この部分に回転軸が取り付けられていた可能

性がある。幅は26cmと狭く、二次加工で割り剥がされたことも考えられる。8区17a層の畦

畔の芯材として出土した。238は左下に長さ4cmの孔を穿つ。元は下端が上端であり、上部

に孔を穿つタイプの扉となる可能性がある。9区33層（奈良～中世）の河川SR93303の流路

内より出土した。

256は断面が「工」字形となる板材である。劣化しているが、右側劣化欠損部分の側面に　車間櫨か

非貫通の乱をあけ、別の部材を差し込んでいたと推定される。両側面の窪みに壁板を差し

込んで固定する中間柱的な用途の部材であったと推定される。2区6層（平安）の畦畔脇

より出土した。近くに木樋状遺構があり、この部材に転用されていた可能性がある。

257は左端に孔があったと思われ、台輪の可能性がある。5区10層（古墳前期）の畦畔よ

り出土した。

258はやや厚めの板材で、壁板材または床板材の可能性がある。1区22層の畦畔の横木と

して出土した。

259は長さ380。3cmの細長い材で、中心線上に溝を刻む。右端は尖らせてあり、正面をわ

ずかに切り欠く。7区10層の畦畔の芯材として出土した。板材などに直交するように緊縛

する材の可能性がある。
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第2節　その他の木製品

1　服飾具e装身具

横　　　櫛　1は横柄で、8区の奈良～平安時代と推定される14b層から出土した。この層は上層の14

a層の水田の後棒を受けてお、輪カンジキ型田下駄が出土している。おそらO a層に放

棄された遺物が授拝で埋没したものであろう。出土時に歯が欠けて散らばってお、小片

のために原形がわからないが、歯の長さが約3cm程度で、1cmの間に10本を超える枚数の

歯が細かく切り出された横柄である。

帯　　　駄　　2～10は下駄である。瀬名遺跡出土の下駄は全てが一木造りの達歯下駄で、平面が楯岡

形または小判形で、長方形の平面を持つものはない。前壷は前歯の直前に穿ち、後緒の壷

は後歯の直前に穿つ。ただし、4のみが前歯と後歯が近接していることから、後緒の壷が

後歯にややかかる形で穿孔されている。2◎8は2／3区6層内（平安）、3～5は7区8

層は世紀後半～8世紀）の河川SR708鋸内、6は9区33層（奈良～中世）の河川SR93301

内、7は9区22層（奈良～中世）の河川SR92201内、9は9区25層～33層（奈良～中世）の

河川SR92502～SR93303内、10は9区20層水田（奈良～中世）の耕作土中の出立である。3

は全長が15。9cmと小さく、長方形の板の角を切り落とした粗い作りで、おそらく小児用の

高歯の帯駄　下駄と思われる。7は大半を欠損するが、歯が高さ5cmを超える高歯で、藤枝市御子ヶ谷

遺跡出土の高歯の下駄に似る。緒を通す乱（壷）の穿孔は、前壷を中央に穿つものと左右

蔚壷の儲摘　どちらかに偏って穿つものの2種類があり、前者は比較的乱が小さくほぼ円形で、後者は

乱が大きく縦長の椅閏形または隅丸の長方形状である。4～6の下駄には前者の特徴が見

られる。遺跡の出土例から、古墳時代の下駄は前壷を偏って穿ち、奈良◎平安時代になる

と中央に穿つ傾向にあることが言われている。規内においてもこの傾向があるようだが、

浜松市の城山遺跡出土の下駄がやや偏った形で前壷を穿ち、瀬名遺跡でも6のように、奈

良◎平安時代においても前壷が偏る下駄がわずかに存在するようである。乱の大きさは工

具の発達の違いと考えられるが、緒の材質の差異も考えられるだろう。

木製紡錘車　11は木製紡錘車と考えられる。5区8層水田を覆う平安時代の洪水流跡である6層より

出土した。厚さ0。8mmの板を円形に切り、端部をやや薄く仕上げる円盤状の型である。直径

は一部欠損しているが、どの部位も8。5cm前後である。中央の乱に細い棒をはめ込み、糸を

撚ったと考えられる。静岡市の神明原◎元富川遺跡（太谷川）で奈良時代の木製紡錘車が

出土しているが、厚さ1。3cm直径4。2cmと瀬名遺跡のものより小型で厚く、端部を薄く仕上

げる加工がされていない。

ポ 12は幕である。37層の古墳時代初頭の杭列畦畔中より出土した。37b層は弥生時代後期複

葉から古墳時代前期の洪水流によって運ばれた土壌である。串は機にかける準備に使われ

るもので、繊維に撚りをかけて仕上げた糸をもつれないように輪状に巻いて糸束にするた

めに使用される。一端が欠損しているが68．5cmが残存しており、復原すると工の字型で全

長が76cm前後になると推定される。埠内では菊川町白岩遺跡から弥生時代中期の東が出土

しており、全長約80cmで中央部を細く削り込み、瀬名遺跡の串と形状がよく似ている。幕

の軸が瀬名遺跡のものは断面円形に対し、白岩遺跡のものは長方形状で横にわたる板材も

瀬名遺跡が21。8cmであるのに対し、白岩遺跡は33cm前後でやや太型である。
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番号 全長 幅

歯幅 l

「歯間

孔位置 l

I前孔

孔閤 l出土区 ・層位

l遺構 年代観前 後 前 後 後 前後

2 19．6 8．1 3．5 3．7 6．4 1．6 1 1．8 中央 5．3 1 0．4 2／3区6層 平安

3 1 5．9 7．8 2，4 2．3 5．7 1．9 10．4 中央 6．0 8．5 7区 8層 SR 70 80 1 6 世紀 後半、 8 世紀

4 2 5．7 1 1 5．5 4．6 3ユ 3．6 1 3．6 左寄 8．2 9．9 7区 8層S R 70 80 1 6 世紀後半～ 8 世紀

5 24．3 1 1 1．7 2．0 1 2．0 3．8 15．4 右寄 8．3 1 2．4 7区 8層S R 70 8 0 1 6 世紀後半～ 8 世紀

6 （2 0．5）7．6 2．7 欠損 不明 2．8 13．9 右寄 不明 1 1．4 9区 3 3層S R 9 33 0 1 奈 良 ～中世

7 （9．2） 1 0 欠損 5．4 不 明 不明 不明 不明 不明 不明 9区 2 2層S R 9 22 0 1 奈 良 ～中世

8 2 0．5 （4．5）4．0 5．0 4．7 不 明 1 0．7 中央カ不明 不明 2／3区6層 平安

9 （19．6）（5．2）2．0 2．3 7．0 不 明 不明 中央カ不明 不明 9区2 5～ 3 3層 奈 良～中世

1 0 2 1．5 （5．3）4ユ 3，3 4．7 3．1 1 1．9 中央 不明 8．7 9区2 0層 奈 良、中世

単位：cm

第20表　下駄計測表

2　交通・交易関連遺物

1は2／3区16層から出土した椎である。調査区の北東端の畦畔SK21602内の上部から

出土した。広葉樹のため全体的に劣化が著しく、柄の部分と下端が欠損している。断面は

擢

柄の延長部分である中央部が厚く、側線部に向かって薄くなる。水を掻く羽根の部分が40

cmあまり、幅が12cmと幅に対して長さが短い形状である。木取りは板目で正面が木裏とな

っている。16層の水田からは有東式土器が出土しており、弥生時代中期後葉と考えられる。

2－aと2－bは準構造船の到船部分と考えられる。2枚の2／3区北東隅の12層水田の　準構造船材

畦畔の下部に埋め込まれた状況で出土した。時期的には12層出土の土器より、3世紀末－4

写真14　準構造船材取上状況（2－b）

世紀頃と考えられる。船の舷側部分が　出土状況

二次加工で割り取られたもので、とも

に船の内側部分を下しにてbの上にa

が重なる形で埋め込まれ、周囲には多

くの杭が打ち込まれていた。横断面は

カマポコ状に丸味を帯びている。両端

が割られ、底部も割り取っていること

から、板材として二次加工を受けてい　二次加工

ると考えられる。内側には下面と考え

られる側線部に底板を剥がした跡が認

められ、反対側の側線には一定間隔に
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第13図　準構造船材出土部分模式図（原案：栗野）

穿　　　孔　孔が穿たれている。これは波除けの板

を取付けるために木の皮を通して緊縛

したと考えられ、隙間には栓を入れた

と推定される。孔の形はaが長さ5

～7cm、幅1～1．5cmの長楕円形に対

し、bの孔の形は長さ2cm、幅1cmの長

方形で、孔を穿つ間隔もaが41cm、bが

36cmと異なる。樹種はともにスギであ

り、年輪の形、木取りが異なることか

別々の船材　ら別々の船材であったと考えられる。　写真15　準構造船材取上状況（2－a）

aの側線の外面の一部に段差が見られるが、波除け板の段差結合を示すものかは不明であ

る。bは平坦面が丁寧に削り出され、波除け板を合わせて結合したものと考えられる。

小　　鞍　　3～4は小鞍である。いずれも前輪あるいは後輪の部分で、緩いⅤ字形をしている。居木

を取り付けるための孔は方形で、3は半分以上欠損しているため1箇所のみ残存、4は破

片をつないで復元すると3箇所に穿孔されていたことがわかる。どちらも形状が似ている

が3がやや大きく、出土した区も離れ、使用している木の材質も異なることから、3と4

は同一の小鞍の部材ではないかと考えられる。3は2／3区の奈良・平安時代の層である

8層の上面から出土した。水田の遺構を洪水流が侵食した地点から出土している。居木を

取り付ける孔は約1．5cmx2cmの方形のものが1ヵ所残存する。4は割れているが、接合し

て原形を推定すると全長が33cm前後になると考えられる。「く」の字形の形状で、内角が内

側で950外側で105。である。中央と左右に居木を取り付ける孔が3箇所あり、孔は下方の1

つが約1．2cmx2．4cm、もう1つは欠損のため長さは不明だが幅1．2cmである。中央の孔が約

1．5cmX3cm、7区の8層の河川跡SR70801から出土しており、この河川は6－9世紀の遺

物が多く出土している。

鞍の出土例　　県内の出土例では、島田市居倉遺跡から平安時代の鞍の輪の部分が3点が出土している

が、このうち2点には居木を取り付ける孔がなく、中央部に切り欠きがあるのみである。

1点は半分を欠損しているが、居木を取り付ける孔を下方に2つ並んで穿つ。また、輪の

角度も1点は900前後、1点は850前後、孔を持つもので970であり、瀬名遺跡のものよりやわ

ずかに鋭角で、形も大型である。浜松市の城山遺跡出土の奈良時代の居木は、輪に取り付

けるホゾの部分が断面約1．5cmの方形である。

付札状　　　　5～15は付札状の形をした木製品である。上部の両側面を切り欠いて紐などを括り付け

木製品　る形状をしたものを付札状木製品とした。全長は欠損しているものもあるが、ほぼ11cm前
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後である。上端は圭頭状に加工されたものと直線的に切ったものがある。また、側面の切　立場の形状

り欠きも両方から切り込む手法は同じだが、上下とも同じ長さで「く」の字状に切り欠く

ものと、上を短く下を長く切り欠いたものとがある。切り欠く位置はほぼ1。5cm前後であ

る。7は3cmとやや長めである。下端は欠損しているものもあるが、ほとんどが直線的に　軍端の形状

切っていると思われる。7は下端が尖り、刺して使われたようである。9は鈍角の三角形

に加工されているが、刺して使うには不向きであり、他のものと同じく紐で付けた可能性

が高い。5は1区の奈良～平安時代の流路である20層のSR12001から出土した。上端の加工

から祭祀遺物の人形木製品の可能性も考えられた。6は2／3区の6層の平安時代の水田

上から出土した。7は3区5層の中近世の水田土壌内から出土した。形状がやや他のもの

と異なり、下端が尖っていて何かに差し込むという用途が強く、付札として利用されたか

どうか不明である。8は5区の平安時代の層であるから、9は7区8層の古墳後期～平安

時代の流路であるSR70801から出土した。10－12は7区の平安から中世の層である8層の

上面より出土、13トレンチから出土しているが、10～12に近い位置から出土しており、形

状もよく似ているため、ほぼ同時期のものと考えられて良いだろう。14は9区の平安時代

の流路であるSR92501から出土している。15は10区の弥生後期前葉と考えられる36層の水

田から出土した。厚さが0。3cmと薄く全体的に直線的で、かなり形状が他のものと異なって

いる。いずれのものにも墨書等の文字は見られなかった。文字がなければ付札としての機　寛容はな』

能が果たせないと思われるが、あるいは使用前のもの、使用して文字を削ぎ落としてしま

ったものかもしれない。

3　工具・武具・葬送具

1は7区の6世紀後半から8世紀の流路であるSR70801底部より出土した刀子である。　刃　　　予

漆塗りの木製の柄に8。3cmほど中子が差し込まれている。刃の部分は錆びて折れ曲がってい

るが、14。9cm残存し、復元すると約15。3cm程度になると推定される。

6は木柄である。古墳時代中期から平安時代の流路であるSR51801から出土した。形は膝　本　　桐

柄状であるが、先端に石斧や鍬等を装着するための造作がないため、使用されたものかど

うか不明である。

2は飾弓と考えられる。10区39層の水田の畦畔SKlO3902から出土した。この層からは有　飾　　　弓

東式土器が出土しており、弥生時代中期後葉のものと考えられる。残存している上部に二

条の線が浮き彫りにされており、周囲には蔓が巻きつけられていた。大部分が欠損してお

り、畦畔から出土したため当初は農具の柄と思われたが、上から下へ一条の刻線があり農

具の柄とするにはやや細いこともあって飾弓と考えた。木取りは広葉樹の板目である。

3は矢と考えられる。2／3区の古墳時代中期の流路SR21001から出土した。先端を鉄状

に加工し、鉄の部分が最大径1。4cm、胴の部分が径0。9cm前後である。先端は鉄を模して作ら　木　製　象

れたものと考えると、実用的であるかどうかが疑問である。

4は楯と考えられる。5区の弥生時代中期後葉から弥生時代後期初頭の流路SR51301か

ら出土した。上端を丸く、側面はやや中央がくびれる形をしており、下端にむかって幅広

くなっている。長さ約1m、幅約46cm、厚さ約2cmは手に持つには重く、不便であること

から、地面に立てて使うものであろう。地面に立てるときに横木に縛ったと思われる穿孔

が3ヵ所あり、また、横木が当たったと思われる痕跡も残り、何枚か横につなげて使用し

た可能性がある。表面はほぼ平坦でとくに文様等は見られず、上端を斜めに削っているだ
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けである。

5は卒塔婆である。6区の近世と推定される第5層水田の洪水による被膜層から出土し

卒　塔　婆　た。洪水で上流から流入したものと考えられる。仮の墓標として使用された後で杭として

二次加工がされており、本来の形とは上下逆に加工されている。広葉樹の丸太材で、杖状

抗戦の転用　に別れた部位の枝の一方を切り落として作っている。表面の一部を削って平坦面とし、阿

弥陀の種子を示す梵字である「キリーク」が墨書されている。また、この梵字の上に2本

梵字を墨書　下に1本墨を入れた刻線がある。卒塔婆を象ったものを刻線で示したと推測されるが、板

碑の形式に近いものとも考えられる。卒塔婆は一般的に平板または四角柱状のもので、四

十丸田後に石製の墓標を立てるが、貧しい者はそのまま使用していたということもあった

ようである。この卒塔婆は作りが丸太材で粗いこと、杭として二次加工されていることか

ら、おそらく正式な墓標が立てられることによって不要となり、廃棄されて杭となったも

洗骨の出藍　のであろう。近くからは土葬されたと考えられる人骨の一部も出土しているが、卒塔婆と

の関連は不明である。

4　用途不明木製品

1は2区21a層（弥生中期前

葉）の河川に堰のように流路に

級別文榛の　直交して打ち込まれていた杭で

凰られる杭　ある。文様のある2つの杭が接

合したが、同じ杭列にもう1つ

同様の文様が刻まれている杭が

あり、同一の物と考えられる。

杭に転用するために縦方向に細

く割り取られているため、原形

三次加蓋　は不明である。裏面の上部に横

木を組んだと考えられる溝があ

り、もとは板を何枚かつなげ、

かなり幅のあるものであった可

能性がある。表面の4条の同心

円と直線の線刻文様は浜桧市伊

場遺跡出土の弥生時代後期前葉　　第摘園　用途不明木製品　出藍分布図

の短甲状木製品にやや似るが、瀬名遺跡のものはかなり大型の文様である。残存する長さ

が120cmを越え、厚さも約5cmと太が持ち歩くには無理のあるものであり、武具と考えれば

地面に置く楯、建築部材と考えれば壁板などÅ目に付く部分に使用されたと思われる。

2は10区23層（奈良～平安）の水田の畦に斜めに突き立った状態で出土したもので、出

立礼状出藍　丑状況が次真の写真のようにあたかも立札のようであったため、「立札状木製品」と呼称さ

れているが、立札とは考えにくい。下端部は杭としての二次加工を受けたらしく、斜めに

切り落とされている。本来はこの部分が柄となっていたと推定される。使用方法は不明だ

が、茅葦の屋根を吹き替える際に使用するコテに似ており、平坦な部分や先端を利用して

何かを均す役割を持つ道具の可能性がある。

3－10はホゾ状の突起が作り出されている木製品である。様々なものの部材であるが、
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原形を推定できない。3は下端にも突　ホゾの加工

起が作られていたと思われる。4・8・

9は大足の部材の可能性がある。3は

奈良・平安時代の河川内、5・6は古

墳中期～平安の水田内、10は古墳～奈

良の水田内、9は水田層の直下より出

土した。いずれも水田に関連する物の

部材であった可能性が高い。

11～18は棒状に加工された木製品で

写真16　用途不明木製品2出土状況　　　　　　　ある。11と12は断面円形に加工されて

おり、径もほぼ同じである。13・14・18は下端をやや尖らせた形状、15は下端を薄く加工　棒状に加工

し箆状になっている。17は中央か窪み、紐を巻き付けて編錘として使用した可能性がある。

11は古墳中～平安の水田内、12～14は奈良・平安時代の河川内、16は奈良・平安時代の水

田内、17は奈良～中世の河川内の種子集中区域内より出土した。

19～47と232－233は端部に頭状の突起の加工をした木製品である。このような形状の物

は機織具（中筒・経巻具・布巻具）・農具の部材など様々な可能性があり、用途を特定でき　有頭状加工

ない。19と232・233は径がそれぞれ2．7、3．25、3．15で機織の経巻具の可能性がある。22も

刻みが経糸を固定するものとすれば同様の物の可能性がある。23・24・29は両端の正面の　経巻具か

みをを切り欠いており、長さは約37cm～48cmとわずかに異なるが、ほぼ同様の形状をして

いる。断面が四角形で登呂遺跡出土の布巻具に近い形状であるが、水田内の出土であるこ

とを考えると、輪カンジキ型田下駄の横棒である可能性がある。26・27は断面が円形で栓　輪カンジキ型

または木釘として使用された可能性がある。31・32はカシ材であり、形状から二又鍬の破　　田下駄か

片を二次加工したものと推定される。34・35・46は輪カンジキ型田下駄の部材の可能性が

ある。19は弥生後期の水田内、21・40は中近世の水田内、22は中近世の河川内、23・24・出土地点

41は古墳中期～平安の水田内、25・28・31－35・47は弥生後期～古墳前期の畦畔内、27は

奈良・平安の水田内、29は奈良一中世

の水田内、30は奈良～中世の河川内、

36は古墳中期の畦畔、37は平安の木樋

状遺構、38は平安の畦畔、46は平安～中

世の水田内の出土である。

以下は様々な加工のなされた木製品

である。部分的で用途が明確でない物

ではあるが、他遺跡の出土例などから

の推定、形状からの可能性を一部の物

写真17　用途不明木製品46出土状況　　　　　　　についてあげておく。

53は小孔が多く開けられているが、左側綾部に孔痕があり、やや大きめの孔が三角形状

にあけられている。この点から、小型ではあるが、輪カンジキ型田下駄と推定される。平　輪カンジキ型

安時代の層より出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田下駄か

68は曲物の底板を転用した泥除けと推定される。古墳中期から平安時代の水田内より出

土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲物の転用

69は幅1．6cm、厚さ0．4cmの薄い板で、先端を丸く加工し、中央に小孔を穿つ。扇の一部　　泥除けか

－55－



踏　板　か　の可能性がある。古墳中期から平安の水田より出土した。

71は半分に割れているが、輪カンジキ型田下駄または大足の踏板と考えられる。中近世

の水田内より出土した。74・91も輪カンジキ型田下駄の踏板と推定される。

82は泥除けの破片と考えられる。平安時代の流水による浸食痕跡内より出土した。90も

泥除けか　同様の物と推定される。96も大部分が欠損しているが、泥除けであった可能性が高い。

87はやや上部が短いが、登呂遺跡出土の機織の緯打具に類似する。古墳後期～奈良の河

緯打具類似　川にかかる堰の中から出土した。

88は87に似るがかなり小型で厚い。出土は87と同じ河川内である。

93は中央に円孔を穿つ、径約13cmの円形の板であったと推定される。泥除けまたは容器

の蓋の可能性がある。

95は3つの穿孔があり下駄に似るが平安の水田の下部より出土した。、歯は作り出されて

履　物　か　いないため、木製の履物または草履に編み込まれた板と考えられる。

97・98は8cm前後のホゾ状の突起を持ち、羽子板のような形状である。土器の表面を詞

叩　板　か　整する叩板であった可能性がある。97は古墳中期の水田面、98は奈良～中世の河川内より

出土した。

文様のある　　99は弥生中期後葉のもので一部に三角形に表面を削った文様が見られ、特殊な用途が考

部材　えられるが、欠損によって原形がわからな

い。183も同様の文様が見られ、近接して出

土していることから同一の部材と考えられ

る。弥生中期後葉の水田内より出土した。

100は折数などの方形容器の底板と考え

容器の底板　られる。右端の孔は樹皮で側板を留めてい

た痕跡と推定される。しかし、左端の孔は

元からあったものではなく、後に別の物に

転用されていたと推定される。奈良～中世

の河川内より出土した。

102は中央がやや窪む杓子状をしており、

杓　子　状　杓子形木製品の先端部と推定される。

108と109は鍬先状のもので、形状がやや

鍬　先　状　似る。柄をつけて使用する農具または工具

q lOcm

第15図　用途不明木製品99・183

の一種かと推定される。108の樹種はカシで、農具であった可能性が高いと思われる。弥生

中期後葉～弥生後期初頭の河川にかかる堰の導水路内より出土した。109は古墳後期～奈良

時代の河川内より出土した。

高　杯　か　110は木製高杯のロ緑部の破片と考えられる。弥生中期後葉～弥生後期初頭の河川内よ

り出土した。

擢　　　状　112～113は擢形をしているが、薄い板材で穿孔のある部材である。111もやや形状が似る

が、やや大型で厚い。いずれもスギ材で鍬などの農具とは考えにくい。

114は脚状の突起が見られ、裏面が平坦となっているため、脚付きの皿または台であった

可能性がある。奈良～平安の河川内より出土した。115は付根が高く突き出すような立体的

脚付き容器　な把手がつけられ、裏面に脚を1つ作り出す形状である。欠損しているが平らな面が続く

形となるため、木製の把手付皿または台と推定される。古墳中期の河川にかかる堰内より
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出土した。

117は中央がわずかに窪み、上で何かを摺りつぶすまたは叩くなどの作業をしたものと推

定される。古墳後期～奈良の河川内より出土した。

118と121は卿のついた木製容器こ考えられる。且Zlには紀子と見られるものも作り出して
⊥　＿1▲上とIl　′責1　ロロ　1　　－ll・′　　ヽ　　　ゝ　　l　＿　　＿つ　　　1′lヽ1、　＿＿　l　、lト▼－　＿r－　、　　ト一一．　、　、

いる。118は奈良～中世の河川内、121は古墳後期～奈良の河川内より出土した。

119と122はボブ財と考えられる。119は完形品、122は上部を欠損している。静岡市登呂　開館き容器

遺跡より出土している物に類似する。いずれも古墳中期の層より出土している。

120は四又になると推定され、鍬先のような形状であるが、スギ材であり農具の可能性低　ホ　ゾ　樹

いと思われる。弥生後期～古墳前期の畦畔より出土した。

123は一部に樹皮が残り、細く作る部分は樹皮で止める部分と思われ、曲物の側板と考え

られる。平安から中世の包含層より出土した。

125は土器を作る際のあて具に似るが、やや太めで大型である。奈良～中世の河川内より　曲物の側板

出土した。

127は穿孔部分に組み合わせた部材の一部が残り、4◎8◎9のような形状の板が差し込　あ竃鼎類似

まれたと考えられ、大足の部材と推定される。奈良～中世の河川内より出土した。

128は裏面が平坦であり、菱形の脚のついた台または皿と推定される。奈良～中世の河川　東展の部樹

内より出土した。

129は湾曲する内側の一部を平坦に加工し、幅もほぼ腰と同じくらいであることから機織　脚働き容器

の腰あて具と推測される。椀にも形状が似るが、太さが太い部分でも3。5cm程度で鋤を牛な

どに引かせるにはやや細く、小型である。両端の加工が異なるため工具の柄の可能性もあ　贋あ鷲鼻か

る。奈良～軒牡の河川内より出土した。

131は墨痕跡が約6。5cmごとに残り、長さを測る物差として利用された可能性がある。古

墳前期の層より出土した。

132はやや小型であるが、確のような形状に加工されている。樹種はカシであり、掘り棒　物　差　か

などの農具であった可能性がある。古墳前期の畦畔内より出土した。

133は断面が半円形で、大足の部材と考えられる。奈良～平安の流路内より出土した。　掘亀』棒か

136は上部にU字状の切り込みを持ち、下部の両端に孔1つずつ穿つ。これは平安時代の

水田の直下の砂層より出土した。同様の物が池ヶ谷遺跡、岳美遺跡においても出土してお　大農の部樹

り、いずれも条里型水田に伴って出土していることから、奈良～平安時代に特有の遺物で

あると思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条里型水田

137は田下駄状であるが、穿孔が多くあるため田下駄と認定できなかった。両端の切断の　臆伴　部樹

状況が異なるため、一旦他の部材として作られた後、廃棄されるにあたって二次加工を受

け、田下駄として使用されていたのではないかと思われる。弥生中期後葉の層より出土し　関澤駄か

た。

141はチョウナで表面をで加工し、側線部を薄く仕上げ小孔を穿つ。厚さ2。1cmとやや厚

めであるが、壁板材などの建築材であった可能性が高い。弥生後期～古墳前期の水田の畦

畔より出土した。142も同様の物と思われる。古墳前期の水田の畦畔より出土した。

143は輪カンジキ形田下駄または大足の踏み板と思われる形状しているが、穿孔位置の問

題から用途不明木製品とした。建築材を転用した可能性がある。弥生後期～古墳前期の水

田の畦畔脇より出土した。

149はカシ材であり、鍬などの農具の破片である可能性が高い。弥生後期～古墳前期の水
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田の畦畔の中から出土した。

農　具　か　150は左側を欠損しているが、周囲を斜めに削って薄くする。容器の一部であった可能性

がある。平安の水田内より出土している。

容　器　か　151－156は先端に加工の見られる杭である。先端が垂木状に加工され、部材の上に乗せ

緊縛した可能性がある。しかし、すべて上部を下にして杭として打込まれており、杭が抜

先端垂木状　けにくいようにこのような加工をしたとする「かえしのある杭」の考え方も残る。いずれ

も弥生後期～古墳前期の水田の畦畔に杭として打ち込まれている。

158は刀子形木製品に形状が似るが、やや厚めの材である。奈良～平安時代の砂層中より

出土した。

159はホゾを作り出した部材で、柱などの建築材であった可能性がある。平安の礫層中よ

り出土した。

建築樹か　160はやや下に向かって厚くなるため、建築材の鼠返し片、または田下駄の一部である可

能性がある。弥生後期～古墳前期の水田の畦畔より出土した。

161と162は律令期の祭祀に関わる遺物である刀形木製品の一部ではないかと思われる。

奈良～平安の河川の覆土中より出土した。

刃　形　か　163と165◎167は斎串状木製品の可能性がある。斎串は一般的には切り込み◎切り欠き等

の加工が側線部に見られるが、静岡市神明原元宮川（太谷川）遺跡の斎串の一部には加工

斎　串　状　が見られないタイプがあり、このタイプである可能性がある。163は奈良～平安の河川内よ

り、165は奈良～中性の河川内、蟻は奈良～中世の河川の脇より出土した。

鳥形に類似　164は鳥形木製品に形状が似るが、胴部の穿孔が首の部分にあり、羽の部材をつけるため

の乱ではないとも考えられる。弥生後期～古墳前期の水田の畦畔内より出土した。

Å形に類似　166はやや大型ではあるが、人形木製品に似る。下部は下から2本の切り込みを入れ、間

を折り取って足の表現をしていると思われる。上部は頭が欠損していると思われ、緩いⅤ字

形に切り込んで頸を作っていたと推定される。奈良～中世の畦畔内より出土した。

仏教関連か　168は角棒の角に切り込みが見られ、下は断面円形に加工される杖状の木製品である。形

状から仏教に関連した用具の一種ではないかと推定される。

169はホゾ状に加工されているがかなり大きく、建築部材などの組合せに使用された可能

性がある。

踏　板　か　170は輪カンジキ型田下駄の踏板の破片と推定される。古墳中期から平安の水田内より出

土した。207も形状が似ており、同様のものと考えられる。平安～中健の水田の畦畔より出

土した。

梯　子　か　180は梯子の破片の可能性がある。上部は丁寧に加工されているが、下端は段を作り出し

ている部分の下で粗く切り落とされている。両側面は割り取られている。弥生後期～古墳

前期の水田の畦畔より出土した。

未製品か　186は穿孔がないが、形状が下駄に似る。形が整っており加工痕も明瞭であることから下

駄の未製品の可能性がある。古墳中期の河川内より出土した。

187は大足の部材の可能性がある。古墳中期の層より出土した。

194は弓状をしているが、上端の糸を掛ける部分に幅があり細く尖っていない。弥生後期

～古墳前期の水田の畦畔より出土した。

国軍駄か　195◎198◎2mま田下駄の可能性がある。195◎211は弥生後期～古墳前期の水田の畦畔、

198は奈良～中世の河川内から出土した。
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200は側板を留めていたと思われる樹皮が残り、曲物または折敷の底板の破片と推定され　底　版　か

る。小乱と右下部の弧状の切欠きから、泥除けとして転用されていた可能性がある。中近

世の畦畔脇より出土した。

202はおそらく泥除けの一部であろう。203◎217◎226も泥除けの一部と推定される。202　泥険路か

◎217◎226は平安の包含層、203は平安の水田より出土した。

205は二又鍬の破片と思われる。弥生後期～古墳前期の水田の畦畔より出土した。　　　三選鍬か

206は大足の部材の可能性がある。奈良～平安の水田の下面より出土した。

214は木釘が残り、左側面に3箇所の樹皮で底板を留めたと思われる痕跡があり、折敷の　新教の側板

側板と推定される。6世紀後半～8世紀の河川内より出土した。

215は小型の部材であるが、唐箕の粗を落とす量を調節する部分の把手に似る。中近世の

畦畔より出土している。

220は刀形木製品に似るが、刃の部分の中央に切り欠いた部分があるため、刀形と認定す

ることができない。奈良～平安の水田の畦畔協より出土した。

228は曲物の底板であった可能性がある。樹皮で側板を止めていた箇所が欠損し、切欠き　曲　物　か

状になっている。6世紀後半から8世紀の河川内より出土した。

229は曲物の側板の一部と思われる。上端に斜めの切り込みが見られるが、樹皮で止める　曲物の側板

部分の付根に似る。6世紀後半から8世紀の河川内より出土した。

230は小型の鎌の柄状をしているが、劣化のため鎌の刃を挿入する部分は確認できなかっ　鎌の柄顆似

た。弥生後期～古墳前期の水田の畦畔内より出土した。

236は又鍬の破片と推定される。刃が2本残存するが、両側面は欠損しており、4本以上　冤鍬の破線

の刃があったと推定される。古墳前期の水田の畦畔から出土した。

237は木製血または高杯の一部と推定される。平安の水田内より出土した。
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第m章　文字資料

瀬名遺跡では文字資料として、木簡4点、卒塔婆1点、焼書木製品8点、豊富土器6点

が出土した。水田を主体とする遺跡としては文字資料の出土が多く、隣接する官街関連遺

跡である内荒遺跡との関係、水田を営んだ人々の居住域の近接が問題となる。

瑠　木簡

短冊型木簡　1は1区の自然流路SR12001の底から多くの木製品とともに出土した短冊型の木簡であ

る。SR12001の土層の検討の結果、8～9世紀代の層を削って流れ、11世紀に水田が形成さ

れるまでの間に埋没したと考えられる。流路の底から出土した土器から木簡および出土木

9健紀偲　製品は9世紀代の流れの段階で流路に入り込んだものと考えられる。文字は裏表に楷書体

で墨書されているが、欠損により判読が困難である。表の上部に一行、下部に三好の文字

列、裏面には二文字の痕跡が認められる。上部の文字は「件」と読めるが、内容が徴集の

命令とすると「仰」の可能性もある。左の行には「西奈ロロロロロ」、その下に「五百原口

□□」とあり、さらに「戸五目女」とある。「戸五目女」の「昌」は「月」の可能性もあ

郷　　　名　る。「西条」は『和名抄』に出てくる庄原郡の郷名であり、瀬名は中世以降に用いられるよ

うになった。「五百原」は郡名だけでなく、古事記の孝霊妃にある「五百原君」、続日本紀

神亀2年（725年）1月22田条に「五百原君虫麻呂」、奉写一切経所銭用帳の宝亀3年（772

年）10月4日条と6日条に「写経生五百原豊成」等に見られるように人名を表す可能性も

ある。また「五百原」は「庄原」とも書かれ、日本書紀天智2年（663年）8月13日条には

「底原君臣」、駿河国正税帳天平9年（737年）条には「庭原君足儀」、続日本紀天平膠宝2

年（750年）3月10日条には「駿河田鹿原郡」とあり、奈良時代まではほぼ並行して使用

され、これが平安時代になると「庵原」または「奄原」となっていくようである。二行目

は「五百原口□⊂リuコ」「戸廣□」とあり、その下に文字がいくつか欠落して三文字分あ

る。これにも地名や人名等が書かれていたと推定される。三行目は欠損が著しく、上部の

文字が欠落し、下に「麿」という文字がかろうじて読める。その下に二文字分あったと推

定される。「五百原」「西京」等の律令時代の文献に登場する地名、民族名や人名が書かれ

督衛的書式　ていたこと、官街的な書式であることから、地方政治を行なう上で、雑桟などの労役のた

め人を動かした記録簿としての性格の木簡と考えることができる。

近　現　代　　2は9区の自然流路SR90502の覆土の砂礫層から出土した。この流路は8区と9区の境

を流れる。長尾川の支流である継川の河川改良前の流路と思われる。軍隊の階級である「少

聯隊関連か　佐」の文字が墨書されている。7区の旧耕作土層より練習用の手相弾も発見されており、

軍の演習中または陣地構築中に投棄したものと推定される。静岡市には第34聯隊、第230聯

隊などがあり、また、終戦直前には第140師団の第410聯隊、独立混成第120旅団が市内に陣

地の構築を行なっており、このいずれかの聯隊のものか。

3は9区の自然流路SR92502から出土した。この流路からは灰和陶器が出土し、平安時代

を下限とする流路であると推定される。長さ18。3cmで、上下が欠損している。発見当初は

墨痕のようなものが3文字分見えていたが、現在では全く認められない。3文字酎ま「入」
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と考えられたようだ。

4は14層水田と16層水田の中間層である15層上面である。15層は洪水により堆積した砂　洪水の確積

層であり、木簡は上流より流されてきたものと推定される。木簡の左右は木目で剥離し、

上下も欠損している。文字は草書体で5文字分が墨書されており、一字目は「郷」または

「屋」と考えられ、二文字目と三文宇目は「戸主」または「「」のつく漢字の可能性があ

る。「戸主」であるとするならば、平安時代初頭頃までの表現であり、年代観が9－10世紀

頃となる。四文字酎ま「奈」、五文字削ま「成」または「戊」と考えられる。

5は6区の5層水田を覆う洪水流で運ばれた砂層より出土した。卒塔婆で丸太材の表面　卒　塔　婆

を削りだして平らな商を作り、この部分に梵字が墨書されている。この梵字は阿弥陀如来

の種子とされるキリークと呼ばれる文字で、卒塔婆に書き込まれる文字である。梵字の上

に二条、下に一条の溝を刻み、溝中に線を墨書する。

番号 遺物名

遺物番号

出土区

出土層位 ・遺構

法量（cm ） i部位

庫 類

釈文 年代観 図版番号

写真番号長さ 幅 厚 さ

1 木簡 1 区 4 0．6 5．8 1 両面 （表） ⊂二 二　 二二二］ 麿　　 口□ 奈良 遺物編 Ⅲ　 1 1 1－1

W －5 3 S R 12 0 0 1覆土 墨書 ×□□　　 五百原口□人口　 戸廣□ ［二二二　 □□□ × ′～平安 巻頭 カラー図版

〔件 カ〕西奈□□□□□五百原口ロロ戸五□女

〔自力〕

（裏）　 □

［］

9 6－1

2 木簡

W －1

9 区

3 ・4 層砂礫

6．3 2．3 0．6 片面

墨書

少佐 近現代 遺物編 Ⅲ　 1 1ト4

9 6 h4

3 木簡 9 区 18．3 4．2 1．2 片面 ×　 口　 □　 □　 × 平安カ 遺物編 Ⅲ　 1 1 1－2

W －3 28 北側排水溝内 墨書カ 〔入力〕 9 6－2
】 現在は文字が見えない

i 4 木簡 1 0 区 7．3 4．5 0．9 片面 ×　 ロ　 目　 口　 ロ　 × 中近世 遺物編Ⅱ 1 1 1 u3

W －10 5 1 5 層上面 墨書 〔屋〕　 〔奈　 成カ〕 9 6－3

5 卒塔婆

W －8 0 0 1

6 区

南側排水港 内

3 2．7 7．1 7．1 片面

墨書

（梵字のキ リーク ：阿弥陀の種子） 近世 カ 遺物編 Ⅱ　　 9 2－5

7 9－5

6 挽物

W －4 0

7 区

S R 7 0 8 0 1底部

径

1 7．2

1．5 片面 （裏）

焼書

公 奈良 遺物編 I 1 3 7－3 4

8 9－8

7 挽物

W －6 8 8

7 区

S R 7 0 8 0 1

復元径

18．6

1．4 片面 （表）

焼書

ち （または長 カ） 平安 遺物編 I 1 3 5－2 1

8 8 －9
8 挽物

W －7 7 6

9 区

2 5 層

復元径

18．2

1 片面 （裏）

焼書

〔廿カ〕 平安 遺物編 I 1 36 －25

8 8－13

9 挽物

W －2 3 6

1 0 区

1 9 層

径

1 6．6

1．4 片面 （裏）

焼書

〔之 カ〕 平安 遺物編 I 1 3 8－4 5

9 0－5

1 0 曲物

W －8 6

1 区

SR 1 20 0 1

径

1 1．6

1．1 片面 （裏）

焼書

（痕跡のみ） 奈良

～平安

遺物編 I 12 9－10 9

8 5－2

1 1 曲物

W －3 8

7 区

S R 7 0 8 0 1底部

1 7．7 片面 （表）

焼書

世 （または三十の略字カ） 平安 遺物編 I 12 0－2

7 8－1

1 2 曲物

W －5 9 0

9 区

S R 9 2 5 0 1

1 3．2 0．8 片面 （表）

焼書

（欠損のため判読不能） 平安 遺物編 I 1 2 9－9 4

8 4－1 0

1 3 曲物

W －3 2 3

1 0 区

1 9 層

残存長

18．7

復元径

19

残存長

7．4

0．8 片面 （裏）

焼書

（欠損のため判読不能） 平安 遺物編 Ⅲ 1 1ト5

9 6－5

14 灰粕碗

0－53様式

P－5 1 4

1 区

1 7 C 層

底部裏

墨書

〔前 カ〕 平安 遺物編 I　　 3－60

ト10

1 5 灰粕碗

0 －5 3様式

P－1 19

7 区

7 層

復元径

1 4．2

高台径

5．4

器高

4．1

底部裏

墨書

×× （判読不能） 平安 遺物編 I　 38－69

1 6 灰粕碗

P－8 3

7 区

南側排水構内

底部裏

墨書

× （判読不能） 平安 遺物編 I　 3 8－8 0

1 6－13
1 7 灰粕碗

P－8 4

7 区

南側排水溝内

口緑部

墨書

× （判読不能） 平安 遺物編 I　 3 8－7 9

18 灰和親

K －9 0様式

P－2 9 0

9 区

SR 9 2 5 0 1

径

1 2．7

高台径

5．7

器高

3．1

休部側面

墨書

万茂 平安 遺物編 I　 4 6－4 3

2ト8

1 9 灰粕碗

P－1 90

9 区

2 2 b 層

復元径

14．3

高台径

6．6

器高

4．8

底部裏

墨書

百 平安末

～中世

遺物編 I　 4 6－4 5

第割表　文学資科し一覧表
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2　墨書上鴇

14は1区17C層から出土した灰軸碗で折戸53号窯式の段階のものと考えられる。文字は底　臥尋氾窯式

部裏に「前」の略字と思われる文字が書かれている。

15は7区7層より出土した墨書土器である。折戸53号窯式の段階の灰粕碗である。文字

は胴部外面に二文字書かれていると推定されるが、粕により判読できなくなっている。墨　施容由前墨書

書は施粕前に書かれたものと考えられる。上の文字は「万」か。

16は7区の南側排水溝より出土した灰粕碗で、文字は底部裏に墨書されているが、欠損

のために判読できない。「月」または「日」か。

17も7区の南側排水溝より出土した灰粕碗である。胴部の目線部に近い部分に墨書され

ているが、欠損により判読できない。出土位置が近接し、胎土や厚さがが似ていることか

ら、16と同一個体と推定される。

18は9区の自然流路SR92501の覆土最上部より出土した。ほぼ完形の灰粕小碗で窯笹90　眠幸粥腐鷹

号窯式の段階のものである。文字は背面胴部にあり、「ガロ（茂ヵ）」と読める。

19は9区の22b層から出土した灰軸碗で、高台は粘土紐を貼りつけて作る。不明瞭である

が、底裏に「百」と読める墨書がある。

3　その他の文字資料

6は7区の流路SR70801の覆土下部より出土した。挽物の盤の外底面に「公」と読める焼

書がある。

7は7区の流路SR7080は　出土した。挽物の盤の内底面に二筆で書かれた記号状の焼

書があり、文字として解説しがたいが、「ち」あるいは「長」とも考えられる。

8は9区の自然流路SR92501の覆土下部より出土した。底部外商に焼書で「山」または「二

十」の記号が書かれている。

9は10区19層より出土した。挽物の盤の外底面に一筆で蛇行した線書きの焼書がある。

記号か文字かは不明だが、文字とするならば「之」であろうか。

10は1区の20層より出土した。曲物の底板の底部外商に焼書痕跡があるが、文字は判読

できない。

11は7区の流路SR70801の覆土下部より出土した。曲物の底板の表面に焼書されており、

「せ」または「世」、あるいは「三十」の記号とも読める。

12は9区の自然流路SR92501の覆土下部より出土した。曲物の底板で縁辺部に3ヵ所の

田釘穴が残っている。焼書は上面にあるが中央部を欠損しており、文字が判読できなくな

っている。

13は10区19層より出土した曲物の底板である。底外面に焼書の痕跡があるが、欠損のた

め文字は不明である。

＜参考文献＞

『静岡の原像をさぐる。／一一昭和63年度埋蔵文化財発掘調査報告会－』（鄭静岡塵埋蔵文化財調査

研究所1989

『瀬名遺跡一昭和63年度静清バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘調査概報－』㈲静岡塵埋蔵文

化財調査研究所1989

『昭和63年度の発掘調査』㈲静岡児埋蔵文化財調査研究所1989

東野克巳◎守谷孝治「瀬名遺跡最近発見の文字資料」『研究所報No．25』㈲静岡児埋蔵文化財調査研

究所1990
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享：ll‾享．三三圭三三

1　貝類

海水塵の凰　貝類は12点出土している。タニシやイシガイ等のように水田や河川に自然に生息するも

のと、海水産で何かの目的で搬入された物とに大別される。海水産ではバイガイ、ハイガ

イ、イタヤガイ、シジミは食用として、イボウミニナは畑の肥料として持ち込まれたこと

が考えられる。海水産のものはいずれも内湾の浅瀬や干潟などに生息する貝であり、海進

期に海が内陸部まで入り込み、海水と淡水が混じった環境があった可能性もある。瀬名地

区は比較的内陸部にあること、巴川に沿って海水が入り込んだとしても急流の長尾川周辺

は淡水の環境であったと考えられ、海水が入り込んだ可能性は低いと思われる。このため

海水産のものは近隣の海から運び込まれたと考えたほうが自然である。

2　獣骨

牛馬の健用　獣骨は多く出土しているが、古墳時代以降はほとんどが馬骨で、わずかに牛、鹿、猪が

見られる。瀬名地区は近現代まで農耕◎運搬に牛馬が使用されていたが、古墳時代以来、

牛馬が一般的に使用されていたことがわかる。

1区は3点あり、中近世の水田と平安の包含層、奈良～平安の河川より出土した。いず

れも馬骨である。

2／3区は3点あり、近現代の包含層より牛骨、中近世の層より馬骨、弥生中期の包含

層より鹿骨が出土している。

水田の出土　　5区は23点で、このうち19点が古墳中期から平安の水田から出土している。その中の17

点が同じグリッドより近接して出土しており、同一馬の骨と推定される。また、1点が弥

弥生の馬骨　生中期～後期の河川より馬骨が出土している。

6区は近現代と中近世の包含層より4点が出土している。1点は牛または馬、3点は馬

骨である。

7区は28点あり、このうち6点が平安の溝から出土した鹿骨で同一個体のものと考えら

れる。出土地点不明の2点も鹿であり、この一連のものとの関係すると推定される。また、

17点が6世紀～7世紀の河川より出土しており、馬骨と牛骨、鹿骨である。馬の骨が多く、

臼歯の摺り減りの度合いを見ると、若い馬と老齢馬のものがある。この河川からは小鞍が

農耕用の牛　出土しており、農耕用の牛の存在が考えられる。

8区は2点あり、平安～中世の包含層より馬骨、弥生中期の包含層より焼けた猪骨が出

土している。

9区は56点あり、このうち5点が中近世の河川より出土し、種類は鹿、馬、猪の骨など

多種にわたる。46点が奈良～中世の河川から出土し、ほぼ馬または牛の骨である。また、

1点が弥生中期の鶏骨である。

10区は6点出土し、近世の包含層より馬骨、古墳前期の水田より鹿骨が出土している。
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第詑表　瀬名遺跡出藍動物過存体凰顆一覧表
遣物番号 区 グリッ ド 層位 年代観 遺構 同定結果

「181 1 2 8層 弥生中期 複葉 水 田 貝　　　 タニシ

6－00 3 6 E西 方 砂 礫層 貝　　 バイ貝 （海水 産）

6－0 2 9 6 E 4 0 N 1 6層 弥生後 ～古墳前 貝　　 二枚貝　 シジ ミカ

7－00 2 7 礫層 l is R 7 0 1 貝　　 バイ貝 （海水 産）

8－02 2 8 D 6 1N 8層 平安 ・中世 貝　　 表皮　 イシガイ （淡水産） ヵ

8－不明 8 貝　　 イシガイ （淡水産）

9－00 1 9 D 7 6 N 1 0～12層 中近世 貝　　 イシガイ （淡水産）

9－09 0 9 E 7 5 S 2 5層 奈 良・平安・中世 SR9 2 5 0 3 貝　　 ハイ貝 （海水産）左殻

9－09 1 9 E 7 6 S 2 5層 奈良 ・平 安・中世 SR9 2 5 0 3 貝　　 イタヤ貝 （海水産）

9－11 3 9 E 7 5 S 2 2～33層 奈良 ・平安 ・中世 SR9 2 5 0 2 へ′9 3 3 0 3 貝　　 イポウミニナ （海水産巻貝）

9不 明 9 貝　　 へナタリ貝 （巻貝） ・トリ月 （二枚貝）

第謂喪　瀬名遺跡出藍動物通番体獣骨…覧嚢
遺物番 号 区 グリッ ド 層位 年代観 遺構 同定結果

iL 0 0 3
1 D l O 1 0層 中近世 水田 獣骨　 馬　 右上腕骨

虹 0 12 1 G 8N 1 7 a層 平安 獣骨　 馬　 下顎骨

虹 100 1 F 9 S 2 0層 奈良 ～平安 SR1 2 0 0 1 獣骨　 馬　 切歯

！2－00 1 2 D 1 3 1層 近現代 獣骨　 牛　 距骨

l2－00 5 2 E 1 3 4層 中近世 獣骨　 馬　 右下顎 ・臼歯

i2－04 3 2 E 1 4 N 19層 弥生中期 獣骨　 鹿　 右上腕骨

［5－00 1 5 G 3 1N 13層 弥生中期～後期 SR 5 1 3 0 1 獣骨　 馬　 左上顎 臼歯 ・中足骨 ヵ

15－0 0 2 5 H 3 0 S 8層 古墳中期～平安 水 田 獣骨　 馬　 大腿骨

［5－0 0 3 5 H 3 0 S 8層 古墳中期 ～平安 水 田 獣骨　 馬 または牛　 大腿骨片 ヵ

！5－0 0 4 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期 ～平安 水 田 獣骨　 馬　 右下顎

［5－00 5 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期 ～平安 水 田 獣骨　 馬　 下顎切歯 （I 3 左右）

i5－00 6 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期 ～平安 水 田 獣骨　 馬　 左 右上顎臼歯 （7 ～ 8 才）

i5－00 7 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期 ～平 安 水 田 獣骨　 馬　 左 上顎臼歯 （7 ～ 8 才）

j5－00 8 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期 ～平安 水田 獣骨　 馬　 左 上顎臼歯 （7 ～ 8 才）

j5－00 9 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期 ～平安 水田 獣骨　 馬 または牛　 骨片

l5－0 10 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期 ～平安 水田 獣骨　 馬　 下顎 歯

i5－0 1 1 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期 ～平安 水田 獣骨　 馬　 下顎片

j5萄12 l 5 lH 3 0 S l　　　－－8層 i古墳 中期 ～平安 i水 田 i獣骨　 馬　 左下顎 （左右切歯有）

5－01 3 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期 ～平安 水 田 獣骨　 馬　 左下顎 （M 2 ∴3 ）

5 －0 1 4 5 H 3 0S 8層 古墳中期～平安 水 田 獣骨　 馬　 左下顎角部

5－0 1 5 5 H 3 0 S 8層 古墳中期～平安 水 田 獣骨　 馬　 切歯 （7 ～ 8 才以上） ・骨片

5－0 1 6 5 H 3 0 S 8層 古墳中期～平安 水 田 獣骨　 馬　 左上顎臼歯 （M 3 ・破 片）

5－0 1 7 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期～平安 水 田 獣骨　 馬 また は牛　 骨片

5－0 1 8 5 H 3 0 S 8層 古墳 中期～平安 水 田 獣骨　 馬　 上顎臼歯 （P 2 ） ・脊椎骨片 （軸推 力）

5－0 19 5 H 2 8 S 8層 ヵ 古墳 中期 ～平安 水 田 獣骨　 鹿　 下顎臼歯

5－02 0 5 G 3 3 S 8層 古墳 中期 ～平 安 水 田 獣骨　 馬　 下顎臼歯 （右 ヵ ・若 い馬 ヵ）

5－02 1 5 南 トレンチ 12層下面 カ 獣骨　 鹿　 前頭骨 （右 角座部分 ）

5－02 2 5 G 3 1 1 3 a層　 l弥生 中期 ～後期 獣骨　 鹿　 左 上腕 骨遠位端

5－02 4 5 1 3層 弥生 中期 ～後期 2号堰下 獣骨　 猪　 右 下顎 臼歯 （M 2 ）

6－00 1 6 C 3層 ヵ 近現代 獣骨　 馬　 距骨 （左 ヵ ・やや小型 の馬）

6－00 2 6 E 3層 近現代 獣骨　 馬または牛　 膝蓋骨 カ ・馬　 末節骨

6－0 0 4 6 C 4層 近現代 獣骨　 馬　 左右距骨 ・右鹿骨

6－0 1 2 6 5層 中近世 水 田 獣骨　 馬　 切歯

7－0 0 1 7 C 5 3 トレンチ 獣骨　 馬　 右下顎 臼歯

午0 11 7 C 5 2へノ53 6層 平安 獣骨　 牛　 臼歯片

7－0 1 2 7 C 4 9 7層　　　 ．平安 SD 7 0 7 0 1 獣骨　 鹿　 右寛骨 2 点 ・馬　 左上顎骨多数

7－0 2 2 7 C 4 9 N 7層 平安 獣骨　 鹿 また は猪　 腰椎

7－02 3 7 C 4 9 N 7層 平安 獣 骨　 骨片 （判別不可）

7－02 4 7 C 4 9 N 7層 平安 獣骨　 鹿　 右肩 甲骨 ・0右棲骨 ・頚椎 ・胸椎

7－02 6 7 C 4－9N 7層 平安 獣骨　 鹿　 下顎骨 ・四肢骨 ・腰椎 ・胸椎 ・落角

7－03 2 7 E 4 8 N 7層 平安 SD 7 0 7 0 1 獣骨　 馬　 上顎臼歯片 （若い馬）

7－03 3 7 C 4 9 7層 平 安 獣骨　 鹿　 上顎前臼歯 （P ）片

7－04 4 7 E 4 9 8層 6C 後～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 上顎

7－04 5 7 E 4 9 8層 6C 後～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 下顎臼歯 ヵ

7－04 8 7 D 49 8層 6C 後～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 左 上顎臼歯 （老齢 馬）

7－0 4 9 7 D 4 9 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 切歯

7－0 5 5 7 C 5 0 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 左脛骨後 面

7－0 6 2 7 D 5 0 N 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 中足骨 ヵ

7－0 6 5 7 C 4 9 N 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 年　 中手骨偶蹄部

7－0 6 6 7 C 4 9 N 8層 6C後 ～7C SR 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 右下顎 臼歯

7－0 69 7 C 4 9 8層 6C後 ～7C SR 7 0 8 0 1 獣骨　 牛　 右大腿骨

7－07 6 7 E 4 9 8層 6C後 ～7C SR 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 左下顎 臼歯

7－08 0 7 E 4 8 N 8層 6C後 ～7C SR 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 左下顎 臼歯

7－08 2 7 D 4 9 N 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 下顎 臼歯 （左右不明）

7－08 9 7 E 4 8 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 獣 骨　 馬　 左上顎 臼歯 （若い馬）

7刀95 ！ 7 C 4 9N 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 馬 力　 耳鼓室部
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遺物番号 区 グリッ ド 層位 年代観 遺構 同定結果

虹 09 6 7 E 5 1N 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 鹿　 胸椎

i7－09 8 7 D 5 0 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 拳骨　 馬　 臼歯片 （上下不明）

［7－10 0 7 D 5 0 8層 6C後 ～7C S R 7 0 8 0 1 獣骨　 馬　 左上顎 臼歯 （P 2 ）

i7－11 5 7 南 トレンチ 獣骨　 鹿　 基節骨

［7不 明 7 獣骨　 鹿　 左 肩 甲骨 ・左 中手骨 ・大腿骨 ・中足骨 ・肋骨

18lm J 8 C 6 1S 8層 平安 ・中世 水 田 獣骨　 馬　 距骨

睦 138 8 E 6 3 N 2 0層 弥生中期 獣骨　 猪　 肩甲骨 ヵ （焼けている）

i9－00 3 9 E 7 1N 16層 中近世 SR9 2 0 0 5 獣骨　 鹿　 頸椎 ・骨片

j9－00 4 9 D 7 4 S 1 9層 中近世 SR9 2 0 0 3 獣骨　 猪　 榛 骨 （右）

9 －0 0 7 9 lD 7 0 S 1 6層 中近世 SR9 20 0 5 獣骨　 鹿　 左上腕 骨骨体部

9－0 1 2 9 D 7 5 S 1 9層 中近世 SR9 2 0 0 3 獣骨　 馬　 基節骨

9－07 0 9 D 7 5 S 1 9層 中近世 SR9 2 0 0 1 獣骨　 馬 または年　 上顎片

9－07 3 9 不明 不 明 不 明 獣骨　 馬　 左上顎 臼歯 （M 3 ）

9－07 6 9 D 7 5 N 2 0層 奈良・平安・中世 SR 9 2 0 0 1 獣骨　 牛　 右上腕骨

9－08 1 9 E 7 6N 2 0層 奈良 ・平安・中世 SR 9 2 0 0 1 獣骨　 牛 または馬　 肋骨片

9－08 4 9 F 7 1S 2 5層 奈良 ・平安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 鹿 また は猪　 頸骨近位部破片

i9－08 7 9 D 7 6 N 2 0層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 2 0 0 1 獣骨　 牛　 左下顎 臼歯 （7 ～ 8 才以上）

9－09 1 9 E 7 6S 2 5層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 2 5 0 3 獣骨　 骨片多数

9－10 5 9 C 7 4 N 2 2層 奈良 ・平安 ・中世 杭列 1 獣骨　 馬　 切歯

9－12 8 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 鹿 または猪　 椎骨

9－13 1 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 鹿　 棲骨近位端

9－14 2 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 牛 または馬　 肢骨 （脛骨 または大腿骨）

i9－14 3 9 E 7 1N 2 5層 奈良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 馬　 中足骨骨体部 ・近位端

9 －14 4 9 E 7 1S 2 5層 奈良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 馬　 左 上顎臼歯 （若い馬）

9 －14 5 9 E 7 1 S 2 5層 奈良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 牛 または馬　 骨片

9 －14 6 9 E 7 1 S 2 5層 奈良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 馬　 右上顎 臼歯

9－14 7 9 E 7 1 N 2 5層 奈 良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 馬　 中手骨

9－14 8 9 E 7 1 S 2 5層 奈 良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 馬　 切歯

i9－14 9 9 E 7 1 S 2 5層 奈 良・平安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－15 1 9 E 7 1 N 2 5層 奈良 ・平安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－15 2 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－15 3 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平 安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－15 4 9 E 7 1S 2 5層 奈良 ・平 安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－19 4 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 馬　 切歯片

911 9 5 9 E 7 1 2 5層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－19 6 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9 －19 7 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 馬　 切歯

9 －19 8 9 E 7 1N 2 5層 奈良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 馬　 上顎臼歯 （左 ヵ）

9 －20 0 9 料71 S 2 5層 奈良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－20 1 9 C 7 1 N 2 5層 奈良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－20 2 9 C 7 1 N 2 5層 奈良・平安 ・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 馬　 下顎 臼歯片

9－20 4 9 D 7 1S 2 5層 奈良・平安 ・中世 SR9 2 50 1 獣骨　 馬　 肢骨 （脛骨 ヵ）

9－20 5 9 D 7 1S 2 5層 奈 良・平安・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 牛 または馬　 肢骨

9－20 6 9 D 7 1S 2 5層 奈 良・平安・中世 SR9 2 5 0 1 獣骨　 牛 または馬　 肢骨

9－20 7 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－20 9 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 骨片

9－20 9 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 牛　 肢骨 ヵ

9－22 0 9 E 7 1N 2 5層 奈良 ・平 安・中世 SR 9 2 5 0 1 獣骨　 牛 または馬　 肢骨 ヵ　　　　　　　　　　 ！

9－23 0 9 C 7 1N 3．3層 奈良 0平安 0中世 SR 9 3 3 0 1 獣骨　 骨片　　　　　　　　　　　　　　　 ；

9－23 1 9 E 7 1N 3 3層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 3 3 0 1 獣骨　 馬　 白歯片　　　　　　　　　　　　　 l

9－23 2 9 E 7 1N 3 3層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 3 3 0 1 獣骨　 鹿　 下顎臼歯片多数 ・牛 また は馬　 臼歯片 l i

9－23 5 9 E 7 1N 3 3層 奈良 ・平安 ・中世 SR 9 3 3 0 1u 獣骨　 牛 または馬　 上腕骨片

9 －25 2 9 E 7 1S 3 3層 奈良・平安 ・中世 SR 9 3 3 0 1 獣骨　 馬　 切歯 （下顎 ヵ）

9 －25 7 9 E 7 1 S 3 3層 奈良・平安 ・中世 SR9 3 3 0 1 獣骨　 馬　 臼歯片

9－26 4 9 E 7 1 S 3 3層 奈良・平安 ・中世 SR9 3 3 0 1 獣骨　 馬　 上顎臼歯 （左 右）

9－26 6 9 D 7 0 N 3 3層 奈良・平安 ・中世 SR9 3 3 0 1 獣骨　 馬　 脛 骨遠 位端

9－26 9 9

9

9

9

9

9

9

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

10

C 7 1 N 3 3層 奈良・平安 ・中世 SR9 3 3 0 1 獣骨　 牛　 尺骨 ・棲 骨骨体部 ・肩甲骨 ヵ

9－27 0 C 7 1 N 3 3層 奈良・平安 ・中世 SR9 3 3 0 1 獣骨　 牛 または馬　 耳鼓室部 ・大腿骨 ヵ

9－28 0 E 7 1S 3 3層 奈 良・平安 ・中世 SR9 3 3 0 1　　 1

i

SR 9 2 0 0 4　　　 1

l

l

l

l

l

第11遺構　　　 l

獣骨　 馬　 距骨

9－28 7 D 7 2 N 4 0層 弥生 中期 獣骨　 鶏　 左尺骨 （若 鳥）

9－3 14 不明 20層 奈 良・平安・中世 獣骨　 骨片

9－32 9 D 7 7 不 明 不 明 獣骨　 牛 または馬　 骨片

9－不明 不明 不 明 不明 獣骨　 馬　 左上顎 臼歯 （老齢場）

10－05 4 F 8 0 S 5層 近世 獣骨　 牛 または馬　 上鹿骨近位端

10－05 5 E 8 3 N 5層 近世 獣骨　 馬　 左 中手骨

10－05 6 E 8 3 S 1 4 b層 近世 獣骨　 牛　 右棲骨 ・右 中足骨 ・基節骨

10－06 4 E 8 3 N 3 1層 古墳前期 獣骨　 鹿　 左落角

10－06 9 I

10－不 明 l

E 8 3 S　 i

！

3 1層　　 l

l

古墳前期　 l

i

第11遺構　　　 l

l

獣骨　 鹿　 脛骨遠位端 ヵ

獣骨　 猪　 下顎骨 （左右） ・下顎切歯
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3　人骨

太骨は平安～中健と中近世の堆積層㊨河川内出土と、弥生中期複葉の方形周溝墓群の出

′　　ノ、′′、ぺメ・′も

′　言　∴！∴：′′　∴　　－‾、、、′＿ノ＿　　′∴　　二、′′′．′　、　′′：ノ？、ノ∴1　　　∴、ノ　．‘

る堆積の層や、9点が中道健の河川より控はとし竃擁る。中道健の河川出土のÅ骨の中には

兜牽骨が含まれてお、火葬と丑葬が並行していたことがわかる。　点は出土層位不明で　決轟藍羞滋

あるが、火葬骨であるため中近世の層の出土であった可能性が高い。洪水の堆積や河川内

二　　ノ八ふ　二、．、・′、＼一　′　∴・′言、　言、ヾ　′＿、′′二′′　一　ア＼∴・．′1、J予∴ミ．′　一，ノ

流域に墓城があったと推定される。業際に近健から耗　相の中電地は瀬名遺跡豊　は。洪mほ

ど上流域にあり、墓城もこの縁辺にあったと推定される。

∴壬工ト　ン、エ　）く、、ノ言′∴l　′、〆　て　さ∴二一　・て∴　′　ノ、／、、∴；くて　主、、、∴六、、　1∴∴∴

ニ／、／、－　ノ‘言／′、、′∴′工つ　言、く：　ニ　ノ′1JJ．　　′＼・、ゾ、ハ‾．りこ；一、一！∴／ン了　　　メの　ら　　　、－∴　．ヰ　＿・

ノ　こ、ン1　日ノ、、′．．、、・′・′、、、′′、、～ノJ⊃J′　ノ／、　ミニ）、　　′，ノ・．メ宍’－ノ　′′　い　ご＿　′＼

′　ノ　′∴一′‘′　　′　　．ハ、‾’′‾．＼　′、、一′）　　入／ノハ、′．　一′）′／∴、．．、　′′　．　　ニ

墓◎摘号墓、8区の　号墓第　主体部⑳　号墓第2主体部◎2号墓、9区の　号墓◎2号

ノ．′　　・‥　　′∴・∴、、t・ノ　′　・′　・

′′　ズソニ　　　ーの　′　　　′ノ∴　　′、‘′′／、‘∴′，、∴、　′∴：′＼　∴　′′、．・　ノ　了．一　∴．、　’′　′、

ソ：′、　′　′ノ　、∴・シ∴　　　　，∴　∴　′、′ノ∴、、∴　ノ、∴・ノ、′′、ノ　　′′．／ノ、　ら　′二、

れたい。

く、参考文献ヽ

小菅貞男『l「本の貝。ニ招友美′一打1－－版　DM

－．一　二、、J、了∴：：二．　　－∴・∴V－　′　′、．′÷、。

方形周溝墓以外の出土

遺物番号 区 グリッド　 匝 位 年代観　　　 匝 構 同定結果

6ナ005 6 C3 7　　 巨層直上 中近世　　 1 人骨　 ヒト　 頭頂骨

7－00（i 7 F5 0S　　 巨層 平安、中世　 l 人骨　 ヒト　 臼歯 （M l またはM 2 ）

人骨　 ヒト　 頭頂骨8－00 1 8 D 6 1N　 l5層 平安 ・中世　 l

8－009 8 D 60S　 l8層 平安 ・中世　　 SX 8080 1 人骨　 ヒト　左大腿骨

9－005 9 E7 6S　　 巨9層 中近‾琵　　 isR9200 1 人骨 ヵ　ヒトカ （火葬骨）

9▼00（う 9 D 70S　 l16層 中近世　　　 巨R9200 5 人骨 ヵ　ヒトカ　 軽骨

9 ナ027 9 E76S　　 恒噌 中近世　　 IsR9200 1 人骨　 ヒト　 （火葬骨）

9 －028 9 E76S　　 巨9層 中近世　　　　 SR9200 1 人骨　 革ま．頭骨 （火葬草「

9－0 58 9 E 76S　　 巨9層 申近傍　　 閤 人骨　 ヒト　 後頭骨 （火葬骨）

9－0 59 9 E 76S　 l19層 中近世　　 IsR 9200 1 人骨　 ヒト　後頭骨 （火葬骨）

りiO （う0 9 E 76S　　 恒 層 中近世　　 lsR 9200 1 人骨　 ヒト　頭骨 （火葬骨）

9－0 7」－ 9 E 76S　 l19層　 1 中近世　　　 匡R 9200 1 人骨　 ヒト　頭骨

9－0 75 9 E 76N　 l19 層 中近世　　 IsR 9200 1 人骨　 ヒト　 大腿骨

10不 明 10 不 明　　 杯 明 不明　　　 1 人骨　 ヒト　 火葬骨

方形周溝墓出土

区 極鱒 ッ匪　 上郡窪＋ ＋ 睦輝郊 ！遜構　　　　　 齢 朗 規

1iF 9N　 28層下層 弥生中期 木棺墓　　 ＿＿…人骨 孟 屈 ～鋼才 男性 身長蟻 ・5cm 前後

7 D狛S　 i亘2層　　 惨酎 欄 匝形周溝墓5号墓　 休骨　 ヒト　20～2け　 男性力　仰臥屈肢
7ic 50N　 i12層　 i弥‾蛋中期 i方形周溝墓7号墓 i人骨　 ヒト　 4才

7iE 52S　 i12層　 ！弥生中期 陣形周港墓12号墓 ！人骨　 ヒト　少年期　 身長130cm前後　 仰臥伸展

7匝47N　 i12層　　 腺鋸 欄 瞳形周港墓摘号墓　 人骨　 ヒト 16～22才　女働

810 63N　 l18層　 1弥生中期 恒堆 箪蜂 体部 ！人骨　 ヒト 16～20才　 男性カ　い屈葬
輔弼3N　 i柑層　　 前頭 r il号墓第2主体部　 i人草み＿＿＿＿＿＿ヒト
8匿のN　　 は層　　　 弥生中期 I方形周溝墓2号墓 「人骨　 ヒト　横臥屈肢
9匝73N　　 恒 層　　 l弥生中期 l方形周溝墓1号墓　 区骨　 ヒト
9 D 7購　　 恒 層　　　 弥生中期 i2号墓酎 主体部　 体骨　 ビト　成人男性カ
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4　瀬名遺跡9区出土の中世演蓋

出土状況

頭蓋の状況

歯の咳耗

年齢の推定

出土位置

右側を下にした状態で下顎骨を伴わな

い頭蓋のみが出土し、保存状態不良のた

め下部の土層ごと取り上げられている。

頭蓋の右半分は腐食している。頭蓋冠左

側と左上顎骨の一部はある程度保存され

ているが、前頭鱗の左部から左頭項骨の

一部と左側頭鱗にかけて大きく破損して

いる。残存部分もひび割れと歪みがあり、

計測・観察は困難である。

頭蓋最大長の正確な計測はできないが、写真18　中世頭蓋出土状況

おおむね175mm前後と推定される。眉間、眉弓の発達は弱く、後頭骨上鱗の矢状湾曲が比較

的強い。頭蓋冠の骨はかなり薄い。縫合の状態はよく観察できない。

歯は上顎の左の第1、第2乳臼歯と第1大臼歯が植立しており、未萌出の上顎犬歯と第

1小臼歯の歯冠も観察できる。その他に第2大臼歯と思われる未完成の歯冠が遊離状態で

出土している。孔臼歯はいずれも第3度の嘆耗を示すが、第1大臼歯の嘆耗はほとんど進

んでいない。

以上の所見からこの個体の年齢は7歳から9歳の間であったと考えられる。

9区の西北端から南端中央へ大きくS字状に湾曲する流路SR92001の河通底より出土し

た。流路両岸はは水田で一部に堤が築かれている。人骨が出土したのはこの流路の北端の

グリッドE76で、桃の種子・銭貨・土器片等が付近より出土している。
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第W車・補遺

遺物編Iで容器◎農具を中心とした多くの木製品を報告したが、遺物量が膨大であった

ため、実測図が間に合わなかったもの、後の検討によって新たに認識されたものなどが数

点あり、本書に補遺として報告する。

第温節　木製品

瑠　容器　（補遺1－14）

1～8は曲物の底板である。1◎2◎5は縁辺部をわずかに薄く削って側板をあて、樹　曲　　物

皮で留める。いずれも2／3区の出土で、1は6層（平安）、2◎5は8層（奈良～平安）

の河川の周辺より出土している。4も小孔の部分に樹皮が巻き付けられていたと推定され

る。楕円形と推定されるが、復元すると長径40cmあまりのやや大型のものとなる2／3区

9層（古墳中期）の河川周辺より出土した。8は縁辺部を薄く削っている部分が残存して

おり、樹皮で留めていたと推定される。1区22層（弥生後期～古墳前期）の畦畔より出土

した。3は縁辺部を斜めに削り、ここに側板を組み合わせたと推定される。2／3区4層

（中近世包含層）より出土した。6◎了は縁辺部に目立つ加工がなく、クレゾコと考えら

れる。

9－14は別物である。9は残存長91。4cmでかなり長大をものである。両端は緩く斜めに　別　　物

加工されており、平面は楕円形または六角形をしていたと考えられる。3区6層（平安）

の畦畔内より出土しており、田舟であった可能性がある。10－14は平面長方形の別物と考

えられる。10◎12は片方の端に把手があり、ほぼ同形のものである。9区33層（奈良～中

世）の河川内より出土している。11は片方の端部に把手と脚が一体化し、器壁は垂直に加

工されている。また、もう一方は欠損しているが、斜めに器壁が作り出されていたと考え

られる。9区33層（弥生後期～古墳前期）の河川内より出土した。13は破片のため、形状

が不明である。2／3区10層（古墳中期）の河川にかかる堰内より出土した。14は両端の

器壁を斜めに削っており、底面積が狭い。1区20層（奈良～平安）の河川の覆土中より出

土した。

2　農具　（補遺15～33）

15は田舟である。端部の把手の部分とその周辺のみが残存する。1区22層（弥生後期～古　田　　舟

墳前期）の水田の小畦畔より出土した。

16～21は田下駄である。いずれも長方形の平坦な板状田下駄で、足台を作り出している　田　軍　駄

ものはない。16～18と20◎21は板に孔を穿ち、19は板を切り欠いて足を固定する縄をかけ

るための加工をしている。16～20は弥生後期～古墳前期の畦畔または水田から、21は古墳

中期の河川周辺より出土している。

22は編台である。残存長188。4cmで、板の片側に切り込みを入れ、縦糸（縄）をかける　よ　編

うに作られている。切り込みの間隔は不規則であるが、一部2箇所を近接して作り1組と
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している。9区35層（古墳中期）の本道状遺構の部材として転用されていた。

泥　除　け　　23～25は泥除けである。いずれも破片ではあるが柄を通すための切り欠きを持ち、2枚

の板を柄を挟み込むようにして縛り、一組とするものである。23◎24は2箇所、25は1箇

所緊縛するための孔を穿つ。23◎24は5区8層（古墳中期～平安）、25は8区15層（古墳中

期）より出土した。

泥除けか　　26～28は出土地不明であるが、広葉樹の板片で周辺部をやや薄く仕上げる。材質が広葉

樹ということから鍬の一種とも考えられるが、横長の形で使用されたと推定され、泥除け

であった可能性もある。

鍬　　　　29～31は鍬である。29は二又鍬の刃であると考えられる。1区22層（弥生後期～古墳前

期）の畦畔より出土した。30は出土地不明である。中央に円乳を穿ち、両側に刃を作る諸

手鍬と考えられる。31は全周欠損しているが着柄部分が残り、広鍬と考えられる。5区13

層（弥生中期後菓～弥生後期初豆鋸　の河川内より出土した。

録　の　柄　　32は鎌の柄と考えられる。全長21。05cmで、小型であるが、上部には鉄の刃を差し込んだと

推定される切り込みが残る。柄の太さは1cm強で、実用に耐えられるか疑問であり、ミニ

チュアの鎌として、特殊な目的を持っていた可能性がある。1区20層（奈良～平安）の河

川内から出土している。この河川からは斎串、人形木製品などの律令期の祭祀遺物が出土

しており、察祀用の模造品の1つであった可能性がある。

編　　　錘　　33は編錘である。上部中央に縦糸を縛るための一辺1。5cmの小乱を穿つ。7区8層（6世

紀後半～8世紀）の河川内より出土した。

3　祭祀　（補遺34秒35）

斎　　　轟　　34は斎串と考えられる。側面を切り欠くタイプの斎串で、4箇所の切り欠きが認められ

る。9区33層（奈良～中世）の河川内より出土した。

刀形木製品　　35は欠損しているが、刀形木製品と考えられる。9区の奈良～中世の遺物を伴う河川内

より出土した。

鵡　その他　（補遺42－49）

箸状木製品　　42－49は薯状木製品である。42◎44は箆状で、43◎46◎47◎49◎50は串状、48は扁平な

板状である。43は2／3区5層（古墳中期包含層）、44◎45◎48は7区8層（6世紀後半～8

世紀）の河川内、42は9区20層（奈良～中世）の水田内、46e47◎49◎50は2／3区4～5

層　仲近世包含層）より出土した。

第2節　丑製品

（補遺36－40）

蓋　　　錘　　36－39は土錘である。いずれも管状◎土師質で、36と37は径が約1。5cmの紡錘形、38と39

は径が3。5cm前後の円筒形である。瀬名遺跡出土の丑錘は、古いものが径が大きく円筒形

で、新しいものが径が小さく紡錘形となる傾向にあるが、愚内の出土例からは大型のもの

と小型のものが保存しており、時代的な変化が手法や形状にあらわれないようである。36

は9区19層（平安）の河川SR92001内から、37は9区22層（平安）の洪水による侵食痕跡内

から出土した。38は7区9層（古墳中期の包含層）下部、39は8区17a層（弥生後期～古墳

ー70－



前期）の畦畔内より出土した。

40は環状の土製品で、使用目的は不明である。径が4。3cm、断面は長径1。8cm、短径1cm　環状蓋製品

の楕円形である。重量26。1gで小型の土錘としての使用も考えられるが、表面はナデによ

り滑らかに仕上げるという丁寧な作りをしており、瀬名遺跡出土の土錘とは作りが異なる

ため、別の用途であった可能性が高い。2／3区9層（古墳中期）の調査区外より単独で

発見されているため、出土状況については不明である。

第3節　石製品

（補遺姐）

滑石製の小玉が1点出土している。5区8層直下の古墳中期から平安の遺物を伴う河川

であるSR50801の下層残存部より出土した。SR50801は遺物が上層と下層に大別され、下層

の遺物は土師器などを中心とした古墳中期の土器であり、小玉も同時期のものと考えられ

る。垂直径4。5mmで中央に2mmの孔を穿つ。表面は研磨され、中央に稜が作り出され胴部を

一周している。

＜参考文献＞

『瀬名遺跡III（遺物編I）』㈲静岡県埋蔵文化財調査研究所1994
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第1節　建築材について

瀬名遺跡出土の建築材は点数◎種類が豊富であるが、建築遺構からの出土がほとんどなく、水田の畦

畔や河川の堰の出土ということから二次加工を受け、その用途が明確でないものが多い。また、報告を

第一としたために、他の遺跡出土の部材との比較◎検討が十分にできなかった。建築材については出土

例も少なく、今後建築遺構からの出土が増えることによって部材の用途◎組合せ関係も明確となってゆ

くであろう。今後の研究によって建築材の詳細が明らかとなることを期待したい。今回の報告の整理作

業をする中で、建築材を中心とした大型部材において、特徴的な点がいくつかあったので、今後の検討

課題として以下にあげておくことにする。

瀬名遺跡出土の建築材の中には、火を受けて炭化したものが見られた。炭化材は鼠返しに多く見られ、

1点のみ10区35層で他は全て2／3区12層の出土である。いずれも弥生後期～古墳前期のもので、柱状

材の187（1区28層）、190（10区33層）も同じ時期である。この他の時期のものには、弥生中期後菓～弥

生後期初頭の柱状材が1点（柱状材187）、古墳中期の垂木が1点（垂木14）、奈良～平安の扉が1点（扉

4）、奈良～中世の板材が1点（板材238）、平安の柱状材が1点（板材238）がある。これは、木材を切

り出し、加工することが大変な労力を要するために最後まで大事に使うという当時の人々の木材に対す

る考え方を示すとともに、他の木材に比べて強度の劣る焼失材を使用しなければならないほど畦畔を新

設◎補修することが急務であったという状況を示している。また、焼失材◎大型材の運搬を考えると、

瀬名遺跡の水田を耕作した人々の居住域が瀬名遺跡調査範囲から遠くないことを示している。

大型部材は水田の畦畔や河川の堰に転用される際に、二次加工を受け、裁断されているものがほとん

どである。原形を推定する際に弥生時代後期から古墳時代前期の建築部材についてはチョウナ痕が1つ

の鍵となる。即ち、柱材◎横架材などの表面の加工は、最終的にチョウナを使用して表面を平滑に仕上

げるのが一般的で、チョウナ痕の残る部分は元の表面であり、チョウナ痕の見られない部分は二次加工

によって割り取った部分と考えられる。これによって類似する部材を接合した例が、柱状材の19◎20で

ある。19については1つの材を4分割して杭に二次加工したことが判明した。

柱材は上記のように太いものは4分割するなどしている。このようにして原形を推定すると、柱材の

形には断面方形のものと断面円形のものが存在する。幅が15cm前後で、いずれも芯を持たないため、元

の原材料の木材は直径が50cm以上のものと推定される。建築材に使用される木材の樹種はほとんどがス

ギである。柱材の中には高床建物の柱材と思われるものがあり、上部に長いホゾ状の突起を作り出して

いる材も見られる。柱状材の130◎131◎134がこれにあたると思われる。

板材は畦畔の横木や芯材に使用されることもあって、二次加工を受けていないものも見られる。壁板

材と推定されるものの中にはほぼ完形のもの（板材239◎241◎243など）もあり、両端と中央部が薄く削

られ、柱に挟み込まれたことがわかる。これらは最大で2間分であり、3間をこえるものは見つかって

いない。また、2間分といってもその間隔は遺物によって様々であり、一定ではない。

板材の作成方法は、丸太材をミカン割りにしたものを木目に沿って割り剥がし、平滑に

するために側線部をチョウナで削るのが一般的といわれている。瀬名遺跡では木目で割り剥がした板材

の側線部の加工は、内側の側線を2箇所削って断面台形に仕上げるものと、1箇所だけ削って断面平行

四辺形に仕上げるものがある。また、外側と内側をそれぞれ削って薄くするものも見られる。薄く作っ

た側線部には小孔を穿ち、他の部材と重ねて緊縛したと推定される。
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加工に使用した工具は、表面の加工には弥生後期～古墳前期においてチョウナが多用されている。チ

ョウナは幅5－6cmの大型のものと3－4cmのやや小型のものが見られ、やや小型のものが一般的であ

る。切断については幅2。5cm～3。5cmの鋭利な斧痕が板材の二次加工に使用されており、鉄斧が使用され

ていることがわかる。また、矢板の先端などの斜めの切断には丸く窪むチョウナ痕も見られ、チョウナ

も切断に使用されていたことが伺える。穿孔する場合には聖が使用されている。小孔には1cm前後の細

い盤が使用され、四方から聖を打ち込んで穿乱した様子が伺える。やや太きめの穿孔には2cm～3cmの

幅のやや広い聖が使用されたと考えられる。

木材を二次加工などで割り取る際には、木酎こ沿って楔を打ち込み、割れ目を広げて割り取っている

と考えられる。柱状材の89には割った面に楔が残存している。154には楔痕が割った面に残存し、117◎

205◎206などは実際に打ち込んだものの割り剥がさずそのまま畦畔に使用したと考えられる。

上　ミ九ン剖揖　　　2∪　本員こ沿って貰用品がす

喜三

乱∴割り剖がノたものを蕨に加工

王事三幸l三雲≡三軍工　学一

▼ ▼ ▼

二二雲≡≡ミ∴l二孝三≡ミ≧二　＿て∴ナ去≒≡告′

第柑画　板樹の加工過程
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第2節　減名遺跡発掘調査報恩書等の構成と内容

瑠む　瀬名遺跡報告書等の構成

概報　瀬名遺跡昭和61年度発掘調査概報一静活バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘調査－1987

瀬名遺跡一昭和62年度静活バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘調査概報－1988

瀬名遺跡一昭和63年度静活バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘調査概報－1989

瀬名遺跡一平成元年度◎平成2年度静清バイパス（瀬名地区）埋蔵文化財発掘調査概報－1991

合計4冊

本報告　瀬名遺跡‡（遺構編I）3分冊「本文編」「図版編」「遺構図」平成3年度、1992年3月

瀬名遺跡Ⅲ（遺構編Ⅲ）1冊＋付図（別袋）平成4年度、1993年3月

瀬名遺跡m（遺物編I）2分冊「本文編」「図版編」平成5年度、1994年3月

瀬名遺跡‡Ⅴ（自然科学編）1冊　平成6年度、1995年3月

瀬名遺跡Ⅴ（遺物編和の　2分冊「本文編」「図版編」平成7年度、1996年3月

合計9冊＋付図

望。番報告書の内容

瀬名遺跡昭和輝度発掘調査概報一静清武襟パ選（瀬名地区〉埋蔵文偲願魔魔調査－

はじめに：調査に至る経過、調査方法、調査の経過、グリッド配置図

位置と環境

調査の概要：土層（5区1層～8層）

遺構（5区3層水田、5層水田、8層水田、8層直下SRO9）

出土遺物（土器、木製品）

まとめ

瀬名遺跡一昭和紀年度静清♂礪♂濃　瀬名地区　埋蔵文偲財発掘調査槻報－

はじめに◎位置と環境

調査の概要：5区9層～14層

遺跡の概要：5区10層水田、12層水田、13層の遺構（流路◎堰◎掘立柱建物）、14層水田

まとめ：検出された遺構と遺物、遺跡の開始と存続期間

弥生中期の水田跡の検出、遺跡の広がり、水路と堰

瀬名遺跡一喝和鵬年度静清♂噌♂選　瀬名地区　埋蔵文偲財発掘調査概報－

はじめに

遺跡の位置と環境

調査の概要：調査の方法、調査の経過、調査工程表、グリッド配置図

遺跡の概要：基本土層（1区、2／3区、5区、6区、7区）

1区（10層水田、13層水臥16層水臥17b層水田、掘立柱建物、19層水田、自然流

路、22層水田、28層水田、木棺墓、35層）

2／3区（3層水田、6層水臥　8層水田）

6区（5層水田、11層水田）

7区

主要遺構一覧表、主要遺物一覧表（1区、2／3区、5区、6区、7区）

－74－



木簡（1区19層下面出土、「五百原」「西奈」の文字）

木棺（1区29層木棺墓）

普及活動

まとめ：弥生時代中期の水田を確認、木簡と祭祀具の出土

弥生時代未～古墳時代初頭の水田畦畔内部より大量の木製品出土、遺跡の東限

瀬名遺跡一平成元年度◎平成2年度静清♂噌♂鼠　瀬名地区　埋蔵寛偲財発掘調査概報－

はじめに：各区調査年度

位置と環境：静清バイパス埋蔵文化財発掘調査遺跡位置図

調査の概要：調査の方法、グリッド配置図、各区度挿図、調査の経過、平成元年～平成2年調査工

程表、主要遺構一覧（全区）、主要遺物一覧（全区）

遺構の概要：2／3区　00層、1層水臥　摘層水田、16層水田、20層水田）

6区（13層水田、拍層本道状遺構、16層水田、18層水田、19層水田、23a層）

7区（7層水臥　9層本道状遺構、10層水田、12層方形周溝墓群）

8区（6層水臥10a層水田、10b層水田、13層水田、14a層水田、14b層水臥15◎16

層本道状遺構、17a層水田、17b層水臥18層方形周溝墓、20層、21層、22層）

9区（5層、10層水田、13層水田、20層水田、22層水臥25層、自然流路SR14、33層

水田、35層木遺状遺構、37層水田、38層水田、40層水田、姐層方形周溝墓、42

層）

10区（6層水田、9層水田、Ⅲ層水路◎ピット群、14層水田、16層水田、19層水臥

23層水田、26層水田、30b層木遺状遺構、31層水田、33層水田、35層、36層水

田、39層水田、41層）

主な木製品：農具、祭祀遺物等

まとめ：何が発見されたのか（遺構◎遺物）、水田とその変遷

条里型水田の確認と検討（地籍図等からみた表層条里の研究◎静清平野の埋没条里につい

て◎発掘された埋没条里の検討）

瀬名遺跡】遺構編再　審寛編』

調査に至る経過：調査区と担当者一覧

瀬名遺跡の発掘調査：予備調査、1－10区の調査

位置と環境：地理的環境、歴史的環境

調査の概要：調査の方法、調査の経過、各区工程表、主要遺構◎遺物一覧

遺構整理について、グリッド配置図

各調査区で検出された遺構：基本層序、遺構の変遷、水田計測表、水田観察表

瀬名遺跡…　遺構編両

弥生時代中期の水田：中期中葉以前の水田関連遺構、中期後菓段階の水田

弥生時代後期後菓～古墳時代前期の水田跡：弥生時代中期後菓以降の水田

古墳時代前期段階の水田

古墳時代中期の水田

古墳時代後期～奈良時代の水田

平安時代～中近世の水田：平安時代後期以降の水田、近世までの水田

水田跡の構造：水田の土壌、畦畔、区画、水利施設、永田南の足跡∴祭祀的遺構

主要参考文献
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瀬名遺跡の広報普及活動について

瀬名遺跡日用遺物編再　審文編』

調査の方法：調査経過、遺物整理事業の基本方針、遺物整理作業の方法と内容

土器

木製品：木製品の分類、瀬名遺跡出土の木製品、一括出土として扱う木製品

農具、祭祀具、容器、食事具、土木材、

石器：打製石斧、砥石、その他の石製品

その他の出土遺物：金属製品、銭貨

考察：瀬名遺跡出土の弥生式土器、瀬名遺跡の打製石斧について

静岡愚における弥生時代◎古墳時代の木製農耕具、田下駄の形態変遷と機能

遺物の自然科学的分析：

瀬名遺跡出土材の樹種について　　山内　文

瀬名遺跡出土漆器資料の製作技法　　㈲元輿寺文化財研究所　北野信彦

瀬名遺跡出土金属製品の分析結果　　SMMリサーチ住友金属鉱山㈱中央研究所

瀬名遺跡出土の弥生時代人骨　　国立科学博物館人類研究部　山口　敏

遺物観察表

謀名遺墨酎V（顕然科学論）

瀬名遺跡の概要：瀬名遺跡における自然科学的分析、位置と環境

静岡原瀬名遺跡におけるプラントオパール分析　　株式会社古環境研究所

瀬名遺跡の縄文時代後◎晩期以降の古環境変遷　　パリノ◎サーヴェイ株式会社

瀬名遺跡の遺構◎遺物に残存する脂肪の分析　　帯広畜産大学生物資源化学科　中野益男

株式会社ズコーシャ総合科学研究所

分析のまとめ

瀬名遺跡W（遺物編両『本文編」（本書）

瀬名遺跡の概要：調査経過、位置と環境

木製品：建築部材、交通交易関連遺物、その他の木製品

文字資料

自然遺物：動物道春体

瀬名遺跡9区出土の中世頭蓋　　山口　敏

補遺：土製品、石製品、木製品

遺物観察表

分冊のまとめ

遺構番号変更表

持論　瀬名遺跡出土建築材の復原　文化庁　宮本長二郎

第3節　遺構番号の変更について（遺構編の補遺）

瀬名遺跡は調査区により調査年度◎期間が異なり、担当者の入れ替わりも多かったため、遺構番号の

表し方が年度◎担当者により異なった。また、短期間で調査せざるを得なかった調査区では、遺構の状

況により調査の進度に適した遺構番号を設定した。このため遺構整理作業にあたり、遺構番号の重複を

避け、統一性をもった遺構番号とするよう変更を行ない報告書には新番号で表示した。主要遺構につい
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て遺構略号◎調査区◎層位◎層位ごとの番号の順に数字を並べて遺構を表すようにした。例えば5区8

層の自然流路1の場合は、「SR50801」と表す。

この変更で、現地調査の年度に出された概報の遺構番号と報告書の遺構番号が異なっているものがあ

るので、今後、資料を利用する際に確認できるよう以下の表にその対応関係をまとめておいた。変更さ

れなかったものについては従来の遺構番号を使用している。

層位 遺構番号 （旧） 遺構番号 （新）

1 0 層 S K l O l S K l l O O l

S K l O 2 S K l l O O 2

S K l O 3 S K l l O O 3

S K l O 4 S K l l O O 4

S K I O 5 S K l l O O 5

S K l O 6 S K l l O O 6

S K l O 7 S K l l O O 7

1 3 層

！

S K 1 1 4 S K l 1 3 0 1

S K l 1 3 S K 1 1 3 0 2

S K l 1 2 S K l 1 3 0 3

‘s K l l l ．s K l 1 3 0 4

S K l l O S K 1 1 3 0 5

S K l O 9 S K l 1 3 0 6

S K l 1 5 S K l 1 3 0 7

S K l O 8 S K l 1 3 0 8

S K l 1 6 S K l 1 3 0 9

S K l 1 7 S K l 1 3 1 0

1 6 層 l

l

S K l 1 8 S K l 1 6 0 1

S K l 1 9 S K l 1 6 0 2

1 7 b 層 S D l O l S D 1 1 7 b O l

1 7 C 層 l

I

S H l O l S H l 1 7 0 1

S H l O 2 S H l 1 7 0 2

1 9 層 変更な し

2 0 層 S R l O 2 S R 1 2 0 0 1

2 2 層 I

l

l

S D l O 2 S D 1 2 2 0 1

S K 1 2 0 S K 1 2 2 0 1

S K 1 2 1 S K 1 2 2 0 2

S K 1 2 2 S K 1 2 2 0 3

S K 1 2 3 S K 1 2 2 0 4

S K 1 2 4 S K 1 2 2 0 5

S K 1 2 5 S K 1 2 2 0 6

2 8 層 S D l O 3 S D 1 2 8 0 1

S R l O 3 S R 1 2 8 0 1

S K 1 2 6 S K 1 2 8 0 1

S K 1 2 7 S K 1 2 8 0 2

全層位 S R l O l S R 1 － 0 1 1

層位 遺構番号 （旧） 遺構番号 （新）

3 層

l

S K 2 0 1 S K 2 0 3 0 1

S K 2 0 2 S K 2 0 3 0 2

S K 2 0 4 S K 2 0 3 0 3

S K 2 0 3 S K 2 0 3 0 4

S K 3 0 7 S K 2 0 3 0 5

グリッドF 1 3 S 番号な し S K 2 0 3 0 6

6 層 S K 2 1 0 S K 2 0 6 0 1

S K 2 1 1 S K 2 0 6 0 2

S K 2 1 3 S K 2 0 6 0 3

S K 2 1 2 S K 2 0 6 0 4
．　 8 層．S R 2 0 5 S R 2 0 8 0 18 層 iS R 2 0 5 S R 2 0 8 0 1

S D 2 0 1 S D 2 0 8 0 1

グリッ ドC 1 3 S 番号 なし S K 2 0 8 0 1

グリッ ドC 1 4 S 番号 なし S K 2 0 8 0 2

グリッドC 1 4 S 番号 なし S K 2 0 8 0 3

9 層 グリッドE 1 8 N 番号な し S R 2 0 9 0 1

S R 2 0 5 S R 2 0 9 0 2

1 0 層 グリッドE 1 9 N 下層部分 S R 2 1 0 0 1

グリッドE 1 9 N ・E 1 8 N S R 2 1 0 0 2

D 1 8 N l 号堰 1 号堰

E 1 8 S ・D 1 8 N 2 号堰 2 号堰

B 1 9 N 3 号堰 3 号堰

D 1 9 S 4 号堰 4 号堰

1 2 層 グリッ ドF 1 4 S 番号なし S K 2 1 2 0 1

グリッ ドE 1 5 S 番号なし S K 2 1 2 0 2

グリッ ドF 1 4 S 番号なし S K 2 1 2 0 3

グリッ ドD 2 1 N 番号 なし S K 2 1 2 0 4

グリッ ドD 1 8 S 番号 なし S K 2 1 2 0 5

グリッドC 1 8 S 番号 なし S K 2 1 2 0 6

1 4 層 S K 2 1 4 0 1 S K 2 1 4 0 1

S K 2 1 4 0 2 S K 2 1 4 0 2

S K 2 1 4 0 3 S K 2 1 4 0 3

S K 2 1 4 0 4 S K 2 1 4 0 4

S K 2 1 4 0 5 S K 2 1 4 0 5

S K 2 1 4 0 6 S K 2 1 4 0 6

1 6 層

I

S D 2 1 6 0 1 S D 2 1 6 0 1

グリッ ドE 1 6 S 番号なし S K 2 1 6 0 1

グリッ ドF 1 4 S 番号なし S K 2 1 6 0 2

2 0 層 番号 なし S R 2 2 0 0 1

番号 なし S R 2 2 0 0 2

番号な し S X 2 2 0 0 1

番号な し S X 2 2 0 0 2

番号な し S K 2 2 0 0 1

番号な し S K 2 2 0 0 2

番号な し S K 2 2 0 0 3

2 1 層 グリッドE 1 5 S 番号な し S R 2 2 1 0 1

グリッドE 1 5 N 番号な し S R 2 2 1 0 2

グリッドD 1 6 N 番号な し S R 2 2 1 0 3

グリッドD 1 4 N 番号な し S D 2 2 1 0 1

グリッ ドE 1 4 N 番号な し S D 2 2 1 0 1 の下刻

グリッ ドC 1 3 N 番号なし S D 2 2 1 0 1 の下刻
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瀬名遺構番号変更表

5区
層位 遺構番号 （旧） 遺構番号 （新）

3 層 S R O 2 ・S R O 3 S R 5 0 3 0 1

グリッドD 3 0 S 番号な し S K 5 0 3 0 1

5 層 S R O 6 S R 5 0 5 0 1

S R O 2 S R 5 0 5 0 2

グリッ ドG 2 6 番号な し S K 5 0 5 0 1

グリッ ドG 2 7 番号な し S K 5 0 5 0 2

8 層 S R O 7 洪水流痕跡

S R O 8 洪水流痕跡

括 ‾良 0 9 S R 5 0 8 0 1 の残存部

グリッドD 3 3 N 番号なし S K 5 0 8 0 1

1 0 層 S R l O

グリッドF 2 6 番号な し

グリッドD 3 2 番号な し

グリッドD ・E 3 2 番号な し

S K 5 0 1 S K 5 1 0 0 1

S K 5 0 2 S K 5 1 0 0 2

S K 5 0 3 S K 5 1 0 0 3

S K 5 0 4 S K 5 1 0 0 4

S K 5 0 7 S K 5 1 0 0 5

S K 5 0 6 S K 5 1 0 0 6

S K 5 0 5 S K 5 1 0 0 7

グリッドD 3 2 番号なし S K 5 1 0 0 8

グリッドE ・F 2 8 番号なし S K 5 1 0 0 9

1 2 層 番号な し 大区画 S T I

番号なし 大区画 S T Ⅱ

番号な し 大区画S T Ⅲ

グリッドE ・F 2 8 番号なし S R 5 1 2 0 1

グリッドD ・．E ・F 3 2 番号なし S D 5 1 2 0 1

S K 5 1 0 S K 5 1 2 0 1

S K 5 1 1 S K 5 1 2 0 2

S K 5 1 3 S K 5 1 2 0 3

S K 5 1 2 S K 5 1 2 0 4

1 3 層 堰 1 1 号堰

堰 2 2 号堰

堰 3 3 号堰

堰 4 ・堰 5 4 ・5 号堰

グリッ ドD 3 2 番号 なし 導水路

グリッ ドE 3 0 ・3 1 番号な し 栗林

S R O 1 3 S R 5 1 3 0 1

S R O 1 4 S R 5 1 3 0 2

S R O 1 5 S R 5 1 3 0 3

グリッ ドE ・F 2 7 番号 なし S H 5 1 3 0 1

グリッ ドE 2 7 番号な し S H 5 1 3 0 2

1 4 層 グリッ ドE ・F 2 8 番号 なし 浸食痕跡
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層位 遺構番号 （旧） 遺構番号 （新）

5層 S K 5 0 1 S K 6 0 5 0 1

S k 5 0 2北東側 S K 6 0 5 0 2

S K 5 0 2南西側 S K 6 0 5 0 3

S K 5 0 3 S K 6 0 5 0 4

S K 5 0 4 S K 6 0 5 0 5

S K 5 0 5 S K 6 0 5 0 6

S K 5 0 6 S K 6 0 5 0 7

S R 6 0 1 S R 6 0 5 0 1

番号なし S D 6 0 5 0 1

1 1層番号なし S K 6 1 1 0 1

番号なし S K 6 1 1 0 2

番号なし S K 6 1 1 0 3

番号なし S K 6 1 1 0 4

番号なし S K 6 1 1 0 5

番号なし S K 6 1 1 0 6

番号なし S X 6 1 1 0 1

1‾3層番号なし S K 6 1 3 0 1

番号なし S K 6 1 3 0 2

番号なし S K 6 1 3 0 3

番号なし S K 6 1 3 0 4

番号なし S K 6 1 3 0 5

番号なし S K 6 1 3 0 6

番号なし S K 6 1 3 0 7

番号なし S D 6 1 3 0 1

番号なし SX 6 1 3 0 1

1 4層番号なし 木道6 1 3 0 1

番号なし 木道6 1 3 0 2

番号なし 木道6 1 3 0 3

番号なし S X 6 1 3 0 1

1 6層 S K 6 －1 6 －0 1 S K 6 1 6 0 1

S K 6 －1 6－0 2 S K 6 1 6 0 2

S K 6 －1 6 －0 3 S K 6 1 6 0 3

S K 6 －1 6－0 4 S K 6 1 6 0 4

S K 6 －1 6－0 5 S K 6 1 6 0 5

S K 6 －1 6－0 6 S K 6 1 6 0 6

S K 6 －1 6－0 7 S K 6 1 6 0 7

S K 6 －1 6－0 8 S K 6 1 6 0 8

S K 6 －1 6－0 9 S K 6 1 6 0 9

S K 6 －1 6－▼1 0 S K 6 1 6 1 0

S K 6 －1 6－1 1 S K 6 1 6 1 1

S K 6 －1 6－1 2 S K 6 1 6 1 2

S K 6 －1 6－1 3 S K 6 1 6 1 3

S K 6 －1 6－1 4 S K 6 1 6 1 4

S K 6 －1 6－1 5 S K 6 1 6 1 5

S K 6 －16 －1 6 S K 6 1 6 1 6

S K 6 －16 －1 7 S K 6 1 6 1 7

S K 6 －16 －1 8 S K 6 1 6 1 8

S K 6 －1 6 －1 9 S K 6 1 6 1 9

S K 6 －16 －2 0 S K 6 1 6 2 0

S R 1 6 0 1 S R 6 1 6 0 1

番号なし S R 6 1 6 0 2

1 8層 SK 6－1 8 －0 1 S K 6 1 8 0 1

S K 6－1 8 －0 2 S K 6 1 8 0 2

S K 6－1 8 －0 3 S K 6 1 8 0 3

番号なし S K 6 1 8 0 4

番号なし S K 6 1 8 0 5

番号なし S K 6 1 8 0 6

番号なし S K 6 1 8 0 7

1 9層番号なし S K 6 1 9 0 1

番号なし S K 6 1 9 0 2

番号なし S K 6 1 9 0 3

番号なし S X 6 1 9 0 1

2 3 a層番号なし S X 2 3 a O l



7区
層位1 遺構番号 （旧） 遺構番号 （新）

7 層 S D 7 0 1 S D 7 0 7 0 1

S K 7 0 2 S K 7 0 7 0 1

S K 7 0 3 S K 7 0 7 0 2

8 層 S R 7 0 2 S R 7 0 8 0 1

S D 7 0 8 0 1 変更なし

S D 7 0 8 0 2 変更なし

S D 7 0 8 0 3 変更なし

番号なし S K 7 0 8 0 1

番号なし S P 7 0 8 0 2

番号なし S P 7 0 8 0 3

1 0 a 層 番号なし S K 7 1 0 0 1

番号なし S K 7 1 0 0 2

番号なし S K 7 1 0 0 3

番号なし S K 7 1 0 0 4

番号なし S K 7 1 0 0 5

番号なし S K 7 1 0 0 6

番号なし S K 7 1 0 0 7

S R 7 0 2 残部 S R 7 0 8 0 1

1 2 層 i

l

l

番号なし S X 7 1 1 0 1

番号なし S X 7 1 1 0 2

S R 7 0 2 残部 S R 7 0 8 0 1l ．S R 7 0 2 残部 ．S R 7 0 8 0 1 ．

「番号なし S R 7 1 1 0 1

S D 7 － 1 1 － 0 1 S D 7 1 2 0 1

S D 7 － 1 1 － 0 2 S D 7 1 2 0 2

瀬名遺構番号変更表

8区

層位 遺構番号 （旧） 遺構番号 （新）

6 層 S K 6 －0 1 ～ 1 4 番号な し

S X O O l ～ 0 1 1 S X 8 0 6 0 1

8 層 S K 8 － 0 1 ～ 1 1 番号な し

S X O 1 2 （2 0 1 ） S X 8 0 8 0 1

1 0 a 層 S R O O l 浸食痕跡 1

S R O O 2 浸食痕跡 2

S K O O l （1 0 a － 0 1） S K 8 1 0 a O l

S K l O a －0 2 ～2 1 番号な し

1 0 b 層 S K l O b －0 1 S K 8 1 0 b O l

S K l O b －0 2 ′1 2 5 番号なし

1 3 層 S R O O 3 S R 8 1 3 0 1

S K O O 2 （1 3 －0 1） S K 8 1 3 0 1

S K 1 3 －0 2 ～6 2 番号なし

1 4 層 S K 1 4 －0 1 ～ 5 8 番号なし

番号な し S K 8 1 4 a O l

1 5 ・1 6 層 S X O 1 3 S X 8 1 6 0 2

S X O 1 4 S X 8 1 6 0 1

S X O 1 5 木道状遺構

1 7 a 層 S K 1 7 a － 1 0 ～ 1 1 S K 8 1 7 a O l

S K 1 7 a －0 2 ～ 0 4 S K 8 1 7 a O 2

S K 1 7 a －0 1
l

S K 8 1 7 a O 3

S K 1 7 a －0 8 S K 8 1 7 a O 4

S K 1 7 a －0 5 ～0 9 S K 8 1 7 a O 5

S K 1 7 a －0 6 S K 8 1 7 a O 8

S K 1 7 a －1 2 ～2 5 小型の区画の畦畔痕跡

S X O 1 6 番号 なし

S X O 1 7 木樋状木製品

S X O 1 8 番号な し

1 7 b 層 S K 1 7 b － 0 8 ～0 9 S K 8 1 7 b O l

S K 1 7 b － 0 1 ～0 2 S K 8 1 7 b O 2

S K 1 7 b － 0 3 S K 8 1 7 b O 3

S K 1 7 b － 0 4 S K 8 1 7 b O 5

S K 1 7 b － 0 5 S K 8 1 7 b O 3

S K 1 7 b － 0 6 S K 8 1 7 b O 4

S K 1 7 b － 0 7 S K 8 1 7 b O 3

1 8 層 S D O O l （1 8 －0 1 ） S D 8 1 8 0 1

2 0 ～ 2 1 中間層 S D O O 2 ～ 0 0 3 S D 8 2 0 0 1

S D O O 4 番号なし

S D O O 5 S D 8 2 0 0 1

2 1 層 S R O O 4 S R 8 2 1 0 1

S R O O 5 浸食痕跡

S D O O 6 ～0 0 7 S D 8 2 1 0 1

S X O 1 9 S X 8 2 1 0 1

2 2 層　　　 l

l

S D O O 8 ～0 1 6 S D 8 2 2 0 1

S X O 2 0 番号なし

2 4 層 S X O 2 1 番号なし
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9区
層位 遺構番号 （旧） 遺構番号 （新）

5 層 S R O O l S R 9 0 5 0 1

S R O O 2 S R 9 0 5 0 2

S R O O 3 S R 9 0 5 0 3

S R O O 4 S R 9 0 5 0 4

S X O O l 埋礫土坑

S X O O 2 ～ 0 0 5 埋礫土坑群 1

S X O O 6 ～ 0 0 8 埋礫土坑群 2

S X O O 9 畝状遺構 1

S X O l O 畝状遺構 2

l S X O l l i畝状遺構 3

S X O 1 2 畝状遺構 4

S X O 1 3 ～ 1 4 畦畔状遺構

1 3 層 S K 1 6 ・1 8 ・2 0 番号な し

S K 2 1 S K 9 1 3 0 3

S K 2 2 番号な し

S K 2 3 S K 9 1 3 0 2

S K 2 6 番号な し

S K 2 7 S K 9 1 3 0 1

2 0 層 S R O O 6 S R 9 2 0 0 5

S R O O 8 S R 9 2 0 0 4

S R O l O S R 9 2 0 0 3

S R O l l S R 9 2 0 0 1

S R O 1 2 S R 9 2 0 0 2

S K O 4 5 S K 9 2 0 0 1

S X O 1 5 S X 9 2 0 0 2

S X O 1 6 S K 9 2 0 0 3

S E O O l 井戸状遺構

2 2 層 S R O 1 3 S R 9 2 2 0 1

S X O 1 7 杭列 3

S X O 1 8 杭列 1

S X O 1 9 浸食痕跡

S X O 2 0 流域立木群

S X O 2 1 杭列 2

S E O O 2 番号な し

2 5 層 S R O 1 4 S R 9 2 5 0 1

S R O 1 5 S R 9 2 5 0 2

S R O 1 6 S R 9 2 5 0 3

S X O 2 2 堰状杭列

3 3 層

I

l

l

S R O 1 7 S R 9 3 3 0 3

S R O 1 8 S R 9 3 3 0 2 I

S R O 1 9 S R 9 3 3 0 1

S K O 6 6 S K 9 3 3 0 1

S K O 6 8 S K 9 3 3 0 2

S K O 6 9 S K 9 3 3 0 3

3 7 a 層 S R O 2 0 S R 9 3 7 0 1

S K 7 0 番号な し

S K 7 1 ・7 2 S K 9 3 7 0 1

S X O 2 3 S K 9 3 7 0 2

3 8 層 S R O 2 1 S R 9 3 8 0 1

S D O O l S D 9 3 8 0 1

S K 9 7 S K 9 3 8 0 1

S K 9 8 ・9 9 S K 9 3 8 0 2

S K l O O ・1 0 1 S K 9 3 8 0 3

S K l O 2 S K 9 3 8 0 4

4 0 層 S D O O 3 畦畔脇の溝

S K 1 7 6 S K 9 4 0 0 1

S K 1 7 7 S K 9 4 0 0 2

4 1 層 S R O 2 2 S R 9 4 1 0 1

4 2 層

l

I

S R O O 5 S D 9 4 2 0 3

S R O 2 3 S R 9 4 2 0 1

S R O 2 4 S R 9 4 2 0 2

S D O O 2 S D 9 4 2 0 1

S D O O 6 S D 9 4 2 0 2

S D O O 5 S D 9 4 2 0 3

S D O O 4 番号 なし

瀬名遺構番号変更表

10区

層位 遺構番号 （旧） 遺構番号 （新）

6 層 S F O 6 0 6 ～ 0 6 0 8 ノ埋礫土坑群 1

S F O 6 0 9 ・0 6 1 0 ・0 6 1 2 埋 礫土坑群 2

S F O 6 0 1 埋 礫土坑

S K 番号 番号 なし

9 層 S K 番号 番号 なし

1 1 層 S D l l O l S D l O l l O 2

S D l l O 2 浸 食痕跡

S D l l O 3 ・1 1 0 4 S D l O l l O l

S R l l O l S R l O l l O l

1 4 a 層 ls R 1 4 0 1 ～ 1 4 0 3 洪 水流痕跡　　　　 －

S K 番号 番号な し

1 4 b 層 S K 番 号 番号な し

1 6 層 S R 1 6 0 1 浸 食痕跡

S K 1 6 4 3 杭 列

その他の S K 番号 番号 なし

1 9 層 S K 番号 番号 なし

2 3 層 S K 2 3 0 1 S K l O 2 3 0 1

S K 2 3 0 2 ・2 3 3 0 ・2 3 3 1 S K l O 2 3 0 2

S K 2 3 0 3 S K l O 2 3 0 3

S K 2 3 0 5 S K l O 2 3 0 4

S K 2 3 0 8 S K l O 2 3 0 5

S K 2 3 0 7 S K l O 2 3 0 6

S K 2 3 0 4 S K l O 2 3 0 7

S K 2 3 0 9 S K l O 2 3 0 8

S D 2 3 0 1 S D l O 2 3 0 1

2 6 層 S R 2 6 0 1 深 い洪水流痕跡

S K 番号 番号 なし

3 0 b 層 S K 3 0 0 1 S K l O 3 0 b O l

S K 3 0 0 2 S K l O 3 0 b O 2

S K 3 0 0 3 S K l O 3 0 b O 3

3 1 a 層 S K 3 1 a O l S K l O 3 1 a O l

S K 3 1 a O 2 S K l O 3 1 a O 2

S K 3 1 a O 3 S K l O 3 1 a O 3

S K 3 1 a O 4 S K l O 3 1 a O 4

S K 3 1 a O 5 ・0 7 S K l O 3 1 a O 5

S K 3 1 a O 6 番 号な し

S K 3 1 a O 8 S K l O 3 1 a O 6

3 1 b 層 変更な し 変更な し

3 3 層 S R 3 3 0 1 洪水流痕跡

S K 3 3 0 1 S K l O 3 3 0 1

S K 3 3 0 2 ・3 3 0 4 S K l O 3 3 0 2

S K 3 3 0 3 S K l O 3 3 0 3

S K 3 3 0 5 ・3 3 0 6 S K l O 3 3 0 4

S K 3 3 0 7 S K l O 3 3 0 5

S K 3 3 0 8 S K l O 3 3 0 6

S K 3 3 0 9 S K l O 3 3 0 7

S K 3 3 1 0 S K l O 3 3 0 8
3 5 層 S K 3 5 0 1 S K l O 3 5 0 1

S K 3 5 0 2 S K l O 3 5 0 2

S K 3 5 0 3 S K l O 3 5 0 3

S K 3 5 0 4 S K l O 3 5 0 4

S K 3 5 0 5 S K l O 3 5 0 5

S K 3 5 0 6 S K l O 3 5 0 6

S K 3 5 0 7 S K l O 3 5 0 7

3 6 層 lS R 3 6 0 1 洪水流痕跡　　 I

S D 3 6 0 1 S D l O 3 6 0 1 l

S K 3 6 0 1 S K l O 3 6 0 1

S K 3 6 0 2 ・3 6 0 4 S K l O 3 6 0 2

S K 3 6 0 3 S K l O 3 6 0 3

S K 3 6 0 5 S K l O 3 6 0 4

S K 3 6 0 6 S K l O 3 6 0 5

S K 3 6 0 7 S K l O 3 6 0 6

S K 3 6 0 8 S K l O 3 6 0 7

S K 3 6 0 9 S K l O 3 6 0 8

3 9 層 S R 3 9 0 1 上 層の溝 による浸食

S R 3 9 0 2 番 号な し

S D 3 9 0 1 S D l O 3 9 0 1

S K 3 9 0 1 S K l O 3 9 0 1

S K 3 9 0 2 S K l O 3 9 0 2

S K 3 9 0 3 S K l O 3 9 0 3
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第Ⅶ章　特　論

瀬名遺跡山並建築部相の復腰
宮本長二郎

瀬名遺跡出土建築部材は梯子◎鼠返し◎扉◎垂木◎柱◎桁◎棟木◎壁板◎屋根板などの主要部材が揃

っていること、及び時代的にはその多くが弥生時代後期後菓～古墳時代前期の過渡期に当る点で建築史

上に重要な位置を占める資料である。本項ではこれらの建築部材のうち、鼠返し◎棟木の桁⑳板材など

の新知見を示すものについて、その復原的考察と歴史的な評価を加えることにしたい。

∴　総社型高床虐袋の和郎（鼠返言～鋸）

鼠返し1は約3分の一を欠失

しているが、形状を復原すると

90×57。5×4．5cm、短辺の木口側

を円弧に仕上げる。中央に一辺

8。8cmの角梢穴があり、梢穴周辺

部に柱当り痕跡が上下商に残る。

上下面ともに火災による炭化を

受けて、柱当り部分のみ炭化し

ていない状況から、柱は倒壊せ

ずに立ったまま鎮火した様子が

窺える。

柱当り痕跡からこの建物の卓由

部形式を復原すると、鼠返し上

面突起部に径21cmの角柱当り痕

跡、下面には径25cm以上と推定

される円柱当り痕跡がある。角

柱当りは鼠返盤に柱が密着した

衰1　鼠返盤聖」二扁l一覧

材 番 号 時　　　 期 乱　　 径　 cm
l

孔 形 状

8 弥 生 中期 後 9 ．5　 ×　 4 以 上

五 平

方 形

7 弥生 後 期 前 （12 。0） ×　 6 。5

10 〃 （1 1 ．5） ×　 －

1 弥生 後 期 後 ～古 墳 前期 8 。8　 ×　 8 。8

2 〃 （14 ．0） ×　 9 以上 〃

3 〃 7 ．5　 ×　 6 以上 〃

4 〃 1 6 ．0　 × 10以 上 〃

6 〃 （11 。0 ） ×　 9 。5 〃

五 平

9 〃 ×　 8 。5

11 ／／ （9 。5 ） ×　 －

扉 1 弥生 後 期 ～古 墳 前 期 11 ．5　 ×　 6 ．5

5 古墳 中期 ～平 安 前 期 （10 。5） × 11 。5 方形

注）括弧内数値は板の欠損が孔の隅から木の繊維方向に割れたものと

みた推定値。

状態で柱径の実寸法を示してい

るが、円柱は柱頭部の不陸や面取りなどから、柱当りが不整形であり、少なくとも梢径の約3倍とみて

27cm前後の直径を推定できる。

柄穴は角柱と円柱を梢で結合させるためのもので、鼠返盤は角柱と円柱の間に梢を通して挟み込む形

になる。この場合、梢は角柱から造り出し、円柱頭部の梢穴に挿入する。この角柱◎円柱の仕口部分の

横力に耐えるために柏は太く長くする必要があり、円柱梢穴の深さは径の2倍（約18cm）以上、これに

鼠返盤厚（4。5cm）を加えて角柱ヰ内の長さは25～30cm程と推定される。

角柱下面の胴付き部の当りのうち、壁付方向に壁材受けの土居桁仕口痕跡が梢穴の両側に炭化状態で

残る。火災時に壁や土居桁が崩落して、角柱下端部の仕口穴が焼けた状態を示すもので、仕口幅は9cm、

深さは柱梢面までの6cmである。土居桁を角柱下端に大入れにしていたとすると、壁受け材としては幅

が狭いことから、土居桁幅を角柱と同寸法の21cmとして9cm幅の柚を造出し、戊を仕口幅と同寸の9cm

とする五平材であったと考えられる。
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以上のように鼠返盤の痕跡から円柱◎角柱◎土居桁の形状と仕口を復原すると、高床建築の腰まわり

軸部は図1のようになる。

この鼠返盤の年代は弥生時代後期後葉か

ら古墳時代前期である。高床建築には梁間

1間型と総柱型があり、弥生時代から古墳

時代前期にかけて染間口＿間型が全国的に普

及し、総柱型は弥生時代後期に北九州地方

や畿内地方に出現して、古墳時代以後に普

及する。したがって、瀬名遺跡出土の鼠返

盤の時代は、梁間1間型から総柱型への過

渡期にあり、その軸部形式には、それまで

の弥生時代の梁間1間型高床建築にはみら

れない新しい要素を含んでいる。

同じ静岡鼻下の登呂◎山木遺跡の出土建

築材による高床建築の軸部形式は、床下部

の円柱と床上部の角柱を一木で造出し、角

柱を長方形の五平材としてこの角柱の頭部

から鼠返盤、梁行台輪（床材受）、桁行台輪

（壁板受）の順に落し込む形式で、造出柱

式高床建築と称している。

この造出柱式と瀬名遺跡の復原建物を比

較すると、後者では円柱と角柱が二材に分

かれて角柱が正方形断面となり、梁行方向

の台輪材が省略され、桁行方向の台輪は柱

間毎の土居桁に変化する。したがって、床

材は造出柱式では染行台輪上に直接に板等

の床材を桁行に敷くが、瀬名遺跡では土居

桁間に根太を配って桁行に床材を敷くか、

または土居桁に直接に染行方向に床材を敷

園結　線櫨型高床建築軸部構造模式固　　　　　　　　　　くか二通りの形式が考えられる。また、登

呂◎山木遺跡出土の柱材の直径はⅢ～16cmの細い材であるが、瀬名遺跡では上部の角柱梢を受けるため

に円柱径を必要以上に太くしなければならない点と、上記の床材支持方法が発掘遺構平面形式との対応

関係を探る上で重要である。

つまり、瀬名遺跡復原形式を梁間1間型か総柱型のいずれを採用していたかの問題であるが、梁間1間

型の柱は桁まで一木の柱とするのを原則とするのに対して、当形式は柱を床上部と床下部に分け、床下

部円柱（束柱）を太くするなど、古墳時代以後の総柱型高床建築と共通する軸部形式をもっていること

から、この形式は初期的な総柱型であると考えられる。

しかし、この鼠返材を総柱型高床建築（倉庫）の部材と断定するには多少の問題点がある。まず、総

柱型の遺構は弥生時代後期には北九州地方や近畿地方に出現しているため、同時期に静岡鼻下にも総柱

型高床建築が進出していた可能性もある。弥生時代後期後半から古墳時代前期に比定される鼠返盤が弥

生時代にまで遡るか、古墳時代前期に降るかは瀬名遺跡や他の鼻下の遺跡での発掘遺構によって確認し
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なければならない。また、総柱型高床建物の上記のような復原は後世の軸部形式とは台輪を採用しない

点で異なり、他の復原形式の可能性がないかどうか検討の余地はある。

次に、この形式を総柱型として、前後する時期の当遺跡出土鼠返材から、当遺跡における総柱型の出

現時期を探ってみよう。

鼠返材は21点出土し、扉材1も扉材から鼠返材への転用材である。これらのうち中央孔の1辺以上を

残す材は衷1の12点である。孔が完存するもの1◎扉1の2点で、後者は五平材との仕口乱をもつ。他

に明らかに五平形を示す孔は7材で、7材と同時期の10材は乱の一辺を残すのみであるが、その長さは

7材とほぼ等しく同形と考えられる。弥生時代後期後菓～古墳時代前期の1－4◎6と古墳時代中期以

後の5ほいずれも正方形または正方形に近い方形孔である。

以上の例からみて、瀬名遺跡では弥生時代後期前葉までは五平乳であり、同期後菓以後に方形乱が出

現したものとすることができる。したがって、総柱型高床建築の当地方への進出は九州◎近畿地方とほ

ぼ同時期であった可能性を示している。

2位　嬢聾腰襖　複樹　～摘◎柑◎絹）

16枚の板材に共通する形状は、①板材は全て板目材で木表側に手斧で整形した痕跡を残すものは7◎

13材のみで、全体に風化が認められる。②頭部中央の小乱は、1◎4◎5材が2個である以外は中央に

1個である。③下端部の40－50cm部分すなわち、全体の約1／4の表裏に腐蝕差が認められる。④中央部の

木表側には直交する材の当り加工痕跡と、両側緑に2cmXIcm角の小孔がある。これら1対の小孔は直

交材痕跡に対して右側が上、左側が下の位置関係にある。但し、13の14◎16は逆の位置関係にあり、巨

2◎5◎12は片側商欠損のため不明である。⑤材の上部約1／4の両側緑に2cmxIcm角の小孔があり、中

央部の小孔とは異なって左右に並行する。⑥板材の表裏ともに左側綾部を斜に手斧で削り、側端部を尖

らせる手斧痕を残すものが多い。但し、3◎9◎13◎16材は右側綾部を削り、12の木表左側と、3の木

表右側にはこの手斧削りはない。

これらの共通点をまとめると板材をほぼ4等分する位置に小孔、当り、風蝕がある。小孔はそれぞれ

の位置で他の部材と結締するための仕口であり、下端の1／4部分はその風化の状況から屋根茸材としての

葦足を示すものと考えられる。

頭部の小孔はその形状から横架材に板頭部を添え、孔に縄を通して横架材に直接結び付けたものであ

る。上1／4部と中央部の小乱は、隣り合わせの板材同志を結ぶためのもので、板と板の側面を互いに斜め

に殺ぎ落としたと刃刺とする。上部の小孔は板と板を直接に結び合わせ、中央部の小孔はその位置のず

れから、桟を板に添えて、桟と共に樽架けに板と板を結び合わせる。この際に板の木表側の凸面を平に

して桟と板を密着させる調整を行ったのが中央部加工痕である。

下端部の風蝕差を屋根板材としての葦足を示すものとすれば、風蝕差の認められないもの2例（3◎

4）、木表のみ風蝕差のあるもの4例（5～7e12）、表裏に風蝕差のあるもの8例（1◎2◎8－11◎

13◎14）がある。このような風蝕差は上部3／4に板が重なることによって下部1／4に生じることから、屋

根の最上段の葦板材にはこのような風蝕差がなく、3◎4材はこれに相当する。また、表◎裏ともに風

蝕を生じている例は、板茸屋根の場合に一般的にみられる補修技法で、ある程度風蝕が進むと裏返しを

行ったためと考えられる。

板葦工法は、垂木上に木舞を葦足と同間隔（約45cm）に配り、軒先茅負から数えて4本日の本舞に最

下段の屋根板頭部を結え付けて敷並べ、次に5本目の木舞に2段目の屋根板を1段目屋根板合せ目を覆

って敷並べ、最上段屋根板の屋項部合せ目に樋棟を置き、樋棟は棟木と結える。

このようにして屋根を葺いた場合、板と板の合せ目は前記のようにと刃刺として結び合す必要はなく、
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板と板は多少間隔が開いていたものと思われる。個々の屋根材は、風で吹上げられないように屋根上に

押えの石や材木を置くのが近世民家では一般的である。本例の場合は、最下段のみ押え木を下1／4の位置

（9材に当り痕）に置いて木舞に結び付けて屋根板を固定し、2段目以上は屋根の内外に目地が通らず

押木による木舞への固定は無理であるから、丸太や石を置いたものと考えられる　個2）。

ノくタ　 註 ゝ
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図2日　切妻遺版葦應襖断面及囁嚢壁側立面図

したがって板材のと刃刺と小孔用途穴）は次項に記すように、壁板材としての仕口と考えられ、中

央の加工痕は板壁の縦桟または横桟との仕合せ痕跡であるとの解釈が可能である。なお、これらの材と

19◎29◎44◎128◎129は壁板から屋根板への転用材と考えられる。

その他の板材

弥生時代後期後葉から古墳時代前期の板団取り杉板材は、前記の材を含めて両側緑部にと刃刺と目途

穴仕口をもつ点で共通する。壁板材としてのと刃仕口は目地からの風や雨水の屋内への侵入を防ぎ、と

くに横板壁の場合の雨水防止に有効である。ヒ刃仕口が片側のみの場合は壁の端部に位置することを示

し、板の両木口に仕口がない場合は柱や梁に溝を穿って壁板を受ける（図1）。

18◎20◎22－27◎38◎40～42材はと刃仕口に重ねて、必ずしも規則的ではないがほぼ材を3分する位

置に目途穴があり、縦桟や横桟を結えたものと考えられる。22◎23材には木口近くにも目途穴があり、

間柱や縦桟に直接結えたものであろう。

37◎46◎55◎85◎148◎180◎247材は材の一端が約7寸4分勾配に切断され、同勾配の切妻屋根の妻側

横板壁と想定される。但し縦桟との結合を示す目途穴位置が上下に揃わないので全て同一建物のもので

はない（図2）。

3。嶽持柱（柱状材7）

幅13。6cm、高9。6cmの断面台形で、一端は尖頭形に削り、他端は切接する。尖頭端から76cmの位置の両

側面に縄通しのための桟穴があり、切損端部寄りにも側面を切損しているが同様の桟穴痕跡が残り、両

桟穴間は74cmである。またこれらの桟穴の間には8。0×5。5cm角の梢穴があり、切損端部も同様の梢大部

で切損している状況を示し、梢穴を同径とすれば、南柏大間は心々で58cmを測る。

以上のような形状から、この部材は独立棟持柱付き高床建築の棟木材と推定される。すなわち、切損

端部の梢穴は独立棟持柱の柱頭部の梢を受け、桟穴間の梢穴は妻側中央の棟束梢穴とし、桟穴は垂木を
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棟木と緊結するための縄通し穴で、尖頭部端は桟穴間隔とほぼ等しいことから、棟木を杭に転用すると

きに桟穴部分で切断したものと推定される。

垂木間隔を74cmとすると、草葦屋根の平行配置の垂木間隔としては広過ぎるが、妻側のけらば軒に転

びをつけると、軒先の垂木間隔は狭くなるため問題はない。独立棟持柱に近接する垂木から妻側軒先ま

での間隔は切損して不明であるが、棟持柱からの出は20－30cm程と推定される。

この部材を棟木材と想定した理由は二つある。第1の理由は断面台形、と云うよりはむしろ三角形と

云った方が適切である。断面三角形の棟木材の出土例は他に奈良児桜井市纏向遺跡（4世紀）にあるの

みで、例は少ないが、古墳時代の家形埴輪の棟木端部には三角形断面を示すものが5例、最も多い半円

形断面棟木の先端に三角文を施す例も4例あり、三角形断面の棟木の存在した可能性を示している（註

1）。

第2の理由は柱頭梢穴の大きさである。この高床建物が梁間1間型か総柱型かはこの部材だけでは断

定できないが、柄径がかなり太いことから、弥生時代に普及した梁間1間型高床建築の平柵（註2）で

はなく、前記の鼠返盤に依る復原の総柱型高床建築に伴なう梢穴であると考えられる。

この部材の年代は弥生時代後期後某から古墳時代前期にかけてと推定され、纏向遺跡の棟木材（布留

I式期）と同時期かやや遡るものであり、以後の古墳時代に普及する新形式としての位置付けが可能で

ある。

軋　桁樹　櫨状樹柑◎椚　◎椚　◎銅　◎帽～臓　◎柑　⑳相の

衷2は杭等に転用された

角材のうち、材の上面から

側面に縄通しの目途穴をも

つものの一覧表である。い

ずれも目途穴をもつ2両を

残し、他は割面とする例が

多いが、No．10◎197は両側面

を残して幅が明らかであり、

No．119は下面を残して成が

明らかである。他は幅◎成

とも不明であるため括弧付

きの現寸法で表わした。こ

れらの括弧内数値をみると、

幅は6cm台のグループと8

表2　析出達減かギ覧

材番号 時　　　 期 幅　 cm 成　 cm 目途穴 間隔　 cm

10 弥生後期 ～古墳前期 9．6 （5 ．6） 43 ．0

114 古墳前期 （8 。2） （6 。1） 56 ．0

118 ／／ （6 ．1） （5 ．0 ） 43 ．5

119 弥生後期後 ～古墳前期 （5．8） 9 ．6 46 ．0

12 1

122

古 墳前期

〝

（8．0）

（6 。5）

（5 ．0）

（3 ．9）

（5 ．8）

46 ．48

43 ．0

46 ．0123 〃 （6 ．6）

124 ／／ （8 。4 ） （5 。4 ） 61 。0

197 弥生後期後 ～古墳前期 10 ．7 （6 ．1） 35 ．5

198 古墳前期 （7．9） （5 。6 ） 50 ．0

205 〃 （7 ．3 ） （6 ．8）

cm前後のグループに分かれ、

成は5－6cmに集中している。

これらの材は3面を残すものは2材に、2面を残すものはNo。19材のように4材に分割したものと考え

られ、またこれらの実測寸法は最大径を採用していることを考慮すると、6cm台のグループの復原幅は

NoJO◎197材の同様の10cm前後に、8cm前後のグループは15－16cm程と推定される。各材の復原成につい

てもNo．119材と同様の10cm前後と推定される。

したがって、NoJO◎118◎119◎123◎197材はいずれも径10cm前後の正方形断面の角材に、No．114◎121◎

124◎198材は幅15－16cm、成10cm程の断面長方形材に復原できる。

次に材端部の状況や目途穴から材の形状を復原すると、No．10材は上端欠損部は目途穴位置で切断され、
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下端部は柱頭の桶を受ける梢穴位置で切断されたものと考えられ、梢穴は垂木間のほぼ中央にある。

No．114材は両端部切断され、2ヶ所に目途穴が残り、3ヶ所目の団途穴位置から上方は幅が狭くされて

目途穴を残さないが、目途穴を約56cmの等間隔に配置していたことを窺わせる。

No．118材は2ヶ所の目途穴とほぼ同間隔に木釘が残る。No．119材では目途穴は1ヶ所のみであるが、46

cm間隔に木釘痕跡が分割面に残り、118材と同様に目途穴は下端部方向に46cm前後の間隔に配置していた

ものと考えられる。

NoJ21材は2ヶ所に2個ずつの目途穴があり、古い方は46cm間隔、新しい方は上方に6－7cmづれて48

cm間隔を保つ。古い目途穴は恐らく目割れのために側面を削り直し、位置をずらせて新たに目途穴を設

けたものである。なお、北端部寄りには目途穴が無く、木釘痕跡も見当らないが、他の例から木釘は冒

途穴と違って材の中央寄りに設けていることから材の分割によって欠失したものと思われる。

No。122財はちょうど材の分割面に釘穴痕跡を残し、目途穴までの間隔37cmは田途穴間幅43cmよりも狭

い。No．123◎124についても2ヶ所の目途穴と1ヶ所の木釘による構成が考えられるが、ともに木釘痕跡

は分割によって欠失したものと思われる。

Nは197材は下端部が材と直角に整形され、目途穴からの長さは25cmである。2個の目途穴間隔は35。5cm

で、上端部寄りの目途犬は欠失している。残存長106。2cmであるから、桁材であるとすれば、柱梢穴位置

で切断されたものと思われるが、材端部劣化のため柄穴痕跡を残さない。

NoJ98材は下端部に方形穴があり、2ヶ所に目途穴を残し、上端欠損部分寄りの目途穴は削られて残ら

ない。

以上の材の形状から、角材の上面片側寄りから側面にかけて目途穴を設ける例と、材の中軸寄りの木

釘と目途穴を併用する例がある。目途穴間隔および目途穴と木釘穴間隔は表記のように43－50cmに集中

し、最小はNは197の35。5cm、最大はN私124の61。Ocmである。61cm間隔はやや広いが、40～50cmの間隔は草

葦屋根の垂木配置の間隔として妥当であり、桁材である可能性が高い。桁に目途穴を設けた例としては

島根塵松江市上小紋遺跡出土部材の断面円形材があり（註3）、奈良時代には、既に垂木には鉄釘を用い

ているが、垂木に配る屋根木舞は垂木上面に目途穴を穿って木舞を結え、桁下端を目途穴を設けて土壁

下地の横木舞を吊るための縄を通す形でその目途穴技法を受け継いでいる。

しかし、木釘は垂木を打ち通して桁に打ち付けることは不可能である。木釘の位置が材の中軸寄りで

あること、材は全て柾目の方形材で年輪を縦方向に使い、したがって木釘も垂直に打ち込まれているこ

と、そして、目途穴間隔とほぼ等位置にあることから、木釘は材と材を打ち合わせるものではなく、桁

材に深く打込むと同時に桁上面に突出させて垂木結縄のための縄掛りとしたものと考えられる。木材に

孔を穿つことは材の強度を減じ、また、No。121のように目割れを生じることも多いため、2－3本置きに

木釘を用いたものと思われる。

次に桁材としての断面形について検討しよう。上小紋遺跡は弥生時代末期で桁材は断面円形である。

当遺跡では上小紋とほぼ同時期のNは10◎119◎124材が角材であり、その他の古墳時代前期には方形材と

ともに幅と成の割合が3対2の横長の長方形がある。また、登呂遺跡では出土遺材は焼失のため残存し

ないが、五平材の桁によって復原され、同様の桁材は佐賀規唐津市菜畑遺跡の縄文時代晩期（夜白期）

の出土材がある。また、古墳時代家型埴輪では桁の表現は五平材が同中期まで続き、同後期に円形断面

に移行する（註4）。

このように、桁の断面は円形◎方形◎五平形の三種類が弥生時代末期には共存し、瀬名遺跡での方形

断面の出現は新形式としての位置付けが可能であり、方形断面から長方形断面への移行は在来形式であ

る五平形の影響と考えられる。五平桁は奈良時代以後に衰退するが、円形断面の桁は古墳時代後期以後

の主流となり、平安時代に円形断面から方形断面に移行すると云う経過が現存建造物によって実証され
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る。しかし、これに先立つ弥生時代末期において、既に円形断面と方形断面の桁材が共存するとすれば、

少なくとも桁断面からみた建築文化は各形式とも古くから断続的に日本に移入されていたとみることが

でき、ルーツや移入後の地域的分布が今後の大きな課題として残される。

註1）断面三角形棟木を示す家形埴輪は福岡戯申出古墳、京都府内田山2号填、岡山愚月の輪古墳、群

馬愚赤堀茶臼山古墳、和歌山原太谷山2号墳出土の5例。三角文は大阪府高祖り2号填、群馬規

白石稲荷山古墳、赤堀茶臼山古墳（2例）の4例がある。

註2）島根愚松江市上小紋遺跡（弥生後朗）出土桁材に平棉穴があり、建築部材例は少ないが机など家

具調度品に平柏の使用例が多い。

註3）「北総江幹線新設工事桧江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書」島根児教育委員

会、昭和62年3月

註4）拙著「日本原始古代の住居建築」第8章第3節参照。中央公論美術出版、1986年
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囁聴◎櫨磯観察轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囁療◎櫨磯瑠

番

口1テ

登録番号

区

出土層位

出土遺構

法量

（cm）
形　　　　　　　　 態 技　　　　　 法 年代観

実測図版

写真図版

木

取
り

樹

種

1

W　 49 最大長 13．1 平滑な板材を使用 しており、平面形態は長方形を呈 両側面、木 口面は板材に対 して垂直に切 り落とさ 平安～ 上1 追 ス
1　 区 最大幅　 7．9 する。礎石S－012と接する右側面の一部が欠損す る れている　加工痕は南本 日面で確認できるが不明 中世 上1 ギ

17b 層
S H l1701

S P l l

最大厚　 2．9 が、残存状態は良好である。 O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iじ
瞭なものである。 また表面には庄痕が残 る。 柾

目

2

W　 50 最大長 13．7 平滑を板材を使用 してお り、平面形態は正方形に近 両木口面は板材に対 して垂直に切 り落 とされて 平安～ ト2 板

目

ス
1　 区 最大幅 12．9 いと考えられる。1 角が木 目に沿 って欠損するが残 いる。加工痕は両木 口で確認できるが不明瞭なも 中世 1－2 ギ

17b 層

S Ii l170 1

S P ll

最大厚　 2．1 存状態は良好である。 のである。

3

W　 48 最大長 14．7 側面の一方が著 しく肥厚する板材を使用 しており、 両木 口面の加工は粗 く切 り落としただけのもの 平安－ ト3 柾

目

ス
1　 区 最大幅 11．2 平面形態は両木 口面の中央を膨 らませた弧を描 く と考 えられ る。加工痕 は摩滅のため確認で きを 中世 上3 ギ
17b 層

S H l170 1

S P 13

最大厚　 4．3 長方形を呈する。表裏両面とも中央部が両側面に比

べて薄 くなる。

い。表面には庄痕 と考えられる凸凹が残る。

4

W　 47 最大長 15．0 平滑な板材を使用 しており、平面形態は正方形に近 両側面、両木口面は板材に対 して垂直に切 り落と 平安～ 上4 板

目

ス
1　 区

17b 層

S H 1 17 01

S P 14

最大幅 12．1

最大厚　 3．7

い長方形を呈する。右側面 （図面上）がやや肥厚 し、

内轡す る。残存状態は良好である。

されている。加工痕 は摩滅のため確認できない。 中世 14 ギ

5

W　 46 最大長 18．4 端部を丸く加工 し、穴 を穿った厚板材を転用 したも 轡曲する角を有する辺は、転用前に木口面は裏面 平安～ 1－5 板

目

ス
1　 区 最大幅 12．3 の。平面形態は長方形 を呈 し、角 も1角を除いては か ら斜めに刃を入れ、側面は垂直に切 り落とす。 中世 ト5 ギ
17b 層 最大厚　 4．5 ぼ直角である。厚み もほぼ一定である。残存状態は 穴内壁 も転用前に裏面から斜めに刃 を入れて穿
SH l170 1

S P 14

良好である。 つ。木 口、側面とも対辺は転用時の割面である。

加工痕 は両木日面、穴内壁で確認できるが、摩滅

著 しい。

6

l　　　　I

W　 52 最大長 18．7 端部を丸 く加工 し、穴を穿った厚板材を転用したも 両側面を割ってから一方の木 口面 （図面上方）は 平安～ 主6 板

R
仁コ　l

ス
1　 区 最大幅　 9．5 の。平面形態は長方形を里 し、角も1 角を除いては 表か ら斜めに削 りだ し、下方は板材 を垂直に切 り 中世

l

1－6

1

ギ

l

17b 層 最大厚　 4．3

l

ぼ直角である。側面一辺は穴によって一部欠損 して 落とす。穴内壁は木口面下方側が表面から斜 め
S H 11701 いる。穴の周囲が表面側線部で一部段差を持 って削 に、他は垂直に切 り落とす。加工痕は木口左上方

S P 16　　 l られ薄 くなる。　　　　　　　　　　　　　　 lで確認できるが摩滅著 しい。　　　　　　　　 －l IS P 16 l I られ薄 くなる。 lで確認できるが摩滅著 しい。 I I I 日 l　 I

7

W　 45 最大長 18．3 長方形に近い平面形態をとる板材の上部 （図面上） 両木口面は板材を垂直に切 り落 とす。突起部の表 平安～ ト7 板

目

ス
1　 区 最大幅 11．2 の側面を決 り、この決 りと対応する表裏両面を薄 く 面、右側面 （図面上）の板状部 と突起部の境は明 中世 ト7 ギ

17b 層 最大厚　 5．1 削って、バチ形の突起 を造 り出 した材を利用する。 瞭であるが、加工 はきわめて粗い。他の部分では

SH l170 1

S P 2 1

両側面は割損。下部は2 角 ともほぼ直角を呈する。
板状部の横断面は両側面が肥厚 し内湾する。

加工痕は摩滅のため確認できない。

8

W　 44 最大長 15．3 平面形態は、両木 口が中央部 を膨 らませた弧を描 く 両木 口面は板材 に対 してほぼ垂直に切 り落とさ 平安～ 1－8 柾

目

ス
1　 区 最大幅　 8．5 長方形を呈する。板材の断面形は、裏面 と立ち上が れている。加工痕は摩滅のため確認できない。立 中世 上8 ギ

17b 層

S H l1701

S P 22

最大厚　 3．8 り部の辺ではさむ角が鋭角になる三角形 を呈す る。 ち上が りの右側辺には庄痕が見られる。

9

W　 51 最大長 14．0 中央部がやや肥厚する板材を使用 してお り、平面形 両木口面は上方が板材を垂直に、下方は表面か ら 平安～ 上9 柾

目

ス
1　 区 最大幅　 7．9 態は長方形を呈する。両木 口面は下方 （図面上）が 斜めに粗 く切 り落 とす。側面は左方は板材を垂直 中世 ト9 ギ

17b 層

S Ii 1170 1

S P 23

最大厚　 3．1 鋸上になるほど粗 く切 り落とされている。 に切 り、右方は劣化欠損。桂根W O 56と接 した裏

面を中心に広 く庄痕が残 る。

10

W　 40 最大長　 52．7 丸太材に接地部の加工 を施す。側面に加工は見 られ 接地部は向かい合 う2 方向に面をつ くり、端部を 平安～ 上10 芯 イ
1　 区 最大径 10．0 ない。上半部は劣化による欠損が著 しいものの、柱 鋭角的に仕上げる。加工痕は端部へ進む刃痕が明 中世 1－10 持 ヌ
17b 層 穴 より深 く埋没 していた下半部の残存状態は良好 瞭 に残 り、刃先が木部に深 く入 り込むもの もあ ち マ

キSH l170 1

S P 17

である。 る。 材

11

W　 5 6 最大長 18．3 L 字状の平面形を呈する枝を伴 う丸太材の外側の 接地部は辺線から用材の中心に向かって削 り出 平安～ ト11 芯 ク
1　 区 最大径　 20．2 付け根 に径約10cm をはかる接地部の加工を施す。枝 し、端部を鐘状に仕上げる。加工痕は不明瞭であ 中世 1－11 持 ヌ

17b 層 部と幹の内側面に炭化痕が見 られる。全体に乾燥 に る。礎板W 5 1がかぶ さっていた部分には庄痕が見 ち ギ

S H l1701

S P 23

よるひび割れが著 しい。 られる。 材

12

W　 55 最大長 15．3 部分的に樹皮の付着 した丸太材に接地部の加工を 接地部は辺緑か ら用材の中心 に向かって削 り出 平安～ 1－12 芯 コ
1　 区 最大径 13．5 施す。また接地面は建物構築時の圧力を受け、部分 し、その面は中心部が丸みを持って張 り出した形 中世 持 ナ

17b 層

S H l170 2

S P 3 5

的に炭化斑が見 られる。全体的に劣化著 しい。 を呈する。加工痕 は部分的に残るが、不明瞭を も

のである。

ち

材

フ
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礎栃・柱銀2

番

号

登録番号

区
出土層位

出土遺構

法量

（cm）
形　　　　　　　 態 技　　　　　 法 年代観

実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

13

W　 4 1 最大長 19．7 丸太材 に接地部の加工を施す。上半部約2／3が劣化 接地部は向かい合う 2 方 向に面 をつ くり、端部に 平安～ 上13 芯 コ
1　 区 最大径 10．2 欠損 している。接地面は建物構築時の圧力を受け、 角 を持たせて仕上げる。加工痕は辺緑から端部へ 中世 上13 持 ナ

17b 層

S H l170 2

S P 36

部分 的に炭化斑が見 られる。側面の加工は見 られな

い。

進む刃痕が摩滅はしているものの確認できる。 ち

材

フ

14

W　 42 最大長　 73．2 丸太材に接地部の加工 を施す。上半部約 1／2が 劣化 接地部は辺線から用材の中心に向かって削 り出 平安～ ト14 芯 コ
1　 区 最大径 14．2 欠 損 し、下半部の保存状態 も良 くない。上半の欠損 し、中心を通 る稜をもたせて仕上げる。加工痕 は 中世 ト14 持 ナ

17b 層

S H l170 2

S P 3 7

部 全体、接地面約2／3、側面の一部に炭化痕が見 られ

る。

部分的に残 るが、不明瞭なものである。 ち

材

フ

15

W K 1488 最 大 長 16。8 丸太材に接地部の加工を施す。上部は検出面の高さ 接地部は向かい合 う2 方向に面をつ くり、中心 を 弥生中期 2－15 芯 ク

8　 区 最大径 10．8 で劣化欠損しており、保存状態 も良 くない。（側面に 通る稜をもたせて仕上げる。加工痕は辺緑か ら端 ト 15 持 ヌ

24　 層

S P O6 2

付着 する樹皮W 1490 を伴 って出土。） 部へ進む鈍い刃痕が確認で きる。 ち

材

ギ

16

W K 1489 最 大長 12．2 丸太材に接地部の加工を施す。上部は検出面の高さ 接地部は辺緑か ら用材の中心に向かって削 り出 弥生中期 2－16 芯 コ
8　 区 最大径　 9．9 で側面の一部も含めて劣化欠損しており、保存状態 し、端部 を鐘状に仕上げたものと考えられる。加 1－16 持 ナ

24　 層 も良 くない。接地部の中央部に炭化痕が見 られる。 工痕は辺線から端部へ進む深 く鈍 い刃痕が部分 ち フ

S P O64 （側 面に付着する樹皮W 149 1 を伴 って出土。） 的に確認で きる。 材

17

W 4 14 最 大長　 47．5 上 方で二又に枝分かれする丸太材 を半割に加工 し 接地部は辺緑から製材時の割面に向かって斜め 弥生中期 2－17 芯 オ
5　 区 最大径　 20．5 た材に接地部の加工 を施す。上部は　 出面の高さで に切 り落として仕上げる。加工痕は部分的に確認 後半～ 上17 持

13　層

S H 5 1301

柱 穴4

劣化欠損 している。接地面は建物構築時の庄力を受

けている。

できるが不明瞭なものである。 弥生後期

初頭

ち

材

グ
ル

ヽヽ
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1

W 371 163．8 表面、両側面の一部を欠 くもののほぼ完形。板材に足 足かけ部は、上部を水平に削 りだ し、板材 を約4 cm 弥生中期 3－1 板

目

ス
5　 区 36．4 かけ部を4 段造 り出す。上端部、下端部 とも木 口をほ 程残 して下部 をなだ らかに削って造 り出 して い 後葉～ 2－1 ギ

S R 5130 1 10．2 ぼ垂直に切 り落とし、その平面形態は中央部がわずか る。表裏全体に加工痕が見られ、削りはすべて上方 弥生後期

1 号堰

13　層

に膨 らむ弧 を描 く。 から下方へ向かう。裏面に比べて、使用面である表

面の加工痕 は不明瞭である。

初頭

2

W 86 3 146．9 左側面から同下端部の一部を欠 くが、ほぼ完形。板材 足かけ上部は、各段 とも上部をほぼ水平に削 り、板 弥生後期 4－2 板

目

ス

2・3 区 22．9 に足かけ部を4 段造り出す。上端部の平面形態は木口 材を約4 cm ほど残 して下部をなだらかに削って造 前葉 2－2 ギ

S K 2 140 4 9．3 を中央部を膨 らませた弧状 を呈する。下端部は、中央 り出す。加工痕 は表面全体に明瞭に残 り、足かけ下

14　層 に方形の挟 りを入れ、接地部 を造 り出す。下端部 と裏 部の加工が上から下へ刃を進めていたことも確認

面の劣化が著 しい。 （遺構平面図には欠損 してい る左 できる。上端部の木 口付近では裏面にも加工痕 を

側面、左下端部 も記録 されている。取 り上げ時に破損 見ることができる。接地部の加工痕 も明瞭で、その

された可能性大） 断面は最 も凹んだ部分で三角形を呈 し、木 口へ行

くほど漸次的に方形を呈するようになる。 また足

かけ部の加工の後に接地部の加工 を行ったことも

わかる。

3

W 723 6 8．3 2 段残存。板材に足かけ部 を造 り出 したものと考えら 足かけ部は、上部を水平に削り、板材 を約15 cm残 し 弥生後期 4－3 板

目

／－．＼ス
2・3 区 7．6 れる。杭材に転用されたもので上端部は風化のため、 て下部をなだらかに削って造 り出す。加工痕 は1 前葉 2－3 ギ
S K 21402 3．7 右側面は転用時の分割のため欠損、下端部の調整 も折 段目の足かけ部上部 と2 段目の足かけ部で部分的 －ヽ／

14　層 損のため不明である。左側面に調整痕が見られること に残 るが不明瞭なものである。裏面は粗 く調整 し

から、左側辺綾部であると考えられる。特に表面は足

かけ部が剥落するなど劣化が著 しい。

てある。

4

W 258 148．5 表面と左側面の一部を欠 くもののほぼ完形。板材に足 足かけ部は、 1、2 段目は上部 をほぼ水平に、3 、 古墳前期 4－4 板

目

ス
5　 区 16．6 かけ部を4 段造り出す。上端部の木口面は其直に切 り 4 段 目はやや鋭角的に削 りだ し、板材を約 4 －6 2－4 ギ

S K 5 1004 8．7 落 とし、下端部は中央にⅤ字状の挟 りを入れて接地部 cm程残 して下部 をやや角度を急に し、板面との境

10　層 を走り出す。 に稜をつけて削 り出しているようにも見 える。表

面には加工痕は見 られない。上端部の加工 はすべ

て木口からのもので、加工痕は明瞭、その断面は方
形を呈する。下端部の決 りの部分 は表面からのみ

刃を斜めに入れて加工 してお り、加工痕 も明瞭に

残る。両側面、裏面には調整痕等は見 られない。

5

W 7 82 6 1．3 下端部を含めて2 段残存。板材 に足かけ部 を造り出 足かけ部はわずかに残 る左側面部 より上部 をほぼ 古墳前期 4－5 板

目

ス
10　区 20．0 す。上部は足かけ上部の根元か ら割れている。下端部 水平に削 り、板材を約3 －4 cm程残 して下部をな 2－5 ギ

S K lO3 1aO 3 5．4 は中央をⅤ字状に削り出して接地部を造 り出す。全体 だらかに削って造 り出 した もの と考えられる。全

31 層 的に劣化が著 しく、特に表面については、足かけ部が、

2 段 とも現存幅約4／5にわたって剥離欠損 してお り、

段差がかろうじて確認できる程度である。

体にわたって加工痕は確認できない。

－2－
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6

W 520 0 17 1．7 上端部、両側面の一部を欠 くがほぼ完形。板材に足か 足かけ部は、各段 とも上部 をほぼ水平に削った痕 弥生後期 5－6 板

目

ス
6　 区 22．2

7．6

け部を4 段造 り出す。上端部は小 口から約6 cm下方に 跡 しか確認することがで きない。足かけ下部は板 前葉 3－6 ギ

SK 6 1803 約6 cm x 4 cm四方の穴を穿つ （上端部の木口は図面で 材か らの削り込みが確認できず、ゆるい傾斜だけ
18　層 は欠損。遺構平面図には記録 されている。）下端部は木 が確認できる。上端部の穴の内壁 はほぼ垂直であ

口を裏面から斜めに削 り落としていると考えられる。 る。加工痕は、下端部付近で枝の伐採時の痕跡が明
用材には木の節が 目立つ。各段の足かけ部を中心に全

体的に劣化が著 しい。実際の径 は6．9cm。
瞭に残 る他は確認できない。

7

W 1801 2 07．2 7 段残存。根元を2 －3 cm残 して粗 く枝打 ちしただけ 足かけ部は各段とも上部をほぼ水平に削り出して 弥生後期 5－7 板

材

ス
9　 区 25．5 の丸太材に足かけ部を造 り出す。平均段差 との関連か いるが、5 ・6 段 目は手前に行くに従 って外傾化す 後葉～ 3－7 ギ
SK 9380 1 14．5 ら上端部が現存していると判断 したが、端部の形態等 る。板材を5 、6 段目では約10cm、その他の段では 古墳前期
38　層 は不明である。両側面、裏面は劣化による欠損が著 し 約5cm程残 して下部をなだらかに削って造 り出す。

い。下端部の加工 も折損のため不明である。節の集中 横断面は5 、6 段目で半円形、その他の段で長方形
する5 、6 段 目と、その他の段では、平面、断面の各 を呈する。加工痕は、5 ・6 段目で確認できる他は
形態、大きさも大 きく異なる。劣化が極めて著 しく、 摩滅のため不明である。その加工痕 も枝打 ちの面
保存状態 も良 くない。　 実際の径は13．3cm。 と足かけ上部では明瞭な鉄器加工の痕跡が残って

いるのに対 し、足かけ下部の加工痕は、刃が木部に
深 く入 り込むものが見られるが不明

8

W 2700 2 19．2 6 段を有する完形品。丸太材に足かけ部を造 り出す。 足かけ部は、 1 ・2 段 目はやや鋭角的に、その他の 弥生後期 6－8 丸

太

材

イ
ヌ
ガ
ヤ

1　 区 15．6 平面形態は3 段目でやや右方へ湾曲するが、ほぼ真直 段は上部 をほぼ水平に削 り出しているが、各段 と 後葉～ 3－8
SK 1220 2 13．0 に伸びている。上端部の木 口は中央部をわずかに膨ら も手前に行 くに従って外傾化する。丸太材を約3 古墳前期
22　層 ませた弧を描 く。下端部は中央に方形の挟 りを入れて cm程残 し下部をやや角度を急にして明瞭に造り出

接地部を造 り出す。下端部の木 口が劣化 しているのを す。 （表面から見 ると、 1、2 段目の足かけ上部は
除くと残存状態は極めて良好である。実際の径 は12．6

Cmo

両端がやや下方へ湾曲するが、その他の段はほぼ

垂直である。）表面全体に細かい加工痕が明瞭に残

る。上端部は木 口面からのみの加工で、加工痕 も明

瞭に残 り、端部の断面は方形 を呈する。下端部の決

りの部分は、木 口面 を垂直に加工 しているのが確

認できるが、他の面については劣化のため不明で
ある。側面にはわずかに調整痕が見 られるが、裏面

は未加工である。

9

W 24 88 98．4 2 段残存。板材に足かけ部を造り出したものと考えら 足かけ部は、上部を水平に削 り、板材を約20cm残 し 弥生後期 6－9 板

目

ノ－．＼ス
ぎ6　 区 6．4 れる。上端部の肥厚から3 段以上あったことが推測で て下部 を短 くなだ らかに削って造 り出す。特 に上 後菓～ 3－9

SK 6160 1 6．3 きる。杭材に転用されたもので、上端部は杭使用時の 端部が風化 しているため加工痕、調整痕 はやや不 古墳前期
16　層 欠損。右側面にフシが残 るが、両側面は転用時の分割 明瞭である。裏面には部分的に調整痕が見 られる

の際の割面、下端部は左側面に二次加工の痕跡が見ら

れるが、木 口面の加工は不明である。（他の梯子に比べ

て平均段差が低 く、足かけ下部の長さが短い。）

が、摩滅著 しい。

10

W 1372 85．6 2 段残存。板材に足かけ部を造 り出したものと考えら 足かけ部は、上部はほぼ水平に削ったものと考 え 弥生後期 6－10 板

目

／‾－＼
ス
ぎ1　 区 4．4 れる。杭材に転用されたもので、上端部風化欠損。両 られ、板材 を約 5 －8 cm程残 して下部をなだ らか 後菓～ 3－10

S K 122 02

22　層

4．75 側面割面。下端部は丸く丁寧に加工 している。表面、

裏面とも摩滅著 しい。

に削って造 り出す。加工痕 は確認で きない。 古墳前期

11

12

13

14

15

W K 4 24 7 9．5 2 段残存。板材に足かけ部を造 り出す。杭材に転用さ 足かけ部 は2 段 とも上部 を水平に削 り込むが、手 古墳前期

弥生後期

6…11 追

柾

目

板

目

板

目

追

柾

目

板

目

ス
ギ

ス
ギ

ノー．・ヽス
ぎ

ス
ギ

ス
ギ

5　 区 7．2 れたもので、上端部は風化欠損。両側面は転用時の分 前 に行 くに従って外傾化する。板材を約3 ～4 cm 3－11

6－12

S K 5 1006 7．1

65．5

割の際の割面。表面は2 段 目の足かけ下部が二加工に 程残 して下部をなだ らかに削って造 り出す。加工
10　層

W 957

伴 う剥離のため凸凹が著 しい。下端部の加工は二次加 痕は2 段 目の足かけ上部で明瞭に残 り、その他は
工時の ものである。

1 段残存。板材に足かけ部 を造 り出す。杭材に転用 さ

不明瞭である。但 し、二次加工の加工痕は刃先が木

部に深 く入 り込んだ ものが多 く、その範囲は 1段

目足かけ下部下半から下端部、裏面にまで及ぶ。

足かけ部は、上部を水平に削り、板材を約3 cm程残
1　 区 8．7 れたもので、上端部は風化欠損。両側面は転用時の分 して下部をなだらかに削って作り出す。上部、下部 後菓～ 2－12

6－13

S K 1220 3 8．8

59．0

割の際の割面。表面上部約1／2の広範囲にわたって剥 とも加工痕が明瞭に残る。裏面にも調整痕が見 ら 古墳前期

弥生後期

22　層

W K 155 0

離欠損。下端部の加工方法 も折損のため不明である。

実際の径 は8．5cm。

1 段残存。板材に足かけ部を削 り出したと考えられ

れる。

足かけ部は、上部をやや鋭角的に、下部をなだ らか
10　区 5．4 る。杭材に転用 された もので、上端部は打ち込みに に削って造 り出す。上部、下部 ともに加工痕が残 後菓～ 2－13

6－14

S K lO 3504

35　層

7．6 よって摩滅している。下端部は風化欠損。両側面は転

用時の分割の際の割面である。
る。上端部裏面は平滑 に調整している。 古墳前期

W 1310 58．4 1段残存。板材に足かけ部を造り出す。杭材 に転用さ 足かけ上部は水平に削ったものと思われる。上端 弥生後期
2・3 区 6．3 れたもので、上端部から上部表面にかけて、両側面は 部の欠損が著 しいため、加工痕は検出できない。板 後菓～ 2－14

6－15

S K 2120 4 6．4

5 5．3

転用時の分割の際の割面。下端部の加工方法は摩滅の 材を約 3 cm程残 して足かけ下部をなだらかに削 り 古墳前期

弥生後期

12　層

W 996

ため不明。表面の足かけ下部の上方に炭化斑が見られ

る。

1 段残存。板材に足かけ部を造 り出す。杭材に転用さ

出す。下部には細かい加工痕が部分的に見 られる。

裏面には調整痕が見 られる。

足かけ部は、上部を水平に削 り、板材を約4 cm程残
2・3 区 6．9 れた もので、上端部木口から1／3程は風化欠損。両側面 して下部をなだらかに削って造 り出す。足かけ部 後葉～ 2－15
S K 21206 5．5 ま転用時の分割の際の割面。下端部は木口付近 と左側 の上約 1 cmの部分に垂直に刃 を入れたと考 えられ 古墳前期
12　層 面にさらに裏面下部約1／2の範 囲にも二次加工を施 る刃痕が見られる。上端部、下部には加工痕が見 ら

す。上端部が肥厚 し、加工痕 も見えることから、足か れることか ら、原状 は丁寧に調整 していたと考え

け部が2 段以上あったことがわかる。裏面の剥離 も著

しく、原状面はわずかに残る。

られる。

－3－
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16

W K 1558 55．1 1 段残 存。 板材 に足 か け部 を造 り出 した と考 え られ 足 かけ部 は、上 部 をやや 鋭 角的 に下部 をなだ らか 弥生後 期 6－16 板

目

ス

10　 区 5．5 る。杭材 に転用 され た もの で上端部 は風 化欠損 。右 側 に削 って 造 り出す。 上部 には摩 滅 しては い るが加 前葉 2－16 ギ

S K lO36 05 7．6 面 は転 用時の彿 割の 際の創 面。下端部 は右 辺に斜 方向 工痕 を見 る こ とが で き る。 下端 部 の二 次加 工 の痕

36　 層 の二次 加工 を施 す。左側面 に調 整痕 が見 られ るこ とか 跡 は明瞭 に残 る。足 かけ下部 、東 面 は丁 寧に調整 し

ら、梯子材 の左側 辺綾部 と推 定 され る。表面 の足 か け

部 下部 と下端 部 に炭化 斑 が見 られ る。

て い る。

17

W 249 14 8．8 4 段残存 。直径 約 10 cm の比 較的細 い丸 太材 に足 か け部 足 かけ部 は、各段 とも上 部 を水平 に削 り出 し、丸太 古墳 中期 7－17 丸 イ

2・3 区 9 4 を造 り出す　 上端 部　 上部 は 1 段 目の 足か け上 部 の削 材 を約 4 － 5 cm ほ ど残 して 下部 をなだ らかに削 っ 3…17 ヌ

S K 21002 8 ．2
0　　　　　　　　　　　　　ヽ

り込み面 か ら劣化欠損 、下 端部 は木 口を裏面 か ら斜 め て造 り出 す。足 か け上 部 の奥 行 きが丸 太材 の髄 に 太

材

マ
キ

3 号堰 に削 り落 として接地部 を造 り出 す。1 段 目が左 方へ 3 達 し、その 断面 は半円形 を呈す る。加工痕 、調整痕

10　 層 段 目が前 方へ湾 曲 してい る。他 はほぼ垂 直 に伸 び る平

面形 態 を呈す る。全体的 に風化 が著 しく、特 に表面 は

芯髄 が抜 け落 ちてい るな ど残 存状 態 は良 くない。実 際

の径 は7．5cm。

は全体 に わた って確 認で きな い。

18

W lOO 152 ．5 3 段 残存。裏 面 を平 滑 に、両側面 は原木 の形 を生 か し 足か け部 は上部 を ほぼ水 平 に削 り、 丸太 材 を約 3 古 墳 中期 7…18 丸

太

材

ス

2 ・3 区 17 ．7 な が ら若 干 の調整 を施 した丸 太材 に足 か け部 を造 り ～ 6 cm 程 残 して下 部 をな だ らか に削 って造 り出 2 －18 ギ

S R 2 100 1 14 ．9 出 す。最 下段 がや や左 方へ 湾 曲す る平 面形 態 を呈 す す。足 か け上 部の 奥行 きは丸 太 材の髄 の部分 に達

10 層下層 る。上 部は風 化 によ り著 しく欠 損。下端 部 は木 口を裏 し、その断 面は半 円形 を呈す る。加工痕 は2 段 目の

面 か ら斜 方向 に剃 り落 として接 地部 をつ くる。実際 の 足 か け下部 よ り下方 で顕著 に現 れ、特 に最下段 、足

径 は14 ．3 cm 。 かけ下 部で は両側 面 も含 め て明 瞭 に残 る。最 下段

足 か け上 部、下端部 、裏 面 に も加工 痕 が不明 瞭 に残

る。

19

W 278 117．6 残存状 況が 悪 く、16 片に割 れて い る。梯 子の段 は いず 下端 は 直 線 的 に切 られ て お り、 梯 子 の最 下 端 で 弥生 後期 7 －19 柾

目

キ

5　 区 27．2 れ も欠 損 してお l上 痕跡 が3箇 所残 る。段 は35cm 間隔 で あっ た と考 え られ る段 は いず れ も欠 損 して お り、 前葉 4－19 バ
グ

S K 5 1203

12　 層

3．9 作 られて いる。上 部は欠 損。 意 図的 に削 られ た可 能性 が あ る。上部 も切 り落 と

されて い る。表 面 の加工 は残存 状 況 が悪 いた め不

明。

20

W 3175 105．8 半分以上 を欠 損 してい る。段状 の加工 が 3 段見 られ る 右側 面 が直線 的 に切 られ てお り、梯 子の右 側 部分 弥生後 期 7－20 板

目

／－．ヽ
ス

6　 区 10．6 が、い ずれ も突 起が低 く、杭 に加工 したと きに削 られ と考 え られ る。下 端 は両側 面 を 即 って尖 らせ て い 後葉 － 4－20 ギ

S K 6 160 1 4．6 た と考 え られ る。段 は下段 ～中段 が26cm 、中段 ～上段 る ようだが、右 側面 か らの 削 りが鈍 く、初め か ら梯 古墳 前期 ＼－／

16　 層 が22．5cm と不均 等で、本 来 は上 段が上 部 にあ ったが削

られ てい る と考 え られ る。

子 の下端 として加工 されて いた 可能性 が ある。

2 1

W 2 821 12 2．1 段 が 3 段残存 してい る。上 か ら入れ た刃物痕 が残 るた 上 端は裏 面 よ り切 断。下 端 も切 断 の可 能性が あ る。 弥生 中期 8－2 1 板

目

／‾・．＼
ス

1　 区 9．7 め、二 次加 工 で段 を切 り落 とそ うと した と考 え られ 左右 側 面 は割 ってい る。右側 面 は下 よ り切 り込 ん 後菓 4－2 1 ギ
洪水流 内

28　 層

8．7 る。段 の長 さ約39cm 前後 と推定 され る。 で割 ってい る。摩 滅 のため 加工痕 は不 明。裏面 は平

坦 で な く段 の裏 にあ た る部 分 が僅 か に盛 り上 が

る。

　　　）

22

23

24

25

26

W 20 24 84 ．3 表 裏 と もほぼ平 坦 な板 材。正面 のみ上 部、中央部 、下 上端 は両側 面 を削 り、杭の 加工 をす る。下端 は二 次 弥生後 期 8－22 板

目

板

／－‾．、、
ス

6　 区 17 ．0 部 を削 ってお り、梯 子の現 を削 り取 った もの と思 われ 加工 に よ り切断 されて い る。正面 、裏 面 を削 り薄 く 後 菓 ～ 4－22

8－23

ギ

S K 6160 1

16　 層

W K 16 90

4 ．9

76 ．9

る。段 の長 さは推定3 1cm 前後 。

正 面中央 部 に段 の削 りが残存 す る。上 端 と中央 よ りや

なった とこ ろ を切 断す る。左 右 側 面 と も楔 で割 っ

て い る。裏 面 は 目立 つ加 工 が特 にな く木 目で割 っ

た もの。

上端 は切 断。 下端 は欠損 。左 右 側面 は割 られ てい

古墳前期

弥生後期

＼＿＿′

／－‘．・ヽ
ス

10　 区 5 ．2 や 下に段 の痕跡 が残 り、木 目で段 を割 り刺 して いる。 る。 裏面 は全 面チ ョウ ナ痕 あ り。 チ ョウナで 調整 後 菓 ～ 4 －23

8 －24

ギ
S K lO3502

3 5　 層

5 ．1 段 の長 さ3 8．8 cm 。 し、板 状 の梯子 と して作 られ て いる。 古墳前期

＝

　　　）

／－．．＼ス
W K 2 14 4 58．9 上端 と中央 に段 の痕跡 が残 る。段 の長 さ約26cm でや や 上端 は欠損 。下端 は正面 か ら割 り刺 してい る。左側 弥生後期 板

10　 区 6．0 短 めで ある。段 は木 目で割 り刺 してい る。

中央 部 に段 を割 り刺 した痕跡 が残 る。他 の段 は切断 さ

面 は割 ってい るが、右 側 面 は平 坦 で加工 面 の可 能 後 菓 ～ 4 －24

8 －25

ギ

S K lO3503

35　 層

W 15 16

4．2

42．8

性が あ る。裏 面 は劣化 の ため 加工 が 不 明瞭 だが平

坦 に加工 されて いる と思 われ る。

上 端 は杭 と しての加 工 を受 けて いる。下 端 は欠損

古 墳前期

弥生後期

＝

柾

＿ヽ＿／

ス

2 ・3 区 6．6 れ てい るため段 の長 さは不 明で あるが、27 ．2cm が残 存 して い るが 、切 り取 られた可 能性 が ある。両側 面 は 前 菜

弥生後期

4 －25

8 －26

ギ

／．．．ヽ・・、
ス

S K 2 1403 2．7

54．5

す る。厚 さが薄 い部分 で1．6cm しか な く裏面 を割 り剥 木 目で割 り取 られ てい る。正 面 の段 の上 下 はチ ョ

目14　 層 したため と思わ れ る。 ウナ で調整。 裏面 は割 り刺 され た と思 われ る。

S K 午10－371 中央 よ りや や下 に段が残 存す る。他の段 が残存 して い 上 端 は欠損。 下端 は二次加 工で切 断 され てい る。 板

目

7　 区 11．0 な いため、段 の長 さは不 明で ある。厚 さが薄 い部分 で ② 左側 面 は割 ってお り、右 側面 は段 の上 の部 分 か 後 菓～ 4 －26 ギ

S K 7 1003 3．6 1．6 cm しかな く、裏面 を割 り剥 した と思 わ れ、実 際 は ら上 を チ ョウ ナで削 って い る。正 面 の段 の下 の部 古墳 前期 －ヽ／

10　 層 もっ と厚 い板 材 と推 定 され る。 分 に刃 物痕 が多 数残 存。裏 面 は木 目で割 られ て い

る。

－4－
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木
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1

W 1362 56．3 木 口面の一辺を含め、2 角 を有 する。中央部の貰穴が 隆起面は貰穴の周囲を木 目方向に約 5 cm 、木 口方 弥生後期 9－1 板

目

ノ－ヽヽス
W 1369 62．8 ほぼ 完存する。表面は厚板の中央部を残 して周囲を削 向に約 6 cm ほ ど方形 に残 して側面、木 口面 までな 後菓「 5－1 ギ
2・3 区 4．8 り出 して隆起面を造 り出し、さらに正方形と考えられ だらかに削 り出す。木口面の加工については、カー 古墳前期 一ヽ一／

12　 層 る貰穴を穿つ。木口は中央部 を膨 らませた弧を描 く。 ブの強い部分 は裏面を斜めに中心は垂直に切 り落

S K 2 1204 木 口加工面劣化の後、表裏 とも貰穴の周辺の一部を除 としたと考えられるが、劣化、のちに焼損のため不

き著 しく炭化 している。この後、木口加工面を下にし 明である。貫穴内壁は表裏両面から刃 を入れてお

て杭材に転用 したため木 口割面が風化欠損 している。 り、板材に垂直な面 と中央部で突出す る断面形態

（貰穴付近の非焼損面は、表面は木 口側の隆起面の 4 を持つ 面がある。裏面 も貴大の周囲の非焼損面 を

角を含めて全体、裏面は木口側の周辺を丸 く囲んだ形 やや肥厚 させている。両側面は、端部を丸く仕上げ

状を呈する。同区W 13 43 と状 況 は類似する。） る。加工痕は表裏両面の非焼損面に木 目方向の刃

痕がわずかに残 る。

2

W 1343 57．6 中央部 の隆起面、貰穴を含め、 1 角 を有 する。表面は 隆起面は劣化が著 しいため、その範囲は確認でき 弥生後期 10－2 ノーヽ．・、ス
2・3 区 41．4 厚板 の 中央部を残 して周囲 を削 り出 して隆起面 を造 ないが、側面・木 口面までなだらかに削 り出したた 後菓～ 5－2 ギ
12　 層 5．2 り出 し、さらに方形の貴大を穿つ。木口は中央部を膨 ものと考 えられる。木 口面の加工についても劣化、 古墳前期 一ヽ一′′

S K 2 12 04 らませ た弧を描 く。全体的に著 しく炭化 してお り、そ のちに焼損のため不明である。貰穴内壁 は表裏両

の範囲は表裏両面の一部と貿穴内壁以外のすべてに 面から刃を入れて板材に垂直な面 を造 り出す。裏

及ぶ。この後、木 口加工面を下にして杭材に転用 した 面・両側面は平滑に仕上げる。加工痕 は表面非焼損

ため、木日割面が風化欠損している。（貫穴付近の非焼

損面は裏面では貰穴周辺を囲んで円形を呈する。この

形状から柱材を装着 したまま炭化 したものと考え ら

れる。

面に木 目方向の刃痕が明瞭に残る。

3

W 3 897 30．6 木 口面 の一辺を完存 し、 2 角 を有す る。また、貰穴内 木 口面は、板材を垂直に切 り落とした もの と考え 弥生後期 10－3 板

目

ス

6　 区 26．8 壁 の うち、側面側 2 方、木 口側 1方 が残存する。表面 られる。貰穴内壁 もやは り板材 にほぼ垂直な面を 後葉～ 5－3 ギ

16　 層

S K 6 160 9

3．2 は、貰 穴の周囲がやや肥厚しているものの隆起面は確

認できない。木口は中央部を膨 らませた弧を描 くが、

対応す る木口は劣化欠損 している。貰穴の平面形は正
方形と考えられる。 （貴大の大 きさに比して他の資料

より長 さも短 く幅 も狭 い。）全体的にに劣化著 しい。

造 り出 している。加工痕は確認できない。 古墳前期

4

W 28 36 3 1．4 側 面一 辺を完存 し、 2 角 を有 する。また、貰穴の内壁 貰穴内壁は板材をほぼ垂直に切 り落 とす。木 日面 弥生後期 10－4 板

目

ス

10　 区 9 0．4 の うち、側面側 1 方、木 口側 2 方が残 存する。対応す は板材をほぼ垂直に切 り落としているが、一部で 後菓～ 5－4 ギ

35　層 4．4 る側面 は劣化欠損。板材は表面が中央部で木口方向の 角を斜めに削って断面 を丸 く仕上げている部分 も 古墳前期

S K lO350 3 み肥厚 す る材を使用 している。木口面は中央部を膨ら

ませた弧を描いている。全体的に劣化著 しい。（当遺跡

出土の鼠返 しの中で最 も大型の資料である。

ある。表面 ・裏面ともに加工痕は確認できない。

5

W　 54 2 2．2 側 面一 辺を完存 し、2 角 を有 する。対応する側面は劣 隆起面は貰穴の周囲を方形 に残 して造 り出されて 古墳中期 10－5 ス

5　 区 5 1．9 化 欠損。の中央部を残して周囲を削 り出 して隆起面を いるが、これに伴う稜は確認できない。両木 口面 と ～平安 5－5 ギ

8　 層 7：0 造 り出 し、さらに方形の貰穴を穿つ。木目は双方とも 貴大内壁は板材を垂直に切 り落とす。側面 と裏面

中央部を膨らませた弧を描 く。側線部側の隆起面の肩 は平滑に仕上げている。全体にわたって加工痕、調

から側面にかけて炭化痕が見られる。全体的に劣化が

著 しい。（木口面の弧のカーブがなだ らかな点、貫穴の

大 きさに対 して両木口間の長さが短い点、全体的に厚
く作 られている点 といった他の資料 と異なる様相 を

呈 している。）

整痕は確認できない。

6

7

8

W 770 20 ．0 中央 部 の隆起面、貴大を含め、両木口面の一部を有す 隆起面は貴大の周囲を木 目方向に約 8 cm ～11cm 、 弥生後期 1ト6 板

目

板

目

板

目

／－．、、ス
2・3 区 87 ．1 るが、両側綾部を剖損 し角も残存 しない。表面は厚板 木口方向に約 6 cm 方形 に残 して木口までなだらか 後葉～ 5－6

11－7

ギ
12　 層 7．4

22．5

の 中央部 を残 して周囲を削 り出 して隆起面を造 り出 に削り出す。両木口面は劣化が特に著 しい部分で 古墳前期

弥生後期

一ヽ一．′　　（

ス

S K 2 1206

W 1500

し、さ らに木 口側に長辺を有すると考えられる長方形 あるが、板材を垂直に切 り落としたものと考 えら

の貰穴を穿つ。木口の平面形態は中央部を緩やかに膨 れる。貰穴内壁は表裏両面から刃を入れて板材に

らませた弧を描 くものと考えられる。全体的に劣化が ほぼ垂直な面を造 り出す。裏面は平滑に仕上げて

進んでいる。

貴大内壁のうち側面側 1 方 、木 口面側 2 方 とその周囲

いる。加工痕は隆起面の肩に木 目方向の刃痕が部

分的に残る。

隆起面は貫穴の周囲を木 目方向に約 9 －10 cm 、木

2・3 区 66．0 の 隆起面、木 口面の一方の辺の一部が残存する。表面 口方向に7 cm 以 上方 形 に残 して比較的傾斜をもた 前葉

弥生中期

5－7

1上8

ギ
14　 層 5．7

15．6

は厚 板 の中央部を残 して周囲 を削り出 して隆起面 を せて木口まで削 り出 した もの と考えられる。貰穴 ＿ヽ＿／

／－．、、ス

S K 2 14 07

W 1543

造 り出 し、さらに木口側に長辺を有する長方形の貰穴 内壁は板材 を垂直に切 り落 としている。加工痕 は

を穿つ。両側面は割損。平面形態 も表面、木 口面の劣

化のため不明である。莫大、隆起部を除くと劣化が著

しく、全体的に木 口方向に僅かに外轡す る。

下面中央に幅10 cm の穴 が残 る。穴の周囲は幅 20cm にわ

表面 に木目方向の刃痕がわずかに残 る。

上面・下面は割っている。左側面は大部分が欠損 し

2・3 区 86．6 た って正面が僅かに盛 り上がる。左側表面が炭化 して ているが上部が僅かに弧状 に加工されている。右 後菓 6－8 ギ
16　 層 3．7 い る。復元推定幅約90cm 。 側面 は二次加工により杭 として尖る加工 をされて

いる。正面 ・裏面 ともほぼ全面チ ョウナで加工す
る。

’－′
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鼠返し2
番　。

‾亨

登録 番号

区

出土 層位

出土遺 構

法量 （cm ）

全長

幅

厚 さ

形　　　　　　　 態 技　　　　　 法 年代観
実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

9

W 139 4 85 ．2 上面 中央 に幅8．8cm の穴 が残 る。穴 の周 囲 は幅2 6cm に 上 面 ・下面 は割 って い る。右 側面 は僅 か に斜 め に切 弥 生後期 1ト9 板

目

／－ヽ
ス
ぎ

2 ・3 区 1 1．1

3．6

わ たっ て正 面が僅 か に盛 り上 が る。正面 ～下面 の一 部 り落 と して いる。左側 面 は欠損 。正面 ・裏面 とも全 後葉 ～ 6－9
12　 層

S K 2 1204

が炭化 してい る。 復元推 定幅9 7cm 前後 。 面 チ ョウナ加工 。 古墳 前期

10

W 823 13．4 1 角 を含 め た木 口側 の 貰穴 内壁 一 辺 とそれ に伴 う隆 隆起 面 は貴大 の周 囲 を木 目方 向 に約 3 cm 程 厚板 を 弥生後 期 11－10 板

目

ス
ギ10　 区 37．2

5．1

起 面 を有 し、木 一口面 の一部 まで残 存す る。両側面 は割 残 し、上 端、下端 を明瞭 に残 して肩 を直線 的 に削 っ 前葉 6－10

36　 層 損 。表面 は厚板 の 中央 部 を残 して、周囲 を削 り出 して て造 り出す（比高差 約 2 cm 、上 端 か らの削 り込 みの

S K lO3 602 隆起面 を造 り出 し、さ らに貴 大 を穿つ。木 口面の 平面 角 度約 1200）。下 端か ら木 口面 の間 の平 坦 部 は木 口

形 態 は欠 損の ため不 明で あ る。全体 的に保存 状態 も良 面 に進 む につ れて漸 次 的 に肥 厚 す る。木 口面 は裏

好 であ る。 面 か ら表面 に 向か って斜 め に刃 を入れ て切 り落 と

してい る。貫穴 内壁 は、板材 に対 して垂直 な面 を造

り出 して いる。加工痕 は表 面 ・裏 面 と もに明瞭 な刃

痕 が残 る。

11

W 496 45．0

9．8

3．6

大部 分 が欠 損 して い る。左 側 が まっす ぐ切 られ て お 表 裏 とも炭 化 のた め、チ ョウナ に よる加工 は不明 弥生 後期 1ト 11 追

柾

目

／－、
ス
ぎ

2　 区 り、厚 みの あ るこ とか ら、柱 の通 る穴の一 部 と考 え ら であ るが、左側 が厚 くなって お り、何 らかの削 りの 後葉 ～ 6－11
12　 層

S K 2 1204

れ る。右側 は斧状 の工 具 で加工 されて お り、 端 部 で

あ った ようであ る。

加工 はあっ たと思 わ れ る。 古墳 前期

12

W 1398 14．6 大 部分 が欠損 して い る。左側 に向か って厚み が あ り、 表裏 とも炭 化 が著 し くチ ョウ ナ痕 が不 明で あ るが 弥生後期 12－12 板

目

ノ－．＼
ス
ぎ

2 ・3 区 4 2．2 柱 の通 る穴 があ った と考 え られ る。右側 は下部 がや や 一部 に認 め られ るこ とか ら ほぼ全 面 がチ ョウナ で 後 菓 ～ 6 －9
12　 層

S K 21204

4 ．4 丸 味 を帯 び る。端部 に近 い位 置 に一 辺 約 1．5 cm の方 形

孔 が ある。

加工 され ていた と考 え られ る。 古 墳前期

13

W K 13 73 25 ．0 4 分 の 3 以上 が欠損 して いる と考 え られ る。柱 の通 る 一部 にチ ョウナ痕 が 残 り、他 の 部分 も不 明瞭 だ が 弥 生後期 12－13 柾

目

ノー‾．・、
ス
ぎ

W K 13 75 42．8 穴 の痕跡 は認 め られ ないが、右 に向 か って厚 くな って チ ョウナで 加工 した痕 跡 が あ り、表 裏 ほぼ全 面 に 後 菓～ 6－13

W K 138 1

8　 区

17a 層

小 型区画 の

畦 畔痕跡

3．4 い る。3 つ に割 られて いた。 わた って加工 され ていた と考 え られる。 古墳 前期

14

W 1345 23．7 ほぼ全 面炭化 して お り、正面左側 約 17cm の表 面 を削 っ 上 面 は割 ってい る。下面 は炭 化 し、焼 損 してい る。 弥生後期 12－14 板

目

／‾．・・、
ス
ぎ

2 ・3 区 5 5．3 てい る。 右側 面 は正面 ・裏 面 か ら斧 状 の工具 で 弧 を描 くよ 後 菓 ～ 6－14
12　 層

S K 21204

3．6 右側 緑 の裏側 を幅 15 cm にわた って削 り、僅 かに薄 くす

る。

うに切 断 してい る。左 側面 は欠損。 正面 ・裏 面 と も

木 目で割 り、チ ョウナ で調 整 す る。

古 墳前期

15

W 13 66 28 ．4 正面 右側緑 部 の表 面 が炭化。他 も所 々斑 点状 に焦 げて 上 面 は平坦 に加工 され、右 端 が 少 し右 側 面側 に下 弥 生後期 12－15 　　（
ス
ぎ

2・3 区 58 ．7 い る。裏面 は全 面炭化 。左側 は欠損 してい る。 が るよ うに削 られ てい る。下 面 は左側 が 14cm 欠損 後 葉～ 6－15
12　 層

S K 2 1204

3．2 し、 そこか ら孔痕 と思 わ れ る幅 8 cm の平坦 な面が

あ り、右 側 は割 り剥 され てい る。右 側面 は弧 を描 く

よ うに切 断 されて いる。正面 ・裏 面 と もにチ ョウナ

で表面 を加工 する。

古墳 前期

16

17

18

19

20

21

SK 7－10－414 14．8 3 分 の 2 程度 が欠 損 して い る と考 え られ る。左 に向 表 裏 と もチ ョウ ナで 削 って い る。 いず れ も左 か ら 弥生後期 12－16 板

目

追

柾

目

板

目

板

目

板

目

板

目

ノ－、
ス
ぎ

／－‘＼ス
ぎ

ノ－＼
ス
ぎ

／－．・、
ス
ぎ

ス
ギ

／‾‘＼
ス
ぎ

429 6 6．1 かっ て厚 くなって い る。左 端 に削 り込んで薄 くなる部 右へ の 加工 であ る。右 端 と側 面 もチ ョウナ状 の 加 後 葉 ～ 6－16

13 －17

7　 区

10　 層

S K 7100 3

W 13 91

3．3

17 ．8

分 が ある。

正面 は左 2／3が 、裏 面 ～上 面 は右 1／2 が炭化 す る。穴 の

工 が見 られ る。 左の 薄 くな る部 分 は何 回 も刃 を入

れ た痕 が残 る。

上面 は平坦 で加 工 され て い る と思 われ る。下 面 は

古墳前期

弥 生後期

2・3 区 75．4 痕跡 は残 存 していな い。左側 は欠損 してい る。

正面右 下部 の表面 が炭化 して い る。

割れ てい る。 後 菓～ 6 －17

13－18

12　 層

SK 21204

3．4 右 側面 は弧状 に加工 してい る。 正面 ・裏 面 と も全面

チ ョウナで加工 す る。

古墳 前期

W K 200 7 21．4 上 面 は目立 つ加工 痕 は ない が、平 坦 に加工 されて 弥生後 期
10　 区 56．1 左 側 欠損。 穴痕跡 は残存 して いな い。

3／4 近 くが欠損 して い ると思 われ る。左右 と も端部 は

い ると思 われ る。下 面 は割 られて い る。右 側面 は弧 後菓 ～ 6－18

13－19

35　 層

S K lO3 503

W 2185

3．3

56 ．7

状 に加工 し、正 面 を削 り僅 か に薄 くす る。正面 はほ

ぼ 全面 をチ ョウナで加工 し、裏 面 は木 目で割 り、一

部 をチ ョウナで 加工す る。

表 ・裏 ともチ ョウナで削 られ て いる。チ ョウナ はい

古墳 前期

弥生後期

6　 区 26 ．8 薄 く削 り、左 上 は斜め に切 り落 とされて お り、矢板 と ずれ も左端 か ら右 に向 かっ て削 ってい る。

表 面 が炭化 して いて不 明瞭 だ が、 全面 にチ ョウナ

後 葉 ～ 6－19

13－2 0

16　 層 4 ．5 して二次 加工 され てい る。 古 墳前期

W 135 2 3 1．0 4 分 の 3 程 度 が欠損 してい る と思 われ る。右側 面 は丸 弥生 後期

2 ・3 区 62．8 味 を帯び て加工 され、下端 は直線 的 に切 る。左上 部 に 加工 が あった と考 え られ る。 一 部 にチ ョウナ痕 が 後葉 ～ 6－2 0

13－2 1

12　 層

S K 2 1204

3．7 柱 を通す穴痕 とその周 辺の厚 みの ある部分 が残 る。 見 られ る。裏 もほぼ全 面 にチ ョウナ痕 が見 られ る。 古墳 前期

W K 386 9．6 上 部右側 に幅19．5cm にわ た り盛 り上 が ってお り、穴の 上 面 ・下面 は割 って いる。右側 面 は二次 加工 で杭 と 古墳 前期

5　 区 6 9．4 周 囲の盛 り上 が り部分 と思 わ れる。 して尖 らせ て いる。正 面 の加工 痕 は不 明瞭 だ が、 6－2 1

10　 層

S K 5 1006

3．2 左側 は欠損 して いる。 チ ョウ ナ で 削 って い る と思 わ れ る。裏 面 は 全 面

チ ョウナ で加工 す る。
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扉観察轟
番

目写

登録番号

区

出土層位
出土遺構

法量

（cm）
形　　　　　　　　 態 技　　　　　 法 年代観

実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

1

W 3 057 最大長　 68．4 下半部のみ残存 し、上半部 は風化欠損。平滑な板材 木口面は板材を垂直に切った後、裏面から斜めに 弥生後期 14－1 板

目

ス
10　区 最大幅　 54．7 を使用し、左下部の角から 2 cm程内側に入った部分 刃を入れて加工するが、軸部両角に進むにつれて ～古墳前 7－1 ギ

35　層 最大厚　 4．7 に軸を造 り出す。両角はほぼ直角に切 り落 とし、木 この加工痕は消えてゆ く。両側面、中央の孔 も板 期

S K lO350 3 口側は中央部を緩やかに外攣させ る。板材の中央部 材を垂直に切 り落 とす。軸上の孔は表裏両面から

には約6．5cm x lOcm、軸 より約 12 cm上方には 1 cm x 斜めに刃を入れ、その断面形は三角形 を呈する。

4 cm程の孔を穿つ。 加工痕は裏木 口面 と両孔内壁はきわめて明瞭。両

面には調整痕 も残る。また軸上の孔の直下には木
部に斜方向に深 く入った鋭い刃痕が横一列 に並

ぶ。

2

W 8045 最大長 115．9 ほぼ完存するが、上木 口面、左側面付近の劣化が著 下木口面孔内壁 は板材を垂直に切 り落 とす。軸部 古墳中期 14－2 板 ス

6　 区 最大幅　 30．3 しい。平滑な板材を使用し、右下部の角に軸を造 り は根元をやや細く造 り出す。使用による摩滅のせ 7－2 ギ

14　層 最大厚　 3．7 出す。下木口面は軸から維れるにつれてやや下方へ いか、断面形は円形をし、端部 も丸 くなる。表面、

＝本道

6 14 01

傾 く。右上部には約 3 cm x 2 cm程の孔を穿つ。 裏面に木 目方向の調整痕が部分的に残る。

3

W 1530 最大長　 74．1 左側面、軸端部が劣化欠損 しているもののほぼ完 軸部から木 口面 にかけては両辺 とも板材 を垂直 奈良～ 15…3 板

目

ス
9　 区 最大幅　 27．4 存。平滑な板材を使用 し、右側面の上下両角に軸を に切 り落 とす。軸部の断面形 は両方とも隅丸正方 中世 7－3 ギ

33　層 最大厚　 4．6 造 り出す。平面形態は上木口面は軸から離れるにつ 形を呈する。左方中央部の凹みの内壁は、両辺 と

S R 18に れて下方へ傾き、下木 口面 はほぼ其直 に切 り落 と も板材に対 して垂直に刃を入れて用材 を挟 り出

対応 す。軸は上下方ともほぼ同 じ太 さを呈する。また、 す。裏面に若干の調整痕が見えるが、加工痕は摩

S R 93302 左側緑の中央部には約 10 cm x 2 cm角、深さ約 1 cm程

の凹みを有する。軸端部、両木 口面は劣化著 しい。

減のため確認で きない。

4

W 327 最大長 106．1 ほぼ完存。平滑な板材を使用 し、左側面の上下両方 木口面は上、下方 ともに、右方を軸端部より低い 奈良～ 15－4 板

目

ス
10　区 最大幅　 3 0．7 に軸を造 り出す。上木口面 は方形、下木口面は三角 位置で、板材を垂直に切 り落とした後、上方は四 平安 7－4 ギ

23　層 最大厚　 4．7 形の決 りを入れて軸部を造り出し、上下とも右方は 角形に、下方は三角形 に、表裏両面から斜めに刃

SD lO 230 1 木目に対 して垂直に加工する。右側面は上方の角を を入れて加工する。両軸部の長 さはほぼ等 しい

やや鋭角的に仕上げ、中央 よりやや上の部分で両木 が、幅は上軸の方が太い。ともに使用によって摩

口に対 して平行な段差をつけ、下部の幅を狭めて削 滅 してお り、その断面形態は上軸が隅丸方形、下

り出す。中央部には6 cm x 2 cm程の不整形な凹みを 軸が円形を呈し、軸端部も丸くなる。また両軸と

有す る。右側面下方 には部分的に炭化痕 が見 られ も付け根の部分の幅が端部よりも細 くなる。両側

る。卓由端部が摩滅しているものの、保存状態は良好 面 は板材を垂直に切 り落 とす。中央部の凹みの加

である。 工痕は明瞭であるが不規則である。また両木 口に

も加工痕が確認できるが、摩滅著 しい。表面、両
側面には調整痕が確認できる。

5

W 169 最大長　 93．5 右半分のみ残存。表面の平滑な板材の右下部の角に 下木口面、孔内壁は板材 を垂直に切 り落とす。下 古墳中期 15－5 板 ／－．’－．．・ヽス
5　 区 最大幅 15．1 軸を造 り出す。平面形は側面、両木 口面 ともに其直 車由は断面形が隅丸方形 を里 し、端部が丸くなって ～平安 7－5 ギ
8層水田内 最大厚　 2．9 の長方形を呈すると考えられる。右上部には約 2 cm いるなど平面形態 も含めて摩滅の影響を受けて

目
－ヽ／

角の孔を穿つ。上木 口面、裏面 を中心に劣化著 しい。 いる。加工痕は確認できない。

6

7

W 45 5 最大長　 85．7 右側が欠損。左下に長さ 8 cm、断面が 2 cm x 3 cmの 左側面に目立つ加工なし。正面はチョウナで加工 弥生後期 16－6 板 　　　（ス
2・3 区 最大幅　 26．2 方形状の回転軸がある。左上の軸に当たる部分は上 するが、裏面は目立つ加工痕なし。溝は正面から 後菓～ 7－6

16－7

ギ
12　層

S K 21204

W 49 1

最大厚　 4．6

最大長　 98．4

と左側面から切られている。上部と下部に横長の溝

を穿ち裏まで貫通 している。

やや薄い板材。左下に長さ 5 cmの回転軸の突起があ

穿つ。

上端は緩 くカーブする。正面・裏面 ともチョウナ

古墳前期

弥生後期

＝

板

－ヽ／

／－‾．・ヽス
2・3 区 最大幅 17．2 るが、断面が 2 cm x 4．5cmで軸 としては扁平である。 で加工。 後真一 7－7 ギ
12　層

SK 21204

最大厚　 2．5 左側上部を欠損。右側 も欠損と考 えられる。上部左

側緑部 に孔を穿っていたと思われる痕跡あり。

古墳前期

自

　　　）

－7－



垂木観察轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂寒瑠
番　。

写

登録 番号

区
法 量 （cm ）

最 大長 形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 上 端の加工

② 下 端の加工 年 代観
実測図版

木

取

り

樹

出土 遺構

出土 層位
最 大径 ③ その他

写真 図版
種

1

W 482 603 ．0 6 m の長 大 な丸太材。 下端 は漸 次細 くな る。 ① 周 囲を削 り込ん で、丸 味の あ る頭 を作 り出す。正 古墳 中期 17－1 芯

持

ち

材

イ
8　 区

木 道状遺 構

15 層直上

9 ．5 面 を上 と下 か らⅤ字状 に大 き く切 り込 ん で決 りを

作 る。 先端 は周囲 を削 って尖 らせ る。

② 先端裏 面 を下に向 かって斜 め に切 り落 とす 。

8－1 ヌ

マ
キ
属

2

W 480 603．0 6 m の長大 な丸太 材。太 さは上 下 と もほぼ一 定。 ①斜 め上 と正 面 か ら切 り欠 く。正面 はかな り垂 直 古墳 中期 17－2 芯

持

ち

材

イ

8　 区

木遺 状遺構

15　 層

8．8 に切 り込 んで い る。 先端 は両 側面 を削 って 尖 らせ

る。

② 先 端 は正 面 と裏 面 か ら斜 め に切 るが鈍 角 で あ

る。

8－2 ヌ

マ
キ

属

3

W 50 2 5 94．0 6 m 近 い長大 な丸太 材。太 さは上下 ともほぼ一 定。や ①上 か らか な り緩 い Ⅴ字状 に切 り欠 く。切 り口は 古 墳 中期 17－3 芯

持

ち

材

イ
8　 区

木道状 遺構

15層 直上

10．5 や 轡曲 す る。 か な り曲面 的で あ る。 先端 は 両側面 か ら削 って尖

らせ る。

②裏側 を下 に向か って斜 めに切 り落 とす。

8 －3 ヌ

マ
キ
属

4

W 484 437 ．0 太 さは上 下 と もほぼ一 定。 ① 斜 め上 と正面 か ら切 り欠 く。正 面 は垂直 に切 り 古墳 中期 17－4 芯

持

ち

材

イ

8　 区

本 道状遺 構

15　 層

8 ．6 込む。挟 りの部分 は側 面 と裏 面 を 6 方 向か ら削 り、

頭 を作 り出 す。先 端は裏 を斜 め に切 り落 と し、正面

も少 し削 る。

② ほぼ 平坦 に切 り落 とす。

8－4 ヌ
マ
キ
属

5

W 1597 408．8 細 い丸太 材 で 5 片 に割れ て い る。 中央 でやや 轡 曲す

る。

① 斜め上 か ら切 り込 み、三 角形状 に決 りを作 る。先 古墳 中期 17－5 芯

持

ち

材

イ

6　 区

木遺 61403

14　 層

5．1 端 は正面 と裏面 を下 か ら削 って尖 らせ る。

②裏 面 を斜 め に切 り落 とす。 下端 角度480。

9－5 ヌ

マ
キ
属

6

W 28 7 27 6．3 下部 がや や轡 曲 した丸 太材 。太 さ は上 下 ともほぼ 一 ①斜 め上 か ら切 り込ん で三 角形 状 に切 り欠 く。 先 古 墳 中期 18－6 芯

持

ち

材

イ

ヌ

マ
キ
属

2 ・3 区

S R 2100 1

4 号堰

10　 層

7．6 定 。上端 の風 化が著 しい。 端 は劣化 の ため不 明瞭 だが、 裏 面 と正面 を斜 め に

削 って尖 らせて いる。

②正 面か ら230の角度 で斜 めに切 る。

9－6

7

W 266 273 ．0 下 部が やや 轡 曲 した丸太 材。 太 さは上 下 と もほぼ一

定。

① 正面 、両側 面 の 3 方向 か ら先端 に向け て削 り尖 古墳 中期 181 芯

持

ち

材

イ

ヌ

マ
キ

属

2 ・3 区

S R 2 10 01

1 号堰

10　 層

8 ．0 らせ てい る。

② 下端 は先 端が 劣化 の ため不 明 瞭だ が、 自然 に細

くな ってお り、 目立 った加工 は見 られ ない。

9－7

8

W 248 255．0 下部 が細 くな る丸 太材。 ① 正面 を 2 方向 か ら先端 に向 か って尖 らせ る よ う 古墳 中期 18－8 芯

持

ち

材

イ

ヌ

マ
キ
属

2 ・3 区

S R 2100 1

1 号 堰

10　 層

8．0 に削 る。 中央 に上 か ら削 りを いれ て小 さな決 りを

つ け る。 先端部 は裏 か らも削 る。
② 片方 の側面 を2 方向 か ら削 り、鋭 く尖 らせ て い

る。

9－8

9

W 2 18 （247 ．5 ） 両 端が 欠損。 ほぼ真 直 にのび る丸太材。 （》7 方向 か ら削 りエ ンピツ状 に尖 らせ る。 古 墳 中期 18－9 芯

持

ち

材

イ

ヌ

マ
キ

属

2 ・3 区

S R 2 100 1

2 号堰

10　 層

7．5 ②欠 損の ため不 明。 10 －9

10

W 205 245 ．0 下部 が細 くなる丸太材 。 ① 斜 め上 と正面 か ら切 り込ん で三 角形 状 に切 り欠 古 墳中期 19－10 芯

持

ち

材

イ

ヌ

マ
キ
属

2 ・3 区

S R 2 10 01

1 号堰

10　 層

8 ．5 い た と考 え られ、 さ らに正面 と側 面 を削 って 先端

を鋭 く尖 らせ る。

② ェ ン ピッ状 に周 囲を削 って尖 らせ る。

10－10

11

12

13

W 337 243．0 弓状 に轡 曲 す る細 い丸太 材。太 さは上 下 と もほぼ一 ① 正面上 端 か ら斜 め下 に切 り込 ん で三 角形 に切 り 平安

古 墳 ～

19－11 芯

持

ち

材

芯

持

ち

材

芯

持

ち

材

イ

ヌ

マ
キ

属

イ

ヌ

マ
キ
属

イ

ヌ

マ
キ
属

10　 区

2 1 層

W 854

4．6

24 1．8

定。 中央部 の風化 が著 しい。

節 の部分 か らやや轡 曲す る丸太 材。太 さは上 下 と もほ

欠 く。上 端 は正面 と裏 面 か ら上 に向 かって 尖 る よ

うに削 る。

② 下か ら上 に向けて斜 め に切 る。

③表 皮 の下の甘 皮が残 る丸太 材。

①上 と正 面 か ら断 面の 2 分 の 1 を切 り欠 く。先 端

10－11

19－12
7　 区

S R 7 080 1

2 号堰

8　 層

W 180 1

5．0

240 ．8

ぼ 一定。

正面 中央 部 を面 取 りして いる。下 部で 2 片 に割 れ てい

る。

は上 か ら裏 面 に向か って斜め に切 り落 とす。

②劣 化の ため不 明

③表 皮の下 の甘皮 が残 る丸太材

①正面 を上 と下 か ら緩 いⅤ 字状 に切 り欠 く。 先端

奈 良

古 墳中期

10－12

20 －13
2 ・3 区

9　 層

8 ．8 は上 か ら裏 と正面 に向か って斜 め に削 る。

② 劣化 の ため不 明瞭 だ が周 囲 を削 ってエ ン ピツ状

に尖 らせ る。刃 が木部 に深 く入 り込む ものが 見 ら

れ るが 不明瞭 な もので ある。

③ 正面 のみ平坦 に面取 り して いる。

11－13

…8－



垂木2

番

号

登録番号

区
出土遺構

出土層位

法量（cm）

最大長

最大径

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ①上端の加工
②下端の加工

③その他

年代観
実測図版

写真図版

木
取

り

樹

種

14

W 247 235．5 弓状に轡曲する。太 さは上下ともほぼ一定。表面が全 ①周囲を削って丸味のある頭 を作 り出す。頸部は 古墳中期 20－14 芯 イ

2e3 区

SR 2 10 01

下層

1 号堰
10　層

10．0 体的に炭化 している。 全体的に細 くなるように削 り、決 りの部分がよく

わからない。先端は正面 を斜めに切 り、裏面や側面

からも削って丸味をつけている。

② 3 －4 方向から削 る。

11－14 持

ち

材

ヌ
マ
キ
属

15

W 222 237．5 やや弓状に轡曲す る。上下は欠損のため不明だが、太 （丑欠損のため不明。 古墳中期 20－15 芯 イ

2e3 区

SR 2 100 1

2 号堰

10　層

15．0 さはほぼ同 じで一部を縦方向に削っている。 ②欠損のため不明。一部縦方向に削って面 を取っ

ている。

11－15 持

ち

材

ヌ
マ
キ
属

16

W 860 （219．1） わずかに弓状に攣曲する。太さは上下 ともにほぼ一 ①上と正面から斜めに切 り込み緩いⅤ字状に切 り 古墳後期 21－16 芯 イ

7　 区

SR 7080 1

2 号堰
8　 層

5．5 定。 欠 く。先端は上から両側面に向かって斜めに切 り

落 とす。

②劣化 と欠損のため不明
③表皮の下の甘皮が残 る丸太材。

～奈良 11－16 持
ち

材

ヌ
マ
キ
属

17

l

W 85 1 208．6 中央部がやや轡曲する。太 さは上下 ともほぼ一定。 ①上 と正面から斜めに切 り込み、緩 いⅤ字状 に切 古墳後期 2ト17 芯 イ

7　 区

SR 7080 1

2 号堰

18　 層

7．0 り欠く。先端は両側面 を削る。

②劣化 して不明瞭であるが平坦に切 っていたよう

である。
③表皮の甘皮が残る丸太材。

～奈良 1ト17 持

ち

材

ヌ
マ
キ
属

18

W 22 7 （198．5） 太さは上下ともほぼ一定。下線部の劣化が著 しい。 （彰斜め上 と正面から切 り込み、Ⅴ字状に切 り欠 く。 古墳中期 2上18 芯 イ

2・3 区

SR 2100 1

2 号堰

10　層

7．0 決 りの側面をさらに面取 りしている。先端は正面、

裏面、両側面を削って尖らせ る。

（訂欠損のため不明。

12－18 持
ち

材

ヌ
マ
キ
属

19

W 12 23 185．2 やや正面に内湾する。太さは上下 ともほぼ一定。 ①正面を上から斜めに切 り込み、間を平坦に切っ 奈良～ 22－19 芯 イ

9　 区

SR 93 303

3 3　層

4．5 て台形状に切 り欠 く。上端は正面と裏面から平坦

になるように切る。
②平坦に切 る。

③表皮を剥いだ丸太材。

中世 12－19 持

ち

材

ヌ
マ
キ
属

20

W 858 （174．の 正面に内湾する。太さは上下ともほぼ一定。 ①正面と上か ら斜めに切 り込み、三角形状に切 り 古墳後期 22－20 芯 イ

7　 区

SR 708 01

2 号堰
8　 層

5．6 欠 く。やや角度は緩い。先端は正面と裏面か ら斜め

に削る。
②欠損のため不明。

③表皮の下の甘皮が残る丸太材。

～奈良 12－20 持

ち

材

ヌ
マ
キ
属

21

W 272 166．0 上部が轡曲する。太さはほぼ一定。 ①正面 と上か ら切 り込み、断面の2 分の 1 を切当 古墳後期 22－21 芯 イ

7　 区

SR 7080 1

1 号堰

8　 層

4．7 欠 く。裏面は側面右か ら斜めに切 り、さらに先端部

を左から平坦に切 る。

② 6 方向からエンピツ状に削る。

③表皮の下の甘皮が残る丸太材。

～奈良 12－21 持

ち
材

ヌ
マ
キ
属

22

W 8 90 （137．7） やや轡曲 し、下端の方が太 くなる。 ①周囲を削って丸い頭状の もの を作 り出す。下か 古墳中期 23－22 芯 イ

7　 区

9　 層

5．1 ら上に8 方向から削る。先端は平坦に切 り、下に向

かって5 方向から削る。
②欠損のため不明。

③表皮 を剥いだ丸太材。

13－22 持

ち

材

ヌ
マ
キ
属

23

24

25

26

W 8 75 （129．2） ほぼ其直に伸びる。太さは上下 ともほぼ一定。

ほぼ真直に伸びる。太 さは上下 ともほぼ一定。下部は

①正面 と上か ら切 り込み、断面の2 分の 1 を切 り 古墳後期 23－23 芯 イ

7　 区

SD 7080 1

8　 層

W 13 86

5．2

（134．0）

欠 く。先端は両側面か ら切 り、平坦または圭頭状に

している。

②欠損のため不明。

③表皮の下の甘皮が残る丸太材。

①上から切 り込み、断面の2 分の 1 を切 り欠 く。先

～奈良

弥生後期

13－23

23－24

持

ち
材

芯

ヌ
マ
キ
属

イ

1　 区 12．4

（71．7）

欠損 している。（円柱の可能性 もある。）

やや轡曲する。太 さはほぼ一定 と考えられる。下部の

端は裏面か ら先端に向かって斜めに切 る。 ～古墳前 13－24

23－25

持 ヌ

SK 12202

2 2　層

W 150 9

②欠損のため不明。

③表皮の下の甘皮が残る丸太材。

①上か ら切 り欠いて換 りをつ くる。先端は上から

期

平安

古墳～

ち

材

芯

マ
キ
属

イ

6　 区

SK 6 110 1

11 層

W 246

9．8

（38．5）

大部分が欠損 している。

下部の大部分が欠損 している。

両側面に向かって削 る。
②欠損のため不明。

③表面は表皮を剥いだ丸太材。

①上か ら切 り欠いて操 りをつ くる。先端は正面 と

13－25

23－26

持

ち

材

芯

ヌ
マ
キ
属

イ

7　 区

SR 7080 1

1 号堰

8　 層

7．4 裏面2 方向か ら削る。

（診欠損のため不明。

③表面は表皮を剥いだ丸太材。

奈良 13－26 持

ち
材

ヌ
マ
キ
属

法量の（）は残存長

－9－



岡櫨観察轟
番

号

登録番号

区

、血

法量（cm）

最大長 形　　　　　　　 態
技　　 法　　　　　 ①上端の加工

②下端の加工 年代観
実測図版 木

取
り

樹

出土混構
出土層位

最大径 ③その他 写真図版
種

1

W 229 3 15．5 上端は段差状に加工 し、下端はエンピツ状に削って尖 ①高さ15cm、幅 6 cmの段差 をつける切 り欠 きがあ 古墳中期 24－1 芯

持
イ

2・3 区 15．5 らせ る。 る。

②下部6 0cm を削り尖 らせる。
14－1 ヌ

S R 2 1001

1 号堰
10　層

15－1 ち

材

マ
キ
属

2

W 217 280．0 2 本に割れている。下端がやや太 くなる丸太材を使 ①高さ17 cm、幅 3 cmの段差 をつける切 り欠 き。 古墳中期 24～2 芯 イ
2 e3 区 10．0 用。上端は段差状、下端は周囲を削って尖 らせる。上 ②下端 17－18cmを削って尖 らせ る。 14－2 持 ヌ
S R 2100 1

2 号堰

10　層

端は炭化している。 ③下端の削りの上部がやや深 くまで削 り込んでい

る。
15－2 ち

材

マ
キ
属

3

W 32 7 257．2 断面楕円形の丸太を使用。上端は丸く加工 し、段差状 ①高 さ14cm、幅 6 cmの段差 をつける切 り欠き。 古墳中期 2 4－3 芯 イ
2・3 区

S R 2 100 1

1 号堰

10　層

12．6 に加工する。下端はエンピツ状に削って尖らせ る。 ②下端 30cmを削 り細 く尖 らせ る。 14－3

15－3

持

ち

材

ヌ
マ
キ
属

4

W 270 230．0 全体的に剥離が進んでいる。上端加工部の突起がやや ①残存する高さ11．4cm 、幅2．4 cm の段差状の切 り欠 古墳中期 25－4 芯 イ
2 e3 区 10．0 残 る。下端は炭化 し不明である。 きが残る。 14－4 持 ヌ
S R 2 10 01

4 号堰

10　層

②下端 に昧かってやや細 くなっていた ようで あ

る。
15－4 ち

材

マ
キ
属

5

W 6 50 284．2 側面に多数のチョウナ痕が残 り、多面柱状に仕上げて ①高 さ23．5cm、幅 6 cmの段差 をつける切 り欠き。 古墳中期 25－5 芯 イ
10　区 11．5 いる。上端は段差状、下端は細 く尖 らせる。中央部で ②下端17cmを削って尖 らせる。 14－5 持 ヌ
本道状遺構

30b 層

曲がる丸太を使用 している。 15－5 ち
材

マ
キ
属

6

W 645 277．2 上端は段差状に加工 し、下端はエンピツ状に削って尖 ①高さ21cm、幅 6 cmの段差 をつける切り欠き。 古墳中期 25－6 芯

持

イ
10　区 12．0 らせ る。 ②下端4 8cmを上下方向に削って尖 らせる。 14－6 ヌ
本道状遺構

3 0b 層

③下端 67 cmの表面が荒れており、土中に埋まって

いたと考 えられる。
15－6 ち

材

マ
キ
属

瞳状樹観察轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫨状樹瑠
番

口写

登録番号

区

法量 （cm）

全長
形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ①上端の加工

山 年代観
実測図版

木 樹

出土遺構

出土層位

幅

厚 さ

②下端の加工

③その他
写真図版 取

り 種

1

W 9 11 324．0 ほぼ中央より下端を断面五角形に削る加工がある。細 ①上端は表皮を剥いだ丸太材。下2 分の 1 を面取 弥生後期 26－1 芯 イ
7　 区 9．0

7．0

長い丸太材である。 りしている。
②両端 とも欠損のため不明。

～古墳前

期
16－1 持

ち
材

ヌ
マ
キ
属

2

W 640 2 97．3 両端を状 に作 り、上端には1．5cm x 2．8cmの貫通孔があ ①表皮を剥いだ丸太材。 弥生後期 26－2 芯 イ
10　区 11．0 る。下端は欠損 しているが、同様の孔のあった可能性 ②両端 とも断面四角形の状。四方向から削 り、特 に ～古墳前 16－2 持 ヌ
SK lO3 0bO3

30b 層

7．4 もある。 表裏 を大 きく削っている。 期 ち

材

マ
キ
属

3

W 1588 126．7 壁板が中を通る円柱の転用材か。8 cm x 12cmの大 きな ①外側は表皮 を剥 いだ丸太状、内側はチ ョウナで 弥生中期 26－3 芯 ヒ
2・3 区 19．8 貫通孔が上部にある。杭にする時に柱の片側 を切断し 削る。 16－3 持 ノ
浸食痕跡

20　層
20．4 たため、かえ り状の突起が残 ったと考えられる。 ②下端は杭状に加工、上端は斧状のもので切断 さ

れている。
ち

材

キ

4

W 87 1 103．6 ね じれてやや曲がった丸太材 を使い、を上端に作 り出 ①表皮を剥いだ丸太材。 古墳～ 26－4 芯 イ
7　 区 8．6 している。 ②下端は欠損。上端のは約 9 cm を削って薄 くして 奈良 16－4 持 ヌ
SD 708 01

8　 層
8．4 いる。

③の下の部分は平 らに削っている。
ち
材

マ
キ
属

5

W　 96 6 5．4 丸太材の上端にを作 り出している。の下部は斜め470 ①表皮を剥いだ丸太材。 不明 26－5 芯 カ
8　 区 10．8 に切 っている。 ②下端は欠胤 上端は幅2．5cm、長 さ20cmのを作 る。 （近現 16－5 持 エ
SX 806 01

6　 層

8．4 ③全体的に鋸や施盤で加工されている。 代か） ち
材

デ
属

6

W 1729 （166．1） 6 cm x 4 cm と、4．2cm四方の貫通していない穴がある。 ①全面割 り面。 弥生後期 27－6 板 　　（
9　 区 （13．5） 上端は状の突起がある。下へ行 くほど薄 くなる不正形 ②下端は左右 2 方向から切 り、上端は多方向から ～古墳前

期

17－6 ス
ギSK 93803

3 8　層

10．4 の角材である。 削 り中央を状に残 している。

目
　　）

－10－



柱状材2

番

l＝1号

登録番 号

区

出土遺構

出土層位

法量 （cm ）

全 長

幅

厚 さ

形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 上端 の加工

② 下端 の加工

③ その他

年代 観
実測 図版

写真 図版

木

取

り

樹

種

7

W 250 157．3 中央 部 に2 cm x 2 ．5cm の貫通 孔が並 び、上 に も7 cm X ① 正面 のみ縦 方向 に削 り、 平 らに して い る。 古墳 ～ 27－7 柾

目

／－ヽ、
ス

7　 区 13．6 8．5 cm の かな り大 きな孔 が あ る。上端 は欠損 してい る ② 下端 は 6 方 向か ら削 り尖 らせ る。上端 は孔 の痕 奈 良 17－7 ギ
S R 7080 1

1 号堰

8　 層

9．6 が、大 型の 円孔 が穿 ってあ った と考 え られ る。 跡 が残 り、 片方の脇 が少 し窪ん でい る。 ＼＿＿′

8

W 46 0 139．9 丸太 材の 中央 部 を正面 と裏 面 か ら削 って薄 くしてい ①表 皮 を剥 いだ丸太材 。 弥生後期 2 7－8 芯

持

イ

1　 区 7．1 る。 ② 下端 は 先端 を鈍 角で まっす ぐに切 ってい る。片 ～古墳前 17－8 ヌ

S K 12202

22　 層

6．5 方 の側面 を 2 方向か ら削 り、やや 細 くする。上 端 は

欠損 。

③ 中 央 の 削 りは 下方 か ら上 に 向 か って削 って い

る。

期 ち

材

マ
キ

属

9

W K 27 05 140 ．0 上端 は表 と裏 か ら斜 めに削 る。や や上 方 に斜 め に貫 通 ①全 面割 り面。 弥生後 期 2′「9 板

目

／‾、
ス

10　 区 12 ．1 す る方形孔 を穿 って い る。 ② 上 端は正 面か ら140、裏面 は580の角 度 に削 る。下 一古 墳前 1′「9 ギ
S K lO3304

33　 層

5 ．9 端 は大 き く欠損 してい る。

③ 穿孔 は上 辺が300、 下辺 が500の角度 に穿 つ。

期 －ヽ／

10

W K 1734 115．2 正面 より右側 面 に抜 ける孔が 2 ヶ所 あ る。左側 面 には （》正 面 と両 側 面 とチ ョウナ で 下 か ら上 に向 け て 弥生後 期 27－10 柾

目

／－ヽ
ス

10　 区

S K lO3 504

35　 層

9．6

5．6

貫通 しな い孔が 2 ヶ所 あ る。 削 ってい る。

② 下端 は曲面 状 に切 り、尖 らない。上 端 は欠損 して

い る。

～古墳 前

期

17－10 ぎ

11

W K 3053 101．2 9 とほぼ形状 が同 じ。大 きさ もよ く似 る。 （丑全面割 り面 。 弥生後期 2′「11 板

目

ノ‾、
10　 区 10．0 ②上 端 は正面 か ら150、裏 面 は57 0の角度 に削 る。下 ～古墳 前

期

1’「1 1
ス
ギ

S K lO33 04

33　 層

5．0 端 は欠損 。

③ 穿孔 は上辺 が450、下 辺が500の角度 に穿つ。

＼－／

12

W K 2 662 86 ．5 正 面 中央 に三 ケ月型 の溝 があ り、中央 部分 は20cm x （丑正 面 と左 側面 をチ ョウナで 加工 す る。 下か ら上 弥生後期 2 7－12 柾

目

／－ヽヽ
ス

9　 区

S K 93802

3 8　 層

11．7

3 ．8

2 ．5cm の長 方形孔 にな って いる。実 際の厚 さは3 ．65cm 。 に向け て削 ってい る。

（む上 端 は欠損、 下端 は側 面 を削 って尖 らせ る。

③溝 の幅 は 2 ～2．5 cm 、溝底 面 は木 目の凸 凹が 見 ら

れ る。

～古墳前

期

16－12 ぎ

13

W K 252 4 74 ．2 12 と同 じ形状 を して いた と思 われ る。曲が った溝 と長 （丑正 面 のみ チ ョウナで 加工 す る。上 か ら下へ 削 る 弥生 後期 27 －13 柾

目

′－ヽ、、
ス

10　 区

S K lO3505

35　 層

10．2

4．1

方形 孔の 一部が 残存 して いる。 が、 下端 は下か ら上 に削っ てい る。

② 上 端 は欠損 、下 端 は左 側 面 を斜め に切 って 尖 ら

せ て い る。

～古 墳前

期

16 －13 ぎ

14

W lO87 70．0 中央 部の 幅が広 くな り、4 cm 四方の方 形孔 を穿つ。中 （》中央 部 を残 して側 面 を削 る。 弥生後 期 28－14 板

目

／‾　、
ス

1　 区

S K 122 02

22　 層

8．2

2．6

央部 の幅約 8 cm 、他 は5 cm ～5 ．5 cm で ある。 （診上端 欠損 、下端 は右側 面 を斜 めに切 り落 とす。 ～古 墳前

期

18－14 ぎ

15

W 1257 67．0 上 端 に を作 り、の中央部 に1．6cm x O．7 cm の 穿孔 を持 つ。 ①左 側面 をチ ョウナで加工 す る。 他 は割 り面。 弥生後 期 28－15 板

目

／－．．．・ヽ
ス
ぎ1　 区

S K 1220 2

22　 層

5．1

4 ．0

孔 には。、栓 材が残 存す る。 （診上 端 は四 方向 か ら削 りを作 る。側 面 は 1 cm ほ ど

の段 差 とな って いる。下端 は欠損 。

～古墳 前

期

17－15

16

17

18

19

a

19

b

W l13 7 63 ．3 上 端 にを作 り出す。 の先端 は正 面 か ら4 20の角 度 で斜 ①全 周割 り面。左 側面 の一部 にチ ョウナ痕 が残 る。 弥生後期 28－16 板

目

板

／‾．ヽ
ス
ぎ

／‾、
ス
ぎ

ノー．ヽス
ぎ

／‾、
ス
ぎ

ノ′‾、、
ス
ぎ

1　 区

S K 12202

22　 層

W 2332

8 ．3

4 ．3

37．4

め に切 り落 と して いる。

角材 を方 形 に切 り欠 く。正 面 よ り400の角 度で斜 め に

②上 端 は側 面 を切 り欠 い てを作 る。 下端 は欠損 。

① 裏 面の みチ ョウナで調 整す る。

～古墳 前

期

弥 生後期

18－16

28 －17

10　 区 12．5 切 り込ん で切 り欠 いてい る。切 り欠 きが穿孔痕 で あっ （診上端 は チ ョウナ の ような もの で切 り落 とされ て ～古墳前

期

弥生 後期

18 －17

28 －18

S K lO3 505

35　 層

W K 2772

7．9 た 可能性 があ る。 い る。 下端 は正面 か ら46 。、裏面 か ら17 0。

目

板

目

板

目

板

目

28．9 17 と似 た形 態。切 り欠 きは同 じく400で 削 るが 、穿孔痕 （》全周 割 り面。

10　 区 10．3 で あ り、9 や 11の ような形 態の もの と破壊 した材 と考 ② 上端 は欠 損。 下端 は正 面 と裏面 か ら斜 め に削 っ ～古 墳前

期

弥生後 期

18 －18

28－19a

S K lO35 03

35　 層

W K 2 750

4．5 え られ る。 てい る。

13 3．2 四角柱 を杭 に転 用 した もの。穴 の切 り欠 きが半分 残 ① 正面 と右側 面 にチ ョウナ加工 を してい る。

10　 区

S K lO3304

3 3　 層

W K 27 74

8．8

6 ．2

135 ．4

る。実 際の径 は5．8cm。

19 a の左 側 に接合 す る材 。穴 の切 り欠 きが 半分残 る。

② 上端 は杭 の下 端 と して正面 と側 面 を削 って尖 ら

せ る。下 端 は欠損。

① 正面 と左 側面 にチ ョウナ加 工 を してい る。正 面

～古 墳前

期

弥生後 期

18－19a

28－19b

10　 区

S K lO 3304

33　 層

9 ．2

7 ．4

実 際の径 は7．2cm 。 はかな り加工痕 が不 明瞭で あ る。

②上 端 は多方 向か ら削 る。 下端 は欠 損。

～古墳 前

期

18－19b

－11－



柱状材3

番

口号

登録 番 号

区

出土遺構

出土層位

法 量 （cm ）

全長

帖

厚 さ

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　 （丑上 端 の加 工

② 下端の 加工

③ その他

年代観
実測 図版

写真 図版

木

取

り

樹

種

19

C

W K 2814 117．6 19b の裏 に接 合す る材。 穴の切 り欠 きが半分残 る。 正 （》正 面 と右側 面 にチ ョウナ 加工 を して い る。正面 弥生後期 2 8－19C 板

目

／－．ヽヽ
ス

10　 区 8．6 面 が 19b に接 合 した 際の裏 面 とな る。 実際 の径 は5．0 の チ ョウナ痕 は不 明瞭 であ る。 ～古墳 前 18－19C ギ
S K lO33 04

3 3　 層

5．0 Cm o
②上端 は上 と側面 を削 る。下 端 は欠損。 期 、一一′

19

W K 2 750 135 ．4 3 つの材 が接合 され た もの 。本来 は断面 11cm X 15cm の ① 外側 の 面 は全 てチ ョウナ で加 工 して い る。 下 か 弥生後期 28 －19 板

目

／‾．．・、、
ス

W K 27 74 15 ．4 長 方形 の角 材だ った もの を4 つ に割 って杭 に した と ら上 に削 る。 ～古墳前 18 －19 ギ
W K 28 14 11．6 考 え られ る。約 8 cm ～ 9 cm 四 方の大 型角孔 あ り。実 際 ② 本来 は平 らに切 って あっ た よ うだ が杭 にす る際 期 　　　）

の径 は1 1．4cm 。 に四分 割 した後 各 々削 ってい る。

20

W K 28 12 128．6 四角柱 を杭 に転用 した もの。 穴の切 り欠 きが残 る。 ① 正面 と右側 面 にチ ョウナ痕 が残 る。 弥生 後期 29－2 0a 板

目

ノ′．1・、
ス

10　 区 10．6 ② 下端 は正 面 と側 面 を削 って尖 らせ る。上 端 は欠 ～古 墳前 18－2 0a ギ

a S K lO 3304

33　 層

6．8 損 。 期 　　）

20
b

W K 29 13 125．8 20a の裏 に接合 す る材 。穴 の切 り欠 きが残 る。実 際の ① チ ョウナ痕 は右側面 のみ 、他 は割 り面 で ある。 弥生後 期 29－20b 板

目

ノ－．・・、
ス

10　 区

S K lO3 304

33　 層

10．7

5．2

径 は4．6cm 。 ② 下端 は側 面 を削 って尖 らせ る。上端 は欠損。 一古墳 前

期

18－20b ぎ

20

W 2 812 128．8 2 つの材 が接会 された もの。19 と同 じ形状 だっ た とす ①正 面 と左側 面 にチ ョウナ痕 が残 る。 弥生後期 29－20 板 ノー．．＼
ス

W 2 913 11．2 る と、穴が未 完 とな るため本来 は 3 つか 4 つに割 った ② 下端 は平 坦 に切 られ て い た が、杭 に す る際 に ～古墳 前

期

18－20 ギ

10．5 もの と考 え られ る。 実際 の径 は10 ．0 cm 。 割 った後削 って尖 らせ た ようで ある。

③穴 の周 囲は さ らに削 って仕 上 げる。 目

－ヽ／

2 1

W K 68 6 143 ．9 多面 柱 を十文字 に割 って 4 分割 した材。 ①曲 面上 に 2 列 のチ ョウナ痕 が残 る。 古 墳前期 29 －21 板

目

ノ′一・一、
ス

5　 区

S K 51009

10　 層

8 ．6

5 ．0

②上 端 は欠損 、下 端 は正面 と右 側面 を削 っ てい る

ようであ る。

19 －21 ぎ

22

W K 694 16 1．3 多面柱 を薄 く割 った材 。 （彰曲面 上 に2 列の チ ョウナ痕 が残 る。 古墳 前期 29－22 板

目

／－ヽヽ
ス

5　 区

S K 5 1009

10　 層

9 ．2

5 ．7

② 上端 は欠 損、 下端 は正 面 と側 面の 3 方 向 を削 っ

て尖 らせ る。

19－2 2 ぎ

23

W K 1478 180．6 21 と形 状が 同 じ。 ① チ ョウナ加工 痕が 曲面上 に 3 列 残 る。 弥生後 期 29…23 板

目

′一、、
ス
ぎ10　 区

S K lO3 305

33　 層

6．7

7．3

② 上端 は欠 損、 下端 は 5 方 向か ら削 って尖 らせ て

いる。

～古 墳前

期

19－23

24

W K 1324 177．6 2 1 と形状 が似 る。2 1 よ りもやや 薄 い。 ① チ ョウナ加工痕 が 曲面上 に 3 列 残 る。 弥生後 期 29－24 板

目

／－．．・ヽ
ス
ぎ10　 区 9．2 （診上 端 は欠損、下端 は両側 面 を削 って尖 らせ る。先 ～古墳 前 19－24

S K lO33 05

33　 層

5．2 端 は炭化 に よ り折損 してい る。 期

25

W K 1481 164 ．0 2 1 と形状 が同 じ。 ① チ ョウナ加工痕 が 曲面上 に 3 列残 る。 弥生後期 29－25 柾

目

ノ｛ヽ
ス
ぎ10　 区

SK lO330 5

3 3　 層

7．3

5 ．9

②上 端 は欠損、下端 は 5 方向 か ら削 って尖 らせ る。 ～古墳 前

期

19－25

26

27

2 8

29

30

W K 145 8 16 1．6 2 1と形状 が似 る。22 よ りもや や幅 が広 い。

21 と形 状 が同 じ。 下端 がやや 薄 くな る。

多面柱 か。中央 部 は正面 と裏面 を削 って窪め る。下端

（》チ ョウナ 加工痕 が曲面上 に6 列残 る。 弥 生後期 30 －26 板

目

柾

目

板

目

板

目

板

目

／－．．・ヽ
ス
ぎ

′一‘－、ス
ぎ

ス
ギ

ノー‾ヽ・ヽ
ス
ぎ

ノー．．＼
ス
ぎ

10　 区

S K lO3305

33　 層

不 明

10 ．0

7 ．6

159．0

② 上 端欠 損、 下端 は裏面 と両側 面 を削 って尖 らせ

る。

① チ ョウナ 加工 痕が 曲面 上 に残 る。下 方 は 3 列 だ

～古墳前

期

不 明

弥生後 期

19 －26

30 －27

10　 区

不 明

W K 2170

8．6

5．8

156．5

が上方 は 4 列 あ る。

② 上端 は欠損 。下端 は両側 面 を削 って尖 らせ る。

① 下部 は チ ョウナの 加工痕 が 全 周 し、 11両 程度 面

19－27

30…2 8

10　 区 8．8 に径 1．2cm 、深 さ1．5 cm の 非貫通孔 が あ る。

多面柱 をT 字 型 に割 っ た材 か。

四 角柱 片か。 下端裏 面 に段 を作 る。

を作 り出す。 ～古 墳前 20－2 8

30－29

S K lO33 04

33　 層

W K 1729

7．3

15 5．9

②上 端 は欠損。 下端 は 4 方 向か ら削 り尖 らせ る。

① 曲面 に チ ョウナ痕 が 5 列 程 度残 る。 チ ョウナ痕

期

弥生後 期

10　 区 ヰ

S K lO350 4

3 5　 層

W K lO4 2

9．0

6．3

152 ．8

は一 部 に見 られ るの み。

②上 端 は欠 損。下 端 は正面 と側 面 を削 って 尖 らせ

るが先端 は平坦 に切 る。

①正 面 と右 側面 をチ ョウナ で加工。正面 3 列、側面

～古墳 前

期

弥生後期

20－29

30－30

10　 区

S K lO330 2

33　 層

9 ．2

5 ．2

2 列 のチ ョウナ痕 が ある。

②上 端 は欠 損。下端 は側面 を削 って尖 らせ てい る。

先端 はだ った可 能性 もあ る。

～古墳 前

期

20－30

－12－



柱状材4

番

。号

登録番号

区
出土遺構

出土層位

法量 （cm）

全長
幅

厚さ

形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　 （D 上端の加工

②下端の加工

③その他

年代観 実測図版
写真図版

木

取

り

樹

種

31

W K 147 1 150．6 多面柱 を十文字形に切って4 分割 した材。22 と同じ形 ①曲面上 に4 列のチョウナ痕がある。 弥生後期 30－31 柾

目

ノ－．・・ヽス10　区

SK lO 3305

33　層

8．8

6．8

台巳
Jl上Jヽ○

②上端は欠損。下端は7 方向から削って尖らせる。 ～古墳前

期
20－31 ぎ

32

W K 1486 14 7．8 21とほぼ同 じ形態の多面柱片。 ①曲面上に3 列のチョウナ痕がある。 弥生後期 30－32 板

目

／－．．ヽス
10　区

SK lO33 05
33　層

7．7

4．6

②上部は欠損。下端は5 方向から削って尖 らせる。 ～古墳前

期

20－32 ぎ

33

W K 14 57 145．6 29 と同 じ形態と考えられる多面柱片。 ①曲面上に4 列のチ ョウナ痕がある。 弥生後期 30－33 板

目

ノー．ヽス
10　区
SK lO330 5

33　層

8．9

6．9

②上部は欠損。下端は5 方向から削って尖らせる。 ～古墳前

期
20－33 ぎ

34

W K 146 2 145．2 21と同じ形態の多面柱片。 ①曲面上に4 列のチョウナ痕がある。 弥生後期 30－34 板

目

ノ′．．tヽス
10　区
SK lO 3306

33　層

8．4
6．0

②上部は欠損。下端は5 方向から削って尖らせ る。

左側面の削 りに僅かな段差が見 られる。

～古墳前

期
20－34 ぎ

35

W K 629 14 4．8 21と同じ形態の多面柱片。

i

①曲面上 に2 列のチョウナ痕がある。 古墳前期 30－35 板

目

ス
5　 区

SK 510 09

10　層

7．2

5．4

②上端は欠損。下端は右側面 と正面を削って尖 ら

せ る。先端は平坦に切 っている。

20－35 ギ

36

W K 1522 143．2 21と同 じ形態の多面柱片。 ①曲面上に3 列のチョウナ痕がある。 弥生後期 31－36 板

目

／－thヽス
10　区

SK lO330 5
3 3　層

8．7

4．8

②上蝿は平坦 に切 る。下端は両側面 を削り尖 らせ

る。

～古墳前
期

2ト36 ぎ

37

W K 14 61 143．4 多面柱 を二の字形またはT 字形に3 分割した材。 ①曲面上に7 列のチ ョウナ痕がある。 弥生後期 31－37 板

目

ノーIl．、ス
10　区
SK lO3305

33　層

13．6
5．4

②上端は欠損。下端は4 方向から削り尖 らせる。左

側面を大きく切 り込む。

～古墳前

期
21－37 ぎ

38

W K 2 198 143．2 28と同じ形態。中央部を削 り窪める。 ①下部 には全周10列 のチョウナ加工 が見 られ る 弥生後期 31－38 柾

目

　　　（ス
ぎ10　区 8．4 が、上部にはチ ョウナ加工がない。 ～古墳前 21－38

SK lO3 304

33　層

7．6 ②上端は欠損。下端は多方向から削 りエンピツ状

に尖らせ る。

期

39

W K 1474 14 1．8 21と同じ形態の多面柱片。 ①曲面上に3 列のチョウナ加工が見られる。 弥生後期 3ト39 柾

目

／‾・．・、ス
ぎ10　区

SK lO33 05

3 3　層

7．5

4．9

②上端は欠損。下端は4 方向から削って尖らせる。 一古墳前

期

2上39

40

W K 14 69 14 1．2 21と同 じ形態の多面柱片。 ①曲面上に3 列のチ ョウナ加工が見 られる。 弥生後期 3ト40 柾

目

／－．．・ヽス
ぎ10　区

SK lO3305

33　層

6．8

6．3

②上端は欠損。下端は多方向から削りエンピツ状

に尖 らせる。

～古墳前
期

21－40

41

W K 223 4 140．0 上部に2．5cm X 4 cmの穴を持つ角材。上部左側面は曲 （訪正面の一部にチョウナ加工が見 られる。 弥生後期 31－41 板

目

／－．．・ヽス
ぎ10　区

SK lO 3304

33　層

16．5
7．2

面に切 り欠 く。実際の径は6．7cm。 ②上端は欠損。下端は正面 を削る。右側 を大 きく削

る。

～古墳前

期
2ト41

42

43

44

4 5

46

W K 152 1 138．5 多面柱 をT 字形に割った材か。

欠損のため原形がわか りに くいが、7．5cm x 6．5cmの方

①曲面に3 列のチョウナ痕が残 る。 弥生後期 3ト42 板

目

板

目

板

目

板

目

柾

目

／－．．．・ヽス
ぎ

／一一・ヽス
ぎ　　（

ス
ぎ

ノー．ヽス
ぎ

ノ－．・、ス
ぎ

10　区

SK lO3 504

35　層

W　 442

11．6

3．9

137．6

②上端は斧かチ ョウナで平坦に切る。下端は両側

面 を削 り尖 らせる。

①表面は欠損のため加工痕等不明。

～古墳前

期

奈良～

22－42

3ト43

10　区

SK lO230 5

2 3　層

W K 28 08

18．6

10．0

135．7

形孔を持つ角材。

19や20 と同様の形態である。四角柱 を4 分割 した材

か。

21と同じ形態の多面柱片。

21と同じ形態の多面柱片。

②上端は欠損。下端は右側面 を斜めに切 り落 とし

て先端を尖らせている。

①正面に3 列、左側面に3 列のチョウナ加工痕が

平安

弥生後期

22－43

32－44

10　区

SK lO3304
33　層

W K 1730

8．0
5．8

135．2

残る。

（診上端は欠損。下端は正面と側面 を削って尖らせ

る。

（D 曲面上に3 列チョウナ加工痕が残 る。

～古墳前

期

弥生後期

22－44

32－45
10　区

SK lO3 504

35　層

W K 1727

9．0

5．8

134．6

②上端は欠損。下端は正面 と側面 を削って尖らせ

る。

①曲面上に3 列チョウナ加工痕が残 る。

～古墳前

期

弥生後期

22－45

32－46

10　区

SK lO35 04

3 5　層

7．5

5．8

②上端は平坦 に切 る。下端は炭化によって折損 し

ているが、左側面を削って尖らせていると考えら
れる。

～古墳前

期

22－46

－13－



柱状材5

番

。
1テ

登録 番号

区

出土 遺構

出土 層位

法 量 （cm ）

全長

幅

厚 さ

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　 （彰上 端 の加工

② 下端 の加工

③ その他

年代観
実測 図版

写真 図版

木

取

り

樹

種

47

W K 13 22 97 ．8 2 1 と同 じ形 態 の多面柱 材。裏面 に 5 cm 強の長 さで 5 mm ① 曲面上 に3 列 チ ョウナ 加工痕 が残 る。 弥生後期 3 2－47 柾

目

ノ－．・ヽ
ス

10　 区 4 ．4 くらい削 られ てい る穴痕 と考 えられ る部分 が あ る。 ② 上端 は欠 損。下 端 は下 部 3 分 の 1 の裏 面 を削 り ～古墳 前 2 2－47 ギ
S K lO330 5

33　 層

6 ．0 さ らに左 側面 を削 って尖 らせ て いる。 期 －ヽ／

48

W K 134 1 （93．6） ほぼ 中央 に径 1．3cm の 円孔 を穿 ち、その上下 に幅 1．5cm 、 ① 裏面 と右側面 に チ ョウナ加一二痕 が残 る。 弥 生後期 32 －48 板

目

ノ－ヽヽ
ス

10　 区

S K lO 3504

35　 層

（5．3）

3．0

長 さ18cm にわた って溝 を作 る。 ②上 端 は裏面 か ら斜 め に切 り落 とす。下端 は欠損。 ～古墳前

期

22 －4 8 ぎ

4 9

W K 1463 92．3 3 7 と同 じ形態 と考 え られ る多面 柱材 。正面 下端 には 5 ① 曲面上 に4列 のチ ョウナ痕 が残 る。 弥生後 期 32－4 9 板

目

′－、
ス

10　 区

S K lO3 306

33　 層

10．4

4．4

m mの段差 がつ け られ、表 面が平 坦 に削 られ てい る。 ②上 端 は欠 損。下端 は 4 方向か ら削 り尖 らせ る。特

に両側 面 を大 き く削 る。

～古 墳前

期

22－49 ぎ

50

W 1363 75．0 下 端 よ り約13cm の側 面 をⅤ字 に切 り欠 き、かえ しを作 ①全 周割 り面。 弥生後 期 32－50 板

目

／－．ヽ、
ス

1　 区

S K 1220 2

22　 層

6．0

4．0

り出 してい る杭 材。 ②上端 は欠 損。 下端 は正 面 と両 側 面 を上 の 方 か ら

削 って尖 らせ て い る。

～古墳 前

期

22－50 ぎ

5 1

W lO 74 74 ．4 下端 を階段 状 に削 る材 。 ① 全周 割 り面 。 弥生後期 3 2－51 板

目

／－．．・、
ス

1　 区

S K 12202

2 2　 層

5 ．8

4 ．8

② 上端 は欠 損。下 端 よ り約 9 cm と15 cm の部位 に段

差 がつ く。先端 は 4 方向か ら削 っ て尖 らせ てい る。

～古墳 前

期

2 2－51 ぎ

52

W 2886 67 ．8 下端 より約 12cm の部位 の角 をそれ ぞれ切 り欠 き、か え ① 全周割 り面。 弥 生後期 32 －5 2 柾

目

／－．＼
ス

1　 区

S K 12202

22　 層

4．3

3．6

L を作 り出 して いる杭材 。 ② 上端 は欠 損。 下端 は正 面 と裏 面 を削 って尖 らせ

てい る。

～古墳前

期

22 －5 2 ぎ

5 3

W K 1704 （77．0 ） 丸太の上 部 に長 さ10 cm の を作 り出す 。の付 け根部 分 は ①表 面 は甘皮の つい た丸太材 。 弥生後 期 33－53 芯

持

材

イ

ヌ

マ
キ
属

10　 区 5．8 斜 め に切 り、5 60－600の傾 きで接合 す るよ うに作 られ ② は断面縦 長 の長 方形 とな る よう先端 か ら削 り込 後葉 ～ 23－53

S K lO3 502

35　 層

4．8 てい る。 まれて いる。の先端 は 4 方 向か ら切 り、尖 らせ てい

る。 下端 は欠損。

古墳 前期

54

W K 787 113．3 上 部 に長 さ12．5cm の を作 り出す。両側 面 は割 り面 で、 （丑正 面 は全面 に チ ョウナ痕 が あ り、裏 面 も一部 に 弥生後期 33－54 板

目

ス
ギ5　 区 10．0 本 来は幅 が広 かっ た可能性 が ある。は断面 方形状 で付 チ ョウナ痕 が残 る。 前葉 23－54

S K 51203

12　 層

6 ．0 け根 の部分 は裏 面 に1．5cm の段 が ある。 （塾は側 面 と裏 面 を削 って作 り出 す。下 端 は杭 と し

て多 方向 か ら削 られて い る。

55

W K 78 8 112 ．1 上 部 に長 さ10cm の を作 り出 す。 の正面 はわず か に削 ① 正面 と左側 面 をチ ョウナ加工 す る。 弥生後期 33 －55 板

目

ス
ギ5　 区 9 ．6 り、8 0の傾 きでわず か に先端 に向か って下 が る。裏 面 ② は側 面 と裏面 を削 って作 り出 して い るが 、正面 前 葉 23 －55

S K 51203

12　 層

6 ．8 は約 2 cm ほ ど段差 をつ けて い る。 か ら もわず か に削 る。下 端 は 4 方 向か ら削 り杭 と

して尖 らせ る。

56

W K 276 0 （140．4） 下端 よ り27 cm の部位 に段が あ り、辺 8．5 cm の方形 孔 の ① 正面 と右側 面 をチ ョウナ加工 す る。 弥生 後期 33 －56 板

目

／－ヽ、、
ス
ぎ

10　 区 8．2 痕 跡 と思わ れ る。 ② 上端 は欠 損、 下端 は側 面 を削 っ て杭 と して 尖 ら 後菓 ～ 23 －56

S K lO3304

33　 層

5．1 せ て いる。 古墳 前期

57

5 8

59

60

6 1

62

W K 3009 （168．5 ） 下端 よ り12cm の部位 に段 が あ り、方形 の穴 または、組 （彰正面 と右 側面 をチ ョウナ加工 す る。 弥生後 期 33 －5 7 柾

目

板

目

板

目

芯

持

材

板

目

板

目

／‾－．ヽ
ス
ぎ

／‾・、
ス
ぎ

ノーー・ヽ
ス
ぎ

イ

ヌ

マ
キ
属

／一．、、ス
ぎ

／－“＼
ス
ぎ

10　 区 9．8 み合 わせ るための切 り欠 きと考 えられ る。

下 端の 7 cm は幅約 2 cm の であ った可 能性が あ る。

上 部が幅 3 cm の を作 りだ し、下 部 は中央 に縦 長の孔 を

②上 端 は欠損′、下端 は左側 面 と正面 、裏 面 を削 って 後菜 ～ 23－5 7

33－58

S K lO3 302

33　 層

W K 2706

7．4

176．2

杭 に加工 して い る。

①右 側面 をチ ョウナ で加工 す る。

古墳 前期

弥生後 期

10　 区 9．4 ② 上端 は劣 化 で 不 明 瞭 だ が ま っす ぐ切 断 して い 後菓 ～ 23－58

33－59

S K lO33 04

33　 層

W 80 07

4 ．8

（26．6）

る。 下端 は両側面 を削 って杭 に 加工 してい る。

（彰断 面が 円形 とな るよ うに加 工 され てい る。

古墳前 期

中近世

平 安

弥生 後期

6　 区

S K 6050 1

5　 層

W 17 1

6 ．9

6 ．6

（56．2）

穿 って板 を はめ込む柱 状の構 造 であ る。

上部 の16．5cm の部分 が縦 長の とな る丸太材。中央部 に

②上 端は側 面 を削 って を作 る。下 端 は欠 損。

（彰表面 に甘 皮の残 る丸太 材。

23－59

3 3－60

10　 区 8．4 2 カ所 切 り欠 きがあ る。正面 の下 端部分 のみ チ ョウナ ② 上端 は先 端 を欠損 して い るが 側 面 を削 って を作 23 －60

34 －61

2 1 層

W K 2546

8．0

139．8

痕 が残 る。 断面径 は6．2cm 。

下端 か ら24cm の部位 に段 が ある。2 cm まっす ぐに切 り

る。下 端 は 4 方向 か ら斧 状 の道 具 で切 り取 って い

る。

① 正 面 は 劣化 の ため チ ョウナ 痕 は認 め られ な い

10　 区 10．2 斜 め に切 る。斜 めに切 った右側 に元 は左側 先端 と同様 が、平坦 で あ り、加工 され た と考 え られ る。他 の面 後真 一 24 －61

34－6 2

S K lO3 306

33　 層

W K 2 388

7．3

14 6．2

の状突起 が あっ た可能性 が ある。

下 端か ら13cm の部位 に段が あ る。2．3cm まっす ぐに切

は割 り面 で ある。

②上 端 は欠 損。下 端 は右 側面 と裏面 を削って杭 に

してい る。

①正 面 と左側 面 が チ ョウナで 加工 され てい る。裏

古墳 前期

弥生後 期

10　 区 8．6 り、斜 めに切 る。6 1 と同様 の形 状 と考 え られ る。 面 も一部 加工 してい る。 後葉 ～ 24－62

S K lO350 6

3 5　 層

8．4 ②上 端 は欠損。下端 は右側 面 を削 り、さ らに先端 は

角 を取 る形 で 4 方向 か ら削 る。

古墳前 期

－14－



柱状材6
番

号

登録 番 号

区

出土 遺構

出土 層位

法量 （cm ）

全長

幅

厚 さ

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 上端 の加工

② 下端 の加工

③ その他

年代観
実測 図版

写真 図版

木

取

り

樹

種

63

W K 2 386 14 4．8

8．2

8．1

下 端 か ら15cm の部位 に段が あ る。 わず か に まっす ぐ ①正 面、右 側面 、裏面 をチ ョウナ加工 す る。左 側面 弥生後期 3 十63 板

目

′．一一ヽ・ヽ
10　 区 切 っ た痕 跡が あ り、斜 め に切 る。突起 部の 幅が 4 cm で は割 牛面 であ る。 後 葉 ～ 24 －63 ス

ギS K lO350 6 あ り、斜 め に切 った部分 には突起 はなか った と考 え ら ②上 端 は欠損。下端 は左側 面 を斜 め に削 り、先端 は 古 墳前期 －ヽ．－′
35　 層 れ る。 正面 と裏面 を削 って尖 らせ る。

64

W 3705 93 ．5 下端 か ら6 ．7cm の部位 に辺 6．6cm の穴痕 または方形 切 り ① 左側 面 をチ ョウナで加 工す る。他 は割 り面 。 弥生 後期 34 －64 板

目

ノ′－ヽ・、
6　 区 10 ．2

5 ．8

欠 き痕 が認 め られ る。また下端 か ら2 1cm の部分 に段 が ② 上端 は欠 損。下端 は右 側面 を斜 めに削 り、先 端は 後糞 ～ 24 －64 ス
ギS K 6 1605

16　 層

あ り、上 を斜 め に切 り落 と して いる。 角 を取 るよ うに4 方向 か ら削 る。 古墳 前期 －ヽ／

65

W K 2385 137．4

8．4

5．3

下端 か ら17cm の部位 に 1 cm の段 差が あ る。か な り細 い ① 正面 と右 側 面 にチ ョウナ痕 が残 る。 裏 と左 側 面 弥生後 期 34－6 5 柾

目

ノー－．‘．＼
ス

10　 区

S K lO35 06

3 5　 層

材な ので四角 柱 を割 った一部 と思 われ る。 は割 り面。

②上 端 は欠 損。 下端 は裏 面 と両側 面 を削 って杭 に

してい る。

後真 一

古墳前 期

24－6 5 ぎ

66

W K 27 48 144 ．4 下 端か ら13cm の部位 に0．8cm の段 差 が あ る。 これ も細 ①全 周割 り面。 弥生後期 34－66 板

目

′－h・・、
ス
ぎ

10　 区 6 ．4 い材で あ り、 角柱 を割 っ た一部 と思わ れ る。 ②上 端 は欠 損。下 端 は側面 と裏 面 を削 って尖 らせ 後 葉 ～ 24－66
S K lO3304

33　 層

5 ．8 て いる。 古 墳前期

6 7

l

W K lO43 175．6 下端 か ら12 cm の部 位 に 1 cm の段が あ り、反対側 は斜 め ① 正 面の み チ ョウナ痕 が認 め られ る。右側 面 は平 弥生 後期 35 －67 柾

l H

．ハヽ
ス
ぎ

10　 区 8．2 に切 り落 と して い る。右 側面 の上 端か ら3 0cm の部位 に 坦 に加工 されて い るため 、チ ョウナ で削 った可 能 後菓 ～ 25 －67
S K lO3 302

33　 層

断 面8．2

l 径

溝 を切 り欠 く。 性 が あ る。

② 上端 は欠損 。下端 は正 面 と裏 を削 って杭 に作 る

古墳 前期

i

68

W K 6 00 16 0．8 下端 か ら8．5cm の 部位 に1．5 cm の 段が あ り、反 対側 は斜 ①左 側 面 にチ ョウナ痕 が 認 め られ る。裏 面 に も不 古墳 前期 35－6 8 柾

目

′一一、ヽ
ス
き

5　 区 7．8 め に切 り落 と して い る。左側 面 の下端 か ら62 ．5cm の部 明 瞭だ がチ ョウナ痕 が ある。 25…68
S K 51009

10　 層

6．6 位 に幅 1．2cm の孔痕 が認 め られ る。 ②上 端 は欠損。下端 は正面 と裏面 、左 側面 を削 っっ

て杭 に作 る。

69

W K 242 1 132 ．9 下 端か ら27cm の部位 に 5 cm の段 を作 る。 ①左側 面 にチ ョウナ痕 が認 め られ る。 弥生後期 3 5－69 板

目

ノ4．’一、、
ス
ぎ

10　 区

S K lO 3608

36　 層

10 ．6

4 ．5

②上 端 は欠損 。下端 は杭 と して の加工 が特 に見 ら

れ ない。

前 葉 2 5－69

70

W K 2424 138．6 下端 か ら28 ．5cm の部位 に5．5cm の段 を作 る。69 の上 に接 ① 左側 面 に チ ョウナ痕 が認 め られ る。 正面 は劣 化 弥生 後期 35 －70 板

目

／－．ヽ、
ス
ぎ

10　 区

S K lO36 08

3 6　 層

11．2

5．4

合す る可能性 あ り。 のた め不 明だ が、 チ ョウナ で加工 され て いた と思

われ る。

上 端 は欠損。 下端 は杭 と しての加工 が特 に見 られ

ない。

前葉 25 －70

71

W 644 139 ．0 上 部約40 cm 、 下部約3 2cm の右 側 面 を削 る。 ① 両側面 をチ ョウナ で加工 す る。 古墳後 期 35－7 1 板

目

／－t、
ス
ぎ

7　 区

S R 708 01

8　 層

5 ．6

3 ．8

② 下端 は正面 と裏面 を削 って尖 らせ る。 ～奈良 25－7 1

7 2

73

74

75

76

7 7

W K 1465 103．6 下 か ら約28 cm の部 位か ら上 を削 り窪め 、断面 に約 140 ①正 面 と裏 面 にチ ョウナ痕 が認め られ る。 弥 生後期 3 5－72 板

目

板

目

板

目

柾

板

目

追

柾

目

／‾．．．、
ス
き

／－－．・・・、ス
ぎ

／－．＼
ス
ぎ

′－．・・・、
ス
ぎ

ノ－．．・・ヽス
ギ　　）

ノー．ヽ
ス
ぎ

8　 区 7．8 の傾 きを持 つ よう斜め に削 る。上部 に貫通孔 1 、下 部 ②上端 は欠 損。下端 は側面 を削 り、さ らに角 を取 る 後 菓 ～ 2㌢ 72

36 －73

S K 8 17 aO2

17a 層

4．3 と上 部の左側 面 に方形 の切 り欠 きがあ る。台輪 か。 ように削 って尖 らせて い る。 古墳 前期

W 20 48 8 2．4 下部 の右側面 に250の角度 で斜 め に貫 通 す る孔痕 を持

つ。

左側 面、下部 よ り28 cm の部 位 に幅 2 cm 強の 方形の切 り

① 全周 割 り面 で ある。 弥生 後期

6　 区 7．0 ②上 端 は欠損 。下 端 は平 坦 に切 られ 、杭 として の加 】後葉 ～ 25 －73

36－74

S K 6160 1

16　 層

2．7 工 が されて いな い。 欠損 の可能性 もある。 古墳 前期

W K 48 138 ．7 ① チ ョウナ痕 は認め られ な かった が右側 面 がか な 古墳 前期
5　 区 8 ．2 欠 きが ある。

左側 面の 下端 よ り25cm の 部位 に角 を取 る形 で 幅 1 cm

り平 坦 であ り、加工 され ていた と考 えられ る。

6 C 後

25－74

36－75

S K 5 1002 断面5 ．5 ②上 端 は平 坦 に切 り、下 端 は右 側 面 を削 って尖 ら

10　 層 径 せ る。

① 正 面か ら両側 面 にか けて緩 や か に丸味 を おび るW 3 71 108．5

7　 区 18．0 の切 り欠 きが ある。

チ ョウナで 12面 を削 り出 し、ほぼ 円柱 状 に仕上 げ る。

円柱 を1／4 割 した材。

よう加工 され てい る。裏 面 は割 り面 か。 ～ 8 C 26－75

3 （「76

S R 7 080 1

8　 層

W K 19 24

8．1

105 ．8

② 下 端 は欠 損。上 端 は中央 が 尖 った ように なって

い る。

① チ ョウナ で全周 加工。 12列。 弥生 後期

9　 区 6 ．8 ②上 端 は欠 損。 下端 は本 来 は平坦 に加 工 され てい 後菓 ～ 26 －76

36－77

S K 93 80 1

38　 層

6 ．1 たが、正 面 を斜 め に削 って杭 に加工 した よ うであ

る。

古墳 前期

W K 604 129．0 ①正 面 に チ ョウナ痕 が 3 列残 る。表 面 劣化 の ため 古墳 前期
5　 区 5．8 不 明瞭で あ る。 26－77
S K 5 100 9

10　 層

5．5 ②上 端 は欠損。下端 は先端 が欠損 してい るが 、右側

面 を削 り尖 らせ て いた ようであ る。

－15－



柱状材7

番

【コ写

登 録番 号

区

法量 （cm ）

全 長
形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 上 端の 加工

② 下 端の 加工 年代観
実測図版

木

取

樹

出土遺構

出土層位

幅

厚 さ
③ その他

写真図版
り 種

78

W K 698 136 ．1 円柱 を割 った材。 断面 で約 1／4強が 残 る。 ① 正面 にチ ョウナ痕 が 4 列残 る。表 面劣 化 のた め 古 墳前期 36 －78 柾

H

ノ－、
ス

5　 区 10 ．7 か な り不明瞭 で ある。 26 －78 ギ

S K 5 1009

10　 層

6 ．6 ② 上端 は欠損。 下端 は 両側面 を削 って尖 らせ て い

る。

－ヽ／

79

W K 70 1 140 ．6 円柱 を割 った材。 断面 で約 1／4 弱が残 る。 ① 表面 の劣 化で か な り不 明 瞭 だが正 面 にチ ョウナ 古墳 前期 36 －79 柾

目

／－．・、
ス

5　 区 7．9 痕 が 3 列 残存 。 2針 79 ギ

S K 5 10 09

10　 層

4．2 ② 上端 は欠損 。下 端 も一 部欠損 してい るが 、側 面 を

削 って 尖 らせ てい る と考 え られ る。

＿ヽ＿′

8 0

W K 623 142．8 円柱 を割 った材。 断面 で約1／4 が残 る。 ① 表面 にチ ョウナ痕 が 3 列 残存 。 古墳 前期 36－8 0 柾

目

ノ－．＼
ス

5　 区 6．6 ② 上端 は欠損。下端 も欠 損 してい る。下端 はや や細 26－8 0 ギ

S K 5 10 09

10　 層

5．2 くな るが、尖 らせ る加工 は見 られ ない。 ＼．＿．′

8 1

W K 1300 136．1 四角柱 を4 分 割 した材。 ① 正面 に 3 列、左 側面 に2 列 チ ョウナ痕 が残 存。 弥生後 期 37－8 1 板 ノーqt・ヽ
ス

10　 区 9．0 ②上 端 は欠 損。下 端 は両側 面 と裏 面 を削 って尖 ら 後葉 ～ 2′「8 1 ギ

S K lO33 05

33　 層

4．8 せ てい る。 古墳 前期

H

　　　）

82

W K 2 815 136．2 四角柱 を割 った材の 一部。 ① 正面 に 2 列、右 側面 に 1 列 チ ョウナ痕 が残存 。 弥生後 期 37－82 板 ／‾‘＼
ス

10　 区 7．2 ②上 端 は欠損。 下端 は下 か ら2 5cm の部位 に段 をつ 後 菓 ～ 27－82 ギ

S K lO330 4

3 3　 層

3．7 ける ように切 り欠い てい る。 古墳前 期

目

’ヽ＿′′

83

W K 12 79 13 6．2 四角柱 の 2 分割 材か 。 ①正 面 に 5 列 チ ョウ ナ痕 が残 る。側 面 の加工 は不 弥生後 期 37－83 柾 ノーヽ・ヽ
ス

10　 区 11．0 明 だが、加 工 されて いる と思 わ れ る。 後 菓 ～ 27－83 ギ

S K lO330 5

33　 層

6．0 ②上 端 は欠損。 下端 も劣化 が著 しいが裏 面 と両側

面 を削 って尖 らせ て いる。

古 墳前期

目

　　　）

84

W K 684 14 1．0 円柱 を割 っ た材 。 ①正面 にチ ョウナ痕 が 3 列残 存。 古 墳前期 3 7…84 追 ／－‘＼
ス

5　 区

S K 5 1009

10　 層

9．2

5 ．6

②上 端 は欠損 。下 端 は側 面 と正面 を削 って尖 らせ

て いる。

2 7－84
柾

目

ぎ

85

W K 622 154 ．8 円柱 を割 った材 。下端 よ り2 1cm の部位 までが 荒れ てお ①正面 に チ ョウナ 加工痕 が 3 列 残存 。 古 墳前期 3 7－85 柾

目

ノーーヽ
ス

5　 区

S K 5 1009

10　 層

8 ．2

5 ．2

り柱 の根元 と して土 に埋 まって いた可能 性が あ る。 ②上端 は欠損 。下 端 も折 れて 欠損 して いる。 2′「85 き

86

W K 60 1 156 ．2 円柱 を割 った材 か。四 角柱の 可能性 も残 る。 （む正面 にチ ョウナ痕 が 2 列 残 る。 古墳 前期 37 －86 追 ／－、ヽ
ス

5　 区

S K 5 10 09

10　 層

8 ．8

6 ．6

② 上端 は欠損 。下端 は側面 を削 って尖 らせ る。 2十 86
柾

目

き

8 7

W K 640 167．4 円柱 を割 った材。 断面 で1／6残 存。 ① 正面 にチ ョウナ痕 が 3 列残 る。表面 の 劣化 に よ 古墳 前期 3十8 7 板

目

／－、
ス

5　 区 8．6 りか な り不 明瞭。 27－8 7 ギ

S K 5 100 9

10　 層

4．8 ② 上端 は欠損。 下端 は側面 を削 っ て尖 らせ る。 　　）

8 8

W K 7 7 163．8 四角柱 を割 った材。 ① 正面 と左側面 に チ ョウナ痕 が 残存。 古墳 前期 38－88 柾

目

ノーヽヽ
ス

5　 区 7．2 ② 上端 は欠 損。 下端 は主 に左 側 面 を削 って尖 らせ 28－88 ギ

S K 5100 2

10　 層

3．1 る。右側 面、裏 面 も僅 か に削 る。 －ヽ／

89

90

9 1

92

93

W K 625 158．6 四角柱 を割 った材。左側 面の割 り面 に木釘 または楔の ① 正面 と右側 面 に不 明瞭 だが チ ョウナ痕 が 見 られ 古墳 前期

弥生後 期

38－89 柾

目

板

目

ノーIl、
ス

5　 区 7．8 一 部が 正面 か ら打 ち込 まれた形 で残 る。

四角柱 を割 った材。

四角柱 を割 った材。

四 角柱 を割 った材。

四 角柱 を割 った材。

る。

②上 端 は欠損。下 端 は両側面 を削 り尖 らせ て いる。

① 正面 に 3 － 4 列 、左 側面 に 3 列 チ ョウナ痕 が 残

28－89

38－90

ギ

S K 51009

10　 層

W K 2 224

5．9

16 1．1

－ヽ／

／幽i、
ス

10　 区 10．6 る。

②上 端 は欠損。下 端は 両側面 を削 り尖 らせ て いる。

後 菓 ～ 28－90

38－9 1

ギ

SK lO330 4

3 3　 層

8．4 古墳前 期 　　　）

ノ－t、
ス

W K lO 39 165 ．0 ① 正面 に 4 － 5 列 、左側 面 に 2 －3 列 チ ョウナ痕 弥生後期 柾

目

10　 区 11．0 が残 る。

②上 端 は欠損 。下 端 は両側 面 を削 って 幅 を狭 くす

るが、先 端は まっす ぐに切 り尖 らな い。

後 菓 ～ 28－9 1

3 8－92

ギ

S K lO330 2

33　 層

6 ．6 古 墳前期 　　）

／‾‾＼スW K 624 169 ．7 ①正 面 と右 側面 にチ ョウナ痕 が残 る。 古 墳前期

弥生後期

板

目

板

5　 区 8 ．4 ②上 端 は欠 損。下端 は両側面 を削 り尖 らせ る。裏面 2 8－92

3 8－93

ギ

S K 5 1009

10　 層

W K 2427

7 ．1

17 1．0

もや や削 ってい る。

①正 面 に2 列、右側 面 に 1 列 チ ョウナ痕 が残 る。

　　　）

／－．．・ヽ
ス

10　 区 9 ．1 ②上 端 は欠損。 下端 は両 側面 を削 りさらに角 を取 後 菓 ～ 28 －93 ギ

S K lO3 308

33　 層

4 ．1 る形 で四方 か ら削 って尖 らせ る。 古 墳前期

目

　　　）

－16－



柱状材8

番　。

写

登録番号

区

出土遺構
出土層位

法量（cm）

全長

幅
厚 さ

形　　　　　　　　 態
技　　 法　　　　　 ①上端の加工

②下端の加工

③その他
年代観

実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

94

W K 252 0 179．6 四角柱 を割った材か。 ①正面のみチョウナ痕が2 列残存する。 弥生後期 38－94 板

目

′′一一、ス
10　区
33　層

6．0

7．6

②上端は欠損。下端は6 方向より削る。 後葉～

古墳前期
28－94 ぎ

95

W K 695 183．0 四角柱 を割った材。 （彰不明瞭だが、正面 と右側面にチョウナ痕が残 る。 古墳前期 38－95 柾

目

ノー．、、
ス5　 区

SK 5 10 09

10　層

8．4

6．0

②上端は欠損。下端は両側面を削って尖らせる。 28－95 ぎ

96

W K 607 180．2 四角柱を割った材。 ①正面のみチ ョウナ痕が残 る。 古墳前期 38－96 柾

目

ノメ〃1．h、ス
5　 区

SK 5100 9

10　層

7．4

5．7

②上端は欠損。下端は正面、裏面 を削って尖 らせ

る。

28－96 ぎ

97

W K 6 11 16 7．3 四角柱を割った材。 （去正面のみ不明瞭だがチ ョウナ痕が認められる。 古墳前期 38－97 板

目

／嶋ヽヽス
5　 区
SK 5 1009

10　層

7．4
6．2

②上端は欠損。下端は両側面を削って尖 らせる。正

面、裏面は先端のみ削っている。
28－97 ぎ

98

！

W lO ll 137．5 薄い四角柱片または板材の一部と考えられる。 （訪正面、右側面にチ ョウナ痕があり、裏面の中央部 弥生後期 39－98 板 　　（ス
2・3 区 8．8 にもチ ョウナ痕が見 られる。上部と下部でチョウ 後菓～ 29－98 目

木

裏

ギ
SK 2 1206

12　層

2．7 ナの削 り方向が逆 となる。
②上端 は欠損。下端 は主に右側面を大きく削って

尖らせる。左側面は先端のみ僅かに削る。

古墳前期 －ヽ／

99

W K l15 1 138．5 四角柱を割った材か。 ①表面の劣化 により不明瞭だが正面に2 列のチョ 弥生後期 39…99 板

目

本

義

／‾－ヽス
10　区 10．8 ウナ痕が残存する。 後菓～ 29－99 ぎ

！

SK lO33 02
33　層

7．4 ②上端は欠損。下端は様々な方向か ら削 り、先端 を

エンピツ状に尖らせる。

古墳前期

10 0

W K 1293 13 6．7 四角柱を割った材か。 ①正面 と側面の一部 にチョウナ痕が残 る。正面 と 弥生後期 39－100 柾

目

／－．、ス
10　区 12．5 側面の間の角を取 るように削っている。 複葉～ 29－100 ぎ
S K lO3305

33　層

6．6 ②上端は欠損。下端は正面、両側面の3 方向を削っ

たと思われるひっかいたような粗い削 りである。

古墳前期

10 1

W K 153 5 14 1．8 円柱を割った材。断面で1／6程度が残る。 ①不明瞭だが、正面にチョウナ痕が 2 ～3 列残存。 弥生後期 39－10 1 柾

目

／‾’‘＼ス
き10　区 6．9 ②上端は欠損。下端は正面 と裏面を削る。先端には 後真一 29」01

S K lO 3305

33　層

9．2 孔痕の可能性のある切 り欠きがある。 古墳前期

102

W K 1288 151．2 四角柱 を割った材。 ①正面 と右側面にチョウナ痕が残る。 弥生後期 39－102 板

目

ノーー＼ス
き10　区 8．6 ②上端は欠損。下端は様々な方向から削 り、エンピ 後葉～ 29－102

S K lO33 05
33　層

5．2 ツ状に尖らせ る。 古墳前期

103

W K 3 006 15 3．0 四角柱を割った材。下端より9．3cmの部位に段があ り、 ①正面 と右側面にチョウナ痕が残 る。 弥生後期 39－103 板 ／－ヽ、ス
ぎ10　区 9．6 斜めに削っている。 ②上端は欠損。下端は左側面と裏面を削って尖 ら 後菓～ 29－103

I

S K lO330 2

3 3　層

7．1 せ るが、先端は状 となり下面を平坦に切っている。 古墳前期

目

104

W K 608 160．4 四角柱を割った材。 ①不明瞭だが、正面のみチョウナ痕が残 る。 古墳前期 39－104 柾

目

／－・、ス
ぎ5　区

SK 5 1009

10　層

8．3

5．3

②上端は欠損。下端は両側面 を削って尖らせてい

る。

29－104

105

106

10 7

108

W K 2436 158．0 四角柱 を割った材。

四角柱 を割った材。やや弓状に轡曲する。

表面に甘皮が僅かに残る丸太材。上端より62cmの部位

①正面 にチョウナ痕 が残る。 弥生後期 39－105 板

目

柾

H

芯

持
材

芯
持

材

ノ－－・ヽ
ス
ぎ

ノ－ヽ、ス
ぎ

イ
ヌ
マ
キ
属

ス
ギ

10　区 6．4 （診上端は欠損。下端は両側面を削って尖 らせ るが 後葉～ 29－105

3 9－106

S K lO3 308

33　層

W K 2456

3．8

154．6

先端は下面を平坦に切る。

①正面 と右側面 にチ ョウナ痕 が残 る。正面 は4

古墳前期

弥生後期

10　区 8．6 ～5 列認め られるが、右側面は一部のみである。 後葉～ 29－106

40－107

S K lO330 8

3 3　層

W 13 72

5．6

23 1．4

②上端 は欠損。下端 は両側面を2 方向から削って

尖 らせるが、先端は下面が平坦 となるように切る。

（彰削っている部位以外は目立つ加工がない。

古墳前期

弥生後期

2・3 区 7．3 の両側面 を削 りやや窪める。上端より約130 cmの部位 （塾上端はかな り平坦に切断 されている。下端は周 後菓～ 30－107

40－108

S K 2 1203

12　層

W K 1743

6．0

130．8

は正面のみを僅かに削り窪める。　 実際の径は6．5cm。

107 と形態が似る。中央部の両側面 を削る。107よりは

囲を6 方向か ら削 りエンピツ状に尖 らせている。

①裏面は表面 に甘皮が残 るが、他の面は縦方向に

古墳前期

弥生後期

10　区 8．4 短 くやや太めの材を使用 している。 削 られている。 後葉～ 30－108

S K lO3 504
35　層

7．3 ②上端は平坦に切 られ、下端は割れが著 しく、加工

は不明である。
③側面の切 り欠 きは上から削り込んでいる。

古墳前期

－17－



柱状材9

番

号

登 録番 号

区

出土遺構

出土層位

法量 （cm ）

全 長

幅

厚 さ

形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 上 端 の加工

（診下端 の加工

③ その他

年代観
実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

10 9

W K 1289 132 ．4 107 と形態 が似 る。中央 よ りや や上 の部分 の側面 を削 ① 正面 に甘皮 が残 る。裏面 は割 り面。 弥生後期 4 0－109 芯

持

材

半

割

ノ．‾一・・、
ス

10　 区 9 ．0 り欠 いて い る。 丸太の 学割材 を使用 してい る。 ② 上端 は欠損 。下 端 は多 方向 か ら削 り尖 らせ て い 後 菓 ～ 30 －109 ギ
S K lO 3305

33　 層

6 ．0 る。

③ 側 面 の切 り欠 き は上 と下 か ら刃 を入 れ、 間 を

まっす ぐに切 り窪み を作 る。

古 墳前期 ヽヽ＿／

1 10

W 1391 142．4 107 と形 態が似 る。 中央 よ りや や上の 部分 の側 面 を削 ① 正面 に甘 皮が残 る丸 太材。 弥生 後期 40 －110 芯

持

材

イ

1　 区 10．4 り欠 いて いる。実際 の径 は5．8cm 。 ②上 端 は平坦 とな るよ うに切 る。下 端 はや や 欠損 後葉 ～ 30－110 ヌ

S K 1220 2

22　 層

6．1 してい るが、平坦 に切 って あ る可能性 が ある。

③側 面の切 り欠 きは上 か ら切 り込ん で欠 く。

古墳 前期 マ
キ

属

111

W 19 28 15 1．0 上 端 よ り12cm の部位 の側面 に 幅2．5cm 強 の切 り欠 きが ①正 面、左側 面、裏 面 をチ ョウナ で加工 す る。正面 弥生後 期 40－111 ／－t．．1．・ヽ
ス

1　 区 11．4 あ る。断 面台形 状の材 で約 200の傾 きで右 側 に厚 くな は中央部 の チ ョウナ列 は整 っ て い るが、上部 と下 後 菓 ～ 31－111 ギ
SK 12202

22　 層

6 ．7 る。 部 は何 回 も調 整 してい る。

②上 端は欠 損 してい るが、上 面 に小孔 を穿 つ。下 端

は側面 をチ ョウナ で削 り尖 らせ る。

古墳前 期 ＼－／

112

W K 243 2 175 ．8 角材 片で9 00に他 の部材 を組む た めの乱 の 削 りが 2 ケ ① 全周 割 り面 で ある。 弥生後期 40 －112 板

目

／．．．・．・・ヽ
ス

10　 区 10 ．3 所近 接 して残 る。 ② 上端 は欠損 。下 端 は周 囲 7 方 向か ら削 るが 、先端 後 葉 ～ 3 1－112 ギ
S K lO3308

33　 層

5 ．3 は下面 が平坦 とな る ように切 る。

③ 孔 は辺 5 cm の正方 形状 と考 え られ る。

古 墳前期 ＼－／

1 13

W K 2564 167．8 角材 を割 った材 か。中央 部 よ りやや 上の右 側 と下方 に ① 左側面 のみ チ ョウナ痕 が残 る。 弥生 後期 4 1－113 柾

目

／‾．．、
ス

10　 区 8．1 向か って約5 0。の角度 で部材 を組 み合 わせ た と考 え ら ② 上端 は欠 損。 下端 は周 囲 を 7 方 向か ら削 って細 後葉 ～ 3 上113 ぎ
S K lO3 306

33　 層

7．2 れ る孔 の削 りが見 られ る。 くす るが、 先端 は下面 が 平坦 にな る よ うに真 っ直

ぐ切 る。

古墳 前期

114

W K 620 173．2 下端 と中央部 の 2 ヶ所 に正 面 か ら右 側面 に貫 通 す る （彰正面 と右 側面 にチ ョウナ痕 が 残 る。 古墳 前期 41－114 ／－．‘‘一ヽ
ス

5　 区

S K 5 100 9

10　 層

8．2

6．1

孔 が残 る。孔 は いず れ も 2 cm 強 ×1．5 cm 強 の大 きさで

あ る。

②上 端 は欠損。 下端 は両側面 を削 って尖 らせ る。 3上 114 ぎ

115

W K 23 48 18 1．5 下 端 よ り約23cm の部位 の左 側 面 に長 さ12 cm 、深 さ1。3 ①左側 面 のみチ ョウナ痕 が 1 － 2 列残 存す る。 弥生後 期 41－115 柾

目

／－‘、
ス
ぎ10　 区 8 ．8 cm ～ 2 cm の切 り欠 きがあ り、材 を組み 合わせ た孔 と考 ②上 端 は欠損 。下 端 は 6 方 向 か ら削 って尖 らせ 先 後 菓 ～ 3ト1 15

S K lO3306

3 3　 層

5 ．6 え られ る。 中央 部右側 面 に も切 り欠 きがあ る。 端 は下面が 平坦 とな るよ うに上 か ら切 る。

（診中央 部の切 り欠 きは正 面が 緩 い Ⅴ字 に切 り欠 き

裏 は長方形状 に切 り欠 く。

古墳前期

116

W K 2538 192．6 下端 より約 110cm の部位 に部材 を組 み合 わせ た孔 の痕 ① 正 面 に3 列 のチ ョウ ナ痕 が残 存 。下 端か ら24cm 弥生後期 4 1～116 柾

目

／－、・・、
ス
ぎ

10　 区 8．5 跡 と考 えられ る削 りが左 側面 裏側 に残 る。 の部位 まで裏 面 を薄 く削 る。 後 菓 ～ 3 1－116

S K lO 3306

33　 層

6．2 ② 上端 は欠損 。下端 は両側 面 を削 って尖 らせ る。 古 墳前期

1 17

118

119

12 0

12 1

122

12 3

W K 2345 2 08．2 下端 よ り23cm の部位 に段差 が あ る。また左 側面 の下端 ① 裏面 と右側面 に チ ョウナ痕 が 残 る。 弥生 後期 4 1－117 柾

目

柾

目

板

目

柾

目

柾

目

柾

目

柾

目

′－、
ス
ぎ

′‾．‘．・、ス
ぎ

／′．、、
ス
ぎ

／－．．・・ヽ
ス
ギ
＼－／

／－．・・・、
ス
ぎ

／－．・ヽ
ス
ぎ

／．・．．ヽ
ス
ぎ

10　 区 9．1 よ り10 5cm の部位 に部材 を組 み合わせ た孔 の痕 跡 と思 （診上 端 は欠 損。下 端 は両側 面 を削 って尖 らせ て い 後稟 ～ 3 1－117

42－118

S K lO33 06

33　 層

W K 6 53

7．2

13 9．7

われ る削 りが残 る。 その 7 cm 上 部 に1．6cm x O．6cm の木

釘 が打 ち込 まれ てい る。

角 材 を割 った もの。下端 より20 cm の部 位 と中央部 に正

る。段差 の部分 も削 る。

（丑正面 と右 側面 にチ ョウナ痕 が残 る。

古墳 前期

古墳 前期

弥生後期

5　 区 6．1 面 か ら右 側面 に抜 け る孔 があ る。正面 上部 には木 釘が ②上 端 は欠損 。下端 は両側 面 を切 り落 と して 尖 ら 32－118

42…1 19

S K 51009

10　 層

W K 12 95

5．0 打 ち込 まれ てい る。 せ る。

142 ．5 角柱 を割 っ た もの。下端 よ り43 cm の部 位 に左側 面 に抜 ①正 面、両側 面 チ ョウナ痕が残 る。

10　 区 9 ．6 ける孔が あ るう。上 端 よ り50cm の部位 に釘穴状 の切 り ②上 端 は欠 損。 下端 は角 を取 る よ うに 4 方 向 か ら 後 菓 ～ 32－1 19

4 2－120

S K lO3305

33　 層

W K 2286

5 ．8

148 ．2

込 みが ある。上 部20cm あ ま りは僅 か に厚 くなる。

断面 台形状 の材 。25 0の傾 き を持 つ。下端 よ り48 ．5cm の

削 って尖 らせ て い る。 先端部裏 面 に1．3 cm の段 差 が

見 られ る。

①正面 、裏面 、左側 面 にチ ョウナ痕 が残 る。

古墳前期

弥生後期

10　 区 6．6 部位 に正面 か ら左側 面 に抜 け る孔 があ る。

下部 と中央 部 に正 面 か ら左 側面 に抜 け る孔 が 2 つ ず

②上 端 は欠損 してい るが 先端 は ま っす ぐ切 って い 後 菓 ～ 32 －120

42 －121

S K lO 3306

33　 層

W K 617

4．4

153．2

る よ うで あ る。 下端 は 両側 面 を削 って鈍 く尖 らせ

る。

① 正面 のみ チ ョウナ痕 が残 る。

古 墳前期

古墳 前期

古墳 前期

古墳前期

5　 区

S K 5 100 9

10　 層

W K 6 83

8．0

5．0

16 0．5

つやや 斜め にず れて穿 って いる。

下 部 と中央 部 に正面 か ら右側 面 に抜 け る孔 が穿 たれ

② 上端 は欠損 。下端 は両側 面 を削 って尖 らせ る。

① 表面 の劣 化 のた めチ ョウナ痕 は不 明。 かな り平

32 －121

42－12 2

5　 区 6．5 てい る。上端 よ り4 7cm の 部位 に釘痕 と思 われ る窪 みが 担 に仕上 げ られ てい るの で チ ョウナ加 工 され た と 32－12 2

4 2－123

SK 51009

10層水 田

W K 655

3．9

168 ．4

見 られ る。

下 部 と中央 部 に正面 か ら左側 面 に抜 け る孔が 穿 たれ

思 われ る

②上 端 は欠 損。下 端 は両側 面 を 削 って尖 らせ てい

る。

①正 面 と左 側面 に不明 瞭だが チ ョウナ痕 が残 る。

5　 区

S K 5 1009

10 層水 田

6 ．6

5 ．8

て い る。 ②上 端 は欠損 。下 端 は両側 面 と裏 面 を削 って尖 ら

せ る。

3 2－123

ー18－
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③ そ の 他

年 代 観
実 測 図 版

写 真 図 版

木

取

り

樹

種

124

W K 6 3 9 16 9．9 下 部 と 中 央 部 に 正 面 か ら左 側 面 に 抜 け る 孔 が 穿 た れ （訂 正 面 と左 側 面 に 不 明 瞭 だ が チ ョウ ナ 痕 が 残 る。 古 墳 前 期 4 2－124 柾

目

／‾．、
ス

5　 区

S K 5 1 0 0 9

1 0　 層

8 ．4

5 ．4

て い る。 ② 上 端 は 欠 損 。 下 端 は 両 側 面 を削 っ て 尖 らせ る。 32 －124 ぎ

125

W K 1 2 9 1 1 4 2 ．4 四 角 柱 を割 っ た材 。上 端 よ り19cm の 部 位 に段 を作 り、 （訪 正 面 と右 側 面 に チ ョウ ナ 痕 が あ る 。 弥 生 後 期 43 －125 柾

目

ノー、ヽ
ス

10　 区 12 ．7 下 を 僅 か に 削 っ て 薄 く して い る。 （彰上 端 欠 損 。下 端 は側 面 を 削 って 尖 らせ て い る。先 復 業 ～ 33 －125 ギ
S K l O 3 3 0 5

3 3　 層

4．0 端 の み 正 面 と裏 面 を 削 る 。 古 墳 前 期 一ヽ一1・′

126

W K 1 2 9 7 1 4 6．2 12 5 と形 状 が 似 る。 上 端 よ り27 cm の 部 位 に僅 か に 段 を ① 右 側 面 の 一 部 と左 側 面 に チ ョウ ナ 痕 が あ る 。 弥 生 後 期 43－126 板

目

ノ－．・、
ス

10　 区 9．8 作 り、 下 を 削 る。 ② 上 端 欠 損 。下 端 は 側 面 を削 っ て 尖 らせ る 。裏 は 先 複 葉 ～ 33－126 ギ
S K l O 3 3 0 5

3 3　 層

6．8 端 の み 削 る。 古 墳 前 期 　　）

127

不 明 16 7．8 断 面 半 円 形 で 下 に 向 か っ て 幅 広 くな る 。下 端 は正 面 、 ① 表 面 劣 化 の た め 、 加 工 は 不 明 。 下 部 は正 面 、裏 面 不 明 43－127 板

目

′－・、
ス

7．4 裏 面 か ら削 っ て 薄 くす る。躍 状 の 形 を し て い る が 上 部 と も平 坦 に 削 っ て い る 。 33－12 7 吏

4 ．3 は 断 面 円 形 と な ら な い 。 実 際 の 径 は 3 ．7cm （断 面 ）。 ② 上 端 は 平 坦 に 切 り落 と す 。下 端 は 欠 損 して い る 。 －ヽ＿／

128

W 1 3 6 5 1 5 4 ．2 上 部 は 断 面 円 形 の 丸 太 状 で 中 央 部 よ り表 面 を 削 り下 （丑表 皮 を 剥 い だ 丸 太 材 で 下 部 に 向 か っ て 正 面 と裏 弥 生 後 期 4 3－128 芯

持

材

ス
1　 区 11．6 端 を へ ラ 状 に仕 上 げ る 。 面 を 削 り薄 く す る 。 後 菓 ～ 3 3－128 ギ

S K 12 2 0 2

2 2　 層

9 ．8 ② 上 端 は 欠 損 。 下 端 は 薄 く削 り裏 面 を 先 端 の み

削 っ て 尖 らせ る 。

古 墳 前 期

129

W K 2 3 1 8 7 ．6 下 部 に 向 か っ て 幅 狭 くな る材 。下 端 よ り 5 cm の 部 位 に ① 表 面 に 目 立 つ 加 工 は 見 ら れ な い 。 古 墳 前 期 43 －129 板

目

サ

5　 区

S K 5 10 0 1

1 0　 層

7．5

2．4

幅 3 ．5cm の 溝 が 削 ら れ て い る 。 （塾上 端 は欠 損 。下 端 は正 面 か ら斜 め に 切 り落 とす 。 33 －129 カ
キ

130

W 2 0 2 9 1 1 2．8 下 端 よ り25 cm が 幅 広 く厚 く、断 面 は 円 形 で あ っ た と思 ① 正 面 は ほ ぼ 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 さ れ て い た と思 弥 生 後 期 44 －130 柾

目

ス

1　 区 10．6 わ れ 、上 部 は 細 くな り断 面 四 角 形 の ホ ゾ に 加 工 され て わ れ 、 裏 面 と下 部 の 右 側 面 は 二 次 加 工 で 割 ら れ て 後 葉 ～ 34 －130 ギ

S K 1 2 2 0 3 6．4 い た と思 わ れ る。下 部 復 元 径 14 ．6cm上 部 は 断 面 が 一 辺 い る。 古 墳 前 期

2 2　 層 6 cm 前 後 の 四 角 形 と推 定 さ れ る 。 ② 上 端 ・下 端 と も に 欠 損 。

13 1

W 1 5 6 0 10 4 ．4 丸 太 材 を 加 工 して 、上 部 を 断 面 11．2cm x 8．6 cm の 方 形 に ① 上 部 は チ ョウ ナ に よ り 加 工 。 弥 生 中 期 44－13 1 芯

持

ち

材

カ

ヤ2 ・3 区 13 ．8 加 工 す る。下 端 は 炭 化 して お り焼 損 し て い る 。下 部 の ② 上 端 は 粗 く切 断 さ れ て お り、 二 次 加 工 の 可 能 性 後 葉 34－13 1

S T　 6

16　 層

16 ．2 裏 面 も焼 損 して い る 。 が あ る。

132

W K 3 3 4 8 0 ．6 断 面 が 三 角 形 状 と な る 部 材 。上 部 に 2 cm x I cm の 小 孔 ① 正 面 ・裏 面 を ほ ぼ 全 面 チ ョウ ナ で 加 工 。 左 側 面 は 古 墳 前 期 4 4－132 板

目

ノ′‾．．．・・ヽ
ス
ぎ5　 区

S K 5 10 0 4

1 0　 層

9 ．5

4 ．9

を 穿 つ 。小 孔 は裏 面 か ら 穿 っ た と思 わ れ る 。上 端 は 欠

損 。

一 部 に 加 工 痕 が 残 る。 右 側 面 は か な り平 坦 で 加 工

の 可 能 性 が 高 い 。
② 下 端 は 両 側 面 ・正 面 を 削 っ て 尖 らせ る が 、 先 端 は

直 線 的 に切 断 さ れ て い る 。

3 4－132

1 3 3

W K l 1 3 3 7 1．7 断 面 が 三 角 形 状 とな る部 材 。左 側 緑 上 部 に 2 cm x I cm （丑正 面 e裏 面 を チ ョ ウ ナ で 調 整 。 両 側 面 は 木 目 で 割 弥 生 後 期 44 －133 柾 ／－．．・ヽ
ス
ぎ10　 区 8．2 の 小 孔 を穿 つ 。上 端 は 欠 損 して い る が 、裏 面 の 一 部 に れ て い る。 後 菓 ～ 3十 133

S K l O 3 5 0 2

3 5　 層

5．4 刃 痕 が 認 め られ 、 切 断 の 可 能 性 も あ る。 ② 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 粗 く切 断 され て い る 。 古 墳 前 期

目

13 4

1 3 5

1 3 6

13 7

1 3 8

W K 2 0 8 6 5 7．8 下 部 約 16c m が 幅 広 く厚 くな っ て い る 。上 部 は断 面 方 形 ① 上 部 の ホ ゾ 状 の 部 分 は 正 面 ・左 側 面 を チ ョウ ナ 弥 生 後 期 44 －134 板

目

柾

目

柾

目

板

目

板

目

／－．ヽ．
ス
ぎ

／‾・．．・ヽ
ス
ぎ

／‾－ヽ
ス
ぎ

／′‾‘．．・ヽス
ぎ

／d‾ヽ・ヽ
ス
ぎ

10　 区 7．8 の ホ ゾ 状 に作 られ て い た と推 定 され る 。下 端 は 欠 損 。

断 面 が 三 角 形 状 と な る 部 材 。右 側 緑 部 に 2 cm x I cm の

で 加 工 。他 は 割 り剥 さ れ て い る 。下 部 の 太 い 部 分 は 後 葉 ～ 34 －134

4 4－135

S K l O 3 5 0 3

3 5　 層

W K l O 9 0

5．9

77 ．3

全 面 割 り刺 さ れ た面 。

（診上 端 は 裏 面 を 割 り刺 して 薄 く し、 左 側 面 か ら斜

め に 切 っ て 先 端 を尖 らせ て い る 。

① 正 面 ・裏 面 と も劣 化 の た め 加 工 痕 が 不 明 瞭 だ が 、

古 墳 前 期

弥 生 後 期

10　 区 10 ．3 小 孔 を 穿 つ 。 右 側 面 上 部 が 上 端 に か け て 欠 損 し て い

る 。

正 面 か ら左 側 面 に 斜 め に 孔 を 穿 っ て い る 。孔 は 3 cm x

チ ョ ウ ナ で 加 工 し て い る。裏 面 は 平 坦 に 、正 面 は や 後 菓 ～ 34－13 5

4 4－13 6

S K lO 3 3 0 2

3 3　 層

W K 1 6 5 1

5 ．9

10 4．4

や 丸 み を 帯 び る 。

② 下 端 は 両 側 面 を 削 っ て 尖 ら せ る が 、 先 端 は 直 線

的 に 切 断 され て い る。

（彰正 面 は 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 。

古 墳 前 期

弥 生 後 期

10　 区 11．7 1．5cm で あ る 。両 側 面 ・裏 面 は 割 ら れ て お り、 元 は 角 材 ② 下 端 は 直 線 的 に 切 断 。 両 側 面 か ら 斜 め に切 り込 後 葉 ～ 3 4－136

4 4 －137

S K l O 3 3 0 2

3 3　 層

W K 14 6 0

5．0 で あ っ た と推 定 さ れ る 。 上 端 は 欠 損 。 ん で や や 幅 を狭 くす る 。 古 墳 前 期

23 4．4 断 面 は 半 円 形 で 元 は 円 柱 状 で あ っ た と 推 定 さ れ る 。 ① 正 面 は 全 面 チ ョウ ナ で 加 工 す る 。 チ ョウ ナ 痕 が 弥 生 後 期

10　 区 12．6 チ ョウ ナ 列 が 9 面 残 存 。 上 端 は 欠 損 。

上 部 に 長 さ 8 cm 、下 部 に 長 さ 12cm の 貰 穴 痕 が 残 る。上

列 幅 1．5cm 前 後 、 長 さ 2 cm 前 後 と 非 常 に 細 か い 。 後 菓 ～ 34 －137

4 5 －138 a

S K l O 3 3 0 5

3 3　 層

W K 2 8 1 0

5．4

12 6 ．6

② 下 端 は 正 面 ・裏 面 ・両 側 面 を 削 っ て 尖 らせ て い

る。

（彰正 面 の 一 部 を チ ョ ウ ナ で 加 工 し て い る 。 裏 面 は

古 墳 前 期

弥 生 後 期

10　 区 10 ．8 端 は 欠 損 。 木 目 で 割 り 、 両 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る。 後 菓 ～ 35 －138 a

a S K lO 3 3 0 4

3 3　 層

5 ．8 ② 下 端 は 正 面 と 右 側 面 を 削 り尖 らせ て い る。 先 端

の み 左 側 面 も削 る。

古 墳 前 期

－19－
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13 8
b

W K 2 0 8 7 1 1 3．8 下 部 正 面 に 長 さ6．5 cm の 両 側 面 に 抜 け る孔 痕 が 残 り、 ① 正 面 は ほ ぼ 全 面 チ ョウ ナ 加 工 。 裏 面 は 木 目 で 剖 弥 生 後 期 45－13 8 b 板

目

／－ヽ、
ス

10　 区 1 0．8 そ の 左 上 に 長 さ12 c m の 貰 穴 痕 が あ る。上 端 は 欠 損 。土 る。 貴 大 の 左 上 は 斜 め に 切 る 二 次 加 工 を 受 け て い 後 菓 ～ 35－13 8 b ギ
S K l O 3 3 0 4

3 3　 層

6．4 圧 で 僅 か に轡 曲 す る 。 る と思 わ れ る。

② 下 端 は 正 面 e 裏 面 ・左 側 面 を 切 っ て 尖 らせ て い

る。

古 墳 前 期 tヽ．＿／

13 8

W K 2 8 1 0 1 2 6 ．6 下 部 に一 辺 12 c m 四 方 の 貫 穴 が 残 る。穴 の 上 部 は 斜 め に ① 正 面 は木 目で 割 りチ ョウ ナ で 加 工 す る 。 裏 面 ・左 弥 生 後 期 4 5－1 3 8 板

目

／－‾ヽ・、
ス

W K 2 0 8 7 2 0 ．6 切 り取 ら れ て い るが 、穴 の 下 は 割 り取 られ て い る 。穴 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る 。 右 側 面 も割 り刺 さ れ て 後 菓 ～ 3 5…1 3 8 ギ
の 右 下 に 孔 痕 が あ り、左 に は 見 られ な い た め 、右 側 に い る と思 わ れ る。 古 墳 前 期 －ヽ＿／
他 の 部 材 を 組 み 合 わ せ た と思 わ れ る 。 上 端 は 欠 損 。 ② 下 端 は 貫 穴 の 部 分 の 上 下 を 切 り落 と し、 杭 と し

て の 加 工 を して い る 。

13 9

W K 2 9 16 1 2 2．9 下 部 に 貰 穴 痕 が あ る。穴 の 長 さ は 10 cm 前 後 と推 定 さ れ ① 正 面 を チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 左 側 面 は 平 坦 で 加 弥 生 後 期 45 －1 3 9 板

目

／‾．ヽ
ス

10　 区 1 2．5 る。穴 の 上 は 削 り、下 は 割 り刺 し て い る。上 端 は 欠 損 。 工 痕 は 不 明 瞭 だ が 、 加 工 さ れ て い た と 考 え ら れ る。 後 菓 ～ 35－1 3 9 ギ
S K lO 3 3 0 4

3 3　 層

5．8 1 3 8 a に似 る。 裏 面 ・右 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る。

② 下 端 は 右 側 面 を 穴 の 下 か ら 割 り刺 し、 さ ら に 右

側 面 ・裏 面 を削 っ て 尖 らせ る が 、 先 端 は 直 線 的 に 切

り落 と さ れ て い る。

古 墳 前 期 －ヽ＿／

14 0

W K 2 9 2 6 1 2 1．9 下 部 に 貴 大 痕 が あ る 。穴 の 長 さ は 9 cm 。上 端 の 欠 損 部 （》正 面 ・裏 面 は木 目で 割 り、 正 面 下 部 の み チ ョウ ナ 弥 生 後 期 45－14 0 板

目

／‾、、
ス

10　 区 1 2．9 に 残 存 長 8 c m x 幅 3 cm の 孔 痕 が 残 る。右 側 面 は 丸 み を で 僅 か に 表 面 を 削 る 。 右 側 面 は 3 列 の チ ョウ ナ 痕 後 菓 ～ 35－14 0 ギ
S K l O 3 3 0 4 7．0 帯 び る よ う に 加 工 さ れ て い る。元 は 円柱 状 の 断 面 を 持 が 残 り、 丸 み を 帯 び る よ う に 加 工 さ れ て い る 。 古 墳 前 期 ＿ヽ＿′

33　 層 つ 部 材 で あ っ た 可 能 性 が あ る。 ② 下 端 部 は 穴 の 上 下 を 削 っ て 幅 を 狭 く し、 先 端 は

両 側 面 を 削 って 尖 らせ る 。

14 1

W K 2 5 7 6 1 1 3．4 下 部 に 長 さ 9 cm の 貰 穴 痕 が 残 る 。 穴 の 上 は 斜 め に 削 ① 右 側 面 の み チ ョウ ナ で 平 坦 に 加 工 して い る。 他 弥 生 後 期 4 5－1 4 1 板

目

ノー’．＼
ス

10　 区 13 ．4 り、下 は割 り刺 して い る 。上 部 は 劣 化 欠 損 し て い る 。 は 割 り刺 して い る 。 後 菓 ～ 3 5－1 4 1 ギ

S K l O 3 3 0 6

3 3　 層

4 ．6 ② 下 端 は左 右 側 面 と正 面 の 3 方 向 か ら 削 っ て 尖 ら

せ 、 先 端 は 正 面 か ら斧 状 の 工 具 で 切 断 して い る 。

古 墳 前 期 ＿ヽ＿／

14 2

W K 1 3 4 8 1 12 ．8 円 形 の 断 面 を持 つ 材 を 1／4 に割 っ た と思 わ れ る 。 下 部 ① 正 面 一 左 側 面 に か け て 丸 み を 帯 び る よ う に チ ョ 弥 生 後 期 46 －1 4 2 板

目

／－・ヽ
ス

10　 区 5 ．6 に 長 さ6．8 c m の 孔 痕 が 残 る。 上 端 は 欠 損 。 ウ ナ で 削 る。チ ョウ ナ 列 は 4 列 残 る 。裏 面 は木 目 で 後 菓 ～ 36 －1 4 2 ギ
S K lO 3 3 0 5

3 3　 層

5 ．8 割 り、 右 側 面 は 割 り刺 す 。

② 下 端 は 孔 の 下 か ら 正 面 を大 き く 削 り、 先 端 の み

両 側 面 を 削 っ て 尖 らせ る。

古 墳 前 期 一ヽ一／

14 3

W K 2 5 5 1 1 1 4．9 下 部 に 長 さ 7 cm の 孔 痕 が 残 る。孔 の上 部 は 左 側 面 を斜 ① 正 面 と右 側 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 木 目で 弥 生 後 期 46－1 4 3 追 ′‾、ヽ
ス

1 0　 区 7．6 め に 削 り、下 部 は割 り刺 して い る 。上 部 は 劣 化 し欠 損 割 り、 左 側 面 は 割 り刺 し て い る 。 後 菓 ～ 36－1 4 3 ギ
S K l O 3 3 0 6

3 3　 層

5．0 して い る。 （診下 端 は 角 を 取 る よ う に 両 側 面 を 削 る。 先 端 は 右

側 面 側 か ら直 線 的 に切 断 さ れ て い る。

古 墳 前 期 柾

目

、ヽ－′．′

14 4

W K 2 7 2 2 1 0 9．3 下 部 に 長 さ9 ．1c m の 貰 穴 痕 が 残 る 。 穴 の 貫 穴 か ら 下 は ① 正 面 ・右 側 面 を チ ョウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 木 目 で 割 弥 生 後 期 46…14 4 板 ノ－ヽヽ
ス

1 0　 区 4．8 割 り刺 し、や や 幅 狭 くな っ て い る が 、下 端 を 尖 ら せ る り、 左 側 面 は 割 り刺 して い る 。 後 菓 ～ 36－14 4 ギ

S K l O 3 3 0 4

3 3　 層

6．3 加 工 は され て い な い 。 ② 下 端 は 正 面 か ら 切 り落 と し て い る。 上 端 は 欠 損

して い る が 、一 部 に 刃 物 痕 が 残 り、切 断 して い る 可

能 性 が あ る 。

古 墳 前 期

目

tヽ．＿．／

14 5

14 6

14 7

1 4 8

1 4 9

15 0

W K 2 5 2 1 10 3 ．1 下 部 に 長 さ 7 cm の 溝 が 切 ら れ て い る。溝 の 部 分 は 丸 み （》 正 面 の み チ ョ ウ ナ で 平 坦 に 加 工 さ れ る。 溝 の 中 弥 生 後 期 4 6－1 4 5 追 ／－．．．、
ス

10　 区 8 ．5 を 帯 び 、断 面 が 1／4 円 状 と な る よ う に加 工 さ れ て い る。 の 部 分 もチ ョウ ナ 痕 が 残 る 。 他 は 割 り剥 さ れ て い

る。

② 下 端 は 尖 らせ る 加 工 は さ れ て い な い 。 先 端 は 平

坦 に切 り落 と さ れ て い る 。

① 左 側 面 は チ ョ ウ ナ で 平 坦 に 加 工 。 正 面 は 木 目 で

後 真 一 3 6－1 4 5

4 6－1 4 6

ギ
S K l O 3 3 0 6

3 3　 層

W K 18 2 5

8 ．0

1 0 9 ．2

元 は 断 面 が 四 角 形 の 材 で 、溝 の 部 分 の み 円 形 と な る よ

う に 加 工 され て い た と推 定 さ れ る 。 上 端 は 欠 損 。

下 部 に 長 さ 9 c m の 貰 穴 痕 が 残 る。穴 よ り下 は割 り剥 が

古 墳 前 期

弥 生 後 期

柾

目

板

’、＿．／

ノ′‾＼
ス

10　 区 7 ．3 し て い る 。上 端 は 欠 損 。下 端 は 1／2 の 幅 に 割 り剥 が して 割 っ て い る 。 右 側 面 ～ 裏 面 は割 り剥 され て い る 。 後 菓 ～ 36 －1 4 6

4 6 －1 4 7

ギ

S K l O 3 3 0 2

3 3　 層

W K 1 8 5 4

6 ．7

1 0 6．0

い る 。

下 部 に 長 さ 7 c m の 孔 痕 が 残 る。上 部 は 欠 損 。下 部 は上

② 下 端 は穴 の 下 を 割 り刺 し幅 を 狭 く し て い る が 、

先 端 は 直 線 的 に 切 り落 と して い る。

① 全 面 が 割 り刹 さ れ て い る 。

古 墳 前 期

弥 生 後 期

目

柾

－ヽ＿／

／‾・．ヽ
ス

10　 区

S K lO 3 3 0 2

3 3　 層

W K 1 5 0 2

4．0

5．0

9 4．4

部 に 比 べ や や 厚 い 。

下 部 に 長 さ3 ．1 cm の 孔 痕 が 残 る 。上 部 は 欠 損 。細 く割 ら

② 下 端 は 裏 面 を 大 き く削 っ て 尖 らせ て い る 。

（彰正 面 の み チ ョイ ウ ナ で 平 坦 に 加 工 し て い る 。 裏

後 菓 ～

古 墳 前 期

弥 生 後 期

36 －1 4 7

4 6 －1 4 8

目

板

ぎ

／‘‾・．‘．ヽ
ス

1 0　 区 3．2 れ て い る。

下 部 に 長 さ約 5 cm の 孔 痕 が 残 る。上 端 は や や 劣 化 し て

面 は 木 目で 割 り、 両 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る 。 前 葉

弥 生 後 期

36 －1 4 8

4 6－14 9

ギ

S K l O 3 6 0 5

3 6　 層

S K 7－10 －1 4

3．2

9 3．0

② 下 端 は 裏 面 か ら斧 状 の 工 具 で 切 断 して い る 。

① 正 面 の み チ ョウ ナ で 平 坦 に 加 工 し て い る。裏 面 ・

目

柾

、－′

／－．．・ヽ
ス

7　 区 7．0 い る。

中央 よ りや や 上 部 に 長 さ8 ．5 cm 、 幅 2 c m 弱 の 方 形 の 切

右 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る 。 左 側 面 は 一 部 割 り剥 後 菓 ～ 36－14 9

4 6－1 5 0

ギ

S K 7 1 0 0 7

1 0　 層

W K 2 18 9

3 ．9

9 2 ．0

さ れ て い る よ う で あ る が 、平 坦 で あ り、加 工 の 可 能

性 も あ る 。

② 上 端 は 裏 か ら切 り落 と した と思 わ れ る。 下 端 は

両 側 面 を切 り尖 らせ る 。

① 左 側 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 。 左 側 面 と 正 面 との 間

古 墳 前 期

弥 生 後 期

目

板

、一一′

／‾．・‘＼
ス

10　 区 8 ．0 り 欠 き痕 が 残 る 。下 部 は 土 庄 に よ り大 き く轡 曲 す る 。 の 角 を取 る よ う な 加 工 も見 ら れ る 。 正 面 と裏 面 は 後 真 一 36－1 5 0 ギ

S K lO 3 5 0 3

3 5　 層

3 ．7 下 端 は 劣 化 し て い る。 木 目 で 割 る 。 右 側 面 は割 り剥 さ れ て い る 。

② 上 端 は右 側 面 裏 側 か ら斧 状 の 工 具 で 切 断 。 下 端

は両 側 面 ・裏 面 を 削 っ て 尖 らせ て い る と思 わ れ る 。

古 墳 前 期

H

　　　）

－20－
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15 1

W K 19 1 5 7 0 ．0 上 部 に長 さ 5 c m の 方 形 の 孔 痕 が 残 る。 上 端 は 欠 損 。 ① 正 面 ・裏 面 は チ ョウ ナ で 平 坦 に 加 工 され て い る 。 弥 生 後 期 4 6－1 5 1 追 ／‾－ヽ
ス

10　 区 6 ．2 右 側 面 は木 目で 割 り、 左 側 面 も割 り剥 され て い る 。 後 菓 ～ 3 6－1 5 1

柾

目

ギ

S K l O 3 5 0 6

3 5　 層

4 ．6 ② 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 切 り落 と し て い る。 正 面 と

裏 面 か ら各 々切 り込 ん で い る た め 、 裏 面 が 一 段 低

く な っ て い る。

古 墳 前 期 一ヽ一／

15 2

W K 15 7 4 7 2 ．0 中央 よ りや や 下 に 長 さ 5 cm の 孔 痕 が 残 る 。上 端 に 礼 状 ① 正 面 の み チ ョウ ナ で 削 る。裏 面 は 木 目 で 割 り、両 弥 生 後 期 46 －1 5 2 板

目

ノ′．・．．、
ス

10　 区 10 ．0 の 切 れ 込 み が あ る が 、孔 痕 か 切 断 に 伴 う切 れ 込 み か 不 側 面 は 割 り刺 し て い る。 後 葉 ～ 36 －1 5 2 ギ

S K l O 3 3 0 2

3 3　 層

4 ．8 明 。 ② 下 端 は 両 側 面 を斜 め に 切 り落 と し尖 ら せ る が 、

先 端 は 斧 状 の 工 具 で 右 側 面 か ら 直 線 的 に切 り落 と

し て い る。上 端 は 斧 状 の 工 具 で 粗 く切 っ て い る 。刃

痕 が 裏 面 に残 る。 刃 幅 2 ．5c m 。

古 墳 前 期 －ヽ／

15 3

W K 2 7 0 9 7 6．6 下 端 部 に長 さ 2 c m の ホ ゾ 穴 が 残 る。下 端 よ り20 cm 正 面 ① 正 面 ・裏 面 は 木 目で 割 り刺 して い る。 弥 生 後 期 46 －1 5 3 板 ／－、
ス

10　 区 8．4 を削 り、 や や 薄 くす る。 ② 上 端 は 粗 く切 断 して い る 。 下 端 は左 側 面 か ら ホ 後 葉 ～ 36－1 5 3 ギ

S K lO 3 3 0 4

3 3　 層

4．9 ゾ 穴 に 向 か っ て 斜 め に 削 り、 穴 か ら 下 は 割 り取 っ

て 細 くす る 。

古 墳 前 期

目

－ヽ／

15 4

W K 1 3 9 7 7 8．6 左 側 面 中 央 部 に裏 か ら楔 を打 ち 込 ん だ 跡 が あ り、さ ら ① 正 面 は 全 面 チ ョウ ナ で 加 工 。 裏 面 は木 目 で割 る。 弥 生 後 期 46－1 5 4 板

目

／‾ヽヽ
ス

1 0　 区 4．3 に 13 cm 下 に も楔 を打 っ た と推 定 さ れ る箇 所 が あ る。下 右 側 面 は 割 り刺 し、 左 側 面 は 割 り刺 す 加 工 痕 が 残 後 真 一 36－1 5 4 ギ

S K lO 3 5 0 4 5．3 部 は 下 か ら上 に 向 か っ て切 り込 ん だ と思 わ れ 、段 差 の る 。 古 墳 前 期 －ヽ＿／

35　 層 部 分 で 刃 を止 め て い る。 上 端 は 欠 損 。 ② 下 端 は斧 状 工 具 で 左 右 側 面 か ら切 っ て い る 。 特

に 右 側 面 か ら 斜 め に切 り込 み 細 くす る 。

15 5

W K 2 8 3 7 1 1 9．4 下 部 に 長 さ 9 cm の 貰 穴 痕 が 残 る 。隅 丸 方 形 の 断 面 と な ① 正 面 と 両 側 面 を チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 正 面 は や 弥 生 後 期 47－15 5 板 ノー．．．．・ヽ
ス

10　 区 8．0 る 材 を 1／4 に割 っ た もの と推 定 さ れ る 。 上 端 は欠 損 。 や 丸 み を 帯 び る 。 後 菓 ～ 3′「 15 5 ギ

S K l O 3 3 0 4

3 3　 層

6．0 ② 下 端 は 両 側 面 を 削 り、 裏 面 との 角 を 取 る よ う に

削 られ て い る 。 先 端 は 平 坦 に 加 工 され て い る 。

古 墳 前 期

目

ヽヽ＿′′

15 6

W K 2 6 2 2 12 1．2 下 部 に 長 さ約 6 cm の ホ ゾ穴 痕 が 残 る。穴 の 周 囲 に 他 の ① 正 面 e裏 面 は 木 目 で 割 る 。 両 側 面 は 割 り取 ら れ て 弥 生 後 期 4′ト 15 6 板 ／‾、ヽ
ス

10　 区 12．1 部 材 が 当 た っ て い た庄 痕 が 残 る 。 上 端 は 欠 損 。 い る。 後 菓 ～ 37－15 6 ギ

S K l O 3 3 0 6

3 3　 層

5 ．8 ② 下 端 は 両 側 面 を削 っ て 尖 らせ る 。 古 墳 前 期

目

一ヽ一′

15 7

W K 13 9 6 1 16 ．4 下 部 に 長 さ6．3c m の ホ ゾ 穴 痕 が 残 る。 正 面 が 割 り 剥 が ① 左 側 面 を チ ョウ ナ で 加 工 す る。 正 面 ・裏 面 は 木 目 弥 生 後 期 47－15 7 板 ノ－．、
ス

10　 区 8 ．7 さ れ て い る た め 僅 か に 窪 み が 残 る の み で あ る 。 で 割 り刺 す 。 右 側 面 は 割 り取 っ て い る。 後 葉 ～ 3′「15 7 ギ

S K l O 3 3 0 5

3 3　 層

4 ．4 端 は 劣 化 し、 欠 損 して い る 。 ② 下 端 は 正 面 ・裏 面 ・両 側 面 を 削 っ て 鋭 く 尖 らせ

る。

古 墳 前 期

目

－ヽ／

15 8

W K 2 4 1 9 1 0 7 ．0 下 端 よ り約 20 c m の 部 位 の 正 面 に 段 差 が あ る。長 さ 8 cm ① 正 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 。裏 面 は 木 目 で 割 る 。両 側 弥 生 後 期 4 ’「 15 8 板 ノ｛、
ス

10　 区 7 ．8 前 後 の 貰 穴 の 痕 跡 と思 わ れ る 。右 側 緑 の 中央 部 に 長 さ 面 は 割 り刺 し て い る。 後 真 一 37－1 5 8 ギ

S K l O 3 3 0 8

3 3　 層

5 ．3 3 c m の 切 り欠 き が あ る 。 上 端 は 欠 損 。 ② 下 端 は 両 側 面 を 削 り尖 らせ る 。 正 面 も穴 の 痕 跡

の 下 の 部 分 を削 り薄 く して い る。

古 墳 前 期

目

－ヽ＿′

15 9

1 6 0

1 6 1

1 6 2

1 6 3

1 6 4

W K 1 2 6 8 1 2 5．1 正 面 ・裏 面 と も上 端 ・下 端 が 炭 化 し て い る。 中 央 よ り ① 正 面 ・裏 面 と も割 り刺 し一 部 を チ ョウ ナ で 削 っ 弥 生 後 期 4 7－1 5 9 柾 ／－‘．、
ス

10　 区 14．4 や や 下 に2 ．5c m X 3 cm の 方 形 孔 を 穿 つ 。 裏 面 の 孔 の 上 て 調 整 す る 。 両 側 面 は木 目 で 割 る。 後 葉 ～ 3 7－1 5 9

4 7－1 6 0

ギ

S K lO 3 3 0 5

3 3　 層

3．7 長 さ 18 c m X 幅 4．5 c m に わ た る 削 りが あ り、 当 た り の 可

能 性 が あ る 。 上 端 は 劣 化 欠 損 。

② 孔 は 両 面 か ら 穿 っ て い る。 古 墳 前 期

目

－ヽ，′′

／－．．、
スW K 2 2 0 5 1 1 7．6 上 端 に 穿 孔 の 痕 跡 あ り。 残 存 長 8．5 cm 幅 3 cm の 縦 長 の ① 右 側 面 を チ ョウ ナ で 削 る。 正 面 ・裏 面 を木 目で 割 弥 生 後 期 板

目

追

10　 区 12．4 孔 が あ る。上 端 が 欠 損 して い る た め 孔 の 長 さ は 不 明 。

上 部 に 正 面 か ら左 側 面 に 抜 け る 穿 孔 が あ ．り、中 央 部 に

り、 一 部 を チ ョ ウ ナ で 調 整 す る 。 左 側 面 は 割 り剥 後 真 一 3 7－1 6 0

4 ′「 16 1

ギ

S K lO 3 3 0 4

3 3　 層

W 1 8 3 6

5．9

9 2．1

す 。

② 下 端 は 両 側 面 を 削 り尖 ら せ る 。 先 端 の み 正 面 も

削 る 。

① 正 面 ・裏 面 ・左 側 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 右 側

古 墳 前 期

弥 生 後 期

－ヽ／

／‾．ヽス
10　 区 7．2 正 面 か ら裏 面 に抜 け る 穿 孔 が あ る。上 端 に 孔 痕 と思 わ 面 は割 り刺 して い る。 複 葉 ～ 3 7－1 6 1

4′「 16 2

柾
ギ

S K l O 3 5 0 4 4．9

10 8．6

れ る切 り欠 きが あ り、中 央 よ りや や 下 に も方 形 の 切 り ② 下 端 は 左 側 面 か ら斜 め に 切 り落 と して い る。

ノまJヽ　　　ヽ

古 墳 前 期

弥 生 後 期

■ヽ－．′

／‾．、
ス

35　 層 欠 き が あ る 。 上 端 は 欠 損 。 ③ 下 部 の 左 側 綾 部 を 長 さ 9 cm に わ た っ て 斧 状 の 工

具 で 削 っ て い る。 目

W K 2 3 6 3 下 端 に 2．5 cm X 2 cm の 方 形 孔 を 穿 つ 。 正 面 の 左 半 分 が ① 全 周 割 り刺 さ れ た 面 で 目立 つ 加 工 痕 は な い が 、 板

目

板

10　 区 7．9 斜 め に 傾 い て い る 。 上 端 は 欠 損 。

上 端 の 大 部 分 が 欠 損 し て い る と 思 わ れ る。一 辺 が 4 c m

正 面 の 左 半 分 が 斜 め に 平 坦 に な っ て お り、 明 確 な 後 葉 ～ 3′「 16 2

4 7 －1 6 3

ギ

S K l O 3 5 0 6

3 5　 層

W 15 4 5

4 ．1

3 1．5

加 工 痕 は な い が 、 加 工 さ れ た 可 能 性 が あ る 。

② 下 端 は 両 側 面 を斜 め に 切 り、 さ ら に 角 を 取 る 様

に 切 り取 っ て 尖 らせ る。

① 正 面 ・裏 面 と も木 目で 割 る。 両 側 面 は 割 り刺 して

古 墳 前 期

弥 生 後 期

．ヽ一．′

ノ－．．．・ヽス
1　 区 11．2 強 の ホ ゾ 穴 を 穿 つ 。穴 は 裏 面 が 長 さ 7 cm とや や 縦 長 と い る。 後 葉 ～ 37 －1 6 3

4′「 16 4

ギ

S K 1 2 2 0 2

2 2　 層

5 ．8 な る。 こ の た め 孔 の 中 に 段 差 が 見 ら れ る。 ② 下 端 は 主 に 両 側 面 を切 っ て 尖 らせ る が 、 先 端 は

正 面 ・裏 面 も削 る。

古 墳 前 期

目

一ヽ一′′

／－‘．．、
ス

W 1 7 6 1 3 0 ．8 上 部 約 1 1 cm を ホ ゾ 状 に 作 り、そ の ホ ゾ 部 に 2 cm x 2．5 ① 表 面 の 劣 化 が 著 し く、 加 工 痕 は 不 明 瞭 。 弥 生 後 期 追

1　 区 12 ．0 c m の 長 方 形 孔 を 穿 つ 。下 端 の 大 部 分 が 欠 損 し て お り実 ② 上 部 の ホ ゾ 状 の 部 分 は 正 面 ・裏 面 を 僅 か に 削 り 後 菓 ～ 37 －1 6 4
柾

目

ギ

S K 1 2 2 0 6

2 2　 層

4 ．9 際 は 厚 め の 板 材 で あ っ た 可 能 性 が 高 い 。 薄 く して い る 。 古 墳 前 期 ＿ヽ－／

－21－



柱状材13
番

口1テ

登録番 号

区

出土遺構

出土層位

法量 （cm ）

全 長

幅

厚 さ

形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 上 端の加工

② 下 端の加工

③ そ の他

年 代観
実測図版

写真 図版

木

取

り

樹

種

165

W lO36 45．4

7．6

3．2

下 端 に一辺 2 cm の 方形状 の孔 を穿つ。上部 は下部 よ り ① 正面 ・裏 面 と もチ ョウナ で加工 す る。側 面 もチ ョ 弥生後 期 47－16 5 板

目

／－．＼
ス
ぎ

2 ・3 区

S K 2 12 06

12　 層

も僅 かに幅狭 くな って いる。上 端 は欠 損。 ウナで平坦 に削 って いる。

②下 端 は両側 面 を斜め に切 って 尖 らせ る。

③孔 は主 に正面 か ら穿 ち、裏 か ら も僅 かに削 る。

復業 ～

古墳 前期

37－16 5

166

W lO O2 55 ．8

6 ．8

2 ．5

上 部 に横 長の楕 円孔 を、上下 に並 んで 2 つ穿つ。孔 間 ①正面 ・裏面 は割 り刺 されて い る。左 側面 は木 目で 弥生後期 4 7－166 柾

目

ノ－‘．・ヽ
ス
ぎ

2・3 区

S K 21206

12　 層

は 6 cm 。上端 は欠損 す るが切 断 され た可能性 もあ る。 割れ て いる。右側 面 の みチ ョウナ で加工 されて い

る。

② 下端 は主 に右側 面 を斜 め に切 り、左 側 面 も僅 か

に切 って尖 らせ る。

③ 孔 は正 面 ・裏 面両 方か ら穿 って いる。

後 菓 ～

古 墳前期

37 －166

167

W 2308 67．8

8．0

3．0

下 端 に一辺約 3 cm の 方形 孔が残 る。上 端 は劣化 のため ① 正面 ・裏 面 と も木 目で割 り、両側 面 も割 り刺 され 弥生後 期 47－16 7 板

目

ノ－・・、
ス
ぎ

1　 区

S K 122 05

22　 層

欠損。 てお り、顕 著 な加 工痕 は見 られ な い。

②下 端 は両側面 を斜め に切 って尖 らせ る。

③孔 は正面 か ら穿 つ。

後真 一

古墳前 期

37－16 7

168

W 3 024 6 9．5 左 側 面 に孔痕 と思 われ る方 形の切 り欠 きが 2 つ残 る。 ①正 面は木 目で割 り、全面 を チ ョウナで加工 す る。 弥生後期 4 7…168 板

目

　　（
ス
ぎ

6　 区 6 ．7 上 端 左 の欠損部分 も孔 で あった可 能性 があ る。切 り欠 裏面 は木 目で割 り、 両側面 は 割 り刺 す。 後 菓 ～ 3 7－168
S K 6160 1 3 ．4 き の間隔 は 16cm 。上 端左 の部分 と上 の切 り欠 きとの 間 ②上端 は劣 化 して い るが 、直 線 的 に切 断 されて い 古 墳前期
16　 層 隔 は 17cm で あ る。 る もの と推 定 され る。下 端 は両側 面 を斜 め に切 っ

て尖 らせ る。

16 9

W 3022 67．9 上 部 に 4 cm x 2．6cm の ホ ゾ穴 を穿つ 。 ホゾ穴 の周 囲 は ① 正面 ・裏 面 は木 目で 割 る。裏 面 はほぼ 全面 チ ョウ 弥生後 期 47－16 9 板

目

ノー．・、
ス
ぎ

6　 区 6．8 チ ョウナで調 整 してお り、他 の材 を組合 わせ るための ナで加工 して いる。左側 面 は割 り剥 されて いる。 後葉 ～ 37－16 9
S K 6 16 01 3．6 加 工 と思わ れ る。上 部 に比べ て下部 2／3 は幅 を狭 く加 ②上 端 は裏面 か ら切 断。下 端 は主 に両 側面 を削 っ 古墳 前期

16　 層 エ してい る。 て尖 らせ 、先端 のみ正 面 。裏 面 を削 る。

170

W 2 309

1　 区

74 ．2

6 2

下 端 に一 辺 3 cm の 方形 孔 が残 る。正面 のみ孔 の周 囲の

表 面 を薄 くチ　 ウナ で削 る　 上 削ま心イ　 掘

①正 面 ・裏 面は木 目で割 り、両側 面 は割 り剥 してい 弥生後期

tJ

4 7－170 板

目

／－、
ス
ぎ

S K 12205

22　 層

4 ．6
子　　　 ヨ　　　　　 。　 端 は劣化 欠 月。 る。

②下端 は角 材の 角 を取 る よう に側 方か ら切 り込 み

尖 らせ る。

後 菓 ～

古 墳前期

3 7－170

171

W K 165 4 86．8 中 央 部 に孔痕 と思 われ る切 り欠 きが あ る。 孔 は長 さ ① 正面 は不 明瞭 だが 全面 をチ ョウナ で加工 して い 弥生 後期 48－171 柾

目

／－．．1．、
ス
ぎ

10　 区 5．5 4．5 cm 、上 は垂 直に切 り込 み、下 は斜 め に切 り込 んで欠 る。他 の面 は割 り刺 して いる。 後菓 ～ 38－171
S K lO3502

35　 層

5．3 い てい る。逆 三角形状 の孔 となる可能性 が ある。孔 か

ら下 の右側 面 をさ らに削 って 幅 を狭 くしてい る。上端

は欠損 。

② 下端 は正面 と両側面 を切 っ て尖 らせ て いる。 古墳 前期

172

W 9 82 9 7．6 中 央部 よりや や上 に孔痕 と思 われ る挟 りが あ る。換 り ①正 面 ・裏 面 は木 目で割 る。裏 面の 一部 にチ ョウナ 弥生後 期 48－172 板

目

／‾、ヽ
ス
き

2 ・3 区 6 ．4 は 上 か ら斜 めに削 り込み、下 を垂 直 に切 って間 を切 り 痕 が見 られ る。両側面 は 目立 つ加 工 がない が、平 坦 後 葉 ～ 38－172
S K 2120 2

12　 層

5 ．7 欠 く。 で あ り、加工 した可能性 が あ る。

②上 端は切 り落 と し、両側面 と裏 面か ら上 に、下 端

は切 断 され てい る。

古墳前期

173

174

175

176

177

17 8

W 730

メ

155．8 中 央 部 よ りやや 下 に、下か ら上 に切 り込 んだ挟 り状 の

　ゞ　　　　　　　　　　 山

① 正面 。裏面 は木 目で割 り、両側 面 も割 り剥 して い 古墳 中期

古墳 中期

古 墳前期

弥生後 期

48－173 板

目

追

柾

目

追

柾

目

柾

目

柾

目

板

目

／‾．．ヽ
ス
ぎ

／－．1・・ヽ
ス
ぎ　　　（

ス
ぎ

／－．・、
ス
ぎ

／－‘．・ヽ
ス
ぎ

／－．、
ス
ぎ

10　 区

30b 層

W 16

7．6

5．6

82．2

痕 カ あ る。裏 面下 端 を長 さ7．5cm に わた って薄 く削 り、

あ た り状 の加工 をす る。上部 がやや 細 く薄 くなって い

る。上 端 は欠損。

正 面 ～右 側緑 に非貫 通 の孔痕 が 3 箇所 残存 す る。孔 は

る。

② 下端 は正面 と両側面 を削 っ て尖 らせ る。

①裏 面 は平坦で 削 られて いる と思 わ れる。右側 面 e

38－173

48－174
2　 区 5．0 外 側が 長 く内側がや や短 い。下端 は幅が狭 くな るが、 正 面は割 り刺 してい る。左側 面 はやや 丸み を帯 び 38－174

48 －175

S R 20902

堰 状杭 列

9　 層

W K 59 5

7．8

7 1．2

劣 化 に よる欠 損 と思 われ る。

左側 面 に挟 りを入れ る。挟 りは 4 箇所 残存 し、間隔 は

るが平坦 で加工 され て可能性 が あ る。

②上 端 は正 面 と裏 面 を斜 め に切 り尖 らせ る。

①正面 か ら左 側 面 にか けて緩 や か な曲面 を作 る。

5　 区 7 ．1 20cm ～ 25 cm 程 度 で ある。完 全 に残 る決 りは長 さ 11cm探 裏面 は平坦 で加 工 の可 能性 が あ る。右 側 面 は木 目 38 －175

48－17 6

S K 5 1008

10　 層

W 2382

5 ．0

124．7

さ 2 cm 程 度 で ある。上 端 は欠 損。

長 さ 11cm ～ 15cm の換 りが 4箇所残 存 す る。決 りは上 か

で割 って いる。

② 下端 は右側面 ・裏 面 を削 り尖 らせ る。

① 正面 ・裏面 はチ ョウナで加工 す る。両側 面 は割 り

6　 区 3．9 ら下へ 削 りを入れ て切 り欠 く。

正 面～左側 線 に挟 り痕 が 3 箇所残 存す る。決 りは上 か

刺 して い る。 後葉 ～ 38－17 6

4 8－177

S K 6 16 01

16　 層

W 23 74

5 ．48

134 ．2

② 上 端 は左側 面 を削 り細 くす る。 下端 は正 面 か ら

切 り込 んで切断 して いる。裏 面側 を一 部残 し、尖 ら

せ る。

①正 面 はやや 丸 み を帯 び、 チ ョウ ナで加 工 され て

古墳 前期

弥生後期
6　 区 6 ．2 ら 下に 向か って削 り込んで切 り欠 き、長 さは 10cm 前 後 い る。裏面 もチ ョウナ で削 る。両 側面 は木 目で割 り 複 葉 ～ 38 －177

48 －178

SK 6160 1

16　 層

5 ．6 で 間隔 は上 が 34 cm 、 下 が 36cm あ る。上端 は欠損 。 刹 されて いる。

②下端 は正面 か ら斜 め に切 り込 ん で切 断 して いる

古 墳前期

W　 66 87．0 右 側 面 に緩 い Ⅴ字状の切 り欠 きが あ る。切 り欠 きは長 ① 正面 ～左側 面 ・裏面 は木 目で割 ってい る。右側 面 平安

2　 区 10．6 さ 10 ．8 cm 。 上 下 か ら斜 め に切 り込 んで 間 を欠 い て い ま割 り剥 され てい る。 38 －178
S K 206 01

6　 層

3．3 る 。上 端 は欠損。裏 面 が炭化 して いる。 ② 下端 は正 面 を削 り薄 くしてい る。裏 面 も先端 の

み削 る。

－22－
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番

号

登 録 番 号

区

出 土 遺 構

出土 層 位

法 量 （cm ）

全 長

幅

厚 さ

形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 上 端 の 加 工

② 下 端 の 加 工

③ そ の 他

年 代 観
実 測 図 版

写 真 図 版

木

取

り

樹

種

179

W 34 1 4 7 3．6 下 端 を右 側 面 か ら大 き く切 り欠 く。正 面 中 央 部 を 長 さ ① 正 面 は 木 目 で 割 り、チ ョ ウ ナ で 調 整 す る。裏 面 は 弥 生 後 期 48－179 板

目

ノ－‘．・ヽ
ス

6　 区 6．9 12cm に わ た っ て や や 薄 く削 っ て い る。 木 目 を も と に や や 斜 め に 割 る 。 右 側 面 は 割 り は が 後 葉 ～ 38－17 9 ギ
S R 6 16 0 1

西 岸

16　 層

4．0 し、左 側 面 は チ ョ ウ ナ で 平 坦 に加 工 さ れ て い る 。

② 上 端 は 斧 状 の 工 具 で 粗 く切 断 す る。下 端 は 正 面 ・

裏 面 か ら斜 め に 削 り尖 らせ る。

古 墳 前 期 ＼－＿．・・′

180

W 65 2 3 2 ．7 元 は 断 面 が 円形 と な っ て い た と思 わ れ る 。右 側 に 垂 木 （彰正 面 0裏 面 と も木 目 で 割 っ て い る 。 両 側 面 は 劣 化 弥 生 後 期 4 8－180 板 　　（
ス

2 ・3 区 7 ．2 の 上 端 の よ う な 緩 い Ⅴ 字 状 の 切 り欠 き が あ る 。上 端 は の た め 加 工 は不 明 。 後 菓 ～ 3 8－180 ギ
S K 2 12 0 1

12　 層

2 ．6 欠 損 。 ② 下 端 は斜 め に切 り落 と して い る。 古 墳 前 期

目

＼－／

18 1

W 24 4 1 6 6 ．8 下 部 に 正 面 と裏 面 の 表 面 を 削 り薄 く す る 箇 所 が 見 ら ① 正 面 。裏 面 は チ ョ ウ ナ で 削 る が か な り粗 い 加 工 弥 生 後 期 48 －18 1 板 ノ′－・、ヽ
ス

1　 区 6．3 れ る。 裏 面 の 削 り は正 面 に 比 べ て や や 広 く な っ て い で あ る。 両 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る 。 後 菓 ～ 38 －18 1 ギ
S K 122 0 3

2 2　 層

3．6 る。 上 端 は 欠 損 。 ② 下 端 は斧 状 の 工 具 で 切 り落 と され て い る 。 古 墳 前 期

目

－ヽ＿／

182

W K l l 19 1 1 9．0 上 端 に 非 貫 通 の ホ ゾ穴 を 穿 つ 。 穴 は 4．5 cm x 3 cm で 深 ① 正 面 は 木 目で 割 り、一 部 を チ ョウ ナ で 加 工 。左 側 弥 生 後 期 49 －182 板 ′－・、
ス

10　 区 10．4 さ は 4 cm で あ る。 ま た 、周 囲 が 他 の 部 分 よ り も僅 か に 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。裏 面 は木 目で 割 り、右 側 後 菓 ～ 39 －182 ギ
S K lO3 3 0 2

3 3　 層

6．0 盛 り上 が る 。 上 端 は 欠 損 。 商 は割 り剥 さ れ て い る。

（訂下 端 は 両 側 面 を 削 り尖 らせ る 。

古 墳 前 期

＝

＿ヽ＿／

183

W K 1 4 4 3 9 5．6 右 側 線 の や や 上 部 よ り に 8 cm x 3 c m の 非 貫 通 の 方 形 ① 正 面 と左 側 面 を チ ョウ ナ で 加 工 す る 。 裏 面 は 木 弥 生 後 期 49－183 板 ／－‘．、、
ス

10　 区 10．8 の 孔 が 残 る。 上 端 は 欠 損 。 目 で 割 り、 右 側 面 は 割 り剥 され て い る 。 後 真 一 39－18 3 ギ

S K lO3 3 0 5

3 3　 層

4 ．5 ② 下 端 は 両 側 面 を切 っ て 尖 らせ る 。 正 面 先 端 部 に

段 差 が み ら れ る。

古 墳 前 期

‖

、ヽ－／

18 4

W　 56 93 を0 非 貫 通 の 孔 痕 を 割 り刺 した と思 わ れ る溝 が 2 箇 所 に ① 正 面 は 劣 化 の た め 加 工 痕 は 不 明 。 裏 面 は 平 坦 で 平 安 49－184 板

目

′一一＼
ス

3　 区 9 ．8 存 在 す る 。孔 の 長 さ 10cm ～ 11cm 、孔 間 は 35cm と推 定 さ 加 工 の 可 能 性 が 高 い。 右 側 面 は 滑 ら か に 丸 み を 帯 39－184 ギ
6　 層 4 ．1 れ る。 上 端 は 欠 損 と思 わ れ る 。 び 劣 化 して い る が 、加 工 さ れ た と思 わ れ る。左 側 面

は割 り剥 され て い る 。

② 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 切 断 さ れ て い る。

＼＿＿．′′

185

W 23 0 4 5．7 右 側 緑 に 孔 痕 の 可 能 性 の あ る 箇 所 が 段 差 と して 残 存 ① 全 体 的 に 劣 化 し、 加 工 は 不 明 瞭 で あ る。 正 面 ・裏 奈 良 － 4 9－185 板

目

′′‾・．＼
ス

1　 区 7．0 す る 。孔 の 下 は割 り剥 さ れ て い る。右 側 面 上 部 も孔 痕 面 と も木 目 で 割 り。 両 側 面 は 割 り剥 し て い る と思 平 安 3 9つ 85 ギ
S R 120 0 1

2 0　 層

6．0 の 可 能 性 が あ る 。 わ れ る。

（訂上 端 は割 り刺 し、折 取 る。下 端 は 右 側 面 を切 り尖

らせ る。

＿ヽ＿／

186

W　 8 1 85．8 上 部 に 緩 や か な Ⅴ 字 状 の 溝 を切 る。溝 の 幅 は約 3 cm 、 ① 正 面 ・裏 面 は木 目で 割 り、 正 面 の 一 部 を チ ョウ ナ 古 墳 中 期 49 －186 板 ／‾．一・、
ス

2 03 区 8．2 溝 の 裏 面 は約 9 cm に わ た っ て 斧 状 の 工 具 で 削 り薄 く で 調 整 す る 。 両 側 面 は割 り は が して い る。 39 …186 ぎ
S R 2 10 0 1

1 0　 層

3．9 し て い る。 刃 痕 が 多 く残 り刃 幅 は 2．5cm 前 後 。 ② 上 端 は 正 面 ・裏 面 を削 り、 や や 薄 くす る。 下 端 は

両 側 面 ・裏 面 を削 り尖 ら せ る。 目

187

18 8

1 8 9

1 9 0

1 9 1

19 2

W 4 1 1 13 8 ．2 ほ ぼ 全 面 炭 化 し て い る。下 か ら43cm の 部 位 に か え し状 ① 炭 化 の た め 表 面 の 加 工 は 不 明 瞭 。 正 面 は 平 坦 に 弥 生 中 期 49－187 芯 カ

ヤ

／‾・．．‘．・ヽ
ス
ぎ

／‾．＼
ス
ぎ

コ
ジ
イ

コ
で

5　 区 17 ．2 の 段 が 見 ら れ る。 段 は 正 面 e 裏 面 ・右 側 面 を上 か ら下 加 工 さ れ て い る。裏 面 も加 工 した 可 能 性 が あ る。両 後 菓 ～ 39－187

49－18 8

持

S R 5 13 0 1

3 号 堰

13　 層

W 148 1

8 ．4

22 ．4

へ 削 っ て 作 ら れ て い る。 上 端 ・下 端 と も に 欠 損 。 元 の

断 面 は 長 方 形 か 。

上 端 は 欠 損 。大 部 分 が 欠 損 して い る と思 わ れ る 。正 面

側 面 は木 目 で 割 れ て い る と思 わ れ る。

① 正 面 は 割 り剥 され て い る。 左 側 面 は木 目 で 割 れ

弥 生 後 期

初 頭

弥 生 後 期

ち

材

柾

1　 区 8．1 中 央 に 5 cm ～ 6 cm の 幅 で 炭 化 し て い る溝 が あ り、斜 め て い る 。 裏 面 ～ 右 側 面 に か け て 緩 い 円 形 状 と な る 後 菓 ～ 39－18 8

49－18 9

S K 12 2 0 6

2 2　 層

W K llO l

4．4

80．0

に 他 の 部 材 の 入 る貰 穴 で あ っ た と推 定 さ れ る 。

下 部 に 斜 め の 穿 孔 が あ る。 孔 の 角 度 は 全 体 で 420で あ

よ う に調 整 す る 。

（診下 端 は 両 側 面 を削 り、 尖 らせ る 。

① 正 面 ・裏 面 は木 目 で割 る。 正 面 右 側 緑 の 一 部 を 角

古 墳 前 期

弥 生 後 期

‖

板

目

板

目

板

10　 区 14．4 る。 上 端 は 欠 損 。

下 端 に 斜 め の 穿 孔 が あ る 。孔 の 角 度 は 320で あ る。全 面

を取 る よ う に 削 っ て い る。 左 側 線 の 裏 面 も 加 工 の 後 菓 ～ 39－189

4 9－190

S K l O 3 5 0 2

3 5　 層

W K 122 0

4．7

113．0

可 能 性 が あ る。

② 下 端 は右 側 面 か ら大 き く切 り、 孔 を切 断 し先 端

ま で 割 り、 左 側 面 も斜 め に削 っ て 尖 らせ る 。

① 表 面 の 加 工 は 炭 化 の た め 不 明 だ が 全 面 割 り剥 さ

古 墳 前 期

弥 生 後 期

10　 区 16．8 が 炭 化 し て い る。 上 端 は 欠 損 。

下 端 に 斜 め の 穿 孔 痕 が あ る。下 端 は 欠 損 す る 。中 央 で

れ て い る。 後 菓 ～ 3 9～190

49 －19 1

S K l O 3 3 0 5

3 3　 層

W K 121 6

5．0

96 ．4

② 下 端 は 両 側 面 を 削 っ て 尖 らせ 、 正 面 も 先 端 をや

や 削 る 。

① 正 面 ・裏 面 と も に 木 目 で 割 っ た と思 わ れ る 。 両 側

古 墳 前 期

弥 生 後 期

10　 区 13 ．2 斧 状 の 工 具 に よ り 2 つ に切 断 さ れ て い る。切 断 部 分 を 面 は平 坦 に 加 工 し て い る 。 目 立 つ 加 工 痕 は 見 られ 後 菓 ～ 39 －19 1

50 －192

S K l O 3 3 0 5 4 ．8

164 ．8

境 に 上 は 厚 さ 3．5cm 、 下 は 4 ．2 cm と な り裏 面 に 段 差 が な い 。 古 墳 前 期

弥 生 後 期

目

フ
′C′r

33　 層 あ っ た と思 わ れ る。 ② 上 端 は 切 断 し て い る可 能 性 が あ る。 拐ロ

ス
ギ

W K 23 12 下 端 左 側 面 に 約 1 cm の 段 差 が 見 られ る 。上 部 の 裏 面 が ① 正 面 e裏 面 は 木 目 で 割 っ て い る 。 右 側 面 は 僅 か に 板

目

10　 区 7 ．2 劣 化 し欠 損 して い る 。 上 端 は 欠 損 。 斜 め とな る よ う に チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 左 側 面 は 後 葉 － 40 －192

S K lO 3 5 0 6

3 5　 層

4 ．2 割 り刺 して い る。

② 下 端 は 左 側 面 の 段 差 に よ り僅 か に 幅 が 狭 く な っ

て い る。 先 端 は 斧 で 直 線 的 に 切 断 す る 。

古 墳 前 期

ー23－
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193

W K 2 3 1 9 1 0 6 ．4 下 端 に ホ ゾ 状 の 細 い 突 起 を作 る。 突 起 の 残 存 長 22cm 、 ① 正 面 ・裏 面 は 木 目 で 割 る 。 左 側 面 は チ ョ ウ ナ で 加 弥 生 後 期 50 －193 板

目

ノー、ヽ
ス

10　 区 6 ．9 左 側 面 と 正 面 を チ ョウ ナ で 加 工 す る 。 上 端 は 欠 損 。 工 す る 。 右 側 面 は割 り刺 して い る。 後 菓 ～ 40 －193 ギ
S K l O 3 5 0 6

3 5　 層

4 ．3 ② 下 端 は 左 側 面 を斜 め に削 り 、や や 幅 狭 くす る 。ホ

ゾ 状 の 突 起 の 先 端 は 左 側 面 か ら切 り落 とす 。

古 墳 前 期 －ヽ／

194

W K 1 7 5 5 6 0 ．4 下 部 に や や 斜 め に 傾 く穿 孔 痕 が あ る 。孔 は 長 さ 4 cm 、 ① 正 面 ・裏 面 は 木 目 で 割 る。 正 面 は 加 工 の 可 能 性 が 弥 生 後 期 50 －194 板

目

／‾－ヽ、
ス

10　 区 4．6 角 度 は 750で あ る。 上 端 は 欠 損 。 あ る。 左 右 側 面 は 割 り刺 して い る。 後 葉 ～ 40－194 ギ
S K lO 3 5 0 4

3 5　 層

4．4 ② 下 端 ほ 乳 痕 か ら 下 の 部 分 の 右 側 面 を 割 り は が し

幅 を 狭 くす る。

古 墳 前 期 　　）

195

W 7 6 6 7 2．9 下 端 に ホ ゾ状 の 突 起 を作 り出 す 。突 起 は 長 さ 約 17 cm 、 ① 正 面 は チ ョウ ナ で 平 坦 に 加 工 。 裏 面 は 平 坦 だ が 弥 生 後 期 50－19 5 柾

目

／－．・、
ス

2 ・3 区 7．3 厚 さ2．4cm 、 幅 3 ．6cm で 付 け根 の 部 分 の 正 面 と 両 側 面 が 目 立 つ 加 工 が な く、 割 り剥 さ れ て い る と思 わ れ る。 後 菓 ～ 40－195 ギ
S K 2 12 0 1

1 2　 層

3．5 や や くび れ る 。 上 端 は 欠 損 。 両 側 面 は 木 目 で 割 る。

② 下 端 は裏 面 と右 側 面 を 斜 め に切 り尖 らせ る。

古 墳 前 期 　　）

196

W lO 5 5 8 2．4 上 端 に ホ ゾ 状 の 突 起 を 作 り出 す 。 突 起 の 残 存 長 約 11 ① 正 面 ・裏 面 は 木 目で 割 り、 両 側 面 は 割 り剥 し て い 弥 生 後 期 50－196 板

目

　　（
ス

2・3 区 7．6 cm 、 幅 約 3 cm 、 厚 さ 4 cm 。 上 端 は 欠 損 して い る 。 る。

② 下 端 は主 に 両 側 面 を削 るが 、 正 面 ・裏 面 の 先 端 角

の 先 端 な ど 8 方 向 か ら削 っ て 尖 らせ る。

複 葉 ～ 40－196 ギ
S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

4 ．4 古 墳 前 期 ＼＿－′

197

W K 2 8 5 2 1 0 6 ．2 正 面 か ら右 側 面 に抜 け る 孔 が 2 箇 所 あ る。 孔 の 間 は ① 正 面 ・両 側 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 正 面 の 加 工 弥 生 後 期 50 －197 柾

目

／－．ヽ．・ヽ
ス

10　 区 10 ．7 35．5cm 。 上 端 は 欠 損 。 下 端 右 隅 も欠 損 して い る 。 は 不 明 瞭 だ が 全 面 加 工 さ れ て い る と思 わ れ る 。 裏 復 業 ～ 39 －197 ぎ
S K l O 3 5 0 4

3 5　 層

6 ．1 面 は割 り刺 して い る 。

② 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 直 線 的 に切 断 され て い る。

刃 幅 は 約 2．5cm 強 で あ る 。

古 墳 前 期

198

W K 6 8 1 1 4 7．8 正 面 か ら左 側 面 に 抜 け る 孔 が 2 箇 所 あ る。孔 の 間 は 50 （彰正 面 ・左 側 面 は チ ョウ ナ で 加 工 され て い る 。右 側 古 墳 前 期 50－198 柾

目

／‾．＼
ス

5　 区 7．9 cm 、下 端 よ り 9 cm の 部 位 に も段 差 が あ り、孔 ま た は 切 面 は 木 目 で 割 り、 裏 面 は 割 り剥 され て い る。 39－198 ぎ
S K 5 10 0 9 5．6 り欠 き の 痕 跡 の 可 能 性 が あ る。 上 端 は 劣 化 し欠 損 す ② 下 端 は 右 側 面 を斜 め に 切 っ て 尖 らせ る。 左 側 面

10　 層 る。 も僅 か に 削 る。

（訂孔 は正 面 と左 側 面 の 両 方 か ら 穿 つ 。 孔 は 1．5cm 四

方 だ が 中 は 狭 くな っ て い る。

199

W l O 6 2 5 7．7 下 端 が 大 き く円 状 の カ ー ブ を 描 く よ う に切 り欠 か れ （彰正 面 ・裏 面 ・左 側 面 を チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 右 側 弥 生 後 期 50－199 板

目

ノ－、
ス
ぎ2 ・3 区 4 ．7 て い る 。元 は 半 円 状 の 切 り欠 き の あ る板 材 の 可 能 性 が 面 は 割 り刺 して い る。 後 菓 ～ 39－199

S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

2 ．5 あ る 。 上 端 は 欠 損 。 ② 下 端 は 半 円 状 の切 り欠 きの 部 分 で 切 断 す る。 古 墳 前 期

20 0

W 14 4 2 5 0 ．2 下 端 に大 き な 弧 状 の 切 り欠 きが あ る 。下 部 に 比 べ 、上 （彰劣 化 の た め 加 工 痕 が 不 明 瞭 だ が 正 面 と右 側 面 に 弥 後 前 50 －200 追

柾

目

　　（
ス
ぎ

2 ・3 区

S K 2 1 4 0 1

14　 層

8 ．6

5．0

部 は や や 幅 が 狭 い 。 チ ョウ ナ 痕 が 残 る。 左 側 面 と 裏 面 は 割 り剥 さ れ て

い る と思 わ れ る。

② 上 端 は 切 り落 と さ れ た 可 能 性 が あ る。 下 端 は 左

側 面 と裏 面 を 削 っ て 尖 らせ る。

39 －200

2 0 1

2 0 2

2 0 3

2 0 4

2 0 5

2 0 6

W 2 8 3 3 2 7．2 下 端 に ホ ゾ 穴 状 の 突 起 を 作 る 。突 起 は 長 さ 9 cm 、幅 5．2 ① 正 面 ・裏 面 は 木 目 で 割 る 。右 側 面 は割 り刺 さ れ て 弥 生 後 期 50－201 板

目

板

目

板

目

板

目

柾

目

板

目

／－．’．‘＼
ス
ぎ

ノー嶋ヽ
ス
ぎ

ノ－ヽ
ス
ぎ

／－ヽ
ス
ぎ

／－、ス
ぎ

′－．・・、
ス
ぎ

10　 区

S K lO 3 5 0 3

3 5　 層

W K 1 4 7 0

7．6

6．8

78．4

cm 、 厚 さ5．1cm 残 存 す る。

下 端 に 長 さ3 ．5cm程 度 の ホ ゾ 状 の 突 起 が 残 存 す る 。 突

お り、 左 側 面 は鉄 斧 ま た は チ ョ ウ ナ で 削 られ て い

る 。

② 上 端 は 劣 化 し て い る が 、 先 端 は 斧 状 の 工 具 で 切

段 され て い る 。 下 端 は 正 面 と右 側 面 か ら切 り込 ん

で 折 り取 っ て い る。

（彰正 面 は チ ョウ ナ で 加 工 す る 。 裏 面 は木 目 で 割 り

後 菓 ～

古 墳 前 期

弥 生 後 期

40－201

5 0－20 2

1 0　 区 3．4 起 は 右 端 ま で あ っ た と思 わ れ る が 切 断 さ れ て い る。厚 両 側 面 は 割 り刹 さ れ て い る 。 左 右 で 割 れ 方 が 僅 か 後 菓 ～ 40－20 2

5 0－203

S K l O 3 5 0 4

3 5　 層

W K 17 1 4

5．3

74 ．8

い 部 分 との 段 差 2 cm 。 上 端 は 欠 損 。

下 端 に ホ ゾ 状 の 突 起 が 残 存 す る。突 起 の 残 存 長 2．5 cm 。

に 異 な る 。 左 側 面 に楔 痕 と思 わ れ る溝 が 残 る 。

② 下 端 は斧 状 の 工 具 で切 断 す る。

① 正 面 は チ ョウ ナ で 加 工 す る。 右 側 面 は 割 り刺 し

古 墳 前 期

弥 生 後 期

10　 区 8 ．8 厚 い 部 分 との 段 差 は 3 cm 。 上 端 は 欠 損 。

下 部 の 右 半 分 が切 り取 られ て い る。 下 端 よ り14．3cm の

た 上 を チ ョウ ナ で 加 工 す る 。 左 側 面 ～ 裏 面 は 割 り 後 真 一 4 0－203

5 0－204

S K l O 3 3 0 2

3 3　 層

W K 1 7 1 8

5 ．0

60 ．6

刺 して い る 。

（塾下 端 は斧 状 の 工 具 で 切 断 さ れ て い る。

① 正 面 ・左 側 面 は チ ョウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 木 目 で

古 墳 前 期

弥 生 後 期

10　 区 10．8 右 側 面 に は チ ョウ ナ 痕 が 残 る が 、そ の 上 7 cm は 割 り剥 割 っ て い る 。右 側 面 は 下 端 の み チ ョウ ナ で 削 り、他 後 菓 ～ 4 0－204

5 ト 205

S K lO 3 5 0 2 3．8

11 2．4

し た状 態 に な っ て お り、二 次 加 工 の 可 能 性 が あ る 。上 ま割 り刺 して い る。 古 墳 前 期

古 墳 前 期

弥 生 後 期

35　 層

W K 2 3 5

端 は 欠 損 。 劣 化 が 著 しい 。

正 面 に 8 箇 所 の 木 釘 を打 ち 込 ん だ 孔 、2 箇所 に孔 痕 が

② 下 端 よ り30cm の 正 面 を 薄 く 削 り、 下 端 に 向 か っ

て 薄 くな る よ う に加 工 さ れ て い る。

① 正 面 と左 側 面 は チ ョ ウ ナ で 平 坦 に 加 工 さ れ て い

5　 区 7．3 残 る。 う ち 6 箇 所 に木 釘 が 残 存 し、 2 箇 所 は 裏 ま で 木 る 。正 面 の 加 工 痕 は 劣 化 の た め 不 明 瞭 で あ る 。右 側 4 ト 205

5 上20 6

S K 5 10 0 3 6．8

8 5．8

釘 が 貫 通 す る 。下 部 左 側 面 に も 1 箇 所 木 釘 の 入 っ た 孔 面 は 木 目 で 割 る。 裏 面 は 上 端 か ら 37cm の 部 位 か ら

10　 層

W K 1 5 5 9

が あ る 。 上 端 は 欠 損 。 下 を割 り刺 して い る。

図 化 した 木 釘 の 法 量　 全 長 4．5cm　 幅 1．4 cm　 厚 さ3 mm ② 下 端 は 裏 面 を 削 っ て 尖 らせ る。

正 面 中央 部 と 下 端 に 木 釘 を 打 ち 込 ん だ と思 わ れ る 孔 ① 正 面 と右 側 面 は チ ョ ウ ナ で 削 る 。 裏 面 は木 目 で

10　 区 、3 ．6 が 残 り、左 側 面 に も上 端 と 中 央 部 に痕 跡 が残 る 。右 側 割 れ 、 左 側 面 は 割 り剥 され て い る 。 前 葉 4上 20 6

S K l O 3 6 0 5 4 ．8 面 中 央 に は 木 釘 が 打 ち 込 ま れ た状 態 で 残 る。下 端 の 先 ② 上 端 は切 断 さ れ て お り、 下 端 は 正 面 ・裏 面 を削 っ

3 6　 層 端 は 欠 損 。 て 尖 らせ る 。

－24－
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207

W 24 8 7 5 8．8 下 端 よ り 5 cm の 部 位 に 円 形 の 庄 痕 が 残 る。元 は板 材 で ① 正 面 ・裏 面 ・左 側 面 を チ ョウ ナ で 加 工 す る 。 右 側 弥 生 後 期 5ト 20 7 柾

目

ノ－、
ス

6　 区 4 ．0 あ っ た 可 能 性 が あ る 。 面 は 木 目 で 割 る 。裏 面 の 上 端 よ り2 6．8 cm が 割 り剥 さ 後 葉 ～ 4ト 207 ギ
S K 6 16 0 1

1 6　 層

2 ．1 れ て い る 。

② 上 端 は切 断 と思 わ れ る。 下 端 は 欠 損 し て い る が 、

直 線 的 に 加 工 さ れ て い た と思 わ れ る 。

古 墳 前 期 ＿ヽ一′

208

W lO 5 6 6 5 ．1 正 面 の 中 心 線 上 に段 差 が あ る。段 差 の側 面 の 部 分 は 平 ① 正 面 右 半 分 ～右 側 面 は 丸 み を 帯 び て い る が 、 加 弥 生 後 期 5 1－208 板 ／‾　、
ス

2 83 区 5 ．2 坦 に な っ て お り、加 工 さ れ た と思 わ れ る 。正 面 の 左 半 工 痕 は な く、割 り刺 さ れ た と思 わ れ る。両 側 面 は割 後 菓 ～ 4 1－208 ギ
S K 212 0 1

1 2　 層

5 ．0 分 は 木 目 で 割 っ て い る 。 上 端 は 欠 損 。 り刺 す 。 裏 面 は木 目 で割 ら れ て い る 。

② 下 端 は 6 方 向 か ら削 り尖 ら せ る。

古 墳 前 期

目

　　）

2 09

W K lO 5 2 8 1．4 正 面 ～ 両 側 面 の 間 の 角 を 削 り取 る よ う に 加 工 し て い ① 正 面 は加 工 痕 は 不 明 瞭 だ が 平 坦 で 全 面 加 工 さ れ 弥 生 後 期 5 主 209 柾

目

′一一・、
ス

10　 区 4．6 る。下 端 に段 差 が あ り、小 孔 の 痕 跡 の 可 能 性 が あ る 。 て い た と思 わ れ る 。両 側 面 は 木 目 で 割 っ て い る 。裏 後 菓 T 4 上 209 ギ
S K lO3 5 0 2

3 5　 層

3．3 上 端 は 欠 損 。 面 は割 り剥 され て い る。

② 下 端 は 右 側 面 を斜 め に 切 り尖 らせ る。 先 端 は 正

面 か ら垂 直 に 切 り込 ん で 欠 く。

古 墳 前 期 tヽq一／

2 10

W K 1 6 3 6 8 8．1 正 面 ～ 両 側 面 の 間 の 角 を 削 り取 る よ う に加 工 して い ① 正 面 は 平 坦 に な る よ う 加 工 す る 。 両 側 面 は 木 目 弥 生 後 期 5 ト 210 柾 　　　（
ス

10　 区 4．8 る。 上 端 は 劣 化 し欠 損 して い る 。 で 割 っ て い る が 、左 側 面 は 如 工 の 可 能 性 が あ る。裏 後 葉 ～ 4 ト 210 ギ
S K lO 3 3 0 2

3 3　 層

3．6 面 は 割 り剥 して い る が か な り平 坦 で あ る。

② 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 正 面 か ら切 断 す る。

古 墳 前 期

目

－ヽ．＿′

2 11

W K 2 7 9 3 1 1 9．6．3 正 面 右 側 緑 ～ 右 側 面 に か け て2 7cm の 長 さ で 溝 を 削 る。 ① 正 面 ・裏 面 は 木 目 で 割 っ て い る 。 両 側 面 は 割 り剥 弥 生 後 期 5 ト2 11 板 ／一一ヽ
ス

10　 区 4．2 右 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る た め 溝 の 部 分 が 右 側 に 広 さ れ て い る。 後 菓 ～ 41－2 11 ギ
S K lO3 3 0 4

3 3　 層

が る可 能 性 が あ る 。 上 端 は 欠 損 。 ② 下 端 は 両 側 面 を削 っ て 尖 らせ る 。 古 墳 前 期

目

　　）

212

W K 1 2 9 8 13 6．7 正 面 ～左 側 面 に か け て 丸 み を帯 び て 削 られ て い る 。元 ① 正 面 は 加 工 痕 が 不 明 瞭 だ が 3 － 4 列 の チ ョ ウ ナ 弥 生 後 期 5上 2 12 柾

目

／‾、
ス

10　 区 10 ．7 は 円 形 の 断 面 を持 つ 材 を割 り取 っ た も の と推 定 さ れ 加 工 痕 が あ っ た と思 わ れ る。 右 側 面 は 木 目 で 割 っ 復 業 ～ 4「 2 12 ギ

S K lO3 3 0 5

3 3　 層

6 ．8 る 。上 端 は 欠 損 。下 端 も 先 端 部 が 劣 化 し欠 損 し て い る。 て い る。裏 面 は 割 り刺 さ れ て お り、中 央 が 窪 む が 人

為 的 な もの で は な い。

② 下 端 は 多 方 向 か ら削 り尖 らせ て い る。

古 墳 前 期 　　）

2 13

W 25 8 2 1 4 2 ．8 上 端 左 側 面 を斜 め に 削 り、や や 尖 らせ る。上 部 の 一 部 ① 正 面 と左 側 面 を チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。 右 側 面 と 弥 生 後 期 5 ト 2 13 板 ／‾、
ス

6　 区 8 ．8 が 幅 狭 くな っ て い る が 、劣 化 し収 縮 した も の で あ る 。 裏 面 は 割 り刺 して い る 。 後 菓 ～ 4 ト 2 13 ギ
S K 6 16 0 1

1 6　 層

5 ．2 ② 上 端 は 両 側 面 か ら切 り 込 ん で 切 断 して い る。 下

端 は 両 側 面 を斜 め に 削 り尖 らせ る。

古 墳 前 期

目

ヽヽ＿′′

2 14

W l 17 9 2 2．4 上 端 に 栓 状 の 頭 を 作 り出 す 。下 端 は 丸 み を帯 び る大 き ① 周 囲 は 縦 方 向 の 加 工 が 見 え る が 、 ほ ぼ 表 皮 を剥 弥 生 後 期 5 ト 214 芯 モ
ヽヽ10　 区 8．0 な 換 りが あ り垂 木 の 一 部 で あ っ た 可 能 性 が あ る 。頭 部 し た 丸 太 材 の 表 面 に 近 い 。 後 菓 ～ 4 上 214 持 　、
属

S K lO33 0 2 7．3 は 垂 直 に 近 い 角 度 で 周 囲 を 9 方 向 か ら切 り込 み 下 か ② 上 端 は 5 方 向 か ら削 り、や や 平 坦 にす る 。下 端 は 古 墳 前 期 ち

33　 層 ら は 7 方 向 か ら緩 く削 っ て 作 り 出 さ れ て い る。 決 りの 部 分 の 裏 側 を 2 方 向 か ら 削 っ て 切 断 し尖 ら

せ る 。

材

2 15

216

2 1 7

2 1 8

2 19

2 2 0

2 2 1

W 3 4 0 2 3．6 上 端 に ホ ゾ状 の 突 起 が あ る。突 起 の 残 存 長 は約 5 cm で ① 表 皮 を剥 い だ 丸 太 材 。 一 部 を 工 具 で 調 整 す る。 古 墳 中 期

弥 生 後 期

5 1－215 芯 イ

2 ・3 区 8．5 あ る。 裏 面 は 大 き く挟 り を入 れ て い る。

下 端 に ホ ゾ穴 が あ り、中 に ホ ゾ が 残 存 す る。 ホ ゾ 穴 の

（診上 端 は 切 断 さ れ て い る 。 下 端 は 両 側 面 を 大 き く 4 1－215

5 1－216

持 ヌ

杭 列 内

9　 層

W K 2468

7．6

108．6

斜 め に切 っ て 尖 らせ る。

（》全 面 割 り剥 が さ れ t い る 。

ち

材

板

マ
キ
属

ノー、
ス

10　 区 10．5 上 に 段 差 が あ り、他 の 部 材 と組 合 わ せ る た め に 薄 く加 （診下 端 は 両 側 面 を 削 っ て 尖 らせ る 。 正 面 も段 差 の 後 真 一 4 上 216

52－2 17

ギ
S K lO3 3 0 8

3 3　 層

W K 232 9

6．7 エ し た と思 わ れ る 。 上 端 は 欠 損 。 部 分 の 上 を 削 り取 っ て い る 。 古 墳 前 期

目

柾

目

芯

持

ち

材

芯

持

ち

材

芯

持

ち

材

芯

持

ち

材

ヽヽ－′′

／－．ヽ、
ス

168 ．8 断 面 が 9 ～ 10 角 形 の ほ ぼ 円 に近 い 形 で あ り、中 央 部 の （訪全 周 チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 弥 生 後 期

10　 区 7 ．2 両 側 面 に 大 き な 操 り を入 れ 幅 を狭 くす る。 上 端 ・下 端 ② 上 端 は 裏 面 を 削 っ て い る 可 能 性 が あ る。 下 端 は 後 菓 ～ 42－2 17

52…2 18

ギ
S K lO3 5 0 6

3 5　 層

W K 12 8 6

6 ．5 は 欠 損 。中 央 の 決 りの 部 分 で 2 つ に折 れ て い る。 切 断 の 可 能 性 もあ る 。 古 墳 前 期 　　）

ス1 12 ．1 丸 太 材 を 1／2 に 割 っ た も の 。 上 部 正 面 に 長 さ29 ．2cm に ① 正 面 は ほ ぼ 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 裏 面 は 剖 弥 生 後 期

10　 区 8．0 わ た っ て 大 き く決 る 。 上 端 は 欠 損 。

丸 太 材 の 周 囲 を 面 取 り し て い る。中 央 部 の 両 側 面 を 大

り刺 し て い る。 後 菓 ～ 42－2 18

52－2 19

ギ

イ

S K lO3 3 0 5

3 3　 層

W 773

4．3

95．9

② 下 端 は 両 側 面 か ら 削 っ て 尖 らせ 、 先 端 は 正 面 e裏

面 も削 る 。

① 全 周 チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。

古 墳 前 期

弥 生 後 期

2 ・3 区

S K 2 12 0 1

12　 層

W K 212 3

9．2

8．0

75．2

き く挟 り幅 を狭 くす る 。 上 端 は欠 損 。

丸 太 材 を 1／2 に割 っ た もの 。 中 央 部 を削 っ て 断 面 が 方

② 下 端 は 周 囲 を 削 り、 エ ン ピツ 状 に 尖 らせ る。

（丑正 面 は 枝 を 削 り取 っ て い る が 、 ほ ぼ 表 皮 を 剥 い

後 葉 ～

古 墳 前 期

弥 生 後 期

42－2 19

52－220

ヌ

マ
キ
属

ス

10　 区 11．0 形 と な る よ う に 加 工 して あ っ た と推 定 さ れ る。上 端 は だ 丸 太 材 で あ る。 裏 面 は 割 り刺 し て い る 。 後 葉 ～ 4 2－220

5 2－22 1

ギ

イ

S K lO3 5 0 3

3 5　 層

W 74 9

6．3

13 2．0

欠 損 。 上 部 は 下 部 に 比 べ や や 太 くな っ て い る。

下 端 か ら約 4 0cm の 部 位 の 正 面 を 2 方 向 か ら削 り、正 面

② 下 端 は 周 囲 か ら ほ ぼ 垂 直 に 近 い 角 度 で 切 り込 み

切 断 して い る。

① 甘 皮 を刺 し た 丸 太 材 で 枝 を落 と し コ ブ に な っ た

古 墳 前 期

古 墳 前 期

10　 区 7．6 中 央 に 角 を作 る加 工 を して い る 。コ ブ の 多 い 丸 太 材 を 部 分 を 削 る な ど して 太 さ を 調 節 し て い る。 4 2－22 1 ヌ

S K lO3 1 a O 2

3 1 a 層

6 ．4 使 用 して い る 。 上 端 は欠 損 。 ② 下 端 は 裏 面 を 大 き く削 り先 端 部 の 両 側 面 ・正 面

を 削 る 。

マ
キ
属

－25－



柱状材17

番

口
7デ

登 録 番 号

区

出 土 遺 構

出 土 層 位

法 量 （cm ）

全 長

幅

厚 さ

形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 上 端 の 加 工

② 下 端 の 加 工

③ そ の 他

年 代 観
実 測 図 版

写 真 図 版

木

取

り

樹

種

22 2

W 4 0 4 0 1 2 7 ．0 上 部 に 溝 を切 る。溝 は 幅 5 cm前 後 、深 さ 2 cm に 及 ぶ 。 ① 正 面 ～ 左 側 面 は チ ョ ウ ナ で 丸 み を 帯 び る よ う に 弥 生 後 期 52 －222 板 ノ■、ヽ
W 4 0 3 4 1 2．9 正 面 は 丸 み を 帯 び 元 は 断 面 が 円 形 の 材 で あ っ た と推 削 る。 裏 面 ・右 側 面 は 割団 刺 して い る。 後 葉 ～ 42 －222 ス

ギ6　 区

S K 6 1 6 0 6

1 6　 層

6．3 走 さ れ る。 中 央 で 2 つ に 割 られ 、 2 本 の 杭 に な っ て い

た 。 上 端 は 欠 損 。

② 下 端 は 各 々 先 端 を僅 か に 削 り尖 らせ る。 古 墳 前 期

＝

＼＿一′

223

W K 2 7 4 4 1 0 7．8 中 心 に上 か ら 下 ま で 緩 い Ⅴ 字 状 の 溝 を 刻 む 。溝 の 幅 は ① 全 面 チ ョウ ナ で や や 丸 み を 帯 び る よ う に 加 工 さ 弥 生 後 期 52－223 板 ／－．・ヽ
10　 区 9．4 2 ．5cm で ほ ぼ 一 定 で あ る 。 裏 の 一 部 も幅 3 cm で 溝 が あ れ て い る が 、 断 面 は 楕 円 形 に 近 い 形 で あ る。 複 葉 ～ 42－223 ス

ギ
S K l O 3 3 0 4 7．2 る が 、正 面 ほ ど明 確 な 溝 で は な く割 り剥 が さ れ た よ う ② 下 端 は 両 側 面 か ら切 っ て 尖 らせ 、 先 端 の み 正 面 古 墳 前 期

‖

＼－／

33　 層 な 浅 い 溝 で あ る 。 上 端 は焼 損 して い る 。 も削 る。 一 部 に焼 け た痕 跡 が あ る 。

224

W l l l O 5 1．6 角 材 を削 っ て や や 丸 棒 状 に 作 る。上 部 は 断 面 が 円 形 に （丑表 面 を滑 らか に 加 工 す る。 弥 生 後 期 52－224 板 ／－．．・、
2・3 区 3 ．0 近 く、下 部 は や や 扁 平 とな る 。裏 面 は 平 坦 と な っ て い ② 下 端 は 角 材 の 角 を 取 る よ う に 4 方 向 か ら 削 り尖 後 葉 ～ 4 2－224 ス

ギ
S K 2 1 2 0 4

1 2　 層

2 ．3 る。 上 端 は 欠 損 。 らせ る 。 古 墳 前 期

目

　　　）

22 5

W 1 4 6 6 6 0．8 細 い 丸 棒 状 に 加 工 さ れ て い る 。 下 端 は 折 り取 っ て い （》表 面 は 断 面 が 円 形 とな る よ う縦 方 向 の 調 整 が 行 弥 生 後 期 52 －225 板

目

ノP．－．・・・、
2 ・3 区 3．6 る。 な わ れ て い る 。 チ ョウ ナ に よ る 加 工 と思 わ れ る。 前 葉 42 …225 ス

ギ
S K 2 1 4 0 2

14　 層

3．6 ② 上 端 は 正 面 と裏 面 の 両 方 か ら 切 り、 切 断 し て い

る 。
　　　）

226

W 6 6 2 9 3．3 断 面 が 円 形 とな る よ う に 加 工 さ れ て い る。下 端 は 細 く ① 正 面 e裏 面 は木 目 で割 れ て お り、 平 坦 に な っ て い 弥 生 後 期 52－22 6 板 ／一、、
2 e3 区 4．8 上 端 は太 い 。 上 端 は 欠 損 ま た は 折 損 。 る。 両 側 面 は丸 み を 帯 び る よ う に縦 方 向 の 加 工 を 後 菓 ～ 42－226 ス

ギ
S K 2 12 0 1

1 2　 層

4．3 し て い る 。

② 下 端 は裏 面 を 削 っ て 薄 く尖 らせ る。

古 墳 前 期

‖

＼＿＿′

227

W 6 6 6 1 0 3 ．4 断 面 が 円 形 と な る よ う に 加 工 さ れ て い る 。 下 端 は 細 ① 正 面 ・裏 面 は 木 目 で 割 れ て お り 、 さ ら に 削 っ て い 弥 生 後 期 5 ㌢ 227 板 ／．．．ヽ・・、
2 ・3 区 5 ．0 く、上 端 は 太 い 。226 に 形 状 が 似 て お り同 一 材 で あ っ た る。 両 側 面 は 丸 み を 帯 び る よ う に 縦 方 向 の 加 工 を 後 菓 ～ 4 2－227 ス

ぎ
S K 2 1 2 0 1 4 ．3 可 能 性 が あ る。上 端 は欠 損 ま た は折 損 。下 端 の 先 端 も して い る。 古 墳 前 期

目12　 層 折 損 。 ② 下 端 は 3 方 向 か ら削 っ て 尖 らせ る 。

聴樹観察轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗樹瑠
番　。

号

登録 番号

区

出土遺構

出土層位

法 量 （cm ）

全長

幅

厚 さ

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両端 の加工

②側 面 の加工

③表 面 の加工

年代観
実測 図版

写真 図版

木

取

り

樹

種

1

W 2 124 190 ．8 両側 線の 劣化著 しい。両側 線 の木 口下 端部 には楕 円形 ②左側 緑正 面 と右側 緑裏 面 をチ ョウナ で加工。 弥生後期 5 3－1 板

目

／－．＼
9　 区 （18．6）3 ．4 の孔 を、 下部約 1／4 か ら中央 部 にか けての右側緑 には り してい る。 後 菓 ～ 4 311 ス

ギ
S K 93802

3 8　 層

約 2 cm x I cm の 隅丸 方形 の小 孔 が不規 則 に穿 たれ て

い る。表面 中央 部 には、横架 材 の当 た りの加工 が残 る。
実際 の板 の厚 さは 2．6cm 。 屋根板 材か。

③下端 よ り4 7cm は表 面が やや 薄 くな って い る。 古 墳前期 ＼一一・′

2

W 335 6 21 1．8 両木 口は ほぼ完存 。木 口上 端部 の中央 に約 3 cm 角の孔 ② 右側緑 裏面 をチ ョウナ で加工 。 弥生 後期 53－2 板 ／‾－＼
6　 区 17．7 を穿 ち、右側 緑 の上部約 1／4 と中央 の位置 に約 1 cm 四 ③ 下端 よ り約 45 cm の 正面 、裏 面 ともに表面 が 荒れ 後菜 ～ 43－2 ス

ギ
S K 6 1601

16　 廟

3．1 方の小 孔 を穿つ。表面 中央部 には横 架材 の当 た りをご

く浅 く削 ってい る。屋根 板材 か。

や や薄 くな ってい る。 古墳 前期

‖

＼＿＿／

3

W 1427 199．6 左 側緑 の一部 を欠 くが ほぼ完形 。木 口上端 部の 中央 に （診左 側縁 裏面 をチ ョウナで 加工。 弥生後 期 53－3 板 ／‾’・．・、
10　 区 2 5．4 は方形 の孔 を穿 った痕跡 が残 り、両側 緑の上 部約 1／4 ③左 側緑 中央部 の孔 の 周辺 が 削 り窪め られ て い る 後 菓 ～ 43－3 ス

ギ
S K lO35 04

35　 層

4．4 と中央 の位置 に約 2 cm x I cm の小孔 を穿つ。

（木 裏面 を図示 ）屋根板 材 か。 実際の板 の厚 さ3 ．2 cm 。

が 、欠損 の可能性 もあ る。 古墳前 期

＝

　　）

4

W 2 015 196 ．4 左側 緑の 劣化著 しい。木 口上端 部の 中央 と右 端 に不 定 ②右側 緑裏 面 をチ ョウナで加工 。 弥生後期 5 3…4 板

目

　　　（
ス

10　 区 24 ．2 形 な孔 を穿つ が、前者 は非 貫通 。右側緑 の上部 約 1／4 と ③右側 緑 の正面 下部 を上 か ら削 りはが して い る。 後 葉 ～ 4 3－4 ギ
S K lO350 3

35　 層

3 ．6 中央 の位 置 に約 2 cm x I cm 角の小 孔 を穿つ。左 側線 に

も中央部 に劣化 して拡 大 した小孔 の痕跡 が残 る。実 際

の板 の厚 さ 2．9 cm 。

右側線 中央 の孔 の周辺 を削 り窪め てい る。 古 墳前期 ＼＿＿．′

5

W 3034 193．8 右 側緑 が欠 損 し、保 存状 態 もよ くない。左 側緑 の木 口 ② 左側緑 正面 をチ ョウナ で加工 。 弥生 後期 53 －5 板 ノ－ヽ・、
ス

10　 区 17．8 付近 に は横 に長軸 を とる楕 円形 の孔 を穿 ち、上 部約 ③ 下端 より43 cm の正 面 は僅 か に薄 くな る。 後葉 ～ 44 －5 ギ
S K lO3503

35　 層

2．0 1／4 と中央 の位 置 に約 2 cm x I cm 角 の小 孔 を穿 つ。実

際の板 の厚 さ 1．6cm 。

古墳 前期

目

＼＿一一′

6

W 145 1 193．8 下半分 が分割 され るが、ほぼ完存 。木 口上 端部 の中央 ②右 側緑 裏面 をチ ョウナ で加工 。 弥生後 期 54－6 板

目

／‾．ヽ＼
10　 区 2 0．0 に不 定形 な孔 を、両 側緑 の上 部 約 1／4 と中央 の位 置 に ③ 下端 よ り5 1cm の正面 が薄 くな る。 後菓 ～ 44－6 ス

ギ
S K lO3 504

35　 層

2．5 約 2 cm x I cm の小孔 をほぼ対 をな して穿つ。表面 中央

部 に は横 架材 の当 た りの ご く浅 い加工 が あるが、やや

右側 縁側 に片 寄 る。 屋根板 材 か。

古墳 前期 ．ヽ．＿′

7

W 2 151 192 ．8 左側 緑部 の一部 と下 木 口が劣化 して いるが、保 存状 態 ③下 端 よ り48cm が正面 、裏面 と もに薄 くな る。正 面 弥生後期 54－7 板

目

ノー．＼
ス

10　 区 27 ．0 ま良好。木 口上端 部の 中央 に約 4 cm 角の孔 を穿 ち、両 は全 面 にわた ってチ ョウナ で加工 され る。 後 葉 ～ 4 4－7 ぎ
SK lO3503

3 5　 層

3 ．6 側線 の上部 約 1／4 と中央の位 置 に約 2 cm x I cm 角の 小

孔 を穿つ。表面 中央 部 には横架材 の 当た りの 加工が見

られ る。 実際の板 の厚 さ3．1cm 。

古 墳前期

－26－



板材2

番

口写

登 録番 号

区

出土遺構

出土層位

法量 （cm ）

全長

幅

厚 さ

形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両端 の加工

② 側面 の加工

③ 表面 の加工

年代 観
実 測図版

写真 図版

木

取

り

樹

種

8

W 3 035 19 2．2 右 側緑 下部 を欠 くがほぼ 完存。木 口上 端部 の中央 に約 （む左 側緑 正面 をチ ョウナ で加工。 弥生後 期 5本8 板

目

ノ′．ヽヽ
10　 区 24 ．0

3 ．5

4 cm 角 の孔 を穿 ち、左 側緑 の上 部約 1／4 と中央 の位 置 ③ 下端 よ り4 1cm が正 面、裏 面 と もに薄 くな る。その 後 葉 ～ 44－8 ス
ギ

S K lO350 3

3 5　 層

に約 1 cm 角の 小孔 を穿つ。表面 中央部 に は丁寧 な横 架

材 の 当た りの 加工が 見 られ る。実 際の板 の厚 さ2．2 cm 。

上部 10cm は窪 んで お り削 った可能性 が ある。 古 墳前 期 ヽヽ＿／

9

W 148 7 19 1．8 左側 緑 の一部 を欠 き、両木 口 も劣化 して い る。木 口上 ②右側 緑 は段差 をつ けて薄 く削 られて いる。 弥生後期 54 －9 板

目

／－．‘．＼
10　 区 20 ．3

4．6

端部 の 中央 に不 定形 な孔 を、右側線 の上 部約 1／4 と中 ③下 端 よ り49cm は劣化 が著 しく、その上部 12．5 cm は 後 菓 ～ 45 －9 ス
ギS K lO3504

35　 層

央 の位置 に約 1 cm 角 の小孔 を穿つ 。表面 中央部 に は横

架材 の 当た りの 加工が 残 る。実際 の板 の厚 さは2 ．0cm 。

正面 のみ 削 られ てい る と考 え られ る。 古 墳前期 ．ヽh－′

10

W 182 1 191．0 下方 の両側綾 部 の一部 を欠 くが、両木 口はほぼ 残存。 ② 右側 緑裏 面 をチ ョウナで加工 。 弥生 後期 55 －10 板

目

ノ－一．・ヽ
ス

10　 区

S K lO35 02

35　 層

21．8

2．7

木 口上 端部 の 中央 に約 2 cm 角 の孔 を穿 ち、両側緑 の上

部約 1／4 と中央の位 置 に約 1 cm 角の小 孔 を穿つ。 表面

中央部 に は横 架材 の 当た りの 加工が残 る。全体 的に劣

化 著 しい。

③ 下端 よ り4 8cm が正面、 裏面 とも著 しく劣化 。 後菓 ～

古墳 前期

45～10 ぎ

1 1

W 2 726 （190 ．1） 保 存状 態の良 好 な資 料で あ る。両木 口が劣 化す る もの ②右 側緑 正面 と左側緑 裏面 をチ ョウナ で削 る。 弥生後 期 55－11 板

目

ノー．ヽ
ス
ぎ

10　 区 25 ．0 のほぼ完 形。木 口上 端部 の中央 に約 3 cm x 4 cm 角 の孔 ③ 下端 よ り52cm の正面 がや や薄 くな る。 後 葉 ～ 4 5－1 1

S K lO3503

35　 層

4 ．0 を穿 ち、 さらに両側緑 の上 部約 1／4 と中央の位 置 に約

2 cm x I cm の小 孔 を穿つ。裏面 中央部 に は横 架材 の当

た りの加工 が残 る。 実際の板 の厚 さ3．0cm 。

古 墳前期

12

W 2150 （189．0） 一方 の木 口が劣化 欠損 す る。右 側緑 の上 部約 1／4 と中 ② 左側 緑正 面 は段 状 とな ってい る。 弥 生後期 55 －12 板 ／－・．＼
ス
ぎ

10　 区 2 1．0 央の位 置 に約 2 cm x I cm 角 の小孔 を穿つ 。中央 の小孔 ③ 下端 よ り42 ～51cm の範 囲 で ご く僅 かに正 面 が窪 後葉 ～ 45 －12
S K lO 3503

35　 層

2．2 の周 辺 に僅 か な加 工が見 られ る。 んで い る。 古墳 前期

13

W 1363 182．6 中央 よ りや や 下方 で小 片 に分割 され るな ど劣化 著 し ②右 側線 は正面、裏面 ともにチ ョウナで 加工す る。 弥生後 期 55－13 板

目

／－一・、ヽ
ス
ぎ

10　 区 23．2 い。木 口上 端部 の中央 に約 3 cm x 4 cm 角 の孔 を穿ち、 ③ 下端 よ り44cm は正 面、裏 面 ともに荒 れて お り薄 後菓 ～ 45－13

S K lO35 04

35　 層

2．8 両側緑 の上部 約1／4 と中央 の位 置 に約 2 cm x I cm の小

孔 を穿 つ。 （左 側緑 中央の 孔 は欠 損。）実際 の板 の厚 さ

2 ．5cm 。

くな ってい る。正面 上部 はチ ョウナで加工 す る。 古墳 前期

14

W 272 7 182 ．2 下木 口か ら下部 両側緑 に かけて の劣化著 しい。木 口上 ②左 側 線 正 面 と右 側 線 裏 面 を チ ョウナ で 加工 す

る。

③下 端 よ り43cm は正面 、裏 面 と もに表面 が荒れ 、劣

弥生後期 5 6－14 板

目

／‾、
ス
ぎ

10　 区 16．2 端 部の 中央 に長 径約 3 cm の楕 円形 の孔 を穿 ち、両側線 後 菓 ～ 4 6－14
S K lO3503 3．2 の上 部約 1／4 と中央の位 置 に約 2 cm x I cm 角の 小乱 を 古 墳前期

35　 層 穿つ 。実 際の板 の厚 さ2 ．6 cm 。 化が著 しい。

15

W 1856 151．0 下方 の両側緑 部 の一部 を欠 くが、両木 口ほぼ完存。右 ① 上端 2 cm は裏面 を削 り段 を作 る。 弥生 後期 56 －15 板

目

ノ－、
ス
ぎ

9　 区 15．0 側 線 の上 部約 3 cm と中央 部 で 2 cm x I cm 角 の小 孔 を ② 右側線 をチ ョウナで加 工。 後菓 ～ 46 －15
S K 9380 2

38　 層

2．6 穿つ。裏面 の土 木 口約1．5cm 付近 に段差 を設 け、端部 を

薄 く調 整 してい る。

③ 正面 は ほぼ全面 にチ ョウナ痕 が残 る。 古墳 前期

16

17

18

19

20

21

22

W 30 43 （122 ．8 ） 調 整の粗 い材 を使用 して い る。上 半部 のみ残存 し、下 ① 下 端 は取 り上 げ時 に切 断 され た もの と思 わ れ

る。

②右 側緑 正面上 部 をチ ョウナで加工 。

① 下 端の右 半分 には正 面か ら切 り込 んだ 刃物痕 が

弥生後 期 56－16 板

目

板

目

板

目

板

目

板

目

板

目

板

目

／‾、
ス
ぎ

／‾．．．、、
ス
ぎ

／‾‾＼
ス
ぎ

ノー一一ヽ、ス
ぎ

ノ－、
ス
ぎ　　（

ス
ぎ

ノ－、ス
ぎ

10　 区 26 ．8 端 部 は 2 次加工 、木 口上 端部 の中央 に約 3 cm x 4 cm 角 後 菓 ～ 46－16

5 6－17

S K lO3503

35　 層

W 3042

3 ．7

（118．6）

の孔 を穿ち、両側 緑 は上 木 口 よ り約 50cm 下、下木 口 よ

り約30cm上 方 で約 2 cm x I cm 角 の小孔 を穿つ 。左側 緑

部 下半 に当 た りの加工 が残 る。実 際の板 の厚 さ2．3 cm 。

上 半部の み残存 。下端部 に は二 次加工 の のち欠損 。木

古墳前 期

弥生後期

10　 区 21．6 口上 端部 の中央 に約 5 cm 角 の孔 を穿ち、両側緑 は上木 残 る。 左半 分 は側 面 か ら切断 す る。 後 菓 － 4 6－17

57 －18

S K lO3 503

35　 層

2．4 口よ り約45 cm 間 隔で約 2 cm x I cm の小孔 を穿つ 。実 際

の板 の厚 さ2．0 cm 。

② 左側 線 は正 面 と右側 緑裏 面 をチ ョウナ で加工 す

る。

古 墳前期

W 33 57 2 12．5 平坦 な材 を使 用 ．して いる。左 側綾 部欠損 。右側緑 高 さ ② 右側緑 正面 をチ ョウナで加工 す る。

①左 側緑 正面 をチ ョウナ で加工。

弥生 後期

6　 区

S K 6160 1

16　 層

W 4755

（16．0 ）

2．3

（206．8）

約 1／3毎 に約 1 cm 角 の小孔 をほぼ均等 に穿 つ。

上 木 口、右 側綾 部欠損 。木 口上 端部 の中央 に約 3 cm x

後葉 ～

古墳 前期

弥生後 期

47 －18

57－19

6　 区 （15．4） 4 cm 角 の孔 を穿ち、木 口上端 か ら約 40cm 、同下端 か ら ② 下端 よ り43 cm の表 面が 正面 、裏面 と もに荒 れ て 後 葉 ～ 47－19

5 7－20

S K 6 1611

16　 層

2．7 約8 0cm の位 置 に約 3 cm x I cm 角 の小孔 を穿つ 。実 際の

板 の厚 さ2 ．4 cm 。

い る。 古墳前 期

W 4 52 （2 01．6 ） 右側緑 の み残存 。右側 緑の ほぼ 中央の位 置 に約 1 cm 角 ① 右側 緑正 面 をチ ョウナで加工 。 弥生後期

2 ・3 区 21．0 の小孔 を穿 つ。また左側緑 に も小孔 の痕 跡 が残 る。実 ② 上 端、下 端 と も裏 面 を先 端 よ り9 cm の 部位 まで 後 真 一 4 7－20

57 －21

S K 2 120 4

12　 層

3．2 際の板 の厚 さ2．7cm 。 やや薄 く削 る。 古 墳前期

W 440 15 3．5 上 端、下 端 と もに欠 損。端部 に は孔痕 または コの字形 ① 両側緑 裏側 をチ ョウナで加工 。 弥生 後期

2 ・3　区 2 1．3 の切 り欠 きがそれ ぞれ 中央 にあ る。やや 下端寄 りに 1 ② 裏面 中央部 を縦 方向 にチ ョウナで加工 す る。 後葉 ～ 47 －21

58－2 2

S K 21204

12　 層

3．3 cm x 3 cm 角 の小孔 を穿つ 。 正 面 は木 目で割れ てお り、加工痕 は見 られ ない。 古墳 前期

W 3358 213．0 左側 緑欠 損。右 側綾 部 に木 口上 端 よ り約70cm 下 と同下 ① 下端 は斧 で粗 く切 ’り込 まれて お り、 2 次 加工 さ 弥生後 期

6　 区 （17．6） 端 より約 12cm 上 に約 2 cm x I cm 角 の小孔 を穿 つ。両面 れ てい る と考 え られ る。 後 真 一 47－2 2

S K 6 16 01 2．1 と も下部約 1／3 の位置 に 当た りの 加工が いず れ も左 側 ②右側 緑 正面 をチ ョウナで 加工。 古墳前 期
16　 層 緑 寄 りに残 る。壁 板 か。 ③上 端部裏 面 が薄 く削 られ てい る。

－27－



板材3
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区
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②側 面の加工

③表 面の加工

年代観
実測 図版

写真 図版

木

取

り

樹

種

23

W 372 4 2 11．4 木 口の一 部 を欠 くが、ほぼ完存 。両側線 の木 口下部約 ① 下 端 8 cm を正面 、裏面 と も削 ってやや 薄 くして 弥生後期 58－23 板

目

ノ－、ヽ
ス

6　 区 18 ．7 1／3 の位 置に約 2 cm x I cm 角 の孔 を穿つ が、左側 緑 部 い る。 後 真 一 4 8－23 ギ

S K 61605 2 ．6 には非貫 通の小孔 が下 部 に集 中 して残 る。表面 中央部 ② 右側 緑正面 をチ ョウナで斜 め に削って い る。 古 墳前期 －ヽ／

16　 層 には横位 の溝状 の加工 が残 る。壁板 か。実際 の板の厚

さ1．9cm 。

③ 正面 は全面 チ ョウナ加工 。 裏面 は割 り面 。

24

W 3353 2 11．5 木 口の一部 を欠 くが、ほぼ完 存。右側 線上 部か ら約 1／3 （D 上 端 が かな り直線 的 に切 断 され て い る の に対 弥 生後期 58 －24 板

目

　　（
ス

6　 区 14 ．3 と同木 口下 部 に約 2 cm x I cm 角の小孔 を穿 つ。表 面下 し、下端 は粗 く切 り落 として い るため、2 次加 工の 後 菓 － 48 －24 ギ
S K 6 160 1 1．9 部約 1／3の左 側綾 部 には当 た りの加工 が残 る。右 側緑 可能性 が ある。 古 墳前期 一ヽ一′

16　 層 裏面 に も当た りの 加工 があ る。壁板 か。 ③ 上 端 正 面34 cm と裏 面 8 cm は削 って薄 く して い

る。正面 はほぼ 全面 チ ョウナ 加工 されて いた と思

われ るが、劣化 の ため不 明瞭 。

25

W 468 （186．8） 左側綾 部の み残存 し、下 端部 は欠損。上部約 1／6 の位置 ①左 側 緑 は正面 、裏 面 と もチ ョウナ で加工 されて 弥生 後期 59 …25 板 ノ′llll．・ヽ
ス

2 e3 区 （8．8） で も折 損す る。下 部約 1／3の位 置 に約 4 cm x I cm 角の い る。 後葉 ～ 48－25 ギ

S K 2 1204

12　 層

3．0 小乱 を穿つ 。 ③ 正面 はほぼ全 面 にわた って チ ョウナ加工。 古墳 前期

目

＼一一′

26

W 3830 （166．3） 左 側綾 部の み残存 し、上本 別 ま欠 損。右側線 上下 端部 ②左 側 緑正 面 をチ ョウナ で加 工 。 2 －3 列 の チ ョ 弥生後 期 59－2 6 板 ノー．．．・ヽ
ス

6　 区 （11．4 ） よ りそれ ぞれ 約50 cm 程 の位 置 に約 2 cm x I cm 角 の小 ウナ痕が残 る。 後菓 ～ 48－2 6 ギ

S K 6 16 05

16　 層

2．5 孔 を穿 ち、同上 木 口付近 に約 3 cm の楕 円形の 孔 を穿

つ。実 際の板 の厚 さは2カcm 。

古墳 前期

自

＼＿／

2 7

W 4 74 （15 6．0 ） 左 側綾 部の み残存 し、両木 口は欠損 。水 口上 端 ～約 60 ①右 側緑 正 面 をチ ョウナ で加 工。 加工 は上 部 ほ ど 弥生後 期 59－27 板

目

．ノーqヽ．
ス

2 ・3 区

S K 2 120 4

12　 層

（9．2 ）

2．4

cm ずつ 間隔 をおい て約 1 cm 角の小 孔 を穿つ。 幅広 となる。 後 菓 ～

古墳 前期

48－27 ぎ

28

W 2 938 （140 カ） 右側 綾部 の み残 存 し、下木 口は欠損 。上 木 口か ら約 1 ①下 端 は4 7cm ほ ど斜 めに削 られ、 2 次加 工 と思 わ 弥生後 期 59－28 板 ／‾．ヽ
ス

1　 区 （11．8 ） m の位 置に約 2 cm X I cm 角 の小孔 を穿 つ。裏面 の一 部 れ る。 後 菓 ～ 48－28 ギ

S K 1220 3

22　 層

3．1 が剥 離 す るなど保存状 態 は良 くない。実際の板 の厚 さ

2．6cm。

（塾左側 線正 面 をチ ョウナで加 工。 古 墳前 期 　　）

29

W K 20 26 （96 ．8 ） 下 半部 は風 蝕 のため欠 損。木 目上 端部 の中央 には約 2 ②左側 緑 正面 と右 側緑 裏面 をチ ョウナ で加工 し、 弥生後期 5 9－29 板 ／－．．．・ヽL
ス

10　 区 22 ．7 cm x 4 cm 角の孔 を穿 ち、さ らに75 cm 下 方の右側 緑 には 断面 を平行 四辺形状 に仕 上 げ る。 後 菓 ～ 4 9－29 ギ

S K lO350 3

3 5　 層

2 ．8 約 1 cm 角 の小孔 を穿 つ。 保存 状態 の 良好 な資料 で あ

る。 実際 の板 の厚 さ2 ．1cm 。

古 墳前期

目

＼＿一・一’

30

W 22 19 （9 1．7） 両側 線 劣化 著 しい。柾 目板 の 木 口に段 差の 加工 を施 ① 上端 は緩 く円 を描 くよ うに加工 する。 弥生後期 60 －30 柾 ノ－‘．・、
ス

9　 区 （14．8） す。右側綾 部 の段差 のかか る部分 に約 2 cm 角 の孔 を穿 ③ 正面 、裏面 ともにチ ョウナ で加工 されて いるが、 後 菓 ～ 48 －30 ギ

S K 9 3802

38　 層

3 ．6 つ。また段差 か ら約 8 cm 下 方の左側 緑 には方形 の孔 の

痕跡 。両側緑 下部 に は楕 円形 の孔の痕 跡が残 る。

痕 跡 は裏面 の一部 を除 き不明 瞭で ある。 古 墳前期

臼

＼一一・′

31

32

3 3

34

35

36

W 166 2 （95．0） 両側 面 は割 面。下半 部 は風 蝕の ため欠 損。柾 目板 の木 ③ 正面 、裏 面 と もにチ ョウナ で加工 。チ ョウナ痕 の 弥生 後期 60 －31 柾

目

柾

目

板

目

板

目

板

ノ′．．・、
ス

9　 区 （19．0） 口に段差 の加工 を施す 。段差 部の ほぼ 中央 に約 2 cm 角 幅、 間隔が かな り広 い。

① 正面 の一 部 にチ ョウ ナ痕が 残 る。裏 面 はか な り

後 菓 ～ 49 －31

60－3 2

ギ

S K 93 70 1

37　 層

W 636

4．7

（154月）

の孔 を穿 ち、右側 線部 に は約 2 cm x I cm 角の小孔 を約

50cm の間隔 をあけて穿 つ。また、上 方の孔 に対応 す る

側面 に も穿 孔の痕 跡が残 る。3 0 に似 る。

左 側 綾部 の み残存 。柾 目板 の木 口に段差 の 加工 を施

古墳 前期

古墳 後期

一ヽ一．・′

ノ－．＼
ス

7　 区

S R 7080 1

1 号堰

8　 層

W 1845

（10．5）

5．0

（161．9）

す。段差部 の ほぼ中央 に約 2 cm 角 の孔が 穿たれ てい る

が、直上 部 に同寸の 鈍の 刃痕 が残 る。また段差 か ら75

cm 下 方に も約 3 cm 角の孔 を穿つ 。実 際の板 の厚 さ4．7

cm 。

下半部 欠損 。右側 緑 下半 は二次加工 、板 目板 の木 口に

平 坦だ が 目立 つ加工痕 はない。

② 両側面 と もか な り平坦 で チ ョウナ で加工 した と

～奈 良

弥生後 期

49－3 2

60－3 3

ぎ　　（

ス
9　 区 19．1 段差 の加工 を施す 。段差 の窪 みの部 分 には両側緑 に約 思 われ る。 後菓 ～ 49－3 3

60－34

ギ

S K 938 02 2．7

（15 8．6 ）

1 cm 角 の小孔 を対 をな して穿 つ。右側 緑 には約 3 cm x ③ 正 面 はチ ョウ ナ で加 工 。裏 面 は割 り面 で所 々 古墳 前期

弥生後 期

　　）

ノー．・．．、、
ス

38　 層

W 2 218

1 cm 角 の孔 を約30cm 間隔 に 4 段 穿つ が、下 2 段 は 2 個

1 対 と考 え られ る。又左 木 口や創面 付近 に もこれ よ り

や や お お きめの孔 を不 規則 に穿つ 。実 際の板 の厚 さ

2 ．0cm 。

過 半部折 損。右 側線 上部3 ／4 は二 次加工 。板 目板の 木 口

チ ョウナで加工 す る。

②左 側面 をチ ョウナ で削 る。左側 緑、正面 をチ ョウ

9　 区 18．9 に段差 の加工 を施 す。左側 緑 の段差 の窪み の部分 に は ナ で加工 。裏面 も一部 加工 す る。

③上 端 よ り40 cm あ ま りの正 面 、裏面 が荒 れ 劣化 し

後真 一 49－34

61－35

ギ

S K 9380 2

38　 層

W 38 26

2．7

22 6．0

約 1 cm 角の小 孔が残 り、板 部 には約 3 cm x I cm 角 の孔

を約30cm 間隔 に 4 段 穿つ 。右側 線 も中央部 に不定形 な

孔 が 2 個 残 る。実際 の板 の厚 さ2．3cm 。

左側 緑 の劣化著 しい。右側 線上 端か ら90cm下 方 と同下

古墳 前期

弥生後 期

　　）

′′‾．＼
ス

6　 区 15．2 瑞 よ り50 cm 上 方に方形 の小 孔 を穿ち、左 側線 下方 に不 て い る。中央部 がや や窪 み、当た りの加工 とも考 え 後 菓 ～ 49－35

61－36

ギ

S K 61605

16　 層

2．5 定形 の孔 を穿 つ。実 際の板 の厚 さ2．2 cm 。 られ る。 古墳前 期

目

　　）

ノ－・・ヽス
W 26 10 2 10 ．8 木 口両端 の残存状 態 はほぼ 良好 であ る。右側緑 中央 部 ①上 下端 ともに正 面 を大 き く、 裏面 を約 5 cm にわ 弥生後 期 板

6　 区 24 ．2 と下 端部 に楕 円形 に摩 滅 した小孔 が残 る。 た って削 り薄 く仕 上 げる。 後 菓 ～ 50－36 ギ

S K 6 160 1

16　 層

3 ．8 実 際の板 の厚 さ2．6 cm 。 ③正 面、裏 面 ともに不 明瞭 だ がチ ョウナ で加 工 す

る。

古 墳前 期

目

　　）

－28－



板材4

番

ロマ

登 録番 号

区

法量 （cm ）

全 長
形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両端 の加工

② 側面 の加工
年代 観

実測 図版
木

取

り

樹

出土遺構

出土層位

幅

厚 さ

③ 表面 の加工

④ その 他

写真 図版
種

3 7

W K 20 212．4 板材 にⅤ字状 の加工 を施 して杭 に転 用。左 側線 中央部 ① 下端 は二次 加工 か。 古墳前 期 61－37 板

目

ノ－．・ヽ．
5　 区 18．0 に段差 が残 る。左 側線 の 2 ヶ所 、右 側緑 4 ヶ所 に小孔 ②右 側線 裏面 をチ ョウナ で加工。 50－37 ス

ぎ
S K 5 10 01

10　 層

2．0 を等 間隔 に穿 って いた こ とが確 認 で きる。右側線 は下

半部 を中心 に欠損。

③ 正面 はほぼ 全面 にわた ってチ ョウナ痕 が残 る。

38

W 3 351 20 9．8 板 材の右 半分 が残存 。左側 線上 端 には方形 の孔 の痕 跡 ②右 側緑裏 面 をチ ョウナで 加工。 不 明 61－38 板

目

ノ－ヽL
6　 区 （17 ．2 ） が残 る。右側緑 は上 木 口か ら60 cm ず つ間隔 をあけて 2 ③正 面の左 側 緑 寄 りをチ ョウナ で加 工 した と思 わ 5 0－38 ス

ギ
S K 6160 1

16　 層

2．6 ヶ所 に小 孔 を穿つ。 実際 の板の厚 さ2 ．2cm 。 れ る。 －ヽ．・．′‘

39

SK 7－10 （170．0） 下 半部欠損 。上 木 口よ り40 cm 下 方の両側 線 に小孔 を対 ③全 周割 り面 で あ る。 右側 緑 は斜 め に切 って い る 弥 生後期 6 ト39 板

目

／－ヽ・ヽ
－2 11 14 ．4 をな して 穿つ。この他 に も右 側緑 に3 個 の小 孔が残 る が加工 痕 は確 認 で きない。 後 葉～ 50 …39 ス

ギ7　 区

10　 層

2．4 が、 穿孔 の位置 は不規 則 で ある。 実際 の板 の厚 さ2．1

cm 。

古墳 前期 ＼＿＿′

4 0

W 2343 （167．8） 両木 口欠損 。右側 緑 に計 2 ヶ所50 cm の 間隔 をあけて 方 ② 正面 の 両側線 はチ ョウナ で加工 。裏 面 は右 側 緑 弥生後 期 6 1－4 0 追

柾

目

／鴫、
1　 区 17．0 形の小 孔 を穿つ。 のみ チ ョウナで加工 され てい るよ うであ る。 複葉 ～ 50－40 ス

ギ
S K 12 202

22　 層

2．2 ③ 正面 には全 面チ ョウナ痕 が残 る。 古墳 前期 －ヽ／

4 1

W 3 347 （168 ．0 ） 下半部 欠損。両側 線端 部の 劣化著 しい。右側 緑 は上 本 ②右 側線 裏面 をチ ョウナ で加工。 弥生後 期 62－4 1 板

目

ノー．．・、
ス

6　 区 12．6 ロ よ り60 cm ず つ間隔 を あけて小 孔 を穿つ。裏面左側 緑 ③下 端 よ り24cm の部位 まで表 面 の荒れが著 しい。 後 菓 ～ 5 1－4 1 ぎ
S K 6160 1

16　 層

2．8 が屈曲 し、端部 が尖 る。上 端部 左 は穿孔 した と思 われ

る孔痕が 残 る。 実際 の板 の厚 さ2．2 cm 。

古 墳前期

42

W 490 （155．4） 上 学部 と左 側線 は欠損 。右 側緑 は下木 口よ り60cm 離 れ ①右 側線 正面 をチ ョウナ で加工 。左側 緑 の裏 面の 弥生後期 62 －42 板

目

／‾、・、
ス

2 ・3 区 15 ．0 た位 置 に小 孔 を穿 ち、さらに45 cm 上 方に同 じような小 一部 に もチ ョウナ痕 が残 る。 後 菓～ 5 1－42 ぎ
S K 21204

12　 層

2 ．8 孔 を穿つ。下端右 の割 れ の部分 に孔痕 と思 われ る切 り

込 みが ある。実 際の板 の厚 さ2．6cm 。

③ 上 端 か ら33 cm の 部位 ま で裏 面 をチ ョウ ナで 削

る。

古 墳前期

4 3

W 476 149．8 左側綾 部欠 損。右側綾 部 に は上 方か ら小孔 1 個、3 cm ② 平坦 に仕 上 げ られ てお り、明確 で はな いが チ ョ 弥生後 期 62－4 3 板

目

ス
ギ2 ・3 区 17．9 角の孔 、縦 に並 んだ 2 対 の小孔 を等 間隔 に穿つ。上本 ウナ で加工 した と考 え られ る。 後菓 ～ 5 上4 3

S K 2 1201

12　 層

2．1 口に も孔の痕 跡が残 る。 ③ 正面 は不 明 瞭だ が チ ョrウ ナで 加工。 裏面 も平 坦

でチ ョウナ加工 と考 え られ る。

古墳 前期

44

W 276 1 145．6 屋 根板 の転用 材 と考 え られ る板 材。上本 口中央部 に楕 ②右 側線 の 正面 、裏 面 と左 側 緑の 裏面 をチ ョウナ 弥生後 期 62－44 板

目

　　　（
ス
ぎ

1　 区 19．6 円形の孔 を穿 つ。下木 口は両側緑 、中央部 は右側 緑 に で 加工。 後 葉 ～ 5ト44

S K 1220 3 3．8 方形の小 孔 を穿 ち、中央 の孔 の20cm 下方 に楕円形 の孔 ③裏 面 の 中央部 を除 き、 ほぼ 全面 に チ ョウナ痕 が 古墳前 期

22　 層 を穿つ。 実際 の板の厚 さ3 ．6cm 。 残 る。

45

W K 1458 10 2．1 板材 を杭 に転用 した もの と考 え られ る。上木 口左 端は ①下 端 は二 次加工 と考 え られ る。 弥生後期 6 2－45 追

柾

目

ノ－、
ス
ぎ

8　 区 13 ．8 丸 く加工 し、下木 口は右 か ら左 へ斜 めに切 り落 とす。 ③ 正 面、裏 面 と もチ ョウ ナ の 加工 痕 が 全 面 に わ 複 葉 ～ 5 ト45

S K 8 17a O3

17a 層

2 ．4 上木 口か ら20cm 下方 の右 側緑 に小 孔が残 る。 た って良 く残 る。 古 墳前期

4 6

4 7

48

4 9

50

W K 146 3 98．7 45 に類 似 す る板材 か ら杭 へ の転用 材。板 材 の上 下 に5 0 ① 下端 は二 次加工 と考 え られ る。 弥 生後期 62 －46 板

目

板

目

芯

持

材

追

柾

目

板

目

ノー、・ヽ
ス
ぎ　　（

ス
ぎ

キ

バ
グ

′－・・、
ス
ぎ

ノ－・ヽス
ぎ

8　 区 20．2 cm 程 の間隔 を あけて小孔 が残 るが 、下 端加工 のな い左 ③ 正 面 はチ ョウナ痕 が ほぼ 全面 に残 るが 、裏面 は 後 菓～ 5 1－46

63－4 7

S K 8 17aO3

17a 層

W 9 49

2．4 側線 にあ る点が45 と異 な る。 側 線部 のみ であ る。 古墳 前期

3 59．5 ほぼ完 存。柱 材 を転用 し台輪 と して使用 した と考 えら ②右 側面 が僅 か に段 状 とな ってい る。 弥生 中期

7　 区

S D 7120 1

12　 層

W 485

15．5

5．0

3 19．0

れ る。一方 の木 口は転用 前 の穴 を利 用 して接合 部 を作

りだ し、もう一 方の木 口は其直 に切 り落 とす 。全体的

に裏面 の方 向へ著 しく内湾 す る。

ほぼ完形 を呈 す るが 、14片 に分割 。広 葉樹 の半割 材 を

③表 面 に 目立 つ加工痕 は認 め られな い。　　 i

① コの字 形 に加 工。 古墳 中期

52－4 7

63－48

8　 区 23 ．0 使 用 してお り劣 化 も進 ん でい る。木 口両端 に接合 部 を ③劣 化の ため 目立つ 加工痕 は認 め られ なか った。 52－48

6 3－49

木 道状 遺構

15　 層

W 2850

11．0

272．4

作 りだ し、さ らに割 面 中央 部 には 2 ヶ所 に約 5 cm 四方

の 非貫通 の孔 を等間隔 に縦 に並 べて穿 つ。

厚板 材の木 口両 端に接 合部 を作 り出す。中央 部 には約

④孔 は約 105cm 間隔 で穿 ってい る。

① コの字形 に加工 。 奈 良 ～

9　 区

33　 層

W K 536

25．4

6．6

（25 0．0 ）

18 cm x 7 cm の 孔 を穿 ち、 さ らに この孔 の上 方 に約 14

cm x 4 cm 、下方 に約 10 cm x 4 cm と6 cm x 4 cm程 の非貴
通の孔 を等 間隔 に穿つ。

調整 の粗 い板 目材 を使用 。上 木 口か ら約 15cm 下 方 に約

③ 裏面 は不 明 瞭だ がチ ョウナで 加工 した と思 われ

る。

（診目立 つ加工痕 は認め られ ない。

中世

古墳 前期

5 24 9

63 －50

5　 区

S K 5100 6

10　 層

14．4

5．8

14cm 大 の隅 丸方形 の孔 を穿つ。下端 部 は同様 の孔の部

分 か ら欠損。

④ か な り節 の多 い材 を使 用 してい る。 52 －50

－29－



板材5

番

号

登録 番号

区

出土 遺構

出土 層位

法 量 （cm ）

全長

幅

厚 さ

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両端 の加工

②側 面の 加工

③表 面の 加工

年代観
実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

5 1

W　 64 （16 1．8 ） 図示 面上端 は欠損 。下端 部左側 面 に段差 をつ ける。中 ② 孔 の ある右側 面 を チ ョウナ で加工 。左 側面 も平 奈 良 ～ 63 －51 板

目

′｛・ヽ
ス

1　 区 17．6 央部 に は径 約 8 cm の孔 を穿 ち、表 面右側 緑 には同側 面 胆で チ ョウナ加工 と思 われ る。 平 安 52 －51 ギ
S R 12 00 1 8 ．2 に通 じるかが 生穴 を穿 ち、その平 面径 は約 5 cm x 3 cm ③ 正面 、裏 面 と もに劣化 の た め不 明だ が チ ョウ ナ 　　）

2 0　 層 をはか る。裏面 も段差 のす ぐ近 くに非貫 通孔 の痕跡 が

残 る。実 際の板 の厚 さ6．6 cm 。

で調整 して いる と思 われ る。

52

W 406 1 （132．7） ケハ ナ シと推 定 され る板 材。両 側緑 の劣化著 しい。中 ②左 側緑 を9 1．5cm にわ た って薄 く削 る。右 側面 には 弥生 後期 63－5 2 板 ノ－．＼
ス

6　 区 15．7 央部 には幅、 高 さ と もに2 cm程 の隆起 が認 め られ る 径 14．5cm の 半円の切 り欠 きが あ る。 後真 一 52－5 2 ギ

S K 6 1606

16　 層

4．8 が、下 方へ進 むご とに漸 次的 に消 えてゆ く。実際の板

の厚 さ4．2 cm 。

③ 劣化 のため加工 痕 は認 め られな い。 古墳 前期

目

　　）

53

W 3277 316．0 上部 は欠損。下端 に幅6 ．5cm 、長 さ5．5cm の 薄い状 の突起 ③表 面劣 化の ため加工 痕 は認 め られ ない。 弥生後 期 64…53 板 ノー’．．・ヽ
ス

6　 区 17．7 を作 り出す。左 半分 が薄 い板状 であ る。実際の板 の厚 後菓 ～ 53－53 ギ
S K 6 1601

16　 層

3．5 さ3．3cm 。 古墳 前期

目

　　）

54

W 2593 （3 13．0 ） 5 0 に似 るがや や幅 が広 い。上 端 か ら54cm 下方 と、下端 ③木 目で割 って お り、目立つ 加工 が認 め られ ない。 弥生後 期 64－54 板 ノ－・ヽ
ス

6　 区 （16．2 ） より46 cm 上方 にそ れぞれ 一辺 が 7 cm の方形孔 を穿 つ。 後葉 ～ 53－54 ギ

S K 6 16 01

16　 層

3．9 下端 よ り2／3 の付近 で 2 つに割 れて い る。実 際の板 の

厚 さ3．4cm 。

古墳前 期

‖

＼ヽ－′

55

W 2 179 （304 ．6 ） 下 端 は斜 め に切 り落 とし、二 次加工 と思 われ る。右 側 ①上 端は約 16 cm の 正面 を削 って薄 くしてい る。 弥生後期 6 4－55 柾

目

／－．＼
ス

9　 区 （18．2 ） 綾 部 に 1 cm X 3 cm の 長方 形 孔 を 3 ヶ 所、3 cm x 3 ．5 cm ③正 面に は 目立つ 加工痕 が な く、裏面 の一部 にチ ヨ 後 菓 ～ 5 3－55 ギ

S K 9380 1

38　 層

2．9 の方形孔 を 1 ヶ所穿 つ。 また上 端 よ り115cm 下方 に方

形 の切 り欠 きが 1 ヶ所 あ る。

ウナ 加工痕 が残 る。 古 墳前期 　　）

56

SK 7－10－309 29 3．9 左側 綾部 を欠損 。上端 よ り10 5cm 下 方 に径 4 cm と径 2．5 ③裏面 は かな り平坦 で、 劣化 のた め不明 で はあ る 弥生後期 64 －56 板

目

／‾ヽヽ
ス

7　 区 12．2 cm の円孔 を 2 つ 穿 ち、さらに72 cm 下 方に も同様 の穿 孔 が一部 チ ョウナ加工 を して い る可 能性が あ る。 後 真 一 53 －56 ギ
S K 71005

10　 層

2．6 が あ る。下端 に も孔 痕 と思わ れ る切 り込 みが残 る。実

際 の板の厚 さ2．2cm 。

古 墳前期 、ヽ＿／

57

W 16 16 270 ．0 右側 緑 よ りに 2 cm x 5 cm の長 方形 孔 を 41cm ～ 50 cm の ② 右側 面は平 坦に削 られ てい る。 古墳 中期 64－5 7 板

目

／‾‾＼
ス

9　 区

木 道状遺 構

35　 層

14 ．0

3 ．2

間隔 で穿つ 。 ③ 正面 も平坦 に加工 され る。 裏面 は木 目で割 れて

る。

④ 全体 的に丁 寧な作 りの板 材。

53－5 7 ギ

＼＿一′

58

W 4063 259．8 上端両側 面 が欠損 して い ると思わ れ る。板 状 に出た部 ③ 目立 つ加工痕 は認 め られな い。 弥生後 期 64－58 板

目

／‾＼
ス

6　 区 12．9 位の付根 は孔 痕 と考 え られ る。また中央 部に も孔 痕 と 後菓 ～ 53－58 ギ
S K 6 1606

16　 層

2．9 思わ れ る幅 6 cm の切 り欠 きが残 る。 古墳前 期 ＿ヽ＿．′

59

W K 259 256．6 上 下端 を欠損 す る。隅丸方 形の孔 が 4 ヶ所残存 し、間 ③ 全周割 り面 で目立つ 加工痕 は認め られな い。 古墳前 期 64－59 板

目

ノー．．．・ヽ
ス

5　 区 12．2 隔は下 端へ 向か って短 くな るよ うに穿 ってい る。大 き 5 3－59 ギ

S K 5 10 03

10　 層

2．0 く 4 つ に割れ てい る。 　　）

60

6 1

62

63

64

6 5

W 44 3 2 38．0 下端 を欠 損す る。上 端 は状 に作 り先 端 に小孔 を穿 つ。 ①上 端 は右 を10cm 、左 を 9 cm 切 り欠 いて を作 り出 弥生後期 6 5－60 板 ノ－．．＼
ス

2 e3 区 19．0 径 5 cm の大 きな不正 円孔 3 、中央 に小孔 1 を穿 つ。編 し、 付根部 分が一 直線 とはな らない。

①下 端 は斜 めに切 って お り、杭 と して二 次加 工 さ

後 菓 ～ 5 4－60

6 5－61

ギ

S K 2120 4

12　 層

W 484

4．3

23 5．8

台 として二次 加工 され、右 側面 に32 ～ 34cm 間隔 で細 い

溝 を穿つ 。

右側 綾部 欠損。右側緑 に 2 － 3 cm x 4 － 5 cm の方形 孔

古 墳前期

弥生後期

目

板

－ヽ′′　　（

ス
2・3 区 2 2．4 を 4 つ穿 つ。左 側緑 に も2 つ穿 孔の痕 跡が あ り右側 緑 れ た と考 え られ る。 後 菓 ～ 54 －61

65 －62

ギ

S K 21204 3．6

226 ．2

の 孔 と並 ぶ こ とか ら他 の 2 ヶ所 に も穿孔 の可 能性 が ②右側 面 はチ ョウナ加工 。 古 墳前期

古墳 前期

弥生 後期

臼

柾

目

板

目

板

目

板

ヽヽ一一′

ノー．．q・ヽ、
ス

12　 層 ある。 ③裏面 に不 明瞭だ がチ ョウナ痕 が残 存。

W K 30 左側 線 中央 を方形 に切 り欠 く。切 り欠 きの周 辺 をさ ら ②か な り平坦 で チ ョウ ナ加工 と思 われ る。

5　 区 16 ．6 に斜 め に削 り落 とす。右側緑 寄 りの上 端か ら17cm の部 ③節 の多 い材 の ため、かな り凸 凹が あ り、高 くな っ 54 －62

65－63

ぎ

／‾ヽヽ
ス

S K 5100 1

10　 層

W 1783

7 ．0

225 ．5

位 に 2 cm x 3．5 cm の 方形 孔 を、下 端 か ら45 cm の部 位 に

1．5cm x 3 cm の方形孔 を穿 つ。実際 の板の厚 さ6．8cm （側

面）。

下端 を欠 損。上 端 か ら8．5cm の 部位 に 5 cm x 6 cm の 方

て いる部分 をチ ョウナ で乱雑 に加工 す る。

① 下端 は斜 めに な り切 り落 と されて い るよ うで あ

2 ・3 区 24．8 形孔 を穿つ 。下端 は欠損 のた め不明 だが、割 れて い る るが、 二次加工 の 可能性 があ る。 後菓 ～ 54－6 3

66－64

ぎ

／－．・・、
ス

S K 2 120 1

12　 層

W 2793

4．8

219．5

部分 に孔 を穿 ってい た可能性 が ある。

上端 中央 に1．5cm x 3．5cm の方形 孔 を穿つ。左 側緑 寄 り

② 右側面 は平坦 に加 工 されて い る。

③ 正面 の 中央部 が平 坦 に加工 され てお りチ ョウナ

で加工 され た と思 われ る。

② 右側 面 は直線 的 に切 り、左 側 面 はチ ョウナ加 工

古墳 前期

弥生後 期

1　 区 10．8 の上端 か ら4 7cm の位 置 に辺 1 cm 弱 の方形孔 を、さらに 痕 が一部 に見 られ る。

②右 側面 はむ しろの編 台 としての 二次 加工 を受 け

後菓 ～ 5∠「64

66－65

ぎ

ノ・．・．、ス
ぎ

S K 12 202

22　 層

W 2449

2．7

2 19．2

55cm 下 方 の右 側緑 寄 りに1．5cm X I cm の 方 形孔 を 穿

つ。

下端 の大部分 と左側 緑 ノ1／2 を欠損。 上端 か ら8 cm と

古墳 前期

弥生後 期

1　 区 15．0 12．5 cm の部位 に小 孔。 中央 部 に 2 つ の小孔。下部 に も 19 cm 前後 の 間隔 で溝 をつ けて い る。 本来 はチ ョウ 後菓 ～ 55－65

S K 1220 3

22　 層

2．8 1 つ小孔 を穿 つ。 ナで平坦 に加工 され てい た と思 われ る。 古墳 前期

目

－30－



板材6
番

号

登録 番号

区

出土 遺構

出土層 位

法 量 （cm ）

全長

幅

厚 さ

形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両端の加 工

②側 面の加工

③表面 の加工

年代観
実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

66

W 3 17 6 2 12 ．3 上 、下端 を欠損 。中央 部 に 2 つ の小孔 を穿 ち、65 に形

、　　ヽ

① 下端 10cm は薄 く削 る。 弥生 後期 66 －66 板

目

．′、、
ス
ぎ

ノー．・．・ヽス
ぎ

ノ．－．．ヽ、
ス
ぎ

′一一ヽ
ス
ぎ

6　 区 8 ．6

1．2

状 が似 るが、幅 は狭 い。下端 か ら67cm の部位 に小孔 を ② 右側 緑 正面 をチ ョウナ で加工 。左側 面 もチ ョウ 後葉 ～ 55－66
S K 6 1601

16　 層

穿 つ。実 際の板 の厚 さ0 ．9cm 。 ナで削 る。左 側面 には溝 状の切当 込み痕 と思 われ

る もの が あ り、編 台 に二 次加工 され た可能性 が あ

る。

古墳 前期

67

W 3 230 2 09．6 ほぼ完 形。右 側線 下部 を大 き く切 り欠 いてい るのは二 ①上 端 は正面 、裏面 ともに削 って薄 くする。 弥生後期 66－67 板

目

6　 区 18．8

2．4

次加工 と思 われ る。右側緑 の上 端 よ り68cm の部位 と、 ③正 面 は全 面 チ ョウナで 加工 され て い る。裏 面 は 後 葉 ～ 5 5－67
S K 6160 1

16　 層

下端 よ り66cm と70cm の部位 に小 孔 を穿 つ。また 中央 の

や や右 寄 りに 2 cm x 5 cm の楕 円孔 を穿 って いる。実際

の板 の厚 さ2．2cm 。

割 り面で あ る。 古 墳前期

68

S K 7 －10 188 ．4 下端 を欠損 。上部 に20．5cm x 8 cm の不 定形の 穿孔が あ ① 上端 は斧 で粗 く切 り取 ってい る。 弥生 後期 66 －68 板

目

－599

7　 区

S K 7 10 03

10　 層

13 ．6

2 ．4

る。 実際 の板の厚 さ2．5cm。 ② 左側 面 は平 坦 であ り、加 工 されて いる と思 われ。

③ 表面 に は目立つ 加工痕 は認 め られ ない。
後菓 ～

古墳 前期

55－6 8

69

W 676 185．8 ほぼ完形 。左側 緑 に2．5 cm x 3 cm の 方形孔 を穿つ 。 ①上 端 をやや薄 く削 る。 弥生後期 6 6－69 板

目

2・3 区

S K 2120 1

112　 層

13．5

3．0

②左 側面 に は溝状 の痕 跡 が あ り、編 台 に転用 した

可能性 が あ る。

③正 面の大 部分 と裏面 の左 側綾 部 をチ ョウナ で加

工 。

後 稟 ～

古 墳前期

5 5…69

70

W 2135 18 1．6

9．2

1．5

左側 を欠損 して い る。右 側線 の 中央 部 に 1 cm x 3 cm の ② 右側 緑 は斜 め に削 って い るが チ ョウナ痕 は認 め 弥生後 期 66－70 板

目

ノーーヽ
ス
ぎ

1　 区

S K 122 02

22　 層

長方 形孔 を穿つ。上 部で 2 つ に割れ てい るが、割れ の

部分 に も小孔 が穿 って あっ た と思 われ る。実際 の板 の

厚 さ1．2cm 。

られ ない。 後菓 ～

古墳 前期

55－7 0

7 1

W 4 153 18 0．0 両側緑 が劣化 、欠損 して いる。上端右 側緑 に長 さ 5 cm ③ 表 面 の劣 化 が著 し く、 加工 痕 等 は認 め られ な 弥生後期 67－7 1 板

目

／－．ヽ
ス
ぎ

6　 区

SK 61606

16　 層

12．6

1．5

の孔痕 があ り、中央 よ りやや 下 に も孔痕 があ る。左 側

緑 は小 孔 が い くつ か穿 って あ った と思 わ れ るが明 瞭

な もの は上 端 か ら60cm の部位 の孔 1 つ だけで あ る。

か った。 後 葉 ～

古 墳前期

5 6－7 1

W 3286 17 1．8 左側 が 欠損 してい る。下 端 も欠損 してい る と思 わ れ ② 右側 線 をチ ョウナで 加工。 弥生 後期 67 －72 板

目

／－．．＼
ス
ぎ72

6　 区 13．4 る。上 端 に径 5 cm の円孔 を穿 ち、右 側緑 の上端 か ら5 9 ③ 下部 25cm の正 面、 裏面 と もに荒 れ てい て劣化 が 後葉 ～ 56 －72
S K 6 16 01

16　 層

1．8 cm の部位、さ らに64 cm 下 に小孔 を穿つ 。実際 の板 の厚

さ1．4cm。

著 しい。 古墳 前期

73

W K 5 31 （174 ．0 ） 右 側緑 を欠損 。上端 か ら6 ．5cm の部位 に孔 を穿 ち、9．5cm ① 下端 は杭 と して尖 らせ てい る。 古墳前 期 67－73 柾

目

／‾‾‘．・ヽ
ス
ぎ

5　 区

SK 51006

10　 層

14 ．8

2．7

下 に2 つ、さらに11cm 下 に 1 つ小孔 を穿 つ。左側線 に

は方形 の切 り欠 きがあ る。 正面側 にや や攣 曲す る。

②左 側緑裏 面 をチ ョウナ で加工。 56－73

74

W 3233 17 1．2 右側 緑部 の削 りは二次 加工 か。上 下両端 に5 cm x 9 cm ① 緩 い円形 に切 る。 弥 生後期 6 7－74 板

目

／－．．・ヽ
ス
き

6　 区 19 ．2 の 方形孔 がそれ ぞれ 1 つず つ残 る。 ② か な り平坦 で あ り、 チ ョウナ で加工 した と考 え 後菓 ～ 56 －74
S K 6 16 01

16　 層

3．1 られ る。

③ 平坦 で あ り、チ ョウナ で加工 した と考 えられ る。

古墳 前期

5

6

7

8

9

W 18 23 169．4 下部 を欠損。右側線 に0．4cm x 3．5cm の細長 い小孔 1 。孔 ①上 端 15 cm をやや薄 く削 る。 弥生後 期 67－7 5 板

目

板

目

板

目

板

目

板

目

板

目

／一、・、
ス
ぎ

／－、
ス
ぎ

／‾．．・・・ヽス
ぎ

／－、L
ス
ぎ

ス
ギ

ノ－．・ヽ、ス
ぎ

9　 区 16．0 の痕跡 1 。

上 部 を欠 損。上 端 よ り64cm と下 端 よ り37cm の部位 に径

②右 側綾 部の正 面、裏 面 をチ ョウナで加 工す る。 複 葉 ～ 56－75

6 7－76

S K 9380 1

38　 層

2．0 ③正 面 はほぼ全 面 チ ョウナ加工。 古 墳前 期

W 1546 162 ．6 ①下 端 は正 面の み削 って薄 くして い る。 弥生後期
2 ・3 区

14　 層

W K 2828

1 1．0

2．3

162．2

2 cm の 円孔 を穿 つ。

上部 と右側緑 を欠 損。右 側縁側 に穴 痕 また は切 り欠 き

②平坦 に加 工 されて いる。

③ 正 面 はほぼ 全面 とチ ョウナ で加工 す る。裏面 も

チ ョウナ で加工 して いる。

② 左側 面 はチ ョウナで加工 。

前 葉

弥生後 期

5 7－76

67 －77
10　 区 11．2 痕 が 2 箇所残 る。下端 にあ る切 り欠 き痕跡 の周 辺は 当 ③ 裏面 は左 側綾 部 を チ ョウナで 加工。 正面 は割 り

面 。

①左側 面 はチ ョウナ で加工 。

後菓 ～ 57－77

68－78

SK lO330 4

3 3　 層

3．5 た りの加工 が され てい る。　 実 際の板 の厚 さ3．2 cm 。 古墳 前期

W 1744 146 ．3 上 端 を欠 損。上 端 に辺 3 cm の方 形孔 をやや左 寄 りに穿 弥生後期
2 ・3 区 20 ．6 つ 。右側 は上 下 端 と も27 cm にわ た って削 り欠 い てい ③裏 面 をチ ョウナで加 工。

③ 劣化 の ため加 工痕 は不 明 だが平 坦 に加工 されて

後 葉 ～ 57－78

68 －79

S K 2 1201

12　 層

3．0 る。下端 の割 れて いる部分 に孔 が穿 たれて いた ようで

ある。実 際の板 の厚 さ2．4 cm 。
古 墳前期

W 3 131 159．9 上端 より20 cm の部 位 に6．5cm x 7 cm の 方形 孔。下 端 よ 弥 生後期

6　 区 18．6 り22 cm の部位 に辺 6 cm の方形孔 を穿 つ。

上 部 を状 に作 る。右 側緑 には 2 つの小 孔 と方形切 り欠

お り、正面 、裏 面 と もに チ ョウナで加工 され ていた 後 葉～ 5 7－79

68－80

S K 6160 1

16　 層

3．3 と思わ れ る。 古墳 前期

W 4537 156 ．8 ①上 端 のは丸 く緩 いカ ーブで切 り出 されて いる。 弥生後 期
6　 区 29 ．2 き、左 側緑 に は2 つの小 孔が残 存。下 部 は欠損 して不 ②表 面 に 目立 つ加工痕 は認 め られな い。 後 葉 ～ 57－8 0
S K 6 16 01

16　 層

2．3 明だが幅 が広 くな ってい る。実 際の板 の厚 さ2．0 cm 。 古墳 前期

ー31－



板材7

番 登 録番号

区

法量 （cm ）

全 長
形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両端 の加工

② 側面 の加工 年代 観
実 測図版

木

取

樹

口写

出土遺構

出土層位

幅

厚 さ
（訂表面 の加工

写 真図版
り 種

81

W　 66 138 ．2 か な り其 直な板材 で上下 端 をや や薄 く削 る。 ① 上端 を 2 ～2 ．5cm 削 り、下端 を3．5～4．5cm 削 って い 平安 68 －81 ノー、・ヽ
ス

2　 区

S K 20 601

6　 層

17 ．2

2 ．4

る。正面 、裏面 ともに削 る。下端 は上端 に比べ てか

な り直線 的 に切 断 されて いる。

③ 正面 は不明 瞭だが 、チ ョウナ で加工 されて い る。

裏 面 もかな り平坦 で加工 されて い る と思わ れ る。

57 －81 ぎ

82

W 1694 （157．0） 両側 線の欠 損が著 し く、右側緑 中央 に孔痕 と思 われ る ① 上端 は正 面か ら斧 で切 り込 ん で切 断す る。下 端 弥生 後期 68 －8 2 板 ノー一一、L
ス

1　 区 10 ．6 切 り欠 きが 1 箇所 あ る。左側緑 に も孔痕 か と思 われ る は斜め に切 られて お り、二 次加工 の 可能性 もあ る。 後葉 ～ 58 －8 2 ギ

S K 12 201

22　 層

2 ．0 窪 みが見 られ るが、孔 か欠損 か不明 であ る。 ② 右側緑 をチ ョウナ で加工 す る。 古墳 前期

目

＿ヽ＿／

83

W 2132 155 ．4 下端 を欠損 す る。両側 緑 の劣化 が著 しく、孔痕 と思 わ ① 上端 は斧状 の工 具で 左側 か ら切 り込ん で切断 し 弥生後 期 68 －8 3 板 ／－．、
ス

1　 区 20 ．4 れ る部位 も欠損 して いて不明 瞭で ある。上 端 に 2 cm x てい る。 後葉 ～ 58 －8 3 ギ

S K 12 202

22　 層

3 ．2 4 cm の楕 円の穿孔 が ある。実 際の板 の厚 さ2 ．9 cm 。 ③ 正面 は劣化 で不 明 瞭だ が ほぼ 全面 をチ ョウ ナで

加 工す る。裏面 は 目立 つ加 工痕 は認 め られ ない。

古墳 前期

目

　　）

84

W 1615 143 ．6 上端 は斧 で斜め に切 り落 とされて お り、二 次加工 と考 ① 右側面 は割 り面 。左 側面 は か な り平 坦 に加工 さ 古墳 中期 69－84 ノー－、
ス

9　 区 7 ．5 えられ る。上端 より46 cm と下 端 よ り20cm の部位 に長 方 れて いる。 58－84 ギ

木 遺状遺構

35　 層

3 ．4 形 の切 り欠 きが あ り、方形の 穿孔痕 とも考 えられ る。 ③ 裏面 もか な り平 坦 に加工 され る。正 面 は割 り面

だが、右 側線 をチ ョウナ で削 る。

－ヽ／

85

W　 94 1 153．4 右側 緑 を僅 か に欠損 す る。下端 は斜 め に切 り落 とさ ② 左側面 はかな り平坦 で あ り、加 工 され てい る と 弥生後 期 69－85 柾

目

ス
や

10　 区 12 ．6 れ、二 次加工 の可能性 が あ る。上端 か ら8 cm と下端 か 考 え られ る。 後菓 ～ 58－8 5 ギ

S K lO 350 1 1．9 ら4 1cm のや や 中心 よ り左側 緑 よ りに小 孔 を穿 って い ③ 正面 は ほぼ全 面 チ ョウナで 加工 され てい る。 裏 古墳 前期

35　 層 る。 面 は不 明瞭 だが 、チ ョウナ で加 工 された と思 われ

る。

86

W 303 1 152 ．9 左側 面上部 を欠損 す る。右側緑 は両 端か ら約5 1cm の部 ① 下端 が其 直 ぐに切 る加工 に対 し、上 端 は中央 が 弥生後 期 69－86 板 ／－－ヽ
ス

10　 区 17 ．0 位 に、左側 緑 は右 の孔 より もやや上 にず れ る部位 で小 窪 む加工 となって いる。 後菓 － 58－86 ギ

S K lO 3503

35　 層

2 ．9 孔 を穿 ってい る。
② 両側面 とも正面 に対 し、 ほぼ 直角 の面 を作 る。 古墳 前期

目

－ヽ／

87

W 2549 145．7 右側緑 と左 側緑 下部 を欠 損。全体的 に劣化 と変形 が著 ③ 目立 つ加 工痕 は見 られな いが 、正 面 はチ ョウナ
弥生後 期 69－8 7 板 ／‾．．．．・ヽ

ス

6　 区 15．2 しい。上端 よ り4 9cm の部 位 に 4 cm x 6 cm の長方形 の大 で加工 した可 能性 が あ る。
複葉 ～ 58叫8 7 ギ

S K 6 1601

16　 層

3．8 きな孔 を穿 つ。 実際の板 の厚 さ3．5 cm 。 古墳 前期

目

＼＿－′‘

88

W 1949 145．7 左側 綾部 を欠損 す る。 下端 か ら23cm の部 位 に 2 cm X ③ 正面 は平 坦 に削 られ てお り、 チ ョウナで 加工 さ 弥生後 期 69－88 板 ′‾－、
ス

9　 区 13．5 4．5 cm の楕 円形 の孔 を穿つ。 れた と思 われ る。裏面 はほぼ 全面 チ ョウナで加工 d 後菓 ～ 59－88 ギ

S K 938 02

38　 層

2．7 裏 面左側 線 の上端 か ら36 cm の 部位 と、右側 緑の 上

端 か ら65 cm の部位 が僅 か に盛 り上が る。

古墳 前期

目

　　　）

89

90

91

92

93

94

95

W lO79 143．6 右側線 部の 大部分 が欠損 して い る。ほぼ 中央部 の右側 ② 左側面 は平 坦 であ り、削 る加 工 が され てい る と 弥生後 期 69－89 板 ／－h．ヽ
ス

8　 区 16．0 緑寄 りに2 cm x 4 cm の楕 円形 の孔が 穿た れてい る。

左側線 下部 を欠損 。表面 は ほぼ木 目に治 って割 って い

思 われ る。 後菓 ～ 59－89

69－90

ギ

S K 8 17aO5

17a 層

2．8 ③ 正面左 半分 と裏 面 の右側 緑 をチ ョウナ で加工 す

る。

古墳 前期

日

　　　）

／－、スW 195 1 142．8 ① 両端 は斧等 で切 り込み切 断 されて い る。 弥生後 期 板

目

板

目

9　 区

S K 93 802

38　 層

W 1630

13．8

3．0

142 ．2

る。 実際 の板の厚 さ2．3cm 。

上部 に 3 cm x 4 cm と、5．5 cm X 5 cm の方形孔 。下 部 1／3

③ 全周割 り面 で 目立 つ加工 は認 め られない。

① 下 端 は上 端 に くらべ か な り雑 に切 断 され て お

一古 墳前

期

弥生後 期

59－90

70－9 1

ぎ

／‾’、
ス

9　 区 18 ．3 の部位 に径 4 cm の円孔、左側緑 にはほぼ等 間隔 で小孔 り、二 次加工 と考 え られ る。 ～古 墳前 59－9 1

70 －9 2

ギ

S K 93 701 2 ．0

139．7

5 、右 側緑 に は上 部1／4 の部位 とほぼ中央 に小孔 が 2 ③ 側面 、正 面、裏 面 と も平 坦 で劣 化 のた め不 明だ 期

弥生後 期

　　　）

ノー．．．・ヽ
ス

水 門状遺構

37　 層

つ ずつ並 んで穿 って いる。 が、 チ ョウナ で加工 され てい る と思 われ る。

W 993 上 端 と左 下 端 を欠損 す る。上 端 よ り18 cm の 部位 に 2 ③ 正面 の大 部分 と、 裏面 の 中央 部 にチ ョウナ痕 が 板

1　 区 13．8 cm x 4 ．5 cm の穿 孔が あ る。下端 は欠 損の ため不 明だが 、 見 られ る。 ～古 墳前 59 －9 2

70 －9 3

ギ

S K 12 202

22　 層

3 ．4 右側 が突 き出 た形 。また は左 も同様 となって コの字形

となる。

④ 節の 多い材 を使用 して い る。 期

臼

－ヽ／

／－“＼
スW 606 138．3 上部側 線部 を欠損 。右 側緑 に小孔 を5 つ穿つ 。上 端 の

② 左側緑 はチ ョウ ナで加工 され た と考 え られ る。 弥生後 期 追

2 ・3 区 1 1．1 左右側 線 に も楕 円形の孔 をそれぞ れ穿 ってい る。下端
③ 劣化 のた め不明瞭 だが、正面 、裏 面 と もに平坦 で ～古 墳前 59 －9 3

70 －9 4

柾

目

ギ

S K 2 1201

12　 層

1．7 の左側 緑 に も孔痕 が ある。 チ ョウナで加工 されて いる可能 性が あ る。 期 ヽヽ－▼．・′

ノー．・．ヽ
スW 586 137．1 上下 端 を欠 損す る。左側 緑 に 2 つ並 ん で孔 を穿 つ箇所 ③ 表面 に 目立つ 加工痕 は認 め られ ないが 、か な り 弥生後 期 板

2 ・3 区 12．1 が、ほぼ等 間隔で 3 箇所 あ る。下端 は欠 損 していて不 平坦 に作 られてい る。

① 上端 は下端 に比 べ てか な り粗 く切 り落 と してお

～古 墳前 60 －94

70 －95

ギ

S K 2 12 01

12　 層

1．8 明 だが、孔痕 または切 り欠 き痕 が残 る。 期

目

　　）

／－、
スW 4 93 135．8 右側 緑 中央 を欠 損す る。欠 損 部 中央 は孔痕 と思 わ れ 弥生 後期 板

2 ・3 区 18．0 る。さ らに下 部 に穿 孔が 2 箇所 あ る。実 際の板 の厚 さ り、二 次加工 の可能性 が 強い。
～古 墳前 60 －95 ギ

S K 2 12 04

12　 層

2．6 2．2cm 。

l

③ 正面 に不 明瞭 だ が、 チ ョウナ痕 と思 わ れ る加 工

痕 が わずか に認め られ る。

期

目

－ヽ／

－32－
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96

W K 14 07 135 ．7 下端 に 3 cm x 3 cm の方形 孔 を穿つ 。右側 綾部 に小孔 を ①下端 は杭 として二次加 工 されて いる。 弥生後 期 70－96 板

目

／．‾、、
ス

10　 区

S K lO3305

33　 層

13 ．9

4 ．1

2 つ穿つ。 実際 の板 の厚 さ3 ．7cm 。 ③ 全 周割 り面 で 目立 つ加 工痕 は認め られ ない。 ～古 墳前

期

60－96 ぎ

97

W 935 132．4 上下 端 と も斧 で切 り落 とされ る二 次加 工 が されて い ② 両側 面 ともチ ョウナで 加工 された と思 われ る。 弥生 中期 7上97 板

目

／－．ヽヽ
ス

7　 区

S D 7120 1

12　 層

1 1．4

2．2

る。下端 は正面 を削 って当 た りの 加工 を してい るよう

で ある。左側 線 に 2 つ並 ん で孔 を穿 った箇所 が 4 箇所

残 る。 実際 の板の厚 さ1．8cm 。

③ 正面 、裏面 とも木 目で割 ってい る。 60…97 き

98

S K 7－10 120．0 側 線部 が僅 かに欠損 して い る。左側 緑 に上 下端 それ ぞ ②裏 面 の左右 の 側線 をチ ョウナ で削 り、薄 く仕上 弥生後 期 7ト98 板

目

／－．＼
ス

－120 14．8 れ約 16 cm の部位 に、他の 部材 と組 み合 わせ た と思 わ れ げる。 ～古墳 前 60…98 ギ
S K 7 100 6

7　 区

10　 層

3．0 る切 り欠 きが あ る。 ③正 面 は不 明瞭 だが 、 ほぼ全 面 にチ ョウナ痕 が残

る。

期 　　）

99

W 69 1 10 9．0 上 端 か ら6 cm の 部位 に2 ．5cm x 4 ．5 cm さ らに31cm 下 方 に ①上 下線 ともに正 面、裏面 、両側 面 を削 って薄い 台 古 墳中期 7 1－99 板

目

ノーーヽ
ス

10　 区

本 道状遺 構

3 0b 層

10 ．3

3 ．1

2．3cm x 5．5 cm の 長方形孔 を中心線上 に穿つ。 形状 に成形 す る。

③正 面 はか な り平 坦 に仕上 げ られ て いる。裏 面 は

チ ョウナ で加工 され た と思 われ る。

60 …99 ぎ

100

W K 189 7 105．3 下端 を欠損 す る。上 端 か ら18cm の 部位 に4 ．7cm x 3 cm ② 両側 面 と もチ ョウナ で加工 。 弥生 後期 7 1－100 板

目

／‾．ヽ
ス

9　 区

S K 93 801

38　 層

1 1．9

3．2

の横 長の長 方形孔 を穿 つ。 ③ 正面 、裏面 ともほぼ全 面チ ョウナ で加工。 ～古 墳前

期

6 ト100 ぎ

10 1

W 1434 105．6 左 側線 上部 を欠損。やや 右側緑 寄 りの上 端か ら23cm の ② 両側面 と もチ ョウナで 加工。 弥生後 期 7上 10 1 板

目

ノ－．・・、
ス

8　 区 24．8 部位 に 5 cm x 5．5 cm の 方形孔 、下 端か ら17．5cm の 部位 に ③ 劣化 で不明 瞭だが 、正 面、裏面 ともチ ョウナ で加 一古墳 前 61－10 1 ギ
S K 8 17 aO3

17a 層

3．0 6 cm x 6．5cm の方形 孔 を穿 つ。左 側線 上 端 に も穿 孔痕

が見 られ る。 実際 の板の厚 さ2 ．8cm 。

工 され た と思 われ る。 期 ＼－／

102

W 90 1 10 2．8 左 側緑 と下端 を欠損 す る。両側 緑 に並 行 して小孔 を穿 ②側 面 はチ ョウナで 加工 され たと思わ れ る。 古墳 中期 7上 102 板

目

ノー．一、、
ス

7　 区

木 遺状 遺構

9　 層

12．4

2．8

つ箇所 が 4 箇所 あ り、 ほぼ等 間隔で あ る。 ③正 面 はか な り幅 の狭 い加工痕 が 残 る。裏面 は一

部 チ ョウナの 加工痕 があ り、 おそ らく全 面加 工 さ

れ てい た と思 われ る。

6 上 102 ぎ

10 3

W 19 1 10 2．7 下 端 と左側 緑 を欠損。右側 線 も一部 欠損 して い る。右 ①上 端10cm をやや 薄 く削 る。 古 墳 中期 7 1－103 板 ノ′一一・ヽ
ス

2 ・3 区 3 1．9 側線 欠損部 に は 7 cm X l．5 cm の長 方形 孔 が 2 箇所 あ っ ③正面 は劣化 の ため不 明 だが、 裏面 は一 部 をチ ョ 6 1…103 ぎ
S R 2 100 1

10　 層

2 ．1 た と思 われ る。 中央 の右側 緑 寄 りと下端 に方 形孔 を

穿 って いる。実 際の板 の厚 さ1．8 cm 。

ウナ で削 った と思 われ る。

目

104

W 1503 100．2 左下 端 を欠 損す る。欠 損の上 部 は 2 箇所 の穿孔 痕 と思 ① 上下 端 と も真 直 に切 られ て い る。裏 面 下端 はや 弥生 後期 7 ト104 柾

目

　　（
ス

2 ・3 区 15．6 われ る。上 端左右 2 箇所 、右 側線 中央部 に 1 箇所、右 や薄 く削 られて いる。 前菜 6 ト104 ぎ
14　 層 2．0 側線 下部 に 2 箇所 の穿孔 。裏 面上 部は焼 け て炭 化 して

い る。

③ ほぼ 全面 に細か いチ ョウナ 加工痕 が残 る。

105

106

107

108

109

110

W 53 7 99．6 下端 を欠損。上部 は節 の部分 が割 れて欠 損 してい る。 （彰下端 は斧で粗 く切 り、二 次加工 されて いる。 弥生後 期 72－105 追 ／‾・、
ス
ぎ

′′．．・ヽ
ス
ぎ

ノ－、ス
ぎ

／－．．ヽ
ス
ぎ

ノ′‾ヽ、
ス
ぎ

／‾・、
ス
ぎ

8　 区 17．4 表 面 に焼 痕 が残 る。1 cm X 2 cm の孔 が左側 緑 に 3 箇所 ③ 正面 は ほぼ全 面 にチ ョウナ加工 痕 が残 る。裏 面 ～古 墳前

期

弥生後 期

6 1－105

72－10 6

S K 817a O3

17a 層

W 163 9

2．1 残 り、右 側緑 に は中央 と下端 に孔痕 が ある。 は割 り面 で ある。 柾

目

板8 7．8 完 形品 。上 下端 が丸味 を帯 び る。上 部下部 の表面 を削 ② チ ョウナで加工 されて い る。

10　 区 2 5．2 り、中央部 を削 らな いため 中央部 がやや 厚 くな る。手 ③ 正面 は上 部 と下部 をチ ョウナ で加工 。裏 面 は上 ～古墳 前 6ト 106

72－107

S K lO3302

33　 層

W K 1 18 4

3．7

9 1．5

前 にやや 轡曲 す る板材 で あ る。実 際の板 の厚 さ3．0cm 。

上 部 を欠 損す る。右側 緑の 下端 か ら29 cm の部位 に2 ．5

部 を中 心 にチ ョウナ で加工 。 正面 中央 部 に刃物痕

が見 られ る。

① 下端 は矢板 と して二 次加工 されて いる。

期

弥生後 期

目

板

目

板

目

板

目

板

目

10　 区 19 ．9 cm x 4．5cm の孔、 その 4．5 cm 上 方 に3 ．5 cm X 4 ．5 cm の孔 を ②左側 面 はチ ョウナ加工 。右 側面 は割 り面。 ～古墳 前 6上 107

7 2－108

S K lO 3503

35　 層

W K 1362

2 ．9

96．4

穿 って いる。左側 線 の中央 部 に 1 cm X I cm の小孔 を穿

つ。

上端 を欠損 す る。下 端 をコの 字形 に切 り欠 き、左右 側

③正 面 は割 り面 だが 、裏面 左側 緑 を チ ョウナ加工

す る。

②正 面、左 右の側 線部 をチ ョウナで加工 す る。裏面

期

弥生後期

10　 区 17．5 綾部 の上端 と中央 部 に並 ぶ よ うに小孔 を穿つ。上端 の も一部 側線 を加工 す る。 ～古墳 前 6 上108

72 －109

S K lO3 504

35　 層

S K 7－10

3．2

76．2

小孔 はやや ずれ た位 置 で穿 って い る。実際 の板の厚 さ

2．8 cm 。

下端 を欠損 す る。上 端 と中央 部 に左 右並 んだ位 置で孔

③正面 、裏 面 と も木 目で割 って いる。

③ 表 面 は 劣化 の た め 目立 つ 加 工 痕 は 認 め られ な

期

弥 生後期

－4 57 12．4 を穿 つ。上端 か ら6．5cm の部位 に3 ．5 cm x 4 cm の孔 、14．5 い。 かな り平坦 で途 中 に段差 が あ るこ とか らチ ョ ～古墳前

期

古墳 中期

60 －109

72 －110

7　 区

SK 71003

10　 層

W 298

2．2

69 ．6

cm の部 位 に2 cm X 2．5 cm の小礼 を穿 って い る。下 部30

cm の部 位 に5 mmの段差 が つ いてやや 厚 くな る。

上 端 と左 側 を欠損す る。大 き く突起 させ た箇所 が 2 箇

ウナで 加工 されて いた と考 え られ る。

③表 面 は 目立 った加工 痕 は 認め られ な いが、全 体

2 ・3 区 14 ．6 所 残 る。 下の 突起 の右 下 に は2．3 cm x 3 ．6 cm の小 孔 を 的 に平坦 で 丁寧 に仕上 げ られて い る。裏面 は平 坦 60 －110

S R 2 100 1

1 号堰

10　 層

6 ．4 穿っ てい る。 で 、足付 の台 の上面 とも考 え られ る。

－33－
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番　。

‾7テ

登録番 号

区

出土遺構

出土層位

法量 （cm ）

全 長

幅

厚 さ

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　 （訪両端の 加工

（訪側 面の 加工

（診表 面の 加工

年 代観

禁 絹 樹

種

111

W 2353 62．9 上端 より15 ．5cm の部位 に径 2 cm の円孔 を穿つ 。下端 は ② 右側 面 はチ ョウナ で加 工。左 もチ ョウナ加工 と 弥生 後期 72 －111 柾

目

／‾、、
ス

10　 区 13．2 斧 で切 り落 とされる二次 加工 が されてお り、1 12 に接 思 われ る。 ～古 墳前 60－111 ギ
S K lO 3307

33　 層

2．0 合す る可能性 が ある。 ③ 正面 、裏 面 と も全 面 にわ たっ て チ ョウナで加 工

す る。

期 、ヽ一一′

1 12

W 2356 59．3 左 側緑 上部 を欠損。下 端 は斧 で切 り落 とし、二 次加工 ② 右側 面 はチ ョウナ で加工 。左 は不 明だ が チ ョウ 弥生後 期 72－112 柾 ス
10　 区 13．4 され てい る。111 に接 合 す る可 能性 あ り。下 端の二 次加 ナ 加工 と思われ る。 ～古 墳前 60－112 ギ

S K lO3 307

33　 層

2．6 工 中央 部 に閂孔痕 と思わ れ る窪 みが あ る。実際 の板の

厚 さ2．4cm 。

③ 正面、裏面 とも全 面 にわた りチ ョウナで加工 す。 期

目

113

W 44 5 177．6 上 下端 とも側線 部 を一部欠 損す る。上 端 か ら33cm ～ 44 ①上 端 は緩 い曲線状 に切 り、下 端 はや や斜 め に切 弥生後 期 73－1 13 板 ノ．－t・、
ス

2 ・3　区 19．6 cm の部位 の正 面がや や窪む 。 る。 後菓 ～ 62－1 13 目

木

表

ギ
S K 2 1204

12　 層

2．1 （訂正 面左側緑 はチ ョウナ削 りか と思 われ る。

③表 面劣化 の ため加 工 は不 明瞭 だ が正 面の み チ ョ

ウナ で加工 して いる ようで ある。

古墳前 期 　　）

114

W 29 04 136 ．4 上 下端 を斜 め に切 り落 と し平 行 四辺形状 に作 る板 材。 ③表面 は炭化 が著 しく、加工痕 は不明 であ る。木 目 弥生後期 73 ．…114 板

目

／－、
ス

6　 区

S K 6160 1

16　 層

16 ．0

3 ．4

実 際の板 の厚 さ2．8cm 。 で割 って いる と思 われ る。 後 葉 ～

古 墳前期

62 －114 ぎ

115

W 36 1 163．0 下部右 側緑 を欠 損。真 直 ぐに成形 され た板 材 であ る。 ② 両側 面 ともに平坦 に加工 され 、 チ ョウナ加 工 か 弥 生中期 73 －115 板

目

／－‘．＼
ス

5　 区 23．2 下部 は裏面 が はがれ薄 くな り、下端 は厚 さが 1 cm 程 度 と思 われ る。 後葉 ～ 62－115 ギ
S K 5 1301

13　 層

4．2 で ある。実 際の板 の厚 さ3．9 cm 。 弥生 後期

初頭

　　　）

1 16

W 3 15 167．0 下部右 半分 を欠損 す る。上 端左 は 5 cm x 17．5cm を切 り ③特 に 目立 つ加工 痕 は ない。木 目で割 ってい る部 弥生後 期 73－116 板

目

　　　（
ス

5　 区

北壁

12　 層

17．6

4．4

欠 く。 か な り厚 い板 。 分 が多 い。 前葉 62－116 ぎ

117

S K 7－10 16 8．0 上 端 を欠損す る。上 端左 を4．7 cm X 3 ．2 cm の方形 に切 り ②左 側面 は不 明瞭 だ が チ ョウ ナ痕 が残 る。右 側 面 弥生後 期 73－1 17 追 ／－．．＼
ス

－163 8．3 欠 き、下端 はやや 円形 状 に4．1cm X 3 ．7cm を切 り欠 く。横 は不 明だ が、か な り平坦 で ある。 後 菓 ～ 6 2－117

柾

目

ギ
7　 区

S K 71005

10　 層

4．6 架 材の 可能性 が ある。 ③ 正面 に はチ ョウナ痕 が所 々 に残 る。裏 面 は右側

緑 を僅 か にチ ョウナで 加工 し、 他 は割 り面 となっ

て い る。

古墳前期 －ヽ＿／

118

W 160 6 178 ．0 下 端 を一 部欠損 。左 側緑上 部 、右 側緑 の一部 を欠損 す ②左側 緑 の裏 面 を僅 かに 削って い る。表 面 は不 明 弥生 中期 73 －118 追

柾

目

／－．、
ス

2 83 区 18 ．6 る。下端 中央 は穿孔 痕 か と思 われ る窪みが あ る。実際 瞭で あ るが チ ョウナで加工 した と思 わ れる。 前 葉 62 －118 ギ
浸 食痕跡

20　 層

1．9 の板 の厚 さ1．7cm 。 ヽヽ＿．．・′

119

W 1950 150．4 左側線 下部 を欠損 。真 直 ぐな長 方形 に加 工 された板 材 ①上端 は平坦 で、左右 か ら切 って い る。 弥 生後期 74 －119 板 ／－．＼
ス

9　 区 15．8 で ある。実 際の板 の厚 さ2．5 cm 。 ③表面 はや や炭化 して お り、右 側 緑 の裏 面の み を 後菓 ～ 63－119 ＝

木

表

ギ
S K 93 802

38　 層

3．4 チ ョウナで削 って いる と思 われ る。 古墳 前期 一ヽ一／

120

12 1

122

123

124

W 910 141．5 ほぼ完 形。左 側緑裏 面3 ．5cm に段差 をつ けて い る。

かな り粗 い作 りの板 材。下端 は斧 で切 り込 んだ痕 が残

（》下端4 ．5cm を薄 くす る。 弥生 中期

弥生 中期

弥生後 期

74－12 0 板 ノ－．＼
ス

7　 区

S R 7110 1

12　 層

W 93 0

15．6

3．6

13 4．8

② 左側 線 は薄 くとが り、右 側 線 は平 坦 に切 って い

る。

③ 表面 の劣化 のため加工 痕 は不 明。

② 正面 、右側 綾部 はチ ョウナ で 削っ てい る可能 性

63－12 0

74－12 1

目

木

表

板

目

板

ぎ

／一°．・ヽス
7　 区

S D 7120 1

12　 層

W 2 111

20．8

5．1

13 6．0

り、二次加 工 と も考 え られ る。実際の板 の厚 さ4．5cm。

真 直 ぐな長方形 の板材 。上 端 に比べ 下端 は乱 雑 に切 っ

があ る。 左側緑 、裏面 はチ ョウ ナで 削 る。

③ 割 りはが しが 多い。

②左 側面 にチ ョウナ痕 が残 る。

63…12 1

74－122

ぎ

ノー．＼
ス
ぎ

／－“．．．・・、
ス
ぎ

／‾　、ス
ぎ

9　 区 16．4 てお り、 二次 加u工 と思 わ れ る。

下 端 を欠損 す る。上端 か ら9．5 cm の部位 か ら下 6 cm を

③ 正面、裏面 とも割 り面。上端右 側 の裏面 を僅 かに 後 真 一 6 3－122

74 －123

＝

木

裏

追

S K 93802

3 8　 層

W 3504

2．4

80 ．8

削 り薄 くして いる。

③ 目立つ 加工痕 は ない が、平 坦 とな る ように削 ら

古墳前期

弥生後期

6　 区 18 ．7 正 面の み削 って僅 か に窪 め てい る。実 際の板 の厚 さ れ てい るよ うであ る。正 面 には 刃物 痕 が僅 か に残

る。

① 下端 は右 を斜 め に切 り落 と して 矢 板 に 加工 す

後 葉 ～ 63 －123

74 －124

柾

目

板

S K 6 160 1

16　 層

W 2606

4 ．0

64．7

3．7cm 。

上端 を欠損 す る。下端 は矢板 と して二 次加工 され てい

古 墳前期

弥生後期

6　 区 18．7 る。 下端 よ り36cm の部位 に方 形孔 の痕跡 が残 る。 る。左 は元 か ら緩 く丸 味 を帯 び た形 に加 工 され て 後 葉～ 63 －124 目

木

表

16　 層 3．0 い た と思 われ る。

③表面 劣化 のため チ ョウナ痕不 明。

古 墳前期

－34－
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番

ロ写

125

登録番号

区
出土遺構

出土層位

法量（cm）

全長
幅

厚さ

形　　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ①両端の加工

②側面の加工

③表面の加工
④その他

年代観 実測図版
写真図版

木

取

り

樹

種

W 16 38 8 8．0 左 側を欠損する。やや手前に向かって轡曲する。右側 ③右側緑中央部には刃物痕が残 る。他の部分はほ 弥生後期 74－125 板

目

／－ヽ・・、ス
ぎ

10　 区 3 2．3

3．0

緑 中央部は15 cm x 24cm にわたり表面の削りがな く、や とんどチ ョウナでけずっている。裏 も同様の加工 後菓～ 63－125
S K lO3302

33　 層

や窪んでいるようである。左側面は上端より29cm の部

位に15cm にわたって孔の痕跡が残る。壁板材。
である。 古墳前期

126

W 448 124 ．9 下部 に一辺5．5cm ～6 cm の 方形孔を穿つ。上端は欠損 ①下端は正面を斜めに削 り、右側面を斜めに切 り 弥生後期 75－126 板

目

ノ－ヽ、
ス
ぎ

2・3 区 14．3

4．7

しているが、同様の孔 を穿っていた と思われる。下端 落としている。 後葉～ 64－126
S K 2 1204

12　 層
は厚 く孔から上はほぼ一定の厚 さに調整されている。 ②両側面はやや平坦な面 もあることか ら粗 く加工

されている。

③正面は全面チョウナで加工。裏面は不明瞭だが

チョウナで加工 したと思われる。

古墳前期

127

W 234 7 10 0．5 上 部に約 3 cm x 5 cm の孔 を穿つ。孔の右側にも同様の ①上端は斧状の工具で左側面から切 り落 としてい

る。
弥生後期 75－127 板

目

／－11、、ス
ぎ

6　 区 15．0
4．7

孔 があった可能性がある。左側緑 に小孔が 2 つ穿って 後菓～ 64－127
S K 6160 1

16　 層

おり、孔 と孔の間は約 37cm である。下端は欠損。 ②両側面 とも割 り刺 している。
③正面・裏面とも木 目で割るが、小孔のある左側線

の裏側 をチョウナで削る。
④正面の下端より4 3cm が 劣化 し、荒れている。

古墳前期

128

W 2917 123．2 下部に大 きな枝を切 り落 とした痕跡が残る。枝の部分 ①上端 ・下端 とも正面 と裏面から斧状の工具で切 弥生後期 75－128 板

H

／‾、・・、ス
ぎ

10　 区 18．2
5．2

は厚 く、裏面 も盛 り上が る。他の部分の厚さは2．6 cm 程 段する。上端より16 cm の部分に横長の小孔を穿つ。 後菓～ 64－12 8
S K lO35 03 度。下端は12．6cm の部位 までは裏面を割 り剥が してい ②右側緑をチ ョウナで斜めに加工する。 2 つの孔 古墳前期
35　層 るため厚さが 1 cm程 度である。左側面は欠損。 痕が残存 し、僅かに欠損 している。

③正面・裏面は木 目で割る。正面の枝 を削った部分

の左側を削る。

12 9

W 206 7 87 ．1 上 端より6 cmの部位に2．5 cm x 4 cm の孔 を穿つ。左側 ①上端は劣化 しているが、やや直線的に切断 され 弥生後期 75－129 板

目

／－一．・ヽス
ぎ

6　 区 20．8

2．2

緑 に小孔があり、反対側にも小孔があった と推定され ていたと推定 され る。下端は斧状の工具で粗 く切 後菓～ 64－129
S K 6 160 1
16　 層

る。右側線は僅かに欠損していると思われる。 断 している。

②両側緑とも正面 ・裏面 を削 り、やや薄 くする。

③正面は全面チ ョウナで加工。裏面は木目で割 り

側線部のみチョウナで削る。

古墳前期

130

W K 2 678 8 1．7 下端の約 30．5cm の右側 を割 り取 って幅 を狭 くしてい ①上端は劣化 しているが、裏面から斜めに削って 弥生後期 75－13 0 板

目

／．．．ヽ・・、ス
ぎ

10　 区 12．4 る。左側綾部の中央 よりやや上に径 3 cmの 円孔を穿 切断 している。下端は正面を削ってやや薄 くして 前葉 6十 13 0
S K lO360 5 2．2 ち、右側緑の中央部に小孔を穿つ。下端より30cm の割 いる。先端は正面か ら切断する。
3 6　層 り取った部位にも孔があったと推定される。下端 より ②左側面は割 り刺 し、右側面は加工 されていると

12cm の 部位にも孔痕が残る。 思われる。

③正面 ・裏面は木 目で割ったと思われる。

13 1

W 1375 60．8 下 端約 18．5cm をやや薄いホゾ状に作 り、下端 より約 10 ①下端 ・正面 ・裏面をチョウナで削る。 弥生後期 75－13 1 板

目

ス
ギ2・3 区 7．1 cm の部位に一辺が 2 cmの ホゾ穴を穿つ。上端は欠損。 ②両側面とも割 り取 られている。 後菓～ 6十 131

S K 2 12 01

12　 層

3．0 ③ 正面 ・裏面 とも木 目で割る。

④孔はノミ状の工具で正面 ・裏面両方から穿って

いる。

古墳前期

132

133

134

135

136

W 29 28 4 9．8 上 部に 2 cm x 6 cm の横長の長方形孔を穿つ。孔の部分 ①上端は正面 ・裏面から切断 している。 弥生後期 75－13 2 板

目

板

目

板

目

板

目

板

目

コ
ジ
イ

／一一ヽス
ぎ

／一・・、ス
ぎ　　（

ス
ぎ

ス
ギ

1　 区 13．0 が割れている。下端は欠損。

下部に1．5cm x 7 cm の横 長の細 い孔を穿つ。孔は両面

②両側面は割 り刺 している。右側がやや薄 くなっ 後菓～ 64－13 2

75 －133

S K 12203

22　 層

W 2882

4 ．1

55 ．8

ている。
③正面・裏面とも顕著な加工は見 られない。裏面は

正面に比べ平坦である。

①上端は正面・裏面ともに薄 く削る。先端は一部欠

古墳前期

弥生後期
1　 区 12．1 か ら斧状の工具で穿っている。下端は両側面を斜めに 損 しているが、直線的に切断されていたと思われ

る。

②左側面は平坦で加工 されたと思われる。右側面

は割 り剥がされている。
③正面・裏面 ともに木目で割 り、一部を平坦にする

ため、縦方向に加工する。

①下端は正面から斧状の工具で切断する。

後菓～ 64－133

75－13 4

S K 122 02

22　 層

W 140 9

2．5

62 ．6

切 り尖らせている。

下端に一辺3．5cm の方形孔を穿つ。上端は劣化 し欠損

古墳前期

弥生後期
2・3 区

S K 2 1404

14　 層

W 1694

12 ．4

2．4

53．5

しているが、切断されている可能性がある。

I
下 端部正面を1／4円状に薄 く削り、削った部分の左側

②右側面はチ ョウナで斜めに削る。左側面は割 り

はがしている。
③正面 ・裏面 とも木目で割 り剥がす。

①下端は斧状の工具で正面 ・裏面から切断 してい

る。

前葉

弥生後期

64－13 4

75－135
1　 区 9．0 緑 に孔痕が残る。孔は裏か らノミ状の工具で穿ってい 後葉～ 6 4－135

75 －136

S K 1220 1

22　層

W K 1454

2．6

59 ．8

る。元は 2 倍 の幅を持った板と推定される。上端は欠

損。

左側面から下に向かって大 きく切 り欠いている。下端

②右側線の裏を斜めに削 り取る。左側面は割 り剥

がされている。
③正面は木目で割 り、裏面はほぼ全面チョウナで

加工されている。

①下端は正面から割 り剥がされている。

古墳前期

弥生後期
10　 区 14．5 よ り12 cm までを切 り、下は割 り刺 している。切 り欠き ②右側面は平坦で加工 されているようであるが、 後菓～ 64－136
S K lO3 504

35　 層
3．4 の上端は小孔痕か。下端も孔痕か。上端は欠損。 上から下へ割 り刺 した痕が中央部 に見 られる。左

側面は割 り剥がされている。
③ 目立 つ加工痕 はないが、正面左側綾部 を薄 く

削っていると思われる。

古墳前期

－35－
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番　。

号

登 録 番 号

区

出 土 遺 構

出 土 層 位

法 量 （cm ）

全 長

幅

厚 さ

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　 （丑両 端 の 加 工

② 側 面 の 加 工

③ 表 面 の 加 工

年 代 観
実 測 図 版

写 真 図 版

木

取

り

樹

種

13 7

W K 2 2 6 1 6 8 ．2 下 部 左 側 線 に孔 痕 が あ る 。上 端 は 欠 損 して お り、幅 3 ① 下 端 は 左 側 面 を切 り込 ん で や や 幅 を 狭 く し て い 弥 生 後 期 7 5 －1 3 7 板 ／‾．・．、
ス

10　 区 1 2．3 cm の 孔 が あ っ た と推 定 さ れ る。 る 。先 端 は 刃 幅 2 cm の 斧 状 の ユニ具 で 切 断 し て い る。 後 葉 ～ 6 4－1 3 7 ギ
S K lO 3 5 0 5

3 5　 層

1．8 ② 両 側 面 と も割 り刺 して い る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 っ て い る 。

古 墳 前 期

目

一ヽ一′・′

13 8

W 4 3 9 9 7 ．3 上 部 と下 部 に 1 つ ず つ 孔 を 穿 っ て い る 。上 部 は 一 辺 4 ① 上 端 は 斧 状 の 工 具 で 正 面 ・裏 面 を削 り切 断 して 弥 生 後 期 7 5－1 3 8 板

目

／－．・ヽ
ス

2 ・3 区 1 0．5 cm 弱 の 方 形 孔 に対 し、下 部 は 長 さ 7 cm に も わ た る 円 孔 い る。 下 端 は正 面 を斜 め に削 り落 と す 。 後 真 一 6 4－1 3 8 ギ

S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

2．4 で あ る 。 ② 左 側 面 は 平 坦 とな る よ う 加 工 され て い る 。 右 側

面 は 割 り刺 して お り、 下 端 よ り3 7 cm の 部 位 に 孔 痕

と思 わ れ る 切 り欠 きが あ る。

（訂正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 り、 縦 方 向 に調 整 し て い

る と思 わ れ る。

古 墳 前 期 一ヽ一′

1 3 9

W 5 2 8 9 2 2 6 ．5 上 部 と下 部 に 孔 が あ る 。 上 部 の 孔 は 約 4．5 cm x 7 c m の ① 上 端 ・下 端 と もや や 丸 み を 帯 び て 直 線 的 に 切 断 弥 生 後 期 7 6－13 9 板 ／－．ヽ
ス

6　 区 1 6．0 長 方 形 孔 だ が 、下 部 は不 整 形 孔 で 欠 損 に よ る 可 能 性 が さ れ る。 斧 状 の 工 具 に よ る切 断 か 。 前 葉 6 5－13 9 ギ

S K 6 18 0 1 3 ．2 あ る。全 体 的 に 劣 化 が 著 し い 。上 部 よ り下 部 が や や 薄 ② 両 側 面 と も割 り剥 さ れ て い る。

目

＼＿＿／

1 8　 層 くな る 。 ③ 目 立 つ 加 工 痕 は な く、木 目 で 割 っ た と思 わ れ る。

1 4 0

W 1 7 1 2 3 8 ．5 3 cm x 2 cm の 楕 円 形 孔 が 5 箇 所 残 存 す る 。左 下 に も う ③ 全 体 的 に 劣 化 が 著 し く、加 工 は 不 明 で あ る 。お そ 弥 生 後 期 7 6－1 4 0 板

目

ノ－．＼
ス

1　 区

S K 1 2 2 0 5

2 2　 層

1 9．4

2．3

1 箇 所 あ っ た と思 わ れ る。上 ・下 端 と も 欠 損 す る 。 ら く木 目 で 割 っ て い る と推 定 され る。 後 葉 ～

古 墳 前 期

6 5－1 4 0 ぎ

1 4 1

W 15 5 5 2 6 ．3 上 部 に一 辺 約 3 cm の 方 形 孔 、左 側 線 に 1 cm X 2 cm の 長 ① 上 端 は 斧 状 の 工 具 で 切 断 さ れ て い る。 下 端 1 0 c m 弥 生 中期 7 6 －1 4 1 板

目

／－．．・、
ス

2 ・3 区 1 5．3 方 形 孔 、右 側 緑 に 2 c m x 4 c m の 長 方 形 孔 を穿 つ 。下 端 を正 面 ・裏 面 と も に 削 っ て や や 薄 く して い る。 後 菓 6 5 －1 4 1 ギ

S T －6

1 6　 層

1．9 は 一 部 を 残 し欠 損 して い た。 ② 左 側 綾 部 は 裏 面 を 削 りや や 薄 く して い る 。

③ 平 坦 に 加 工 さ れ て い る と思 わ れ る。 裏 面 は チ ョ

ウ ナ に よ る加 工 か 。

一ヽ一．・′

1 4 2

W 3 5 6 2 9 ．2 右 側 緑 に 2 cm x I cm の 小 孔 が あ る。上 端 は 欠 損 。下 端 ② 右 側 面 は チ ョウ ナ で 加 工 。 左 側 面 は 割 り刺 し て 奈 良 ～ 7 6－1 4 2 板

目

／－．・、、
ス

1　 区

S R 12 0 0

覆 土 中

2 0　 層

10 ．3

2 ．3

も 欠 損 して い る が 切 断 の 可 能 性 が あ る。 お り 、 孔 痕 の 可 能 性 の あ る 切 り 欠 き が 中 央 部 に あ

る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目で 割 っ て い る 。

平 安 6 5－1 4 2 ぎ

14 3

W 5 4 2 2 8 ．0 上 部 に 一 辺 1 c m の 小 孔 が あ る 。 左 側 ～ 上 端 は 欠 損 。 ① 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 切 断 さ れ て い る 。 弥 生 後 期 7 6－14 3 板

目

／‾’．．＼
ス

2 ・3 区 7．2 ② 右 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る と 思 わ れ る。 後 菓 ～ 6 5－14 3 ギ

S K 2 1 2 0 1

12　 層

2．1 ③ 正 面 は 木 目 で 割 っ て い る。 裏 面 は 加 工 痕 が 不 明

瞭 で あ る が 、 や や 平 坦 に 加 工 さ れ て い る可 能 性 が

あ る。

古 墳 前 期 一ヽ一′

14 4

W 1 2 6 7 5 0 ．2 下 部 に 3 c m x 2 ．5 cm の 不 整 形 孔 を 穿 つ 。 孔 は 周 囲 か ら ① 下 端 は 刃 幅 2．5 c m の 刃 物 で 切 断 さ れ て い る 。 弥 生 後 期 7 6－14 4 板 ノーIllt・、
ス

2 ・3 区 9．4 斜 め に切 り 込 ん で 穿 ち 、 刃 幅 2 cm ～ 3 cm の 工 具 で 正 ② 両 側 面 は 割 り刺 し て い る。 後 真 一 6 5－14 4 ギ

S K 2 12 0 4

1 2　 層

2．6 面 ・裏 面 両 面 か ら切 っ て い る。 上 端 は 欠 損 。 ③ 正 面 ・裏 面 は木 目 で 割 っ て い る 。 古 墳 前 期

目

＼＿．一′

14 5

1 4 6

1 4 7

1 4 8

14 9

W 1 2 6 8 4 5 ．8 1 4 4 に似 る。 下 部 に 2 c m x 2 ．5 c m の 孔 を 穿 つ 。 孔 は 周 囲 ① 下 端 は左 側 面 を 斜 め に 切 り落 と し尖 らせ る。 弥 生 後 期 7 6…14 5 板

目

ノー．ヽ
ス

2 ・3 区 1 1．6 か ら斜 め に切 り込 ん で 穿 ち 、 正 面 ・裏 面 の 両 面 か ら切 ② 両 側 面 は や や 丸 み を帯 び る よ う に 加 工 さ れ て い 後 菓 ～ 6 5－14 5

7 6 －1 4 6

ギ

S K 2 12 0 4 2 ．8

15 5 ．0

り込 ん で い る 。上 端 は 欠 損 して い る が 、切 断 し た 可 能 る と思 わ れ る。 古 墳 前 期

弥 生 後 期

　　　）　　（

ス

1 2　 層 性 も あ る。 ③ 正 面 の 一 部 を薄 く削 っ て い る が 、 顕 著 な 加 工 で

は な い 。 裏 面 は木 目で 割 る。

W 1 7 7 9 孔 を 多 く穿 つ板 材 。孔 の 大 き さ は差 が あ り、穿 孔 は か ① 上 端 は 刃 幅 2．5 cm の 斧 状 の 工 具 で 穿 つ 。 下 端 も斧 板

目

板

目

1 0　 区 1 6．9 な り粗 く不 定 形 な 孔 とな っ て い る 。 孔 は 正 面 ・裏 面 の 状 の 工 具 で 切 断 さ れ て い る。 前 葉

弥 生 後 期

6 5－1 4 6

7 6 …1 4 7

ギ

S K l O 3 6 0 6

3 6　 層

W K 2 4 7 4

2 ．3

1 2 2 ．6

両 面 か ら穿 つ 。 左 側 の 大 部 分 を欠 損 す る 。

穿 孔 が 多 く残 る や や 厚 め の 板 材 。中 央 よ りや や 下 に 6

② 右 側 面 は 平 坦 に 加 工 さ れ て い る 。上 端 よ り3 8 ．5 c m

の 部 位 に 長 さ 1 cm 幅 1 c m の 方 形 の 切 り 欠 き が あ

る。

③ 正 面 e裏 面 と も に 木 目 で 割 り、 厚 い 部 分 を チ ョウ

ナ で僅 か に 削 っ て い る。

① 下 端 は左 側 を 方 形 に切 り欠 く。 乱 痕 の 可 能 性 が

ヽヽ．＿／

／‾．＼ス
1 0　 区 1 1．4 c m x 2 ．5 cm の 縦 長 の 孔 、右 側 面 中 央 に 長 さ3．5 c m の 孔 痕 、 あ る 。 後 葉 ～ 6 5－1 4 7

7 6 －1 4 8

ぎ

ノ｛、
ス

S K l O 3 3 0 8 4 ．0

1 1 5 ．5

上 部 に 13 cm X 3 ．5 c m の 大 型 の 孔 が あ る 。 上 部 の 孔 は 周 ② 両 側 面 と も平 坦 とな る よ う に 加 工 して い る。 古 墳 前 期

弥 生 後 期

3 3　 層 辺 が 割 れ て い る た め 元 よ り 大 き く な っ て い る と思 わ

れ る 。 上 端 は欠 損 。

③ 正 面 ・裏 面 と も に 木 目 で 割 っ て い る。

W 4 6 5 上 部 に 径 1．5 cm の 小 孔 1 。 下 部 に 一 辺 が 1．5 c m と 1 cm の ① 上 端 は 両 面 か ら 削 っ て 切 断 して い る。 下 端 は 右 板

目

板

目

2 e 3 区 1 6 ．2 方 形 孔 が そ れ ぞ れ 1 つ ず つ あ る。 ま た 5 cm X 6 ．5 cm の 側 面 を 斜 め に切 り落 とす 。 後 葉 ～ 6 5 －1 4 8

7 6 －1 4 9

ぎ

ノー．・ヽ
ス

S K 2 1 2 0 4

12　 層

W 1 5 4 9

1 ．8

1 1 7 ．0

方 形 乱 痕 が 下 部 に あ る 。 左 側 面 ～下 端 を欠 損 す る 。

右 側 面 中央 部 に8 ．5 c m x 5 ．5 c m の切 り欠 きが あ る。 上 端

② 両 側 面 は平 坦 に 加 工 す る 。

③ 正 面 ・裏 面 は 木 目 で 割 り。 不 明 瞭 で は あ る が チ ョ

ウ ナ で 平 坦 に 加 工 して い る 。

① 上 端 は 直 線 的 に 切 断 して い る。 下 端 は 斧 状 の 工

古 墳 前 期

弥 生 中 期

2 ・3 区 1 2．1 よ り 2 1．5 cm ま で の 正 面 、2 8 c m まで の 裏 面 を 薄 く削 り 、 具 で 粗 く切 断 して い る。 後 葉 6 5 －1 4 9 ぎ

小 畦 畔

16　 層

4．0 上 端 よ り1 1 c m と 2 6 cm の 部 位 に 一 辺 約 3 c m の 小 孔 を 穿

つ 。

② 左 側 面 は 平 坦 に 加 工 して い る。 右 側 面 は 上 部 は

平 坦 だ が 下 部 は 割 り刺 し て い る 可 能 性 が あ る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 っ て い る。 裏 面 に は 1 cm

の 段 差 が 見 ら れ る。
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番 登 録 番 号

区

法 量 （cm ）

全 長
形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両 端 の 加 工

② 側 面 の 加 工
年 代 観

実 測 図 版
木

取

樹

号

出 土 遺 構

出 土 層 位

幅

厚 さ

③ 表 面 の 加 工

④ そ の 他

写 真 図 版
り 種

150

W 3 0 0 5 8 9 ．0 下 端 部 に 2 cm X 5 cm の 横 長 の 孔 を 穿 つ 。下 端 よ り約 59 ① 上 端 は 斧 状 の 工 具 で 粗 く切 断 す る 。 下 端 は 両 側 弥 生 後 期 7′「 150 板

目

／－．、
ス

6　 区 22 ．0 cm の 両 側 綾 部 に 小 孔 を 1 つ ず つ 穿 つ 。小 孔 は 側 面 に 抜 面 を 削 り 、 矢 板 状 に 加 工 す る 。 後 葉 ～ 65 －150 ギ

SK 6 1 6 0 1

1 6　 層

4 ．0 け る 。 左 上 部 が 割 れ て い る。 ② 両 側 面 は 割 り刺 して い る。

③ 正 面 ・裏 面 は木 目で 割 り 目 立 つ 加 工 は な い 。

④ 下 端 の 孔 は 主 に 裏 面 か ら穿 つ 。

古 墳 前 期 一ヽ一′

151

W 4 2 2 6 8 ．4 上 端 に 2．4 cm 四 方 の 穿 孔 が あ る。 下 部 左 側 線 に も 2 ① 上 端 は正 面 ・裏 面 か ら 削 り切 断 さ れ て い る 。 下 端 弥 生 後 期 77 －151 板

目

／－、
ス

2 ・3 区 12 ．6 cm x I c m の 縦 長 の 孔 が あ る。上 端 の 左 側 緑 に も孔 痕 が は裏 か ら斧 状 の 工 具 で 切 り落 と さ れ て い る 。 後 葉 ～ 66－151 ギ

SK 2 1 2 0 6

1 2　 層

3．0 残 る 。 ② 両 側 面 と も 割 り刺 し て い る。 右 側 面 は 平 坦 で あ

る。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目で 割 り左 側 緑 部 を 削 り薄 く

し て い る。

古 墳 前 期 一ヽ一．′

15 2

W 9 0 5 4 4．5 右 側 線 に 4 cm x 1．2cm の 縦 長 の 方 形 孔 を 2 つ 穿 つ 。 孔 ① 下 端 は裏 面 か ら斧 状 の 工 具 で 切 断 さ れ て い る。 弥 生 後 期 77－152 板

目

ノー．・ヽ
ス

7　 区 9．0 間 は 約 30c m 。 左 側 緑 に 2 cm X 1．5cm の 方 形 孔 が 1 つ 孔 ② 左 側 面 は 加 工 さ れ て い る と思 わ れ る。 右 側 面 は 複 葉 ～ 66－152 ギ

S K 7 1 0 0 7 2．0 痕 が 2 つ 残 存 す る 。孔 間 は 44 ．5 cm と 12 ．5cm で 、上 は広 い 割 り剥 され て い る 。 古 墳 前 期 －ヽ／

10　 層 が 下 は 狭 い 。 上 端 は 欠 損 。 ③ 正 面 は チ ョウ ナ で 加 工 さ れ て い る 。 裏 面 は木 目

で 割 っ て い る が 、 平 坦 に 調 整 し て い る 可 能 性 が あ

る。

153

W 9 1 6 6 1．2 比 較 的 大 き な 孔 の あ る 板 材 。 下 端 近 くに 2．5cm x 4 cm ① 下 端 は 両 側 面 を斜 め に 削 り幅 狭 くす る 。 先 端 の 弥 生 後 期 7′「 153 、板

目

／－“．ヽ
ス

2 ・3 区 13．6 の 横 長 の 方 形 孔 、上 部 の や や 右 側 線 に 4 cm X 3 cm の縦 み 正 面 を薄 く削 り、 裏 か ら直 線 的 に切 断 す る 。 後 菓 ～ 66－153 ギ

S K 2 1 2 0 1 2．8 長 の 方 形 孔 を 穿 つ 。孔 の 上 部 は 欠 損 して い る 。上 端 か ② 両 側 面 は平 坦 で 加 工 さ れ て い る と思 わ れ る 。 古 墳 前 期 －ヽ／

12　 層 ら右 側 緑 上 部 に か け て 欠 損 して い る 。 ③ 正 面 は ほ ぼ 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。 裏 面 は 劣

化 し て い るが 、 右 側 緑 裏 面 に チ ョウ ナ 痕 が 残 存 し

て い る 。

154

W 2 0 9 6 6 6．4 中 心 線 上 の 下 端 と 中 央 部 に 一 辺 1．5 cm 前 後 の 小 孔 を そ ① 下 端 は 両 側 面 を斜 め に 切 っ て 尖 ら せ 、 更 に 角 を 弥 生 後 期 77－154 板

目

　　　（
ス

6　 区 14．6 れ ぞ れ 穿 つ 。 裏 面 の 孔 の 周 辺 が や や 窪 む 。 上 端 取 る よ う に 削 っ て 鋭 く仕 上 げ て い る。 後 菓 ～ 66－154 ギ

S K 6 16 0 1

1 6　 層

3．2 は 欠 損 。 ② 両 側 面 は平 坦 に加 工 さ れ て い る 。

③ 正 面 は 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 木 目 で 割 り

側 線 部 を 加 工 して い る。

古 墳 前 期 －ヽ／

155

W l 1 9 8 6 0．2 中 央 よ りや や 下 に 小 孔 を 穿 つ 。孔 は ノ ミ状 の 工 具 で 正 ① 上 端 は 切 断 して い る。 下 端 も刃 幅 3 cm の 斧 状 の 弥 生 後 期 7′「 155 板

目

／－．・ヽ
ス

1　 区 13．3 面 ・裏 面 か ら穿 っ て い る 。 横 方 向 に 大 き く 2 回切 り込 工 具 で切 断 さ れ て い る。 後 菓 ～ 66－155 ギ

S K 1 2 2 0 2 3．1 み を入 れ 、間 を 縦 に切 っ て 開 け て い る 。右 側 は僅 か に ② 左 側 面 は 割 り刺 して い る 。 古 墳 前 期 　　　）

22　 層 欠 損 して い る 。 ③ 正 面 ・裏 面 と も右 側 綾 部 を 削 り薄 く仕 上 げ て い

る 。

156

W 4 7 6 0 7 3 ．5 下 端 よ り約 18 cm の 部 位 に 2 ．4 cm X 2 ．8 cm の 方 形 孔 を 穿 ① 下 端 は 主 に裏 面 か ら切 り込 み 切 断 して い る 。 弥 生 後 期 77－156 板 ／‾’ヽ、
ス

6　 区 8 ．7 つ 。中 央 部 の や や 上 よ りの 正 面 を長 さ27cm に わ た っ て ② 右 側 面 は割 り刺 し左 側 面 は チ ョウ ナ で 加 工 して 後 葉 ～ 66－156 ギ

S K 6 1 6 1 1

1 6　 層

2 ．5 薄 く削 り あ た りの 加工 を して い る 。 上 端 は 欠 損 。 い る。

③ 正 面 ・裏 面 は 木 目 で 割 っ て い る 。

古 墳 前 期

目

　　）

157

1 5 8

15 9

16 0

1 6 1

W　 954 1 0 1．0 厚 さが ほ ぼ 一 定 に調 整 さ れ て お り、丁 寧 に 仕 上 げ られ ① 上 端 ・下 端 と も正 面 ・裏 面 両 方 か ら切 り込 ん で 直 弥 生 後 期 7′「 157 柾

目

板

目

／－ヽ
ス

10　 区 17 ．0 て い る板 材 。下 部 の 両 側 緑 に 小 孔 を 2 つ 穿 つ 。右 側 は 線 的 に切 り落 とす 。 前 葉

弥 生 後 期

66－157

7′「 158

ギ

S K l O 3 6 0 1 1．8

10 4 ．9

正 面 か ら左 側 は 裏 面 か ら 穿 つ 。左 側 線 の 中 央 部 に も 2 ② 右 側 面 は 木 目 で 割 る。 左 側 面 は チ ョウ ナ で 僅 か －ヽ／

／－＼
ス

38　 層

W K 12 6 7

つ 孔 を 穿 っ て い る。上 端 も欠 損 して い る が 、孔 を 穿 っ に斜 め に切 り、 上 端 を や や 幅 狭 に 仕 上 げ る。

た痕 跡 が あ る 。

右 側 緑 中 央 に一 辺 1．5cm の 小 孔 を 穿 り、 そ の 上 と 下 に

③ 正 面 ・裏 面 と も平 坦 で 縦 方 向 に チ ョウ ナ で 加 工

さ れ て い る。

① 下 端 は 正 面 と裏 面 の 両 方 か ら 斧 状 の 工 具 で 切 り

10　 区 7 ．5 1 つ ず つ 孔 痕 が あ る 。右 側 面 下 部 は 下 端 よ り24cm の 部 落 とす 。 後 葉 ～ 66－158

7 7－159

ギ

SK l O 3 5 0 4 2 ．5

95 ．7

位 を斜 め に 切 り込 み 、 下 部 を 2 cm ほ ど幅 狭 く し て い ② 両 側 面 は 目 立 つ 加 工 は な い が 平 坦 で あ り加 工 さ 古 墳 前 期

古 墳 中 期

弥 生 後 期

一ヽ一／

／－‘．．、
ス

35　 層 る 。 上 端 は 欠 損 。 れ て い る 可 能 性 が あ る 。

③ 正 面 ・裏 面 は 木 目 で 割 れ て い る 。

W 643 下 端 と上 部 に 4 cm X 2 cm の 縦 長 の 孔 を 穿 っ て い る。下 ① 下 端 は 正 面 ・裏 面 両 方 か ら切 り込 み 、 や や 丸 み を 板

目

柾

目

板

目

10　 区 1 1．4 端 よ り28 ．5cm の 左 側 緑 寄 り に 非 貫 通 の 小 孔 が あ る が 、 帯 び る よ う に切 断 し て い る 。 66－159

7 7－160

ギ

木 遺 状 遺 構 2 ．6

10 4．8

欠 損 に よ る も の と思 わ れ る 。上 端 は欠 損 して い る が 切 ② 両 側 面 と も に平 坦 に 加 工 さ れ て い る 。 左 側 面 上 一ヽ一／

／－．’、、ス

30b 層

W 14 15

断 の 可 能 性 が あ る。

左 側 緑 に 円 孔 の痕 跡 が 残 る 。上 の 孔 は 長 さ 3 cm で 非 貰

部 は 欠 損 して い る。

③ 正 面 ・裏 面 と も に木 目で 割 っ て い る。

④ 孔 は 正 面 ・裏 面 両 方 か ら穿 っ て い る と 思 わ れ る 。

① 下 端 は 端 部 を 直 線 的 に 切 断 し て い る と 思 わ れ

2 ・3 区 14．6 通 で あ っ た と思 わ れ る 。 下 の 孔 は 長 さ4 ．2 cm で 貫 通 し る。 前 葉

弥 生 後 期

66－160

7 8－16 1

ギ

S K 2 14 0 2

1 4　 層

W 70 9

5．7

81．2

て い る。 上 端 ・右 側 面 は 欠 損 。

中 央 が 幅 広 く そ の や や 下 に孔 を穿 っ て い る。中 央 の 幅

② 左 側 面 は 木 目 で 割 っ て い る 。

③ 正 面 は 割 り剥 さ れ て い る 。 裏 面 は か な り平 坦 で

あ り加 工 した と思 わ れ る。

① 下 端 斧 状 の 工 具 で 正 面 ・裏 面 か ら 切 断 して い る 。

　　）

ノー．．．．．・・、
ス

2 ・3 区 10．0 広 の 部 分 は 節 が あ り、そ の 部 分 が コブ 状 に な っ て い た ② 両 側 面 と も割 り刺 して い る 。 後 葉 ～ 6′「 16 1 ギ

S K 2 12 0 1 2．8 と思 わ れ 、節 の 部 分 を削 り刺 して い る 。上 端 は 欠 損 し ③ 正 面 e 裏 面 と も木 目 で 割 る 。 古 墳 前 期 －ヽ／

12　 層 て い る よ うで あ る が 、裏 面 に 刃 幅 3 cm の 痕 が あ り、切

断 して い る 可 能 性 が あ る 。

④ 孔 は 正 面 か ら 穿 つ 。

－37－
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番 登 録 番 号

区

法 量 （cm ）

全 長
形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　 （丑両 端 の 加 工

年 代 観
実 測 図 版

木 樹

仁コ
7デ

出 土 遺 構

出 土 層 位

幅

厚 さ

② 側 面 の 加 工

（診表 面 の 加 工
写 真 図 版

取

り 種

16 2

W 1 4 1 1 7 6．0 中 心 線 上 に小 孔 を 3 つ 穿 つ 。中 央 よ りや や 下 に 2 つ 上 ② 両 側 面 は 目立 つ 加 工 痕 は な い 。 弥 生 後 期 78－16 2 板 ／－＼
2 ・3 区 1 0．2 部 に 1 つ 穿 っ て い る 。下 部 の 孔 間 は 4 c m 。上 部 の 孔 間 ③ 正 面 は ほ ぼ 全 面 を チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。 裏 面 は 前 葉 67－16 2 ス

ギS K 2 14 0 4 2．0 は 約 1 9 c m で あ る。 上 端 ・下 端 と も欠 損 して い るが 、 切 木 目 で 割 り、両 側 緑 を チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。正 面 下

日

－ヽ．／
14　 層 断 して い る可 能 性 が あ る。 部 の左 側 の 表 面 が剥 が れ て い る。

16 3
「‾〉I

W K 1 4 7 5 9 6 ．1 下 端 よ り約 16 c m の 部 位 に 小 孔 を穿 つ 。上 端 は 欠 損 して ① 下 端 は 刃 幅 3 cm 弱 の 斧 状 の 工 具 で 切 断 し て い 弥 生 後 期 7 8－1 6 3 板

l

′′‾“、
10　 区 7 ．1 い る が 切 断 の 可 能 性 もあ る。

l

る。 後 菓 ～ 6 7－1 6 3 ス
ギS K l O 3 5 0 4 1．9 ② 両 側 面 は割 り刺 して い る 。 古 墳 前 期 l ＼＿＿′

l1 6 3 1 0　 区 7 ．1 l い る が 切 断 の 可 能 性 もあ る0 i品 柄 は割 り刺 して い る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も に木 目 で 割 っ て い る。

後 菓 ～ l6 7－1 6 3 l

目

ノ＼
ギ

S K l O 3 5 0 4

3 5　 層

1．9 古 墳 前 期 ＼＿＿′

16 4

W 4 5 8 8 8．5 上 端 か ら24 cm 。下 端 か ら19 c m位 の 正 面 を薄 く削 っ て い ① 上 端 ・下 端 と も斧 状 の 工 具 で 切 断 して い る 。 刃 幅 弥 生 後 期 78－1 6 4 板

目

ノ－．、、
2 ・3 区 1 8．2 る。裏 面 は 下 端 の み 薄 く削 っ て い る。 中央 部 よ りや や は 上 端 は 2．5 cm 、 下 端 は 3 cm 前 後 で あ る。 後 葉 ～ 67－1 6 4 ス

ギS K 2 1 2 0 4 2．5 上 部 に 小 孔 が あ り、他 の 部 材 が 残 存 し て い る。孔 は 裏 ③ 正 面 は 両 側 緑 を チ ョウ ナ で 調 整 。 裏 面 は ほ ぼ 全 古 墳 前 期 、－＿．．′
12　 層 面 ま で 抜 け て い る。 面 を チ ョウ ナ で 加 工 す る 。

16 5

W 4 4 4 9 4 ．5 中 央 に 4 cm x 8 cm の 長 方 形 孔 を 穿 つ 。上 部 の右 側 を 欠 ① 上 端 ・下 端 と も直 線 的 に 切 断 さ れ て い る。 弥 生 後 期 78－16 5 板

目

／‾　、
2 ・3 区 1 6．5 損 して い る。 ② 左 側 面 は チ ョウ ナ で 平 坦 に 加 工 し、右 側 面 は 後 葉 ～ 67－1 6 5 ス

ギS K 2 12 0 4

1 2　 層

2．9 チ ョウ ナ で斜 め に 削 られ て い る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。 左 は 平 坦 に

右 はや や 斜 め に な る よ う に 加 工 さ れ て い る 。

古 墳 前 期 ＼＿＿′

16 6

W 4 7 7 9 2．3 上 ・下 端 を 丸 くカ ー ブ す る よ う に切 り、 左 側 面 中 央 を ① 上 端 ・下 端 と も斧 状 の 工 具 で 左 側 面 に 向 か っ て 弥 生 後 期 78 －1 6 6 板

目

／‾－＼
ス

2 ・3 区 1 7．1 切 り欠 く。下 端 右 側 緑 に は 2 ．5 cm x I cm 前 後 の 小 孔 を 丸 く カ ー ブ させ る。 後 葉 ～ 6′ト 16 6 ぎ
S K 2 1 2 0 1

12　 層

3．0 2 つ 穿 つ 。 ② 左 側 面 は 平 坦 に 削 り中 央 部 に 長 さ 19 c m に わ た っ

て 弧 を描 くよ う に 切 り欠 く。 右 側 面 は 上 端 40 c m は

平 坦 に な っ て い る が 、 下 に 向 か っ て 割 り刺 し て い

る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 り刺 して い る 。

古 墳 前 期

16 7

W 1 7 9 4 10 2．0 中 央 よ りや や 上 の 右 側 綾 部 寄 り に 6 cm x 4 c m の 孔 を ① 上 端 は斧 状 二 具 に よ り切 断 す る 。 弥 生 後 期 78－1 6 7 板

目

ス
ギ2 ・3 区 2 6 ．6 穿 つ 。 孔 は 正 面 ・裏 面 両 面 か ら 穿 つ 。 下 端 は 欠 損 して ② 両 側 面 と も割 り刺 し て い る。 後 葉 ～ 6 7－1 6 7

S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

2 ．2 い る が 、 工 具 に よ る切 断 の 可 能 性 も あ る 。 ③ 正 面 ・裏 面 と も木 目で 割 る。 表 面 劣 化 の た め 加 工

痕 は不 明 瞭 だ が 、 正 面 の 両 側 綾 部 を 加 工 し て い る

もの と思 わ れ る。

古 墳 前 期

16 8

W 7 1 0 8 4．3 下 端 よ り約 2 4．5 cm の 右 側 緑 寄 りに 一 辺 1 c m の 小 孔 を ① 下 端 は 正 面 ・裏 面 か ら斧 状 の 工 具 で 切 断 す る。 弥 生 後 期 78 －1 6 8 板

目

ノ4－＼
ス
ぎ

2 ・3 区 9．4 穿 つ 。 上 端 は 欠 損 。 ② 両 側 面 は 割 り刺 す 。 後 葉 ～ 67－1 6 8
S K 2 1 2 0 1

12　 層

2．4 ③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 り 、 正 面 の 右 側 緑 の み

チ ョ ウ ナ で 粗 く削 っ て い る。

古 墳 前 期

16 9

W 2 1 0 7 6 2．7 右 上 か ら左 下 に 向 か っ て 斜 め に 楕 円 形 の 孔 を 3 つ 穿 ① 上 端 ・下 端 と も斧 状 の 工 具 で 切 断 さ れ て い る。 弥 生 後 期 78－16 9 板

目

′－、
ス
ぎ

1　 区

S T －4 1

2 2　 層

1 1．6

2．3

つ 。 孔 間 は 約 2 0 cm 前 後 。 ③ 正 面 e 裏 面 と も木 目 で 割 る。 後 菓 ～

古 墳 前 期

67－1 6 9

1 7 0

a

W lO 6 1 6 6 ．6 左 側 面 で 17 0 b に 接 合 す る。左 側 面 中 央 に 孔 痕 が 残 る 。 ① 上 端 ・下 端 と も斧 状 の 工 具 で 切 断 す る。 弥 生 後 期 78 －1 7 0 a 板

目

／－．．・ヽ
ス
ぎ

2・3 区 1 1．3 ② 右 側 面 は 加 工 痕 は 不 明 瞭 だ が 平 坦 で あ る 。 後 葉 ～ 67 －1 7 0
S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

2．5 ③ 正 面 e 裏 面 と も に チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。 古 墳 前 期

17 0
b

W l O 5 9 6 6．6 右 側 面 で 17 0 a と 接 合 す る。 右 側 面 中 央 に孔 痕 が 残 る 。 ① 上 端 は や や 丸 み を帯 び る よ う に 加 工 す る。 下 端 弥 生 後 期 78 －1 7 0 b 追

柾

目

ノーI1．1．、
ス
ぎ

2 ・3 区 1 1．0 左 側 面 の 下 端 に も孔 痕 状 の 方 形 の 切 り欠 き が あ る 。 は切 断 さ れ て い る。 後 菓 ～ 67－1 7 0
S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

2．6 ② 左 側 面 は上 端 か ら 12 cm の 部 分 を 切 り込 ん で 、 下

部 の 幅 を や や 狭 くす る 。 平 坦 に 削 っ て い る。

③ 正 面 ・裏 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 さ れ て い る。

古 墳 前 期

17 0

17 1

1 7 2

W l O 6 1 6 6 ．8 中央 に 2 cm x 3 ．4 c m の 長 方 形 の 孔 を 穿 っ て い る 。 孔 の 17 0 a、 1 7 0 b の 加 工 に 同 じ。

① 下 端 は 劣 化 して い る が 、 直 線 的 に切 断 され て い

る 。

② 右 側 緑 は 薄 く加 工 さ れ 、 左 側 面 は 割 り剥 さ れ て

い る。

③ 正 面 ・裏 面 を木 目で 割 る。 正 面 に は 一 部 チ ョウ ナ

の 加 工 痕 が 見 られ る。

① 下 端 は右 側 面 を切 り欠 い て 、 や や 幅 狭 く し て い

る。

弥 生 後 期 78－1 7 0 追

柾

目

板

目

板

目

／－ヽ
ス
ぎ

ノ－ヽヽ
ス
ぎ

ス
ギ

10 5 9

2・3 区

S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

W 6 0 5

18 ．4

3 ．1

7 8．4

上 は 右 側 を 、 孔 の 下 は 左 側 を 切 り込 ん で 分 割 し て い

る。

中 央 よ りや や 上 の 右 側 緑 に 3 c m x 1．5 c m の 楕 円 形 の 孔

後 菓 ～

古 墳 前 期

弥 生 後 期

67－1 7 0

7 8 －1 7 1
2 ・3 区

S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

W 6 6 5

1 0．6

1．6

4 6．4

を穿 つ 。 上 端 は 欠 損 。

上 部 に孔 を穿 つ 。孔 は 主 に正 面 か ら穿 ち 、裏 面 も僅 か

後 葉 ～

古 墳 前 期

弥 生 後 期

67 －1 7 1

7 8－17 2
2・3 区 1 1．2 に 削 っ て い る 。 上 端 は 欠 損 し て い る。 後 葉 ～ 67－17 2
S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

1．4 ② 平 坦 で 加 工 して い る と思 わ れ る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も不 明 瞭 だ が 、 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工

され て い る と思 わ れ る。

古 墳 前 期

－38－



板材14

番

。写

登 録 番 号

区

法 量 （cm ）

全 長
形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両 端 の 加 工

② 側 面 の 加 工
年 代 観

実 測 図 版
木

取

り

樹

出 土 遺 構

出 土 層 位

幅

厚 さ

③ 表 面 の 加 工

④ そ の 他

写 真 図 版
種

173

W K 9 4 3 8 0．5 左 側 緑 下 端 よ り 9 cm の 部 位 に 一 辺 1 cm 弱 の 小 孔 を 穿 ① 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 粗 く切 断 す る 。 弥 生 後 期 7 9－173 板

目

ノ′．．・、
ス

10　 区 12．7 つ 。 下 部 の や や 右 側 緑 寄 りに も 円 形 の 小 孔 が 1 つ あ ③ 正 面 ・裏 面 は木 目 で割 り、 正 面 左 側 緑 を チ ョ ウナ 後 菓 ～ 6 8－173 ギ
S K l O 3 3 0 1

3 3　 層

1．9 る 。こ の 小 孔 は 裏 面 に長 さ 9 cm 、幅 1 cm に わ た る溝 が

あ り、 そ の 中 央 に孔 を 穿 つ 。 上 端 は 欠 損 。

で 斜 め に 削 る。 古 墳 前 期 ＼＿一′

174

W 3 4 7 8 10 7 ．8 左 側 面 下 部 に緩 い Ⅴ 字 状 の 切 り欠 きが あ り、下 端 も斜 ② 両 側 面 と も木 目で 割 る 。 弥 生 後 期 79 －174 柾

目

．，　（　＼
ス

6　 区 9 ．0 め に 切 っ て い る 。上 端 は 劣 化 し 、欠 損 して い る が 、切 ③ 正 面 ・裏 面 と もに チ ョウ ナ で 加 工 す る。 後 菓 ～ 68 －174 ギ
SK 6 1 6 18

1 6　 層

1．3 断 の 可 能 性 も あ る。 下 端 も 先 端 部 の み 欠 損 。 古 墳 前 期 ＼－／

17 5

W 6 5 9 1 19．0 右 側 線 の 中 央 よ りや や 下 に 緩 く弧 を 描 く よ う に 長 さ ① 下 端 は 正 面 ・裏 面 を 削 り、 薄 く尖 ら せ る。 弥 生 後 期 79－175 板 ／‾‘．・ヽ
ス

2 ・3 区 14．2 22．5cm 、幅 3．5 cm を切 り欠 く。上 端 ～ 右 側 緑 上 部 を欠 損 ② 左 側 面 は 平 坦 に 加 工 して い る と思 わ れ る。 後 菓 ～ 68つ 75 ギ
S K 2 1 2 0 1

12　 層

3．2 す る 。 ③ 正 面 ・裏 面 と も木 目で 割 り、 目立 つ 加 工 は 見 られ

な い 。

古 墳 前 期

目

ヽヽ．一．′

176

W K 1 2 7 1 1 2 3．4 左 側 緑 中 央 に 1 cm X 1．5cm の 長 方 形 孔 を 穿 つ 。 上 端 は （》下 端 は 両 側 面 か ら切 り欠 き尖 らせ る 。 弥 生 後 期 79－176 柾

目

ノ‾　、
ス

10　 区 12．3 欠 損 。 ② 右 側 面 は 木 目で 割 っ て い る 。 左 側 面 は 正 面 か ら 後 菓 ～ 68…17 6 ギ
S K lO 3 3 0 5

3 3　 層

2．8 斜 め に な っ て お り、 加 工 さ れ て い る と思 わ れ る 。

③ 正 面 e裏 面 と も割 り刺 し、 中 心 よ りや や 左 寄 りの

正 面 と、 左 側 緑 の 裏 面 を チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。

古 墳 前 期 ＼＿－．′′

177

W 3 2 2 7 13 4 ．0 右 側 緑 中 央 に径 3 cm x 2．5cm の 楕 円 形 の 孔 を 穿 つ 。 下 ① 上 端 は斧 状 の 工 具 で 正 面 と裏 面 か ら切 り込 ん で 弥 生 後 期 7 9－177 板

目

　　（
ス

6　 区 2 1．1 部 に も2 ．5cm x 1．7cm の 孔 が あ る。 孔 の 間 は 約 38 cm で あ 切 断 す る 。 後 葉 ～ 6 8－177 ギ
S K 6 1 6 0 1 2 ．1 る 。孔 の 周 囲 は 正 面 が 削 られ てや や 薄 くな っ て い る 。 ② 両 側 面 と も 加 工 の 痕 跡 が な くて 割 り刺 し た も の 古 墳 前 期 ＿ヽ一′

16　 層 下 端 は 欠 損 。 左 側 緑 の 上 下 が 大 き く割 れ て い る 。 と思 わ れ る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も劣 化 の た め 加 工 痕 は 不 明 瞭 。 正 面

は チ ョ ウ ナ 痕 が 僅 か に 残 る 。 裏 面 も平 坦 で あ り加

工 さ れ た 可牌 性 が 高 い。

17 8

W 5 7 3 1 3 5．0 右 側 緑 に 2 cm x I cm の縦 長 の 小 孔 が 2 つ あ る。孔 間 は ① 下 端 は 左 側 面 を 斜 め に 切 り、 右 側 面 表 面 を割 り 弥 生 後 期 79 －178 板

目

／‾－、
ス

2 ・3 区 13．0 約 74 cm 、 孔 は正 面 か ら 穿 つ 。 上 端 は 欠 損 。 刺 し て 尖 らせ る。 後 真 一 68 －178 ギ
S K 2 1 2 0 1

12　 層

2．1 ② 右 側 面 は 平 坦 に 加 工 。 左 側 面 は チ ョ ウ ナ 状 の 工

具 で 割 り刺 して い る。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 る。

古 墳 前 期 －ヽ／

179

W 6 5 0 1 3 7．6 正 面 に 段 差 が 見 られ 、左 半 分 が 薄 くな っ て い る が 、表 ① 下 端 は 列 幅 2．5 cm の 斧 状 の 工 具 で 切 断 し て い る と 弥 生 後 期 79－179 追 　　　（
ス

2 ・3 区 16．0 面 が 剥 が れ た も の と思 わ れ る。 や や 右 側 緑 寄 りに 2 思 わ れ る 。 後 菓 ～ 68－179 ぎ
S K 2 12 0 1 3．6 cm x I cm の 小 孔 を 2 つ 穿 つ 。孔 間 5 cm 。孔 は 正 面 よ り ② 右 側 面 は 割 り刺 して い る。 左 側 面 も 割 り刺 して 古 墳 前 期

柾

目

12　 層 穿 っ て い る 。 上 端 は 欠 損 。 い る と思 わ れ る 。

③ 正 面 の 右 半 分 は 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 し て い る 。

右 側 線 ・裏 面 もチ ョウ ナ で 加 工 して い る 。

180

W 2 3 5 2 7 3 ．3 右 側 緑 下 端 に 小 孔 を 穿 つ 。 上 端 左 端 を 欠 損 す る 。 ① 下 端 は右 側 面 を 斜 め に切 り落 と す 。 上 端 は ほ ぼ 弥 生 後 期 79－180 板

目

／‾．．・ヽ
ス
ぎ10　 区 19 ．3 直 線 的 に切 断 す る。 後 真 一 6 8－180

S K l O 3 3 0 7

3 3　 層

2 ．2 ② 両 側 線 は 薄 く、右 は 正 面 を 、左 は 裏 面 を斜 め に削

る。

（診正 面 e 裏 面 と も全 面 チ ョ ウ ナ で 削 る。

古 墳 前 期

18 1

1 8 2

1 8 3

18 4

1 8 5

W 1 1 9 7 6 2．4 右 側 線 に 4 cm x 1．5 cm の 縦 長 の 孔 を 穿 つ 。 左 側 線 上 端 ① 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 粗 く切 り落 と す 。 弥 生 後 期 79 －18 1 板

目

板

′′‾．．・・ヽ
ス
ぎ

ノーIhh、
ス
ぎ

／－．、ス
ぎ

ノーヽ＼
ス
ぎ

ノ－・、
ス
ぎ

2 ・3 区 13．4 に も孔 が あ っ た 可 能 性 が あ る 。 上 端 は 欠 損 。

右 側 線 中 央 に 2 cm x I c m の 孔 を 穿 つ 。全 体 的 に 劣 化 が

（診左 側 面 は 平 坦 に な っ て お り、 加 工 の 可 能 性 が あ 後 葉 ～ 68 －18 1

7 9 －182

S K 2 1 2 0 4

1 2　 層

W 70 8

2．6

55．5

る 。 右 側 緑 は 正 面 を斜 め に 削 り薄 くす る。

③ 正 面 ・裏 面 は チ ョウ ナ 痕 が 不 明 瞭 で あ る が 、 全 面

加 工 さ れ て い る と思 わ れ る。

② 左 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る。 右 側 線 裏 面 を斜 め

古 墳 前 期

弥 生 後 期

1　 区 9．2 著 し く、下 端 は一 部 残 る が 、 大 半 が 欠 損 し、上 端 も欠 に 削 り薄 く して い る と思 わ れ る 。 後 菓 ～ 68－182

7 9－183

S T －38

2 2　 層

W l1 9 2

2．6

5 2．8

接 し て い る 。

右 側 緑 下 部 に 直 径 3 ．5 cm の 梧 円 形 状 の 孔 痕 が あ る 。 左

③ 正 面 e 裏 面 は 木 目で 割 っ て い る。

④ 孔 の 周 囲 を 削 りや や 窪 め る。

（彰下 端 は 斧 状 の 工 具 で 切 断 し て い る。

古 墳 前 期

弥 生 後 期

目

板

目

板

目

板

目

2・3 区 12．0 側 線 に も中 央 よ りや や 下 に 3 cm x I c m の 孔 を 穿 つ 。上 ② 右 側 緑 は 正 面 を チ ョ ウ ナ で 削 り薄 く して い る 。 後 葉 ～ 68－18 3

7 9－184

S K 2 1 2 0 4 2 ．0

29．7

部 ～ 左 側 面 を 欠 損 す る。 右 側 面 上 端 ・下 端 も欠 損 して ③ 正 面 ・裏 面 と も加 工 痕 は不 明 瞭 だ が 、 チ ョ ウナ で 古 墳 前 期

弥 生 後 期

12　 層 い る。 全 面 加 工 し て あ る と思 わ れ る 。

W 126 3 右 側 緑 の 中 央 よ りや や 上 に 小 孔 を 穿 つ 。 上 端 ・下 端 と ② 両 側 緑 と も裏 面 を チ ョウ ナ で 削 り、 薄 くな る よ

10　 区 20．5 も に 欠 損 。

左 側 緑 上 端 に一 辺 1 cm の 小 孔 の 痕 跡 が あ る 。小 孔 は 正

う に 加 工 さ れ て い る。 後 菓 ～ 68－184

7 9－185

S K lO 3 3 0 5

3 3　 層

W 5 4 4

2．2

33．4

③ 正 面 は 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 両 側 緑 を

チ ョウ ナ で 加 工 。

① 上 端 ・下 端 と も正 面 を 削 り切 断 す る 。刃 幅 2．5cm 前

古 墳 前 期

弥 生 後 期

2 ・3 区 13．4 面 よ り穿 つ 。 後 の 工 具 で 切 っ て い る 。 後 菓 ～ 6 8－185

S K 2 12 0 1

1 2　 層

2．1 ② 右 側 面 は 平 坦 で 加 工 さ れ て い る と思 わ れ る 。 左

側 緑 は 裏 面 を斜 め に 削 り薄 くす る。

③ 正 面 ・裏 面 と もチ ョ ウ ナ で 全 面 加 工 し て い る。

古 墳 前 期

－39－
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番

。1テ

登 録 番 号

区

出 土 遺 構

出 土 層 位

法 量 （cm ）

全 長

幅

厚 さ

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両 端 の 加 工

② 側 面 の 加 工

③ 表 面 の 加 工

年 代 観
実 測 図 版

写 真 図 版

木

取

り

樹

種

18 6

W 2 2 6 7 6 6．0 隅 丸 長 方 形 の 板 で あ っ た と思 わ れ る。左 側 緑 上 部 に 小 ① 下 端 は 正 面 e 裏 面 と も に 削 りや や 薄 くす る 。 弥 生 後 期 80－18 6 追 ノー－．・・ヽ
ス

6　 区 28．0 孔 が あ り、 右 側 緑 下 部 に は 一 辺 約 3 cm の 方 形 孔 が あ ② 右 側 面 は 平 坦 に か く。 左 側 面 も 加 工 さ れ て い る 後 菓 ～ 69－18 6
柾

目

ギ
S K 6 1 6 0 1

1 6　 層

2．0 る。 上 端 は 劣 化 の た め 欠 損 。 と思 わ れ る。

③ 正 面 ・裏 面 と も全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。

古 墳 前 期 －ヽ／

l　 i

W 4 5 3 6 7 5．8 下 部 左 側 に大 き な切 り欠 きが あ る 。切 り欠 き は 上 を 垂 ① 上 端 は正 面 ・裏 面 か ら切 り 、 直 線 的 に 切 断 し て い 弥 生 後 期 80－18 7 板

l

／－．ヽヽ
ス

6　 区 19．4 直 に 切 り込 み 、下 を 斜 め に 切 っ て 三 角 形 状 と な っ て い る。下 端 は 正 面 を 削 り先 端 に 向 か っ て 薄 くす る 。 複 葉 ～ 6 9－1 8 7

】

ギ
′‾ヽ1rブF′ヽ1　′ヽ′ヽrヽO n b lD U ∠ l‘1　′ヽJ．U る 。 下 端 左 を 一 部 欠 損 して い る。 ② 右 側 面 は 割 り刹 さ れ て い る と思 わ れ る 。 左 側 面 古 墳 前 期

！

18 7

W 4 5 3 6 7 5．8 下 部 左 側 に大 き な切 り欠 きが あ る 。切 り欠 き は 上 を 垂 ① 上 端 は正 面 ・裏 面 か ら切 り 、 直 線 的 に 切 断 し て い 弥 生 後 期 80－18 7 板 ／－．ヽヽ
ス

6　 区 19．4 直 に 切 り込 み 、下 を 斜 め に 切 っ て 三 角 形 状 と な っ て い る。下 端 は 正 面 を 削 り先 端 に 向 か っ て 薄 くす る 。 複 葉 ～ 糧 87
ギ

′‾ヽ1rブF′ヽ1　′ヽ′ヽrヽO n b lD U ∠
1 6　 層

l‘1　′ヽJ．U る 。 下 端 左 を 一 部 欠 損 して い る。 ② 右 側 面 は 割 り刹 さ れ て い る と思 わ れ る 。 左 側 面

は や や 丸 み を 持 つ よ う に 加 二工 さ れ て い る 可 能 性 が

あ る 。

③ 正 面 は 全 面 チ ョウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 木 目 で 割 り

左 側 緑 裏 を チ ョ ウ ナ で 削 る 。

古 墳 前 期

目

18 8

W 17 0 3 8 9 ．5 右 側 面 下 部 に小 孔 を 穿 つ 。両 側 線 上 部 を僅 か に 欠 損 す ① 上 端 は切 断 さ れ て い る 。 下 端 は 両 側 面 か ら 切 っ 弥 生 後 期 80 －1 8 8 板 ノ－、
ス

1　 区 13 ．4 る。 て 尖 らせ る。 後 菓 ～ 69 －1 8 8 ギ
S K 1 2 2 0 1

2 2　 層

2 ．3 ② 右 側 緑 正 面 を 斜 め に 削 り薄 く し て い る。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目で 割 る。

古 墳 前 期

目

－ヽ／

18 9

W l O 5 5 9 6．5 右 側 緑 に2 ．5c m x I c m 強 の 楕 円 形 の 孔 を 穿 つ 。 左 側 は ① 上 端 は 切 断 さ れ て い る。 下 端 は 左 側 か ら や や 丸 弥 生 後 期 80－18 9 板 　　（
ス

1　 区 5．2 割 れ て 欠 損 し て い る と 思 わ れ る 。 み を持 つ よ う に 切 り、 先 端 を 尖 らせ る 。 後 真 一 69－18 9 ギ
S K 12 2 0 2

2 2　 層

1．6 ② 右 側 線 を斜 め に 削 っ て 薄 くす る。

③ 正 面 ・裏 面 と も に木 目で 割 る 。

古 墳 前 期

自

　　）

19 0

W 1 8 0 8 1 0 1．0 下 端 左 を方 形 に切 り欠 く。下 端 よ り4 5 cm の 部 位 の 左 側 ① 上 端 は 正 面 と 裏 面 を削 っ て 切 断 し て い る 。 下 端 古 墳 時 代 80－19 0 板

目

／－、
ス

2 03 区 1 2．4 面 を切 り込 み 、上 に 向 か っ て 削 り取 っ て 上 部 をや や 幅 は 正 面 か ら斜 め に 削 っ て 切 り落 とす 。 中 期 69…19 0 ギ
S R 2 0 9 0 1

9　 層

2．6 狭 くす る。 ② 右 側 面 は 削 ら れ て い る と 思 わ れ る。 左 側 面 は 下

部 を 割 り刺 し、 上 部 は 削 られ て い る。

③ 正 面 ・裏 面 は劣 化 に よ り不 明 瞭 だ が 、 平 坦 で あ り

加 工 され て い る 可 能 性 が あ る 。

－ヽ／

19 1

W K 7 0 6 10 0 ．8 下 部 が 上 部 に く らベ 5 cm 程 幅 狭 くな っ て い る。左 側 面 （丑下 端 は右 側 面 か ら斜 め に 切 り落 と して い る。 古 墳 時 代

．こLJL＿

8 0 －1 9 1 追 ノ′‾ヽ・、
ス

5　 区 9 ．4 の 幅 狭 く な る部 分 の 上 端 に は 長 さ 2 cm 強 の 孔 が あ っ （訂右 側 面 は 平 坦 だ が 割 り刺 し て い る 可 能 性 が あ 削期 69 －1 9 1

柾

目

ギ
10　 層 1．8 た と思 わ れ る。右 側 緑 上 部 に小 孔 が あ り、下 部 に も孔 る。 左 側 面 は 割 り刺 し て い る 。 　　）

痕 と思 わ れ る切 り欠 きが あ る。 上 端 は 欠 損 。 ③ 正 面 は 全 面 チ ョウ ナ で 加 工 して い る。 裏 面 も不

明 瞭 だ が チ ョウ ナ で 加 工 さ れ て い る と思 わ れ る。

19 2

W K l 1 8 5 9 3 ．8 下 端 を 矢 板 状 に 加 工 す る。板 は左 か ら右 に 向 か っ て 厚 ① 下 端 は 両 側 面 を切 っ て 尖 らせ 先 端 を正 面 ・裏 面 弥 生 後 期 80 －1 9 2 板

目

ノー．．、、
ス

10　 区 2 1．6 くな る。 左 側 線 中 央 に 小 孔 を 2 つ 横 に 並 ぶ よ う に 穿 か ら削 る。 後 葉 ～ 69－1 9 2 ギ
S K l O 3 5 0 3

矢 板 列

35　 層

3．0 つ 。 上 端 は 欠 損 。 ② 左 側 緑 を チ ョウ ナ で 削 り薄 く加 工 す る。 右 側 面

は 割 り刺 し て い る。

③ 正 面 ・裏 面 と も に 木 目 で割 り刺 し て い る。

古 墳 前 期 －ヽ－．′‘

19 3

W K l 1 8 6 8 5．2 下 端 を 矢 板 状 に加 工 す る 。左 が や や 薄 い 。左 側 緑 中 央 ① 下 端 は 両 側 面 を切 っ て 尖 ら せ る 。 正 面 も 薄 く削 弥 生 後 期 80－19 3 板

目

／－、
ス

10　 区 20．7 に 小 孔 を 1 つ 穿 ち 、そ の や や 下 に小 さな 緩 い Ⅴ 字 状 の り、 裏 面 も先 端 の み 削 る。 後 葉 ～ 69－19 3 ギ
S K lO 3 5 0 3

矢 板 列

35　 層

1．8 切 り欠 きが あ る。 上 端 は 劣 化 し欠 損 して い る 。 ② 左 側 緑 を 薄 くす る た め 正 面 ・裏 面 を チ ョウ ナ で

削 る 。 右 側 面 は 割 り剥 され て い る と思 わ れ る。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 り刺 して い る 。

古 墳 前 期 ＼－／

19 4

W K 1 1 8 3 7 2．5 や や 厚 め の 板 を矢 板 に加 工 し て い る。左 に 向 か っ て 厚 （》 下 端 は 両 側 面 を 削 っ て 尖 ら せ る 。 先 端 は 裏 面 を 弥 生 後 期 80－19 4 板

目

／‾ヽヽ
ス

1 0　 区 19．3 くな る 。正 面 右 側 が 炭 化 して い る 。右 側 緑 下 部 に 小 孔 削 りや や 薄 く な る 。 後 菓 ～ 69－1 9 4 ギ
S K l O 3 5 0 3 2．9 の 痕 跡 と 思 わ れ る 切 り込 み が あ る。 上 端 は 劣 化 し欠 ② 右 側 緑 は 正 面 を 削 り薄 くす る。 左 側 面 は 割 り剥 古 墳 前 期 ．ヽ．＿′′

矢 板 列

35　 層

損 。 し て い る と思 わ れ る。

③ 正 面 は 右 側 を チ ョウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 木 目 で

割 っ て い る 。

19 5

19 6

1 9 7

1 9 8

W 4 1 2 8 5 5 ．5 左 側 緑 中 央 と 下 端 に 小 孔 が あ る。下 端 は 矢 板 状 に加 工 （》上 端 は粗 く切 断 され て い る 。下 端 は両 側 面 を チ ヨ 弥 生 後 期 8 0－1 9 5 板

目

板

目

板

目

板

／－．＼
ス

6　 区 20 ．4 さ れ て い る。

下 端 を 矢 板 状 に 加 工 す る。右 側 緑 に小 孔 を穿 つ 。や や

ウ ナ で 斜 め に 切 っ て 尖 ら せ る 。 後 菓 ～ 6 9－1 9 5

8 0 －1 9 6

ギ
S K 6 1 6 0 6

1 6　 層

W K l 18 2

1．8

5 4．0

② 右 側 面 は 割 り刺 し、 左 側 線 は 正 面 を斜 め に 削 っ

て 薄 くす る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も 全 面 チ ョウ ナ で 加 工 す る 。

① 下 端 は 両 側 面 を斜 め に切 っ て 尖 らせ る。

古 墳 前 期

弥 生 後 期

一ヽ一．′

ノー．‘・．・ヽ
ス

10　 区 19．2 左 に 向 か っ て 厚 くな る 。 上 端 は 欠 損 。

下 端 を 細 く 尖 らせ て い る 。 中 心 線 上 に 2 つ 小 孔 を 穿

② 右 側 緑 を 正 面 ・裏 面 と も チ ョウ ナ で 削 り薄 く加 後 菓 ～ 郡 －19 6

8 ト 1 9 7

ぎ

ス

S K lO 3 5 0 3

矢 板 列

35　 層

W 2 0 4 0

2．4

5 7．4

工 す る 。 右 側 面 は割 り刺 して い る。

③ 正 面 は 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 木 目 で 割 り

刺 し て い る。

① 下 端 は チ ョウ ナ で 両 側 面 を 削 り尖 らせ る。

古 墳 前 期

弥 生 後 期

6　 区 19．6 つ 。孔 間 は 約 3 ．5c m 、右 側 緑 上 部 に も小 孔 が あ る 。上 端 ② 劣 化 の た め不 明 だ が 、 右 側 線 は 正 面 ・裏 面 を 削 り 後 菓 ～ 70－1 9 7

8ト 19 8

ギ

ノー・、
ス
ぎ

S K 6 16 0 1

1 6　 層

W 2 0 0 3

3．1

6 6．8

は 欠 損 。

幅 広 の 板 材 を 矢 板 に 加 工 して い る。中 心 線 上 に 小 孔 が

薄 く仕 上 げ て い る。

③ 正 面 は ほ ぼ 全 面 を チ ョウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 平 坦

と な る よ う に一 部 を 加 工 す る 。

① 下 端 は 直 線 的 に 切 り、 左 右 の 角 を 切 り落 とす よ

古 墳 前 期

弥 生 後 期

6　 区 3 7．6 2 つ あ る 。 孔 間 は 約 3 ．5c m 。左 側 線 上 に も小 孔 を穿 つ 。 う に 両 側 面 か ら切 り落 と し て い る 。 後 葉 ～ 70－19 8

S K 6 1 6 0 1 3 ．7 こ の ほ か 上 端 に 3 つ 孔 が あ るが 人 為 的 な もの か ど う ② 右 側 面 は 割 り剥 し て い る と 思 わ れ る。 左 側 面 は 古 墳 前 期

目16　 層 か 不 明 で あ る 。 上 部 は 劣 化 の た め 欠 損 。 チ ョウ ナ で 斜 め に 削 る 。

－40－
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全長 形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ①両端の加工

②側面の加工 年代観
実測図版

木

取

樹

口‾7デ

出土遺構
出土層位

幅
厚 さ

③表面の加工 写真図版 り 種

W 4166 70．2 両側緑 中央に小孔を穿っている。下端はやや薄 くなっ ①下端は正面 と裏面から斧状の工具で直線的に切 弥生後期 8 1－199 板 ノ－．・ヽス
6　 区
C l√2 1enO

3 1．2

りr）

て いる。上端は劣化し、欠損 している。 断し、両方の角を落 とす ように両側面から斜めに

一打川 舟 ！

後葉～

士士酋前某日
70－199 ギ

I）
19 9 J ⊥ゝU ⊥UUくつ
16　 層

ん．乙J フJ　ノ　ノ 　ヽヽ　○
② 右 側 線 は 正 面 を、 左 側 緑 は 裏 面 を斜 め に 削 り薄

くす る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も 全 面 チ ョ ウナ で 加 工 して い る 。

ト」　▼ノ呵IJ．J／VIJ

目

20 0

W 4 1 6 7 7 5．4 1 9 9 に似 る。両 側 線 中 央 に 小 孔 を 穿 つ 。上 部 は 劣 化 の た ① 下 端 は 両 側 面 を斜 め に切 っ て 尖 らせ る 。 弥 生 後 期 8上 20 0 板 ノー．－、
ス

6　 区 31．8 め の 欠 損 。 下 端 は 矢 板 に 加 工 さ れ て い る 。 ② 右 側 緑 は 正 面 を、左 側 緑 は裏 面 を斜 め に 削 り、端 後 菓 ～ 70－20 0 ギ

S K 6 16 0 8

1 6　 層

2．2 部 を薄 くす る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も チ ョ ウ ナ で 全 面 加 工 。

古 墳 前 期

目

－ヽ／

20 1

W K 7 6 2 9 0．2 中 心 線 上 に孔 が 1 つ あ り、そ の 下 方 に も斧 状 の 工 具 で ① 下 端 は 両 側 面 を斜 め に 切 っ て 尖 らせ る。 先 端 部 古 墳 前 期 8上 20 1 追 ′一、ヽ
ス

5　 区 35．6 切 断 さ れ て い るが 、孔 痕 が 1 つ あ る。孔 間 は約 20cm 。 は 欠 損 して い る が 切 断 の 可 能 性 もあ る 。 70－20 1

柾
ギ

S K 5 10 0 9 2．2 孔 は正 面 よ り穿 つ 。両 側 緑 の 上 端 に も欠 損 し て い る が ② 両 側 面 と も 平 坦 に 加 工 さ れ て い る と思 わ れ る 。 　　）

10　 層 2 つ 孔 痕 が 残 る。そ の 下 に も孔 痕 の 可 能 性 の あ る箇 所

が 1 つ ず つ あ る 。 上 端 は 欠 損 。

③ 正 面 ・裏 面 と も に チ ョ ウ ナ で 全 面 加 工 して い る 。

目

202

W 2 0 2 1 7 9．2 や や 右 側 寄 りに 孔 が 上 下 並 ぶ よ う な形 で 穿 つ 。孔 間 は ① 下 端 は 両 側 面 を削 っ て 尖 ら せ る 。 上 端 は斧 状 の 弥 生 後 期 81－20 2 板

目

／－ヽ、
ス

6　 区 29．8 約 4 c m 。や や 左 側 が 厚 くな る 。裏 面 の 孔 と孔 の 間 の 位 工 具 で 切 断 す る 。 後 菓 ～ 70－20 2 ギ

S K 6 16 0 1

1 6　 層

3．3 置 に別 の 部 材 が 組 合 わ せ られ た と思 わ れ る 。 ② 両 側 面 と も加 工 痕 は 見 ら れ な い 。

③ 正 面 は 全 面 チ ョウ ナ で 加 工 。 裏 面 は木 目 で 割 り

一 部 を チ ョ ウ ナ で 調 整 す る 。

古 墳 前 期 　　）

203

W 2 0 2 8 6 9．4 中 心 線 上 の 下 部 に小 孔 を上 下 並 ぶ よ うに 穿 つ 。孔 間 は ① 下 端 は 両 側 か ら 斜 め に 切 り 込 ん で 尖 ら せ て い 弥 生 後 期 8 1－20 3 板

目

ノーヽ、．
ス

6　 区 3 2．0 約 4 c m 。間 に 別 の 部 材 を組 み 合 わ せ て い た と思 わ れ 、 る。 先 端 は 直 線 的 に切 断 さ れ て い る。 後 菓 ～ 70－20 3 ギ

S K 6 1 6 0 1 3．6 や や 窪 む 。 ま た孔 の 周 囲 の 正 面 は 削 ら れ て い る 。上 端 ② 右 側 緑 正 面 は 削 っ て や や 薄 く して い る が 、 加 工 古 墳 前 期 －ヽ／

16　 層 は 欠 損 。 痕 は 不 明 瞭 で あ る。

③ 正 面 ・裏 面 と も割 り刺 し た 面 で あ る。

2 04

W 4 1 6 4 9 2 ．0 矢 板 上 に 加 工 さ れ た 幅 広 の 板 で 、左 側 が 厚 い 。上 端 は ① 下 端 は 右 を 大 き く切 り、 左 を 僅 か に 切 っ て 尖 ら 弥 生 後 期 8 2－20 4 板

目

／‾－、
ス

6　 区 3 1．3 欠 損 。 せ る 。 後 葉 ～ 7上 20 4 ギ

S K 6 1 6 0 8

1 6　 層

3 ．8 ② 両 側 面 と も平 坦 に 加 工 さ れ て い る 可 能 性 が あ

る。

③ 正 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 左 側 緑 裏 面 を チ ョ

ウナ で 加 工 し て い る と 思 わ れ る。

古 墳 前 期 ＼－．一′

20 5

W K 2 4 9 2 7 9 ．0 や や 縦 長 の 矢 板 状 に加 工 さ れ て い る。 上 端 は 欠 損 。 （》下 端 は両 側 面 を 切 っ て 尖 らせ る 。 弥 生 後 期 8 2－20 5 板 ／一‾ヽ・ヽ
ス

9　 区 18 ．8 ② 両 側 面 と も加 工 の 可 能 性 が あ る。 後 葉 ～ 7 上 20 5 ギ

S K 9 3 8 0 3

3 8　 層

2 ．2 ③ 正 面 ・裏 面 と も割 り刺 し、 正 面 の み 一 部 を 加 工 す

る。

古 墳 前 期

目

＼一一′

20 6

W K 2 4 5 9 6 2．0 か な り厚 い 材 を 加 工 して 矢 板 に す る。正 面 に 僅 か に 段 ① 下 端 は 両 側 面 と裏 面 の 矢 端 を削 り尖 らせ る。 弥 生 後 期 8 2－20 6 柾

目

ノ－．．・ヽ
ス

9　 区 15．4 が あ り、 左 側 が 厚 く な っ て い る。 上 端 は 欠 損 。 ② 右 側 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 し、 左 側 面 は 割 り刺 し 後 菓 ～ 7 上 20 6 ギ

S K 9 3 8 0 3

3 8　 層

5．8 て い る 。

③ 正 面 の 右 側 は チ ョ ウ ナ で 全 面 加 工 し て い る が 、

左 側 は 割 り刺 し た 後 、 一 部 を チ ョ ウ ナ で 調 整 し て

い る。 裏 面 は 全 面 加 工 して い る。

古 墳 前 期 　　）

20 7

W K 1 9 7 5 6 4．0 矢 板 状 に加 工 さ れ て い る 。上 端 は 欠 損 し て い る が 、粗 ① 下 端 は 両 側 面 を切 っ て 尖 らせ る。 弥 生 後 期 8 2－20 7 板 ／－．・．ヽ
ス

9　 区 17．4 く切 断 さ れ た 可 能 性 も あ る。 ② 両 側 面 と も割 り剥 し て い る と思 わ れ る。 後 菓 ～ 7 1－20 7 ギ

S K 9 3 8 0 2

3 8　 層

2．2 ③ 正 面 は不 明 瞭 だ が チ ョ ウ ナ で 加 工 さ れ て い る。

裏 面 は 割 り刺 し て い る。

古 墳 前 期

‖

　　）

208

W K 2 0 13 6 6．2 幅 の狭 い矢 板 状 に 加 工 さ れ て い る 。 ① 両 側 面 を切 っ て 尖 らせ るが 、左 は 僅 か に 、右 は 大 弥 生 後 期 8 2－20 8 板

目

／‾・、L
ス

9　 区 12．6 き く切 る。 先 端 の み 正 面 を削 る。 後 菓 ～ 7 1－20 8 ギ

S K 9 3 8 0 2

3 8　 層

1．6 ② 右 側 面 は 割 り刺 して い る 。 左 側 面 は 平 坦 に 加 工

して い る可 能 性 が あ る。

③ 平 面 は チ ョウ ナ で 加 工 して い る と思 わ れ 、 裏 面

は 割 り刺 し て い る 。

古 墳 前 期 ＼－／

209

W K 2 0 2 1 6 4．0 2 0 8 に 似 る。 幅 の 狭 い 矢 板 状 に 加 工 され て い る 。 ① 上 端 は粗 く切 断 す る 。 下 端 は 両 側 面 を 切 っ て 尖 弥 生 後 期 82 －20 9 板

目

ノー、ヽ．
ス

9　 区 11．8 らせ る 。 後 葉 ～ 7 1－20 9 ギ

S K 9 3 8 0 2

3 8　 層

1．9 （塾両 側 面 と も加 工 痕 は 不 明 瞭 で あ る 。 割 り刺 し た

可 能 性 が あ る 。

③ 正 面 は割 り刺 し一 部 を チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。 裏

面 は 割 り刺 した 面 。

古 墳 前 期 －ヽ／

2 1 0

W K 2 4 6 1 6 6．2 矢 板 状 に 加 工 され て い る 。上 端 は 欠 損 。上 端 左 に 孔 痕 ① 下 端 は 両 側 面 か ら斜 め に 切 り込 ん で 尖 ら せ る。 弥 生 後 期 82 －21 0 板

目

ノ－．＼
ス

9　 区 22．6 の 可 能 性 の あ る切 り欠 き が 残 る 。 ② 右 側 面 は 割 り刺 し、 左 側 面 は 斜 め に 削 っ て あ る 後 菓 ～ 7 ト 21 0 ギ

S K 9 3 8 0 3

3 8　 層

2．6 と思 わ れ る。

③ 正 面 は 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 して い る。 厚 さ を 調

整 す る た め 右 側 の 裏 面 を チ ョウ ナ で 削 っ て い る。

古 墳 前 期 ＿ヽ／

2 1 1

W K 1 9 6 1 8 2 ．2 や や 幅 広 の 材 を 矢 板 状 に 加 工 して い る 。上 端 は 欠 損 。 ① 下 端 は 両 側 面 を斜 め に切 り尖 らせ る 。 弥 生 後 期 82 －21 1 板

目

ノ－．＼
ス

9　 区 25 ．4 ② 両 側 面 と も割 ら れ て い る と思 わ れ る 。 右 側 緑 が 後 葉 ～ 7 1－21 1 ギ

S K 9 3 8 0 2

3 8　 層

2 ．1 や や 薄 くな る た め 加 工 の 可 能 性 が あ る 。

③ 正 面 は 右 側 を チ ョウ ナ で 削 り、 左 側 は 割 り刺 し

た ま ま と な っ て い る 。 裏 面 も割 り刺 して い る 。

古 墳 前 期 　　）

－41－
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区

法 量 （cm ）

全 長
形　　　　　　　　 能

技　　 法　　　　　 ① 両 端 の 加 工

l 年 代 観

実 測 図 版 木 樹

種
出 土 遺 構

出 土 層 位

幅

厚 さ

二／　　　　　　　　　　　　　　　　 Ju－1 ② 側 面 の 加 工

③ 表 面 の 加 工
写 真 図 版 取

り

2 12

W K l 18 7 5 9．6 下 端 を 矢 板 状 に 加 工 す る が 、や や 丸 み を 帯 び て 加 工 さ ① 下 端 は 両 側 面 を 斜 め に 切 り 込 ん で 尖 らせ る 。 弥 生 後 期 82－21 2 柾

目

／‾、、
ス
ぎ

10　 区 15．2

3．4

れ て い た も の を、 さ ら に削 っ た と考 え られ る 。上 端 は ② 右 側 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 し た と思 わ れ る。 左 側 後 葉 ～ 71－2 1 2
S K lO 3 5 0 3

矢 板 列

35　 層

欠 損 。 面 は 割 り刺 して い る。

③ 正 面 ・裏 面 と も 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 して い る 。 上

部 は 劣 化 の た め や や 不 明 瞭 。

古 墳 前 期

213

W K 2 6 2 9 5 5．4 矢 板 状 に 加 工 して い る 。左 側 が 欠 損 し て い る。上 端 も ① 下 端 は 両 側 面 を切 り込 ん で 尖 らせ る。 弥 生 後 期 8 2－2 13 板

目

′－．・ヽ
ス
ぎ

9　 区

S K 9 3 8 0 2

3 8　 層

14．6

2．0

欠 損 。 ② 右 側 面 は平 坦 と な る よ う に 加 工 す る。

③ 正 面 は木 目 で 割 り、 そ の 上 を チ ョウ ナ で 調 整 し

て い る。 裏 面 は 木 目 で 割 っ て い る 。

後 葉 ～

古 墳 前 期

7 ト 21 3

2 1 4

W 2 0 0 2 6 4 ．2 矢 板 が 2 つ に 割 れ 、 左 側 が 割 れ た 形 状 を して い る 。 ① 上 端 は 刃 幅 2 cm の 斧 状 工 具 で 切 断 す る 。 下 端 は 弥 生 後 期 82－21 4 板

目

ノ′‾h＼
ス
ぎ

9　 区

S K 9 3 8 0 3

3 8　 層

18．2

2．6

右 側 面 を斜 め に切 り、 下 端 を 尖 らせ る 。

② 左 側 面 は割 れ 、 右 側 面 は チ ョ ウ ナ で 加 工 さ れ た

可 能 性 が あ る。

③ 正 面 ・裏 面 と も全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。

後 菓 ～

古 墳 前 期

71－2 1 4

2 1 5

W K 2 4 5 5 6 7．4 右 側 か ら左 側 に 向 か っ て や や 厚 く な る板 材 を 矢 板 に ① 下 端 は 両 側 面 を 削 っ て 尖 ら せ る 。 弥 生 後 期 8 2－2 15 板

目

／‘．．ヽ・ヽ
ス
ぎ

9　 区 20．0 加 工 す る 。右 側 線 中 央 部 が 細 か く削 り取 られ て い る 。 ② 側 線 が や や 薄 く な る よ う に 仕 上 げ る 。 右 側 面 は 後 葉 ～ 71－21 5
S K 9 3 8 0 3

3 8　 層

2．2 割 り剥 して い る と思 わ れ る 。

③ 正 面 は 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 し、 裏 面 も右 側 線 裏

を 除 き チ ョ ウ ナ で 加 工 す る 。

古 墳 前 期

2 16

W K 14 9 2 1 0 3 ．9 中央 よ りや や 右 寄 り に 幅 約 4 cm の 溝 を 上 か ら下 ま で ① 下 端 は 両 側 面 を 切 り尖 らせ る 。 先 端 の み 正 面 も 弥 生 後 期 82－2 1 6 板

目

ノ－・ヽ
ス
ぎ

10　 区 14 ．9 刻 む 。溝 は 深 さ約 1 cm 。上 端 は 欠 損 。欠 損 部 に約 6cm x 削 る。 後 菓 ～ 71－2 1 6
S K lO 3 3 0 5

3 3　 層

6．0 4．5 cm の 孔 を穿 つ 。 ② 右 側 面 は割 り剥 さ れ て い る 。 左 側 面 は チ ョウ ナ

で調 整 して い る。

③ 正 面 と裏 面 は木 目で 割 っ て い る 。

古 墳 前 期

217

W 6 5 5 1 1 2．5 裏 面 に深 さ 1 cm 弱 、幅 1 c m 前 後 の 断 面 が 緩 い Ⅴ 字 形 と ① 下 端 は U 字 形 に切 り取 る 。 上 端 は 幅 9 cm の 大 き 弥 生 後 期 82－21 7 板

目

／－．、
ス
ぎ

8　 区 15．4 な る溝 を 刻 む 。 溝 は 正 面 に 4 本 、裏 面 に 3 本 あ る 。上 な 方 形 に切 り欠 く。 後 菓 ～ 7上 21 7
S K 8 1 7 a O 5

1 7 a 層

5．0 端 下 端 と も先 端 左 を欠 損 す る 。 ② 両 側 面 は平 坦 と な る よ うに 加 工 され て い る。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目で 割 り 刺 す 。

古 墳 前 期

2 18

W　 4 1 4 3 ．8 や や 厚 い板 材 で 杭 状 の 加 工 を 受 け て い る。裏 面 の 中 心 ① 下 端 は 両 側 面 を 割 り刺 し て 尖 らせ て い る。 明 確 平 安 83 －21 8 板

目

ノ－ヽ、
ス
ぎ

2　 区 17 ．6 線 上 に 縦 方 向 に表 面 を割 り取 っ て い るが 、加 工 で あ る な 加 工 で は な い 。 72－2 1 8
S K 2 0 6 0 1

6　 層

4 ．9 か 不 明 。 ② 両 側 面 は 比 較 的 平 坦 に な っ て い る が 、 一 定 の 面

が 見 ら れ ず 加 工 で あ る か 不 明 。

③ 正 面 は チ ョウ ナ 状 の 工 具 で 粗 く縦 方 向 に 加 工 。

裏 面 は 木 目 で 割 れ て い る 。

219

W 3 3 5 5 1 6 5．0 上 端 と 下 端 で 加 工 が 異 な る 。上 端 は 直 線 で 切 り、薄 く ① 上 端 は斧 状 の 工 具 で 正 面 と裏 面 か ら切 り 込 み 直 弥 生 後 期 83 －2 19 板

目

／‾＼
ス
ぎ

6　 区 14．6 削 られ 、下 端 は左 を 方 形 に 切 り欠 く。左 側 を 欠 損 して 線 的 に 切 断 す る。 ま た 正 面 を 削 り薄 くす る。下 端 は 後 葉 ～ 7 2－21 9
S K 6 1 6 0 1

1 6　 層

2．0 い る と思 わ れ る 。 先 端 は 上 端 と同 様 だ が 、方 形 の 切 り欠 きが あ り、表

面 の 調 整 は見 られ な い 。

② 右 側 面 は割 り刺 して い る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 り、 正 面 は 一 部 を チ ョ ウ

ナ で 加 工 す る。

古 墳 前 期

220

2 2 1

2 2 2

2 2 3

W 7 7 6 2 4 2．8 や や 厚 め の板 材 。厚 さ ほ ぼ 一 定 で あ る 。全 体 的 に 表 面 ① 上 端 は 斧 状 の 工 具 で切 断 す る 。 奈 良 ～ 83－2 2 0 板

目

板

目

板

目

板

目

／－．ヽ
ス
ぎ

／‾‾ヽ
ス
ぎ

′．．一、
ス
ぎ

ノー．・、
ス
ぎ

7　 区 20．2 の 劣 化 が 著 し く加 工 痕 は 不 明 瞭 で あ る 。 下 端 は 欠 損 ② 両 側 面 と も木 目で 割 っ て い る 。 平 安

弥 生 後 期

72－22 0

8 3－22 1

S R 7 0 8 0 1

8　 層

W 4 5 9

3．9

2 4 6．9

か 。 右 側 を や や 丸 く切 っ て い る と思 わ れ る 部 分 が あ

る。

側 線 部 に 小 孔 が 残 存 す る。右 側 線 に 3 つ あ り、孔 間 は

③ 正 面 は ほ ぼ 木 目で 割 っ て い る が 、 一 部 平 坦 に 調

整 す る た め チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。 裏 面 も木 目 で 割

る が 側 線 部 を 加 工 し て 平 坦 に し て い る と 思 わ れ

る。 明 確 な 加 工 痕 は 見 られ な い 。

① 上 端 は 左 側 を 欠 損 す る が 、 や や 丸 み を 帯 び る よ

2 ・3 区 2 2．4 4 6 cm と24 cm で 一 定 で は な い 。左 側 緑 に 1 つ あ るが 下 部 う に切 断 さ れ て い る 。下 端 は 欠 損 し て い るが 、正 面 後 葉 ～ 7 2－22 1

8 4－2 2 2

S K 2 1 2 0 4 1．9

7 2 ．3

ま欠 損 して お り他 に孔 が あ っ た 可 能 性 が あ る。下 端 は を削 り薄 くす る。 古 墳 前 期

弥 生 後 期

12　 層

W 7 7 8

欠 損 し て い る。

正 面 を 丸 く加 工 して い る 。径 25c m 前 後 の 円 柱 を 薄 く板

② 右 側 緑 は裏 面 を、 左 側 緑 は 正 面 を 削 り薄 くす る。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 り側 線 部 を チ ョ ウ ナ で

削 る。

① 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 切 断 し て い る 。 正 面 ・裏 面 両

8　 区 17．0 状 に割 っ た 材 の 可 能 性 が あ る。 上 端 は 欠 損 。

中 央 に 幅 広 く浅 い 溝 を 削 り出 して い る。 港 の 幅 は 7

側 面 か ら切 り込 み 中 央 を折 取 る 。 後 葉 ～ 72－2 2 2

8 4－22 3

S K 8 1 7 a O 2

1 7 a 層

4．2 ② 両 側 線 を チ ョウ ナ で 削 り丸 み を つ け る。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 っ て い る。

古 墳 前 期

W 52 8 6 6．6 ① 上 端 は 刃 幅 3 cm 程 度 の 斧 状 工 具 で 粗 く切 断 さ れ 弥 生 後 期
2e3 区 14．8 ～ 8 c m 前 後 、 深 さ は深 い と こ ろ で も 2 cm 弱 で あ る。 て い る。 下 端 は裏 面 を大 き く 2 回 削 りや や 薄 くす 後 真 一 72－22 3
S K 2 1 2 0 1

1 2　 層

3．6 る。 先 端 は 直 線 的 に 切 断 す る 。

② 両 側 面 と もチ ョウ ナ で 平 坦 に 削 る 。

③ 正 面 の 平 坦 部 は チ ョウ ナ で 加 工 。 溝 の 中 も大 き

な チ ョウ ナ 痕 が 見 ら れ る 。 裏 面 は 凸 凹 が あ る が 縦

方 向 に 加 工 す る。

古 墳 前 期

－42－
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木
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り

樹

種

224

W K 8 8 5 9 9．8 長 い 矢 板 状 に 加 工 され た 板 。両 側 面 を切 っ て 下 端 を 幅 ① 下 端 は 両 側 面 を切 り、幅 狭 くす る 。先 端 は 右 側 面 弥 生 後 期 84－22 4 板

目

／－．・ヽ
10　 区 19．4 狭 くす る加 工 だ が 、先 端 ま で切 り落 と さ ず 途 中 か ら 下 か ら斧 状 の 工 具 で 直 線 的 に 切 ら れ て い る 。 後 菓 ～ 72－22 4 ス

ギ
S K l O 3 3 0 1

3 3　 層

2．8 に 割 り刺 す 。 上 端 は 欠 損 。 ② 両 側 面 と も大 部 分 が 欠 損 して い る が 、 割 り剥 さ

れ て い る と思 わ れ る 。

③ 正 面 は 一 部 チ ョ ウ ナ で 調 整 。裏 面 は 木 目 で 割 る 。

古 墳 前 期 、ヽ＿．／

2 25

W K 2 9 0 7 8 0．2 正 面 の 両 側 緑 中 央 部 を チ ョウ ナ で 削 り、や や 丸 み を帯 ① 上 端 は粗 く切 り取 られ て い る。 刃 幅 2．5 cm の 切 断 弥 生 後 期 8 4－22 5 板

目

′－、
ス

10　 区 13．1 び る よ う に加 工 す る 。 痕 が 残 る 。 下 端 は 正 面 か ら 斧 状 の 工 具 で 直 線 的 に 後 葉 ～ 7 2－22 5 ギ
SK l O 3 3 0 4

3 3　 層

2．4 切 断 さ れ て い る 。

② 両 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 る 。 裏 面 の 両 側 緑 は 平 坦

と な る よ う に縦 方 向 に 加 工 す る。

古 墳 前 期 　　）

226

W K 1 3 7 6 6 3 ．6 薄 い 板 材 で 下 端 を 約 6 cm ほ ど ホ ゾ状 に突 出 させ る。上 ① 下 端 は両 側 面 か ら切 り込 ん で 割 り取 っ て い る。 弥 生 後 期 84 －22 6 板 ／‾ヽヽ
10　 区 9 ．8 端 は 欠 損 。 ② 両 側 面 と も平 坦 で 加 工 さ れ て い る と思 わ れ る。 後 菓 ～ 72－22 6 ス

ギ
S K lO 3 5 0 4

3 5　 層

1．9 ③ 正 面 ・裏 面 と も ほ ぼ 全 面 チ ョウ ナ で 加 工 し て い

る。

古 墳 前 期

目

　　）

227

W 1 6 2 2 4 0．1 断 面 と 中央 が 盛 り上 が る よ う に 加 工 され て い る 板 材 。 ① 下 端 は 斧 状 の 工 具 で 粗 く切 り落 と して い る 。 弥 生 中 期 84－22 7 追 ／－．．＼
2 ・3 区 10．3 右 側 緑 は木 目で 割 れ 落 ち て お り、元 は 左 と同 様 の 形 で ② 右 側 は 木 目 で 割 れ 、 左 側 は や や 薄 く な っ て お り、 前 葉 72－22 7

柾
ス
ギ

S X 2 2 0 0 1 3．6 あ っ た と思 わ れ る 。上 端 は 欠 損 。左 側 緑 も大 部 分 が 欠 加 工 さ れ た と思 わ れ る。 　　）
20　 層 損 。 ③ 裏 面 は ほ ぼ 平 坦 に 加 工 さ れ て い る。 目

228

W 5 1 0 7 1 1 8．6 厚 い板 材 を 加 工 し、下 部 に 一 辺 が 約 7 cm の 方 形 孔 を穿 ① 下 端 は 先 端 か ら 7 cm の 正 面 を削 り、 僅 か に 薄 く 弥 生 後 期 8 4－22 8 板

目

／－．．＼
ス

6　 区 24 ．2 ち 、上 部 に 幅 約 14cm の 大 型 の 孔 を 穿 つ 。下 端 は左 側 緑 す る 。上 端 は斧 状 の 工 具 で 切 断 した 可 能 性 が あ る 。 前 葉 7 3－22 8 ギ
S K 6 1 8 0 1 5．3 か ら 下 端 右 ま で 主 に 裏 面 か ら緩 や か に 丸 く切 っ て い ② 両 側 面 は や や 平 坦 な 部 分 も あ る が 割 り刺 さ れ て 　　）
18　 層 る。 い る と思 わ れ る 。

（診正 面 は ほ ぼ 木 目 で 割 り、 左 側 線 の 下 部 を チ ョ ウ

ナ で 調 整 す る。裏 面 も木 目 で 割 り、両 側 緑 を チ ョ ウ

ナ で 調 整 す る。

22 9

W 5 0 7 7 7 ．9 上 部 に約 2 cm x 2．5 cm の 孔 を 2 つ 穿 ち 、 下 端 に 8 cm x ① 下 端 はや や 丸 み を帯 び る よ う に切 断 し て い る。 弥 生 後 期 84 －22 9 板

目

ス
2 ・3 区 17 ．8 4 cm の 孔 を 1 つ 穿 っ て い る。右 側 に 比 べ 左 側 が 厚 く、 ③ 劣 化 の た め 全 体 的 に 加 工 痕 は 不 明 。 後 葉 ～ 73 －22 9 ギ

S K 2 1 2 0 4

1 2　 層

5．5 中央 に段 差 が で きて い る。上 端 ～ 左 側 線 ～ 下 端 左 を 欠

損 。 上 部 の 孔 間 は 約 6 cm で あ る 。

古 墳 前 期

i
W 1 7 5 7 9．7 中心 線 上 の 中 央 部 よ りや や 上 に 一 辺 が 約 5 cm の 方 形 ① 上 端 は 正 面 ・裏 面 か ら切 り込 ん で 切 断 す る。 下 端 奈 良 ～ 84－23 0 板 ／－．．．ヽ、

ーナ

230

W 1 7 5 7 9．7 中心 線 上 の 中 央 部 よ りや や 上 に 一 辺 が 約 5 cm の 方 形 ’① 上 端 は 正 面 ・裏 面 か ら切 り込 ん で 切 断 す る。 下 端 奈 良 ～ 84－23 0 板

目

／－．．．ヽ、
ス

1　 区 19．4 孔 を 穿 つ 。孔 は 主 に 正 面 か ら穿 っ て い る。孔 の あ る部 は 刃 幅 3 ．5 cm 前 後 の 斧 状 工 具 で 裏 面 を 削 っ て 切 断 す 平 安 73－23 0 ギ
S R 1 2 0 0 1 5．8 位 よ りや や 下 の 右 側 面 に 長 さ 6 cm の 決 りが あ る。決 り る 。 tヽ．一′

覆 土　 中

20　 層

は 下 か ら切 り欠 く。 （診両 側 面 と も木 目 で 割 る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 り、 左 側 綾 部 の 裏 側 を

チ ョ ウ ナ で 加 工 し、 や や 薄 く仕 上 げ る 。

231

W 8 7 2 6 6．2 断 面 が 緩 い U 字 形 に な る。 右 側 面 の ほ ぼ 中 央 に 長 さ ① 上 端 ・下 端 と も主 に 正 面 か ら斧 状 の 工 具 で 切 断 弥 生 後 期 8 4－23 1 板

目

ス

1　 区 19．8 6 ．5 cm の 決 りが あ り、半 円 形 に 削 ら れ て い る。決 りは 主 して い る 。 後 菓 ～ 7 3－23 1 ギ

S K 1 2 2 0 3

2 2　 層

6．8 に 正 面 か ら切 り込 ま れ て い る。 ② 右 側 面 は 平 坦 に 削 っ て い る 。 左 側 面 は 一 部 に平

坦 の 部 分 が あ る が 、 大 部 分 は 欠 損 して い る。

③ 正 面 ・裏 面 と も ほ ぼ 木 目 で 割 っ て い る 。

古 墳 前 期

23 2

W 8 5 8 5 0 ．5 上 部 に大 き な孔 痕 の あ る板 材 。孔 は劣 化 の た め 大 き く ① 上 端 は切 断 さ れ て い る。 下 端 は 一 部 欠 損 して い 弥 生 後 期 84 －23 2 板 ／－．ヽ
ス

10　 区 19 ．8 な っ て お り、実 際 の 幅 は 7 cm 強 程 度 と推 定 され る 。下 る が 、 半 分 は 斧 状 の 工 具 で 削 り取 られ て い る。 後 葉 ～ 72 －23 2 ギ
35　 層 3 ．6 端 左 側 を 欠 損 す る。 ② 両 側 面 と も割 り刺 さ れ て い る。

（診正 面 ・裏 面 と も割 り刺 し て い る。

古 墳 前 期

自

　　）

233

W 1 6 3 7 3 7．4 正 面 に刃 幅 2．5cm の 斧 状 工 具 の 切 断 痕 が 見 ら れ る。 直 ① 上 端 は 粗 く切 断 され て い る と思 わ れ る 。 下 端 は 弥 生 後 期 84 －23 3 柾

目

／‾．．．・ヽ
ス

1　 区 19．0 線 的 に 切 断 し よ う と した 痕 跡 か 。 正 面 は 幅 4 ．5 cm で 4 正 面 と 裏 面 両 方 か ら切 り込 ん で 直 線 的 に 切 断 す 後 葉 ～ 72 －23 3 ギ
S K 1 2 2 0 1

2 2　 層

2．4 列 、裏 面 は 幅 3 cm 強 で 5 列 の チ ョ ウ ナ 列 が あ る 。 る。

（診両 側 面 と も木 目 で 割 る。 左 側 緑 は 裏 面 を 斜 め に

削 っ て い る 。

③ 正 面 ・裏 面 と もほ げ 全 面 チ ョウ ナ で 加 工 す る。

古 墳 前 期 、ヽ＿．．／

23 4

W 15 6 3 6 0．6 厚 い板 を加 工 す る 。右 側 面 上 部 を約 9 cm x 5 c m の 方 形 ① 上 端 ・下 端 は 直 線 的 に切 断 す る。 弥 生 中 期 85－23 4 板

目

′｛・ヽ
ス

2 ・3 区 23．2 に 、 下 部 を 約 13 ．5c m X 9 c m の 方 形 に切 り欠 く。右 側 緑 ② 両 側 面 と も平 坦 に 加 工 さ れ て い る 。 右 側 綾 部 を 後 菓 73－23 4 ギ
S T －6 4 ．6 中 央 に 長 径 3 ．5c m 、短 径 2 c m の 梧 円孔 を穿 つ 。正 面 は孔 正 面 ・裏 面 と も に削 り薄 くす る 。 　　）

16　 層 の 周 囲 を削 り窪 め 、裏 面 は 周 囲 を 削 り、右 側 面 まで 続 ③ 正 面 は チ ョ ウ ナ で 平 坦 に 加 工 す る。 上 端 か ら 18

く溝 を 削 り 出 して い る。 cm と下 端 か ら 8 cm を 薄 く削 る。 裏 面 は 木 目 で 割 る 。

下 端 か ら 4 cm と上 端 か ら20 cm を薄 く削 る 。

235

W 3 8 6 8 7 ．6 右 側 緑 中 央 に8 ．5c m X 4 cm の 長 方 形 孔 を 穿 つ 。 正 面 中 ① 上 端 ・下 端 と も に 斧 状 の 工 具 で 直 線 的 に切 断 し 古 墳 中期 85－23 5 板

目

ス
2 ・3 区 26 ．7 央 部 が や や 窪 む よ う な 形 で 削 ら れ て い るが 、コ ブ状 に て い る。 73－23 5 ギ

S R 2 1 0 0 1 2．9 な っ た 部 分 を平 坦 に す る た め に 削 っ た と考 え られ る。 ② 右 側 面 は 割 り剥 さ れ て い る と思 わ れ る。 左 側 面

10　 層 上 端 か ら左 側 緑 上 部 を 欠 損 。 は孔 の あ る 部 分 も正 面 側 の 角 を取 る 形 で 削 る。

③ 正 面 e 裏 面 と も加 工 痕 は 不 明 瞭 だ が 平 坦 とな る

よ う に 加 工 され て い る 。

2 36

W 3 0 7 7 1 0 9．1 大 型 の 板 材 で 、右 側 緑 下 端 に孔 痕 が あ る。他 は 劣 化 が ① 上 端 ・下 端 と も劣 化 が 著 しい が 、 斧 状 の 工 具 で 直 弥 生 後 期 8 5－23 6 板

目

ス

1　 区 51．3 著 しい た め の 欠 損 と考 え られ る。 線 的 ！こ切 断 され て い る と思 わ れ る。 後 葉 ～ 7 3く－23 6 ギ

S K 1 2 2 0 4

2 2　 層

3．6 ② 右 側 面 は 木 目で 割 り刺 し、 左 側 面 も一 部 平 坦 で

は あ る が 割 り剥 さ れ て い る と 思 わ れ る 。

③ 正 面 ・裏 面 と も に 劣 化 が 著 し く加 工 痕 は 不 明 だ

が 、 平 坦 に 加 工 した と思 わ れ る 。

古 墳 前 期

－43－
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2 3 7

W K 1 4 8 2 9 0 ．5 長 方 形 型 の 厚 め の 板 材 。右 側 線 下 端 を約 1 3 cm x 5 cm の ① 上 端 ・下 端 と も直 線 的 に切 る 。 弥 生 後 期 8 5－2 3 7 板

目

ス

8　 区 2 6．0 長 方 形 に切 り欠 く。上 端 は劣 化 に よ り一 部 が 欠 損 し て ② 両 側 面 と も 目立 つ 加 工 が な く、 割 り刺 して い る 後 菓 ～ 7 3－2 3 7 ギ

S K 8 1 7 a O 2

1 7 a 層

3．8 い る 。 と思 わ れ る。

③ 正 面 ・裏 面 と も木 目 で 割 る 。

古 墳 前 期

2 3 8

W l 1 6 1 6 7．2 か な り厚 い板 材 。左 側 線 下 部 に 長 さ 4 cm 弱 の 孔 を 穿 っ （》上 端 は 斧 状 の 工 具 で 切 り落 と す 。 下 端 は 主 に 正 奈 良 ～ 8 5－2 3 8 板

目

／－、
ス

9　 区 3 4．6 た 痕 が あ る 。 正 面 ・裏 面 と も に 炭 化 して お り、．左 側 下 面 か ら切 り、 直 線 的 に 切 断 し て い る。 中 世 7 3－2 3 8 ギ
S R 9 3 3 0 3 5．6 部 は焼 損 して い る。下 端 の 右 が や や 丸 み を 帯 び て 加 工 ② 両 側 面 と も割 り剥 して い る と思 わ れ る 。 　　　）

3 3　 層 され て い る 。 ③ 正 面 ・裏 面 と も チ ョ ウ ナ で 平 坦 に 調 整 して あ り、

火 を 受 け た 後 に さ ら に 粗 く削 っ て 加 工 し た の で は

な い か と 思 わ れ る 。

2 3 9

W 1 6 3 5 4 2 2．5 残 存 長 の 割 に 材 厚 が 薄 く、保 存 状 態 も良 くな い 。中 央 ① 上 下 端 と も薄 く削 っ て い る 。 弥 生 後 期 8 6－2 3 9 板 ／－．、
ス

1　 区 2 3．0 部 と両 端 か ら約 1 m 離 れ た 位 置 の 右 側 緑 に 小 孔 を 穿 ② 左 側 緑 正 面 と右 側 線 裏 面 を 削 り 薄 くな る よ う に 後 菓 ～ 7 4－2 3 9 ギ

S K 1 2 2 0 2

2 2　 層

3．0 つ 。 中央 部 に は 当 た りの 加 工 が 残 る。 加 工 す る。 古 墳 前 期

目

－ヽ／

2 4 0

W 4 6 7 4 2 4 ．0 下 部 へ の 残 存 状 況 が 悪 く大 半 が 欠 損 し て い る。右 側 面 ① 上 端 は正 面 を削 り薄 く して い る 。 弥 生 後 期 8 6－2 4 0 板

目

／－．．・、
ス

2 e 3 区 1 1．6 に 小 孔 を 6 個 穿 つ 。中 央 部 は 割 れ て 残 存 状 況 が か な り ② 右 側 緑 正 面 を チ ョウ ナ で 加 工 す る 。 後 葉 － 7本 2 4 0 ギ
S K 2 1 2 0 4

1 2　 層

2 ．0 悪 い た め 、 当 た りの 加 工 は不 明 で あ る。 古 墳 前 期 －ヽ／

2 4 1

W 1 6 3 8 4 2 0 ．2 側 線 部 が 所 々 欠 損 し て い る。中 央 部 に 当 た りの 加 工 が ① 上 端 は正 面 と 裏 面 か ら削 っ て 薄 く し て い る が 、 弥 生 後 期 8 6－2 4 1 板

目

ノ－、
ス

1　 区 1 3 ．2 あ り、当 た りの 上 下 に 円孔 を穿 つ 。右 側 緑 に 小 孔 4 を 下 端 は 正 面 の み 削 る 。 後 葉 ～ 7十 2 4 1 ギ
S K 1 2 2 0 1

2 2　 層

2．4 穿 つ 。 古 墳 前 期 ヽヽ－′・′

2 4 2

W K 3 3 6 3 7 0．0 1 2 6 と同 様 、残 存 長 の 割 に 薄 い板 材 を使 用 して い る 。上 （参上 下 端 と も右 側 を 削 っ て い る 。 古 墳 前 期 8 6－2 4 2 板

目

／－‘．・・、
ス

5　 区 1 8．5 端 か ら約 1 m 下 方 の 小 孔 を 穿 つ 。中央 部 に は 当 た り の ② 右 側 線 を チ ョウ ナ で 加 工 す る 。 7 4－2 4 2 ギ

S K 5 1 0 0 4

10　 層

2．0 加 工 が 残 る 。 －ヽ．／

2 4 3

W K 3 3 7 3 6 4．8 側 線 部 を所 々 欠 損 して い る 。上 下 端 と中 央 を 薄 く加 工 ① 上 端 裏 面 を2 1 cm 、下 端 正 面 を 1 0 c m 、裏 面 を 1 6 c m 削 古 墳 前 期 8 6－2 4 3 板

目

／－．、
ス

5　 区

S K 5 10 0 4

1 0　 層

1 5．0

1．6

して い る。 り薄 くす る。

③ 正 面 は ほ ぼ 全 面 に チ ョ ウ ナ 痕 が あ る 。 裏 面 は右

側 綾 部 の み を削 る 。

7 4－2 4 3 ぎ

2 4 4

W 2 1 3 1 3 1 2．8 全 体 的 に 残 存 状 況 が 悪 い 。下 端 は欠 損 し て い る 。上 端 ① 上 端 正 面 6．4 cm 、 裏 面 9 c m を 削 る。 弥 生 後 期 8 6－2 4 4 板 ′－・・、
ス

1　 区 14 ．4 と中 央 部 を薄 く し て い る。右 側 線 の 上 端 よ り9 7 c m の 部 ② 正 面 右 側 緑 を削 っ て い る。 後 菓 ～ 7 4－2 4 4 目 ぎ
S K 1 2 2 0 2

2 2　 層

1．8 位 に 辺 1 cm の 小 孔 を 穿 つ 。 壁 板 材 。 ③ 中 央 は2 0 ．6 c m に わ た り正 面 の み を削 る。 古 墳 前 期 木

裏

2 4 5

W 4 6 0 3 17 ．2 上 部 欠 損 。全 体 的 に 劣 化 が 著 しい 。 中央 部 の 左 右 側 線 ① 下 端 は 丸 味 を帯 び る。 弥 生 後 期 8 6 －2 4 5 板 ／－．．＼
ス
ぎ2・3 区 2 2 ．6 に 並 ぶ よ う に 小 孔 を 穿 ち 、ほ か に も側 線 部 に孔 痕 が 残 （診正 面 は 不 明 瞭 だ が 、 ほ ぼ 全 面 に わ た っ て チ ョ ウ 後 葉 ～ 7 4 －2 4 5

S K 2 1 2 0 4

1 2　 層

2 ．0 る 。 上 端 は や や 大 き め の 孔 痕 と思 わ れ る 。 ナ で 加 工 して い る。 裏 面 は木 目 で 割 っ た 面 で あ る。 古 墳 前 期

目

2 4 6

2 4 7

2 4 8

2 4 9

2 5 0

2 5 1

W 18 5 3 3 1 4 ．0 右 側 を欠 損 し て い る。中 央 部 に 辺 1 cm の 小 孔 を 穿 つ 。

左 側 を欠 損 し て い る。下 端 よ り2 5．5 cm と そ の 上 方 6 0 c m

① 上 端 1 1 cm ～ 12 cm は 正 面 、 裏 面 を 削 っ て 薄 く し て 弥 生 後 期 8 6－2 4 6 板 ノ－．ヽ
ス
ぎ

／－・－、
ス
ぎ

／－．．＼
ス
ぎ

ノd‾．＼
ス
ぎ

ノ′．ヽヽ、
ス
ぎ

ノ－・、
ス
ぎ

9　 区 1 3．0 い る。下 端 は欠 損 の 可 能 性 が あ る が 、5．5 cm 程 度 正 面 後 菓 ～ 7 4－2 4 6

8 6－2 4 7

S K 9 3 8 0 2

3 8　 層

W K 5 3 0

1．8

2 5 8．6

が 薄 くな っ て い る。

② 左 側 線 を正 面 、 裏 面 と も削 り、 薄 く し て い る。

① 下 端 の 斜 め切 り落 と し は 二 次 加 工 か 。

古 墳 前 期

古 墳 前 期

弥 生 後 期

目

板

目

板

目

追

柾

目

板

5　 区

S K 5 10 0 6

10　 層

W 2 1 3 3

1 1．2

2．0

2 0 1．6

と 17 5 cm に 孔 を 穿 つ 。

右 側 線 の 上 部 と下 端 を欠 損 す る 。上 端 は 削 っ て や や 薄

③ 正 面 は ほ ぼ 全 面 チ ョ ウ ナ で 加 工 。 裏 面 は 割 り面

で あ る。

① 上 端 7 cm の 正 面 を 削 っ て 薄 くす る。

7 4－2 4 7

8 6－2 4 8

1　 区 1 3．8 くす る 。上 端 よ り6 8 c m の 部 位 とそ の 3 6 cm 下 方 に小 乱 を ② 左 側 綾 部 を チ ョ ウ ナ で 削 る 。

① 上 端 は 直 線 的 に 切 り落 と す 。

後 菓 ～ 7 4－2 4 8

8 7－2 4 9

S K 12 2 0 2

2 2　 層

S K ′「 10 －1 1

2．0

3 0 3．0

穿 つ 。

下 部 欠 損 。側 線 部 の 欠 損 も著 し い。右 側 緑 に 4 c m X 2

古 墳 前 期

弥 生 後 期

7　 区 9．8 c m の 楕 円 形 の 孔 が 3 つ 残 存 す る。 実 際 の 板 の 厚 さ2 ．2 ② 右 側 線 正 面 を 削 り薄 く す る。 左 側 線 裏 面 は 段 状 後 真 一 7 5－2 4 9

8 7－2 5 0

S K 7 1 0 0 7

1 0　 層

W 14 4 5

2．4

2 8 5 ．6

c m 。

下 部 欠 損 。 側 線 部 の 欠 損 も著 し い 。 左 側 緑 寄 り に 3

に な っ て い るが 、加 工 さ れ て い る か は 不 明 で あ る 。

② 正 面 の 左 右 側 線 を チ ョウ ナ で 加 工 す る 。

古 墳 前 期

弥 生 後 期

8　 区 12 ．8 c m x l．5 cm の 孔 を 穿 つ 。

残 存 状 況 が 悪 く、か な り欠 損 し て い る。1 3 6 と形 状 が 似

③ 裏 面 は か な り平 坦 で あ り、加 工 痕 は不 明 だ が 、丁 後 葉 ～ 7 5－2 5 0

8 7－2 5 1

S K 8 1 7 a O 3

1 7 a 層

W 1 4 6 8

2 ．2

1 7 7 ．4

寧 に 成 形 さ れ て い る 。

② 正 面 右 側 緑 に 不 明 瞭 だ が チ ョ ウ ナ痕 が 残 る。

古 墳 前 期

弥 生 後 期

目

板

目

8　 区

S K 8 1 7 a O 2

17 a 層

7 ．4

1．3

る。 1．5 cm x 3 c mの 楕 円 孔 が 中 央 部 に残 る。 ～古 墳 前

期

7 5 －2 5 1

－44－



板材20

番

号

登 録 番 号

区

出 土 遺 構

出 土 層 位

法 量 （cm ）

全 長

幅

厚 さ

形　　　　　　　 態

技　　 法　　　　　 ① 両 端 の 加 工

② 側 面 の 加 工

③ 表 面 の 加 工

年 代 観
実 測 図 版

写 真 図 版

木

取

り

樹

種

252

W 4 7 5 3 8 9．5 上 端 右 側 と 下 端 を 欠 損 す る 。上 端 よ り47cm の 部 位 と そ ① 上 端 は 僅 か に 残 る が 、 か な り直 線 的 に 切 断 さ れ 弥 生 後 期 87－2 52 板 ノ－・ヽ
2 03 区 15．2 の 178cm 下 方 に 辺 5．5cm の 方 形 孔 痕 が あ る が 、周 囲 が 著 て い る。 複 葉 ～ 75－25 2 ス

ギS K 212 0 4 6．8 し く欠 損 し、形 状 が 不 明 瞭 で あ る 。実 際 の 板 の 厚 さ 6．4 ② 両 側 面 と も下 部 を 削 り、 幅 を 調 整 した と 思 わ れ 古 墳 前 期

＝

－ヽ．一′
12　 層 cm 。 る 。

253

W K 7 0 5 2 5 2 ．5 下 部 を欠 損 す る 。辺 5 cm の 孔 痕 が 2 箇 所 、3 cm x 3．5cm ① 上 端 は 半 円 状 に な っ て い る が 、 加 工 か 欠 損 か は 古 墳 前 期 8 7－253 板

目

ノー‘．・ヽ
5　 区 20 ．3 の 小 孔 が 1 箇 所 残 る。 厚 さ が 均 一 な 板 材 。 劣 化 の た め 不 明 。 75－253 ス

ギ10　 層 断 面 3 ．1

径

② 平 坦 に 削 る。

③ 加 工 痕 は 不 明 だ が 、 か な り整 え られ て い る。
－ヽ／

254

W 1 5 5 4 2 4 1．0 中 央 に 4 cm x 4．5cm の 方 形 孔 を 穿 つ 。 幅 は や や 下 方 に ① 上 端 は 左 を 方 形 に 切 り欠 き、右 を 円 形 に 切 る 。下 弥 生 中 期 87 －254 板

目

ノ－・ヽ
2 ・3 区 16．6 向 か っ て 狭 くな る 。 実 際 の 板 の 厚 さ 4．2cm 。－ 端 も 同様 で あ る が 、 左 は 杭 の 加 工 の 際 に斜 め に 切 後 菓 75 －254 ス

ギ16　 層 断 面 4．4

径

られ た と考 え られ る 。

（診全 周 割 り面 。
〉

255

W 77 4 2 3 7．4 上 端 右 側 と右 側 線 の大 部 分 を欠 損 。下 端 も欠 損 して い ② 側 面 は 平 坦 に 削 る。 弥 生 後 期 87－25 5 板

目

／－、
2・3 区 19．3 る 。 ③ 正 面 、裏 面 と も板 の 中心 部 を チ ョ ウ ナ で 削 る。正 複 葉 ～ 75－25 5 ス

ギ
S K 212 0 1

1 2　 層

断 面 2．0

径

面 は 右 側 緑 も チ ョ ウ ナ で 加 工 し て い る。 古 墳 前 期 ＿ヽ＿／

25 6

W　 63 232 ．0 両 側 緑 と もか な り欠 損 して い る。 特 に 下 か ら 1／4 の 部 ① 上 端 は 平 坦 だ が 、 下 端 は 中 央 が や や 溝 状 に 窪 ん 平 安 8 7－256 ／‾・、
2　 区 20．6 位 が 大 き く欠 損 し、側 面 に 穴 が あ っ た 可 能 性 が あ る 。 で い る 。 75 －256 ス

ギS K 20 6 0 1

6　 層

断 面 6．0

径

実 際 の 板 の 厚 さ5 ．3cm 。 ② 右 側 緑 は 段 差 が 見 ら れ るが 、 下 端 に は な い 。

③ 加 工 痕 は 認 め ら れ ず 、木 目 で 割 っ た と思 わ れ る 。
　　）

257

W K 3 8 2 1 4．2 上 端 、下 端 と も に 中心 部 を 欠 損 す る。上 端 は U 字 状 に ② 側 面 は 平 坦 と な る よ う 加 工 す る。 古 墳 前 期 87 －257 板

目

ノーーヽ
5　 区

S K 5 10 0 1

1 0　 層

14．2

断 面 3．7

径

欠 い て い た 可 能 性 もあ る 。 ③ 正 面 は 割 り面 。裏 面 は 加 工 痕 不 明 だ が 、両 側 面 に

向 か っ て や や 薄 くな る。
75 －257 ス

ぎ

2 58

W 2 1 3 4 2 0 7 ．6 上 下 端 を 欠 損 す る。正 面 右 側 緑 中央 が や や 窪 む が 、欠 ① 下 端 は 杭 と して 二 次 加 工 を 受 け て い る 。 弥 生 後 期 87－25 8 板 ／－．・・ヽ
ス1　 区 15 ．4 損 に よ る もの と思 わ れ る。断 面 台 形 状 に な る板 材 で あ ② 正 面 左 側 線 を チ ョ ウ ナ で 加 工 す る。 複 葉 ～ 75－25 8 ぎ

S K 122 0 2

2 2　 層

断 面 3 ．2

径

る 。 実 際 の 板 の 厚 さ2 ．7cm 。 古 墳 前 期

目

I I

259

S K 7－10－634 38 0．3 細 長 い 材 で 中 心 部 が 溝 状 に な っ て い る。下 方 が や や 幅 （り上 端 、 下 端 と も加 工 痕 は 不 明 で あ る。 弥 生 後 期 8 7－259 I板

目

′、、
ス
ぎ

7　 区

S K 7 10 0 3

1 0　 層

5．7

断 面 2．8

径

広 くな る が 、 下 端 は 細 く尖 る 。 ③ 中央 部 に 溝 に 直 交 す る 加 工 が 右 側 緑 に あ る。 後 葉 ～

古 墳 前 期

7 5－259

－45－



養身農⑳紡織農観察轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養身◎紡織瑠

番

号

遺

物

名

登録番号

区

出土層位

出土遺構

法量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 技　　　　　　　　　 法

年

代
観

実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

1 栴

W 236 残存長 横柄で、出土した時既に歯が欠け散っていた。根元から 1 cmの間に10本前後 の歯を削り出すように切 り 奈 88－1 イ

8　 区

14b 層

1．1

残存幅

2．7

厚さ

0．5

歯先端まで3 cm弱である。 込まれている。 良

i

平

安

76－1 ス
ノ
キ

2

下

駄

W　 26 全長 最大幅が8．1cm と狭 く平面が楕円形 を呈する。歯の段差は 裏面の歯は幅3 cm ほど明瞭に削 り出している。 平 88－2 板

目

ス

2・3 区 19．6 残存 しているところで 1 cm以上あ り、明瞭な歯の段差が 緒孔は直径4 mm と小 さく回転穿孔 している。 安 76－2 ギ

6　 層 全幅

8．1

厚さ

2．5／1．2

ある。小さな円形の錯乱が3 つ穿たれており、前孔はほ

ぼ中央にあり、この下駄が左用か右用か不明である。

時

代

3

下

駄

W　 43 全長 全長が払 9cm と短 い。前後端 とも平坦面を作 り出 してい 比高差が1．5 cmほどあ り、歯のつけ根付近は幅2．7 古 88－3 板

目

ス

7　 区 15．9 る。錯乱は隅丸方形の長 さ1cmほどである。前孔は中央 cmほどあり、下端部では1．5cmほどになるように 墳 76－3 ギ

8　 層

S R 708 01
底近 く

全幅

7．8
厚さ

3．0／1．4

にあり、左右が不明である。 削り出されている。 後
l

奈

良

4
下

駄

W 503 全長 平面形は楕円を呈 し、錯乱は縦長の楕円形で、大 きく穿 他の下駄がすべてスギの板目材であるが、これ 古 88－4 柾

目

ス

7　 区 2 5．7 たれている。歯は使用のためか不明だが、残存部は低い。 は柾 目材を用いてい る。 墳 76－4 ギ

8　 層

S R 708 01

．全幅

10．9
厚さ

2．6／1．5

前孔が左 に寄っており、右足用である。 後
i

奈
良

5

下

W 574 全長 平面形は楕円を呈 し、緒孔は縦長の隅丸方形に大 きく穿 前後端の丸味は丁寧な整形 を施 している。左右 古 88－5 板 ス

7　 区 24．3 たれている。歯の幅は前の歯で1．7 cm と狭い。前歯 と後歯 の後孔は左右端近 くに穿っている。 墳 76－5 目 ギ

8　 層 全幅 との間が11．3cm と長い。前孔が右に寄ってお り左足用で 後
木

表駄
SR 7080 1 10．5

厚 さ

2．2／1．9

ある。 i

奈

良

6

下

駄

W 1210 残存長 残存幅が7．6 cm と幅狭である。平面形は楕円形である。緒 残存状態が悪 く加工痕 はあまり観察で きない。 奈 88－6 板

目

ス

9　 区 20．5 孔は前孔のみ残 り、縦長の楕円である。前孔が右に寄っ 歯の比高差は5 mm程 度で低 く削 り出 している。 良 76－6 ギ

33　層

S R 9330 1

全幅

7．6
厚 さ

1．8／1．5

ており、左足用である。 I

中

世

7

下

駄

W 38 0 残存長 下部三分の一程度が残存 している。平面形は楕円形であ 表面は残存部から判断すると平滑にする整形が 奈 88－7 板 ス

9　 区 9．2 ろう。高歯の下駄で歯の比高差が4．8cm もある。 施されている。高歯 は根本付近は幅広に、下端 良 76－7 日 ギ

22　層

S R 9 220 1

全幅

10．3
厚さ

6．0／1．5

部は幅狭に削り出している。 ！

中

世

木

表

8

下

駄

W　 3 2 残存長 左三分の一程度が残存 している。平面形は隅丸方形に近 外形は直線的に整形 し、角張った作りとなって 平 89－8 板

目

ノ－、ス
2・3 区 20．5 い楕円形 と考えられる。孔の部分が欠損 しているため、 いる。穿孔は欠損のため不明であるが、端から 安 77－8 ギ
6　 層 残存幅

4．5

厚さ

2．1／1．4

左用か着用か不明である。前歯の幅が約4 cm、後歯が約

4．5cm の幅を持つ。

1 cm程度内側に削ったと考えられる。 時

代

、－′

9

10

下

W 4 15 残存長 右二分の一弱が残存 している。平面形 は楕円形である。 残存状態が悪 く、加工痕が不明瞭である。歯は 奈 89－9 板

目

板

目

ヒ

9　 区 19．6 孔は前孔の一部 と後孔約半分が残るが、いずれも楕円形 前後 とも幅が約2．5cmで、歯 と歯の間が7．5 cm とや 良 77－9

89－10

ノ
キ

ノー、ス

S R 92 502 残存幅 であると考えられる。前方部がやや窪むため左足用の可 や広めである。前、後 とも先端は薄くなるよう l

駄

下

～ 93 303

W 374

5．2
厚さ

1．8／1．4

残存長

能性がある。

左二分の一が残存する。楕円形の平面 に円形の緒孔 を

に加工 されているようである。

前後の端がやや薄 く作 られている。歯は垂直に

中

世

奈

9　 区 21．5 穿っている。歯は幅3 cmで前歯の方が後歯 より5 mm程度 近い角度で削 り出されてお り、明瞭である。後 良 7′ト10 ギ
20　層 残存幅 高い。前孔の左がやや窪み、親指の痕跡 と考えると、右 孔は端に近 く穿ち、、直径約1．2 cm で回転穿孔 し I tヽ．＿／

駄
S K O 51 5．3

厚さ

2．8／1．2

足用 と推定される。 ている。前孔 も半分欠損 しているが、同程度の

大きさのもの と考えられる。

中

世
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装身・紡織2
番

号

遺

物
名

登録番号

区

出土層位

出土遺構

法量

（cm） 形　　　　　　　　　　 態 技　　　　　　　　 法
年

代

観

実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

11

紡 W　 43

5　 区

全長

8 5

直径 8．5cm ～9 cm程 の円盤状をなす。縦径 より横径の方が

長いと推定する　 中央の穿孔は 5　 四方の方形に穿たれ
やや横径の方が長い楕円になるが、表裏面 とも

、′滑を仕

平 89－11 追 ／‾・．・・、ス

錘

車

8　 層
洪水流痕跡

残存幅

7．2
厚さ

0．7

o　　　　　　　　　　　　　 Cm　　　　　　　 ／ノー　　し
ている。

平 7日ふイ上げをしている。 安

時
代

77－11
柾

目

柾

目

ぎ

ノメ．一・・、

12

W 1734 残 存長 軸木の上下端付近 に穴を穿って横木 を挿入固定 してい 下端部 と下の横木は欠落 しているが、ほぼ全体 弥 89－12
9　 区 6 8．5 る。軸木は残存部長で6 8．5 cmで あるが、推定すると全長74 が把握できる。軸木の上下端をやや有頭状にし 生 77－12 ス

ギ37b 層 全幅 cm程度になると思われる。横木の長さは2 1．8 cm あ り、提部 たり、掘部を削りだ した りしているように丁寧 後 －ヽ＿／
2 1．8

厚さ

3．0

は10．5 cm ある。 な作りである。 ！

古

墳

前

変通◎変通閑適遺物観察轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変通◎交易瑠
番

にコ写

遺

物

名

登録番 号

区

出土層 位

出土遺構

法 量

（cm ）
形　　　　　　　　　　　 態 技　　　　　　　　 法

年

代

観

実測 図版

写真 図版

木

取

り

樹

種

1 擢

W 1550 残 存 長 残存部 の長 さが44 ．1cm あ り、柄 の部分 は欠 落 して いる。下 残存状 態 は悪いが 、全体 的 に非 常 に丁 寧な作 り 弥

生

中

期

9 0－1 柾

目

カ
2 。3 区 44．1 端部 は若干欠 落 してい るが、ほぼ全体 の形 が推定 し得 る。 で ある。縦軸 の 中央 部 は凸帯状 に肥厚 に削 りだ 7 8－1 ス

16　 層

S K 2160 2

残 存幅

12．0

厚 さ

2．4

縦 軸 の中央部 は肥厚 に作 られ強 固な もの にな ってい る。 して お り、左右 端部 は薄 く仕上 げて いる。 、、ヽ
ザ
タ
ラ

2

a

準

構

造

船

船　 1 残存 長 やや 内側 に曲が る三 日月形 を してお り、上 と考 え られ る 残存 状況 が悪 く、薄 くな ってい る部分 が 多い。 弥

生

車

I

古

墳

90－2 a 追 ス
2 e3 区

12　 層

S K 2 12 01

636．0

残 存 幅

32．0

部分 に穴 が 9 箇所 残 る。 外面 の一部 に段差 が ある。

柾

目

ギ

2

b

準

船　 2 残存 長 一 端 は直線的 に切 られ、 もう一端 は 「く」の 字状 に切 ら 上 と考 え られ る端部 には削 り痕 が見 られ 、波 よ 弥

生

末

l

古

墳

90 …2b 追

柾

目

ス
ギ2 ・3 区 4 12 ．0 れてい るが、本 来 は a と同 じ形状 を してい た と考 え られ け板 を結合 した もの と考 え られ る。

構

造

船

12　 層

S K 2 120 1

残存 幅

37 ．0

る。上 と考 えられ る部分 に穴 が 11箇所残 る。

3 鞍

W　 4 6 残 存 長 残存部 の長 さが20cm あ ま りの小 型の鞍 で ある。 Ⅴ字の 屈 イ ヌマキの幹 が 自然 に屈 曲す る部分 を用 いて加 奈

良

l

平

安

91－3 柾

目

イ

ヌ

マ
キ

2 ・3 区 20．5 曲部 に長方形 の穴 が穿た れて い る。左 右の 中央部 付近 に エ してい る。 屈曲 部の ため、木 目が乱 れ、節 が 78－3
8　 層 残 存幅 は、 ほぼ正方形 に近 い穴 があ る。先端 へ行 くとや や薄 く 多 く加工 に困難 で あ った らし く、不規則 な加 工

19．4

厚 さ

2 ．1

な り、 Ⅴ字の屈 曲部付 近 は厚手 にで きてい る。左 半分 が

欠 落 してい る。

痕 が多 く観察 で きる。

4 鞍

W 238 残存 長 1 同様小 型の鞍 であ る。 3 ヶ所の 穴は いずれ も長方 形で 1 同様、木 目が 乱れ てお り、 素性 の悪 い屈 曲部 古

墳

l

奈

良

9 「4 柾

目

ヒ
サ
カ
キ

7　 区

8　 層

S R 7080 1

16．6

残 存 幅

27．7

厚 さ

2．1

ほぼ 同形 であ った。厚 さは1．7 cm ほ どで全体 同 じくらいの

厚 さに してい る。右 側 の穴 よ り先端 は欠落 してい る。

を用 い て加 工 してい る。 78－4

5

付 W 659 残存 長 頭 部 を圭頭状 に し、左 右両側 か らⅤ字 型に 1 ヶ所づ つ切 薄 い板 目の板材 を幅 2．5 cm ほどに し、一 方の端 部 奈

良

！

平

安

9 1…5 板

目

／－．．ヽ
ス
ぎ

礼

状

木

製

口
目口

1　 区

20　 層

S R 1200 1

11．2

全幅

2 ．5

厚 さ

0．3

り込ん でい る。 下端部 は欠 落 してい る。 を圭頭状 に してⅤ字 の くびれ を切 り込 む ことで

型 を作 って いる。加工 は概 ね直線 的で あ る。

78 －5

6

付 W 18 全 長 厚 さは厚 い とこ ろで 7 mm ほ どあ り、 やや厚 手で あ る。 頭 切断 はすべ て直線 的で あ る。表 裏面 とも剥 離 も 平

安

時

代

91－6 板

目

ノ′－一・、ヽ
ス
ぎ

礼

状

木

製

2・3 区

6　 層

9．7

全幅

2．6

厚 さ

部は圭 頭状 に し、肩 はナ デ肩状 に削 りだ して いる。表 裏 あ るが、不整 形の まま放 置 してい る と観察 で き

る。

78－6
面 とも凸凹の あ る剥 離面 であ る。下端 は直線 的 に落 と し

てい る。

ロ
ロlコ 0 ．6

7

付 W　 6 全長 当初 、人形 木製 品 と分類 されて いた もので ある。圭 頭状 表 面 を丁寧 に整 形 してい る。切断 はすべ て直線 中

近

世

9 1－7 板

目

ノーh・・・、
ス
ぎ

札 3　 区 11．9 に頭 を切 り、肩 はナデ肩 状 に切 り込 ん でい る。 下端 部 は 的 であ る。 78 －7
状

木

製

「丁ロロ

5　 層 全幅

2．1

厚 さ

0．7

一部 欠落 してい るが、尖 らせ る ように切 り込ん で いる。
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交通・交易2

番　。

写

遺

物
名

登録番号

区

出土層位
出土遺構

法量

（cm）
形　　　　　　　　　　 態 技　　　　　　　　　 法

年

代

観

実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

8

付 W　 5 0 全長 全長が20 cm とこの種の木製品の中では長い。頭部は平に 表面は平滑である。断面は三角形になり、左側 平 9 1－8 板

目

ノ－、ヽス
札 5　 区 20．8 直線的に切 り落 としている。Ⅴ字型に両側か らくびれの がやや厚 く右へ薄 くなるように削 られている。 安 78－8 ギ

状

木

製

。ロロ

8　 層

洪水流痕跡

全幅

2．9
厚 さ

0．5

切 り込みが入っている。 時

代
－ヽ／

9

付 W　 6 1 全長 下端部は欠落 している。頭部は平に作られていたと思わ やや厚めの板目材を加工 している。裏面は不整 古 9 1－9 板

目

／‾－、、ス
礼
状

木

製

。口。

7　 区

8　 層
S R 7 080 1

砂 礫上面

11．0

全幅

3．5

厚 さ

0。7

れ両側にⅤ字型の くびれが入っている。 形である。 墳
I

奈

良

78－9 ぎ

10

付 W 86 3 全 長 幅が2．2cm と狭 く、その割には厚さが 8 mm とやや厚手であ 切断は直線的であるが、丁寧に左右対称になる 古 9 1－10 板

目

．′d．h・・・、ス
礼

状

木
製

。ロロ

7　 区

8　 層

10．5
全幅

2．2

厚 さ

0．8

る。頭部は平で、南側からⅤ字型にくびれが入っている。 ように削 りだしている。 墳
I

奈
良

78－10 ぎ

11

付 W 86 2 全 長 頭部、 くびれとも6 とほぼ同じ形である。下端部は欠落 裏面は不整形のままである。頭部の削 り出しで 古 9 1－11 板

目

／－．・、ス
札 7　 区 1 1．0 している。 は丁寧に何度 も刃を当てているのが観察でき 墳 78－11 ギ

状

木

製

。ロロ

8　 層 全幅

2．0
厚さ

0．7

る。 ！

奈

良

－ヽ．・・・′

12

付 W 86 7 全 長 頭部は概ね菱形になるように削り込まれている。表裏 と 残存状態が憩いだけなのか もしれないが、整形 古 9 1－12 板

目

／‾．‘．＼
ス

札
状

木

製

目口ロ

7　 区

8　 層

10．3

全幅

2．4

厚さ

0．5

も残存状態は良 くな く凸凹が残 る。 が粗雑なままである。 墳
l

奈

良

78－12 き

13

付 W 886 全長 頭部は平に直線的に切当 落 とされている。左右両側から 表面に整形 した際に残ったと思われる加工痕が 不 9 1－13 板

目

ノ－．・、ス
礼

状
木

製

。ロ。

7　 区

トレンチ

10．5
全幅

2．2

厚さ

0．5

の くびれはⅤ字型に入っている。下端部は欠落 している。 残る。裏面は不整形である。 明 78－13 ぎ

14

付 W 802 全 長 頭部は平で直線的であり、 くびれはⅤ字型に入 るものと 木表を表面にし、平滑に整形 している。裏面は 奈 9上14 板

目

／－．・・ヽス
札

状

木
製

ロロロ

9　 区

2 5　層

S R 9 2501

12．2

全幅

2．3
厚さ

0．7

観察できる。全体的に残存状態が惑い。 不整形のままである。 良

I

平

安

78－14 き

15

付 W 305 9 全長 厚さが 3 mm と薄 く、上端は直線的に切 り落 としており、 板目の薄い板材を丁寧に整形 している。 弥 9上15 板

目

／－．ヽス
札 10　区 17．7 くびれは小さなⅤ字型で 1 ～10とは趣 を異 とする。タガ 生 78…15 ギ

状

木

製

ロ日日

3 6　層 全幅

2．8

厚さ
0．3

状に丸めて用いたもの と考えられる。 後

期

前

葉

　　　）
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武農⑳その偽の本製品観察轟
番

号

遺

物

名

登録番号

区
出土層位

出土遺構

法量

（cm）
形　　　　　　　　　　　 態 技　　　　　　　　 法

年

代

観

実測図版

写真図版

木
取

り

樹

種

1

刀

子

M　 l 全長 刀身が中央やや下で45 0ほど屈曲してしまっている。刀身 直刀に黒漆を施 した束を挿入 した刀子である。 古

墳

92－1 芯

棒

材

ム
7　 区 26．5 は錆が進行 し、原型を留めない。中子は8．3cmある。束は 束は断面が楕円形になるように角を丁寧にとっ 79－1 ク

S R 70 801 最大幅 断面楷円形をし、握 りの部分にはわずかに窯漆の付着痕 て整形 している。 i ノ
キ底近 く 2．2

柄部厚 さ

1．8

が残る。 奈

良

2 弓

W l19 1 残存長 大半が欠損 しているが、縦 に1 条の溝を刻む。また浮 き 断面を楕円形になるように整形 している。浮 き 弥 92－2 板

目

／－．・、ス10　区 4 3。7 彫 りして表現される2 条の凸帯が一周する。 この部分に 彫 りの手法は周囲を僅かに削って凸帯を作 り出 生 79－2 ギ
39　層

S D lO390 1

長径

3．1

短径

2．5

蔓が付着 し、巻 き付けられていたと思われる。 す。凸帯部は周囲と色が違い、着色された可能

性がある。
中

期

－ヽ／

3 矢

W　 54 全長 全長が48．5cmの矢型の木製品である。頭部を有頭状に削 棒状のスギ材で頭部を削りだし、断面円形の棒 奈 92－3 柾

目

ノ－Il・、ス2・3 区 48．5 り出している。断面は円形を呈す。下端はやや細 くな り 状に全体を整形 している。 良 79－3 ギ
10　層

S R 2 100 1

1 号堰

全幅

1．4
厚さ

1．2

なが ら端部に至る。 i

平

安

＼＿一・′

4 楯

W 362 全長 5 区のS R 5 130 1の堰内に用いられた板材 2 枚が接合 し、 上端は弧を描 くように切断してお り、表面には 弥 9 2－4 板

目

ノー．．－、ス5　 区 100．4 この楯になった。全長100cm、幅 45cm、厚 さ2．3cm の板であ 斜めに端部に面をとっている。孔は小 さな方形 生 7 9－4 ギ
13　層 全幅 る。中央付近に把手の緒を通 したであろう3 つの小孔が に穿たれている。衷裏面 とも丁寧に整形 してい 中 ＿ヽ＿′
S R 5 13 01

1 号堰

4 5．0
厚 さ

2。3

穿たれている。 る。 l

弥

生
後

5

卒

塔

婆

W 8 001 残存長 杭に2 次転用されている。下部半分は尖 らせ るように加 節のある細い丸太材を用いて粗雑な加工 をして 中 92－5 芯 ク
6　 区 32．7 工 している。上部は欠落 してお り、全長は不明である。 いる。表面は平士日面を削 りだし　 そこに線刻梵 近 79－5 ロ
2　 層 残存幅 下部に二本の横位の線刻があり、港内は炭化 している。 ヽ字を入れている。 世 棒

材

マ
ツ南辺排水溝 7．1

厚さ

7．1

二本の線刻の上に梵字 とも見える焼 いた記号状の ものが
ある。

l　　　　　l

6

l

木

桶

W　 93 残存長 膝柄であるが、鍬の膝柄のように、膝頭に緊縛用の溝 を 柄の部分及び膝の部分は刃痕が無数 に観察で 古

墳

中
i

平

安

92－6 芯

持

材

サ
5　 区 24．1 作り出している。石斧の柄にして も装着面に装着のため き、丁寧に仕上げようとしていることから了解 79－6 カ

S R 508 01

の残存部

！

全幅

18．5

厚 さ

2．7

の造作がないため、ここではただ木柄 としておく。 できる。 キ
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用途不明晶観察轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用途不明瑠
番

【こコ7テ

登録 番号

調査 区

出土 層位

遺構

法 量 （cm ）

形　 態　 。　 技　 法 年代 観
実測 図版

写真 図版
木　 取　 り 樹　　 種

長 さ 幅 厚

1

W 16 17

1655

2 ・3 区

21a 層

S R 2 2102

（122．8 ） （10．8） 5 ．1 四条 の刻線 で同心 円 と直 線文 様。溝 の深

さ5 m m～ 8 mm。

弥生 中期 93－1

80－1

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

2
W 440

10　 区

23　 層

小畦 畔

（78 ．0 ） 18．5 3 ．3 断面楕 円形 の を持 つ。 奈 良 ～

平安

93－2

80－2

板　　　 目 （ス　　 ギ）

3
W 201

1　 区

2 0　 層

S R 120 01

2 3．8 4．0 2．3 上端 は丸味 を持 って尖 る。有。 奈 良 ～

平 安

94－3

81－3

板　　　 目 （ス　　 ギ）

4
W　 49

2 ・3 区

9　 層 19 ．3 3．1 0．8 裏面 は不整形 。表面 は平 滑。有 。 古墳 中期 94－4

8 上 4

板　　　 目 ヒ　 ノ　 キ

5
W 13 5

5　 区

8　 層

S T　 9

45 ．1 2．7 1．8 表 面の み整形 。両端 は細 く尖 る。有 。 古墳 中期

～平 安

9 4－5

8 1－5

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

6

W 16 7 8　 層 47 ．4 3 ．8 2．0 上 端は有 頭状 。裏 面 は未 調整 。輪 カ ンジキ 古墳 中期 94 －6 柾　　　　 目 ス　　 ギ

5　 区 S T　 2 6 型 田下駄 の横板 の可 能性 あ り。

有 。

～平 安 8 1－6

7
W 46 63

6　 区

16　 層 （37．6） 3 ．1 3 ．3 断 面凸 レンズ状 。 有 。 弥生 後期

～古 墳前

94－7

8 1…7

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

8
W 467

8　 区

16　 層 （2 2．2） 3．3 1．2 断面 凸 レンズ状 。 有。 古墳 中期 94－8

8 1…8

板　　　 目 （ス　　 ギ）

9
W 285

10　 区

24　 層

砂　 層

（3 1．4 ） 3．6 1．2 断面 凸 レンズ状 。 有。 奈 良 ～

平 安

94…9

81－9

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

10
W 4 68

10　 区

2 3　 層 4 1．7 2．7 1。3 断面 凸 レンズ状 。 有。削 り出 した部分 の

付 け根 に径2 ．5mm の穿孔 あ り。

奈 良 ～

平 安

94－10

81－10

板　　　 目 ス　　 ギ

11
W 162

5　 区

8　 層 （26 カ） （2．5 ） 2．5 縦 方 向に表面 を加 工。 先端 は四 方向 か ら

削 る。棒 状。

古墳 中期

～平 安

94－1 1

8 1－1 1

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

12
W 20 8

7　 区

8　 層

S R 7080 1

（22．3） 2．5 2．5 上 部 に斜 め の穿孔痕 あ り。棒状 。 古墳 ～

奈 良

9 4－12

8 1－12

板　　　 目 （ス　　 ギ）

13
W 13 2

7　 区

8　 層

S R 7080 1

（29．2） 1．2 1．4 先端 は四方向 より削 る。棒 状。 古墳 ～

奈良

94 －13

8 ト 13

板　　　 目 （ス　　 ギ）

14
W 200

7　 区

8　 層

S R 7080 1

（22．4） （1．0） 0．9 断 面楕 円形 。棒 状。 古墳 ～

奈良

94 －14

8 ト 14

板　　　 目 （ス　　 ギ）

15
W 866

7　 区

8層上 面 （26．6） （2．4） 2 ．1 側面 に幅 5 mm の溝 を斜 め に刻む。へ ラ状 。 古墳 ～

奈良

94－15

8 上 15

板　　　 目 （ス　　 ギ）

16
W 433

8　 区

8　 層

14b 層

（4 0．0 ） （2．6） 2 ．0 端部 は四 方向か ら削 る。棒状 。 平安 ～

中世

94…16

8 ト 16

板　　　 目 （ス　　 ギ）

17
W 779

9　 区

25　 層

S R 9 2501

23．6 （4．3） 2 ．9 断面六 角形 。 中央 は三方 向 よ り削 る。棒

状。

奈 良 ～

中世

94－17

8ト 17

板　　　 目 （ス　　 ギ）

18
W 220

10　 区

18　 層 （2 6．4 ） （1．5 ） 1．1 先端 は三方 向 よ り削 り出す。棒 状。 奈 良 ～

中世

94－18

81－18

板　　　 目 （ス　　 ギ）

19

20

2 1

22

W 1495

2 ・3 区

W 17

2 e3 区

W　 2

2e3 区

W　 29

5　 区

14　 層

S K 2 1402

6　 層

（3 1．4 ） （3．2 ） 2．7 先端部 に溝 を一周 させ る。棒状 。 弥 生後期

前 葉

平　　 安

95－19

8 2－19

9 5－20

8 2－20

95 －21

82 －21

95 －22

82 －22

芯 持 ち 材 ム　 タ　 ロ　 ジ

（13 ．5） （1．3 ） 1．3 上 端部 に溝 があ る。有頭棒 状。 柾　　　　 目 ヒ　 ノ　 キ

3　 層 （15．7） （3 ．1） 2．2 両側 面 を切 り欠 く。 有頭棒 状。 中 ・近世 板　　　 目 （ス　　 ギ）

5　 層

S R 5050 1

（31．6）

（42．3）

3 ．2

（2．4）

2．6

2．1

溝 が 3 本 一周 す る。右側 面 に 7 、左側面 に

12 の切 り込み痕 が あ る。有 頭棒状 。

古墳 中期

古墳 中期

～平 安

古墳 中期

板　　　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）
23

24

W 147

5　 区

W 165

8層水 田

S T 19

8 層水 田

断面 台形。片面 よ り溝 を刻 む。有 頭棒状 。 95 －23

82－23

95－2 4（3 7．7）

（5 3．7 ）

2 ．5

（5．6）

2．1

2 ．0

断面 八角形 。片面 より溝 を刻 む。縦 方向 に 板　　　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

5　 区 洪 水流痕 跡 粗 く削 る。 有頭棒 状。 ～平 安 82－24

25
W 32 14

6　 区

16層水 田

S K 6 160 1

下部 は細 い棒 状 に加工 。有頭 棒状。 弥生後 期

～古墳 前

95－25

82－25

－50－



用途不明2

番

号

登録番号

調査区

出土層位

！　 法量 （cm）

形　 態　 ・　 技　 法 年代観
実測図版

写真図版
木　 取　 り 樹　　 種遺構

長さ 幅 厚

26
W 12－3

7　 区

6　 層

南辺排水溝

（17．3） （3．4） 3．6 下部を細 く作 る。有頭棒状。 95－26

82－26

柾　　　 目 （ス　　 ギ）

27
W 235

8　 区

14a 層 （18．1） （2．6） 2．4 下に向かってやや細 くする削 りを入れて

いる。有頭棒状。

奈良～

平安
95－27
82－27

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

28 W 2 15 7
9　 区

38　層

SK 938 03

（46．7） 2．3 1．8 下部はやや扁平化する。穿孔 1 。有頭棒

状。

弥生後期

～古墳前

95－28
82－2 8

追　 柾　 目 （ス　　 ギ）

巨
W 1578
9　 区

33　層 37．9 2．6 2．0 両端は段差 をつけ内側に溝を刻む。片方

の側面にも溝を刻む。有頭棒状。

奈良～

中世
95－29

82－29

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

巨
W K lO37

9　 区

25　層
SR 925 01

5 1．3 3．8 3．5 円棒から扁平な把手を作 り出す。有頭棒

状。

奈良～

中世
95－30

8 2－30

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

巨
W 40 9 12　層 （36．7） （7．4） 1．2 欠損が著 しいが、鍬であった可能性 もあ 弥生後期 95－31 柾　　　　 目 カ　　　 シ
2・3 区 SK 2 120 1 る。有頭板状。 ～古墳前 82－31

巨
W 4 10

2 e3 区

12　層

SK 2 12 01

（29．9） （9．3） 0．9 中途より緩 く片側に曲が る。 弥生後期

～古墳前

95…32

82－3 2

柾　　　　 目 カ　　　 シ

i 33
W 64 1 12　層 （22．8） 4．3 1．5 側面にⅤ字状切 り欠 き1 。頸部を長 く作 弥生後期 95－33 板　　　 目 （ス　　 ギ）
2・3 区 SK 2120 1 る。有頭板状。 ～古墳前 82－33

i 34
W 1729

2・3 区

12　層

SK 2120 1

（3 0．1） 4．5 1．8 頭部をやや幅狭に作る。有頭板状。 弥生後期

～古墳前

96－34

82－34

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

i 35
W 1728

2・3 区

12　層

SK 2 120 1

3 5．8
】
4．5 2．0 側面に緩いⅤ字状切 り欠き1 。有頭板状。 弥生後期

～古墳前

96－35

8 2－35

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

ト 6
W 399

2・3 区

12　層

SK 2 12 01

（34．6） 3．8 1．6 下に向かって断面を扁平に作る。下部の
大 きな切 り欠 きは数回にわたって切 り込

む。有頭板状。

古墳中期 96－36

83－36

板　　　 目 （ス　　 ギ）

巨

l

W　 40

2・3 区

l

6　 層

木道状遺構

l

（22．3）

l

2．7

1

1．0 切 り欠きは下から切 り込み、削った部分
を折 り取る。有頭板状。

l

平　　 安

l

96－3 7

83－3 7
I

板　　　 目 （ス　　 ギ）

l　　　　　　　　　　　 l

3 8

W　 3 4

2・3 区

6　 層

SK 2 060 1

（25．4） 3．8 1．0 浅い方の切 り欠 きは上か ら下へ2 回切 り
込んで折取っているため頚部が段状とな

る。有頭板状。

平　　 安 9㌃38

83－38

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

39
W 3 14

5　 区

12　層 （25．5） 2．6 1．3 切 り欠 きは表面と両側面の三方向から切

り欠き、立体的頭部を作 る。有頭板状。

弥生後期

前葉

96－39

8 3－39

板　　　 目 （ス　　 ギ）

40
W　 58
5　 区

8　 層

洪水流痕跡
（17．5） 3．9 1．5 切 り欠 きは下から削 りを入れ、折 り欠い

ている。有頭板状。

中 ・近世 96－40
83－40

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

41
W　 61

5　 区

8　 層

ST　 20

（19．2） 4．15 1．9 側面 を緩やかなⅤ字に切 り欠 く。有頭板

状。

中 ・近世 96 4 1
83－4 1

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

回

43

回

W 4 2－1

5　 区

6　 層 （21．1） （3．4） 1．1

1．2

1．4

側面 をU 字状に切 り欠く。有頭板状。 平　　 安

平　　 安

平　　 安

中 ・近世

96－42

8314 2

板　　　 目

板　　　　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）

W　 49

5　 区

㌢ 畑

8　 層
SR 508 01

残存部

6　 層

（23．8）

（24．3）

（2．4）

（3．3）

片方は表面のみ浅 く切 り欠 く。有頭板状。

頭部側面は4 mm～5 mm削り、幅狭に作る。

有頭板状。

96－43

83－43

9 6…44

83－44

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

45
W　 8

5　 区

3　 層 （19．6） （4．6） 1．4 片面の下部を削り、薄 く作る。有頭板状。 96－45

83－45

板　　　 目 （ス　　 ギ）

46
W 173

8　 区

8　 層 36．9 （5．4） 1．9

1．9

両端 を圭頭状に作る。有頭板状。 平安～
中世
96－46

83－4 6

柾　　　　 目 サ　 カ　 キ

47
W K 28 97

9　 区

38　層

SK 93 802

（4 8．3） （6．0） 下部を削 り、薄 く作る。有頭板状。 弥生後期

～古墳前

96－47

83－4 7

板　　　 目 （ス　　 ギ）

48
W 166 9

1　 区

22　層

SK 122 0 1

（24．5） （6．4） 2．8 楕円状穿孔 1 。長方形状穿孔 1 。有礼。 弥生後期

～古墳前

97－48

83－48

板　　　 目 （ス　　 ギ）

49
W 1509

2・3 区

16　層

SD 2 160 1

（23．9） （9．5） 1．1

1．0

長方形状の穿孔 2 。有孔。 弥生中期 97－49

8 3－49

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

50 ！
W 54 5 12　層 （25．6） （7．9） 穿孔 1。側面欠損部に切 り欠きまたは穴 弥生後期 97…50 板　　　　 目 （ス　　 ギ）
2・3 区 SK 2 120 1 痕 と考えられる痕跡 2 。有孔。 ～古墳前 83－50

－51－



用途不明3

番

亡コ号

登録番号

調査区

出土層位

遺構

法量 （cm）

形　 態　 ・　 技　 法 年代観
実測図版

写真図版
木　 取　 り 樹　　 種

長さ 幅 厚

51
W 1505

2・3 区

14　層

SK 21403

（22．6） （6．0） 1．0 穿孔3 。有礼。 弥生後期
前葉

97－51

83－51

板　　　 目 （ス　　 ギ）

52
W 38 2

2・3 区

10層下部

SR 2 100 1

（13．1） （3．6） 1．1 辺約 1cmの正方形状の穿孔 2 。有礼。 古墳 中期 97－52

8 3－52

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

53
W 17

3　 区

6　 層 （25．6） （8．5） 1．1 不正円形の穿孔 7 。有礼。 平　　 安 97－53

83－53

板　　　 目 （ス　　 ギ）

54
W 5－1

3　 区

5　 層 12．2 （3．3） 1．0 U 字状切 り欠き2 。有孔。 中 e 近世 97－54

84－54

板　　　 目 （ス　　 ギ）

55
W 5－2

3　 区

5　 層 8．1 2．7 0．6 径5 mmの円形穿孔 1。有孔。 中 ・近世 97－55

84－55

板　　　 目 （ス　　 ギ）

56

W 253

5　 区

10　層

SK 5 100 4

21．6 15．8 0．9 中央で2 つに割れている。穿孔7 。中央上

部の2 つの穴をそれぞれ繋 ぐ様 に溝 を切

る。　 有礼。

古墳前期 97－56

84－56

板　　　 目 （ス　　 ギ）

57
W 25 1

5　 区

10　層

SK 51004

（23．1） （8．3） 1．0 穿孔2 。2 つに折損 した ものと考えられ

る。有礼。

古墳前期 9午57

83－57

追　 柾　 目 （ス　　 ギ）

58
W 213－1

5　 区

10　層

SK 51008

12．7 5．6 0．8 縦方向に調整。有孔。 古墳前期 97－58

84－58

板　　　 目 （ス　　 ギ）

59
W 213－2

5　 区

10　層

SK 51008

7．2 2．7 0．7 長方形状の板材。有礼。 古墳前期 97－59
84－59

板　　　 目 （ス　　 ギ）

60 W 161
5　 区

8　 層

洪水流痕跡

（18．1） 3．1 2．0 長方形穿孔 1 。有礼。 古墳中期

～平安

9′ト60

84－60

板　　　 目 （ス　　 ギ）

61
W l19 8　 層 （20．2） （3．0） 1．1 側面の欠損部に外へ出る段があったと推 古墳 中期 97－61 板　　　 目 （ス　　 ギ）

5　 区 ST　 ll 足 される。有礼。 ～平安 84－61

62
W lO 9

5　 区

8　 層

SK 50 801

（22．1） （3．2） 1．0 径 4 mmの円形穿孔 1 。有礼。 古墳 中期

一平安

9午62

84－62

追　 柾　 目 （ス　　 ギ）

63
W　 89

5　 区

8　 層 （30．35） 3．8 0．5 中央部が炭化 して窪む。有礼。 古墳 中期

～平安

97－63

84－63

板　　　 目 （ス　　 ギ）

64
W 158 8　 層 （29．3） 7．0 1．1 溝を切 って凸帯 を作 り出す。長方形状穿 古墳 中期 97－64 柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

5　 区 洪水流痕跡 孔 1 。有孔。 ～平安 84－64

65
W 144 8　 層 （28．6） （6．0） 1．5 外側に向かって幅広 となり二又に分かれ 、古墳中期 9′ト65 柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

5　 区 洪水流痕跡 ると思われる。有孔。 ～平安 84－65

66
W 143

5　 区

8　 層

洪水流痕跡

（28．4） 4．8 1．4 欠損部に方形の穿孔痕跡あり。有頭板状。 古墳中期

～平安

97－66

84－66

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

67

68

69

W 154

155

5　 区

W 151

8　 層

SK 5080 1

8　 層

（20．1）

（16．7）

（8．7）

（7．6）

4．5

1．6

1．0

1．3

0．4

穿孔 2 。有礼。

Ⅴ字の溝を横断する形で長方形の穿孔あ

古墳中期

～平安

古墳中期

9′「67

84－67

97－68

柾　　　　 目

追　 柾　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

5　 区

W　 86

5　 区

SK 5080 1

8層水田

り。側面の決 りは上から5 回削りをいれ

ている。有礼。

穿孔 1 。有礼。

～平安

古墳中期

～平安

84－68

9′「69

84－69

70
W　 35

5　 区

6　 層 31．0 3．7 1．4 径3 mmの円形穿孔 3 。有孔。 平　　 安 98－70

84－70

板　　　 目 （ス　　 ギ）

71

7 2

73

W　 46

5　 区

3　層下 （19．9） （11．6） 1．7 上端中央にU 字状の切 り欠き2 。有礼。 中 ・近世 98－71

84－71

板　　　 目 （ス　　 ギ）

W　 59

60

5　 区

W　 74

5　 区

8　 層

洪水流痕跡

8　 層

（23．6）

（23．8）

（11．0）

（3．0）

1．7

1．5

四角形状の穿孔2 。有礼。

上端の曲線に向かって削 りを入れ、やや
薄 く作る。有頭板状。

中 ・近世

古墳中期

～平安

98－72

84－72

98－73

84－73

板　　　　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

74
W　 38

5　 区

5　 層 （32．3） （12．4） 2．2 穿孔6 。輪カンジキ型田下駄の部材か。有

孔。

平　　 安 98－74

84－74

板　　　 目 （ス　　 ギ）
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用途不明4

番

口写

登 録番 号

調 査 区

出土層 位

遺構

法量 （cm ）

形　 態　 ・　 技　 法 年代 観
実測 図版

写真 図版
木　 取　 り 樹　　 種

長 さ 幅 厚

75
W 520 2

6　 区

18層水 田

S K 6180 3

（4 8．4 ） （6．3） 1．3 台形状穿 孔 1 。長方形 穿孔痕 1 。有 礼。 弥生 後期

前葉

98－7 5

85－7 5

板　　　 目 （ス　　 ギ）

76
W 4 184 16層水 田 （4 7．4 ） （21．9） 2 ．4 長 方形 の穿孔 4 。間に樺 皮 を通 して いる。

有 礼。

弥生後 期 98－7 6 板　　　 目 （ス　　 ギ）

6　 区 S K 6160 8 ～古 墳前 85－7 6

77
W 342 0

6　 区

16層水 田

S R 6 160 1

（5 0．3 ） （9．5） 2 ．8 長 方形の 穴状の 穿孔 1 。有孔 。 弥生後 期

～古 墳前

98－7 7

85－7 7

板　　　 目 （ス　　 ギ）

78
W 4432

6　 区

16　 層

S K 616 12

（4 5．9 ） （5．6） 2 ．4 四角形の 穿孔 2 。円形 の穿孔 1 。有 礼。 弥生後 期

～古 墳前

98－7 8

85－78

板　　　 目 （ス　　 ギ）

79
W 3694 16　 層 （3 6．2 ） 5．4 2 ．2 穿孔 2 。 片面 に削 りの調 整痕 が残 る。 有

礼 。

弥生後 期 98－79 板　　　 目 （ス　　 ギ）

6　 区 S K 61605 ～古 墳前 85－79

80
W 4732

6　 区

16層水 田

S K 61605

（2 5．5 ） （7．4） 1．1 径約 1 cm の円形 穿孔 あ り。有 礼。 弥生後 期

～古 墳前

99－80

85－80

板　　　 目 （ス　　 ギ）

81
W 8027

6　 区

11 層 （2 2．6 ） （4．5） 0 ．9 切 り欠 き状 の窪 み は周 囲 を削 って作 る。

板状 。

平　　 安 99－8 1

85－8 1

板　　　 目 （ス　　 ギ）

82
W 8028

6　 区

11 層 （17．7 ） （4．0） 2 ．2 曲線 状の大 きな切 り欠 きあ り。板状 。 平　　 安 99…82

86－82

板　　　 目 （ス　　 ギ）

83

S K 7 －10

－5 72
7　 区

10　 層

S K 71003

（2 2．7 ） 5．2 1．5 長 方形状 の穿孔 1 。有礼 。 弥生後 期

～古墳 前

99－83

86－83

板　　　 目 （ス　　 ギ）

8 4

S K 7－10

－4 1
7　 区

10　 層

SK 71007

（30 ．7 ） 8．5 2 ．6 長 方形状 の穿孔 1 。有礼 。 弥生後 期

～古墳 前

99－84

85－84

板　　　 目 （ス　　 ギ）

8 5

S K 7－10 10　 層 （34 ．9 ） 13．0 1．9 楕 円形穿孔 1 。 辺1．7cm の 方形 穿孔 1 。 有 弥生後 期 99－85 柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

－7 36

7　 区

S K 71003 子L。 ～古墳 前 85－85

86

S K ′「 10 10　 層 （38 ．7 ） 7．9 1．2 長方 形状の 穿孔 1 。下 端 は 8 回削 りを入 弥生後 期 99－86 板　　　 目 （ス　　 ギ）

－10 0

7　 区

S K 7 1006 れ切 り落 とす。有 礼。 ～古墳 前 86－86

87

W 84 0

7　 区

8　 層

S R 708 01

2号 堰

（50 ．7 ） 9．1 2．4 縦方 向の調整 痕が 残 る。 板状 。 古墳後 期

～奈 良

99－87

86－87

板　　　 目 ス　　 ギ

88
W 56 7 8　 層 30 ．7 5．9 3．6 下端 は両面 を削 り、薄 いへ ラ状 に作 る。棒 古墳後 期 99－88 板　　　 目 （ス　　 ギ）

7　 区 S R 708 01 状。 ～奈 良 86－88

89
W 36 2

7　 区

8　 層

S R 708 01

33 ．2 6．0 3．3 辺 2 cm 強の 方形の 穿孔 1 。棒 状。 古墳後 期

～奈 良

99…89

86－89

板　　　 目 （ス　　 ギ）

90

W 306

7　 区

8　 層

S R 708 01

2号 堰

23 ．3 9．2 1．3 辺 5 mmの方形 の穿 孔 1 。 棒状 。 古墳後 期

～奈 良

99－90

86－90

板　　　 目 （ス　　 ギ）

9 1
W　 64

7　 区

8　 層

S R 708 01

（15 ．6） 7．2 1．3 穿孔 3 。棒状 。 古墳後 期

～奈 良

99－9 1

86－9 1

板　　　 目 （ス　　 ギ）

92
W 207

7　 区

8　 層

S R 708 01

16 ．1 6．3 0．8 穿孔 2 。棒状 。 古墳後 期

～奈 良

99－92

86－92

板　　　 目 （ス　　 ギ）

93
W 708

7　 区

8　 層

S R 708 01

13 ．7 5．1 0．8 上下 端 をや や薄 く作 る。穿孔 1 。棒状 。 古墳後 期

～奈 良

99－93

86－93

板　　　 目 （ス　　 ギ）

94
W　 79

7　 区

8　 層

S R 708 01

（12 ．6） 1．6 0．6 穿孔 1 。断面 は半 円形状 。棒状 。 古墳後 期

～奈 良

99－94

86－94

追　 柾　 目 （ス　　 ギ）

95
W 14

7　 区

6層 下部 18 ．2 8．5 1．0 楕 円形 の穿孔 3 。 金剛草 履 か。棒状 。 平　　 安 99－95

86－95

追　 柾　 目 （ス　　 ギ）

96
W 45 1

8　 区

16　 層 （16．4） 6．3 0．8 径 5 mm の方形 の穿孔 1 。 棒状 。 古墳 中期 99－96

86－96

板　　　 目 （ス　　 ギ）

97
W 414

8　 区

15　 層 29 ．3 6．6 1．9 段 をつけて 長方形状 に切 り欠 く。有。 古墳 中期 100－9 7

86－97

板　　　 目 （ス　　 ギ）

98
W 13 17

9　 区

33　 層

S R 9330 1

25 ．5 7．0 3．4 上端 はやや薄 く作 る。有 。 奈良 ～

中世

‘100－98

86－98

板　　　 目 （ス　　 ギ）

99
W 156 1

2 ・3 区

16　 層 29 ．6 13 ．7 2．3 1 。辺約 3 cm の 四角形 の穿孔 1 。有 ・有孔

の板状 。

弥生 中期

後 菓

100－99

87－99

板　　　 目 （ス　　 ギ）
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用途不明5

番

。号

登録番号

調査区

出土層位

遺構

i　 法量 （cm） ！ 形 態 ・ 技 法

年代観
実測図版

写真図版
木　 取　 り 樹　　 種i 長さ ！ 幅 ！ 厚

100
W 563 25　層 （28．5） 12．3

！ 0・8
円形の穿孔 2 つ。樺皮が残 る。容器の部材 奈良～ 100－100 板　　　 目 （ス　　 ギ）

9　 区 SR 9250 1 か。有礼。 中世 87－100

10 1
W 3366

6　 区

16層水田

S K 6160 1

（19．6） （5．1） 1．4 長方形状穿孔痕が残 る。有孔。 弥生後期

～古墳前

100－101

86－10 1

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

102
W 16 6

8　 区

10 a 層 （15．7） （6．0） 2．8 中央が窪む。杓子の様な形態。 平安～

中世

100－10 2

86－102

板　　　 目 （ス　　 ギ）

103
W 725

10　区

30b 層 （25．5） 7．2 3．5 長方形の穴を持つ。有孔。 古墳 中期 100－103

8 7－103

板　　　 目 （ス　　 ギ）

104
W 202 5 22　層 （36．6） 10．3 3．3 辺約 2 cmの四角形の穿孔 1 。中心部が窪 弥生後期 100－104 板　　　 目 （ス　　 ギ）
1　 区 SK 1220 2 む。有礼。 ～古墳前 87－104

105
W 674 2 0　層 （42．9） 10．2 3．7 両面を削 り、中央を薄 くす る。上部は状に 奈良～ 100－105 板　　　 目 （ス　　 ギ）
1　 区 S R 12 001 やや薄 くする。有。 平安 87－10 5

106

W 14 0 20　層 46．9 6．2 1．8 両端の幅 を狭 く作っていると考 えられ 奈良～ 100…10 6 板　　　　 目 （ス　　 ギ）
1　 区 SR 1200 1

覆土中
る。中心に溝が通る。有。 平安 87－106

107

W 277 12　層 （42．0） 18．7 2．0 辺約6 cmの逆三角形状穿孔 1 。辺 1 cmの 弥生後期 101－107 板　　　 目 （ス　　 ギ）
5　 区 水田真上

砂礫

正方形状穿孔 1 。有孔。 前葉 88－107

108

W 591

5　 区

13　層

2号堰
導水路内

（23．0） 14．7 2．9 表面を削 り、下部を薄 く作 る。突起部付
き。

10上108
88－10 8

柾　　　　 目 カ　　　 シ

109
W　 44

7　 区

8　 層

SR 708 01

（18．3） （13．1） 3．5 中心より片側 を薄 く作る。突起部付き。 古墳後期

～奈良

10ト10 9

88－109

板　　　 目 （ス　　 ギ）

110
W 33 2 13　層 （30．3） 13．4 3．4 大部分が焼損。田舟 または別物の破片か。 弥生 中期 10ト110 追　 柾　 目 （ス　　 ギ）
5　 区 SR 5130 1 凹部付 き。 弥生後期 87－110

111
W 285 7

9　 区

38　層

SK 9380 1

（39．0）
i
（10．1） 2．4 隅丸長方形状の穿孔 1 。有孔。 弥生後期

～古墳前

101－11 1
88－111

板　　　 目 （ス　　 ギ）

112 W 1628
9　 区

37　層

SK 9370 1
（34．8） （13．6） 1．7 長方形状穿孔 1。有孔。 弥生後期

～古墳前

10上112

88－112

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

113
W 1595
9　 区

35　層 （25．の （14．0） 1．0 両面より細い切 り込みを入れて穿孔。有

孔。
古墳中期 10ト113

88－113

柾　　　 目 （ス　　 ギ）

114
W　 44 8　 層 49．4 10．8 3．0 突出部の欠損部に長方形状の切 り欠きあ 奈良～ 10ト114 追　 柾　 目 （ス　　 ギ）
2e3 区 SR 2080 1 り。突出部付 き。 平安 87－114

115
W 20 1 10　層 （27．4） 15．3 10．9 把手と脚の付いた大皿状の破片である。 奈良～ 102…115 板　　　 目 （ス　　 ギ）
2・3 区 4号堰 底部は楕円形 となる。把手付 き有脚。 平安 89－115

116
W　 41 8　 層 （24．3） （7．8） 2．7 楕円形の穿孔で裏 まで貫通 していない。 古墳後期 102－116 板　　　 目

板　　　 目

柾　　　 目

板　　　 目

追　 柾　 目

板　　　　 目

柾　　　　 目

柾　　　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）
7　 区 S R 70 801 凹部付 き。 ～奈良 88－116

117
W 1243 33　層 12．0 17．9 5．7 中央が窪む。片方の側面 に断面台形の溝 奈良～ 102－117 （ス　　 ギ）
9　 区 SR 9330 1 を刻む。四部付き。 中世 89－117

118
W 12 50 33　層 （13．2） 17．2 4．6 四角鐘状の足が残存。他 2 本足の痕跡が 奈良～ 102－118 （ス　　 ギ）
9　 区 SR 9330 1 ある。有脚。 中世 89－118

119
W 159 6

9　 区

35　層 （20．2） （8．9）
2・6 i

1．4

方形の大型穿孔 1。長方形の穿孔に木材

を差 し込む。組み合わせ部材付き。

古墳 中期 102－119

88－119

（ス　　 ギ）

120
W 915

7　 区

10a 層

SK 71003
（32．1） （17月） 四又に分かれる。突起部付き。 弥生後期

～古墳前

102－120

89－120

（ス　　 ギ）

121
W 50 2 8　 層 （17．5） （18．1） 5．0 脚状突起2 。環状小把手 1 。脚付きの小型 古墳～ 102－121 （ス　　 ギ）
7　 区 SR 708 01 台の半接 したものか。把手付有脚。 奈良 89－12 1

122 W 80 62
6　 区

14　層 （10．0） （2．0） 2．7 側面の穴に木片が貫通する。組み合わせ

部材付 き。

古墳中期 102－12 2

8 8－122

（ス　　 ギ）

123
W 169
8　 区

9　 層 20．0 5．4 0．6 先端の両側 をⅤ字形 に切 り欠 く。樺皮が

残存。容器の部材か。有。
平安 ～
中世
102－123

88－123

（ス　　 ギ）

124 ！㌢13日
33　層

S R 93 30 1

（15．7） （6．8） 1．2 円形の穿孔 6 。有礼へラ状。 奈良～
中世

孟呂霊 24 i
ス　　 ギ

可
W 699 25　層 （12．8） 8．8 7．0 頭部は平坦な面を 1 面作 り出す。錘の一 奈良～ 103－125

芯 持 材 i
ク　　 リ

9　 区 SR 925 01 種か。有頭鐘状。 中世 89…125
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用途不明6

番

目7テ

登録番号

調査区

出土層位
法量 （cm ）

形　 態　 ・　 技　 法 年代観
実測図版

写真図版
木　 取　 り 樹　　 種

遺構
長さ　　　　 幅 厚

126
W 7 77

9　 区

25　層

SR 92 501

（16．9） 5．4 5．1 大型の穿孔痕が残る。有礼。 奈良～

中世

103－126

8 9－126

追　 柾． 目 （ス　　 ギ）

127
W 75 7 25　層 （18．5） 3．6 3．3 方形の穿孔内に状の差 し込んだ木材が残 奈良－ 103－127 柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

9　 区 SK 9 250 1 る。有礼。 中世 89－127

128
W 697

9　 区

25　層

SK 92 50 1

8．4 5．1 2．7 菱形の脚部と思われる突起 1。有脚。 奈良～
中世
103－128
94－128

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

129
W 7 11

9　 区

25　層

SK 92 50 1

53．4 4．1 3．5 工具の木柄か。棒状。 奈良～

中世
103－129
90－129

芯　 持　 材 イ　 ヌ　 ガ　 ヤ

130
W 500

9　 区

22　層

浸食痕跡

28．5 4．8 2．0 方形の切 り欠 きあ り。板状。 奈良～
中世
103…130

90－130

板　　　 目 （ス　　 ギ）

131
W 780

10　区

32　層 24．2 2．7 0．4 穿孔 1。墨痕が 4 箇所 に残 る。有礼。 古墳前期 103－131

90－131

板　　　 目 （ス　　 ギ）

132 W 797
10　区

31a 層

SK lO3 1aO4

（62．5） 7．4 1．5 擢状の外形 を持つが断面は平坦である。

躍状。

古墳前期 103－132

90－13 2

柾　　　　 目 カ　　　 シ

133
W 5 65 24　層 （9．7） 5．4 2．4 断面カマボコ形。長方形状の穿孔 1 。穿孔 奈良～ 103－133 柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

10　区 流路内 痕 1 。有礼。 平安 94－13 3

134
W 2 78

10　区

21 層 14．8 2．8 2．5 長方形状の穿孔2 。有礼。 平　　 安 103－134

94－134

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

135
W 28 1

10　区

21 層 6．5 2．8 0．5 円形の小孔2 。有礼。 平　　 安 103－135

9 4－135

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

136
W 206

10　区

18　層
砂　 層

（28．4） 15．7 2．0 径 1cmの円形穿孔 2 。U 字形の削 り込み。

有礼。

平　　 安 103－136

9 0－136

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

137
W 9 13

7　 区

10b 層 19．9 56．2 2．5 形状は田下駄に似 る。様々な大 きさの孔

6 。有孔。

弥生後期

～古墳前

104－137
90－137

板　　　 目 （ス　　 ギ）

138
W 633 25　層 34．0 7．6 1．7 孔 1 。孔の痕跡 と考 えられる箇所5 。有

礼。

奈良～ 104－138 板　　　 目 （ス　　 ギ）

9　 区 SR 9250 1 中世 90－138

13 9
W 2168

9　 区

38　層

SK 938 03

36．2 9．1 1．7 4．5cm x 1．5cm の細長い楕円形孔 1 。有孔。 弥生後期

～古墳前

104－139

9ト139

板　　　 目 （ス　　 ギ）

140
W llO l 17a 層 41．1 9．7 1．7 破損が著 しい。5 cm x 3 cmの楕円形孔 1。

有礼。

弥生後期 10十140 板　　　 目 （ス　　 ギ）

8　 区 SK 817 aO5 ～古墳前 90－140

14 1

W lOO2 35　層 40．0 13．1 2．1 建築材の板材 片か。上部 を薄 く削 り1 弥生後期 104－141 板　　　 目 （ス　　 ギ）

10　区 SK lO35 02 cm x l．3cm の長方形孔を 1 つ穿っている。

有礼。

～古墳前 90－141

142

143

W 2 23 10　層 34．0

41．7

3 8．6

10．3

12．2

15．4

1．6 上をチ ョウナで削って薄 くしている。 1 古墳前期

中 ・近世

弥生後期

～古墳前

古墳前期

弥生後期

104－142 追　 柾　 目

板　　　 目

追　 柾　 目

（ス　　 ギ）

ス　　 ギ

（ス　　 ギ）

5　 区 SK 5 100 2 断面径 cm あまりの小孔2 。有礼。 90－14 2

W 16 63

1　 区

22　層

SK 1220 1

2．3

2．7

下端に辺3 cmの方形孔の痕跡がある。他

に小孔4 。有礼。

104－143

90－14 3

144

14 5

14 6

147

148

149

150

151

W 6 12

8　 区

W 664

8　 区

W 285 1

17 a 層

SK 8 17a O5

17a 層

SK 8 17a O5

38　層

H 型をした板材。板状。 104－14 4

90－144

104－14 5

90－145

104－14 6

4 7．6

38．3

3 1．6

27．6

8．5

7．1

9．7

6．6

1．2

1．5

1．8

1．5

上・下両端の幅が狭 くなる板材。孔は裏か

ら雑に切り込んで穿っている。有礼。

1．6cm x 0．8cmの長方形孔 1 。楕円形の小孔

板　　　 目

板　　　 目

柾　　　　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

9　 区

W 4734

S K 938 0 1

16層水田

痕 1。下端は裏面から斧で切 り落 として

いる。有孔。

3 cm x 2．4cmの方形孔が ある。両側面に向

～古墳前

弥生後期

9ト146

104－14 7

6　 区 SK 6 16 05 かって薄くなる板材。有孔。 ～古墳前 91－147

W 1606

9　 区

W 2892

35　層 径 5 mmの円形孔 1。有礼。 古墳中期 104－148

9 1－148

104－14922　層 21．0

14．8

10．7

7．7

0．9

1．3

鍬の刃状の形をした板材。全体が薄 く作 弥生後期 柾　　　　 目

追　 柾　 目

カ　　　 シ

（ス　　 ギ）

1　 区 SK 1220 2 られている。板状。 ～古墳前 9上149

W　 25

2・3 区

W 5 185

6　 層 三方を緩い角度で斜めに切 り落 とす。板

状。

平　　 安 104－150

9ト150

105－15 118層水田 43．8 5．0 3．4 挟 りは長さ7 cm、深 さ4 mm、下端の長さ2．弥生後期 板　　　 目 （ス　　 ギ）

6　 区 SK 6 180 1 5 cm。決 りの下は裏面 と両側面 を切 り欠

く。垂木状。

前葉 91－151

ー55－



用途不明7

番

号

登録番号

調査区

出土層位
遺構

法量 （cm）

形　 態　 ・　 技　 法 年代観 実測図版
写真図版 木　 取　 り 樹　　 種

長さ 幅 摩

152

W 25 74 22　層 56．1 5．9 3．2 両側面をⅤ字に切 り欠 く。換 りはかなり 弥生後期 105つ52 板　　　　 目 （ス　　 ギ）
1　 区 SK 12205 粗 く、1 cmの深さに削る。先端は杭として

加工 されている。垂木状。
～古墳前 9上152

15 3

W K 20 92 35　層 61．6 4．8 3．0 挟 りは長さ10cm、深 さ4 m m、下端の長さ6． 弥生後期 105－153 追 I柾　 目 （ス　　 ギ）
10　 区 SK lO3 503 5cm。決 りの下が両側面をⅤ字状に切 り欠

く。垂木状。
～古墳前 91－153

154
W K 2 113 35　層 56．4 3．4 3．7 換 りは長さ11cm、深 さ1cm、下端の長さ7 弥生後期 105－154 板　　　　 目 （ス　　 ギ）
10　 区 SK lO350 3 cm。決 りの下は裏面を切 り欠 く。 ～古墳前 9上154

155
W 5 51 12　層 80。7 4．3 2．8 断面半円形。長 さ3 cm、深 さ4 mmの方形の 弥生後期 105－155 板　　　　 目 （ス　　 ギ）
2・3 区 SK 2120 1 切 り欠 き。垂木状。 ～古墳前 91～155

156

W K 2523 35　層 84．5 4．0 4．6 換 りは長さ12cm、深さ7 mm、下端の長 さ7 弥生後期 105－156 板　　　 目 （ス　　 ギ）
10　区 SK lO3505 cm。挟 りの下は左 を3 回切 り欠 き、右は角

を取 るように2 回切 り欠 く。垂木状。

～古墳前 9ト156

15 7

W K lO 30 17a 層 56．1 7．0 3．4 正面 を斜め上から削って、深さ 1 cm の挟 弥生後期 105－157 板　　　 目 （ス　　 ギ）
8　 区 SK 8 17 aO5 りを作る。上に向かって薄 くなり、幅 もや

や狭 くなる。板状。
～古墳前 91－157

158
W 288 24　層 48．7 5．4 2．9 側面を削ってを作 る。先端部 は周 囲を 奈 良～ 105－158 柾　　　 目 （ス　　 ギ）
10　区 砂　 層 削ってさらに細 くする。有。 平安 91－15 8

159

W 3 26

10　区

21 層
礫　 層

41．8 8．4 6．2 正面を0．1cm ～1．2cm切 り込んでを作る。は

チョウナで表面を調整する。裏面 にも一
部チ ョウナ痕が残る。有。

平　　 安 105－159
9ト15 9

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

160

W 1786 12　層 46．2 16．7 5．5 右下が方形 に盛 り上が る形 に周囲 を削 弥生後期 105－160 柾　　　 目 （ス　　 ギ）
2・3 区 SK 2 120 1 る。上端 もやや厚 くなる。鼠返 しに似た

材。削った部分 も2．5cm とかなり厚みがあ

る。板状。

～古墳前 91－160

16 1
W 386 20　層 8．8 1．5 0．3 刀形の束の部分に似る薄 く細い材。 奈良～ 106－16 1 板　　　　 目 （ス　　 ギ）

l
1　 区 SR 1200 1 断面径 板状。 平安 94－161

162
W 362

1　 区

20　層

SR 1200 1
10．8 2．0 0．3

断面径

刀形の束の部分か。板状。 奈良～

平安

106－162

9十16 2

板　　　 目
（ス ギつ

163 W　 38
8　 層 11．6 3．4 1．7 側面を切 り落とし、下端を斎串状 に尖ら 奈良～ 106－16 3 柾　　　 目 （ス　　 ギ）

2・3 区 S R 20 801 せ る。板状。 平安 94－163

164
W 45 6

2・3 区

12　層

SK 2 1204
2 0．3 4．3 0．8 人形または鳥形の頭部 に似 る。小孔 1 。板

状。

弥生後期

～古墳前

106－164

9 2－164

柾　　　　 目 ス　　 ギ

165

166

167

168

169

17 0

17 1

172

173

W 4 12 25－33層 42．7

52．7

54．5

2．1

4．5

6．1

0．9 上端を両側面か ら切 り落 として尖 らせ 奈良～ 106－165 柾　　　 目

柾　　　　 目

板　　　　 目

追　 柾　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

9　 区 SR 9250 3

－93303

断面径 る。板状。 中世 92－165

W 1534 33　層 2．1 人形に似る。下から切 り込みを入れ、間を 奈良～ 106」66
9　 区

W lOO6
9　 区

SR 93302

2 5　層

断面径

1．2
断面径

折取って足状 の表現 をす る。上部 に向

かって厚 くなる。板状。

下端を両側面か ら削 り尖らせる。板状。

中世

奈良～

中世

平　　 安

弥生後期

92－166

106－167
92－16 7

W 32 2

10　区

W 179 3

22　層

12　層

73．25

5 1．8

3．35

5．8

3．2

2．9

角材の角に切 り欠 きを5 回入れる部分が

上部各角に2 箇所ずつある。下端の断面

は円形の仏具か。棒状。

上部に方形の頭を作 るように した杭。有

106－16 8
92－168

10 6－169

（ス　　 ギ）

l
（ス　　 ギ）

203 区 SK 2 1201 頭棒状。 ～古墳前 92－169

W　 57
5　 区

W 3 18

8　 層

20　層

16．6

16．3

7．0

1．8

1．7

1．7

上端右側面を切 り欠 く。左 も欠損 してい

るが同様 とかんがえられる。田下駄 また

は大足の踏板か。有頭板状。

正面を突起状に作る。裏 もやや盛 り上が

古墳中期

～平安

奈良～

106－170
9ト170

106－171

板　　　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）
1　 区 SR 1200 1 断面径 る形 となっている。有頭棒状。 平安 94－17 1

W 6 95

10　区

W　 22

2・3 区

30b 層

SK lO30b O2

6　 層

19．4

20．4

3．3

3．1

3．0

1．2

上部を把手状 に作 る。下部は正面と裏を

4 mm～5 mm削って薄 くし、長方形の孔を
穿つ。

下部を幅広に作 り、先端のみ薄 く削 る。上
部のみ窪みは欠損。有頭棒状。

古墳中期

平　　 安

106－172

94－172

106－173
9 2－173

板　　　 目

柾　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

－56－



用途不明8

番

号

登録 番号

調査 区

出土層位

遺構

法 量 （cm ）

形　 態　 ・　 技　 法 年 代観
実 測図版

写 真図版
木　 取　 り 樹　　 種

長 さ 幅 厚

174
W　 24

5　 区

5　 層 23 ．9 6 ．4 1．3 右側面 上面 を切 り欠 く。左側面 は欠損 か。

有 頭板 状。

中 ・近世 106 －174

92 －174

板　　　 目 （ス　　 ギ）

175

W 126

10　 区

14b 層 23 ．8 3 ．3 0．3

断面径

付礼状 の形態 。かな り薄 い。左側 面上 部 を

Ⅴ字 に切 り欠 く。右側 面 に も同様 の痕 跡

が残 る。有頭板 状。

中 ・近世 106 ～175

92 …175

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

176
W　 45

10　 区

8　 層 18 ．6 2 ．2 0．9 付 礼状 の形態 。断面 長方 形状 に加工 され

てい る。上端 に小孔 1 。有 頭板状 。

中 ・近世 106 －176

94－176

板　　　 目 （ス　　 ギ）

177
W 887

7　 区

9層 下部

本道 状遺構

15．7 1．6 0．9 付 礼状 の形態 。残存 状 況が 悪 い。有頭 棒

状 。

古墳 中期 106 －177

94…177

板　　　 目 （ス　　 ギ）

178
W lO6

10　 区

16層 ～ 2 1層 14．1 1．2 0 ．5

断 面径

小 型の付 札の 形態 。下 に向 か って薄 くな

る。有頭棒 状。

平　　 安 106 －178

9十 178

追　 柾　 目 （ス　　 ギ）

179
W 809 25　 層 22．1 6．0 3 ．4 大 きな突起 を持 つ。他 はか な り薄 い板 状 奈良 ～ 10′「 179 板　　　 目 （ス　　 ギ）

9　 区 S R 9 250 1 とな ってい る。 有段。 中世 94－179

180
W 2648 38　 層 26．6 5．8 5 ．6 梯 子の破 片か。表 面 を削 って 段 を作 り出 弥生後 期 107－180 板　　　 目 （ス　　 ギ）

9　 区 S K 9380 3 してい る。有段 。 ～古 墳前 92－18 0

18 1
W K 1837

10　 区

36　 層

S K lO36 05

62．2 14．6 1．6

断 面径

5 cm x 7 cm の大 きな角 孔 1 。 有礼 。 弥生後 期

前葉

10′「 181

92－18 1

柾　　　　 目 アカガ シ亜 属

182
W 1354

2 ・3 区

12　 層

S K 21204

5∴1．3 13．1 3 ．9 上 が U 字状 に作 られ てい る。 有孔 。 弥生後 期

～古墳 前

107－182

92－18 2

柾　　　　 目 アカガ シ亜 属

183

W 1562

2 。3 区

16　 層 30．3 10．3 2 ．2 正面 に三角 形状 の薄 い削 り込 みが 6 箇所

見 られ る。 中央 は方形 乳状 の切 り欠 きが

ある。板状 。

弥生 中期

複 葉

107－183

92－183

板　　　 目 （ス　　 ギ）

184

W llO8

9　 区

2 5　 層 20．1 4．8 2．8 中央 部 に刃 の痕跡 が あ り、 元 は上部 も下

端 と同様 に厚 くな ってお り、 4 cm 幅の切

り欠 きが あっ た と考 え られ る。有段 。

奈良 ～

中世

107－184

92－184

板　　　 目 （ス　　 ギ）

185

W 13 61 33　 層 13．5 2．2 1．9 1．3cm x O．6 cm の長 方 形 の穿 孔 が上 端 に あ 奈 良 ～ 10′「 185 板　　　 目 （ス　　 ギ）

9　 区 S R 93 301 る。下端 に も穿孔痕 が残 り、同様 の形状 と

考 え られ る。有礼 。

中世 9 4－185

186
W 243

2 ・3 区

10　 層

S R 2 10 01

14 ．6 7．1 1．9 下駄 の未製 品か。 上端 に は垂 直 に 刃 を入

れ た痕 跡が あ る。 有段。

古 墳 中期 107－186

9 2－186

板　　　　 目 （ス　　 ギ）

187
W 49 1

8　 区

16　 層 12 ．6 3 ．2 2．6 円柱 状 の棒 に辺 1．5 cm の 方形 孔 を 両側 か

ら穿 つ。有礼 。

古 墳 中期 10 7－187

94 －187

柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

188

18 9

W 249 8 22　 層 3 1．7

36 ．0

▼
39．7

3 ．6

3 ．9

4 ．2

2．4

1．7

上 部 の幅 を狭 く し、1．2cm X 1．4 cm の 方形孔 弥生後期 10 7…188 板　　　 目

板　　　 目

板　　　　 目

ス　　 ギ

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

1　 区 S K 12 205 を穿 つ。裏 面 を削 り、や や薄 くしてい る。

有 孔。

～古墳 前 92 …188

W 719 17a 層 1．5 cm x 1．7cm の角孔 。上 部 に も穿孔痕 が残 弥生後期 10 7－189

8　 区 S K 8 17aO5 断面径 る。 ～古墳前 92 －189

190
W 13

3　 区

5　 層 1．1

断面径

径 4 mm の小孔 1 。上端 は丸 く切 る。割 れの

部分 の孔は 欠損 によ るもの。有孔 。

中 ・近世 10 7－190

92 －190

19 1

192

W 1857

9　 区

W 2138

38　 層

S K 938 02

38　 層

48．45 5．55 2．8 2 ・8cm x 1．2 cm の楕 円の 穿孔 1 。有孔棒 状。 弥 生後期

～古墳前

弥 生後期

10 7－19 1

92 －19 1

10 7－192

板　　　 目 （ス　　 ギ）

54．2 5．2 2．0 1．4 cm x O ．7 cm の長 方形 孔 を穿 つ。有 礼 棒

状 。

板　　　 目 （ス　　 ギ）

9　 区 S K 9380 3 断面径 ～古墳前 92 －192

193

194

195

W 8 06

10　 区

31a 層

S K lO3 1aO5

62．2 4．6 3 ．4 4 cm x I cm の 長方形 孔 1 。 有礼棒 状。 古墳 前期 10 7－193

92 －193

板　　　 目 （ス　　 ギ）

W 6 08 12　 層 89．5

37．2

2．0

6．0

2 ．1 上 端 の側 面 を切 り欠 い て状 の突 起 を作 弥生 後期 107 －194 芯　 持　 材

板　　　 目

イ ヌマ キ属

（ス　　 ギ）

2 ・3 区 S K 2120 1 断 面径 る。弓 に似 るが、上 端 は側 面か ら見 る と幅

があ り、細 く尖 らない。有 。

一古 墳前 92 －194

W 1672 3 8　 層 1．8 辺 1．4 cm の方 形孔 1 。孔 の痕跡 1 。 田下駄 弥生 後期 108 －195

9　 区 S K 9370 1 に似 る。 有礼。 ～古 墳前 93 －195

196
W 12－2

7　 区

6　 層

南辺排 水溝

40．7 3．4 1．5 小孔 2 。 斜め に穿つ。 有礼 。 不　　 明 108 －196

93…196

板　　　 目 （ス　　 ギ）

197
W 204 1

9　 区

38　 層

S K 9 3804

25．5 8．7 1．3 径 3 mm の小 孔 4 。有礼 。 弥生 後期

～古 墳前

108 －197

93－197

板　　　 目 （ス　　 ギ）
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用途不明9

番

号

登録番号

調査区

出土層位
遺構

！　 法量 （cm） i 形 態 ・ 技 法

年代観
実測図版

写真図版
木　 取　 り 樹　　 種！ 長さ ！ 幅 ！ 厚

198

W 1649 33　層 25．6 8．6 2．0 約 1cm四方の方形孔 1 。欠損部の上端は 奈良～ 108…198 板　　　 目 （ス　　 ギ）
9　 区 SR93 301 方形 の切 り欠 き痕がある。表面 は一部

チョウナで調整 している。有孔。
中世 93－198

199
W lOll

7　 区

8　 層 26．5 7．0 1．2 下端に小円孔 1 。上端にも孔の痕跡があ

る。有礼。
古墳後期

～奈良

108－199

93－199

板　　　 目 （ス　　 ギ）

200
W　 21

3　 区

6　 層 14．0 6．7 0．9

断面径

樺皮あ り。径5 mmの小孔 1。有礼。 平　　 安 108－200
93－200

追　 柾　 目 （ス　　 ギ）

201

W 283

10　区

30　層

泥炭
西側排水溝

13．6 4．3 1．1
断面径

円孔 1 。有礼。 古墳中期 108－201

94－201

板　　　 目 （ス　　 ギ）

202
W 191

10　区

18　層

西側排水溝

10．35 4．2 0．85 泥除け片か。小孔 1 。有礼。 平　　 安 108－202

94－20 2

板　　　 目 （ス　　 ギ）

203
W　 28

2 e 3 区

6　 層 16．0 5．8 1．0 小孔 1 。有孔。 平　　 安 108－203
93－203

追　 柾　 目 ス　　 ギ

204
W 666 17b 層 17．1 5．8 1．4 片約1．5cmの方形孔 1 。正面、裏面、右側 面 弥生後期 108－204 板　　　 目 （ス　　 ギ）
8　 区 SK 8 17 aO8 はチョウナで調整している。有礼。 前葉 94－204

205
W 254 1 22　層 18．4 6．3 0．9

断面径
二又鍬の先端に形状が似る。径5 mmの斜 弥生後期 108－205 板　　　 目 アカガシ亜属

1　 区 SK 1220 3 めの穿孔がある。有礼。 ～古前 93－205

206
W 2 93

8　 区

14b 層 6．3 5．5 2．7 方形の大きな切 り欠きを持つ。有礼。 奈良～

平安
108－206

94－206

板　　　 目 （ス　　 ギ）

207
W 154

8　 区

9　 層 21．9 6．9 1．4 上部に径 8 mmの円孔 1。下端にも円孔の

痕跡がある。有礼。

平安～

中世
108－207

93－207

板　　　 目 （ス　　 ギ）

208 W 17 72
12　層 24．1 7．4 1．1 1．6cm x l．2cmの楕円形孔 1。表裏 ともチ ョ 弥生後期 108－208 板　　　 目

（ス ギつ

2・3 区 SK 2 12 01 ウナで平坦 に削る。有孔。 ～古前 93－208

！209
W 690 20　層 16．8 5．4 0．9 小孔3 。並んで穿つ。中央の孔は貫通 しな 奈良～ 108－209 板　　　　 目

（ス ギつ

1　 区 SR 12001 い。有礼。 平安 93－209

210
W 18 1
8　 区

10a 層 20．0 3．1 1．9 穿孔状の切 り欠き1 。裏面に下駄の歯の

部分を削 り落 としたような痕跡あ り。下

駄を壊 した破片か。有礼。

平安～

中世

108－210

94－210

板　　　 目 （ス　　 ギ）

211 W 285 6

1　 区

22　層

SK 122 02

5．0 20．4 1．05 楕円形の孔の痕跡2 。有孔。 弥生後期

～古前

108－211

93－211

板　　　 目 （ス　　 ギ）

212
W 807 25　層 19．4 4．8 1．5 上端に小孔痕あり。下部は大きく円形状 奈良～ 108－212 板　　　 目 （ス　　 ギ）
9　 区 SR 9250 1 断面径 に窪み、中央に貫通 しない孔がある。 中世 93－212

2 13

214

W　 54 2 0　層 22．7

19．9

3．8

2．7

0．7

0．5

樺皮あり。縦横 に切 り込みがあり、その間 奈良～ 109－213 板　　　 目

板　　　 目

板　　　 目

板　　　 目

板　　　 目

柾　　　　 目

板　　　 目

板　　　 目

板　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

1　 区

W　 68

S R 12 001

8　 層

に斜めに樺皮を通す。正面刃物痕が多い。

小孔3 。有孔。

薄い材。方形小孔2 。孔には木釘が残存す

平安

古墳後期

93－213

109－214
7　 区 SR 7080 1 る。有礼。 ～奈良 94－214

215
W　 2

1　 区

10　層

SK l lO O3

15．5 2．0 1．0
断面径

方形の穿孔痕 1 。有孔。 中 ・近世 109－215

94－215
（ス　　 ギ）

216
W 184

5　 区

8　 層 11．4 2．1 0．9 小孔 3 。有孔。 古墳中期

～平安

平 安 i

平安這世 ！

109－216
94－216

（ス　　 ギ）

217
W 194

10　区

18　層

西側排水溝
7．4 2．6 0．75 泥除けか。小孔 1 。有礼。 109－217

94－217
（ス　　 ギ）

218
W 148

8　 区

9　 層 9．0 4．1 0．8 小孔 1 。135に似るが、やや厚めである。
有礼。

109－218
94－218

（ス　　 ギ）

219
W　 3

3　 区

4　 層 22．0 4．2 4．4 かなり厚い板材に大 きな角孔 と穿った材

の破片。板状。

中 ・近世 109－219

93－219

（ス　　 ギ）

220
W 562 24～26層

畦
54．7 3．0 1．0 刀形に形状が似 る。中央部右を正面か ら 奈良～ 109－220 （ス　　 ギ）

10　区 断面径 穿っている。板状。 平安 93－220

22 1
W 8 17

9　 区

25　層

SR 925 01
5．3 2．7 0．6 表裏漆塗 り。板状。 奈良～

中世
109－221

94－22 1

（ス　　 ギ）

222

㌢ 1日 8層水田内 ！ 5・85 i
2．15

0・9 ！
小孔 1 。有孔。

票 期 ！
109－222

94－222

板　 目 ！
（ス　　 ギ）
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用途不明10

番

ロ写

223

224

出土層位

遺構

法量 （cm）

形　 態　　 e　　 技　 法 年代観
実測図版

写真図版
木　 取　 り 樹　　 種

長さ 幅 厚

26　層 8．7 2．5 1．0 1cm x O．5cmの横長の孔 1。下端に向かって 奈良～ 109－2 23 板　　　 目 （ス　　 ギ）

S T 78 やや幅が広 く厚 くなる。有孔。 平安 9十223

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

18　 層 10．1 2．0 0．6 小 孔 1。下 端 は 円形 状 に切 り、上端 は直線 平　　 安 109－224 板　　　 目

西側 排水 溝 的 に切 る。有 孔。 9 4－224

225
W 297

8　 区

14b 層 9 ．5 3．2 0．9 円 形 穿 孔痕 1。残存状 況 が悪 い。有礼。 奈 良 ～

平 安

109－225

94 －225

板　　　 目

2 26
W 195

10　区

18　層 11．0 2．5 0．6
断面径

小孔 1。泥除け片か。2 17 とほぼ同 じ形状だ

がやや薄い。有礼。

平　　 安 109－226
94－226

板　　　 目 （ス　　 ギ）

22 7
W 4735 16　層 27．5 3．8 0．9 上部右をⅤ字状、下部左 を円形状 に切 り 弥生後期 10 9－227 板　　　 目 （ス　　 ギ）

6　 区 S K 6 16 05 欠 く。板状。 ～古墳前 93－227

228
W 253

7　 区

8　 層

S R 7080 1

19．5 5．4 0．7

断面径

右側面中央を円形に切 り欠く。板状。 古墳後期

～奈良

10 9－228

93－228

板　　　 目 （ス　　 ギ）

229

W 797 8　 層 20．35 2．05 0．1 ごく薄い板材。上端左が斜めに切 り落 と 古墳後期 109－229 柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

7　 区 S R 7 080 1 断面径 されており、曲物の側板の可能性がある。

板状。

～奈良 94－229

230
W 2900 22　層 22．85 1．6 1．3 小型の鎌の柄に似 る。上部は側面に割れ 弥生後期 109－230 柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

1　 区 SK 1220 3 がある。棒状。 ～古墳前 94－2 30

23 1
W 24 1

8　 区

15層直上 18．95 2．3 1．5

断面径

弓の先端の形状。やや反っている。棒状。 古墳中期 109－231

94－2 31

板　　　 目 （ス　　 ギ）

I

232
W 1522 14　層 28．4 4．9 3．25 周囲を10方向か ら切 り欠いて頭を作 り出 弥生後期 109－232 芯　 持　 材 キ　　 リ

2・3 区 S K 2 1403 断面径 す。下部は正面 と左側面の2方向から切 り

欠 く。有頭棒状。

前葉 93－23 2

233
W 639 20　層 34．95 3．7 3．15 周囲を多方向か ら削 り、円形状の頭 を作 奈良～ 109－2 33 芯　 持　 材 イヌマキ属

1　 区 S R 120 01 断面径 り出す。 平安 93…23 3

，2 34
S K 7－10 10　層 35 1．0 2．7 2．8 弓のような形状だがやや太めで下端 に行 弥生後期 109…23 4 柾　　　　 目 （ス　　 ギ）

…1 11

7　 区

S K 7 1006 くほど細 くなる。　 弓の様な反 りは認め

られない。棒状。

～古墳前 93－234

23 5
W　 36

2・3 区

7　 層 10．4 1．7 0．6 下は尖っていたと考えられる。右側面に

Ⅴ字状の切 り欠き1。板状。

奈良～
平安
109－23 5

94－235

板　　　 目 （ス　　 ギ）

236
W 222－1
5　 区

10　層

S K 5 10 09

16．3 6．1 1．4 四又鍬片の形状。板状。 古墳前期 109－236

94－236

柾　　　　 目 アカガシ亜属

237
W　 31

2・3 区

6　 層 11．9 3．9 1．1 皿状の別物片か。板状。 平　　 安 109－23 7

9 4…237

追　 柾　 目 （ス　　 ギ）

238
W 1276 33　層 左側面をⅤ字状 に切 り欠いて三角形状の 奈良～ 109－238 板　　　 目 （ス　　 ギ）

9　 区 S R 9 330 1 頭を作 り出 している。 中世 94－238

239

W 165

2・3 区

10　層

S R 2 100 1

2号堰

50．0 5．0 3．1 上部に楕円形の頭を作 り出す。断面楕円

形。正面をチ ョウナで削り、平坦な面を作

る。有頭棒状。

古墳中期 110－239

95－239

柾　　　　 目 ヒ　 ノ　 キ

240
W 13 7

5　 区

8　 層 75．6 5．4 4．2 下端にかえしを作る。左側面はやや丸み

を帯びる。かえし付 き棒状。

古墳中期

～平安

110－240

95－240

板　　　 目 （ス　　 ギ）

241
W 138

5　 区

8　 層

14　層

82．6

49．9

73．8

5．0

3．3

4．4

4．0

3．0

2．7

240 に似る。右側 面に削 りの加工あ り。か

えし付き棒状。

古墳中期

～平安

110－24 1

95－241

板　　　　 目

板　　　 目

柾　　　　 目

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

（ス　　 ギ）

242
W 729 角材の角を取る形で挟 りを入れ、頭部 を 弥生後期 110－242

2・3 区 S K 2 1402 作 り出す。有頭棒状。 前葉 95－242

2 43
W 7 19 12　層 角材の各々の面を削 り、頭を作 り出す。有 弥生後期 110－243
2・3 区 S T －5 衰貞棒状。 ～古墳前 95－243
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補遺国儀観察轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補遺瑠

番

号

遺
物

名

登録番号
区

出土層位

出土遺構

法量

（cm）
形　　 態　　 ・　　 技　　 法

年
代

観

実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

1

曲

物

W　 33 長さ カキゾコの底板。約2 分の 1 が残存する。カバ紐が 1 箇所、 I平

安

112－1 柾

目

ス
2・3 区

6　 層

15．4

残存幅

7．6
厚さ

1．0

側板には平行せず直交に近い角度に残 る。 9 7－1 ギ

2

曲

物

W　 3 残存長 カキゾコの底板。2 分の 1弱が残存する。カバ紐が2 箇所側 奈
良

I

平

安

1 12－2 板

目

ス
2・3 区

8　 層

西側排水溝

i

18．2
残存幅

7．5

厚 さ

0．9

板の接合部に残 る。　 復元径18．7cm。 97－2 ギ

3

曲

物

W　 6 残存長 底板 3 分の1 強が残存する。カバ紐、木釘痕等は残っていな 中

近

世

112－3 柾

目

ノー．ヽ・ヽス
2・3 区

4　 層

13．5

全幅
4．2

断面厚

1．0 5

い。　 復元径15．6cm 9 7－3 ぎ

4

曲

物

W　 50 残存長 端に穿孔が 1 箇所残存する。原形が円形であった とす ると 古

墳

中

期

1 12－4 板

目

ノー．・、ス
2・3 区 18．5 径が40．4cm とな り、かなり大型品となるため、楕円形であっ 97－4 ぎ

残存幅

3．4
厚 さ

1．2

た可能性がある。

5

曲

物

W　 37 残存長 カキゾコの底板。約4 分の 1 が残存する。側板の接合部にカ 奈

良

i

平

安

112－5 板

目

ス
ギ2・3 区

8　 層

16．0

残存幅

6．6

断面摩

0．9

バ紐が 1 箇所残 る。　 復元径　 20 cm。 9㍗5

6

曲

物

W 16 残存長 底板約 4 分の 1が残存する。カバ紐、木釘等 は残っていな 平

安

112－6 追

柾

目

ノ－．．．ヽス
ぎ2・3 区

6　 層

12．3
残存幅

4．0

断面厚

0．8

い。　 復元径 13．0 cm 97－6

7

曲

物

W　 52 長さ 底板2 分の 1 強が残存する。カバ紐、木釘等は残っていな 平

安

1 12－7 追

柾

目

／‾ヽヽス
ぎ5　 区

6　 層

13．9

残存幅

7．2
断面厚

0．9

い。表面に刃痕のような痕がある。 97－7

8

曲

物

W 7 03 残存長 カキゾコ．の底板の約3 分の1 が残存する。カバ紐、木釘等 は 弥

後

I

古

前

112－8 板

目

／－　、
ス
ぎ1　 区

22　層
17．6

残存幅

5．8

断面厚

0．8

残っていない。　 復元径 19．2cm。 97－8

9

別

物

W　 5 7 長さ 平面長方形のかなり大型品である。周囲の立ち上が りより 平

安

113－9 追

柾

目

ノー－．＼ス
ぎ3　 区

6　 層
S K 31 1

91．4

全幅

10．0
厚さ

9．4

も底の方が薄 く作 られている。 97－9

10

別

物

W 1244

9　 区

33　層

S R 9330 1

長さ

34．2

残存幅

12．0
厚 さ

4．7

平面長方形と考えられ、把手が1 箇所残存 している。 奈

良
I

中
世

1 13－10

9′「10

板

目

′－・、ス
ぎ

11

別

物

W 1673 残存長 平面長方形で内部を上か ら垂直になるよう削っている。ま 弥

後

l

古
前

113－11 板

目

ノ－．、ス
ぎ9　 区 46．3 た、18 cmの長さの緑があり、側面 には脚 と思われる表現が見 97－11

37　層 残存幅

15．0

厚 さ

6．4

られる。
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補遺2

番

号

遺

物

名

登録番号

区

出土層位
出土遺構

法量

（cm）
形　　 態　　 の　　 技　　 法

年

代

観

実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

12

刹

物

W l170

9　 区

33　層
SR 93301

長さ

41．3
残存幅

8．5
厚さ

4．5

平面長方形と考えられ、把手が 1 箇所残存する。 奈

良
I

中

世

113－12

97－12

板

目

ス
ギ

13

刹

物

W 333 残存長 底の一部が残存しているのみで、大部分が欠損しているが、 古

墳

中

期

113－13 柾

目

　　（ス
2・3 区

10　層

27．5

残存幅

4．7
厚さ

3．1

平面長方形と考えられる。 97－13 ぎ

14

別

物

W 611

1　 区
20　層

SR 12001

残存長

14．3
残存幅

4．3
厚さ

5．0

大部分が欠損しているが、平面長方形と考えられる。 奈
良

l

平

安

113－14

97－14

板

目

／－、
ス
ぎ

15

田

舟

W 1799 残存長 田舟の把手とその周辺のみが残存する。平面は縦に長い小 弥 113－15 追

柾

目

．′－．．ヽス
1　 区

22　層
SK 12205

15．9
残存幅

19．5
残存厚

16．9

判型と考えられる。 後

I

古

前

97－15 ぎ

16

田

下

駄

W 1741

2・3 区

12　層

SK 21201

残存長

6．1

残存幅

35．5
断面厚

1．4

約 4 分の 1 ～3 分の 1 が残存。楕円形の穿孔痕が 2 箇所残

る。

弥

後
l

古

前

114－16

98－16

板

目

ノ－．＼ス
ぎ

17

田

下

駄

W 482 残存長 約 2 分の 1 が残存。方形状の穿孔が2 箇所残る。中央部がや 弥

後
l

古
前

11⊥上17 板

目

ノ－ヽ、ス
ぎ2e3 区

12　層

9．3

全幅

27．0
厚さ

2．0

や窪む。 98…17

18

田

下

駄

W 904 残存長 2 分の 1 強が残存。細長い楕円形の穿孔が4 箇所残る。孔間 弥
後

I

古

前

11十18 板

目

ノ－、ス
ぎ7　 区

10層上面

15．2
全幅

53．9

厚さ

1．8

は上が的 7 cm、下が的 3 cm とかなり狭い。 98－18

19

田

下

駄

W 479

2・3 区

12　層

SK 21201

残存長

15．4

全幅

47．0
厚さ

2．6

2 分の1 強が残存。方形状と思われる穿孔痕が4 箇所残る。 弥

後
l

古

前

114－19

98－19

板

目

／－．・ヽス
ぎ

20

田

下

駄

W 627

2・3 区

12　層

SK 21201

残存長

9．5

全幅

33．4
厚さ

2．1

3 分の 1 が残存。方形状の穿孔が2 箇所残る。 弥

後
l

古
前

114－20
98－20

板

目

／．．・．、、ス
ぎ

21

田

下

駄

W　 52

2・3 区
9　 層

残存長

13．5
残存幅

34．5

厚さ

1．9

約3 分の 1 が残存。楕円形の穿孔が2 箇所見られる。 古

墳

中

期

114－21

98－21

板

目

ス
ギ

22

編

ム仁コ

W 1601 全長 上部に15箇所のⅤ字状切り欠きが不規則に並ぶ。下部には 古
墳

中

期

114－22 板

目

／‾、ス
ぎ9　 区

35　層

188．4
全幅

9．5

厚さ

3．7

中央よりややずれた位置に方形の切り欠きが 1 箇所ある。 98－22

ー61－



補遺3

番

ロ1テ

遺

物

名

登録番号

区

出土層位

出土遺構

法量

（cm）
形　　 態　　 ・　　 技　　 法

年

代

観

実測図版

写真図版

木

取

り

樹

種

23

泥

除

け

W llO 全長 約4 分の 1 が残存。小孔が2 つ残 る。柄を装着するための大 古
中

l

平

安

115－23 板

目

ノー．・ヽ
5　 区

8　 層

12．7

全幅

7．2
厚さ

0．7

きな切 り欠きがある。装着角度は不明。 99－23 ス
ぎ

24

泥

除

け

W　 68 全長 約 8 分の1 が残存。小孔2 つと柄を装着するための切 り欠 古

中
】

平

安

115－24 追

柾

目

ノー．．．・、ヽス5　 区 12．4

全幅

4．3
厚 さ

0．8

きの一部が残る。装着角度は不明。 99－24 ぎ

25

泥

除

け

W 408 全長 約8 分の 1 強が残存。小孔 1 つと柄を装着するための切り 古

墳

中

期

115－25 板

目

／－、
ス
ぎ8　 区

15　層
14．9

全幅

4．5

厚さ

1．1

欠きが残る。装着角度は500程度である。 99－25

26

泥

除

け

不　 明 残存長 下部に向かって薄くなるように作られている。側端は 3 cm 不

明

115－26 追

柾

目

ア
カ
ガ
シ
亜
属

11．7

残存幅

7．3
厚 さ

1．2

のところから削って尖らせている。 99－26

27

泥

除

け

不　 明 長さ 下部に向かって薄くなるように作られている。側瑞と下端、 不

明

115－27 板

目

ア
カ
ガ
シ
亜
属

10．4

残存幅

19．6
厚さ

1．4

上端の側端寄りの部分はさらに削って尖らせている。 99－27

28

泥

除

け

不　 明 長さ 下部に向かって薄くなるように作られている。側端は1．5cm 不

明

115－28 板

目

ア
カ
ガ
シ
亜
属

15．3
残存幅

2．5

厚さ

1．3

のところから削って薄く尖らせている。 99－28

29 又

鍬

W 2265 長さ 二又鍬の刃の片方が残存する。刃の幅が下に向かってやや 弥

後

l

古
前

116－29 板

目

ア
カ
グ

ン′
亜
属

1　 区

22　層
SK 12203

38．8

全幅
8．8

厚 さ

1．2

広 くな り、刃先に向けて細くなる。 99－29

30

諸

手

鍬

不　 明 長さ 柄穴周辺が欠損しているが、円孔の痕跡が残る。他の諸手鍬 不

明

116－30 柾

目

ア
カ
ガ
シ
亜
属

46．3 と異なり柄穴周辺が隆起せず、全体的に同じ厚さとなって 99－30
全幅

13．7
厚さ

3．8

いる。

31 鍬

番号不明 長さ 全周欠損のため原型は不明だが広鍬のような形になると推 古

墳
前

期

116－31 柾

目

ア
カ
グ

ン′
亜
属

5　 区 21．9 定される。柄穴周辺が隆起し、周辺は薄く加工している。着 99－31
10　層 全幅

8．0

厚 さ

2．4

柄角度500。

32

鎌

の

柄

W 556 長 さ 小型ではあるが、上部に3．7cm の刃を差し込んだ穴の痕跡が 奈

良
I

平

安

116－32 柾

目

ヒ
ノ
キ

1　 区

20　層

SR 12001

21．05
全幅

1．8

厚さ

1．1

残る。 98－32

33

編

錘

W 568 残存長 丸太材の木表に近い部分を加工して作られている。1 辺1．2 古

後

I

奈

良

116－33 板

目

ア
カ
ガ
シ
亜
属

7　 区

8　 層
SR 70801

7．8

全幅

14．0
厚 さ

3．1

cmの方形の穴が上部中央にあけられている。 98－33
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木

取

り

樹

種

34

斎

串

W 1291 残存長 上部の半分が残存する。側面にⅤ字状の切り欠きが 4 箇所 奈

良
l

中

世

116－34 柾

目

ス
9　 区

33　層

34．15
残存幅

3．0
厚さ

1．7

ある。 98－34 ギ

35

刀

形

W 921 残存長 刀の背にあたる部分と、刃の先端を欠損している。柄は刃側 奈
良

l

中

世

116－35 板

目

　　（ス9　 区

25層～

33　　 層

S R92502

－93303

35．4

残存幅

2．9
厚さ

1．2

を2 箇所三角形に切り欠いて表現している。 98－35 ぎ

36

土

錘

P　 62 長さ 完形品。須恵質の細長い円柱状の土錘で、径約5 mmの乱が貰 中

近

世

117－36
9　 区 4．02 適する。上下端は平坦に作り、上部には粘土をねじった痕跡 96－36
19　層

SR 92001

全幅

1．45

厚さ

1．34

がある。重量9．3g。

37

土

錘

P　208 長さ ほぼ完形品。上下端部を平坦に作る円柱形の土錘で、径約 1 中

近

世

117－37
9　 区 4．01 cm の孔が貫通する。孔を貫通させた後、さらに両端を押しつ 96－37
22　層 全幅

1．44
厚さ

1．42

けて平坦にしている。　 重量76．3g。

38

土

錘

P　441 長さ ほぼ完形品で下端の一部が欠損している。中央が最大径と 古

墳

中

期

11′「38
7　 区

9層下部

4．90

全幅

3．89
厚さ

3．54

なる紡錘形の土錘で、径 4 mmの孔が貫通する。　 重量7．0g 96－38

39

土

錘

P682，683 長さ 上下端を平坦にする円柱状の土錘で、中央部に径約 1 cmの 弥

後
l

古

前

117－39 ノ
8　 区 5．66 子Lがやや斜めに貫通する。側面には所々に粘土の合わせ目 96－39
17a 層 全幅

3．83

厚さ

3．41

が残る。 4 分の 1欠損。　 重量52．8g。

40

環
状

土

製

日日。

P　 l 長さ 完形品。全面ナデ仕上げで、孔内面にも指ナデ痕があり、や 古

墳

中

期

117－40
2・3 区

9　 層

4．3
全幅

4．21

厚さ

1．8

や窪んでいる。 96－40

41

臼

玉

S　　 2 長さ 滑石製。胴部中央に稜線を残す。上、下端は平坦に研磨され 古

中

l

平

安

117－41
5　 区 0．45 るが、上端はやや斜めになっている。胴部表面には研磨痕が

8　 層

SR 50801

全幅

0．45
厚さ

0．35

見られる。

42

箸

状

木

製

。ロ。

W 292 長さ 上端は正面と裏面から削り、薄く作る。左側面も同じ。右側 奈

良
l

中

世

117－42 柾

目

／－．．．・ヽス
ぎ9　 区

20　層

8．9

全幅

1．0

厚さ

0．4

面は割り面で欠損か。 98－42

43

薯

状

木

製

。ロ。

W ll 長さ 途中で折れている。断面がほぼ正方形状をしている。下端は 中

近

世

117－43 柾

目

ノー．・．・・、ス
ぎ2・3 区

5　 層
8．8

全幅

0．6

断面厚

0．5

正面と両側面を削って作り出す。 98－43

44

箸

状
木

製

口ロロ

W 751

7　 区

8　 層
SR 70801

長さ

11．6

全幅
0．7

厚さ

0．4

やや横幅がある。下端は欠損しているものと考えられる 古

墳

後
i

奈

良

117－44
98－44

板

目

ノー．ヽス
ぎ
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木

取

り

樹

種

45

箸
W 870 長さ やや横幅があるもの。下端は両側面 と正面を削って尖 らせ 古 117－45 板

目

／－ヽス

状

木
製

。ロロ

7　 区

8　 層

SR 7080 1

10．4

全幅

0．9
断面厚

0．5

ている。 墳

後
l

奈

良

98－45 き

46

箸 W　 7
長さ 下端が鋭 く尖る。上部の大部分は欠損 していると思われ る。 中 117－46 板

目

／－、ス

状

木

製

ロ日日

2・3 区

4 層 下

10．9

全幅

0．7

厚 さ

0．5

上端はへら状 に丸く切っている。 近

世

98－46 ぎ

47

箸

状

木

製

ロ日日

W 16

3　 区

4　 層

長さ

12．8
全幅

0．7

厚さ

0．6

欠損 しているが、両側の尖ったものと考えられる。 中

近

世

117－47
98－47

板

目

／‾ヽヽ、
ス
ぎ

48

箸
W　 52 長さ 平た く両側面が割 り面であり、欠損の可能性がある。上端は 古 11午48 板

目

ノー．‘・．＼ス

状

木
製

。日日

7　 区

8　 層

SR 7080 1

14．9

全幅

0．7
断面厚

0．3

平坦に切 る。下端は欠損する。 墳
後

l

奈

良

98－48 ぎ

49

箸

状

木

製

。日日

W　 9

2・3 区

5　 層

長さ

17．7

全幅

0．7

厚 さ

0．5

下端は側面 と正面 を削って尖らせている。上端は欠損。 中

近

世

117－49

9 8－49

板

目

　　（ス
ぎ

50

箸

状

木

製

日日＝

W l a

3　 区

4　 層

長 さ

20．0
全幅

0．5

厚さ

0．5

両端の先端を側面から削って尖らせている。 中

近

世

117－50
98－50

板

目

．′　、ス
ぎ

－64－
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第1図　礎板・桂根実測図1



第2図　礎板・桂根実測図2
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第8図　梯子実測図6
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第11図　鼠返し実測図3



第12図　鼠返し実測図4



第13図　鼠返し実測図5
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第15回　扉実測図2
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第18図　垂木実測図2



第19図　垂木実測図3
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第23図　垂木実測図7
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第24図　円柱実測図1
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第27図　柱状材実測図2
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ふ　り　が な ふ　り　が な コ　 ー　 ド 」捕

i

東経 調査期間 調査面積 調　 査　 原　 因

所収遺跡名 所　 在　 地 l市町村 ！遺跡番号 m z

せ　な瀬名遺跡 しずおかけんしずおかし
静岡愚静岡市 l2220日

l‡llIlI

138度 35度 19860403－ 182，834 静清バイパス （瀬名

せ　な瀬名
25分

31秒

0分

18秒

19911115 地区）埋蔵文化財発

掘調査業務

所収遺跡名 種別 主な時代 主　 な　 機　 構 主　 な　 遺　 物 特　 記　 事　 項

瀬名遺跡 生産遺跡 弥生時代 水田 弥生土器、鍬、鋤、田下駄、 当地方の初期農耕段階の水
中期 方形周溝墓

溝
杭、打製石斧 田。

多数の杭を打ち込んだ水田弥生時代 水田 弥生土器、古式土師器、鍬、
後期 掘立柱建物 鋤、田下駄、田舟、ヨコヅ 跡を全調査区で確認。多数の

i 溝 チ、竪杵、編錘、かせい、 木製農具の出土
古墳時代

前期
堰 網代、楯、木製高杯、別物、

舟形木製品、鳥形木製品、

木棺、桂根、梯子、ネズ ミ

返 し、杭、舟材

古墳時代

中期

本道状遺構 土師器、鍬、田下駄、竪杵、

舟形木製品、別物、杭、柱

材、垂木、梯子、鉄鉱、鉄

釧

古墳時代 水田 土師器、須恵器、田下駄、

条里型地割を示す水田区画

後期 溝 田舟、ヨコヅチ、曲物、挽

～

平安時代

自然流路 物、別物、漆椀、人形木製

品、斎串

平安時代 水田 土師器、陶器、田下駄、田

溝

掘立柱建物

自然流路

舟、ヨコヅチ、曲物、別物、

挽物、漆椀、刀形木製品、

斎串、舟形木製品、箸、下

駄、木簡

を確認。

中 ・近世 水田　　　　　　　　 土師器、陶器、田下駄、挽

自然流路　　　　　　 物、曲物、漆椀、箸、斎串、

木簡、卒塔婆、銭貨、鉄鉱

本書は瀬名遺跡よ 出土した建築部材を中心とした本製品、文字資料、自然遺物について扱った。



資料整理参加者

瀬名遺跡の資料整理には当研究所職員および整理作業員等があたった。

瀬名遺跡出土遺物の整理作業及び本書の編集は下野第一整理事務所（下野緑町1番地バイパス高架下蓮

で行なった。

本書の資料整理参加者名は以下の通り

技術職員　　着発弘道　石原　茜　榎本喜代子　用渕由美子　杉山すず代

技術補助員　柴田圭子　早瀬容子

整理作業員　浅野冨恵　跡部麻由子　池田きよ子　稲垣訓予　井上のり子　岩石文注

遠藤幸子　梶山節子　加藤百合子　川田シゲ子　河村琴予　河村雅子

木村泰美　後藤輝乃　酒井春江　佐々木智子　佐藤静枝　佐藤容子

生子和江　白井温子　新村佳子　杉山久美子　鈴木認代　高田清子

宅鬼寿美子　竹中比呂美　辻澤久江　鶴橋扶美代　乎井高代　望月澄子

森本てる予　山杢静子　脇田千晶

特殊技術員　森田恭史
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